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マラキ 2:7を読む。次の質問をする。
· [bookmark: ehobahagoZi_Fen_niShi_eruRen_tat]エホバはご自分に仕える人たちを導くために不完全な人間を用いています。それが意外ではないのはなぜですか。
マタイ 24:45を読む。次の質問をする。
· [bookmark: ehobanoZu_Zhi_karanoZhi_Shi_woXi]エホバの組織からの指示を信頼できるのはなぜですか。
ヘブライ 13:17を読む。次の質問をする。
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^ （格 3:1-35） わが子よ，私の教え*を忘れてはならない。 私のおきてを心から守ってほしい。 2 そうすれば，長く生きて 平和な日々を送れる。 3 揺るぎない愛と忠実さ*を手放してはならない。 それを首に結べ。心に書き記せ。 4 そうすれば，神と人から好意を得， 深い洞察力があると認められる。 5 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。 6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。 7 自分は賢いと思ってはならない。 エホバを畏れ，悪から離れよ。 8 そうするなら，体*が癒やされ， 骨が元気になる。 9 あなたの貴重なもの， 全ての産物*の初物*を捧げてエホバを敬え。 10 そうすれば，あなたの倉は満杯になり， 大おけ*は新しいぶどう酒であふれる。 11 わが子よ，エホバの矯正*を拒否してはならない。 その方の戒めを嫌悪してはならない。 12 父親がかわいいわが子を戒めるように， エホバは愛する人を戒めるからである。 13 知恵を得る人， 識別力を身に付ける人は幸せだ。 14 知恵を得ることは銀を得ることに勝り， それを手にするのは金を手にするよりも価値がある。 15 それはサンゴ*よりも貴重で， あなたが望むどんなものもこれにはかなわない。 16 長寿が右の手にあり， 富と栄誉が左の手にある。 17 知恵の道は心地よく， その通り道はどこも平穏*である。 18 知恵はそれをつかむ人たちにとって命の木であり， しっかりとつかんでいる人たちは幸せな人と呼ばれる。 19 エホバは知恵によって地の土台を据えた。 識別力によって天をしっかり定めた。 20 神の知識によって深い水は分けられ， 大空の雲は水を滴らせた。 21 わが子よ，それら*を見失ってはならない。 役立つ知恵と思考力を守れ。 22 それらはあなたに命を与え， あなたの首飾りとなる。 23 あなたは道を安全に歩き， 決してつまずかない*。 24 横になる時，恐れを感じることはない。 横になれば，眠りは心地よい。 25 突然の恐ろしいことも， 悪人たちを襲う嵐も，恐れない。 26 エホバはあなたに確信を持たせてくださり， あなたの足をわなから守ってくださる。 27 あなた*に助ける力があるときに， 善を行うべき相手*にそうせずにいてはならない。 28 今，与えることができるのに， 隣人に，「帰りなさい。また明日来たら，あげよう」と言ってはならない。 29 隣人が安心感を抱いてあなたの近くに住んでいるとき， その人に対して悪いことをたくらんではならない。 30 人があなたに悪いことをしていないなら， 理由もなくその人と言い争ってはならない。 31 暴力的な人をうらやんではならない。 その人のやり方をまねしてはならない。 32 エホバは，欺く人をひどく嫌い， 正直な人たちを親しい友とするからである。 33 悪人の家にはエホバからの災いが降り掛かり， 正しい人たちの住まいには神の祝福がある。 34 神は，あざける人をあざ笑い， 温厚な人を好意的に見る。 35 賢い人は名誉を受け， 愚かな人は不名誉なことを誇りとする。

または，「律法」。
または，「真実さ」。
直訳，「理解」。
直訳，「へそ」。
または，「収入」。
または，「最良の物」。
または，「ブドウ搾り場」。
または，「指導」。
用語集参照。
または，「平和」。
神が持つ前述の資質を指すと考えられる。
または，「足は何にもぶつからない」。
または，「あなたの手」。
または，「受けるべき人」。
 
^ （格 3:5） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。

直訳，「理解」。
 
^ （格 3:6） どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

 
^ （格 3:7） 自分は賢いと思ってはならない。 エホバを畏れ，悪から離れよ。

 
^ （格 3:3） 揺るぎない愛と忠実さ*を手放してはならない。 それを首に結べ。心に書き記せ。

または，「真実さ」。
 
^ （格 3:1-18） わが子よ，私の教え*を忘れてはならない。 私のおきてを心から守ってほしい。 2 そうすれば，長く生きて 平和な日々を送れる。 3 揺るぎない愛と忠実さ*を手放してはならない。 それを首に結べ。心に書き記せ。 4 そうすれば，神と人から好意を得， 深い洞察力があると認められる。 5 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。 6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。 7 自分は賢いと思ってはならない。 エホバを畏れ，悪から離れよ。 8 そうするなら，体*が癒やされ， 骨が元気になる。 9 あなたの貴重なもの， 全ての産物*の初物*を捧げてエホバを敬え。 10 そうすれば，あなたの倉は満杯になり， 大おけ*は新しいぶどう酒であふれる。 11 わが子よ，エホバの矯正*を拒否してはならない。 その方の戒めを嫌悪してはならない。 12 父親がかわいいわが子を戒めるように， エホバは愛する人を戒めるからである。 13 知恵を得る人， 識別力を身に付ける人は幸せだ。 14 知恵を得ることは銀を得ることに勝り， それを手にするのは金を手にするよりも価値がある。 15 それはサンゴ*よりも貴重で， あなたが望むどんなものもこれにはかなわない。 16 長寿が右の手にあり， 富と栄誉が左の手にある。 17 知恵の道は心地よく， その通り道はどこも平穏*である。 18 知恵はそれをつかむ人たちにとって命の木であり， しっかりとつかんでいる人たちは幸せな人と呼ばれる。

または，「律法」。
または，「真実さ」。
直訳，「理解」。
直訳，「へそ」。
または，「収入」。
または，「最良の物」。
または，「ブドウ搾り場」。
または，「指導」。
用語集参照。
または，「平和」。
 
^ （マラ 2:7） 祭司の唇は知識を保つべきであり，民は祭司の口に律法*を求めるべきである。祭司は，大軍を率いるエホバの使者だからである。

または，「指示」。
 
^ （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。

 
^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。
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[bookmark: 5__Hui_Hua_woShi_meru_1]5. 会話を始める
[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Zh][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Zh_1][bookmark: pcitationsource9_1]（4分）日常生活で。知人や友人を記念式に招待する。（愛込 レッスン2 ポイント3）
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[bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_2][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_3]クリスチャンとして生活する
16番の歌
[bookmark: 7__3Yue_no_Zu_Zhi_noHuo_Dong_noJ]7. 3月の「組織の活動の進展」
[bookmark: _10Fen__Dong_Hua_woZai_Sheng_sur_1][bookmark: _10Fen__Dong_Hua_woZai_Sheng_sur]（10分）動画を再生する。
[bookmark: 8__3Yue_15Ri_Tu_Yao_Ri_niShi_mar]8. 3月15日土曜日に始まる記念式のキャンペーン
[bookmark: _5Fen__Feng_Shi_Jian_Du_niyoruHu_1][bookmark: _5Fen__Feng_Shi_Jian_Du_niyoruHu]（5分）奉仕監督による話。会衆のキャンペーン，特別講演，記念式の予定を伝える。3月と4月，いつもの伝道にプラスしてできることがないか考えるよう励ます。
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^ （格 4:1-27） 私の子供たちよ，父のしつけ*を受け入れ*なさい。 理解を得るために注意を払いなさい。 2 私は良い教えを与えるからである。 私の教え*を捨ててはならない。 3 私は父にとって良い子であり， 母に特にかわいがられた子だった。 4 父は私を教えてこう言った。「私の言葉に心からしっかり従ってほしい。 私のおきてを守って，生き続けなさい。 5 知恵を得，理解を得よ。 忘れてはならない。私が言うことからそれてはならない。 6 知恵を捨ててはならない。それはあなたを守る。 それを愛しなさい。それはあなたを保護する。 7 知恵は最も重要な*ものなので，知恵を得なさい。 ほかに何を得るにしても，理解を得なさい。 8 知恵を高く評価せよ。あなたはたたえられる。 それを大切にするとき，あなたは栄誉を受ける。 9 それはあなたの頭の魅力的な花飾りとなり， 美しい冠のようにあなたを飾る」と。 10 わが子よ，聞いて，私の言葉を受け入れよ。 そうすれば，あなたは長く生きられる。 11 私はあなたに知恵の道を教え， 真っすぐな道を歩ませる。 12 あなたが歩くとき，歩みは妨げられず， 走っても，つまずかない。 13 指導をしっかりつかめ。それを放してはならない。 それを失ってはならない。命が関係しているからである。 14 悪人が通る道に入ってはならない。 悪い人の道を歩いてはならない。 15 それを避けよ。足を踏み入れてはならない。 それから離れ，通り過ぎよ。 16 彼らは，悪を行わないと眠れず， 誰かを倒れさせないと眠りを奪われる。 17 彼らにとって，悪事はパンであり， 暴力はぶどう酒である。 18 しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。 19 悪人たちの道は暗闇のようだ。 彼らは自分が何につまずいているのか分からない。 20 わが子よ，私の言葉に注意を払え。 私の言葉をよく聞くように。 21 それを見失ってはならない。 心にしっかりとどめよ。 22 それを受け入れる人たちにとって， それは命であり，全身を健康にする。 23 ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。 24 不正直な話し方を捨て， 人を欺く言葉を自分から引き離せ。 25 あなたの目は真っすぐ前を見るべきである。 前方を真っすぐ見つめる*のだ。 26 あなたが歩いていく所を平らにせよ*。 あなたはしっかりした足取りで進んでいける。 27 右にも左にも片寄ってはならない。 悪から足を遠ざけよ。

または，「訓練」。
直訳，「聞き」。
または，「律法」。
または，「主要な」。
または，「源を発して」。
または，「輝く目で見る」。
もしかすると，「よく考えよ」。
 
^ （詩 51:6） あなたは内面の真実さを喜びます。 私が心の奥底で真の知恵を理解できるようにしてください。

 
^ （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。
 
^ （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。
 
^ （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。

 
^ （格 4:1-18） 私の子供たちよ，父のしつけ*を受け入れ*なさい。 理解を得るために注意を払いなさい。 2 私は良い教えを与えるからである。 私の教え*を捨ててはならない。 3 私は父にとって良い子であり， 母に特にかわいがられた子だった。 4 父は私を教えてこう言った。「私の言葉に心からしっかり従ってほしい。 私のおきてを守って，生き続けなさい。 5 知恵を得，理解を得よ。 忘れてはならない。私が言うことからそれてはならない。 6 知恵を捨ててはならない。それはあなたを守る。 それを愛しなさい。それはあなたを保護する。 7 知恵は最も重要な*ものなので，知恵を得なさい。 ほかに何を得るにしても，理解を得なさい。 8 知恵を高く評価せよ。あなたはたたえられる。 それを大切にするとき，あなたは栄誉を受ける。 9 それはあなたの頭の魅力的な花飾りとなり， 美しい冠のようにあなたを飾る」と。 10 わが子よ，聞いて，私の言葉を受け入れよ。 そうすれば，あなたは長く生きられる。 11 私はあなたに知恵の道を教え， 真っすぐな道を歩ませる。 12 あなたが歩くとき，歩みは妨げられず， 走っても，つまずかない。 13 指導をしっかりつかめ。それを放してはならない。 それを失ってはならない。命が関係しているからである。 14 悪人が通る道に入ってはならない。 悪い人の道を歩いてはならない。 15 それを避けよ。足を踏み入れてはならない。 それから離れ，通り過ぎよ。 16 彼らは，悪を行わないと眠れず， 誰かを倒れさせないと眠りを奪われる。 17 彼らにとって，悪事はパンであり， 暴力はぶどう酒である。 18 しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。

または，「訓練」。
直訳，「聞き」。
または，「律法」。
または，「主要な」。
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122番の歌と祈り | 開会の言葉（1分）
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[bookmark: Xing_De_Bu_Dao_De_karaYuan_kuLi][bookmark: citationsource4_2][bookmark: pcitationsource4_2]性的不道徳から遠く離れているべき。（格 5:8。塔00 7/15 29ページ4節）
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[bookmark: 3__Sheng_Shu_Lang_Du_2]3. 聖書朗読
[bookmark: _4Fen__Ge__5_1_23_Jiao_Li__Di_5K][bookmark: _4Fen__Ge__5_1_23_Jiao_Li__Di_5K_1][bookmark: citationsource6_2][bookmark: pcitationsource6_2]（4分）格 5:1-23（教励 第5課）
[bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_5][bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_4]野外奉仕に励む
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[bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Qian_Hui][bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Qian_Hui_1][bookmark: pcitationsource8_2]（4分）家から家で。前回訪問した時に記念式の招待状を受け取って関心を示した人と会話する。（愛込 レッスン9 ポイント5）
[bookmark: 6__Jiao_eteYu_teru]6. 教えて育てる
[bookmark: _5Fen__Mu__retusun16_matome_Fu_X][bookmark: _5Fen__Mu__retusun16_matome_Fu_X_1][bookmark: pcitationsource9_2][bookmark: pcitationsource10_2]（5分）暮 レッスン16 まとめ，復習，次のステップ。イエスは結婚していたのかと尋ねられ，答えの見つけ方を教える。（愛込 レッスン11 ポイント4）
[bookmark: page5][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_4][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_5]クリスチャンとして生活する
121番の歌
[bookmark: 7__detoZhong_niDao_De_De_niQing]7. デート中に道徳的に清くあるために
[bookmark: _15Fen__Tao_Yi_3][bookmark: _15Fen__Tao_Yi_2][bookmark: _15Fen__Tao_Yi_____detotoha_Yi_B]（15分）討議。
[bookmark: detotoha_Yi_Ban_De_ni_Lian_Ai_Ga][bookmark: citationsource7_1]デートとは，一般的に「恋愛感情を抱く2人が一緒に時間を過ごすこと」と言われています。グループでか2人でか，オープンにするか秘密にするか，直接会うか電話やメールを使うかなど，デートの仕方はさまざまです。でも，クリスチャンにとってデートは遊びではなく，結婚に至る大切なステップです。若くても年齢を重ねていても，デート中に性的に不道徳なことを避けるため，前もって何ができるでしょうか。（格 22:3）
[bookmark: f2_2] 
[bookmark: _Jie_Hun_niBei_eru_pato1__moudet][bookmark: _Jie_Hun_niBei_eru_pato1__moudet_1]「結婚に備える パート1: もうデートをしてもいい年齢かしら？」（抜粋）の動画を再生する。次の質問をする。
· [bookmark: madaJie_Hun_dekiruZhuang_Kuang_d][bookmark: citationsource8_1][bookmark: citationsource9_1]まだ結婚できる状況ではないのにデートするべきでないのはなぜですか。（格 13:12。ルカ 14:28-30）
· [bookmark: Liang_Qin_hadonoyouniShang_Shou]両親はどのように上手に娘を助けていましたか。
格言 28:26を読む。次の質問をする。
· [bookmark: You_Huo_ninaruZhuang_Kuang_de2Re]誘惑になる状況で2人きりにならないために，前もってどんなことができますか。
· [bookmark: Shou_wotunagukotoyakisusurukoton]手をつなぐことやキスすることなど，愛情表現の限度を2人ではっきり決めておくことが大切なのはなぜですか。
エフェソス 5:3，4を読む。次の質問をする。
· [bookmark: Dian_Hua_yaonraindeHua_suShi__do]電話やオンラインで話す時，どんなことに注意する必要がありますか。
[bookmark: 8__Hui_Zhong_noSheng_Shu_Yan_Jiu_1]8. 会衆の聖書研究
[bookmark: _30Fen__Che__24Zhang_1_6Jie_1][bookmark: _30Fen__Che__24Zhang_1_6Jie][bookmark: pcitationsource12_2]（30分）徹 24章1-6節
[bookmark: Bi_Hui_noYan_Ye__3Fen_____3Fan_n][bookmark: pcitationsource13_2]閉会の言葉（3分） | 3番の歌と祈り

^ （格 5:1-23） わが子よ，私の知恵に注意を払え。 私が識別力について教えることをよく聞きなさい。 2 これは思考力を守るため， あなたの唇が知識からそれないためである。 3 いかがわしい*女性の唇は蜜を滴らせ， 彼女の口は油より滑らかである。 4 しかし結局は，彼女はニガヨモギのように苦く， 両刃の剣のように鋭い。 5 彼女の足は死へと下る。 その歩みは真っすぐ墓*に向かう。 6 彼女は命の道について全く考えない。 さまよい歩き，行き着く先を知らない。 7 私の子供たちよ，今，私の言うことを聞きなさい。 私の言葉から離れてはならない。 8 彼女から遠く離れていよ。 彼女の家の入り口に近づいてはならない。 9 自分の評判を落としたり 悲惨な日々を過ごすことになったりしないため， 10 知らない人たちがあなたの資産*を使い果たしてしまったり， あなたが働いて得たものが，外国人の家のものとなったりしないためである。 11 さもないと，力と体が衰える人生の終わりに， あなたはうめくことになる。 12 そしてあなたは言う。「ああ，私は指導を憎み， 私の心は戒めを軽んじた。 13 私は教師たちの言うことを聞かず， 私を教える人たちに注意を払わなかった。 14 私は会衆*の皆の前で*， 今にも完全に破滅しそうだ」。 15 あなた自身の水ためから水を， あなた自身の井戸から湧き出る水*を飲め。 16 あなたの泉が家の外に，あなたの水の流れが広場に まき散らされてよいだろうか。 17 それをあなただけのものとし， 知らない人のものとしてはならない。 18 あなたの泉*に祝福があってほしい。 あなたは若い時からの妻と喜ぶように。 19 あなたの妻はかわいい雌鹿，優雅な山ヤギ*である。 いつも彼女の乳房から満足を得る*ようにしなさい。 あなたは妻の愛に絶えず夢中になるように。 20 それで，わが子よ，どうしてあなたはいかがわしい*女性に夢中になったり， 不道徳な*女性の体を抱いたりしてよいだろうか。 21 人の道はエホバの目の前にあり， 神はその人の全ての道を調べる。 22 悪人は，自分自身の過ちに捕らえられ， 自分自身の罪という縄で縛られる。 23 彼は指導がないために死に， あまりの愚かさのために道を踏み外す。

直訳，「よその」。格 2:16参照。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「力」。
用語集参照。
直訳，「集会と会衆の中で」。
または，「新鮮な水」。
または，「水源」。
または，「アイベックス」。
または，「に酔う」。
直訳，「よその」。格 2:16参照。
直訳，「外国の」。格 2:16参照。
 
^ （格 5:3） いかがわしい*女性の唇は蜜を滴らせ， 彼女の口は油より滑らかである。

直訳，「よその」。格 2:16参照。
 
^ （格 5:4， 5） しかし結局は，彼女はニガヨモギのように苦く， 両刃の剣のように鋭い。 5 彼女の足は死へと下る。 その歩みは真っすぐ墓*に向かう。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
 
^ （格 5:8） 彼女から遠く離れていよ。 彼女の家の入り口に近づいてはならない。

 
^ （格 5:9） 自分の評判を落としたり 悲惨な日々を過ごすことになったりしないため，

 
^ （格 5:1-23） わが子よ，私の知恵に注意を払え。 私が識別力について教えることをよく聞きなさい。 2 これは思考力を守るため， あなたの唇が知識からそれないためである。 3 いかがわしい*女性の唇は蜜を滴らせ， 彼女の口は油より滑らかである。 4 しかし結局は，彼女はニガヨモギのように苦く， 両刃の剣のように鋭い。 5 彼女の足は死へと下る。 その歩みは真っすぐ墓*に向かう。 6 彼女は命の道について全く考えない。 さまよい歩き，行き着く先を知らない。 7 私の子供たちよ，今，私の言うことを聞きなさい。 私の言葉から離れてはならない。 8 彼女から遠く離れていよ。 彼女の家の入り口に近づいてはならない。 9 自分の評判を落としたり 悲惨な日々を過ごすことになったりしないため， 10 知らない人たちがあなたの資産*を使い果たしてしまったり， あなたが働いて得たものが，外国人の家のものとなったりしないためである。 11 さもないと，力と体が衰える人生の終わりに， あなたはうめくことになる。 12 そしてあなたは言う。「ああ，私は指導を憎み， 私の心は戒めを軽んじた。 13 私は教師たちの言うことを聞かず， 私を教える人たちに注意を払わなかった。 14 私は会衆*の皆の前で*， 今にも完全に破滅しそうだ」。 15 あなた自身の水ためから水を， あなた自身の井戸から湧き出る水*を飲め。 16 あなたの泉が家の外に，あなたの水の流れが広場に まき散らされてよいだろうか。 17 それをあなただけのものとし， 知らない人のものとしてはならない。 18 あなたの泉*に祝福があってほしい。 あなたは若い時からの妻と喜ぶように。 19 あなたの妻はかわいい雌鹿，優雅な山ヤギ*である。 いつも彼女の乳房から満足を得る*ようにしなさい。 あなたは妻の愛に絶えず夢中になるように。 20 それで，わが子よ，どうしてあなたはいかがわしい*女性に夢中になったり， 不道徳な*女性の体を抱いたりしてよいだろうか。 21 人の道はエホバの目の前にあり， 神はその人の全ての道を調べる。 22 悪人は，自分自身の過ちに捕らえられ， 自分自身の罪という縄で縛られる。 23 彼は指導がないために死に， あまりの愚かさのために道を踏み外す。

直訳，「よその」。格 2:16参照。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「力」。
用語集参照。
直訳，「集会と会衆の中で」。
または，「新鮮な水」。
または，「水源」。
または，「アイベックス」。
または，「に酔う」。
直訳，「よその」。格 2:16参照。
直訳，「外国の」。格 2:16参照。
 
^ （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。
 
^ （格 13:12） 期待がなかなか実現しないと落ち込むが， かなえられた望みは命の木である。

 
^ （ルカ 14:28-30） 例えば，塔を建てようと思う場合，まず座って費用を計算し，完成させるだけのものを持っているかどうかを確かめるのではないでしょうか。 29 そうしないなら，土台を据えても仕上げられないかもしれず，見ている人たちは皆あざけり始めるでしょう。 30 『この人は建て始めたが仕上げられなかった』と言うのです。

 
^ （格 28:26） 自分に頼る*人は愚かであり， 知恵によって歩む人は安全である。

または，「の心に従う」。
 
^ （エフェ 5:3， 4） 性的不道徳*や，あらゆる汚れや貪欲については，皆さんの間で口に上ることさえあってはなりません。聖なる人として正しく振る舞うためです。 4 恥ずべき行い，愚かな話，下品な*冗談なども，聖なる人にふさわしくありません。代わりに，感謝を表しましょう。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
または，「みだらな」。
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[bookmark: _c__Aerial_Media_Pro_Shutterstoc] 
[bookmark: page16_1][bookmark: _c__Aerial_Media_Pro_Shutterstoc_1]© Aerial Media Pro/Shutterstock
[bookmark: 2__Bao_Shi_woTan_siChu_su_3]2. 宝石を探し出す
[bookmark: _10Fen_14][bookmark: _10Fen____Ge__6_16_19_konoSheng][bookmark: _10Fen_15]（10分）
[bookmark: pcitationsource4_3]格 6:16-19 この聖句には，エホバの憎むもの全てが挙げられているか。（塔00 9/15 27ページ3節）
[bookmark: Jin_Zhou_noFan_Wei_karadonnaBao_3]今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。
[bookmark: 3__Sheng_Shu_Lang_Du_3]3. 聖書朗読
[bookmark: _4Fen__Ge__6_1_26_Jiao_Li__Di_10][bookmark: _4Fen__Ge__6_1_26_Jiao_Li__Di_10_1][bookmark: citationsource6_3][bookmark: pcitationsource5_3]（4分）格 6:1-26（教励 第10課）
[bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_6][bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_7]野外奉仕に励む
[bookmark: 4__Hui_Hua_woShi_meru_3]4. 会話を始める
[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Ji_1][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Ji][bookmark: pcitationsource6_3]（4分）日常生活で。集会や伝道を休んでいる親族を特別講演と記念式に招待する。（愛込 レッスン4 ポイント3）
[bookmark: 5__Hui_Hua_woShi_meru_2]5. 会話を始める
[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Ji_2][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Ji_3][bookmark: pcitationsource7_3]（4分）日常生活で。記念式に出席するための休暇を上司に申し出る。（愛込 レッスン3 ポイント3）
[bookmark: 6__Hui_Hua_woShi_meru]6. 会話を始める
[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Te][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Te_1][bookmark: pcitationsource8_3]（4分）日常生活で。特別講演と記念式に招待する。（愛込 レッスン5 ポイント3）
[bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_6][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_7]クリスチャンとして生活する
2番の歌
[bookmark: 7___Si_tatinoXing_sewoYuan_tutee]7. 「私たちの幸せを願ってエホバが造ったもの かわいい動物」
[bookmark: _5Fen__Tao_Yi_1][bookmark: _5Fen__Tao_Yi_____Dong_Hua_woZai][bookmark: _5Fen__Tao_Yi]（5分）討議。
動画を再生する。次の質問をする。
· [bookmark: Dong_Wu_karaehobanituiteHe_woXue]動物からエホバについて何を学べるか。
[bookmark: 8__Hui_Zhong_noBi_Yao]8. 会衆の必要
[bookmark: _10Fen_17][bookmark: _10Fen_16]（10分）
[bookmark: 9__Hui_Zhong_noSheng_Shu_Yan_Jiu_1]9. 会衆の聖書研究
[bookmark: _30Fen__Che__24Zhang_7_12Jie__19][bookmark: _30Fen__Che__24Zhang_7_12Jie__19_1][bookmark: pcitationsource10_3][bookmark: pcitationsource11_3]（30分）徹 24章7-12節，193ページ囲み
[bookmark: Bi_Hui_noYan_Ye__3Fen_____126Fan][bookmark: pcitationsource12_3]閉会の言葉（3分） | 126番の歌と祈り

^ （格 6:1-35） わが子よ，もし隣人の保証人になったなら， 知らない人と握手を交わした*なら， 2 自分の約束によってわなに掛かったなら， 自分が言った言葉によって捕らえられたなら， 3 わが子よ，次のようにして抜け出せ。 あなたは隣人の手に落ちたのだ。 行って，謙遜になり，隣人にひたすら懇願せよ。 4 目をつぶって眠ったり， まぶたを閉じてうとうとしたりするな。 5 猟師の手から逃れるガゼルのように， 鳥を捕る者の手から逃れる鳥のように抜け出せ。 6 怠け者よ，アリの所へ行け。 そのやり方を見て，賢くなれ。 7 アリには司令官も，役人も，支配者もいないが， 8 夏の間に食物を用意し， 収穫の時に食糧を集める。 9 怠け者よ，いつまで横になっているのか。 いつ起きるのか。 10 しばらく眠り，しばらくうとうとし， しばらく手を組んで休む。 11 すると，貧乏が盗賊のように， 窮乏が強盗のようにやって来る。 12 役立たずの悪人は，不正直な話し方をする。 13 目配せし，足で合図し，指をさす。 14 ゆがんだ心で， いつも悪いことをたくらみ，口論を繰り広げている。 15 それで，彼には突然，災難が降り掛かる。 一瞬のうちに砕かれ，癒やされることがない。 16 エホバが憎むものが6つある。 いや，ひどく嫌うものが7つある。 17 傲慢な目，うそをつく舌，無実の人の血を流す手， 18 邪悪なことをたくらむ心，急いで悪に走る足， 19 うそばかり言う不正直な証人，兄弟の間に口論を引き起こす者である。 20 わが子よ，父のおきてを守りなさい。 母の教え*を捨ててはならない。 21 それをいつも心に縛り， 首に結べ。 22 あなたが歩き回る時，それは導き， あなたが横になる時，それは見張り， あなたが目覚める時，それは語り掛ける*。 23 おきてはランプ，律法は光， 指導のための戒めは命への道だからである。 24 それは，あなたを悪い女性から， 不道徳な*女性の誘惑の言葉から守る。 25 心の中でその女性の美しさを欲するな。 その女性の色っぽい目に心を奪われてはならない。 26 人は娼婦のためにパン1つの生活に陥るが， 他人の妻の場合は貴重な命が餌食となる。 27 懐に火をかき集めておいて，服が燃えないようにできるだろうか。 28 また，炭火の上を歩いて，足が焦げないようにできるだろうか。 29 隣人の妻と関係を持つ人も同じである。 彼女に触れる人は誰も処罰を免れない。 30 飢えた人が腹を満たそうとして盗みをしても， 軽蔑されることはない。 31 それでも，見つかると，その人は7倍の償いをし， 自分の家の貴重なものを全て渡す。 32 女性と姦淫をする人は分別がなく*， そうする人は自分を破滅させる。 33 彼が受けるのは傷と不名誉だけで， 恥は消し去られない。 34 夫は嫉妬のために激怒し， 復讐する時に情けを掛けない。 35 夫はどんな償い*も受け入れず， どれほど大きな贈り物をしても，なだめることはできない。

契約を交わす時のこと。
または，「律法」。
または，「教える」。
直訳，「外国の」。格 2:16参照。
直訳，「心が欠けていて」。
または，「贖い」。
 
^ （格 6:6） 怠け者よ，アリの所へ行け。 そのやり方を見て，賢くなれ。

 
^ （格 6:7， 8） アリには司令官も，役人も，支配者もいないが， 8 夏の間に食物を用意し， 収穫の時に食糧を集める。

 
^ （格 6:9-11） 怠け者よ，いつまで横になっているのか。 いつ起きるのか。 10 しばらく眠り，しばらくうとうとし， しばらく手を組んで休む。 11 すると，貧乏が盗賊のように， 窮乏が強盗のようにやって来る。

 
^ （格 6:16-19） エホバが憎むものが6つある。 いや，ひどく嫌うものが7つある。 17 傲慢な目，うそをつく舌，無実の人の血を流す手， 18 邪悪なことをたくらむ心，急いで悪に走る足， 19 うそばかり言う不正直な証人，兄弟の間に口論を引き起こす者である。

 
^ （格 6:1-26） わが子よ，もし隣人の保証人になったなら， 知らない人と握手を交わした*なら， 2 自分の約束によってわなに掛かったなら， 自分が言った言葉によって捕らえられたなら， 3 わが子よ，次のようにして抜け出せ。 あなたは隣人の手に落ちたのだ。 行って，謙遜になり，隣人にひたすら懇願せよ。 4 目をつぶって眠ったり， まぶたを閉じてうとうとしたりするな。 5 猟師の手から逃れるガゼルのように， 鳥を捕る者の手から逃れる鳥のように抜け出せ。 6 怠け者よ，アリの所へ行け。 そのやり方を見て，賢くなれ。 7 アリには司令官も，役人も，支配者もいないが， 8 夏の間に食物を用意し， 収穫の時に食糧を集める。 9 怠け者よ，いつまで横になっているのか。 いつ起きるのか。 10 しばらく眠り，しばらくうとうとし， しばらく手を組んで休む。 11 すると，貧乏が盗賊のように， 窮乏が強盗のようにやって来る。 12 役立たずの悪人は，不正直な話し方をする。 13 目配せし，足で合図し，指をさす。 14 ゆがんだ心で， いつも悪いことをたくらみ，口論を繰り広げている。 15 それで，彼には突然，災難が降り掛かる。 一瞬のうちに砕かれ，癒やされることがない。 16 エホバが憎むものが6つある。 いや，ひどく嫌うものが7つある。 17 傲慢な目，うそをつく舌，無実の人の血を流す手， 18 邪悪なことをたくらむ心，急いで悪に走る足， 19 うそばかり言う不正直な証人，兄弟の間に口論を引き起こす者である。 20 わが子よ，父のおきてを守りなさい。 母の教え*を捨ててはならない。 21 それをいつも心に縛り， 首に結べ。 22 あなたが歩き回る時，それは導き， あなたが横になる時，それは見張り， あなたが目覚める時，それは語り掛ける*。 23 おきてはランプ，律法は光， 指導のための戒めは命への道だからである。 24 それは，あなたを悪い女性から， 不道徳な*女性の誘惑の言葉から守る。 25 心の中でその女性の美しさを欲するな。 その女性の色っぽい目に心を奪われてはならない。 26 人は娼婦のためにパン1つの生活に陥るが， 他人の妻の場合は貴重な命が餌食となる。

契約を交わす時のこと。
または，「律法」。
または，「教える」。
直訳，「外国の」。格 2:16参照。
 
[bookmark: Top_of_202025085_xhtml] 
[bookmark: page7][bookmark: 3Yue_31Ri__4Yue_6Ri_1]3月31日-4月6日
格言 7章
 
34番の歌と祈り | 開会の言葉（1分）
[bookmark: Shen_noYan_Ye_noBao_8][bookmark: Shen_noYan_Ye_noBao_9]神の言葉の宝
[bookmark: 1__You_Huo_tonaruZhuang_Kuang_wo][bookmark: f1_2] 
[bookmark: 1__You_Huo_tonaruZhuang_Kuang_wo_1]1. 誘惑となる状況を避ける
[bookmark: _10Fen____Shi_Jian_Zhi_razunoRuo][bookmark: _10Fen_18][bookmark: _10Fen_19]（10分）
[bookmark: Shi_Jian_Zhi_razunoRuo_Zhe_ga_ae][bookmark: citationsource2_4][bookmark: pcitationsource2_4]世間知らずの若者が，あえて娼婦たちのいる地区に足を踏み入れる。（格 7:7-9。塔00 11/15 29ページ5節）
[bookmark: Chang_Fu_gaJin_duitekiteRuo_Zhe][bookmark: citationsource3_4][bookmark: citationsource4_4][bookmark: pcitationsource3_4]娼婦が近づいてきて若者を誘惑する。（格 7:10，13-21。塔00 11/15 30ページ3-5節）
[bookmark: Ruo_Zhe_haYou_Huo_tonaruZhuang_K][bookmark: citationsource5_4][bookmark: pcitationsource4_4]若者は誘惑となる状況に身を置いたため，苦しい思いをする。（格 7:22，23。塔00 11/15 31ページ1節）
[bookmark: 2__Bao_Shi_woTan_siChu_su_4]2. 宝石を探し出す
[bookmark: _10Fen_20][bookmark: _10Fen____Ge__7_3_Shen_nookitewo][bookmark: _10Fen_21]（10分）
[bookmark: pcitationsource5_4]格 7:3 神のおきてを指に結び，心に書き記す，とはどういうことか。（塔00 11/15 29ページ1節）
[bookmark: Jin_Zhou_noFan_Wei_karadonnaBao_4]今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。
[bookmark: 3__Sheng_Shu_Lang_Du_4]3. 聖書朗読
[bookmark: _4Fen__Ge__7_6_20_Jiao_Li__Di_2K_1][bookmark: _4Fen__Ge__7_6_20_Jiao_Li__Di_2K][bookmark: citationsource7_2][bookmark: pcitationsource6_4]（4分）格 7:6-20（教励 第2課）
[bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_9][bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_8]野外奉仕に励む
[bookmark: 4__Zai_biHua_siHe_u]4. 再び話し合う
[bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Qian_Hui_3][bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Qian_Hui_2][bookmark: pcitationsource7_4]（4分）家から家で。前回訪問した時に記念式の招待状を受け取って関心を示した人と会話する。（愛込 レッスン9 ポイント5）
[bookmark: 5__Zai_biHua_siHe_u_1]5. 再び話し合う
[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Qi][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Qi_1][bookmark: pcitationsource8_4]（4分）日常生活で。前回話した時に記念式の招待状を受け取って関心を示した人と会話する。（愛込 レッスン9 ポイント4）
[bookmark: 6__Zai_biHua_siHe_u]6. 再び話し合う
[bookmark: _4Fen__Gong_Gong_eriaChuan_Dao_2][bookmark: _4Fen__Gong_Gong_eriaChuan_Dao_3][bookmark: pcitationsource9_4]（4分）公共エリア伝道。前回話した時に記念式の招待状を受け取って関心を示した人と会話する。（愛込 レッスン9 ポイント3）
[bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_8][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_9]クリスチャンとして生活する
13番の歌
[bookmark: 7___Bie_noDu_He_noLiang_iShi][bookmark: citationsource8_2]7. 「別の都合の良い時」（ルカ 4:6）
[bookmark: _15Fen__Tao_Yi_____Dong_Hua_woZa][bookmark: _15Fen__Tao_Yi_4][bookmark: _15Fen__Tao_Yi_5]（15分）討議。
動画を再生する。次の質問をする。
· [bookmark: iesuhadonnaYou_Huo_woShou_ketaka]イエスはどんな誘惑を受けたか。私たちも同じような誘惑をどのように受けることがあるか。
· [bookmark: E_Mo_noYou_Huo_nidousurebaDi_Kan]悪魔の誘惑にどうすれば抵抗できるか。
[bookmark: 8__Hui_Zhong_noSheng_Shu_Yan_Jiu_2]8. 会衆の聖書研究
[bookmark: _30Fen__Che__24Zhang_13_21Jie][bookmark: _30Fen__Che__24Zhang_13_21Jie_1][bookmark: pcitationsource11_4]（30分）徹 24章13-21節
[bookmark: Bi_Hui_noYan_Ye__3Fen_____70Fan][bookmark: pcitationsource12_4]閉会の言葉（3分） | 70番の歌と祈り

^ （格 7:1-27） わが子よ，私の言葉を守り， 私のおきてを大切にせよ*。 2 私のおきてを守って，生きよ。 私の教え*をあなたの目の瞳のように守れ。 3 それを指に結び， 心に書き記せ。 4 知恵に「あなたは私の姉妹だ」と言い， 理解を「私の親族」と呼べ。 5 それらが，いかがわしい*女性から， 不道徳な*女性と彼女の甘い*言葉から，あなたを守るためである。 6 私は自分の家の窓から， 格子越しに見下ろした。 7 世間知らずの*人たちを観察していて， 若者たちの中に分別のない*若者を見つけた。 8 その若者はある女性の家への曲がり角の近くを通り， その女性の家の方向に進む。 9 夕暮れ時に，晩に， 夜と闇が近づく頃に。 10 すると，娼婦のような服装をした女性が ずる賢い心で彼に会う。 11 彼女は騒がしくて，ふてぶてしく， 家にいることがない。 12 外に出たかと思うと，広場に行き， あちこちの角で待ち伏せする。 13 その若者をつかまえて口づけする。 厚かましくもこう言う。 14 「私は共食の犠牲を捧げなければなりませんでした。 今日，誓約を果たしました。 15 それで，あなたに会うため，あなたを探すために出てきました。 やっと会えました。 16 ベッドには，エジプトの色鮮やかな亜麻布の すてきなカバーを掛けました。 17 没薬，沈香，シナモンを振りまきました。 18 来てください。朝まで2人で愛を満喫しましょう。 激しく愛し合いましょう。 19 夫は家にいません。 遠くへ旅行に行きました。 20 お金の袋を持っていきました。 満月の日まで戻りません」。 21 その女性は彼を熱心に口説いて惑わす。 甘い言葉で誘惑する。 22 突然，彼はその女性に付いていく。ほふられ*に行く雄牛のように。 足かせ台に行って*罰せられる愚かな人のように。 23 ついには矢が彼の肝臓を刺し通す。 わなに飛び込む鳥のように，自分が命を失うことになるのを知らない。 24 だから今，私の子供たちよ，私の言うことを聞きなさい。 私が話す言葉に注意を払いなさい。 25 あなたの心がその女性の道へそれていかないようにしなさい。 彼女が通る道にさまよっていってはならない。 26 彼女によって多くの人が命を落とした。 彼女が殺した人は数知れない。 27 彼女の家は墓*に通じており， 死の奥の部屋へと下っていく。

または，「蓄えよ」。
または，「律法」。
直訳，「よその」。格 2:16参照。
直訳，「外国の」。格 2:16参照。
または，「誘惑の」。
または，「経験のない」。
直訳，「心が欠けている」。
または，「殺され」。
または，「足かせを掛けられて」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
 
^ （格 7:7-9） 世間知らずの*人たちを観察していて， 若者たちの中に分別のない*若者を見つけた。 8 その若者はある女性の家への曲がり角の近くを通り， その女性の家の方向に進む。 9 夕暮れ時に，晩に， 夜と闇が近づく頃に。

または，「経験のない」。
直訳，「心が欠けている」。
 
^ （格 7:10） すると，娼婦のような服装をした女性が ずる賢い心で彼に会う。

 
^ （格 7:13-21） その若者をつかまえて口づけする。 厚かましくもこう言う。 14 「私は共食の犠牲を捧げなければなりませんでした。 今日，誓約を果たしました。 15 それで，あなたに会うため，あなたを探すために出てきました。 やっと会えました。 16 ベッドには，エジプトの色鮮やかな亜麻布の すてきなカバーを掛けました。 17 没薬，沈香，シナモンを振りまきました。 18 来てください。朝まで2人で愛を満喫しましょう。 激しく愛し合いましょう。 19 夫は家にいません。 遠くへ旅行に行きました。 20 お金の袋を持っていきました。 満月の日まで戻りません」。 21 その女性は彼を熱心に口説いて惑わす。 甘い言葉で誘惑する。

 
^ （格 7:22， 23） 突然，彼はその女性に付いていく。ほふられ*に行く雄牛のように。 足かせ台に行って*罰せられる愚かな人のように。 23 ついには矢が彼の肝臓を刺し通す。 わなに飛び込む鳥のように，自分が命を失うことになるのを知らない。

または，「殺され」。
または，「足かせを掛けられて」。
 
^ （格 7:3） それを指に結び， 心に書き記せ。

 
^ （格 7:6-20） 私は自分の家の窓から， 格子越しに見下ろした。 7 世間知らずの*人たちを観察していて， 若者たちの中に分別のない*若者を見つけた。 8 その若者はある女性の家への曲がり角の近くを通り， その女性の家の方向に進む。 9 夕暮れ時に，晩に， 夜と闇が近づく頃に。 10 すると，娼婦のような服装をした女性が ずる賢い心で彼に会う。 11 彼女は騒がしくて，ふてぶてしく， 家にいることがない。 12 外に出たかと思うと，広場に行き， あちこちの角で待ち伏せする。 13 その若者をつかまえて口づけする。 厚かましくもこう言う。 14 「私は共食の犠牲を捧げなければなりませんでした。 今日，誓約を果たしました。 15 それで，あなたに会うため，あなたを探すために出てきました。 やっと会えました。 16 ベッドには，エジプトの色鮮やかな亜麻布の すてきなカバーを掛けました。 17 没薬，沈香，シナモンを振りまきました。 18 来てください。朝まで2人で愛を満喫しましょう。 激しく愛し合いましょう。 19 夫は家にいません。 遠くへ旅行に行きました。 20 お金の袋を持っていきました。 満月の日まで戻りません」。

または，「経験のない」。
直訳，「心が欠けている」。
 
^ （ルカ 4:6） そして言った。「この全ての権威と栄光をあげましょう。それは私に渡されており，与えたい者に与えることができます。
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^ （格 8:1-36） 知恵が呼び掛けていないだろうか。 識別力が声を上げていないだろうか。 2 それは，道沿いの高台，交差点に立つ。 3 町に通じる門の横，門の入り口で大声で叫び続ける。 4 「人々よ，私はあなた方に呼び掛けている。 皆*に向かって声を上げる。 5 経験のない人たち，聡明さを身に付けよ。 愚かな人たち，理解力のある心を得よ*。 6 聞きなさい。私は重要なことを語り， 唇は正しいことを話すからであり， 7 私の口は穏やかに真理を語り， 唇は邪悪なことを嫌悪するからである。 8 私の口の言葉は全て正しい。 間違ったことや曲がったことは全くない。 9 それは皆，識別力のある人にとっては明快であり， 知識を見つけた人にとっては正しいことである。 10 銀の代わりに私の指導を， 最良の金よりも知識を選べ。 11 知恵はサンゴ*に勝り， 他のどんな望ましいものもそれにはかなわない。 12 知恵である私は，聡明さと共に住む。 知識と思考力を得た。 13 エホバを畏れるとは悪を憎むことである。 私は，思い上がりや誇り，悪い道，偽りを憎む。 14 私には良い助言と役立つ知恵がある。 理解と力は私のものである。 15 私によって，王たちは統治し続け， 高官たちは正しい布告を出す。 16 私によって，統治者たちは治め続け， 高貴な人たちは正しい裁きをする。 17 私は，私を愛する人を愛しており， 私を探し求める人は，私を見つける。 18 富と栄光は私と共にある。 永続する財産*と正しさも。 19 私が実らせるものは金にも，精錬された金にも勝り， 私が生み出すものは最良の銀に勝る。 20 私は，正義の道を， 公正の道の真ん中を歩む。 21 私を愛する人たちに財産を与え， 彼らの倉を満たす。 22 エホバが，創造の初めとして， 昔の偉業の最初として私を生み出した。 23 私は，昔から据えられた。 初めから，地球より前の時代から。 24 水の深みもなかった時に，私は生み出された*。 水があふれる泉もなかった時に。 25 山々が据えられる前に， 丘より前に，生み出された。 26 神が地球やその原野も， 土壌の最初の塊もまだ造っていなかった時に。 27 神が天を整えた時，私はそこにいた。 神が水の表面に水平線を引いた*時， 28 上の方に雲を置いた時， 深い水の泉を設けた時， 29 海のために規定を設け，水が制限を越えないようにした時， 地の土台を据えた*時， 30 その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。 31 人が住むための地球を見て喜び， 人間に深い愛情を抱いた。 32 だから今，私の子供たちよ，私の言うことを聞きなさい。 私の道に従う人たちは幸せだ。 33 指導を受け入れて*，賢くなれ。 それを軽視してはならない。 34 毎日私の戸口に早く来て*， 戸口の柱の脇で待ち， 私の言うことを聞く人は幸せだ。 35 私を見いだす人は命を見いだし， エホバの好意を得るからである。 36 しかし，私を無視する人は自分を痛めつけており， 私を憎む人たちは死を愛している」。

直訳，「人々の子供たち」。
直訳，「心を理解せよ」。
用語集参照。
または，「価値ある世襲財産」。
または，「陣痛を伴って生み出された」。
直訳，「円を定めた」。
または，「定めた」。
直訳，「聞いて」。
または，「で目覚めていて」。
 
^ （格 8:1） 知恵が呼び掛けていないだろうか。 識別力が声を上げていないだろうか。

 
^ （格 8:4） 「人々よ，私はあなた方に呼び掛けている。 皆*に向かって声を上げる。

直訳，「人々の子供たち」。
 
^ （格 8:22） エホバが，創造の初めとして， 昔の偉業の最初として私を生み出した。

 
^ （格 8:30， 31） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。 31 人が住むための地球を見て喜び， 人間に深い愛情を抱いた。

 
^ （格 8:32） だから今，私の子供たちよ，私の言うことを聞きなさい。 私の道に従う人たちは幸せだ。

 
^ （格 8:35） 私を見いだす人は命を見いだし， エホバの好意を得るからである。

 
^ （格 8:1-3） 知恵が呼び掛けていないだろうか。 識別力が声を上げていないだろうか。 2 それは，道沿いの高台，交差点に立つ。 3 町に通じる門の横，門の入り口で大声で叫び続ける。

 
^ （格 8:22-36） エホバが，創造の初めとして， 昔の偉業の最初として私を生み出した。 23 私は，昔から据えられた。 初めから，地球より前の時代から。 24 水の深みもなかった時に，私は生み出された*。 水があふれる泉もなかった時に。 25 山々が据えられる前に， 丘より前に，生み出された。 26 神が地球やその原野も， 土壌の最初の塊もまだ造っていなかった時に。 27 神が天を整えた時，私はそこにいた。 神が水の表面に水平線を引いた*時， 28 上の方に雲を置いた時， 深い水の泉を設けた時， 29 海のために規定を設け，水が制限を越えないようにした時， 地の土台を据えた*時， 30 その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。 31 人が住むための地球を見て喜び， 人間に深い愛情を抱いた。 32 だから今，私の子供たちよ，私の言うことを聞きなさい。 私の道に従う人たちは幸せだ。 33 指導を受け入れて*，賢くなれ。 それを軽視してはならない。 34 毎日私の戸口に早く来て*， 戸口の柱の脇で待ち， 私の言うことを聞く人は幸せだ。 35 私を見いだす人は命を見いだし， エホバの好意を得るからである。 36 しかし，私を無視する人は自分を痛めつけており， 私を憎む人たちは死を愛している」。

または，「陣痛を伴って生み出された」。
直訳，「円を定めた」。
または，「定めた」。
直訳，「聞いて」。
または，「で目覚めていて」。
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[bookmark: Ri_noChu_8][bookmark: Ri_noChu____matai_27_62_66__Ri_M]日の出
[bookmark: tt160][bookmark: matai_27_62_66][bookmark: matai_27_62_66_1][bookmark: citationsource34] マタイ 27:62-66 
[bookmark: Ri_Mei__nisan16Ri_noShi_mari]日没（ニサン16日の始まり）
[bookmark: tt165][bookmark: maruko_16_1][bookmark: maruko_16_1_1][bookmark: citationsource35] マルコ 16:1 
[bookmark: 4Yue_15Ri__Huo_Yao_Ri]4月15日，火曜日
[bookmark: Ri_noChu_9][bookmark: Ri_noChu____matai_28_1_15____mar]日の出
[bookmark: tt172][bookmark: matai_28_1_15][bookmark: matai_28_1_15_1][bookmark: citationsource36] マタイ 28:1-15 
[bookmark: tt176][bookmark: maruko_16_2_8][bookmark: maruko_16_2_8_1][bookmark: citationsource37] マルコ 16:2-8 
[bookmark: tt180][bookmark: ruka_24_1_49][bookmark: ruka_24_1_49_1][bookmark: citationsource38] ルカ 24:1-49 
[bookmark: tt184][bookmark: yohane_20_1_25][bookmark: yohane_20_1_25_1][bookmark: citationsource39] ヨハネ 20:1-25 
「イエス」134-135章
[bookmark: Ri_Mei__nisan17Ri_noShi_mari]日没（ニサン17日の始まり）

^ （ヨハ 11:55-12:1） ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいていたので，多くの人が儀式上の清めをするために，過ぎ越しの前に地方からエルサレムに上っていった。 56 人々はイエスを捜し，神殿内のあちこちに立って互いにこう言っていた。「どう思う。彼は祭りには来ないと思うか」。 57 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスがどこにいるかを知ったら通報するようにという命令を出していた。イエスを捕まえるためだった。 
12 イエスは過ぎ越しの6日前にベタニヤに到着した。そこには，イエスが生き返らせたラザロがいた。

 
^ （マタ 26:6-13） イエスがベタニヤで，重い皮膚病だったシモンの家にいた時に， 7 白い石のつぼに入った高価な香油を持った女性が近づき，食事をして*いたイエスの頭に注ぎ始めた。 8 これを見た弟子たちは，憤って言った。「もったいないではないか。 9 これなら高く売れて，貧しい人たちに施しをすることができたのに」。 10 イエスはこれに気付いて弟子たちに言った。「なぜこの女性を困らせようとするのですか。私に立派なことをしてくれたのです。 11 貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません。 12 この女性がこの香油を私の体に付けたのは，私が葬られる時のための準備です。 13 はっきり言いますが，世界中どこでも良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。

または，「食卓で横になって」。
 
^ （マル 14:3-9） イエスがベタニヤで，重い皮膚病だったシモンの家で食事をして*いた時に，1人の女性が，白い石のつぼに入った香油を持ってやって来た。香油は純粋のナルドで，とても高価なものだった。女性はつぼの口を割り，イエスの頭に注ぎ始めた。 4 すると，何人かが憤って互いに言った。「香油がもったいないではないか。 5 この香油なら300デナリ以上で売れて，貧しい人たちに施しをすることができたのに！」 そして，その女性のことを非常に不快に感じていた*。 6 しかしイエスは言った。「この女性をそのままにしておきなさい。なぜ困らせようとするのですか。私に立派なことをしてくれたのです。 7 貧しい人たちはずっといて，いつでも望む時に善いことをしてあげられますが，私はずっといるわけではありません。 8 この女性は自分にできることをしました。私の体が葬られる時のために香油を注いだのです。 9 はっきり言いますが，世界中どこでも良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。

または，「食卓で横になって」。
または，「に腹立たしく語った」，「をとがめた」。
 
^ （ヨハ 12:2-11） イエスのためにそこで夕食会が設けられた。マルタは給仕していて，ラザロはイエスと一緒に食事をして*いる人々の中にいた。 3 その時マリアは，非常に高価な香油，純粋のナルドを300グラム持ってきて，イエスの足に注ぎ，髪の毛で拭いて乾かした。家は香油の香りでいっぱいになった。 4 しかし，弟子の1人で，イエスを裏切ろうとしていたユダ･イスカリオテが言った。 5 「どうしてこの香油を300デナリで売って，貧しい人たちに施しをしなかったのか」。 6 とはいえ，ユダがそう言ったのは，貧しい人たちのことを気に掛けていたからではなく，彼が泥棒で，管理していた金箱からよく盗んでいたからだった。 7 そこでイエスは言った。「マリアをそのままにしておきなさい。私が葬られる日のために行っているのです。 8 貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません」。 9 その間に，大勢のユダヤ人が，イエスがそこにいることを知ってやって来た。イエスだけではなく，生き返らされたラザロも見るためだった。 10 祭司長たちはラザロも殺そうと相談した。 11 ラザロのために，多くのユダヤ人がベタニヤへ行き，イエスに信仰を持つようになったからである。

または，「食卓で横になって」。
 
^ （マタ 21:1-11） 一行はエルサレムに近づき，オリーブ山にあるベテパゲに着いた。その時，イエスは2人の弟子を遣わして， 2 こう言った。「向こうに見えるあの村に行きなさい。すぐに，1頭のロバがつながれていて子ロバが一緒にいるのが見つかります。それらを解いて連れてきてください。 3 何か言われたら，『主が必要としているのです』と言わなければなりません。そうすれば，すぐに行かせてくれます」。 4 このことは，預言者を通して語られたことが実現するために実際に起きた。こう言われていた。 5 「シオンに告げなさい。『あなたの王がやって来る。温和であり，ロバに乗っている。それも，荷ロバの子，子ロバに乗っている』」。 6 それで弟子たちは行き，イエスが指示した通りにした。 7 ロバと子ロバが連れてこられ，弟子たちはその上に自分の外衣を掛け，イエスが乗った。 8 群衆の多くは自分の外衣を道路に敷き，ほかの人たちは木の枝を切り落として道路に敷いていった。 9 さらに群衆は，イエスの前を行く人も後に続く人もこう叫び続けた。「お救いください，ダビデの子を！ エホバの名によって来る方が祝福されますように！ お救いください，この上なく高い所で！」 10 イエスがエルサレムに入ると，町中の人が騒ぎ立ち，「これは誰か」と言った。 11 群衆は，「これは預言者イエス，ガリラヤのナザレから来た方だ！」と告げていった。

 
^ （マタ 21:14-17） またイエスは，目が見えない人や足が不自由な人たちが来たので，治した。 15 祭司長と律法学者たちは，イエスがした驚くべき事柄や，「お救いください，ダビデの子を！」と神殿で叫んでいる少年たちを見て憤り， 16 イエスに言った。「子供たちが言っていることが聞こえるか」。イエスは言った。「はい。『あなたは，幼い子供たち*の口から賛美を生じさせた』とあるのを読んだことがないのですか」。 17 そして，その人たちを後に残し，都を出てベタニヤに行き，そこで夜を過ごした。

直訳，「幼い子供や乳児」。
 
^ （マル 11:1-11） さて，一行がエルサレムに近づいて，オリーブ山にあるベテパゲとベタニヤの近くまで来た時，イエスは弟子の2人を遣わして， 2 こう言った。「向こうに見えるあの村に行きなさい。そこに入るとすぐ，子ロバが1頭つながれているのが見つかります。まだ誰も乗ったことがないロバです。それを解いて連れてきてください。 3 もし誰かに，『なぜそんなことをしているのだ』と言われたら，『主が必要としているのです。すぐにここに返します』と言いなさい」。 4 そこで2人は出掛けていき，脇道沿いにある戸口の所に子ロバがつながれているのを見つけ，それを解いた。 5 そこに立っていた人の何人かに，「子ロバを解いたりして何をしているのだ」と言われたが， 6 2人がイエスから言われた通りに答えると，行かせてくれた。 7 イエスのもとに子ロバが連れてこられた。弟子たちはその上に自分の外衣を掛け，イエスが乗った。 8 また，多くの人は自分の外衣を道路に敷き，ほかの人たちは野原から葉の付いた枝を切り落としてきて，敷いた。 9 前を行く人も後に続く人もこう叫び続けた。「お救いください，この方を！ エホバの名によって来る方が祝福されますように！ 10 間もなく来る，私たちの父ダビデの王国が祝福されますように！ お救いください，この上なく高い所で！」 11 イエスはエルサレムに入って神殿に行き，全ての物を見て回った。しかし，もう時刻が遅かったので，12人と一緒にベタニヤに行った。

 
^ （ルカ 19:29-44） そして，オリーブ山にあるベテパゲとベタニヤの近くに来た時，弟子の2人を遣わして， 30 こう言った。「向こうに見えるあの村に行きなさい。そこに入ったら，子ロバが1頭つながれているのが見つかります。誰も乗ったことがないロバです。それを解いて連れてきてください。 31 もし誰かに，『なぜそれを解いているのだ』と尋ねられたら，『主が必要としているのです』と言わなければなりません」。 32 2人が出掛けていくと，イエスが言った通りだった。 33 子ロバを解いていると，その持ち主たちに，「なぜ子ロバを解いているのだ」と言われたが， 34 2人は，「主が必要としているのです」と言った。 35 イエスのもとに子ロバが引いてこられ，弟子たちはその上に自分の外衣を掛け，イエスを乗せた。 36 イエスが進んでいくと，人々は自分の外衣を道路に敷いていった。 37 イエスがオリーブ山を下る道路に近づくとすぐ，大勢の弟子たちは皆喜び，目にした全ての強力な行いのために大声で神を賛美し始めて， 38 こう言った。「エホバの名によって王として来る方が祝福されますように！ 天に平和が，この上なく高い所に栄光がありますように！」 39 しかし，パリサイ派のある人たちが群衆の中からイエスに言った。「先生，あなたの弟子たちを叱ってください」。 40 イエスは答えた。「あなた方に言いますが，この人たちが黙っているなら，石が叫ぶでしょう」。 41 イエスはエルサレムの近くに来た時，それを眺めて泣き悲しみ， 42 こう言った。「もしあなたが，そうです，あなたが，平和に関係することをこの日に見分けていたなら―。しかし今，それはあなたの目から隠されています。 43 敵があなたの周りに先のとがった杭で柵を築き，あなたを完全に包囲する*時が来るからです。 44 敵は，あなたとあなたの子供たちを滅ぼし尽くし，あなたの中で石を石の上に残したままにはしておきません。あなたが，検分されている時を見分けなかったからです」。

または，「完全に囲い込む」，「四方から攻め立てる」。
 
^ （ヨハ 12:12-19） 次の日，祭りに来ていた大勢の人たちは，イエスがエルサレムに来ることを聞いた。 13 そしてヤシの木の枝を取ってイエスを迎えに出て，こう叫び始めた。「お救いください，この方を！ エホバの名によって来る方，イスラエルの王が祝福されますように！」 14 イエスは，若いロバを見つけて乗った。こう書いてある通りである。 15 「恐れることはない，シオンよ。あなたの王が来る。ロバの子に乗っている」。 16 弟子たちは初めこれらのことを理解できなかったが，イエスが栄光を受けた時に，イエスについて書いてある通りのことが起きたということが分かった。 17 イエスがラザロを墓から呼び出して生き返らせるのを見た人々は，そのことを語り続けた。 18 それもあって，多くの人が，イエスがこの奇跡*を行ったことを聞いて，会いに行った。 19 それでパリサイ派の人たちは互いにこう言った。「全然うまくいかない。見なさい，誰も*が彼に付いていってしまった」。

直訳，「しるし」。
直訳，「世」。
 
^ （マタ 21:12， 13） イエスは神殿に入り，神殿で売り買いしている人を皆追い出し，両替屋の台と，ハトを売る人のベンチを倒した。 13 そして言った。「『私の家は祈りの家と呼ばれる』と書いてあるのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしています」。

 
^ （マタ 21:18， 19） イエスは朝早く都に戻る途中，空腹を感じた。 19 道端にイチジクの木を見つけ，そこに行ったが，葉のほかには何も見当たらなかった。それで，「もう二度と実を結ばないように」と言うと，イチジクの木は一瞬で枯れた。

 
^ （マル 11:12-19） 次の日，一行がベタニヤを出てくる時，イエスは空腹を感じた。 13 そして，遠くから，葉を付けたイチジクの木を見つけ，実がなっていないかと見に行った。しかし，近づいてみると，葉のほかには何も見当たらなかった。イチジクの季節ではなかったのである。 14 そこでイエスは木に向かって言った。「もう二度と実を付けないように」。弟子たちはそれを聞いていた。 15 一行はエルサレムに来た。イエスは神殿に入り，神殿で売り買いしている人たちを追い出し始め，両替屋の台と，ハトを売る人のベンチを倒した。 16 また，神殿を通って物を運ぶことを誰にも許そうとしなかった。 17 そして，「『私の家は全ての国の人々のための祈りの家と呼ばれる』と書いてあるではありませんか。それなのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしました」と言って教えていた。 18 祭司長と律法学者たちはそれを聞き，どうしたらイエスを殺せるかを考えるようになった。イエスを恐れていたのである。群衆が皆イエスの教えに大変驚いていたからである。 19 夕方になると，イエスと弟子たちは都から出ていった。

 
^ （ルカ 19:45-48） それからイエスは神殿に入り，物を売っている人たちを追い出し始め， 46 こう言った。「『私の家は祈りの家となる』と書いてあるのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしました」。 47 イエスは神殿で毎日教え続けた。しかし，祭司長と律法学者および民の主立った人たちは，イエスを殺そうとしていた。 48 とはいえ，その方法が見つからなかった。民が皆イエスの言葉を聞こうとしてずっと離れずにいたからである。

 
^ （ヨハ 12:20-50） さて，崇拝のために祭りに来た人々の中にギリシャ人たちがいた。 21 その人たちは，ガリラヤのベツサイダの人フィリポの所に来て，「イエスに会いたいのですが」と頼み始めた。 22 フィリポは行ってアンデレに伝え，2人は行ってイエスに伝えた。 23 イエスはこう答えた。「人の子が栄光を受ける時が来ました。 24 はっきり言っておきます。1粒の小麦は地面に落ちて死なない限り，ただ1粒のままです。しかし，死ぬなら，多くの実を結びます。 25 自分の命に執着する人はそれを失いますが，この世界で自分の命を惜しまない人は，それを保って永遠の命を得ます。 26 私に仕えようと思う人は，私の後に従いなさい。私がいる所にその人もいることになります。私に仕えようと思う人は，天の父に尊ばれます。 27 今，私の心は騒いでいます。何と言えばよいのでしょう。父よ，私をこの事態から救い出してください。しかしやはり，私はまさにこのために来たのです。 28 父よ，お名前を栄光あるものとしてください」。すると，天から声があった。「私はすでにそれを栄光あるものとし，再び栄光あるものとする」。 29 そこに立っていた群衆はそれを聞いて，雷が鳴ったのだと言いだした。「天使が彼に話し掛けたのだ」と言う人もいた。 30 それに対してイエスは言った。「この声がしたのは，私のためではなく，皆さんのためです。 31 今，この世は裁かれています。もうこの世の支配者は追い出されます。 32 私の方は，地面から上げられたなら，あらゆる人を私に引き寄せます」。 33 イエスは，自分がどんな死を遂げようとしているかを示すためにそう言っていた。 34 それに対して群衆は言った。「私たちは，キリストが永久にとどまると律法にあるのを聞きました。人の子が上げられなければならないと言うのはなぜですか。人の子とは誰ですか」。 35 イエスは言った。「光はもうしばらく皆さんの間にあります。光があるうちに歩きなさい。闇に征服されないためです。闇の中を歩く人は，自分がどこへ行くのかを知りません。 36 光があるうちに光に信仰を抱きなさい。光の子となるためです」。 イエスはこれらのことを言って去っていき，身を隠した。 37 イエスが人々の前で非常に多くの奇跡を行ってきたのに，人々はイエスに信仰を持たず， 38 預言者イザヤのこの言葉が実現した。「エホバ，私たちから聞いた事*に誰が信仰を持ったでしょうか。エホバの力は誰に示されたでしょうか」。 39 イザヤは，彼らが信じることができなかった理由について，こうも言っている。 40 「私は彼らの目を見えなくし，彼らの心を固くさせた。彼らが目で見ず，心で理解せず，生き方を変えず，私が彼らを癒やすことのないためである」。 41 イザヤはキリストの栄光を見たので，彼についてこれらのことを語った。 42 実際には，多くの支配者たちもイエスに信仰を持った。しかしパリサイ派を恐れて，会堂から追放されないために，公言しようとはしなかった。 43 神からの称賛*よりも人からの称賛*を愛したのである。 44 イエスは大声で言った。「私に信仰を持つ人は，私だけでなく，私を遣わした方にも信仰を持ちます。 45 また，私を見る人は，私を遣わした方をも見ます。 46 私は光として世に来ました。私に信仰を持つ人が誰も闇の中にとどまることのないためです。 47 とはいえ，私の言葉を聞いて守らない人がいても，私は裁きません。私が来たのは，世を断罪するためではなく，世を救うためだからです。 48 私を無視して私の言葉を受け入れない人は裁かれます。私が話した言葉が終わりの日に裁くのです。 49 私は自分の考えで話したのではなく，私を遣わした天の父が，何を言い何を教えるべきかを命じました。 50 私は，永遠の命を得るには父のおきてに従う必要がある*ことを知っています。それで，何でも父から告げられた通りに話しています」。

または，「私たちの知らせ」。
または，「是認」。
または，「是認」。
または，「父のおきてが永遠の命である」。
 
^ （マタ 21:19-25:46） 道端にイチジクの木を見つけ，そこに行ったが，葉のほかには何も見当たらなかった。それで，「もう二度と実を結ばないように」と言うと，イチジクの木は一瞬で枯れた。 20 弟子たちはこれを見てとても驚き，「イチジクの木が一瞬で枯れたのはどうしてですか」と言った。 21 イエスは答えた。「はっきり言います。信仰を持って疑わないなら，私がイチジクの木にしたようなことができるだけでなく，この山に，『持ち上がって海に入れ』と言っても，そうなります。 22 信仰を持って祈り求めるもの全てを受けるのです」。 23 イエスが神殿に入って教えていると，祭司長と民の長老たちがやって来て，「どんな権威でこうしたことをするのか。誰があなたにこの権威を与えたのか」と言った。 24 それでイエスは言った。「私も1つ尋ねます。あなた方が答えるなら，私もどんな権威でこれらのことを行うかを言いましょう。 25 ヨハネによるバプテスマはどこからのものでしたか。天からですか，それとも人から*ですか」。ところが，その人たちは論じ合うようになった。「『天から』と言えば，『では，なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。 26 だが，『人から』と言えば，群衆の反応が怖い。皆がヨハネを預言者と見ているからだ」。 27 それで，「私たちは知らない」と答えた。そこでイエスは言った。「私も，どんな権威で行うかを言いません。 28 どう考えますか。ある男性に2人の子供がいました。その男性は1人目の子の所に行き，『今日，ブドウ園に行って働きなさい』と言いました。 29 その子は，『行きません』と答えましたが，後になって，後悔して出掛けていきました。 30 父親は2人目の子に近づいて，同じことを言いました。その子は，『行きます，お父さん』と答えましたが，出掛けていきませんでした。 31 2人のうち，どちらが父親の望んだ通りにしましたか」。祭司長と民の長老たちは，「1人目の子だ」と言った。イエスは言った。「はっきり言いますが，徴税人や娼婦があなた方より先に神の王国に入りつつあります。 32 ヨハネが来て正しい道を示したのに，あなた方はヨハネを信じなかったからです。ところが，徴税人や娼婦は信じました。あなた方はそれを見ても，後悔して信じるようにはなりませんでした。 33 別の例えを話しましょう。ある地主の男性がいました。その男性はブドウ園を造り，周りを柵で囲い，その中にブドウ搾り場を掘り，塔を建てて，耕作人たちに貸し出し，外国へ旅行に出ました。 34 実りの時期を迎えた時，実った物を受け取るために耕作人のもとに奴隷たちを遣わしました。 35 ところが耕作人たちは，奴隷たちを捕まえ，1人を殴り倒し，もう1人を殺し，もう1人を石打ちにしました。 36 再び地主は，奴隷をもっと大勢遣わしましたが，耕作人たちは同じようにしました。 37 最後に地主は，『私の息子なら尊敬するだろう』と言って，息子を遣わしました。 38 耕作人たちはその息子を見ると，互いに言いました。『こいつは相続人だ。さあ，殺して，ブドウ園を手に入れよう！』 39 そして息子を捕まえ，ブドウ園の外に放り出して殺してしまいました。 40 では，ブドウ園の持ち主が来たら，この耕作人たちをどうするでしょうか」。 41 祭司長と民の長老たちは言った。「その邪悪な者たちに恐ろしい滅びをもたらし，ブドウ園をほかの耕作人，実った物を納める人に貸し出すだろう」。 42 イエスは言った。「聖書の中で読んだことがないのですか。『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった。これはエホバによって生じたのであり，私たちにとって驚くべきものである』とあります。 43 それで，神の王国はあなた方から取られ，望ましい実を生み出す国民に与えられます。 44 また，この石の上に落ちる人は粉々になります。この石が落ちてくる人は砕かれます」。 45 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスの例えを聞いた時，自分たちについて話しているのだと分かった。 46 イエスを捕らえたいと思ったが，群衆を恐れた。群衆はイエスを預言者と見ていたからである。 
22 イエスは，もう一度例えを使って話した。 2 「天の王国は，息子の結婚のために披露宴を設けた王のようです。 3 王は奴隷たちを遣わして，披露宴に招いた人たちを呼びましたが，その人たちは来たがりませんでした。 4 再びほかの奴隷たちを遣わして言いました。『招いた客にこう言いなさい。「さあ，食事の準備ができました。雄牛と肥えた動物の肉をはじめ，全て用意ができています。披露宴に来てください」』。 5 ところが，その人たちは関心を払わず，ある人は畑に，別の人は商売に出掛けていきました。 6 ほかの人は，奴隷たちを捕まえて痛めつけ，殺してしまいました。 7 王は憤り，軍隊を送って殺人者たちを殺し，その町を焼きました。 8 それから奴隷たちに言いました。『披露宴の用意はできていますが，招いた人たちはふさわしくありませんでした。 9 それで，町の外に通じる道路に行き，見つけた人を誰でも*披露宴に招きなさい』。 10 そこで，奴隷たちは道路に出ていき，見つけた人を悪人も善人も皆集めました。こうして，結婚式の部屋は食事をする人*でいっぱいになりました。 11 王は，客を見るために入ってきた時に，結婚式の服を着ていない人を見つけ， 12 言いました。『どうして結婚式の服を着ないで入ってきたのですか』。その人は何も言えませんでした。 13 王は召し使いたちに言いました。『この人の手足を縛って外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。 14 招かれる人は多いですが，選ばれる人は少ないのです」。 15 その時，パリサイ派の人たちは出掛け，イエスの揚げ足を取ろうと相談した。 16 そして，自分たちの弟子をヘロデ党の人たちと一緒に遣わして，こう言わせた。「先生，私たちは，あなたが真実を話す方で，真理に沿って神の道を教えることを知っています。あなたは誰の顔色もうかがったりしません。人の外見を見ないからです。 17 それで，考えを聞かせてください。カエサルに人頭税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか」。 18 しかしイエスは彼らの悪意に気付いて，言った。「なぜ私を試すのですか，偽善者たち。 19 人頭税の硬貨を見せなさい」。デナリ硬貨がイエスの所に持ってこられた。 20 イエスは言った。「これは誰の肖像と称号ですか」。 21 その人たちは，「カエサルのです」と言った。イエスは言った。「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。 22 その人たちはこれを聞いてとても驚き，イエスを残して去っていった。 23 その日，復活などはないと言うサドカイ派の人たちがやって来て，こう尋ねた。 24 「先生，モーセは，『男が子供を持たずに死んだなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけなければならない』と言いました。 25 さて，私たちの所に7人の兄弟がいました。長男は結婚し，死にましたが，子孫がおらず，妻を兄弟のもとに残しました。 26 次男，三男，結局7人ともが同じようになりました。 27 最後にその女性が死にました。 28 そうすると復活の際，この女性は7人のうち誰の妻なのでしょうか。全員が妻にしたのです」。 29 イエスは答えた。「あなた方は考え違いをしています。聖書も神の力も知らないからです。 30 復活の際，男性も女性も結婚しません。天使のようになります。 31 死者の復活に関して，神が語った事柄を読まなかったのですか。こう言っています。 32 『私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である』。この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です」。 33 群衆はこれを聞いて，イエスの教えに大変驚いた。 34 パリサイ派の人たちは，イエスがサドカイ派の人たちを沈黙させたことを聞いた後，一団となってやって来た。 35 その中の律法に通じた人が，イエスを試してこう尋ねた。 36 「先生，律法の中で最も重要なおきてはどれですか」。 37 イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。 40 律法全体と預言者の言葉はこの2つのおきてに懸かっています」。 41 パリサイ派の人たちが集まっている間に，イエスが尋ねた。 42 「キリストについてどう考えますか。彼は誰の子ですか」。その人たちは，「ダビデの子です」と言った。 43 イエスは尋ねた。「では，どうしてダビデは，聖なる力によって彼を主と呼んでいるのですか。こう言っています。 44 『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。私があなたの敵たちをあなたの足の下に置くまで」』。 45 ダビデが主と呼んでいるのであれば，どうしてダビデの子でしょうか」。 46 誰も一言も答えられなかった。その日以降，あえてイエスに質問する人はいなかった。 
23 それからイエスは群衆と弟子たちに話した。 2 「律法学者とパリサイ派の人たちは自分たちをモーセの地位に置いています。 3 ですから，その人たちが告げることは全て行い，守りなさい。しかし，その行いに倣ってはなりません。その人たちは言いはしますが，実行しないからです。 4 重い荷をくくって人の肩に載せますが，自分ではそれを指で動かそうともしません。 5 行うことは全て，人に見せるためにしています。お守りとして身に着ける聖句箱を大きくし，服の裾の飾りを長くしています。 6 また，夕食会では最も目立つ場所を，会堂では最も良い座席を好み， 7 広場であいさつされることや，ラビと呼ばれることを好みます。 8 しかしあなたたちは，ラビと呼ばれてはなりません。あなたたちの先生はただひとりであり，あなたたちは皆，兄弟だからです。 9 また，地上の誰をも父と呼んではなりません。あなたたちの父はただひとり，天にいる方だからです。 10 また，指導者と呼ばれてもなりません。あなたたちの指導者はキリストひとりだからです。 11 あなたたちの間で一番偉い人は奉仕者でなければなりません。 12 高慢になる人は低く評価され，謙遜になる人は高く評価されるのです。 13 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 人の前で天の王国を閉ざすからです。自分自身が入らず，入ろうとする人をも入らせません。 14 ― 15 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 1人を改宗させるために海と陸を巡り，改宗させると，その人を自分以上にゲヘナに行くべき者とするからです。 16 目が見えない案内人たち，あなた方には災いがあります！ 『神殿に懸けて誓っても，守らなくてよい。しかし，神殿の金に懸けて誓うなら，義務を負う』とあなた方は言います。 17 愚かで目が見えない人たち！ 金と，金を神聖にする神殿とでは，どちらが重要ですか。 18 さらにあなた方は，『祭壇に懸けて誓っても，守らなくてよい。しかし，その上の供え物に懸けて誓うなら，義務を負う』と言います。 19 目が見えない人たち！ 供え物と，供え物を神聖にする祭壇とでは，どちらが重要ですか。 20 それで，祭壇に懸けて誓う人は，祭壇とその上の全ての物に懸けて誓っています。 21 神殿に懸けて誓う人は，神殿とそこに住んでいる方に懸けて誓っています。 22 また，天に懸けて誓う人は，神の王座とそこに座っている方に懸けて誓っています。 23 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ ミント，ディル，クミンの10分の1を納めながら，律法の中のもっと重大な事柄，すなわち公正と憐れみと忠実*を無視しているからです。10分の1を納める必要はありますが，後者を無視すべきではありません。 24 目が見えない案内人たち，あなた方は，ブヨを取り除きながらラクダをのみ込んでいます！ 25 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 杯と皿の外側は清めますが，内側は貪欲*と身勝手さに満ちているからです。 26 目が見えないパリサイ派の人たち，まず杯と皿の内側を清めて，外側も清くなるようにしなさい。 27 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 白く塗った墓に似ているからです。外側は確かに美しく見えますが，内側は死人の骨とあらゆる汚れに満ちています。 28 同じように，あなた方は，外側は人々の目に正しい人と映りますが，内側は偽善と不法に満ちています。 29 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 預言者の墓を建て，正しい人の墓を飾り付けて， 30 こう言うからです。『私たちは父祖たちの時代に生きていたら，一緒になって預言者たちの血を流したりはしなかった』。 31 それであなた方は，預言者を殺害した者たちの子であることを自ら証言しているのです。 32 それなら，父祖たちが始めたことをやり遂げなさい。 33 蛇よ，毒蛇のような者たちよ，あなた方はどうしてゲヘナの処罰を逃れられるでしょうか。 34 それで，私は預言者と賢人と教師たちをあなた方のもとに遣わします。あなた方はその中のある人を殺し，杭に掛け，ある人を会堂でむち打ち，あちこちの町で迫害します。 35 こうして，正しい人アベルの血から，あなた方が聖なる所と祭壇の間で殺害した，バラキヤの子ゼカリヤの血に至るまで，地上で流された正しい人の血全ての責任をあなた方は負います。 36 はっきり言いますが，その全ての責任をこの世代が負います。 37 エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，遣わされた人々を石打ちにする者よ，私はめんどりが翼の下にひなを集めるようにあなた方を集めたいと何度思ったことでしょう。しかし，あなた方はそれを望みませんでした。 38 聞きなさい，あなた方の家は見捨てられます。 39 あなた方に言いますが，あなた方は今後，『エホバの名によって来る方が祝福されますように！』と言う時まで，決して私を見ることはありません」。 
24 さて，イエスが神殿から去っていく時に，弟子たちが近づいてきて神殿の建物を指し示した。 2 それでイエスは言った。「この全てを見ているのですか。はっきり言いますが，石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。 3 イエスがオリーブ山の上で座っていると，弟子たちが自分たちだけで近づいてきて，言った。「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。あなたの臨在と体制の終結のしるしは何ですか」。 4 そこでイエスは言った。「誰にも惑わされないように気を付けなさい。 5 私の名を使う人が多く現れ，『私がキリストだ』と言って多くの人を惑わすからです。 6 あなたたちは戦争の音や戦争の知らせを聞きます。動揺しないようにしなさい。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 7 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで食糧不足や地震があります。 8 これら全ては苦しみの激痛の始まりです。 9 その時，あなたたちは苦難を味わい，殺されます。私の名のために全ての国の人々から憎まれます。 10 またその時，多くの人が信仰を捨て，互いに裏切り，憎み合います。 11 多くの偽預言者が現れ，多くの人を惑わします。 12 不法なことが増えるために，大半の人の愛が冷えます。 13 しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 14 そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。 15 ですから，荒廃をもたらす極めて不快なものが，預言者ダニエルが語った通り，聖なる場所に立っているのを見掛けるなら（読者は識別力を働かせなさい）， 16 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。 17 屋上にいる人は，家から物を持ち出そうとして下りてはならず， 18 畑にいる人は，外衣を取りに帰ってはなりません。 19 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ 20 逃げるのが冬や安息日にならないように祈っていなさい。 21 その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。 22 実際，その期間が短くされないとすれば，誰も救われないでしょう。しかし，選ばれた者たちのために，その期間は短くされます。 23 その時，『見なさい，ここにキリストがいる』とか，『そこに！』とか言う人がいても，信じてはなりません。 24 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをさえ惑わそうとして，大きな奇跡*や不思議なことを行うからです。 25 私はあらかじめ警告しているのです。 26 ですから，人々が，『見なさい，彼は荒野にいる』と言っても，出ていってはなりません。『見なさい，奥の部屋にいる』と言っても，信じてはなりません。 27 人の子の臨在は，東から出て西に輝き渡る稲妻のようだからです。 28 どこでも死骸のある所にはワシが集まります。 29 その期間の患難のすぐ後に，太陽は暗くなり，月は光らず，星は天から落ち，天の力は揺り動かされます。 30 その時，人の子のしるしが天に現れます。そして，地上の全ての民族は胸をたたいて悲しみ，人の子が力と大きな栄光*を帯びて天の雲に乗って来るのを見ます。 31 そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。 32 イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 33 同じように，これら全てを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 34 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 35 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 36 その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。 37 人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。 38 洪水前のその時代，ノアが箱船に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。 39 そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります。 40 その時，2人の男性が畑にいて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 41 2人の女性がひき臼を回していて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 42 それで，ずっと見張っていなさい。主がどの日に来るかを知らないからです。 43 しかし，1つのことを知っておきなさい。家の主人は，泥棒がどの夜警時*に来るかを知っていたなら，目を覚ましていて，家に押し入らせはしなかったでしょう。 44 ですから，あなたたちも，用意ができていることを示しなさい。人の子は予期しない時刻に来るからです。 45 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。 46 主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ 47 はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します。 48 しかし，もしその奴隷が邪悪で，『主人は遅れている』と心の中で言い， 49 仲間の奴隷たちをたたいて，酔っぱらいたちと共に食べたり飲んだりし始めるなら， 50 その奴隷の主人は，奴隷が予期していない日，思ってもいない時刻に来て， 51 最も厳しく彼を罰し，偽善者たちと一緒にならせます。奴隷はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。 
25 その時，天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。 2 そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした。 3 愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず， 4 一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。 5 花婿が遅れている間に，皆，眠くなって眠り込んでしまいました。 6 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。 7 そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。 10 その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。 11 その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。 12 花婿は答えました。『はっきり言いますが，あなたたちのことは知りません』。 13 ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。 14 それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。 15 その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。 16 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。 19 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。 24 最後に，1タラントを受け取った奴隷が進み出て，言いました。『ご主人さま，あなたが厳しい*方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。 25 それで怖くなり，行って，あなたの1タラントを地中に隠しておきました。さあ，お返しいたします』。 26 主人は答えました。『怠惰な*悪い奴隷よ，私がまかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていたというのですね。 27 それならあなたは，私のお金を銀行家に預けておくべきでした。そうすれば，私は来てすぐ，利息と一緒に受け取れたでしょう。 28 さあ，この男からその1タラントを取り上げて，10タラントを持っている人に与えなさい。 29 持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます。 30 役に立たないこの奴隷を外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。 31 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。 41 それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。 42 私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。 43 よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』。 44 その時，その人たちもこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢え，喉が渇き，よそから来ており，裸であり，病気であり，牢屋にいるのを見て，仕えませんでしたか』。 45 その時，王は答えます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。 46 この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。

または，「人に由来するもの」。
または，「皆」。
または，「晩餐の客」，「食卓で横になっている人」。
または，「払うのは正しい」。
または，「信仰」。
または，「強奪」，「略奪」。
直訳，「しるし」。
もしかすると，「大きな力と栄光」。
または，「夜の何時」。
または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。
または，「過酷な要求をする」，「無情な」。
または，「怠慢な」，「やる気のない」，「無精な」。
 
^ （マル 11:20-13:37） そして朝早く，通り掛かりに，あのイチジクの木がすでに根元から枯れているのを見た。 21 ペテロが思い出してイエスに言った。「ラビ，見てください！ あなたが災いを宣告したイチジクの木が枯れています」。 22 それでイエスは弟子たちに言った。「神に信仰を持ちなさい。 23 はっきり言いますが，誰でも，この山に向かって，『持ち上がって海に入れ』と言って，心の中で疑わず，自分の言うことは起きるという信仰があるなら，その通りになります。 24 ですから，祈って求めること全てはすでに与えられたという信仰を持ちなさい。そうすれば，それを受けることになります。 25 立って祈るときには，誰かに対して何か不満があっても許しなさい。天にいる父に自分の過ちを許していただくためです」。 26 ― 27 一行は再びエルサレムに来た。イエスが神殿を歩いていると，祭司長と律法学者と長老たちがやって来て， 28 「どんな権威でこうしたことをするのか。こうしたことをする権威を誰があなたに与えたのか」と言った。 29 イエスは言った。「1つ質問します。それに答えるなら，私もどんな権威でこれらのことを行うかを言いましょう。 30 ヨハネによるバプテスマは天からのものでしたか，それとも人からの*ものでしたか。答えてください」。 31 その人たちは論じ合うようになった。「『天から』と言えば，『では，なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。 32 かといって，『人から』と言えるだろうか」。群衆を恐れていたのである。皆が，ヨハネは確かに預言者だったと思っていたからである。 33 それでイエスに，「私たちは知らない」と答えた。イエスは言った。「私も，どんな権威で行うかを言いません」。 
12 それからイエスは例えを使って話し始めた。「ある男性がブドウ園を造り，周りを柵で囲い，ブドウ搾り場用に大きな穴を掘り，塔を建てて，耕作人たちに貸し出し，外国へ旅行に出ました。 2 時期が来て，耕作人たちのもとに奴隷を遣わしました。ブドウ園の収穫をいくらか受け取るためです。 3 ところが耕作人たちはその奴隷を捕まえて殴り，何も持たせずに去らせました。 4 再び別の奴隷を遣わすと，耕作人たちは奴隷の頭を殴りつけ，侮辱しました。 5 それで別の人を遣わすと，耕作人たちはその人を殺してしまいました。ほかにも多くの人を遣わしたのですが，耕作人たちは殴ったり殺したりしました。 6 まだ1人，遣わせる人がいました。愛する息子です。『私の息子なら尊敬するだろう』と言って，最後に息子を遣わしました。 7 ところが，耕作人たちは互いに言いました。『こいつは相続人だ。さあ，殺してしまおう。そうすれば，ブドウ園はわれわれのものだ』。 8 そして息子を捕まえて殺し，ブドウ園の外に放り出してしまいました。 9 ブドウ園の持ち主はどうするでしょうか。やって来て耕作人たちを殺し，ブドウ園をほかの人たちに与えるでしょう。 10 あなた方はこの聖句を読んだことがないのですか。『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった。 11 これはエホバによって生じたのであり，私たちにとって驚くべきものである』」。 12 祭司長と律法学者たちは，自分たちのことを念頭に置いた例えだと分かったので，イエスを捕らえたいと思ったが，群衆を恐れた。それで，イエスを残して去っていった。 13 次に，パリサイ派およびヘロデ党の人たちの何人かがイエスの所に遣わされた。イエスの揚げ足を取るためだった。 14 この人たちは到着すると，イエスに言った。「先生，私たちは，あなたが真実を話す方で，誰の顔色もうかがったりしないことを知っています。あなたは人の外見を見るのではなく，真理に沿って神の道を教えているからです。カエサルに人頭税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか。 15 私たちは払うべきでしょうか，払うべきではないでしょうか」。イエスは偽善を見破って言った。「なぜ私を試すのですか。デナリ硬貨を持ってきて見せなさい」。 16 それが持ってこられると，イエスは言った。「これは誰の肖像と称号ですか」。その人たちは，「カエサルのです」と言った。 17 イエスは言った。「カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。その人たちはイエスの答えにとても驚いた。 18 復活などはないと言うサドカイ派の人たちがやって来て，こう尋ねた。 19 「先生，モーセは，もし誰かが死んで妻を後に残し，子供を残さないなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけるべきである，と書きました。 20 7人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが，子孫を残さずに死にました。 21 次男がその女性と結婚しましたが，子孫を残さずに死に，三男も同様でした。 22 そして，7人とも子孫を残しませんでした。最後にその女性も死にました。 23 復活の際，この女性は誰の妻なのでしょうか。7人が妻にしたのです」。 24 イエスは言った。「そのような考え違いをするのは，聖書も神の力も知らないからではありませんか。 25 生き返る時，男性も女性も結婚しません。天使のようになります。 26 死者が生き返ることに関しては，モーセが書いたいばらの木に関する記述の中で，神がモーセに『私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である』と言ったのを読まなかったのですか。 27 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。あなた方はひどい考え違いをしています」。 28 そばに来て議論を聞いていた律法学者の1人は，イエスが見事に答えたのを見て，こう尋ねた。「全てのおきての中で，どのおきてが第一*ですか」。 29 イエスは答えた。「第一はこうです。『聞きなさい，イスラエル，私たちの神エホバはただひとりのエホバであり， 30 あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 31 第二はこうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。これらより重要なおきてはほかにありません」。 32 律法学者は言った。「先生，『神はただひとりであり，そのほかにはいない』と，真理に沿ってよくおっしゃいました。 33 心を尽くし，理解力を尽くし，力を尽くして神を愛すること，また，隣人を自分自身のように愛することは，全焼の捧げ物と犠牲全部よりはるかに価値があります」。 34 イエスは，この人が的確に答えたのを見て，「あなたは神の王国から遠くありません」と言った。しかし，それ以上イエスに質問する勇気は誰にもなかった。 35 一方イエスは，神殿で教えていた時に，こう言った。「律法学者たちが，キリストはダビデの子だと言うのはどうしてですか。 36 聖なる力によってダビデ自身がこう言いました。『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。私があなたの敵たちをあなたの足の下に置くまで」』。 37 ダビデ自身が主と呼んでいるのに，どうしてダビデの子なのですか」。 大勢の人がイエスの話すことを喜んで聞いていた。 38 イエスは教えている時に，こう言った。「律法学者たちに気を付けなさい。この人たちは長い服を着て歩き回ることや，広場であいさつされることを望み， 39 会堂では最も良い座席を，夕食会では最も目立つ場所を望みます。 40 やもめたちの家から*奪い取り，人の目に留まるように*長い祈りをします。このような人たちは，それだけ厳しい*処罰を受けます」。 41 イエスは寄付箱の見える所に座り，人々が寄付箱にお金を入れる様子を眺めていた。多くの裕福な人たちがたくさんの硬貨を入れていた。 42 そこへ，貧しいやもめがやって来て，ごく小額の小さな硬貨2枚を入れた。 43 イエスは弟子たちを呼び寄せて，こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，寄付箱にお金を入れたほかの人たち全てよりたくさん入れました。 44 皆は余っている中から入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ全て，生活に必要な全てのものを入れたからです」。 
13 イエスが神殿から出ていく時に，弟子の1人が言った。「先生，見てください。何と見事な石と建物なのでしょう」。 2 しかしイエスは言った。「この立派な建物を見ているのですか。石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。 3 イエスがオリーブ山の上で神殿が見える所に座っていた時，ペテロ，ヤコブ，ヨハネ，アンデレだけが来て尋ねた。 4 「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。それら全ての終結が近いことを示すしるしは何ですか」。 5 イエスはこう言い始めた。「誰にも惑わされないように気を付けなさい。 6 多くの人が私の名を使って現れ，『私がその者だ』と言って多くの人を惑わします。 7 また，戦争の音や戦争の知らせを聞いても，動揺してはなりません。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 8 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで地震があり，食糧不足もあります。これらは苦しみの激痛の始まりです。 9 気を付けていなさい。あなたたちは地方法廷に引き渡され，会堂で打ちたたかれ，私のために総督や王の前に立たされます。その人たちに証言するためです。 10 また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。 11 人々があなたたちを引き渡すために連れていくとき，何を言おうかと心配してはなりません。何でもその時に与えられること，それを言いなさい。話すのは，あなたたちではなく，聖なる力だからです。 12 さらに，兄弟が兄弟を，父が子供を引き渡して死なせ，子供が親に歯向かい，死に至らせます。 13 そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれます。しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 14 荒廃をもたらす極めて不快なものが，立ってはならない所に立っているのを見掛けるなら（読者は識別力を働かせなさい），その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。 15 屋上にいる人は，下りてはならず，家から何かを持ち出そうとして中に入ってもなりません。 16 畑にいる人は，外衣などの物を取りに帰ってはなりません。 17 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ 18 それが冬に起きないように祈っていなさい。 19 その期間は，神による創造の始めからその時*まで起きたことがなく，また二度と起きないような患難の期間となるからです。 20 実際，エホバがその期間を短くしないとすれば，誰も救われないでしょう。しかし神は，選んだ者たちのために，その期間を短くします。 21 またその時，『見なさい，ここにキリストがいる』とか，『見なさい，そこにいる』とか言う人がいても，信じてはなりません。 22 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをも迷わそうとして，奇跡*や不思議なことを行うからです。 23 ですから，気を付けなさい。私はあなたたちに全てのことを前もって告げました。 24 しかしその期間，その患難の後に，太陽は暗くなり，月は光らず， 25 星は天から落ちていき，天にある力は揺り動かされます。 26 またその時，人々は，人の子が大きな力と栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 27 そしてその時，人の子は天使たちを遣わし，四方から，地の果てから天の果てまで，選ばれた者たちを集めます。 28 イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 29 同じように，これらのことが起きているのを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 30 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 31 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 32 その日や時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。 33 ずっと見ていて，目を覚ましていなさい。あなたたちは，定められた時がいつかを知らないからです。 34 それは，家を離れて外国へ旅行に行く人が，奴隷たちに権威を与え，それぞれに仕事を委ね，戸口番にはずっと見張っているようにと命令するのに似ています。 35 それで，家の主人がいつ帰って来るか，夜の初めか，夜遅くか，夜明け前か，あるいは早朝かを知らないのですから，ずっと見張っていなさい。 36 主人が突然に来てあなたたちが眠っているところを見つけるということのないためです。 37 私があなたたちに言っていることは，全ての人に言っているのです。ずっと見張っていなさい」。

または，「人に由来する」。
または，「払うのは正しい」。
または，「最も重要」。
または，「財産を」。
または，「見せ掛けのために」。
または，「重い」。
直訳，「現在」，「今」。
直訳，「しるし」。
 
^ （ルカ 20:1-21:38） イエスが神殿で民を教えて良い知らせを告げていたある日のこと，祭司長と律法学者たちが長老たちと一緒にやって来て， 2 「言ってみなさい。どんな権威でこうしたことをするのか。誰があなたにこの権威を与えたのか」と言った。 3 イエスは答えた。「私も質問しますから，答えてください。 4 ヨハネのバプテスマ*は天からのものでしたか，それとも人からの*ものでしたか」。 5 その人たちは意見を出し合い，こう言った。「『天から』と言えば，『なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。 6 だが，『人から』と言えば，民は皆，われわれを石打ちにするだろう。ヨハネは預言者だったと信じ込んでいるからだ」。 7 それで，どこからのものか知らないと答えた。 8 イエスは言った。「私も，どんな権威で行うかを言いません」。 9 それからイエスは民にこの例えを話し始めた。「ある男性がブドウ園を造り，耕作人たちに貸し出して，外国へ長い旅行に出ました。 10 時期が来て，耕作人たちのもとに奴隷を遣わしました。ブドウ園の収穫の幾らかを納めさせるためです。ところが耕作人たちはその奴隷を殴ってから，何も持たせずに去らせました。 11 しかしブドウ園の持ち主は再び別の奴隷を遣わしました。耕作人たちはその奴隷も殴って侮辱し*，何も持たせずに去らせました。 12 それでも持ち主は3人目を遣わしましたが，耕作人たちはこの人にも傷を負わせて追い出しました。 13 持ち主は言いました。『どうしようか。私の愛する息子を遣わそう。息子ならきっと尊敬するだろう』。 14 耕作人たちはその息子を見ると，論じ合って言いました。『こいつは相続人だ。殺してしまって，ブドウ園をわれわれのものにしよう』。 15 そして息子をブドウ園の外に放り出して殺してしまいました。では，ブドウ園の持ち主は彼らをどうするでしょうか。 16 やって来てこの耕作人たちを殺し，ブドウ園をほかの人たちに与えるでしょう」。 これを聞いて民は言った。「そんなことが決して起きませんように！」 17 しかしイエスは民を真っすぐに見て言った。「では，『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった』と書いてあるのはどういう意味ですか。 18 その石の上に落ちる人は皆粉々になります。その石が落ちてくる人は砕かれます」。 19 律法学者と祭司長たちはこれが自分たちのことを念頭に置いた例えだと気付いたので，まさにその時イエスを捕まえようとした。しかし民を恐れた。 20 そこで，イエスをじっと観察してから，ひそかに雇った人たちを遣わし，正しい人のふりをさせた。イエスの揚げ足を取って，政府また総督に引き渡そうとしてだった。 21 その人たちはこう質問した。「先生，私たちは，あなたが正しく話して教え，不公平な扱いをせず，真理に沿って神の道を教えることを知っています。 22 カエサルに税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか」。 23 しかしイエスは彼らのずる賢さを見抜いて，言った。 24 「デナリ硬貨を見せなさい。それには誰の肖像と称号がありますか」。その人たちは，「カエサルのです」と言った。 25 イエスは言った。「ではぜひ，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。 26 その人たちは民の前でイエスの揚げ足を取ることができず，その答えにとても驚き，黙ってしまった。 27 しかし，復活などはないと言うサドカイ派の人が何人かやって来て，こう尋ねた。 28 「先生，モーセは，『妻がいる男が死んで，子供がいないなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけるべきである』と書きました。 29 さて，7人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが，子供がなく死にました。 30 次男， 31 そして三男がその女性と結婚しました。7人ともが同様で，子供を残さずに死にました。 32 最後にその女性も死にました。 33 そうすると復活の際，この女性は誰の妻となるのでしょうか。7人が妻にしたのです」。 34 イエスは言った。「今の体制の人々は結婚します。 35 しかし，将来の体制で生きるにふさわしいと見なされ，復活するにふさわしいと見なされた者たちは，結婚しません。 36 実際，もう死ぬこともありません。天使のようになるのであり，復活することによって神の子供になります。 37 死者が生き返ることに関しては，モーセも，いばらの木に関する記述の中で明らかにしました。その際エホバを『アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神』と呼んでいます。 38 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。 39 それに対して律法学者の何人かが言った。「先生，立派な答えです」。 40 もはや何一つ質問する勇気もなかったのである。 41 するとイエスが尋ねた。「人々が，キリストはダビデの子だと言うのはどうしてですか。 42 ダビデ自身が詩編の書でこう述べています。『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。 43 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」』。 44 このようにダビデが主と呼んでいるのに，どうしてダビデの子でしょうか」。 45 それから人々が皆，聞いている時に，イエスは弟子たちに言った。 46 「律法学者たちに気を付けなさい。この人たちは長い服を着て歩き回ることを好み，広場であいさつされることを愛し，会堂では最も良い座席を，夕食会では最も目立つ場所を好みます。 47 また，やもめたちの家から*奪い取り，人の目に留まるように*長い祈りをします。このような人たちは，それだけ厳しい*処罰を受けます」。 
21 さて，イエスが目を上げると，裕福な人たちが寄付箱に寄付を入れているのが見えた。 2 次いで，貧乏なやもめがごく小額の小さな硬貨2枚を入れるのを見て， 3 こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，彼ら全てよりたくさん入れました。 4 あの人たちは皆，余っている中から寄付を入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ生活費全てを入れたからです」。 5 後に，神殿が立派な石や献納物で飾られていることについて何人かが話していた時， 6 イエスは言った。「あなたたちがいま見ているこれらの物についていえば，石が石の上に残らずに崩されてしまう時が来ます」。 7 それで彼らはこう質問した。「先生，そのようなことは実際いつあるのでしょうか。そのようなことが起きるのが近いことを示すしるしは何ですか」。 8 イエスは言った。「惑わされないように気を付けなさい。多くの人が私の名を使って現れ，『私がその者だ』とか『その時が近い』とか言うからです。その人たちに付いていってはなりません。 9 さらに，戦争や騒乱*について聞いても，おびえてはなりません。まずこれらのことが必ず起きますが，終わりはすぐには来ないのです」。 10 それからイエスは言った。「国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がります。 11 大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります。また，恐ろしい光景や天からの大きなしるしがあります。 12 しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。 13 それは証言する機会となります。 14 それで，どのように弁明するかを前もって練習しない，と心に決めなさい。 15 私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません。 16 さらに，あなたたちは，親，兄弟，親族，友人たちによってさえ引き渡され*，中には殺される人もいます。 17 また，私の名のために全ての人から憎まれます。 18 それでも，あなたたちの髪の毛1本も失われません。 19 あなたたちは忍耐によって命を受けます。 20 エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。 21 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。都の中にいる人はそこを出なさい。田舎にいる人は都に入ってはなりません。 22 なぜなら，これは処罰が下される期間であり，書かれていること全てが実現するのです。 23 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ その土地*はひどい貧困に見舞われ，この民に対する憤りが表されるからです。 24 人々は剣の刃に倒れ，捕らわれて全ての国の人々のもとへ引いていかれます。そしてエルサレムは，異国の人々の定められた時が満ちるまで異国の人々に踏みにじられます。 25 また，太陽と月と星にしるしがあり，地上では，海のとどろきと動揺のために，逃げ道を知らないさまざまな国の人々が苦悩します。 26 人々は，世界を襲う事柄に対する恐れと予想から気を失います。天の力が揺り動かされるからです。 27 またその時，人々は，人の子が力と大きな栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 28 しかし，これらのことが起き始めたら，真っすぐに立ち，頭を上げなさい。あなたたちの救出が近づいているからです」。 29 イエスは1つの例えを話した。「イチジクの木やほかの全ての木を見なさい。 30 木が芽を出していれば，あなたたちは自分でそれを見て，もう夏が近いことを知ります。 31 同じように，これらのことが起きているのを見たら，神の王国が近いことを知りなさい。 32 はっきり言いますが，全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 33 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 34 とはいえ，食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事*で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。 35 わなのようにです。その日は地上の全ての人に訪れます。 36 それで，必ず起きるこの全てのことを逃れて人の子の前に立つことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。 37 こうしてイエスは，昼は神殿で教え，夜は出ていってオリーブ山で泊まるのだった。 38 民は皆，神殿でイエスの話を聞こうとして朝早く来た。

または，「浸礼」，「浸すこと」。
または，「人に由来する」。
または，「恥をかかせ」。
または，「払うのは正しい」。
または，「財産を」。
または，「見せ掛けのために」。
または，「重い」。
または，「無秩序」，「暴動」。
または，「裏切られ」。
直訳，「地上」。
または，「暮らしのための心配事」，「日常生活の心配」。
 
^ （マタ 26:1-5） さて，イエスはこれら全てを語り終えてから，弟子たちに言った。 2 「知っての通り，今から2日後に過ぎ越しの祭りが行われます。そして，人の子は引き渡され，杭に掛けられて死にます」。 3 その頃，祭司長と民の長老たちは，カヤファという大祭司の家の中庭に集まり， 4 イエスをうまく*捕らえて殺そうと相談した。 5 しかし，「祭りの時はやめておこう。民の間で騒動が起きないようにするためだ」と言っていた。

または，「欺きによって」，「悪巧みによって」。
 
^ （マタ 26:14-16） その時，12人の1人でユダ･イスカリオテという人が，祭司長たちの所に行き， 15 こう言った。「イエスを裏切って渡したら，何をくれますか」。祭司長たちは銀30枚を与えることにした。 16 それ以降，ユダは裏切る良い機会をうかがい続けた。

 
^ （マル 14:1， 2） さて，過ぎ越しと無酵母パンの祭りが2日後に迫った。祭司長と律法学者たちは，イエスをうまく*捕らえて殺す方法を探していた。 2 こう言っていた。「祭りの時はやめておこう。民が騒動を起こすかもしれない」。

または，「欺きによって」，「悪巧みによって」。
 
^ （マル 14:10， 11） 12人の1人ユダ･イスカリオテは，イエスを裏切って渡そうとして，祭司長たちの所に行った。 11 話を聞いた祭司長たちは喜び，銀を与えることを約束した。それでユダは，裏切る機会を探るようになった。

 
^ （ルカ 22:1-6） さて，無酵母パンの祭り，いわゆる過ぎ越しが近づいていた。 2 祭司長と律法学者たちは，イエスを除き去るうまい方法を探していた。民を恐れていたのである。 3 また，12人の中に数えられ，イスカリオテと呼ばれるユダにサタンが入り込んだ。 4 ユダは出掛けていき，イエスを裏切って渡す方法について祭司長と神殿の指揮官たちと話し合った。 5 その人たちは喜び，銀を与えることで合意した。 6 ユダは承諾し，群衆がいない時にイエスを裏切って渡す良い機会をうかがうようになった。

 
^ （マタ 26:17-19） 無酵母パンの祭りの最初の日，弟子たちがイエスの所に来て，言った。「過ぎ越しの食事をどこに準備したらいいでしょうか」。 18 イエスは言った。「町の中の誰それの所に行き，こう言いなさい。『先生が，「私の時*が近づきました。あなたの家で弟子たちと過ぎ越しを祝います」と言っています』」。 19 それで弟子たちはイエスの指示通りに行い，過ぎ越しの準備をした。

または，「定めの時」。
 
^ （マル 14:12-16） 無酵母パンの最初の日，慣例として過ぎ越しの犠牲を捧げる日に，弟子たちがイエスに言った。「過ぎ越しの食事を，どこに行って準備したらいいでしょうか」。 13 そこでイエスはこう言って弟子の2人を遣わした。「町の中に行きなさい。そうすると，水がめを運んでいる男の人に会います。付いていって， 14 その人がどこに入っていっても，家の主人にこう言いなさい。『先生が，「弟子たちと過ぎ越しの食事ができる客室はどこでしょうか」と言っています』。 15 そうすると，整った大きな階上の部屋を見せてくれます。そこで準備をしなさい」。 16 それで弟子たちは出ていった。町に入ると，イエスが言った通りになり，過ぎ越しの準備をした。

 
^ （ルカ 22:7-13） 無酵母パンの日になった。過ぎ越しの犠牲が捧げられなければならない日である。 8 そこでイエスはペテロとヨハネを遣わして言った。「行って，過ぎ越しの食事を用意しなさい」。 9 2人は言った。「どこに用意したらいいでしょうか」。 10 イエスは言った。「町に入ると，水がめを運んでいる男の人に会います。付いていって，その人が入る家に入りなさい。 11 そして，家主にこう言いなさい。『先生が，「弟子たちと過ぎ越しの食事ができる客室はどこでしょうか」と言っています』。 12 その人は整った大きな階上の部屋を見せてくれます。そこに用意しなさい」。 13 それで2人が出掛けると，イエスが話した通りになり，過ぎ越しの準備をした。

 
^ （マタ 26:20-75） 夕方になった時，イエスは12弟子と食卓に着いていた。 21 食事中に，イエスは言った。「はっきり言いますが，あなたたちの1人が私を裏切ります」。 22 弟子たちは非常に悲しみ，それぞれが「主よ，まさか私ではありませんね」と言い始めた。 23 イエスは答えた。「私と一緒にパンを鉢に浸す人が，私を裏切る人です。 24 もちろん人の子は書かれている通り去っていきますが，人の子を裏切るその人には災いがあります！ 生まれてこなかった方がよかったでしょう」。 25 裏切ろうとしていたユダが言った。「ラビ，まさか私ではありませんね」。イエスは言った。「あなたは分かっています」。 26 食事中に，イエスはパンを取り，祈ってから，それを割って弟子たちに渡し，言った。「取って，食べなさい。これは私の体を表しています」。 27 また，杯を取り，感謝の祈りをしてから，それを渡して言った。「皆，杯から飲みなさい。 28 これは私の『契約の血』を表しており，それは罪の許しのため，多くの人のために注ぎ出されることになっています。 29 しかしあなたたちに言いますが，私は今後，天の父の王国であなたたちと共に新しいものを飲むその日まで，ブドウからできたものを決して飲みません」。 30 最後に，皆で賛美の歌を歌ってから，オリーブ山に出ていった。 31 それからイエスは言った。「今夜，あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，群れの羊は散り散りになる』と書いてあるからです。 32 しかし私は，生き返らされた後，先にガリラヤに行きます」。 33 それに対してペテロは言った。「ほかのみんながあなたを見捨てても，私は決して見捨て*ません！」 34 イエスは言った。「はっきり言いますが，今夜，おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」。 35 ペテロは言った。「たとえ一緒に死ぬことになるとしても，あなたを知らないとは決して言いません」。ほかの弟子も皆，同じことを言った。 36 それから，イエスは弟子たちと一緒にゲッセマネという所に来て，言った。「私が向こうに行って祈りをする間，ここに座っていなさい」。 37 そして，ペテロおよびゼベダイの2人の子を連れていったが，深く悲しみ，ひどく苦悩し始めた。 38 それから3人に言った。「私は悲しみのあまり，死んでしまいそうです。ここにとどまって，私と共にずっと見張っていなさい」。 39 そして少し進んでいき，ひれ伏して祈った。「父よ，もしできることでしたら，この杯を私から取り去ってください。それでも，私が望む通りにではなく，あなたが望まれる通りになりますように」。 40 イエスは3人の弟子たちの所に戻り，眠っているのを見て，ペテロに言った。「私と共に1時間見張っていることもできなかったのですか。 41 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。 42 イエスは，また2度目に離れていき，祈った。「父よ，私が飲まずに済むようこの杯が取り去られることはないのでしょうか。ただ，あなたの望まれることが行われますように」。 43 再び戻ると，3人は眠っていた。まぶたが重くなっていたのである。 44 それで3人を残してまた離れていき，3度目の祈りをして，もう一度同じことを語った。 45 それから弟子たちの所に戻って，言った。「このような時に，あなたたちは眠って休んでいます！ さあ，人の子が裏切られて罪人たちに引き渡される時が近づきました。 46 立ちなさい。行きましょう。見なさい，私を裏切る人が近づいてきました」。 47 イエスがまだ話しているうちに，12人の1人であるユダが来た。祭司長と民の長老たちに遣わされた大勢の人も，剣やこん棒を持って一緒に来た。 48 さて，イエスを裏切る者は前もって合図を決め，「私が口づけするのがその人だ。捕まえろ」と言っていた。 49 それで，真っすぐイエスの所に行き，「こんばんは，ラビ」と言って，優しく口づけした。 50 しかしイエスは，「何のためにここにいるのですか」と言った。その時，人々が進み出，イエスを捕らえて拘束した。 51 ところが，イエスと一緒にいた1人が，剣をつかんで抜き，大祭司の奴隷に襲い掛かって耳を切り落とした。 52 その時，イエスは言った。「その剣をさやに収めなさい。剣を取る人は皆，剣で滅びます。 53 それとも，私が天の父に訴えてこの瞬間に12軍団以上の天使を送っていただくことができないと思うのですか。 54 そのようにしたなら，必ずこうなると述べる聖書の言葉はどうして実現するでしょうか」。 55 この時，イエスは人々に言った。「強盗に対するように剣やこん棒を持って私を捕らえに来たのですか。私は毎日神殿で座って教えていたのに，あなた方は私を捕まえませんでした。 56 しかし，この全ては，預言者たちの記したこと*が実現するために起きたのです」。その時，弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。 57 イエスを捕らえた人たちは，大祭司カヤファの所に引いていった。そこに律法学者と長老たちが集まっていた。 58 ペテロは，かなり離れてイエスに付いていき，大祭司の家の中庭まで来た。中に入った後，成り行きを見ようとしてその家の従者たちと一緒に座った。 59 一方，祭司長たちとサンヘドリン全体は，イエスを死刑にするため，イエスに不利な偽証を探していた。 60 しかし，偽の証人が大勢進み出たにもかかわらず，何も見つからなかった。後に2人の人が進み出て， 61 言った。「この者は，『神の神殿を壊して3日で建て直せる』と言いました」。 62 すると，大祭司が立ち上がってイエスに言った。「何も答えないのか。この人たちがあなたに不利な証言をしているが，どうなのか」。 63 しかし，イエスが黙ったままなので，大祭司は言った。「生きている神に懸けて誓って言え，あなたは神の子キリストなのか」。 64 イエスは言った。「その通りです。実際，今後あなた方は，人の子が強力な方の右に座り，また天の雲に乗って来るのを見ます」。 65 すると，大祭司は外衣を引き裂いて言った。「この者は冒瀆した！ これ以上，証人が必要でしょうか。皆さんは今，冒瀆の言葉を聞きました。 66 どう思いますか」。「この者は死に値する」と人々は答えた。 67 それからイエスの顔に唾を掛け，こぶしで殴った。ある人たちは顔を平手打ちして， 68 言った。「キリストよ，預言者ならわれわれに言ってみろ。おまえを打ったのは誰か」。 69 さて，ペテロが外で中庭に座っていると，召し使いの女性がやって来て，「あなたも，ガリラヤ人のイエスと一緒にいました！」と言った。 70 しかしペテロは皆の前でそれを否定し，「何のことを話しているのか，分からない」と言った。 71 ペテロが門の方に出ていくと，別の女性が気付き，そこにいる人たちに，「この人はナザレ人のイエスと一緒にいました」と言った。 72 ペテロは再びそれを否定し，「そんな人は知らない！」と誓って言った。 73 しばらくして，周りに立っていた人たちが寄ってきて，ペテロに言った。「確かにあなたも彼らの仲間だ。なまりではっきり分かる」。 74 その時ペテロは，「そんな人は知らない！」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。するとすぐに，おんどりが鳴いた。 75 ペテロは，「おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出した。そして，外に出て激しく泣いた。

直訳，「つまずき」。
または，「やる気はあっても」。
または，「聖句」。
 
^ （マル 14:17-72） 夕方になってから，イエスは12人と共に来た。 18 食卓に着いて食べていた時，イエスは言った。「はっきり言いますが，私と一緒に食事をしているあなたたちの1人が私を裏切ります」。 19 弟子たちは深く悲しみ，「まさか私ではありませんね」と口々に言い始めた。 20 イエスは言った。「それは12人の1人，私と一緒にパンを鉢に浸している人です。 21 人の子は書かれている通り去っていきますが，人の子を裏切るその人には災いがあります！ 生まれてこなかった方がよかったでしょう」。 22 食事中に，イエスはパンを取り，祈ってから，それを割って渡し，「取りなさい。これは私の体を表しています」と言った。 23 また，杯を取り，感謝の祈りをしてから，それを渡した。皆その杯から飲んだ。 24 イエスは言った。「これは私の『契約の血』を表しています。それは多くの人のために注ぎ出されることになっています。 25 はっきり言いますが，私は神の王国で新しいものを飲むその日まで，ブドウからできたものをもう決して飲みません」。 26 最後に，皆で賛美の歌を歌ってから，オリーブ山に出ていった。 27 イエスは言った。「あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，羊は散り散りになる』と書いてあるからです。 28 しかし私は，生き返らされた後，先にガリラヤに行きます」。 29 するとペテロは言った。「たとえほかのみんなが見捨てても，私は見捨てません」。 30 するとイエスは言った。「はっきり言いますが，今日，そうです，今夜，おんどりが2度鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」。 31 しかしペテロはこう言い張った。「一緒に死ぬことになるとしても，あなたを知らないとは決して言いません」。ほかの皆も同じことを言いだした。 32 ゲッセマネという所に来ると，イエスは弟子たちに言った。「私が祈りをする間，ここに座っていなさい」。 33 それから，ペテロとヤコブとヨハネを連れていったが，不安に駆られ*，ひどく苦悩し始めた。 34 そして3人に言った。「私は悲しみのあまり，死んでしまいそうです。ここにとどまって，ずっと見張っていなさい」。 35 イエスは少し進んでいって地面に伏し，もしできることならその事態が自分から過ぎ去るように，と祈り始めた。 36 こう言った。「アバ，父よ，あなたには全てのことが可能です。この杯を私から取り除いてください。それでも，私の望むことではなく，あなたの望まれることを」。 37 イエスは戻り，3人が眠っているのを見て，ペテロに言った。「シモン，眠っているのですか。1時間見張っている力もなかったのですか。 38 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。 39 イエスは再び離れていき，同じことを祈った。 40 再び戻ると，3人は眠っていた。まぶたが重くなっていたのである。3人はイエスに何と言っていいか分からなかった。 41 それから，イエスは3度目に戻ってきて，言った。「このような時に，あなたたちは眠って休んでいます！ もう十分です！ 時が来ました！ さあ，人の子は裏切られて罪人たちに引き渡されます。 42 立ちなさい。行きましょう。見なさい，私を裏切る人が近づいてきました」。 43 するとすぐ，イエスがまだ話しているうちに，12人の1人であるユダが現れた。祭司長と律法学者と長老たちに遣わされた人々も，剣やこん棒を持って一緒に来た。 44 イエスを裏切る者は前もって合図を打ち合わせ，「私が口づけするのがその人だ。捕まえて，しっかりと*引いていけ」と言っていた。 45 それで，真っすぐイエスに近づき，「ラビ！」と言って，優しく口づけした。 46 人々はイエスを捕らえて拘束した。 47 しかし，そばに立っていた1人が剣を抜き，大祭司の奴隷に襲い掛かって耳を切り落とした。 48 そこでイエスは言った。「強盗に対するように剣やこん棒を持って私を捕らえに来たのですか。 49 私は毎日神殿で教える時にあなた方と一緒にいたのに，あなた方は私を捕まえませんでした。でも，これは聖書の言葉が実現するためです」。 50 弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。 51 しかし，上等の亜麻布の服を着た若者がすぐ後を付いていった。人々がこの若者を捕まえようとしたが， 52 亜麻布の服を残して，裸のまま逃げていった。 53 イエスは大祭司の所に引いていかれ，祭司長と長老と律法学者たち全員が集合した。 54 ペテロは，かなり離れてイエスに付いていき，大祭司の家の中庭に入った。そして，その家の従者たちと一緒に座って，たき火で体を温めていた。 55 一方，祭司長たちとサンヘドリン全体は，イエスを死刑にするため，イエスに不利な証言を探していたが，見つけられなかった。 56 大勢の人がイエスに不利な偽証をしていたが，その証言は一致していなかったのである。 57 また，ある人たちが立ち上がり，イエスに不利な偽証をしてこう言った。 58 「この者が，『人手によるこの神殿を壊し，人手によらない別のものを3日で建てる』と言うのを聞きました」。 59 しかし，こうした点でも証言は一致していなかった。 60 そこで，大祭司が真ん中に立ち，イエスにこう質問した。「何も答えないのか。この人たちがあなたに不利な証言をしているが，どうなのか」。 61 しかしイエスは黙ったままで，全く答えなかった。大祭司が再び質問を始め，「あなたは褒めたたえるべき方の子キリストか」と言った。 62 するとイエスは言った。「その通りです。あなた方は，人の子が強力な方の右に座り，また天の雲と共に来るのを見ます」。 63 大祭司は衣服を引き裂いて，言った。「これ以上，証人が必要でしょうか。 64 皆さんは冒瀆の言葉を聞きました。どうしますか*」。皆，イエスを死に値する者と断罪した。 65 ある人たちはイエスに唾を掛けたり，イエスの顔を覆ってからこぶしで殴り，「誰が殴ったか，預言者なら言ってみろ！」と言ったりし始めた。法廷の役人たちは，顔を平手打ちしてから，連れていった。 66 さて，ペテロが下の中庭にいると，大祭司に仕える女性の1人がやって来た。 67 ペテロが体を温めているのを目にし，ペテロを真っすぐに見て，言った。「あなたも，あのナザレ人イエスと一緒にいました」。 68 しかしペテロはそれを否定し，「その人を知らないし，あなたが何を話しているのかも理解できない*」と言って，入り口の方に出ていった。 69 そこでも女性はペテロを目にし，そばに立っている人たちに，「この人は彼らの仲間です」と，また言い始めた。 70 ペテロは再びそれを否定した。しばらくして，そばに立っていた人たちがまたもやペテロに言いだした。「確かにあなたは彼らの仲間だ。実際，ガリラヤ人ではないか」。 71 しかしペテロは，「あなたたちが言っている人など知らない」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。 72 すぐに，おんどりが2度目に鳴いた。ペテロは，「おんどりが2度鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出し，泣き崩れた。

または，「ぼうぜんとし」。
または，「やる気はあっても」。
または，「用心して」。
または，「どう考えますか」，「どう思いますか」。
または，「あなたが何を話しているのか分からないし，理解もできない」。
 
^ （ルカ 22:14-65） その時刻が来た時，イエスは使徒たちと食卓に着いた。 15 イエスは言った。「私は苦しみを受ける前にぜひあなたたちと一緒にこの過ぎ越しの食事をしたい，と思っていました。 16 あなたたちに言いますが，神の王国で全てが実現するまで私は二度とそれを食べません」。 17 そして杯を受け取り，感謝の祈りをしてからこう言った。「これを取って，順番に回しなさい。 18 あなたたちに言いますが，今後，神の王国が来るまで私はブドウからできたものを二度と飲みません」。 19 また，イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，それを割って渡し，こう言った。「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。 20 また，食事が済んでから，杯についても同じようにして，こう言った。「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それはあなたたちのために注ぎ出されることになっています。 21 でも見なさい。私を裏切る人の手が食卓で私の近くにあります。 22 確かに，人の子は定められたところに従って進んでいきます。しかし，人の子を裏切るその人には災いがあります！」 23 使徒たちは，自分たちのうちいったい誰がそんなことを行おうとしているのか，論じ合い始めた。 24 ところが，自分たちの中で誰が一番偉いのかについても激しい議論が起きた。 25 しかしイエスはこう言った。「国々の王は威張り，権威を持つ人たちは善行者と呼ばれます。 26 しかし，あなたたちはそうであってはなりません。あなたたちの間で一番偉い人は一番若い人のように，教え導く人は奉仕する人のようになりなさい。 27 というのは，食事をして*いる人と給仕している人では，どちらが偉いですか。食事をして*いる人ではありませんか。しかし私は，あなたたちに仕える人です。 28 とはいえ，あなたたちは私が試練に遭っている間もずっと一緒にいました。 29 それで私は，天の父が私と契約を結んだように，あなたたちと王国のための契約を結び， 30 あなたたちが私の王国で私と一緒に食卓に着いて食べたり飲んだりし，王座に座ってイスラエルの12部族を裁くようにします。 31 シモン，シモン！ サタンはあなたたちを渡すよう要求しました。小麦をふるいにかけるように試すためです。 32 しかし私は，あなたの信仰が尽きないように祈願しました。立ち直った後は，兄弟たちを力づけなさい」。 33 ペテロは言った。「主よ，私はあなたと牢屋に入ることも死ぬことも覚悟しています」。 34 しかしイエスは言った。「ペテロ，あなたに言います。今日おんどりが鳴くまでの間に，あなたは3度，私を知っていることを否定します」。 35 またイエスは使徒たちに言った。「財布も食物袋もサンダルも持たせずに遣わした時，何にも不足しなかったのではありませんか」。使徒たちは，「はい，何にも」と言った。 36 イエスは言った。「しかし今，財布がある人はそれを持ち，食物袋も同じようにしなさい。剣を持っていない人は，外衣を売ってそれを買いなさい。 37 というのは，書かれていること，すなわち『彼は不法な者たちと共に数えられた』という言葉は，私に関して必ず成し遂げられるからです。これは私に関して実現しつつあります」。 38 使徒たちは言った。「主よ，ご覧ください，ここに剣が2本あります」。イエスは言った。「それで十分です」。 39 イエスはそこを出て，いつものようにオリーブ山に行った。弟子たちも後に従った。 40 その場所に着くと，イエスは弟子たちに言った。「誘惑に負けないように祈っていなさい」。 41 そして，石を投げれば届くほどの所まで離れ，膝をかがめて祈り始め， 42 こう言った。「父よ，あなたが望まれるようでしたら，この杯を私から取り除いてください。とはいえ，私の望むことではなく，あなたの望まれることがなされますように」。 43 その時，天使が現れてイエスを力づけた。 44 しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。 45 イエスが祈りを終えて立ち上がり，弟子たちの所に行くと，彼らは悲嘆のあまり疲れて眠っていた。 46 イエスは言った。「なぜ眠っているのですか。起き上がり，誘惑に負けないように祈っていなさい」。 47 イエスがまだ話しているうちに，人々がやって来た。率いていたのは12人の1人，ユダと呼ばれる人で，イエスに近づいて口づけした。 48 しかしイエスは，「ユダ，口づけして人の子を裏切るのですか」と言った。 49 イエスの周りにいた人たちは成り行きを見て，「主よ，剣で切り掛かりましょうか」と言った。 50 そして，1人が大祭司の奴隷に襲い掛かって右耳を切り落とした。 51 しかしイエスは，「やめなさい」と言った。それから，奴隷の耳に触れて癒やした。 52 そして，捕らえに来た祭司長と神殿の指揮官と長老たちに言った。「強盗に対するように剣やこん棒を持ってきたのですか。 53 私が毎日神殿であなた方と一緒にいた時には，私を捕まえませんでした。しかし，今はあなた方の時，闇が支配する時です」。 54 その人たちはイエスを捕らえて引いていき，大祭司の家の中に連れていった。一方ペテロは，離れて付いていった。 55 人々が中庭の中央で火をたいて一緒に座った時，ペテロもその中にいた。 56 召し使いの女性が，ペテロが火に照らされて座っているのを目にして，じっと見つめ，こう言った。「この人も彼と一緒にいました」。 57 しかしペテロはそれを否定して，「私はその人を知らない」と言った。 58 しばらくして，別の人がペテロを見て言った。「あなたも彼らの仲間だ」。しかしペテロは，「仲間ではない」と言った。 59 それから1時間ほどたって，別の男性が強く言い張るようになった。「確かにこの人も彼と一緒にいた。実際，ガリラヤ人ではないか！」 60 しかしペテロは言った。「何のことを言っているのか，分からない」。するとすぐ，まだ話しているうちに，おんどりが鳴いた。 61 主イエスが振り向いてペテロを真っすぐに見た。ペテロは，「今日おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」という主の言葉を思い出した。 62 そして，外に出て激しく泣いた。 63 さて，イエスの番をしていた人々はイエスを殴ってあざけり始めた。 64 顔を覆ってから，「預言者なら言ってみろ！ おまえを打ったのは誰か」と言うのだった。 65 そしてほかにも冒瀆の言葉を浴びせた。

または，「記念し」。
または，「食卓で横になって」。
または，「食卓で横になって」。
 
^ （ヨハ 13:1-18:27） イエスは，過ぎ越しの祭りの前に，自分がこの世を去って天の父のもとに行くべき時が来たことを知った。そして，世にいて自分に従う人たちを，それまでも愛してきたが，最後まで愛した。 2 食事が進んで*いたが，悪魔はすでに，シモンの子ユダ･イスカリオテにイエスを裏切る考えを抱かせていた。 3 イエスは，父が全てのものを与えてくださったことと，自分が神のもとから来て神のもとに行こうとしていることを知っていて， 4 食事の席から立ち，外衣を脇に置いて，拭き布を取って腰にくくった。 5 それから，たらいに水を入れて弟子たちの足を洗い，腰にくくった布で拭き始めた。 6 こうしてシモン･ペテロの所に来た。ペテロは，「主よ，あなたが私の足を洗うのですか」と言った。 7 イエスは答えた。「あなたは私がしていることを今は理解していませんが，後になれば理解できます」。 8 ペテロは言った。「足を洗っていただくことなどできません」。イエスは答えた。「私が洗わないとしたら，あなたは私の仲間ではありません」。 9 シモン･ペテロは，「主よ，足だけでなく，手も頭もお願いします」と言った。 10 イエスは言った。「体を洗った人は全身が清く，足以外は洗う必要がありません。あなたたちは清いのです。しかし全員ではありません」。 11 イエスは，自分を裏切ろうとしている者を知っていたので，「全員が清いのではない」と言ったのである。 12 イエスは弟子たちの足を洗い，外衣を着てから，再び食卓に着き，こう言った。「あなたたちにしたことが理解できますか。 13 あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。 14 それで，主であり先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです。 15 私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです。 16 はっきり言っておきますが，奴隷は主人より偉くなく，遣わされた人は遣わした人より偉くありません。 17 あなたたちはこうしたことを知っていますが，それを実行するとき，幸せです。 18 全員について語っているのではありません。私は自分が選んだ者たちのことを知っています。しかし，『一緒にパンを食べていた人が私に敵対するようになった』という聖句が実現します。 19 私は，それが起きることを今あなたたちに告げます。それが実際に起きた時に，私のことが言われていたと分かるようにです。 20 はっきり言っておきますが，私が遣わした人を受け入れる人は私をも受け入れ，私を受け入れる人は私を遣わした方をも受け入れます」。 21 イエスはこれらのことを言ってから，ひどく苦悩し，「はっきり言っておきますが，あなたたちの1人が私を裏切ります」と断言した。 22 弟子たちは，誰のことかと戸惑いながら顔を見合わせていた。 23 弟子の1人でイエスが愛する人が，イエスのそばに横になっていた。 24 そこでシモン･ペテロはその人に顎で合図して言った。「誰のことを言っているのか分かるか」。 25 それで，その人はイエスの胸元に体を反らせて，「主よ，それは誰ですか」と言った。 26 イエスは答えた。「私がパン切れを鉢に浸して与えるのがその人です」。そしてパンを浸してから，シモン･イスカリオテの子ユダに与えた。 27 パンを受け取ると，ユダにサタンが入った。そこでイエスはユダに言った。「あなたがしていることをもっと早くしなさい」。 28 しかし，食卓に着いていた人は誰も，なぜイエスがそう言ったのか分からなかった。 29 とはいえ，ある人たちは，ユダが金箱を保管していたので，イエスが，「祭りのために必要な物を買いなさい」とか，貧しい人たちに何かを与えるようにと命じていると思っていた。 30 ユダはパンを受け取った後，すぐに出ていった。夜であった。 31 こうしてユダが出ていくと，イエスは言った。「今，人の子は栄光を受け，神は人の子によって栄光を受けています。 32 神は自ら人の子に栄光を与え，しかもすぐにそうします。 33 友よ，私はもうしばらくあなたたちと一緒にいます。あなたたちは私を捜すようになります。私はユダヤ人たちに，『私が行く所へあなた方は来ることができない』と言いましたが，今はあなたたちにも同じように言います。 34 私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは，互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。 35 あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。 36 シモン･ペテロが言った。「主よ，どこへ行くのですか」。イエスは答えた。「あなたは私が行こうとしている所へ今は付いてくることができません。しかし後で来ることになります」。 37 ペテロは言った。「主よ，どうして今は付いていけないのですか。あなたのためなら命もなげうちます」。 38 イエスは答えた。「私のために命をなげうつというのですか。はっきり言っておきますが，おんどりが鳴くまでの間に，あなたは3度，私を知らないと言います」。 
14 「動揺してはなりません。神に信仰を抱き，私にも信仰を抱きなさい。 2 私の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったなら，そのことを告げたことでしょう。私はあなたたちのために場所を整えに行こうとしているのです。 3 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。 4 私の行こうとしている所，そこへの道をあなたたちは知っています」。 5 トマスが言った。「主よ，あなたの行こうとしている所が分からないのに，どうしてその道が分かるでしょうか」。 6 イエスは言った。「私は道であり，真理であり，命です。私を通してでなければ，誰も父のもとに行くことはできません。 7 あなたたちが私を知っていたなら，私の父をも知っていたでしょう。あなたたちは今から父を知りますが，実際にはすでに見ていました」。 8 フィリポが言った。「主よ，私たちに父を見せてください。それで十分です」。 9 イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。 10 私と父が結び付いていることを信じていないのですか。あなたたちに言うことは，独自の考えで言っているのではありません。私とずっと結び付いている父が私を通して行動しているのです。 11 私と父が結び付いていると言う私を信じなさい。それが難しければ，行動そのものを見て信じなさい。 12 はっきり言っておきますが，私に信仰を抱く人も，私がしていることを行います。しかも，もっと大きなことを行います。私が父のもとに行くからです。 13 また，あなたたちが私の名によって願い求めることが何であっても，私はそれを行います。父が子に関して称賛を受けるためです。 14 あなたたちが私の名によって何か願い求めるなら，私はそれを行います。 15 あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。 16 私は天の父にお願いします。父は別の援助者を与えて，あなたたちと共に永久にいるようにしてくださいます。 17 それは真理を伝える聖なる力です。世の人々はそれを受けることができません。それを見ることも知ることもないからです。あなたたちはそれを知っています。それはあなたたちのもとにとどまり，あなたたちの内にあるからです。 18 私はあなたたちを取り残されたままにはしません。あなたたちのもとに来ます。 19 もうしばらくすれば，世の人々は私を見なくなります。しかしあなたたちは見ます。私は生きていて，あなたたちも生きるからです。 20 その日にあなたたちは，私が父と結び付いていて，あなたたちと私が結び付いていることを知ります。 21 私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。 22 イスカリオテでないユダが言った。「主よ，私たちには自分のことをはっきり知らせようとし，世の人々にはそうしようとしない，というのはどういうことですか」。 23 イエスは答えた。「私を愛する人は私の言葉を守ります。私の父はその人を愛し，私たちはその人の所に行って一緒にいます。 24 私を愛さない人は私の言葉を守りません。あなたたちが聞いている言葉は私のものではなく，私を遣わした父のものです。 25 私は，あなたたちと一緒にいる間にこうしたことを話しました。 26 しかし，父が私の名によって遣わす援助者つまり聖なる力が，あなたたちに，全てのことを教えるとともに，私が話した全てのことを思い起こさせます。 27 私はあなたたちが受けている平和をこれからも与えます。それは世が与える平和とは違います。動揺してはならず，弱気になってもなりません。 28 あなたたちは，『私は去っていき，また戻って来る』と私が言ったのを聞きました。私を愛しているなら，私が父のもとに行こうとしていることを喜ぶはずです。父は私より偉大だからです。 29 今，そうなる前に私はあなたたちに告げました。実際にそうなった時にあなたたちが信じるためです。 30 私はもうあなたたちと多くは語りません。世の支配者が来ようとしているからです。もっとも，その者は私に対して何の力もありません。 31 しかし，私が父を愛していることを世の人々が知るために，父が命じた通りにしています。立ちなさい。出掛けましょう。 
15 私は真のブドウの木，私の父は耕作者です。 2 父は，私にある枝で実を結んでいない枝を全て切り落とし，実を結んでいる枝を全て手入れして，さらに実を結ぶようにします。 3 あなたたちは，私が話した言葉によってすでに清くなっています。 4 私と結び付いていなさい。私はあなたたちと結び付いたままでいます。枝がブドウの木に付いていなければ実を結べないように，あなたたちも私と結び付いていなければ実を結べません。 5 私はブドウの木，あなたたちはその枝です。私と結び付いていて，私が結び付いている人，その人は多くの実を結びます。あなたたちは私から離れては何も行え*ません。 6 私と結び付いたままでいない人は，投げ捨てられて枯れてしまう枝のようです。人々はそうした枝を集めて火に投げ込み，燃やしてしまいます。 7 あなたたちが私と結び付いたままでいて，私が言ったことがあなたたちの心にとどまっているなら，自分が願うどんなことでも求めなさい。それはかなえられます。 8 あなたたちが多くの実を結び続け，私の弟子であることを示すことによって，私の父は称賛を受けます。 9 父が私を愛したように，私はあなたたちを愛しました。いつも私に愛されるようにしていなさい。 10 私のおきてを守るなら，いつも私に愛されます。私が父のおきてを守っていつも父に愛されるようにしているのと同じです。 11 私がこれらのことを話したのは，あなたたちが私と同じ喜びを感じ，喜びに満たされるためです。 12 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。 14 私が命じていることを行うなら，あなたたちは私の友です。 15 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。 16 あなたたちが私を選んだのではありません。私があなたたちを選び，あなたたちが実を結び続けるようにしたのであり，その実は残ります。そして，あなたたちが私の名によって父に何を求めても，父が与えてくださるのです。 17 私がこれらのことを命じるのは，あなたたちが互いに愛し合うためです。 18 もし世の人々があなたたちを憎むなら，あなたたちを憎む前に私を憎んだということを思い出しなさい*。 19 あなたたちが世の人々のようだったら，世から好まれることでしょう。ところが，あなたたちは，私が世から選び出し，世の人々のようではないので，世から憎まれます。 20 奴隷は主人より偉くない，という私の言葉を覚えておきなさい。世の人々が私を迫害したのであれば，あなたたちをも迫害します。私の言葉を守ったのであれば，あなたたちの言葉も守ります。 21 しかし世の人々は，私の名のためにこのようなひどいこと全てをあなたたちに対して行います。私を遣わした方を知らないからです。 22 もし私が来て世の人々に話していなかったなら，彼らには何の罪もないでしょう。しかし今となっては，自分たちの罪について何の言い訳もできません。 23 私を憎む人は，私の父をも憎みます。 24 私は，ほかの誰もしなかったことを世の人々の間で行いました。もし私がそうしていなかったなら，彼らには何の罪もないでしょう。しかし今，彼らは私を見た上で憎み，私の父をも憎みました。 25 とはいえこれは，『彼らは不当にも私を憎んだ』という，律法にある言葉が実現するためです。 26 私は父のもとから援助者を遣わします。それは真理を伝える聖なる力で，父のもとから来ます。それが来て，私について証言します。 27 そして今度は，あなたたちが証言します。あなたたちは私が伝道を始めた時から*一緒にいるからです。 
16 私がこれらのことを言ったのは，あなたたちが信仰を失わない*ためです。 2 人々はあなたたちを会堂から追放します。実際，あなたたちを殺す人が皆，自分は神に神聖な奉仕をしたと思う時が来ます。 3 そうしたことをするのは，天の父をも私をも知らないからです。 4 これらのことを話したのは，そういうことが起きたときに，私がそれを話していたことをあなたたちが思い出すためです。 これらのことを最初に話さなかったのは，あなたたちと一緒にいたからです。 5 しかし今，私は自分を遣わした方のもとに行こうとしています。それでも，あなたたちの誰も，『どこに行くのですか』とは尋ねません。 6 かえって，私がこれらのことを話したために，悲しみに暮れています。 7 しかし実を言うと，私が去っていくことはあなたたちのためになります。私が去らなければ，援助者はあなたたちのもとに来ませんが，去ったら，私はその者を遣わすからです。 8 その者は来たら，罪に関し，正しさに関し，裁きに関して，納得のいく証拠を世に与えます。 9 まず，罪に関してというのは，世の人々が私に信仰を抱いていないからです。 10 次に，正しさに関してというのは，私が父のもとに行くからです。あなたたちはもう私を見ません。 11 そして，裁きに関してというのは，この世の支配者が裁かれたからです。 12 あなたたちに言うべきことがまだたくさんありますが，あなたたちは今はそれを理解できません*。 13 しかし，その者，すなわち真理を伝える聖なる力が来ると，真理を十分に理解できるように導いてくれます。その者は自分の考えで話すのではなく，聞いたことを話し，将来のことを告げます。 14 そして私は誉れを受けます。その者は私から聞いたことをあなたたちに告げるからです。 15 父が持っているものは全て私のものです。それで私は，その者は私から聞いたことをあなたたちに告げると言ったのです。 16 しばらくしたら，あなたたちはもう私を見ません。でも，しばらくしたら，あなたたちは私を見ます」。 17 そこで弟子の何人かが互いにこう言った。「『しばらくしたら私を見ない，でもしばらくしたら私を見る』，『私が父のもとに行くからだ』と言っているが，どういう意味だろう」。 18 そして，「『しばらく』と言うのはどういう意味だろう。何のことを話しているのか分からない」と言っていた。 19 イエスは弟子たちが自分に質問したがっているのを知って，こう言った。「『しばらくしたら私を見ない，でもしばらくしたら私を見る』と言ったので，そのことを話し合っているのですか。 20 はっきり言っておきますが，あなたたちは泣き叫びますが，世の人々は喜びます。あなたたちは深く悲しみますが，悲しみは喜びに変わります。 21 女性は，出産の時が来ると苦しみ*ます。しかし，子供を産み終えると，人が世に生まれた喜びのためにもう苦痛を覚えていません。 22 それで，あなたたちも今は悲しんでいますが，再び私に会い，心から喜びます。誰もその喜びを奪えません。 23 その日，あなたたちは私に何も質問しません。はっきり言っておきますが，あなたたちが天の父に何か求めるなら，父は私の名によって与えてくださいます。 24 今まで，あなたたちは私の名によって何一つ求めたことがありません。求めなさい。そうすれば受け，喜びに満たされます。 25 私はこれらのことを例えで話しましたが，もう例えで話さず，天の父に関してはっきり知らせる時が来ます。 26 その日，あなたたちは私の名によって父に願い求めます。私があなたたちのために願い求めるのではありません。 27 父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです。 28 私は父の代理として世に来ました。そして今，世を去って父のもとに行こうとしています」。 29 弟子たちは言った。「今あなたははっきりと話し，例えを使いません。 30 あなたが人の考えを知っていて，誰かがあなたに質問する必要などないことが分かりました。あなたが神のもとから来たことを信じます」。 31 イエスは答えた。「あなたたちは今，信じているのですね。 32 あなたたちが散らされてそれぞれ自分の家に帰り，私を独りにする時が来ます。いえ，もう来ています。とはいえ，私は独りではありません。父が一緒にいてくださるからです。 33 これらのことを言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。 
17 イエスはこれらのことを話してから，天を見上げて，こう言った。「父よ，時は来ました。あなたの子に栄光をお与えください。子によってあなたが栄光をお受けになるためです。 2 あなたは全人類に対する権威を子にお与えになりました。子が，自分に託された人全てに永遠の命を与えるためです。 3 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。 4 私は，あなたから委ねられたことを成し遂げて，地上であなたをたたえました。 5 父よ，人類が誕生する前に私があなたのそばで栄光を受けていたように，今，私をそばに置いて栄光をお与えください。 6 私は，あなたが世から取って託してくださった人たちにあなたのお名前を明らかにし*ました。この人たちはあなたのものでしたが，私に託してくださいました。彼らはあなたの言葉を守っています。 7 彼らは今，あなたが私に与えてくださったもの全てがあなたからのものであることを知るようになりました。 8 あなたが告げてくださった言葉を私が彼らに告げたからです。彼らはそれを受け入れて，私があなたの代理として来たことを本当に知り，あなたが私を遣わされたことを信じました。 9 彼らに関してお願いします。世に関してではなく，私に託してくださった人たちに関してです。彼らはあなたのものだからです。 10 私のものは皆あなたのもので，あなたのものは私のものです。私は彼らから称賛を受けました。 11 私は世からいなくなりますが，この人たちは世にいます。私はあなたのもとに向かいます。聖なる父よ，あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。 12 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。 13 しかし今，私はあなたのもとに向かいます。私が世にいる間にこれらのことを言っているのは，彼らが私と同じ喜びに満たされるためです。 14 私はあなたの言葉を彼らに伝えましたが，世の人々は彼らを憎みました。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではないからです。 15 この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださるようお願いします。 16 私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではありません。 17 真理によって彼らを神聖なものとしてください。あなたの言葉は真理です。 18 あなたが私を世に遣わされたように，私も彼らを世に遣わしました。 19 私は彼らのために自分を神聖なものとしています。彼らも真理によって神聖なものとされるためです。 20 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。 21 それは，父よ，あなたと私が結び付いているように，彼ら全員が一つになるためです。また，彼らも私たちと結び付いているようにしてください。あなたが私を遣わされたことを世の人々が信じるためです。 22 私に誉れを与えてくださったように，私は彼らに誉れを与えました。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。 23 私は彼らと結び付いていて，あなたは私と結び付いておられます。彼らが完全に一つになるためです。そして世の人々が，あなたが私を遣わされ，私を愛してくださったように彼らを愛されたことを知るためです。 24 父よ，私に託してくださった人々が私のいる所に一緒にいるようにと願います。世が始まる前に私を愛して与えてくださった栄光を彼らが見るためです。 25 公正な*父よ，確かに世の人々はあなたを知りませんが，私はあなたを知っており，この人たちも，あなたが私を遣わされたことを知っています。 26 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。 
18 イエスはこれらのことを言い終えてから，弟子たちと一緒に外に出て，キデロンの谷を渡って庭園がある所に行き，中に入った。 2 裏切り者のユダもその場所を知っていた。イエスはそこで弟子たちとよく集まっていたからである。 3 ユダは，兵士の一隊と，祭司長とパリサイ派に遣わされた下役たちを連れ，たいまつやランプや武器を携えてやって来た。 4 イエスは，自分に起きることを全て知っていて，進み出て，「誰を捜しているのですか」と言った。 5 その人たちは，「ナザレ人イエスだ」と答えた。イエスは言った。「それは私です」。裏切り者のユダもそこに立っていた。 6 「それは私です」とイエスが言った時，その人たちは後ずさりして地面に倒れた。 7 イエスは再び，「誰を捜しているのですか」と尋ねた。「ナザレ人イエスだ」とその人たちは言った。 8 イエスは言った。「それは私だと言いました。私を捜しているのであれば，この人たちは行かせなさい」。 9 これは，「託してくださった人のうち，一人も失いませんでした」という言葉が実現するためだった。 10 その時，シモン･ペテロが，持っていた剣を抜き，大祭司の奴隷に襲い掛かって右耳を切り落とした。奴隷の名前はマルコスといった。 11 しかしイエスはペテロに言った。「剣をさやに収めなさい。私は父が与えてくださった杯を飲むべきではありませんか」。 12 その時，兵士たちと軍司令官とユダヤ人の下役たちはイエスを捕らえて縛り， 13 まずアンナスの所に引いていった。アンナスは，その年に大祭司だったカヤファのしゅうとであった。 14 カヤファは，1人の人が民のために死ぬ方が皆の得になる，とユダヤ人たちに助言した人である。 15 さて，シモン･ペテロともう1人の弟子がイエスに付いていった。その弟子は大祭司に知られていて，イエスと一緒に大祭司の家の中庭に入っていった。 16 ペテロは外で戸口*の所に立っていた。それで，大祭司に知られていた弟子が出ていって戸口番に話し，ペテロを中に入れた。 17 その際，戸口番である召し使いの女性がペテロに言った。「あなたもあの人の弟子ではないでしょうね」。ペテロは，「違う」と言った。 18 奴隷や下役たちは，寒かったので炭火をおこし，周りに立って体を温めていた。ペテロも一緒に体を温めていた。 19 祭司長はイエスに，弟子たちや教えについて質問した。 20 イエスは答えた。「私は皆の前で話してきました。全てのユダヤ人が集まる神殿や会堂でいつも教え，何もひそかに話したりはしませんでした。 21 なぜ私に質問するのですか。私が話したことを聞いた人たちに質問しなさい。私が言ったことを知っています」。 22 イエスがこう言うと，そばに立っていた下役がイエスの顔を平手打ちし，「祭司長にそんな答え方をするのか」と言った。 23 イエスは答えた。「私が間違ったことを言ったなら，何が間違っているのかを言い*なさい。しかし，正しいなら，なぜたたくのですか」。 24 それからアンナスは，イエスを縛ったまま大祭司カヤファのもとに送った。 25 さて，シモン･ペテロは立って体を温めていた。すると人々が言った。「あなたも彼の弟子ではないだろうな」。ペテロは否定して，「違う」と言った。 26 大祭司の奴隷の1人で，ペテロに耳を切り落とされた男性の親族が言った。「私はあなたが庭園で彼と一緒にいたのを見たぞ」。 27 しかし，ペテロはまた否定した。するとすぐに，おんどりが鳴いた。

もしかすると，「準備されて」。
または，「生み出せ」。
または，「あなたたちは知ります」。
直訳，「初めから」。または，「私が始めた時から」。
または，「罪を犯さない」。
または，「に耐えられません」。
または，「悲しみ」。
または，「知らせ」。
または，「正しい」。
直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。
または，「入り口」。
または，「間違いを証明し」。
 
^ （マタ 27:1-61） 朝になった時，祭司長と民の長老たち全員は，イエスを死刑にしようと協議した。 2 そして，イエスを縛ってから引いていき，総督ピラトに引き渡した。 3 その時，裏切り者のユダは，イエスが有罪とされたのを見て後悔し，銀30枚を祭司長と長老たちに返して， 4 「私は無実の人*を裏切って罪を犯した」と言った。その人たちは，「私たちの知ったことではない。あなたが始末すべきことだ*！」と言った。 5 ユダは銀を神殿に投げ込み，去っていって首をつって死んだ。 6 しかし祭司長たちはその銀を取り，「これを聖なる宝物庫に入れることは許されない。血の代価だからだ」と言った。 7 協議した後，そのお金で陶芸家の土地を買って，見知らぬ人たちの墓地とした。 8 それで，その土地は今日まで，血の土地と呼ばれている。 9 この時，預言者エレミヤを通して語られた次の言葉が実現した。「彼らはその人の代価，銀30枚を取った。イスラエル人はその人の代価をそのように定めた。 10 そして，エホバが私に命令したところに従い，陶芸家の土地のためにそれを与えた」。 11 イエスは総督の前に立った。総督が，「あなたはユダヤ人の王なのか」と質問すると，イエスは，「その通りです」と答えた。 12 しかし，祭司長と長老たちから訴えられている間，何も答えなかった。 13 そこでピラトは言った。「この人たちがあなたに不利な証言をこんなに多く行っているのが，聞こえないのか」。 14 それでも，イエスは一言も答えなかった。そのため総督はとても驚いた。 15 さて，祭りのたびに，群衆が望む囚人1人を釈放するのが総督の習慣だった。 16 ちょうどその時，バラバという悪名高い囚人がいた。 17 人々が集まった時，ピラトは言った。「どちらの人を釈放してほしいのか。バラバか，それともキリストといわれるイエスか」。 18 イエスを引き渡したのがねたみのためであることに気付いていたのである。 19 さらに，ピラトが裁きの座に座っている間に，妻から伝言が届いた。「その無実の人に関わらないでください。私は今日，その人のことで夢の中でとても苦しんだのです」。 20 しかし祭司長と長老たちは，バラバの釈放を求めてイエスの方は死刑にさせるよう，群衆を説き伏せた。 21 そこで総督は言った。「2人のうちどちらを釈放してほしいのか」。群衆は，「バラバを」と言った。 22 ピラトは言った。「では，キリストといわれるイエスの方はどうしたらよいか」。群衆は皆，「杭に掛けろ*！」と言った。 23 ピラトは言った。「この人がどんな悪事をしたというのか」。それでも群衆は，「杭に掛けろ！」とますます激しく叫び続けた。 24 ピラトは，何をしても無駄で，むしろ騒動が起きそうなのを見て，群衆の前で水で手を洗い，「この人の血*について私は潔白だ。あなた方自身が責任を負わなければならない*」と言った。 25 民は皆，「彼の血についてはわれわれと子供たちが責任を負ってもよい」と答えた。 26 そこでピラトはバラバを釈放し，イエスの方は，むちで打たせ，杭に掛けて処刑するために引き渡した。 27 それから，総督の兵士たちはイエスを総督の邸宅内に連れていき，全部隊をイエスの周りに集めた。 28 そして，イエスの服を剝ぎ取って緋色の衣をまとわせ， 29 いばらで冠を編んでかぶらせ，アシを右手に持たせた。そしてイエスの前にひざまずき，あざけって，「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と言った。 30 それから唾を掛け，そのアシを取って頭をたたき始めた。 31 最後に，あざけってから，緋色の衣を剝ぎ取って本人の外衣を着せ，杭にくぎ付けにするために引いていった。 32 兵士たちは出ていく時に，シモンという名前のキレネの男性を見つけ，イエスの苦しみの杭を強制的に運ばせた*。 33 ゴルゴタすなわち「どくろの場所」と呼ばれる所に来た時， 34 胆汁を混ぜたぶどう酒をイエスに飲ませようとしたが，イエスはその味を見た後，飲もうとはしなかった。 35 兵士たちは，イエスを杭にくぎ付けにしてから，くじを引いてイエスの外衣を分配し， 36 そこに座ってイエスを見張っていた。 37 また，「これはユダヤ人の王イエス」と罪状を書き，頭上に掲げた。 38 この時，2人の強盗がイエスの左右に1人ずつ，杭に掛けられた。 39 そばを通る人たちはイエスについて暴言を吐き，頭を振って 40 こう言った。「神殿を壊して3日で建てる者よ，自分を救ってみろ！ 神の子なら，苦しみの杭から下りてこい！」 41 同じように祭司長たちも，律法学者や長老たちと一緒になってあざけりだし，こう言った。 42 「ほかの人は救ったが，自分は救えないのだ！ 彼はイスラエルの王だ。今，苦しみの杭から下りてきてもらおうではないか。そうすれば信じてやろう。 43 彼は神に頼ったのだ。神に気に入られているのなら，いま救い出してもらえばいい。『私は神の子だ』と言ったのだ」。 44 一緒に杭に掛けられた強盗たちまでが，同じようにイエスを非難した。 45 昼の12時から，闇が全土*に垂れ込めて，午後3時にまで及んだ。 46 午後3時ごろ，イエスは大声で叫び，「エリ，エリ，ラマ サバクタニ」，つまり，「私の神，私の神，なぜ私を見捨てたのですか」と言った。 47 そこに立っていた人の何人かが，これを聞いて，「この人はエリヤを呼んでいる」と言いだした。 48 1人がすぐに走っていって海綿を取り，酸味の強いぶどう酒を含ませ，アシの先に付けてイエスに飲ませようとした。 49 しかしほかの人たちは，「このまま，エリヤが救いに来るかどうかを見よう」と言った。 50 イエスは再び大声で叫び，息を引き取った。 51 すると何と，聖なる所の幕が上から下まで2つに裂け，地面が揺れ，岩が割れた。 52 墓が開いて，眠りに就いて*いた多くの聖なる人の死体が現れ， 53 多くの人に見えるようになった。（イエスが生き返らされた後，墓場から出てきた人々は聖なる都に入った。） 54 しかし，士官およびイエスを見張っていた人たちは，地震その他の出来事を見て非常に畏れ，「確かにこの人は神の子だった」と言った。 55 多くの女性たちが，離れた所で見ていた。ガリラヤからイエスに同行して仕えていた人たちである。 56 その中には，マリア･マグダレネ，ヤコブとヨセの母親マリア，ゼベダイの子たちの母親がいた。 57 さて，午後遅くなって，アリマタヤの裕福な男性がやって来た。ヨセフという名前で，この男性もイエスの弟子となっていた。 58 この男性はピラトのもとに行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。そこでピラトはそれを渡すように命令した。 59 ヨセフは遺体を受け取り，きれいな上等の亜麻布に包み， 60 岩をくりぬいた自分の新しい墓に葬った。そして，墓の入り口に大きな石を転がしてから去っていった。 61 しかし，マリア･マグダレネともう1人のマリアはそこにとどまって，墓の前に座っていた。

直訳，「血」。
または，「それはあなたの問題だ」。
または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「この血」。
または，「これはあなた方の責任だ」。
または，「持たせた」。
または，「地上全体」。
または，「死の眠りに就いて」，「死んで」。
 
^ （マル 15:1-47） 明け方になるとすぐ，祭司長と長老と律法学者たちが，すなわち，サンヘドリン全体が協議をした。そして，イエスを縛って引いていき，ピラトに引き渡した。 2 ピラトがイエスに，「あなたはユダヤ人の王なのか」と質問すると，イエスは，「その通りです」と答えた。 3 しかし祭司長たちは，多くのことについてイエスを訴えた。 4 そこでピラトは再び質問し始めた。「何も答えることはないのか。この人たちはこんなに多くのことを訴えているではないか」。 5 それでも，イエスはもう何も答えなかった。そのためピラトはとても驚いた。 6 ところで，ピラトは祭りのたびに，人々が求める囚人1人を釈放していた。 7 この時には，バラバという男が暴動を起こした者たちと一緒に牢屋に入っていた。暴動の際に殺人を犯した者たちだった。 8 群衆がやって来て，いつものようにしてほしいとピラトに求め始めた。 9 それに対してピラトは言った。「ユダヤ人の王を釈放してほしいのか」。 10 祭司長たちがイエスを引き渡したのがねたみのためであることに気付いていたのである。 11 しかし祭司長たちは，代わりにバラバを釈放させようとして群衆をあおった。 12 そこでピラトは再び言った。「では，ユダヤ人の王と呼んでいる者の方はどうしたらよいか」。 13 群衆はもう一度叫んだ。「杭に掛けろ*！」 14 しかしピラトは言った。「この人がどんな悪事をしたというのか」。それでも群衆は，「杭に掛けろ*！」とますます激しく叫んだ。 15 そこでピラトは，群衆を満足させようと思ってバラバを釈放し，イエスをむちで打たせてから，杭に掛けて処刑するために引き渡した。 16 兵士たちはイエスを中庭に，つまり総督の邸宅内に引いていき，全部隊を呼び集めた。 17 そして，イエスに紫の衣をまとわせ，いばらの冠を編んでかぶらせて， 18 「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と呼び掛け始めた。 19 また，アシで頭をたたいたり唾を掛けたりし，ひざまずいてひれ伏した。 20 最後に，あざけってから，紫の衣を剝ぎ取って，本人の外衣を着せた。そして，杭にくぎ付けにするために連れ出した。 21 また，田舎から来ていた通行人にイエスの苦しみの杭を強制的に運ばせた*。それは，アレクサンデルとルフォスの父親である，キレネのシモンという人だった。 22 こうして，兵士たちはイエスをゴルゴタという所に連れてきた。これは訳せば，「どくろの場所」という意味である。 23 ここで，没薬を混ぜたぶどう酒を与えようとしたが，イエスは受けようとしなかった。 24 それから，イエスを杭にくぎ付けにし，イエスの外衣に関して，それぞれの取り分をくじで決め，分配した。 25 イエスを杭にくぎ付けにしたのは午前9時であった。 26 イエスの罪状として，「ユダヤ人の王」と記されていた。 27 さらに，2人の強盗をイエスの左右に1人ずつ，杭に掛けた。 28 ― 29 そばを通る人たちはイエスに暴言を吐き，頭を振ってこう言った。「おいおい。神殿を壊して3日で建てる者よ， 30 苦しみの杭から下りてきて自分を救ってみろ」。 31 同じように祭司長たちも，律法学者たちと一緒になってあざけり，こう言った。「ほかの人は救ったが，自分は救えないのだ！ 32 イスラエルの王キリストに，今，苦しみの杭から下りてきてもらおうではないか。そうしたら信じよう」。一緒に杭に掛けられた人たちまでが，イエスを非難するのだった。 33 昼の12時になった時，闇が全土*に垂れ込めて，午後3時にまで及んだ。 34 午後3時に，イエスは，「エリ，エリ，ラマ サバクタニ」と大声で叫んだ。これは訳せば，「私の神，私の神，なぜ私を見捨てたのですか」という意味である。 35 近くに立っていた人の何人かが，それを聞いて，「ほら，エリヤを呼んでいる」と言いだした。 36 ある人が走っていって，酸味の強いぶどう酒を海綿に含ませ，それをアシの先に付けてイエスに飲ませようとし，「このまま，エリヤが下ろしに来るかどうかを見よう」と言った。 37 しかし，イエスは大きな叫び声を上げて，息を引き取った。 38 すると，聖なる所の幕が上から下まで2つに裂けた。 39 イエスを前にして立っていた士官は，このようにしてイエスが息を引き取ったのを見て，「確かにこの人は神の子だった」と言った。 40 離れた所で女性たちも見ていたが，その中には，マリア･マグダレネ，小ヤコブとヨセの母親マリア，サロメがいた。 41 イエスがガリラヤにいた時，同行して仕えていた人たちである。ほかにも，イエスと一緒にエルサレムに来ていた女性が大勢いた。 42 さて，すでに午後遅くで，しかも準備の日，つまり安息日の前日だったので， 43 ユダヤ人の最高法廷の評判の良い一員であるアリマタヤのヨセフがやって来て，勇気を出してピラトの前に行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。自らも神の王国を待つ人であった。 44 しかしピラトは，イエスがもう死んだのだろうかと気になり，士官を呼び寄せて，死んだかどうかを尋ねた。 45 こうして，士官に確かめた上で，遺体をヨセフに与えることにした。 46 ヨセフは上等の亜麻布を買い，イエスを下ろしてその布に包み，岩をくりぬいた墓に葬った。そして，墓の入り口に石を転がしておいた。 47 マリア･マグダレネと，ヨセの母親マリアは，イエスが葬られた所を見つめていた。

または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「持たせた」。
または，「地上全体」。
 
^ （ルカ 22:66-23:56） 夜が明けると，民の長老たち，祭司長と律法学者たちが集まった。そして，イエスをサンヘドリン広間に引き出して，言った。 67 「もしあなたがキリストなら，そう言いなさい」。しかしイエスは言った。「たとえ言っても，あなた方は全く信じないでしょう。 68 また，質問しても，あなた方は答えないでしょう。 69 しかし今後，人の子は強力な神の右に座ります」。 70 すると皆が言った。「では，あなたは神の子なのか」。イエスは言った。「その通りです」。 71 その人たちは言った。「どうしてこれ以上，証言が必要でしょうか。私たち自身が彼の口から聞きました」。 
23 大勢の人が皆立ち上がり，イエスをピラトのもとに引いていった。 2 そしてイエスのことを訴え始め，こう言った。「この男は私たちの民を扇動し，カエサルに税を払うことを禁じ，自分が王キリストだと言っていました」。 3 ピラトはイエスに質問した。「あなたはユダヤ人の王なのか」。イエスは，「その通りです」と答えた。 4 ピラトは祭司長たちと群衆に言った。「この男は犯罪など犯してはいない」。 5 しかし彼らは言い張った。「彼はユダヤ全土で教えて民をあおっています。ガリラヤから始めてここまで来たのです」。 6 ピラトはこれを聞くと，この男がガリラヤ人かどうかを尋ねた。 7 そして，ヘロデの管轄下の者であることを確かめた後，ヘロデのもとに送った。その頃ヘロデもエルサレムにいたのである。 8 ヘロデはイエスを見ると，大変喜んだ。イエスのことをいろいろ聞いて，かなり前から会ってみたいと思っていたのである。イエスが行う奇跡*も見たいと思っていた。 9 そこで，あれこれ質問し始めたが，イエスは何も答えなかった。 10 祭司長と律法学者たちが次々に立ち上がり，イエスのことを激しく訴えた。 11 そこでヘロデは兵士たちと一緒になってイエスを侮辱し，きらびやかな*服を着せてあざけってから，ピラトのもとに送り返した。 12 その日を境に，それまで対立していたヘロデとピラトは親しい関係になった。 13 ピラトは祭司長と支配者たち，また民を呼び集めて， 14 こう言った。「あなた方は，民を駆り立て反乱を起こさせる者だと言ってこの男を連れてきた。それであなた方の前で取り調べたが，あなた方が訴えているような罪は全く見つからなかった。 15 それはヘロデも同じだ。彼を私たちに送り返してきた。彼は死に値することは何もしていないのだ。 16 それで，彼を懲らしめてから釈放する」。 17 ― 18 しかし群衆は皆こう叫んだ。「その男を殺せ*。バラバを釈放しろ！」 19 （バラバは町で起きた暴動と殺人の罪で牢屋に入れられていた。） 20 ピラトはイエスを釈放したいと思って，再び群衆に呼び掛けた。 21 群衆は，「杭に掛けろ*！ 杭に掛けろ！」とわめきだした。 22 ピラトは3度目にこう言った。「この男がどんな悪事をしたというのか。死に値することは何も見つからなかった。それで，彼を懲らしめてから釈放する」。 23 それでも群衆は引き下がらず，イエスを処刑*するよう大声で要求した。そしてその声が上回った。 24 それでピラトは彼らの要求通りにすることを決定した。 25 暴動と殺人の罪で牢屋に入れられていた男，彼らが要求していた者を釈放し，イエスの方は彼らの意向に沿って処刑のために引き渡したのである。 26 兵士たちはイエスを引いていく時，田舎から来ていたキレネのシモンという男性を捕まえて苦しみの杭を担がせ，イエスの後ろを行かせた。 27 大勢の人々がその後を行き，女性たちも胸をたたいて悲しみ，泣き叫びながら付いていった。 28 イエスは女性たちの方を向いて言った。「エルサレムの女性たち，私のために泣くのをやめなさい。むしろ，自分と自分の子供たちのために泣きなさい。 29 人々が，『子供ができない女性，また子供を産まなかった女性や乳を飲ませなかった女性は幸せだ！』と言う時が来るからです。 30 その時人々は，山に向かって，『われわれにかぶさってくれ！』と言い，丘に向かって，『われわれを覆ってくれ！』と言いだします。 31 木に生気がある時にこうしたことがなされるのであれば，枯れた時には何が起きるでしょうか」。 32 ほかにも2人の犯罪者が，イエスと一緒に処刑されるために引かれていった。 33 兵士たちは，どくろと呼ばれる所に着いた時，イエスを杭にくぎ付けにし，その左右に犯罪者たちを1人ずつくぎ付けにした。 34 しかしイエスは言った。「父よ，彼らをお許しください。自分たちが何をしているのか知らないのです」。さらに彼らは，くじを引いてイエスの服を分配した。 35 民は立って見つめていた。しかし支配者たちは冷笑しながら言った。「ほかの人は救ったのだ。神のキリスト，選ばれた者であるなら，自分を救ったらいい」。 36 兵士たちもイエスをあざけり，近づいて酸味の強いぶどう酒を差し出し， 37 「ユダヤ人の王なら，自分を救ってみろ」と言った。 38 またイエスの上の方には，「これはユダヤ人の王」と記されていた。 39 杭に掛けられた犯罪者の1人がイエスに暴言を吐き始め，「キリストだろ。自分とわれわれを救ってみろ」と言った。 40 それに対してもう1人が，彼を叱った。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。 41 われわれの場合は当然だ。自分がしたことの報いを受けているのだから。しかしこの人は何も悪いことはしていない」。 42 さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。 43 イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。 44 ところで，すでに昼の12時ごろになっていたが，闇が全土*に垂れ込めて，午後3時にまで及んだ。 45 日の光がなくなったのである。その時，聖なる所の幕が真ん中で裂けた。 46 イエスは大声で叫んだ。「父よ，私の命をあなたの手に託します」。こう言ってから，息を引き取った。 47 士官は起きた事柄を見て神をたたえるようになり，「本当に，この人は正しい人だった」と言った。 48 処刑を見に集まっていた群衆は皆，起きた事柄を見て，悲しんで胸をたたきながら家に帰った。 49 イエスの知人たちは皆，離れた所に立っていた。ガリラヤからイエスに同行してきた女性たちもいて，これらのことを見た。 50 さて，ヨセフという男性がいた。最高法廷の一員で，正しくて善い人だった。 51 （この男性は法廷の他の人たちがたくらんだ行為を支持する投票をしなかった。）ユダヤ人の町アリマタヤの人で，神の王国を待っていた。 52 この男性がピラトの前に行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。 53 そしてその体を下ろして上等の亜麻布に包み，岩を掘った墓に葬った。そこにはまだ誰も葬られたことがなかった。 54 それは準備の日で，安息日が始まろうとしていた。 55 イエスと一緒にガリラヤから来ていた女性たちは後に付いていってその墓を見，遺体が葬られる様子を見た。 56 それから香料と香油を準備しに戻った。しかし言うまでもなく，安息日にはおきて通り休んだ。

直訳，「しるし」。
または，「鮮やかな」，「光り輝く」。
または，「この者を取り除け」。
または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「杭に掛けて処刑」。
または，「地上全体」。
 
^ （ヨハ 18:28-19:42） ユダヤ人たちはイエスをカヤファの所から総督の邸宅に引いていった。もう早朝になっていた。しかし彼らは邸宅に入らなかった。汚されることなく，過ぎ越しの食事をするためである。 29 それでピラトは彼らがいる所に出てきて，言った。「どんな理由でこの人を訴えるのか」。 30 ユダヤ人たちは答えた。「この男が悪事*をしていなければ，あなたに引き渡したりはしません」。 31 そこでピラトは言った。「彼を連れていき，自分たちの律法に従って裁きなさい」。ユダヤ人たちは言った。「私たちが人を殺すことは許されていません」。 32 これは，自分がどんな死を遂げようとしているかについて述べたイエスの言葉が実現するためだった。 33 それでピラトは再び総督の邸宅に入り，イエスを呼んで，こう言った。「あなたはユダヤ人の王なのか」。 34 イエスは答えた。「自分の考えでそう尋ねているのですか。それとも，ほかの人が私について告げたのですか」。 35 ピラトは答えた。「私がユダヤ人だとでもいうのか。あなたの国の人々と祭司長たちがあなたを私に引き渡したのだ。あなたは何をしたのか」。 36 イエスは答えた。「私の王国はこの世界のものではありません。もしそうだったなら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世界からのものではありません」。 37 ピラトは言った。「それでは，あなたは王なのだな」。イエスは答えた。「その通りです。真理を明らかにする*こと，このために私は生まれ，このために私は世に来ました。真理に従う人は皆，私の声を聞きます」。 38 ピラトは言った。「真理とは何か」。 そう言ってから，再びユダヤ人たちの所に出ていって，言った。「彼には何の過失も見つからない。 39 それに，あなた方の習慣に従って，過ぎ越しの時に1人を釈放することになっている。ユダヤ人の王を釈放してほしいか」。 40 ユダヤ人たちは再び叫んだ。「この男ではなく，バラバを！」 バラバは強盗だった。 
19 それからピラトはイエスを連れていき，むち打った。 2 兵士たちはいばらで冠を編んでイエスにかぶらせ，紫の長い衣を着せた。 3 そして近寄っていっては，「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と言った。また，顔を平手打ちするのだった。 4 ピラトはまた外へ行って，ユダヤ人たちに言った。「さあ，彼をあなた方の前に連れ出す。何の過失も見つけられないのだ」。 5 イエスは，いばらの冠と紫の長い衣を身に着けて外に出てきた。ピラトはユダヤ人たちに言った。「見なさい，この人だ！」 6 しかし，祭司長や下役たちはイエスを見ると，「杭に掛けろ*！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「自分たちで連れていって杭に掛けなさい。私は彼に何の過失も見つけられない」。 7 ユダヤ人たちは答えた。「私たちには律法があり，その律法によれば，彼は死に値します。自分を神の子としたからです」。 8 ピラトはそれを聞いて，ますます恐ろしくなった。 9 そして，また総督の邸宅に入り，イエスに言った。「あなたはどこから来たのか」。しかしイエスは何も答えなかった。 10 それでピラトは言った。「黙っているつもりか。あなたを釈放する権限も処刑*する権限も私にあることを知らないのか」。 11 イエスは答えた。「天から与えられていなかったなら，あなたは私に対して何の権限もないでしょう。それで，私をあなたに引き渡した人の罪はもっと重いのです」。 12 そのため，ピラトはイエスを何とか釈放しようとしたが，ユダヤ人たちはこう叫んだ。「この男を釈放するなら，あなたはカエサルの友ではありません。自分を王とする者は皆，カエサルに逆らっているのです」。 13 ピラトはこうした言葉を聞いてから，イエスを連れ出し，石畳，ヘブライ語ではガバタと呼ばれる場所にある裁きの座に座った。 14 それは過ぎ越しの準備の日で，昼の12時ごろだった。ピラトはユダヤ人たちに言った。「見なさい，あなた方の王だ！」 15 しかし彼らは，「殺せ！ 殺せ！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「あなた方の王を私が処刑するのか」。祭司長たちは，「私たちにはカエサルのほかに王はいません」と答えた。 16 それで，ピラトはイエスを杭に掛けて処刑するために引き渡した。 兵士たちはイエスを連れていった。 17 イエスは自分で苦しみの杭を担いで，どくろの場所といわれる所へ出ていった。そこはヘブライ語でゴルゴタと呼ばれている。 18 兵士たちはそこでイエスを杭にくぎ付けにした。ほかに2人の男をイエスの両側に1人ずつくぎ付けにした。 19 またピラトは罪名を書いて，苦しみの杭に掲げた。それには，「ナザレ人イエス，ユダヤ人の王」と書かれていた。 20 大勢のユダヤ人がこれを読んだ。イエスがくぎ付けにされた場所は都に近かったからである。それはヘブライ語，ラテン語，ギリシャ語で書かれていた。 21 しかし，ユダヤ人の祭司長たちはピラトに言った。「『ユダヤ人の王』とではなく，『自称ユダヤ人の王』と書いてください」。 22 ピラトは答えた。「私が書いたことだ」。 23 兵士たちはイエスを杭にくぎ付けにしてから，イエスの外衣を取って4つに分け，1人1つずつ手に入れた。内衣も取ったが，それは縫い目がなく，上から下まで織ったものだった。 24 そこで彼らは互いに言った。「これは裂かないで，誰のものにするかをくじで決めよう」。これは次の聖句が実現するためだった。「彼らは私の服を分け合い，私の衣服のためにくじを引いた」。兵士たちはこの通りにしたのである。 25 ところで，イエスの苦しみの杭のそばには，イエスの母親と母親の姉妹，クロパの妻マリアとマリア･マグダレネが立っていた。 26 イエスは，自分の母親と，愛する弟子がそばに立っているのを見て，母親に言った。「見なさい*，あなたの子です！」 27 次に，その弟子に言った。「見なさい，あなたの母親です！」 その時から，その弟子はイエスの母親を自宅に引き取った。 28 この後，イエスは，それまでに全てのことが成し遂げられたのを知って，聖句が実現するために，「喉が渇いた」と言った。 29 そこには，酸味の強いぶどう酒がいっぱい入ったつぼが置いてあった。それで人々は，そのぶどう酒を海綿に十分含ませてヒソプの茎に付け，イエスの口元に持っていった。 30 イエスはそのぶどう酒を口にしてから，「成し遂げられた！」と言い，頭を垂れて息を引き取った。 31 それは準備の日だったので，安息日に死体が苦しみの杭に残ったままにならないように（その安息日は大安息日だった），ユダヤ人たちは，脚を折って死体を下ろしてくれるようピラトに頼んだ。 32 それで兵士たちが来て，イエスの両脇で杭に掛けられた2人の男の両脚を折った。 33 しかし，イエスの所に来てみると，すでに死んでいたので，脚を折らなかった。 34 けれども，兵士の1人が脇腹をやりで突き刺した。すると，すぐに血と水が出た。 35 目撃した人がこう証言しているのであり，その証言は真実である。その人は，自分が言うことが真実だと知っていて，あなた方も信じるために，語った。 36 事実，これらのことは，「その骨は一つも折られない」という聖句が実現するために起きた。 37 また別の聖句に，「彼らは自分たちが刺し通した人を見つめる」とある。 38 こうしたことの後，アリマタヤのヨセフがピラトに，イエスの体を下ろさせてほしいと頼んだ。ユダヤ人たちを恐れてひそかにイエスの弟子となっていた男性である。この男性はピラトの許可を得ると，行ってイエスの体を下ろした。 39 以前，夜にイエスの所に来たニコデモも，没薬と沈香を混ぜ合わせたものを30キロほど持ってやって来た。 40 こうして彼らはイエスの体を受け取り，葬る際のユダヤ人の習慣通り，香料と一緒に亜麻布に包んだ。 41 ところで，イエスが処刑された場所には庭園があり，そこに，まだ誰も葬られたことがない新しい墓があった。 42 ユダヤ人の準備の日で，その墓が近かったので，そこにイエスを葬った。

または，「犯罪」。
または，「について証言する」。
または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「杭に掛けて処刑」。
直訳，「女性よ，見なさい」。
 
^ （マタ 27:62-66） 次の日，すなわち準備の日の翌日，祭司長とパリサイ派の人たちがピラトの前に集まって， 63 こう言った。「閣下，あの詐欺師がまだ生きていた時に『3日後に私は生き返る』と言ったのを思い出しました。 64 それで，3日目まで墓を警備するように命令してください。弟子たちがやって来て彼の体を盗み出し，『彼は生き返った！』などと民に言い触らす恐れがあります。この最後の欺きは，最初のものより悪い結果を生じさせてしまいます」。 65 ピラトは言った。「警備隊を使ってよい。行って，できる限りの方法で警備しなさい」。 66 その人たちは行って，石に封印をし，警備隊を置いて，墓を警備した。

 
^ （マル 16:1） 安息日が終わると，マリア･マグダレネ，ヤコブの母親マリア，サロメは香料を買った。イエスの体に付けに行くためである。

 
^ （マタ 28:1-15） 安息日の後，週の最初の日が明ける頃，マリア･マグダレネともう1人のマリアが墓を見に来た。 2 大きな地震が起きた後だった。エホバの天使が天から下ってきて石を転がしてどけたのである。そして石の上に座っていた。 3 姿は稲妻のようで，衣服は雪のように白かった。 4 見張りの人たちは，天使に対する恐れのために，震えて死人のようになっていた。 5 しかし天使は女性たちに言った。「恐れることはありません。杭に掛けられて死んだイエスを捜していることは分かっています。 6 イエスはここにはいません。彼が言った通り，生き返りました。さあ，横たわっていた場所を見なさい。 7 それから急いで行って，イエスが生き返ったことを弟子たちに告げなさい。彼は先にガリラヤに行っています。そこで会えます。では，伝えましたよ」。 8 それで，女性たちは急いで墓*を去り，恐れと大きな喜びを抱きつつ，弟子たちに報告するために走った。 9 すると何と，イエスが現れ，「おはよう」と言った。女性たちは近づいてイエスの足をつかみ，敬意を表した。 10 その時，イエスは言った。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告しなさい。そうすれば彼らはガリラヤに行き，そこで私に会えます」。 11 女性たちが向かっている間に，警備隊の何人かが町に入り，起きたこと全てを祭司長たちに報告した。 12 祭司長たちは，長老たちと集まって協議した後，かなりの枚数の銀を兵士たちに与えて， 13 こう言った。「『夜中に彼の弟子たちが来て，私たちが眠っている間に死体を盗んだ』と言え。 14 もしこれが総督の耳に入ったら，私たちが説明する*から，心配しなくてよい」。 15 兵士たちは銀を受け取り，指示された通りにした。それで，この話が今日までユダヤ人の間に広まっている。

または，「記念の墓」。
または，「説得する」。
 
^ （マル 16:2-8） そして，週の最初の日の朝とても早く，墓に来た。太陽はすでに昇っていた。 3 「墓の入り口から誰が石を転がしてどけてくれるでしょうか」と話していた。 4 ところが，目を上げて見ると，石は非常に大きかったのに，すでに転がしてどけてあった。 5 墓の中に入ると，白くて長い服を着た若者が右側に座っているのが見え，驚いて立ち尽くした。 6 その者は言った。「驚くことはありません。杭に掛けられて死んだナザレ人のイエスを捜していますね。イエスは生き返りました。ここにはいません。見なさい，イエスを横たえた場所です。 7 さあ，行って，弟子たちとペテロに言いなさい。『イエスは先にガリラヤに行っています。彼が言った通り，そこで会えます』」。 8 女性たちは外に出ると，墓から逃げるようにして走った。震えていて，胸がいっぱいだった。誰にも何も話さなかった。恐れていたのである。

 
^ （ルカ 24:1-49） しかし，週の最初の日の朝とても早くに，女性たちは準備した香料を持って墓に来た。 2 ところが，墓の入り口から石が転がしてどけてあった。 3 中に入ってみると，主イエスの体が見当たらなかった。 4 当惑していると，何と，光り輝く衣服を着た2人の人が現れた。 5 女性たちが恐れて顔を上げずにいたので，2人は言った。「なぜ，生きている者を墓の中で捜しているのですか。 6 イエスはここにはいません。生き返りました。彼がガリラヤにいた時に話したことを思い出しなさい。 7 『人の子は必ず，罪深い人々に引き渡されて杭に掛けられて死に，3日目に生き返る』と言いました」。 8 女性たちはイエスの言葉を思い出し， 9 墓*から戻って，この全てを11人とほかの全員に報告した。 10 マリア･マグダレネ，ヨハンナ，ヤコブの母親マリア，また一緒にいたほかの女性たちも，これらのことを使徒たちに告げるのだった。 11 しかし，11人とほかの人たちにとってそうした話はあり得ないことに思え，女性たちを信じようとしなかった。 12 けれどもペテロは立って墓*に走っていった。そして前かがみになってのぞいたが，亜麻布しか見えなかった。それで，起きた事柄を不思議に思いながら去っていった。 13 その同じ日，弟子の2人がエルサレムから約11キロ離れたエマオという村へ旅をし， 14 この全ての出来事について語り合っていた。 15 2人が語り合い，論じ合っていると，当のイエスが近づいてきて一緒に歩き始めた。 16 ところが，2人はイエスだとは見分けられずにいた。 17 イエスは言った。「歩きながら何のことを論議しているのですか」。2人は悲しそうな顔をして立ち止まり， 18 クレオパという人が答えた。「あなたはよそからエルサレムに来て1人で住んでいるために，最近そこで起きたことを知らないのですか*」。 19 イエスが，「どんなことですか」と尋ねると，2人は言った。「ナザレ人イエスに関することです。その人は，神と全ての人の前で行いも言葉も強力な預言者であることを示しました。 20 私たちの祭司長や支配者たちは彼を引き渡して死刑宣告を受けさせ，杭にくぎ付けにしました。 21 しかし私たちは，この人がイスラエルを救出する方だという希望を抱いていました。それなのに，これらのことが起きてから今日で3日目です。 22 その上，仲間の女性たちにも非常に驚かされました。というのは，女性たちは朝早く墓*に行きましたが， 23 その遺体は見つからず，戻ってきて，天使たちを見たことを話してくれました。そして，天使たちが彼は生きていると言ったというのです。 24 私たちの仲間が何人か墓*に出掛けていき，女性たちが言った通りなのを見たのですが，彼の姿は見ませんでした」。 25 するとイエスは言った。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全てのことを信じないのですか。 26 キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。 27 そして，モーセと全ての預言者の書から始めて，聖書全巻にある自分に関連した事柄を2人に解き明かした。 28 ついに，2人が目指す村の近くに来た。イエスはさらに旅を続ける様子を見せた。 29 しかし2人は，とどまるように勧め，こう言った。「一緒に泊まってください。そろそろ夕方で，1日ももう終わりですから」。そこでイエスは一緒に泊まるため中に入った。 30 一緒に食事をして*いた時，イエスはパンを取って祈り，それを割って2人に渡し始めた。 31 そこで2人の目はすっかり開かれ，それが誰なのかが分かった。しかしイエスの姿は見えなくなった。 32 2人は互いに言った。「あの方が道中，話してくれた時，聖書をはっきり説明してくれた時，私たちの心は燃えていたではないか」。 33 2人はすぐさま立ち上がってエルサレムに戻った。11人と他の人たちが集まっていて， 34 「主は本当に生き返って，シモンの前に現れたのだ！」と言っていた。 35 2人も，道中での出来事や，パンを割った時にイエスだと分かったということを話した。 36 こうしたことを話していたところ，当のイエスが皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 37 しかし弟子たちは仰天して恐れ，自分たちは幻影を見ているのだと思った。 38 それでイエスは言った。「なぜ動揺しているのですか。なぜ心に疑いを抱くのですか。 39 私の手と足を見なさい。間違いなく私です。私に触り，見てみなさい。幻影であれば，あなたたちが見ているような肉体*はありません」。 40 このように言いながら，手と足を弟子たちに見せた。 41 それでも弟子たちがあまりの喜びと驚きで信じられずにいると，イエスは，「そこに何か食べ物がありますか」と言った。 42 焼き魚を渡すと， 43 イエスはそれを受け取り，皆の目の前で食べた。 44 イエスは弟子たちに言った。「まだあなたたちと一緒にいた時に話した通り，私について，モーセの律法の中，また預言者と詩編の書の中に書いてあることは全て必ず実現します」。 45 そして，聖書の意味を把握できるよう弟子たちの思考を十分に刺激してから， 46 こう言った。「このように書いてあります。キリストは苦しみを受け，3日目に生き返り， 47 その名によって，罪の許しのために悔い改めるようにとの知らせが，エルサレムから始めて全ての国の人々に伝えられます。 48 あなたたちはこれらのことの証人となります。 49 そして，私はあなたたちの上に，天の父が約束したものを送ります。しかし，高い所からの力を授けられるまでは都にいなさい」。

または，「記念の墓」。
または，「記念の墓」。
もしかすると，「エルサレムを訪れたのに，最近そこで起きたことをあなただけが知らないのですか」。
または，「記念の墓」。
または，「記念の墓」。
または，「食卓で横になって」。
直訳，「肉と骨」。
 
^ （ヨハ 20:1-25） 週の最初の日，マリア･マグダレネは朝早くまだ暗いうちに墓に来た。すると，すでに墓の入り口から石がどけられていた。 2 それで走って，シモン･ペテロ，およびイエスが愛情を持っていたもう1人の弟子の所に行き，こう言った。「誰かが主を墓から運び去りました。どこに持っていったのか分かりません」。 3 ペテロともう1人の弟子は墓に向かった。 4 2人は一緒に走りだしたが，もう1人の弟子の方が速く，先に墓に着いた。 5 そして前かがみになってのぞくと，亜麻布が置いてあるのが見えたが，中には入らなかった。 6 次いでシモン･ペテロが来て，墓の中に入った。亜麻布が置いてあるのが見えた。 7 イエスの頭を包んでいた布は，体に巻かれていた布とは別の場所に丸めて置いてあった。 8 その時，墓に先に着いた方の弟子も中に入り，見て信じた。 9 2人は，イエスが必ず生き返るという聖句をまだ理解していなかった。 10 それで自分の家に戻っていった。 11 一方，マリアは墓の外に立ったまま泣いていた。泣きながら前かがみになって墓の中をのぞくと， 12 イエスの体が置いてあった所に，白い衣服をまとった天使2人が座っていた。1人は頭の所，1人は足の所にである。 13 2人は言った。「なぜ*泣いているのですか」。マリアは言った。「誰かが私の主を運び去り，どこに持っていったのか分からないのです」。 14 こう言った後，振り返ると，人が立っているのが見えたが，それがイエスだとは気付かなかった。 15 イエスはマリアに言った。「なぜ*泣いているのですか。誰を捜しているのですか」。マリアは，それが庭師だと思って，こう言った。「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」。 16 イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。 17 イエスは言った。「私にすがり付くのはやめなさい。私はまだ父のもとへ上っていません。でも，私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方のもとへ上る』」。 18 マリア･マグダレネは行って，「主を見ました！」と弟子たちに知らせ，イエスが言ったことを伝えた。 19 週の最初であるその日の遅く，弟子たちがユダヤ人たちへの恐れのために戸に鍵を掛けていたのに，イエスが現れて皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 20 そう言ってから，両手と脇腹を見せた。こうして弟子たちは主を見て喜んだ。 21 イエスは再び言った。「あなたたちに平和がありますように。天の父が私を遣わしたように，私もあなたたちを遣わします」。 22 そう言った後で，弟子たちに息を吹き掛けて，言った。「聖なる力を受けなさい。 23 あなたたちが人の罪を許すなら，それは許されています。あなたたちが人の罪を許さないなら，それは許されていません」。 24 12人の1人で，双子と呼ばれるトマスは，イエスが現れた時，その場にいなかった。 25 それでほかの弟子たちはトマスに，「私たちは主を見た！」と言っていた。しかしトマスは言った。「その手にくぎの痕を見て，私の指をくぎの痕に入れ，手をその脇腹に当ててみない限り，決して信じない」。

直訳，「女性よ，なぜ」。
直訳，「女性よ，なぜ」。
 
[bookmark: Top_of_202025088_xhtml] 
[bookmark: page11][bookmark: 4Yue_14_20Ri_1]4月14-20日
格言 9章 
56番の歌と祈り | 開会の言葉（1分）　（2025/4/20(日)支部代表巡回訪問のため集会無し）
[bookmark: Shen_noYan_Ye_noBao_12][bookmark: Shen_noYan_Ye_noBao_13]神の言葉の宝
[bookmark: 1__azakeruRen_dehanakuXian_iRen_1][bookmark: 1__azakeruRen_dehanakuXian_iRen][bookmark: _10Fen____azakeruRen_haQin_Qie_n][bookmark: _10Fen_27][bookmark: _10Fen_26]1. あざける人ではなく賢い人になる（10分）
[bookmark: azakeruRen_haQin_Qie_naZhu_Yan_w][bookmark: citationsource2_7][bookmark: pcitationsource2_7]あざける人は親切な助言を受け入れず，助言した人に腹を立てる。（格 9:7，8前半。塔研22.02 9ページ4節）
[bookmark: Xian_iRen_haZhu_Yan_sitekuretaRe][bookmark: citationsource3_7][bookmark: pcitationsource3_7][bookmark: pcitationsource4_6]賢い人は助言してくれた人に感謝し，助言を受け入れる。（格 9:8後半，9。塔研22.02 12ページ12-14節。塔01 5/15 29ページ6節-30ページ1節）
[bookmark: Xian_iRen_haLiang_iJie_Guo_woDe][bookmark: citationsource4_7][bookmark: pcitationsource5_7]賢い人は良い結果を得るが，あざける人はつらい思いをする（格 9:12。塔01 5/15 30ページ4節
[bookmark: f1_5] 
[bookmark: 2__Bao_Shi_woTan_siChu_su_6][bookmark: _10Fen____Ge__9_17__Dao_ndaShui][bookmark: _10Fen_29][bookmark: _10Fen_28]2. 宝石を探し出す （10分）
[bookmark: pcitationsource6_6][bookmark: Jin_Zhou_noFan_Wei_karadonnaBao_6]格 9:17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。
「盗んだ水」とは何か。それが「甘[い]」とはどういうことか。（塔06 9/15 17ページ5節）
9:17 ―「盗んだ水」とは何ですか。それが『甘い』のはなぜですか。聖書は，結婚関係内の性的な親密さを，心身を爽快にする井戸水を飲むことになぞらえています。ですから，盗んだ水とは，ひそかに結ばれる不道徳な性関係を表わしています。（格 5:15-17：あなた自身の水ためから水を， あなた自身の井戸から湧き出る水*を飲め。 16 あなたの泉が家の外に，あなたの水の流れが広場に まき散らされてよいだろうか。 17 それをあなただけのものとし， 知らない人のものとしてはならない）見つからずにうまくやりおおせる，と考えるので，その水は甘く見えるのです。
今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。
（9:1-6）創造者であり全ての知恵の源であるエホバは人々を招待し惜しみなく与える方。
その招きに従って、未熟さを捨てて命の道筋を歩んでいきたい。
[bookmark: 3__Sheng_Shu_Lang_Du_6][bookmark: _4Fen__Ge__9_1_18_Jiao_Li__Di_5K][bookmark: _4Fen__Ge__9_1_18_Jiao_Li__Di_5K_1][bookmark: citationsource6_7][bookmark: pcitationsource7_6]3. 聖書朗読 （4分）格 9:1-18（教励 第5課）
[bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_13][bookmark: Ye_Wai_Feng_Shi_niLi_mu_12]野外奉仕に励む
[bookmark: 4__Zai_biHua_siHe_u_2]4. 再び話し合う
[bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Ji_Nian_S_1][bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Ji_Nian_S][bookmark: pcitationsource8_6]（4分）家から家で。記念式に出席した人と話す。（愛込 レッスン8 ポイント3）
[bookmark: 5__Zai_biHua_siHe_u_2]5. 再び話し合う
[bookmark: _4Fen__Gong_Gong_eriaChuan_Dao_4][bookmark: _4Fen__Gong_Gong_eriaChuan_Dao_5][bookmark: pcitationsource9_6]（4分）公共エリア伝道。出席しやすい記念式の会場を調べるのを手伝ってあげた人と話す。（愛込 レッスン7 ポイント4）
[bookmark: 6__Zai_biHua_siHe_u_1]6. 再び話し合う
[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Ch_1][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Ch][bookmark: pcitationsource10_6]（4分）日常生活で。出席しやすい記念式の会場を調べるのを手伝ってあげた親族と話す。（愛込 レッスン8 ポイント4）
[bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_12][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_13]クリスチャンとして生活する
84番の歌
[bookmark: 7____Te_Quan__gaYu_erarerutoTe_B][bookmark: _15Fen__Tao_Yi_6][bookmark: _15Fen__Tao_Yi_____Dong_Hua_woZa_1][bookmark: _15Fen__Tao_Yi_7]7. 「“特権”が与えられると特別な人になりますか」 （15分）討議。
動画を再生する。次の質問をする。
· [bookmark: _Te_Quan___tohaHe_ka]「特権」とは何か。
· [bookmark: Hui_Zhong_deFeng_Shi_noJi_Hui_ga]会衆で奉仕の機会が与えられている人たちは，自分のことをどう見るべきか。
· [bookmark: Gao_iLi_Chang_woDe_rukotoyorimoT]高い立場を得ることよりも他の人に仕えることの方が大切なのはなぜか。
[bookmark: 8__Hui_Zhong_noSheng_Shu_Yan_Jiu_4]8. 会衆の聖書研究
[bookmark: _30Fen__Che__25Zhang_5_7Jie__200_1][bookmark: _30Fen__Che__25Zhang_5_7Jie__200][bookmark: pcitationsource12_6][bookmark: pcitationsource13_4]（30分）徹 25章5-7節，200ページ囲み
[bookmark: Bi_Hui_noYan_Ye__3Fen_____42Fan][bookmark: pcitationsource14_3]閉会の言葉（3分） | 42番の歌と祈り

^ （格 9:1-18） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。 2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。 3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。 4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。 5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。 6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。 7 あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。 8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。 9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。 10 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。 11 知恵によって，あなたの日々は多くなり， あなたは長く生きられる。 12 あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。 13 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。
直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
 
^ （格 9:7， 8） あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。 8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。

 
^ （格 9:8， 9） あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。 9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。

 
^ （格 9:12） あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。

 
^ （格 9:17） 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。

 
^ （格 9:1-18） 真の知恵は家を建てた。 7本の柱を切り出した。 2 肉をしっかり用意し， ぶどう酒に香料を混ぜ， 食卓も整えた。 3 召し使いの女性たちを遣わした。 町の高台から呼び掛けるためである。 4 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 知恵は，分別のない*人に言う。 5 「来て，私のパンを食べ， 私が香料を混ぜたぶどう酒を飲みなさい。 6 未熟さを捨てて*，生きなさい。 理解の道を前進しなさい」。 7 あざける人を正すなら，恥をかき， 悪人を戒めるなら，けがをする。 8 あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。 9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。 10 知恵はエホバへの畏れから始まる。 最も聖なる方についての知識が理解を与える。 11 知恵によって，あなたの日々は多くなり， あなたは長く生きられる。 12 あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。 13 愚かな女性は騒がしい。 浅はかで，何一つ知らない。 14 自分の家の入り口に， 町の高い所にある席に座り， 15 通っていく人たちに， 道を真っすぐ進んでいく人たちに呼び掛ける。 16 「経験のない人は誰でもこちらに来なさい」と。 そして，分別のない*人たちに言う。 17 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。 18 彼らは，死んだ無力な人たちがそこにおり， 彼女の客が墓*の底にいることを知らない。

直訳，「心が欠けている」。
または，「経験のない人たちを後に残して」。
直訳，「心が欠けている」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
 
[bookmark: Top_of_202025089_xhtml] 
[bookmark: page12][bookmark: 4Yue_21_27Ri_1]4月21-27日
格言 10章 
76番の歌と祈り | 開会の言葉（1分）　吉⽥忍｜⽥中克彦
[bookmark: Shen_noYan_Ye_noBao_14][bookmark: Shen_noYan_Ye_noBao_15]神の言葉の宝
[bookmark: 1__Ren_Sheng_woBen_Dang_niLi_kan_1][bookmark: 1__Ren_Sheng_woBen_Dang_niLi_kan][bookmark: _10Fen____ehobanituiteZhi_raseru][bookmark: _10Fen_30][bookmark: _10Fen_31]1. 人生を本当に豊かにするもの　（10分）　⽵林直毅
[bookmark: ehobanituiteZhi_raseruHuo_Dong_n][bookmark: citationsource2_8][bookmark: pcitationsource2_8]エホバについて知らせる活動に「勤勉」に参加することは，豊かな人生につながる。（格 10:4，5。塔01 7/15 25ページ1-3節）
[bookmark: Zheng_siiRen_dearukotoha_Yu_Fu_n][bookmark: citationsource3_8][bookmark: pcitationsource3_8]正しい人であることは，裕福な人であることより価値がある。（格 10:15，16。塔01 9/15 24ページ3節-25ページ1節）
[bookmark: Ren_Sheng_woBen_Dang_niLi_kanisu][bookmark: citationsource4_8][bookmark: pcitationsource4_7]人生を本当に豊かにするのはエホバの祝福。（格 10:22。洞-1 1132）
[bookmark: f1_6] 
[bookmark: 2__Bao_Shi_woTan_siChu_su_7][bookmark: _10Fen____Ge__10_22_Shen_noZhu_F][bookmark: _10Fen_33][bookmark: _10Fen_32]2. 宝石を探し出す　（10分）有川聖七
[bookmark: pcitationsource5_8]格 10:22 エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み(*悲しみ/苦しみ)は伴わない。
神の祝福に痛みが伴わないのであれば，神に仕える人たちが多くの問題に直面するのはなぜか。（塔06 5/15 30ページ18節）「エホバの祝福」― 神の民はそれによって霊的繁栄を享受してきました。しかも，「神はそれに痛みを加えられない」と保証されています。（箴言 10:22）では，神の忠節な者たちの多くが試練に遭い，多大の痛みや苦しみを経験するのはなぜでしょうか。困難や苦難が臨むのは，主に次の三つの理由によります。（1）わたしたち自身の罪の傾向。（創世記 6:5; 8:21。ヤコブ 1:14，15）（2）サタンとその配下の悪霊たち。（エフェソス 6:11，12）
（3）邪悪な世。（ヨハネ 15:19）エホバは，悪い事がわたしたちの身に降り掛かるのを許しておられますが，その悪い事を生じさせておられるわけではありません。実際，「あらゆる良い賜物，またあらゆる完全な贈り物は上から来ます。天の光の父から下って来るのです」。（ヤコブ 1:17）エホバの祝福に痛みが伴うことはありません。
[bookmark: Jin_Zhou_noFan_Wei_karadonnaBao_7]今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。（10:15）裕福な人の富がその人の要塞なのは18:11ではその人の考えの中でのことに過ぎないと説明されている。ですから貧しさも頭の中で破滅をもたらしているに過ぎないので、この言葉から貧富を気にすることによる拘束からの自由を学べる
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[bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Shen_woXi_1][bookmark: _4Fen__Jia_karaJia_de__Shen_woXi][bookmark: pcitationsource7_7]（4分）家から家で。神を信じていないと言われる。（愛込 レッスン4 ポイント3）
[bookmark: 5__Hui_Hua_woShi_meru_4]5. 会話を始める　枝並あや⼦ 愛込4-4 ⾦刺亜以⼦
[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Sh][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Sh_1][bookmark: pcitationsource8_7]（4分）日常生活で。聖書レッスンを勧める。（愛込 レッスン4 ポイント4）
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[bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Xi][bookmark: _4Fen__Ri_Chang_Sheng_Huo_de__Xi_1][bookmark: pcitationsource9_7]（4分）日常生活で。相手が関心を持ちそうな情報を例にして，jw.orgで調べる方法を教える。（愛込 レッスン9 ポイント4）
[bookmark: page13][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_14][bookmark: kurisutiyantositeSheng_Huo_suru_15]クリスチャンとして生活する
111番の歌
[bookmark: 7__Shen_niShi_eruRen_tatigaShou][bookmark: _7Fen__Tao_Yi][bookmark: _7Fen__Tao_Yi_1][bookmark: _7Fen__Tao_Yi_____Si_tatihaehoba]7. 神に仕える人たちが受けているたくさんの祝福　（7分）討議。　阿部直⽣
[bookmark: Si_tatihaehobakaratakusannoZhu_F][bookmark: citationsource7_5][bookmark: citationsource8_5]私たちはエホバからたくさんの祝福を受けています。そのおかげで，困難な終わりの時代でも問題に対処し，充実した生活を送ることができています。（詩 4:3エホバがご自分に尽くす(*を揺るぎなく支持する/から離れない)人を特に大切にして(*を見分けて/を取り分けて)くださることを知れ。 私が呼び掛けると，エホバは聞いてくださる。格 10:22エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み(*悲しみ/苦しみ)は伴わない）どんな祝福を受けているか考えてみましょう。（次の聖句を読んでもらう。）
[bookmark: citationsource9_4][bookmark: iza_65_13][bookmark: citationsource10_2][bookmark: ruka_11_13][bookmark: citationsource11_2][bookmark: yoha_13_35]・イザ 65:13そのため，主権者である主エホバはこう言う。「私に仕える者たちは食べるが，あなたたちは飢える。私に仕える者たちは飲むが，あなたたちは喉が渇く。 私に仕える者たちは喜ぶが，あなたたちは恥をかく。		　・ルカ 11:13それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです。		・ヨハ 13:35あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。
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[bookmark: _Ruo_iJie_san_Ping_He_nitunagaru][bookmark: _Ruo_iJie_san_Ping_He_nitunagaru_1]「若い皆さん，平和につながる進路を選んでください」の動画を再生する。次の質問をする。
[bookmark: hari_anziru_karigaJing_Yan_sitak]・ハーリー，アンジール，カーリーが経験したことから何を学べますか。
心配し過ぎず、エホバに頼りエホバのご意思を求めること、積極的な見方を保つ大切さ学べた
[bookmark: 8___2025_LDCZui_Xin_Qing_Bao][bookmark: _8Fen__Hua___Dong_Hua_woZai_Shen_1][bookmark: _8Fen__Hua___Dong_Hua_woZai_Shen]8. 「2025 LDC最新情報」（8分）話。動画を再生する。　滝秀貞
[bookmark: 9__Hui_Zhong_noSheng_Shu_Yan_Jiu_2][bookmark: _30Fen__Che__25Zhang_8_13Jie__20][bookmark: _30Fen__Che__25Zhang_8_13Jie__20_1][bookmark: pcitationsource11_7][bookmark: pcitationsource12_7]9. 会衆の聖書研究（30分）徹 25章8-13節，201ページ囲み　司会:⼤⾕優志 　朗読:伊藤勇⼀
[bookmark: Bi_Hui_noYan_Ye__3Fen_____115Fan][bookmark: pcitationsource13_5]閉会の言葉（3分） | 115番の歌と祈り　⽥中慶⼀

^ （格 10:1-32） ソロモンの格言。 賢い子は父親を喜ばせ， 愚かな子は母親を悲しませる。 2 不正に得た宝は何の役にも立たないが， 正しい行いは人を死から救い出す。 3 エホバは正しい人を飢えさせず， 悪人たちには願望を実現させない。 4 怠惰な手は人を貧しくし， 勤勉な手は富をもたらす。 5 夏に穀物を集める子は洞察力があり， 収穫期にぐっすり眠っている子は恥さらしである。 6 祝福*は正しい人の頭にあり， 悪人たちの口は暴力を包み隠す。 7 正しい人は記憶されて祝福*され， 悪人たちの名は腐る。 8 心の賢い人は教えを受け入れ， 愚かな話をする人は踏みにじられる。 9 高潔に歩む人は安全に歩み， 不正直に歩む人は知られずには済まない。 10 ずる賢く目配せする人は悲しみを引き起こし， 愚かな話をする人は踏みにじられる。 11 正しい人の口は命の源であり， 悪人たちの口は暴力を包み隠す。 12 憎しみは口論を引き起こし， 愛は全ての違反を許す*。 13 識別力のある人の唇には知恵があり， 分別のない*人の背中のためにむち*がある。 14 賢い人は知識を蓄え*， 愚かな人の口は破滅を招く。 15 裕福な人の富*はその人の要塞。 貧しい人たちの破滅は貧しさによる。 16 正しい人の活動は命につながり， 悪人の収益は罪につながる。 17 指導に注意を払うなら人々を命に導くことができ*， 戒めを無視するなら人々をさまよわせることになる。 18 憎しみを隠す人はうそをつき， 悪意あるうわさを広める人は愚かである。 19 言葉が多ければ失敗*を避けられない。 言葉を慎む人は思慮深い。 20 正しい人の舌は最良の銀。 悪人の心はほとんど価値がない。 21 正しい人の唇は多くの人を養い*， 愚かな人たちは分別がないために死ぬ。 22 エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み*は伴わない。 23 愚かな人にとって恥ずべき行いは遊びだが， 識別力のある人には知恵がある。 24 悪人には恐れていることが降り掛かるが， 正しい人たちは願いがかなえられる。 25 嵐が過ぎ去る時，悪人はいなくなる。 正しい人は永遠に残る土台である。 26 怠け者は，雇い主*にとって， 歯に酢，目に煙のようなものである。 27 エホバへの畏れは命を延ばし， 悪人の年は短くされる。 28 正しい人の期待は喜びをもたらし， 悪人の望みは消えうせる。 29 エホバの道は，非難されるところがない人にとって保護*となり， 悪を行う人たちにとって破滅を意味する。 30 正しい人は決して倒されることがなく， 悪人たちが地上に住むことはない。 31 正しい人の口は知恵を語り*， 不正直な舌は切り取られる。 32 正しい人の唇は心地よい言葉を知っている。 悪人たちの口は不正直である。

または，「称賛」。
または，「称賛」。
直訳，「覆う」。
直訳，「心が欠けている」。
または，「棒」。
または，「大切にし」。
または，「貴重なもの」。
もしかすると，「命への道を行き」。
直訳，「違反」。
または，「導き」。
または，「悲しみ」，「苦しみ」。
または，「遣わす人」。
直訳，「とりで」。
または，「の実を結び」。
 
^ （格 10:4， 5） 怠惰な手は人を貧しくし， 勤勉な手は富をもたらす。 5 夏に穀物を集める子は洞察力があり， 収穫期にぐっすり眠っている子は恥さらしである。

 
^ （格 10:15， 16） 裕福な人の富*はその人の要塞。 貧しい人たちの破滅は貧しさによる。 16 正しい人の活動は命につながり， 悪人の収益は罪につながる。

または，「貴重なもの」。
 
^ （格 10:22） エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み*は伴わない。

または，「悲しみ」，「苦しみ」。
 
^ （格 10:22） エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み(*悲しみ/苦しみ)は伴わない。

または，「悲しみ」，「苦しみ」。
 
^ （格 10:1-19） ソロモンの格言。 賢い子は父親を喜ばせ， 愚かな子は母親を悲しませる。 2 不正に得た宝は何の役にも立たないが， 正しい行いは人を死から救い出す。 3 エホバは正しい人を飢えさせず， 悪人たちには願望を実現させない。 4 怠惰な手は人を貧しくし， 勤勉な手は富をもたらす。 5 夏に穀物を集める子は洞察力があり， 収穫期にぐっすり眠っている子は恥さらしである。 6 祝福*は正しい人の頭にあり， 悪人たちの口は暴力を包み隠す。 7 正しい人は記憶されて祝福*され， 悪人たちの名は腐る。 8 心の賢い人は教えを受け入れ， 愚かな話をする人は踏みにじられる。 9 高潔に歩む人は安全に歩み， 不正直に歩む人は知られずには済まない。 10 ずる賢く目配せする人は悲しみを引き起こし， 愚かな話をする人は踏みにじられる。 11 正しい人の口は命の源であり， 悪人たちの口は暴力を包み隠す。 12 憎しみは口論を引き起こし， 愛は全ての違反を許す*。 13 識別力のある人の唇には知恵があり， 分別のない*人の背中のためにむち*がある。 14 賢い人は知識を蓄え*， 愚かな人の口は破滅を招く。 15 裕福な人の富*はその人の要塞。 貧しい人たちの破滅は貧しさによる。 16 正しい人の活動は命につながり， 悪人の収益は罪につながる。 17 指導に注意を払うなら人々を命に導くことができ*， 戒めを無視するなら人々をさまよわせることになる。 18 憎しみを隠す人はうそをつき， 悪意あるうわさを広める人は愚かである。 19 言葉が多ければ失敗*を避けられない。 言葉を慎む人は思慮深い。

または，「称賛」。
または，「称賛」。
直訳，「覆う」。
直訳，「心が欠けている」。
または，「棒」。
または，「大切にし」。
または，「貴重なもの」。
もしかすると，「命への道を行き」。
直訳，「違反」。
 
^ （詩 4:3） エホバがご自分に尽くす(*を揺るぎなく支持する/から離れない)人を特に大切にして(*を見分けて/を取り分けて)くださることを知れ。 私が呼び掛けると，エホバは聞いてくださる。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
または，「を見分けて」，「を取り分けて」。
 
^ （格 10:22） エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み(*悲しみ/苦しみ)は伴わない。

または，「悲しみ」，「苦しみ」。
 
^ （イザ 65:13） そのため，主権者である主エホバはこう言う。 「私に仕える者たちは食べるが，あなたたちは飢える。 私に仕える者たちは飲むが，あなたたちは喉が渇く。 私に仕える者たちは喜ぶが，あなたたちは恥をかく。

 
^ （ルカ 11:13） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。

 
^ （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。
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[bookmark: Bu_Zheng_Zhi___akarasamanausodak][bookmark: citationsource10_3]・不正直。あからさまなうそだけでなく，誤解を招くようなことをわざと言うことも含まれます。たとえ少しでもそのようなことを言うなら，信用を失い，評判を落とすことになりかねません。（伝 10:1死んだハエは，上質の香油を臭くし，台無しにする。同じように，少しの愚かさが，賢くて尊敬されている人の評判を損なう。）
[bookmark: E_iuwasaHua___Ren_yaRen_noSheng][bookmark: citationsource11_3]・悪いうわさ話。人や人の生活について，事実とは違うことやプライベートなことを話すことです。（テモ一 5:13また，彼女たちはいつも怠けるようになり，家々をぶらつき回ります。怠けるだけでなく，うわさ話をしたり，人のことに干渉したりして，話すべきでないことを話します。）口論や不仲の原因になるかもしれません。
[bookmark: Gong_Ji_De_naYan_Ye___Shui_kaniQ][bookmark: citationsource12_1][bookmark: citationsource13_1]・攻撃的な言葉。誰かに気分を害されて怒りをぶつけるなら，相手も自分も傷つけてしまいます。（格 29:22怒りっぽい人は争いを引き起こし， 激怒しやすい人は多くの違反を犯す…。エフェ 4:26腹が立っても，罪を犯してはなりません。怒ったまま日が沈むことがないようにしましょう。）
[bookmark: f2_5] 
[bookmark: _Ping_He_woHuai_sumonowo__Tuo_gi][bookmark: _Ping_He_woHuai_sumonowo__Tuo_gi_1]「平和を壊すものを『脱ぎ捨てる』」（抜粋）の動画を再生する。次の質問をする。
[bookmark: tiyotutositaYan_Ye_gaYuan_Yin_de]・ちょっとした言葉が原因で，会衆の平和が簡単に壊れてしまうことがあります。そのことが動画からどのように分かりますか。（ヘイリーSのSNS、エミリーSがねたみ、セリアSに相談）
[bookmark: Ping_He_wodonoyouniQu_riLi_sitak]平和をどのように取り戻したかについては，「平和を願い，追い求めよ」の動画を見てください
[bookmark: 8__Hui_Zhong_noSheng_Shu_Yan_Jiu_5][bookmark: _30Fen__Che__25Zhang_14_21Jie_1][bookmark: _30Fen__Che__25Zhang_14_21Jie][bookmark: pcitationsource11_8]8. 会衆の聖書研究（30分）徹 25章14-21節　　司会︓ ⻑⾕川瑛⼀ 　朗読︓ 滝秀貞
[bookmark: Bi_Hui_noYan_Ye__3Fen_____2025_D]閉会の言葉（3分） | 2025 地区大会の新しい歌と祈り　有⽥悟

^ （格 11:1-31） 不正なはかりはエホバにとって忌まわしく， 正確な重り*は神にとって喜びである。 2 出過ぎたことをすると，恥をかく。 知恵は，慎みのある人たちと共にある。 3 正直な人の高潔さ*はその人を導き， 不誠実な人の不正直さはその人を滅ぼす。 4 富*は激怒の日に何の役にも立たないが， 正しい行いは人を死から救い出す。 5 非難されるところがない人は，正しい行いによって自分の道を真っすぐにし， 悪人は自分の悪のゆえに倒れる。 6 正直な人の正しさはその人を救い出し， 不誠実な人の欲望はその人にとってわなとなる。 7 悪人が死ぬ時，彼の望みは消えうせる。 彼の力に基づく期待も消えうせる。 8 正しい人は苦難から助け出され， 代わりに悪人がそこに陥る。 9 背教者*は言葉によって隣人を破滅させる。 正しい人は知識によって助け出される。 10 正しい人たちの善良さによって町は喜び， 悪人たちが滅びる時，喜びの声が上がる。 11 正直な人たちが受ける*祝福によって町は栄え， 悪人たちの口によって町は打ち壊される。 12 分別のない*人は隣人を侮辱し*， 本当に識別力のある人は沈黙を守る。 13 中傷する人は内密のことを漏らして回り， 信頼できる人は秘密を守る。 14 巧みな指揮*がないと民は倒れ， 助言者が多ければ成功する*。 15 知らない人の保証人になる*なら必ず苦しい目に遭う。 契約の握手を避けるなら安全である。 16 魅力ある女性は名誉を手にし， 冷酷な男性たちは富を手に入れる。 17 親切である*ことは自分のためになり， 残酷な人は自分を苦しい目に遭わせる*。 18 悪人は偽りの報酬を得， 正しい行いをする*人は真の報いを得る。 19 正しいことを守り通す人は命に至り， ひたすら悪いことをする人は死に至る。 20 心の曲がっている人はエホバにとって忌まわしく， 非難されるところがない歩み方をする人は神にとって喜びである。 21 確かに*，悪人は処罰を免れないが， 正しい人たちの子供たちは逃れる。 22 美しくても分別をわきまえない女性は， 豚の鼻にある金の輪のようだ。 23 正しい人の願いは良い結果を生み， 悪人の望みは憤りを生む。 24 気前よく与えて*，より豊かになる人がいる。 与えるべきものを与えないのに，貧しくなる人もいる。 25 惜しみなく与える人は報われ*， 他の人を爽やかにする*人は自分も爽やかにされる。 26 民は，穀物を売り惜しむ人を悪く言い*， 穀物を売りに出す人を良く言う*。 27 良いことをしようと励む人は好意を受ける。 悪を探す人には悪が必ずやって来る。 28 富に頼る人は倒れ， 正しい人たちは青葉のように繁栄する。 29 家族を苦しい目に遭わせる*人は何も相続せず*， 愚かな人は心の賢い人に仕えることになる。 30 正しい人の働きは命の木のようであり， 他の人を引き寄せる*人は賢い。 31 地上で正しい人が報いを受けるのであれば， 悪人と罪人はなおさらだ。

または，「完全な石重り」。
または，「忠誠」。
または，「貴重なもの」。
または，「神を認めない人」。
または，「願い求める」。
直訳，「心が欠けている」。
または，「軽んじ」。
または，「的確な導き」。
または，「救われる」。
または，「借金を保証する」。
または，「揺るぎない愛を示す」。
または，「の名誉を傷つける」。
直訳，「まく」。
直訳，「手に手」。
直訳，「まき散らして」。
直訳，「太らされ」。
直訳，「に惜しみなく水を与える」。
または，「への災いを願い」。
または，「への祝福を願う」。
または，「の名誉を傷つける」。
直訳，「風を相続し」。
または，「得る」。
 
^ （格 11:9） 背教者*は言葉によって隣人を破滅させる。 正しい人は知識によって助け出される。

または，「神を認めない人」。
 
^ （格 11:11） 正直な人たちが受ける*祝福によって町は栄え， 悪人たちの口によって町は打ち壊される。

または，「願い求める」。
 
^ （格 11:12， 13） 分別のない*人は隣人を侮辱し*， 本当に識別力のある人は沈黙を守る。 13 中傷する人は内密のことを漏らして回り， 信頼できる人は秘密を守る。

直訳，「心が欠けている」。
または，「軽んじ」。
 
^ （ルカ 6:45） 善い人は，心に蓄えている善いものの中から善いものを取り出し，邪悪な人は，蓄えている邪悪なものの中から邪悪なものを取り出します。心に満ちあふれているものが口から出るのです。

 
^ （格 11:17） 親切である(*揺るぎない愛を示す)ことは自分のためになり， 残酷な人は自分を苦しい目に遭わせる(*の名誉を傷つける)。

または，「揺るぎない愛を示す」。
または，「の名誉を傷つける」。
 
^ （格 11:1-20） 不正なはかりはエホバにとって忌まわしく， 正確な重り*は神にとって喜びである。 2 出過ぎたことをすると，恥をかく。 知恵は，慎みのある人たちと共にある。 3 正直な人の高潔さ*はその人を導き， 不誠実な人の不正直さはその人を滅ぼす。 4 富*は激怒の日に何の役にも立たないが， 正しい行いは人を死から救い出す。 5 非難されるところがない人は，正しい行いによって自分の道を真っすぐにし， 悪人は自分の悪のゆえに倒れる。 6 正直な人の正しさはその人を救い出し， 不誠実な人の欲望はその人にとってわなとなる。 7 悪人が死ぬ時，彼の望みは消えうせる。 彼の力に基づく期待も消えうせる。 8 正しい人は苦難から助け出され， 代わりに悪人がそこに陥る。 9 背教者*は言葉によって隣人を破滅させる。 正しい人は知識によって助け出される。 10 正しい人たちの善良さによって町は喜び， 悪人たちが滅びる時，喜びの声が上がる。 11 正直な人たちが受ける*祝福によって町は栄え， 悪人たちの口によって町は打ち壊される。 12 分別のない*人は隣人を侮辱し*， 本当に識別力のある人は沈黙を守る。 13 中傷する人は内密のことを漏らして回り， 信頼できる人は秘密を守る。 14 巧みな指揮*がないと民は倒れ， 助言者が多ければ成功する*。 15 知らない人の保証人になる*なら必ず苦しい目に遭う。 契約の握手を避けるなら安全である。 16 魅力ある女性は名誉を手にし， 冷酷な男性たちは富を手に入れる。 17 親切である*ことは自分のためになり， 残酷な人は自分を苦しい目に遭わせる*。 18 悪人は偽りの報酬を得， 正しい行いをする*人は真の報いを得る。 19 正しいことを守り通す人は命に至り， ひたすら悪いことをする人は死に至る。 20 心の曲がっている人はエホバにとって忌まわしく， 非難されるところがない歩み方をする人は神にとって喜びである。

または，「完全な石重り」。
または，「忠誠」。
または，「貴重なもの」。
または，「神を認めない人」。
または，「願い求める」。
直訳，「心が欠けている」。
または，「軽んじ」。
または，「的確な導き」。
または，「救われる」。
または，「借金を保証する」。
または，「揺るぎない愛を示す」。
または，「の名誉を傷つける」。
直訳，「まく」。
 
^ （ヤコ 3:8） しかし，舌を従わせることは誰にもできません。舌は手に負えない有害なもので，死をもたらす毒で満ちています。

 
^ （格 27:2） 自分の口ではなく別の人があなたを称賛するようにせよ。 自分の唇ではなくほかの人たちが。

 
^ （伝 10:1） 死んだハエは，上質の香油を臭くし，台無しにする。同じように，少しの愚かさが，賢くて尊敬されている人の評判を損なう。

 
^ （テモ一 5:13） また，彼女たちはいつも怠けるようになり，家々をぶらつき回ります。怠けるだけでなく，うわさ話をしたり，人のことに干渉したりして，話すべきでないことを話します。

 
^ （格 29:22） 怒りっぽい人は争いを引き起こし， 激怒しやすい人は多くの違反を犯す。

 
^ （エフェ 4:26） 腹が立っても，罪を犯してはなりません。怒ったまま日が沈むことがないようにしましょう。
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8番
エホバは避難所
 
[bookmark: citationsource10_4]（詩編 91編）
1. 神は避難所 翼の陰
そこにとどまり 神に頼る
忠実な人はいつも守られる
神は公正 揺るぎないとりで
2. 悪のはびこる暗闇から
神は助ける 正しい人
どんな災難も及ぶことはない
神は保護する その翼広げ
3. 夜の危険も昼間の矢も
神は大盾 全て防ぐ
恐れることなく いつでも歩める
神は避難所 私の隠れが
[bookmark: citationsource11_4][bookmark: citationsource12_2][bookmark: citationsource13_2][bookmark: citationsource14_1]（詩 97:10; 121:3，5; イザ 52:12も参照。）

^ （詩 91:1-16） 至高者が与える隠れがに住む人は， 全能者の陰にとどまる。 2 私はエホバに言う。 「あなたは私の避難所，私のとりで， 私が頼る私の神」。 3 神はあなたを助け出す。 鳥を捕る者のわなから， 破壊的な疫病から。 4 神はあなたを羽で覆う*。 翼の下に，あなたは避難する。 神の真実さは大盾，防壁。 5 あなたは夜の危険も， 昼に飛んでくる矢も恐れない。 6 闇の中で忍び寄る疫病も， 真昼に生じる滅びも。 7 1000人があなたのそばに倒れ， 1万人があなたの右に倒れる。 しかし，あなたに危険が及ぶことはない。 8 あなたはただそれを見る。 悪人が処罰*されるのを目撃する。 9 あなたが「エホバは私の避難所」と言って， 至高者のもとに住んだ*から。 10 災難があなたに降り掛かることはない。 災厄があなたの天幕に及ぶことはない。 11 神はあなたのために天使たちに命令を出し， あなたがどこに行こうともあなたを守らせる。 12 天使たちはあなたを手に乗せて運び， あなたが石に足をぶつけないようにする。 13 あなたは若いライオンとコブラを踏みつけ， たてがみがあるライオンと大蛇を踏みつぶす。 14 神は言った。「彼が私に愛情を抱いたので，私は彼を助け出す。 彼が私の名を知って*いるので，彼を保護する。 15 彼は私に呼び掛け，私は答える。 私は苦難に遭う彼と共にいる。 彼を助け出し，栄誉を与える。 16 私は彼を長生きさせ，私による救いを見させる」。

または，「あなたに近づく者を羽で阻む」。
直訳，「報復」。
もしかすると，「避難した」。
または，「認めて」。
 
^ （詩 97:10） エホバを愛する人たち，悪を憎め。 神はご自分に尽くす*人たちの命を守っている。 その人たちを悪人の手から助け出す。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
 
^ （詩 121:3） 神は，あなたが決して足を滑らせない*ようにする。 あなたを守っている方は決してうとうとしない。

または，「よろけない」。
 
^ （詩 121:5） エホバはあなたを守っている。 エホバはあなたを覆う方。あなたの右にいる。

 
^ （イザ 52:12） あなたたちは慌てて去ることはなく， 逃げる必要もない。 エホバがあなたたちの前を行き， イスラエルの神が背後も守ってくださるからだ。

 
^ ***イ解 記事14 格言 3:5，6 「自分の考えに頼ってはならない」***
[bookmark: citationsource15_1]「心を尽くしてエホバに頼れ」 神に頼っていることを示すには，神の方法で行動することが必要です。私たちは神を全く信頼しなければなりません。それには心全てが関係しています。聖書の中で，心は多くの場合，人の内面を指します。それには，人の感情や動機，考え，態度が含まれます。ですから，心を尽くして神に頼ることに関係するのは，感情だけではありません。私たちにとって何が最善かを創造者は知っている，という確信に基づいて頼るのです。（ローマ 12:1）
[bookmark: citationsource16_1][bookmark: citationsource17_1][bookmark: citationsource18_1][bookmark: citationsource19_1][bookmark: citationsource20_1][bookmark: citationsource21_1]「自分の考えに頼ってはならない」 私たちの考えは不完全で当てにならないので，自分ではなく神に頼る必要があります。自分の考えだけに頼ったり，感情のままに行動したりするなら，最初は良い決定に見えても最終的には悪い結果になるかもしれません。（格言 14:12。エレミヤ 17:9）神の知恵は人間の知恵よりはるかに優れています。（イザヤ 55:8，9）神の考えに導かれるなら，人生はより良いものになります。（詩編 1:1-3。格言 2:6-9; 16:20）

^  （ロマ 12:1） そういう訳で，兄弟たち，神の思いやりに基づいて皆さんに強く勧めます。自分の体を，生きた犠牲，神に受け入れられる聖なる犠牲として差し出してください。理性を働かせて神聖な奉仕をするのです。

 
^  （格 14:12） 人には正しい道に思えても， 最終的に死に至る道がある。

 
^  （エレ 17:9） 心はほかのどんなものよりも信用できず*，必死になる*。 誰がこれを知り得るだろうか。

または，「欺きに満ち」。
もしかすると，「直しようがない」。
 
^  （イザ 55:8， 9） エホバはこう宣言する。 「私の考えはあなたたちの考えとは違い， あなたたちの行い*は私の行いとは違う。 9 天が地より高いように， 私の行い*はあなたたちの行いより高く， 私の考えはあなたたちの考えより高い。

または，「道」。
または，「道」。
 
^  （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。 2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。 3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。
 
^  （格 2:6-9） エホバご自身が知恵を与えてくださるからである。 神の口から知識と識別力が出る。 7 神は正直な人のために，役立つ知恵を蓄え， 高潔に*歩む人のための盾となる。 8 神は公正の道を見守り， ご自分に尽くす*人たちの道を守る。 9 その時，あなたは何が正しく公正で公平かを， 良い歩みとはどんなものかを理解する。

または，「忠誠を尽くして」。
または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
 
^  （格 16:20） 洞察力を示す人は成功する*。 エホバに頼る人は幸せである。

直訳，「良いものを見つける」。
 
^ ***イ解 記事14 格言 3:5，6 「自分の考えに頼ってはならない」***
[bookmark: citationsource22_1][bookmark: citationsource23_1]「どんな道を行く時にも神のことを考えよ」 人生を左右するような局面においても，日々の生活で下す重要な決定においても，私たちは神の見方に自分を合わせる必要があります。神に祈って導きを求めることによって，また，神の言葉である聖書に従うことによってそうできます。（詩編 25:4。テモテ第二 3:16，17）
[bookmark: citationsource24_1][bookmark: citationsource25_1][bookmark: citationsource26_1]「神が真っすぐに進ませてくださる」 神は私たちが正しい基準に従って生きるよう助け，真っすぐに進ませてくださいます。（格言 11:5）そのおかげで，私たちは不必要な問題を避け，幸せな生活を送ることができます。（詩編 19:7，8。イザヤ 48:17，18）

^  （詩 25:4） エホバ，あなたの道を知らせてください。 その道をどう歩むべきかを教えてください。

 
^  （テモ二 3:16， 17） 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。 17 それにより，神に仕える人は十分な能力を持つことができ，あらゆる良い活動を行う用意が完全に整います。

用語集参照。
 
^  （格 11:5） 非難されるところがない人は，正しい行いによって自分の道を真っすぐにし， 悪人は自分の悪のゆえに倒れる。

 
^  （詩 19:7， 8） エホバの律法は完全で，力を吹き込む*。 エホバの教え*は信頼でき，経験の浅い人を賢くする。 8 エホバの命令は正しく，心に喜びが生まれる。 エホバのおきては清く，目が開かれる。

または，「人を連れ戻す」。
または，「思い出させるもの」。
 
^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。
 
^ ***校 76ページ 5節 向上を図り，進歩する***
[bookmark: citationsource27_1]だれしも，人生において様々な事柄を経験していると，『以前にもこういう状況に直面したことがある。どうすべきかは分かっている』と考えやすいものです。これは賢明な考え方でしょうか。箴言 3章7節は，「自分の目から見て賢い者となってはならない」と忠告しています。経験があると確かに，人生の様々な状況に対処する際に考慮すべき要素を，広い視野で見ることができます。しかし，霊的な進歩を遂げているなら，成功するためにはエホバの祝福が必要であることも，自分の経験を通して，思いと心に銘記しているはずです。ですから，わたしたちの進歩は，自信満々の態度で状況に向かうことではなく，生活上の導きを進んでエホバに仰ぎ求めることに表わされます。また，何事も神の許しがなければ起きないという確信を抱き，天の父に対する愛情のこもった信頼関係を保つことによっても示されます。

^  （格 3:7） 自分は賢いと思ってはならない。 エホバを畏れ，悪から離れよ。

 
^ ***塔06 9/15 17ページ 7節 「箴言」の目立った点***
3:3。わたしたちは愛ある親切と真実を高く評価すべきです。そして，非常に貴重な首飾りをつけるときのように，それらの特質を人の目につくようにしなければなりません。愛ある親切と真実を心に刻み，自分にとってなくてはならないものとする必要もあります。

^  （格 3:3） 揺るぎない愛と忠実さ*を手放してはならない。 それを首に結べ。心に書き記せ。

または，「真実さ」。
 
^ ***教励 15ページ 温かさと思いやりを示す***
 
第12課
温かさと思いやりを示す
 
テサロニケ第一 2:7，8
ポイント: 心を込めて話し，家の人や聴衆への気遣いを表す。
どのように行うか:
· 家の人や聴衆のことを考える。どんな問題に直面しているでしょうか。どう感じているでしょうか。
· 言葉をよく選ぶ。家の人や聴衆を爽やかにし，慰め，元気づけましょう。聞く人が気分を害する表現はできるだけ使わないようにします。エホバを信じていない人や，そのような人が誠実に信じていることを見下す言い方を避けてください。
· 気遣いを表す。親切な口調やしぐさで，心からの気遣いを表してください。表情にも気を配りましょう。温かくほほ笑んでください。

感情を押し付けたり，大げさに表現したりしないようにしましょう。聖句などを読む時には，内容に合った感情を表現しますが，自分に過度に注意を引かないようにします。温かな口調で話してください。

^ （テサ一 2:7， 8） 乳児を優しく世話する*母親のように，穏やかに皆さんに接しました。 8 私たちは優しい愛情を抱き，皆さんに神の良い知らせを伝えるだけでなく自分たち自身を与えたいと思いました。皆さんを深く愛するようになったからです。

または，「大切にする」。
 
^ ***愛込 レッスン1 ポイント5–ポイント5（イ）***
5. 耳を傾ける。
（ア）自分ばかり話さないようにしましょう。
（イ）上手に質問して，相手にも話してもらうようにします。

^ ***愛込 レッスン3 ポイント3–ポイント3（イ）***
3. 相手のことを思いやる。その人の身になって考えましょう。
（ア）「この人には何か悩みや不安があるだろうか。どうしたら助けになれるだろう」と考えてみてください。そうすれば，相手に心から親切にできるでしょう。
（イ）相手の話をよく聞いて，気に掛けていることが伝わるようにしましょう。相手が自分の考えや気持ち，いま大変なことなどについて話してくれたら，話題を変えようとせず，誠実に耳を傾けてください。

^ ***塔11 3/15 14ページ 終わりが近づいている今，エホバに依り頼む***
7. エレミヤはどんな試みに直面しましたか。どのように感じる時もありましたか。
[bookmark: citationsource30_1][bookmark: citationsource31_1][bookmark: citationsource32_1]7 多くの兄弟たちは，とりわけ忍耐が求められる区域で奉仕しています。預言者エレミヤもそうした状況で仕えました。ユダ王国の騒然とした終わりの日に奉仕したのです。神の裁きの音信を従順にふれ告げたために毎日信仰の試みに直面しました。忠節な書記官バルクが疲れ果てて不満を述べたこともありました。（エレ 45:2，3）エレミヤは失意に屈してしまったでしょうか。確かに，落ち込んだ時もあります。こう言いました。「わたしの生まれた日はのろわれよ！ わたしはどうしてその胎から出て，骨折りと悲嘆を見ることになり，わたしの日はただ恥のうちに終わりを迎えなければならないのか」。―エレ 20:14，15，18。
[bookmark: citationsource33_1][bookmark: citationsource34_1]8，9. 良い実を結び続けるには，エレミヤ 17章7，8節と詩編 1編1-3節に調和して，どうしなければなりませんか。
[bookmark: citationsource35_1]8 しかし，エレミヤは奉仕をやめませんでした。エホバに依り頼み続けました。結果として，忠実な預言者エレミヤは，エホバご自身の次の言葉の成就を経験します。エレミヤ 17章7，8節にこうあります。「エホバに依り頼み，エホバがその確信のよりどころとなってくださった強健な者は祝福される。そして彼は必ず，水のほとりに植えられて水路のほとりに根を送り出す木のようになる。彼は暑さが来てもそれを見ることなく，その葉は実際に生い茂ることであろう。また，干ばつの年にも思い煩うことなく，実を産み出すことをやめもしない」。
[bookmark: citationsource36_1][bookmark: citationsource37_1][bookmark: citationsource38_1]9 「水のほとりに植えられて」生い茂る果樹，灌漑された果樹園の木のように，エレミヤは決して『実を産み出すことをやめません』でした。周囲の邪悪なあざける者たちに影響されなかったのです。むしろ，命を維持する「水」の源エホバを離れず，その方の言われることすべてを心に留めました。（詩編 1:1-3を読む。エレ 20:9）エレミヤは本当に立派な手本です。難しい区域で神に仕えている人たちにとっては，特にそう言えます。あなたもそうした区域で奉仕しているなら，引き続きエホバに全く頼ってください。エホバは，「そのみ名を公に宣明する」あなたに，忍耐する力を与えてくださいます。―ヘブ 13:15。
10. わたしたちはどんな祝福を受けていますか。どんな自問をすべきですか。
[bookmark: citationsource39_1]10 エホバは，わたしたちがこの終わりの日における生活に対処できるよう，本当に青々とした霊的地所を与えてくださっています。何よりも，全巻揃った神の言葉があり，その正確な翻訳がますます多くの言語で出されています。またエホバは，忠実で思慮深い奴隷級を通して時に応じた霊的食物を豊かに備えてくださっています。さらに，集会や大会で，大勢の兄弟姉妹という支えになる仲間との交友を与えてくださっています。こうした備えを十分に活用していますか。そうする人は皆，「心の良い状態のゆえに喜び叫ぶ」ことができます。しかし，神に聴き従わない人は，「心の痛みのゆえに叫び声を上げ，霊の全き崩壊のゆえに泣きわめく」ことになります。―イザ 65:13，14。

^  （エレ 45:2， 3） 「バルク，あなたについてイスラエルの神エホバはこう言っています。 3 『あなたはこう言った。「災いだ！ エホバは私の痛みに悲しみを加えた。私は嘆いて疲れ，安らぎを得ることができていない」』。

 
^  （エレ 20:14， 15） 私が生まれた日は災いだ！ 母が私を産んだ日は祝福されるな！ 15 父に良い知らせを伝え， 「あなたに男の子が生まれました！」と言って， 父を大喜びさせた人は，災いを受けよ。

 
^  （エレ 20:18） なぜ私は母の胎内から出なければならなかったのか。 苦しみや悲しみを見て， 恥じながら生涯を終えるだけではないか。

 
^ （エレ 17:7， 8） エホバに頼る人*， エホバを信頼する人は祝福される。 8 その人は水辺に植えられた木のようになる。 流れに向かって根を伸ばす木のように。 暑さが来ても気にせず， 常に葉が青々と茂る。 干ばつの年にも心配せず， 実を結ぶのをやめない。

または，「強い人」。
 
^ （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。 2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。 3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。
 
^  （エレ 17:7， 8） エホバに頼る人*， エホバを信頼する人は祝福される。 8 その人は水辺に植えられた木のようになる。 流れに向かって根を伸ばす木のように。 暑さが来ても気にせず， 常に葉が青々と茂る。 干ばつの年にも心配せず， 実を結ぶのをやめない。

または，「強い人」。
 
^  （詩 1:1-3） 何と幸せなのだろう。 悪人の意見に従って歩まず， 罪人の道に立たず， あざける人と共に座らない人は。 2 その人はエホバの律法を喜び， 昼も夜も小声で読む*。 3 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

または，「思い巡らす」。
 
^  （エレ 20:9） それで私は言いました。「この方について話さないことにしよう。 もうこの方の名によって語ることはしない」と。 ですが，神の言葉は私の心の中で燃える火， 骨の中に閉じ込められた火のようになりました。 私はそれを抑えるのに疲れ，もう耐えられなくなりました。

 
^  （ヘブ 13:15） イエスを通して，絶えず神に賛美の犠牲を捧げましょう。神の名を人々に伝えて，言葉*で神を賛美するのです。

直訳，「唇の実」。
 
^  （イザ 65:13， 14） そのため，主権者である主エホバはこう言う。 「私に仕える者たちは食べるが，あなたたちは飢える。 私に仕える者たちは飲むが，あなたたちは喉が渇く。 私に仕える者たちは喜ぶが，あなたたちは恥をかく。 14 私に仕える者たちは心が晴れやか*なので喜んで叫ぶが， あなたたちは心が痛むので叫び声を上げ， 意気をくじかれて泣きわめく。

または，「良い状態」。
 
^ ***教励 23ページ 上手に話を締めくくる***
 
第20課
上手に話を締めくくる
 
伝道 12:13，14
ポイント: 話の最後に，学んだ事柄を当てはめるよう励ます。
どのように行うか:
· 結論で話をまとめる。要点やテーマを改めて述べたり言い換えたりしてください。
· 心を動かす。何をすべきか，なぜそうすべきかを伝えます。熱意と確信を込めて話しましょう。
· 結論はシンプルで短いものにする。この段階で新しい要点を取り上げることはしません。行動を促す言葉を簡潔に述べてください。

慌てずに話しましょう。小さな声にならないようにしてください。最後の幾つかの文章は，終わりにふさわしい口調で締めくくりましょう。

宣教で
会話の最後に，覚えてほしい要点をもう一度伝えてください。すぐに会話を終えなければならないとしても，明るい口調で締めくくりましょう。失礼な態度を取られても，上手に受け答えをすれば，家の人は「次は聞いてみよう」と思うかもしれません。

^ （伝 12:13， 14） 全てを聞いた今，結論はこうだ。真の神を畏れ，その方のおきてを守りなさい。人の務めはそれに尽きる。 14 真の神は，人からは見えない事も含め，あらゆる行いについて，その善悪を裁くからだ。

 
^ ***喜歌 124番 揺るぎない愛***
 
124番
揺るぎない愛
 
[bookmark: citationsource41]（詩編 18:25）
1. エホバに示そう 揺るぎない愛
愛ある教えに信頼置いて
献身守って 愛 貫いて
エホバの近くで安らぎを得る
2. 仲間に示そう 揺るぎない愛
心のこもった気遣い示し
どんなときにでも一緒にいよう
互いを敬い 絆 強める
3. 牧者に示そう 揺るぎない愛
感謝の気持ちで助け受け止め
愛から生まれる忠実示す
その時 神から祝福受ける
[bookmark: citationsource42][bookmark: citationsource43][bookmark: citationsource44]（詩 149:1; テモ一 2:8; ヘブ 13:17も参照。）

^ （詩 18:25） あなたは，揺るぎない愛を示す人に，揺るぎない愛を示す。 誠実な人に誠実である*。

または，「非難されるところがない人には，非難されるところがない行いをする」。
 
^ （詩 149:1） ヤハを賛美せよ*！ エホバに新しい歌を歌え。 神に尽くす*人たちの会衆の中で神を賛美せよ。

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。
または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
 
^ （テモ一 2:8） 私は，どこででも男性が清い手を上げて*祈り，怒りや口論を避けることを望みます。

または，「神を揺るぎなく支持して」。
 
^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。
 
^ ***徹 183–187ページ 「私の弁明をぜひ聞いてください」***
9. モーセの律法についてパウロはどんなことを教えましたか。
[bookmark: citationsource45][bookmark: citationsource46][bookmark: citationsource47]9 パウロが「異国人の間にいるユダヤ人全てに……子供に割礼を施すことも昔からの慣行に従うこともしないよう告げている」といううわさについてはどうでしょうか。パウロは，異国人に伝道する任務を受けていたので，律法を守る必要はないという決定を異国人に伝えました。また，異国人に割礼を受けさせようとする人たちが間違っていることも指摘しました。（ガラ 5:1-7）行った先のいろいろな町で，ユダヤ人にも伝道しました。イエスの死によって律法が無効になったことを話し，神から正しいと認められるのに必要なのは，律法を守ることではなくイエスに信仰を持つことだ，と説明したはずです。（ロマ 2:28，29; 3:21-26）
10. 律法や割礼について，パウロはバランスが取れた見方をしていました。どうしてそういえますか。
[bookmark: citationsource48][bookmark: citationsource49][bookmark: citationsource50]10 一方，パウロは，ユダヤ人の習慣を守ると安心するという人たちの気持ちも分かっていました。安息日に仕事を休んだり，特定の食べ物を食べなかったりする人がいましたが，パウロは批判しませんでした。（ロマ 14:1-6）割礼についても規則をつくったりはしませんでした。ユダヤ人がテモテのことを信用しやすくなるよう，テモテに割礼を受けさせることもしました。テモテの父親がギリシャ人だったからです。（使徒 16:3）パウロはガラテアのクリスチャンに，「割礼を受けているかどうかは問題ではありません。価値があるのは信仰であり，信仰は愛によって示されます」と言っています。割礼は個人が自分で決めることでした。（ガラ 5:6）それでも，律法は絶対だと考えて割礼を受けたり，エホバから正しいと認めてもらうには割礼が必要だと言い張ったりするのは，よくありませんでした。イエスへの信仰が欠けていることになってしまいます。
11. 長老たちはパウロにどんなことを勧めましたか。パウロはどんなことを考慮したと考えられますか。（脚注を参照。）
[bookmark: footnotesource1][bookmark: citationsource51]11 このように，うわさはかなり歪められたものだったといえます。でも，ユダヤ人たちはうわさに気持ちを乱されていました。それで長老たちはパウロにこう言います。「誓約を立てた4人の人が私たちの所にいます。この人たちを連れていって一緒に儀式上の清めをし，費用を出してやり，彼らが頭をそってもらえるようにしてください。そうすれば，誰もが，あなたについて聞かされているうわさには何の根拠もなく，あなたが正しく行動して律法を守っていることを知るでしょう」。* （使徒 21:23，24）
12. パウロは反論せず，どのように歩み寄ってエルサレムの長老たちに協力しましたか。
[bookmark: citationsource52][bookmark: citationsource53]12 パウロは，うわさは間違っているし，そもそもユダヤ人のクリスチャンがモーセの律法に固執しているのがおかしい，と言うこともできました。でも，神の考えに反しない限り，できるだけ歩み寄ろうとしました。パウロはこう書いたことがありました。「[私は]律法の下にいる人に対しては律法の下にいる人のようになりました。私自身は律法の下にいませんが，律法の下にいる人を引き寄せるためにそうしたのです」。（コリ一 9:20）パウロは，エルサレムの長老たちに協力し，「律法の下にいる人のようになりました」。私たちもパウロに倣って，自分の考えややり方にこだわらず，長老たちに協力したいと思います。（ヘブ 13:17）

ローマ法とローマ市民
ローマ政府は通常，地方政府にほとんど干渉しませんでした。ユダヤ人の事柄には，基本的にユダヤ人の律法が適用されました。ローマ人がパウロの件に関わったのは，あくまでも，パウロが神殿に行ったことで起きた暴動で治安が乱れる恐れがあったためでした。
[bookmark: footnotesource2]ローマ当局は普通の属州民に対してかなりの力を持っていました。とはいえ，ローマ市民を扱う時は事情が異なりました。* 市民権を持つ人には特権が与えられ，それは帝国全土で認められ，尊重されました。例えば，有罪宣告を受けていないローマ人を縛ったり打ちたたいたりするのは違法なことでした。そのような扱いをしてもよいのは奴隷だけでした。ローマ市民には，属州総督の決定について，ローマにいる皇帝に上訴する権利もありました。
[bookmark: citationsource54]ローマ市民権を得る方法はいろいろありました。1つは相続です。また，個人あるいは町や地域全体の自由民が，ローマのためにした奉仕に応じて，皇帝から市民権を与えられることがありました。ローマ市民から自由を買った奴隷，ローマ人から解放された奴隷，ローマの補助軍を退役した軍人も，ローマ人になりました。市民権を買える場合もあったようです。軍司令官クラウディウス･ルシアスはパウロに，「私はこの市民権を大金を払って得たのだ」と言い，それに対してパウロは，「私は生まれながらのローマ市民です」と言いました。（使徒 22:28）詳しいことは分かりませんが，パウロの先祖の男性の1人が何かの方法でローマ市民権を得ていたようです。
^  1世紀，ユダヤに住むローマ市民はあまり多くなかったようです。3世紀になって，全ての属州民にローマ市民権が与えられました。
[bookmark: citationsource55]「生きている値打ちなどない！」（使徒 21:27–22:30）
13. （ア）ユダヤ人たちが神殿で騒動を起こしたのはどうしてですか。（イ）殺されそうになったパウロはどのようにして生き延びましたか。
[bookmark: citationsource56]13 神殿に行ったパウロはやがて危険な目に遭います。4人が誓約を終えるための期間が終了する頃，パウロはアジアから来たユダヤ人たちに目を付けられます。彼らは，パウロが異国人を神殿に連れ込んだと訴え，暴動を起こします。パウロは打ちたたかれ，危うく殺されそうになります。ローマの軍司令官がやって来たおかげで，命は落とさずに済みましたが，逮捕され，その後4年以上拘禁されることになりました。パウロが逮捕されても，騒動は収まりません。ユダヤ人たちは，どうしてパウロを襲ったのか軍司令官に尋ねられ，あれこれと叫びます。あまりの騒ぎのため，軍司令官は何も理解できず，結局，兵士たちがパウロを担いで兵営に連れていきます。兵営に入る前，パウロは軍司令官にこう言います。「どうか民に話すことを許可してください」。（使徒 21:39）軍司令官は許可し，パウロは自分が信じていることを堂々と語り始めます。
14，15. （ア）パウロはユダヤ人たちにどんなことを説明しましたか。（イ）ユダヤ人が憤慨しているのはどうしてかを知るため，軍司令官はどんなことをしましたか。
[bookmark: citationsource57][bookmark: citationsource58][bookmark: citationsource59]14 「私の弁明をぜひ聞いてください」とパウロは切り出します。（使徒 22:1）ヘブライ語で話し始めると，群衆は静かになります。パウロは，聞いているユダヤ人たちがその気になれば確かめられる事柄に触れながら，自分がどうしてクリスチャンになったのかをありのままに語ります。昔，有名な教師ガマリエルから直接教わりました。以前はクリスチャンを迫害していました。そういうことを知っていた人たちもその場にいたかもしれません。でもある時，パウロはダマスカスに向かう途中，幻を見，復活したキリストから話し掛けられました。一緒にいた人たちも明るい光を見て，声を聞きましたが，何を言っているかは分かりませんでした。（スタディー版の使徒 9:7; 22:9の注釈を参照。）パウロは目が見えなくなったため，一緒にいた人たちに手を引いてもらってダマスカスまで行きました。そして，そこのユダヤ人たちに知られていたアナニアに出会い，アナニアのおかげで視力を取り戻しました。
[bookmark: citationsource60]15 パウロは続けて，エルサレムに戻った時に神殿でイエスの姿を見たことを話しました。すると，ユダヤ人たちは気分を害し，こう叫びます。「こんな男は地上から消してしまえ。生きている値打ちなどない！」（使徒 22:22）パウロが襲われないよう，軍司令官はパウロを兵営の中に連れていくよう命令します。そして，ユダヤ人が憤慨しているのはどうしてかを知るため，パウロをむち打って取り調べるよう命じます。しかしパウロは，自分がローマ市民であることを話し，法的な権利を主張します。現代のエホバの証人も，信仰の生き方を守るため，法的な権利を行使することがあります。（「ローマ法とローマ市民」と「現代の法的な闘い」という囲みを参照。）パウロがローマ市民だと聞いて，軍司令官は別の方法を取らなければいけないと考えます。翌日，ユダヤ人の最高法廷サンヘドリンを集め，そこへパウロを連れていきました。

現代の法的な闘い
[bookmark: citationsource61]使徒パウロと同じように，現代のエホバの証人は，伝道への制限が取り除かれるようにするため，できる限りの法的手段を取ってきました。「良い知らせを擁護し，その知らせを広める法的権利を得る」ために闘ってきました。（フィリ 1:7）
1920年代と1930年代に，聖書出版物を配布したために多くのエホバの証人が逮捕されました。1926年には，ドイツの裁判所で897件が係争中でした。たくさんの訴訟があったため，ドイツ支部に法律部門がつくられました。1930年代，アメリカだけでも，戸別伝道を理由とする逮捕が年に何百件もあり，1936年には1149件に達しました。裁判をサポートするため，アメリカにも法律部門がつくられました。ルーマニアでは，1933年から1939年までの間に，エホバの証人に対する訴訟が530件ありましたが，ルーマニア高等法院への上訴によって，良い判決が多く得られました。他の国や地域でも同じような進展が見られています。
[bookmark: citationsource62][bookmark: citationsource63][bookmark: footnotesource3]クリスチャンは政治に関わらないでいつも中立でいます。それで自分の良心を守るために，ある種の活動には参加できないことがあります。そういうとき，法的な問題が生じてきました。（イザ 2:2-4。ヨハ 17:14）エホバの証人が扇動罪で訴えられ，結果として，活動が完全に禁止されることもありました。しかし，これまでに多くの政府が，エホバの証人は危険な存在ではないことを認めています。*
^  世界各地でのエホバの証人の法的な勝利については，「神の王国は支配している！」の本の15章と「エホバの証人 ― 神の王国をふれ告げる人々」の本の30章を参照。

^  （ガラ 5:1-7） キリストは，このような自由のために私たちを自由にしてくださいました。ですから，しっかり立ってください。再び奴隷になって束縛される，ということがないようにしましょう。 2 私パウロが皆さんに言います。もし割礼を受けるなら，キリストが皆さんのためにしたことは台無しになってしまいます。 3 割礼を受ける人全てにもう一度言っておきますが，そういう人には律法全体を守る義務があります。 4 律法に基づいて正しいと認められようとしている皆さんは，キリストから離れています。キリストの惜しみない親切から離れ落ちているのです。 5 私たちは聖なる力により，信仰のゆえに正しいと見なされることを心から待ち望んでいます。 6 キリスト･イエスと結ばれた人にとって，割礼を受けているかどうかは問題ではありません。価値があるのは信仰であり，信仰は愛によって示されます。 7 皆さんはしっかり走っていました。誰に唆されて*，真理に従い続けなくなったのですか。

または，「妨げられて」。
 
^  （ロマ 2:28， 29） 外面がユダヤ人である人が真のユダヤ人なのではありません。また，真の割礼は外面つまり体*に施されるものではありません。 29 内面がユダヤ人である人が真のユダヤ人なのです。真の割礼は聖なる力によって心に施されるものであり，書かれた法典に基づくものではありません。その人は，人ではなく神から称賛されます。

直訳，「肉」。
 
^  （ロマ 3:21-26） 今や，律法によらずに神から正しいと認められる，ということが明らかにされています。律法と預言者の書が示している通り， 22 イエス･キリストへの信仰によって，神から正しいと認められます。信仰を持つ人全てが認められるのであり，差別はありません。 23 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。 24 キリスト･イエスが払った贖いによって解放され，神の惜しみない親切によって正しいと認められることは，無償の贈り物なのです。 25 神はキリストを，償いのための捧げ物として差し出してくださいました。キリストの血への信仰によって神と和解できるようにしてくださったのです。神がキリストを差し出したのは，ご自分が正しかったということを示すためでした。かつて辛抱しつつ，過去に犯された罪を許していたことは，正しかったのです。 26 また，神がキリストを差し出したのは，ご自分が今この時にも正しいということを示すためでもありました。今イエスに信仰を持つ人を正しいと認めることも，正しいのです。

 
^  （ロマ 14:1-6） 信仰に弱いところがある人を迎え入れてください。異なる意見の善しあしを決め付けてはなりません。 2 ある人は何でも食べてよいという信仰を持っていますが，弱い人は野菜しか食べません。 3 食べる人は食べない人を見下してはならず，食べない人は食べる人を批判してはなりません。神がその人を迎え入れたのです。 4 他人の召し使いを批判するとは，あなたは何者なのですか。その人が立つのも倒れるのも，その人と主人との間でのことなのです。実際，その人は立つようにされます。エホバはその人を立たせることができるからです。 5 ある人は，ある日がほかの日に勝ると判断し，別の人は，ある日がほかのどの日とも同じだと判断します。いずれにしても，各自が考えて確信しているべきです。 6 ある日を大事にする人は，エホバを敬うゆえにそうします。食べる人も，エホバを敬うゆえに食べ，神に感謝します。また，食べない人も，エホバを敬うゆえに食べませんが，やはり神に感謝します。

 
^  （使徒 16:3） パウロは，テモテを同行させたいとの願いを述べ，その地域のユダヤ人のために彼に割礼を施した。皆は彼の父親がギリシャ人だと知っていたのである。

 
^  （ガラ 5:6） キリスト･イエスと結ばれた人にとって，割礼を受けているかどうかは問題ではありません。価値があるのは信仰であり，信仰は愛によって示されます。

 
^  （使徒 21:23， 24） それで，今から言う通りにしてください。誓約を立てた4人の人が私たちの所にいます。 24 この人たちを連れていって一緒に儀式上の清めをし，費用を出してやり，彼らが頭をそってもらえるようにしてください。そうすれば，誰もが，あなたについて聞かされているうわさには何の根拠もなく，あなたが正しく行動して律法を守っていることを知るでしょう。

 
^  （コリ一 9:20） ユダヤ人に対してはユダヤ人のようになりました。ユダヤ人を引き寄せるためです。律法の下にいる人に対しては律法の下にいる人のようになりました。私自身は律法の下にいませんが，律法の下にいる人を引き寄せるためにそうしたのです。

 
^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。
 
^ （使徒 22:28） それに対して軍司令官は言った。「私はこの市民権を大金を払って得たのだ」。パウロは言った。「私は生まれながらのローマ市民です」。

 
^ （使徒 21:27-22:30） その7日間が終わろうとしていた時，アジアから来たユダヤ人たちは，パウロが神殿にいるのを見て，群衆全体をあおり立て，パウロを捕まえて， 28 こう叫んだ。「イスラエルの人たち，手伝ってくれ！ この男は，至る所で，全ての人に，民と律法とこの場所に反することを教えている。その上，ギリシャ人を神殿に連れ込んで，この聖なる場所を汚すことさえしたのだ」。 29 その人たちは，以前にエフェソスの人トロフィモがパウロと一緒に都の中にいるのを見たため，パウロが彼を神殿に連れ込んだと思ったのである。 30 都全体が騒動になり，人々は駆け寄ってきてパウロを捕まえ，神殿の外に引きずり出した。それからすぐに戸が閉じられた。 31 パウロが殺されそうになっている間に，部隊の司令官の所に，エルサレム中が混乱しているとの知らせが届いた。 32 それで軍司令官はすぐに兵士と士官たちを連れて人々の所へと駆け降りた。人々は軍司令官と兵士たちが見えると，パウロを打ちたたくのをやめた。 33 そこで軍司令官は近づいてパウロを捕まえ，2本の鎖で縛るよう命じた。そして，彼が何者か，何をしたのかを尋ねた。 34 しかし，群衆があれこれ叫びだしたので，軍司令官は騒がしさのために確かなことが何も分からず，パウロを兵営に連れていくように命令した。 35 パウロが階段に差し掛かると，群衆に襲われないように兵士たちが担いでいかなければならなかった。 36 大勢の人が，「殺して*しまえ！」と叫びながら付いてきたのである。 37 パウロは，兵営に引き入れられようとした時，軍司令官に，「少しよろしいでしょうか」と言った。軍司令官は言った。「ギリシャ語を話せるのか。 38 おまえは，この前暴動を起こして，短剣を持った4000人の男を荒野に連れ出したあのエジプト人ではないのか」。 39 そこでパウロは言った。「私はユダヤ人で，キリキアのタルソス出身，名の知られた町の市民です。ですから，どうか民に話すことを許可してください」。 40 軍司令官が許可すると，パウロは階段に立ち，民に向かって手で合図をした。すっかり静かになった時，ヘブライ語でこう話した。 
22 「皆さん，兄弟たちも年長の方々も，私の弁明をぜひ聞いてください」。 2 人々はパウロがヘブライ語で話すのを聞いて，ますます静かになった。パウロは言った。 3 「私はユダヤ人で，キリキアのタルソスで生まれましたが，この都でガマリエルから直接教えられ，先祖の律法について厳格な教えを受けており，今の皆さんと同じように神に対して熱心です。 4 この道の者を迫害し，男性も女性も縛って牢屋に送り，死に至らせました。 5 この点は，大祭司と長老会の全員が証言できます。私はこの人たちからダマスカスの兄弟たちへの手紙も手に入れ，出掛けていきました。そこにいる者たちを縛ってエルサレムに連れてきて，処罰するためです。 6 ところが，旅をしてダマスカスに近づいた時のこと，真昼ごろに，突然天から強烈な光が私の周り一帯を照らし， 7 私は地面に倒れ，『サウロ，サウロ，なぜ私を迫害しているのですか』と言う声を聞きました。 8 『主よ，あなたはどなたですか』と答えると，『ナザレ人のイエスです。あなたは私を迫害しています』と言われました。 9 一緒にいた人たちは，光は確かに見ましたが，私に話している方の声は聞き取れませんでした。 10 私が，『主よ，私はどうしたらよい*のでしょうか』と言うと，主はこう言いました。『起きて，ダマスカスに入りなさい。そうすれば，あなたが行うことになっている事柄が全て告げられます』。 11 しかし私はその光の輝きのために何も見えなかったので，一緒にいた人たちに手を引いてもらってダマスカスに着きました。 12 そこに，アナニアという男性がいました。神を畏れて律法を守る人で，そこに住む全てのユダヤ人から良い評判を得ていました。 13 アナニアは私の所に来て，そばに立ち，『サウロ，兄弟，視力を取り戻しなさい！』と言いました。まさにその時，私は彼が見えるようになりました。 14 アナニアはこう言いました。『私たちの父祖の神はあなたを選びました。あなたが神の意志を知り，正しい方イエスを見，その声を聞くようにです。 15 あなたはイエスの証人となり，見聞きした事柄を全ての人に伝えるからです。 16 さあ，何をためらっているのですか。立って，バプテスマを受け，イエスの名を呼んであなたの罪を洗い去りなさい』。 17 ところが，エルサレムに帰って神殿で祈っていると，恍惚状態になり， 18 イエスが私に，『急いで，早くエルサレムから出なさい。彼らは私に関するあなたの証言を受け入れないからです』と言うのを見ました。 19 私は言いました。『主よ，私が会堂に次々と行き，あなたを信じている人たちを投獄したり打ちたたいたりしたことはよく知られています。 20 しかも，あなたの証人ステファノが殺害された時，私はその場にいて，それに賛成し，彼を殺す者たちの外衣の番をしていました』。 21 しかしイエスは，『行きなさい。私はあなたを遠く異国の人々の所に遣わすからです』と言いました」。 22 人々はここまでずっと聞いていたが，声を上げて言った。「こんな男は地上から消してしまえ。生きている値打ちなどない！」 23 そして叫んだり，外衣を投げたり，土を放り上げたりするので， 24 軍司令官はパウロを兵営の中に連れていくように命じ，むち打って取り調べるようにと言った。パウロに向かって人々がなぜこのように叫ぶのかを正確に知ろうとしてだった。 25 しかし，パウロはむち打ちのために手を縛られた時，そこに立っている士官にこう言った。「有罪の宣告*を受けていないローマ市民をむち打ってもいいのですか」。 26 これを聞いた士官は，軍司令官の所に行って報告し，「どうされますか。この人はローマ市民です」と言った。 27 そこで軍司令官はパウロの所に来て，言った。「一つ聞くが，あなたはローマ市民なのか」。パウロは，「そうです」と言った。 28 それに対して軍司令官は言った。「私はこの市民権を大金を払って得たのだ」。パウロは言った。「私は生まれながらのローマ市民です」。 29 そのため，パウロを拷問に掛けて取り調べようとしていた人たちは，すぐに離れた。軍司令官はパウロがローマ市民だと知って，彼を鎖で縛ったことで怖くなった。 30 次の日，軍司令官は，パウロがユダヤ人たちから訴えられているのはいったいなぜなのか，確かなことを知りたかったので，彼を解放し，祭司長たちとサンヘドリン全体に集合を命じた。そしてパウロを連れていって，彼らの前に立たせた。

または，「除き去って」。
または，「どうしなければならない」。
または，「裁判」。
 
^  （使徒 21:39） そこでパウロは言った。「私はユダヤ人で，キリキアのタルソス出身，名の知られた町の市民です。ですから，どうか民に話すことを許可してください」。

 
^  （使徒 22:1） 「皆さん，兄弟たちも年長の方々も，私の弁明をぜひ聞いてください」。

 
^  （使徒 9:7） 一緒に旅をしていた人たちは，声の響きは聞こえたが誰も見えず，何も言えずに立っていた。

 
^  （使徒 22:9） 一緒にいた人たちは，光は確かに見ましたが，私に話している方の声は聞き取れませんでした。

 
^  （使徒 22:22） 人々はここまでずっと聞いていたが，声を上げて言った。「こんな男は地上から消してしまえ。生きている値打ちなどない！」

 
^ （フィリ 1:7） 皆さんについてそのように考えるのは全く正しいことです。皆さんは私の心の中にいます。私と共に，神の惜しみない親切に促されて行動しているからです。拘禁されている私を支えてくれていますし，良い知らせを擁護し，その知らせを広める法的権利を得るために，協力してくれています。

 
^ （イザ 2:2-4） 最後の日々*に， エホバの家の山は， 山々の頂より高くしっかりと据えられ， どの丘よりも高くそびえる*。 全ての国の人々が流れのようにそこに向かう。 3 多くの人々が行って，こう言う。 「さあ，エホバの山に登ろう。 ヤコブの神の家に行こう。 神はご自分の道について教えてくださる。 私たちはその道を歩もう」。 律法*がシオンから， エホバの言葉がエルサレムから出る。 4 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「終わりの時代」。
または，「上に高められる」。
または，「指示」。
または，「人々に関して物事を正す」。
 
^ （ヨハ 17:14） 私はあなたの言葉を彼らに伝えましたが，世の人々は彼らを憎みました。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではないからです。

 
[bookmark: citationsource64]^  学者たちによれば，この人たちはナジルの誓約をしていたのかもしれません。（民 6:1-21）もちろん，ナジルの誓約について規定したモーセの律法はもう有効ではありませんでした。でもパウロは，その人たちがエホバへの誓約を果たすのは間違ったことではないと考えたのかもしれません。それで，費用を払い，同行することにしたようです。誓約がどんなものだったのか詳しくは分かりません。とはいえ，いずれにしてもパウロは，ナジルがしたように動物の犠牲を捧げることで罪が償われると信じていたわけではないでしょう。すでにキリストの完全な犠牲が捧げられていたので，動物の犠牲で罪を償うことはできませんでした。パウロが何をしたのか具体的には分かりませんが，良心が痛むようなことはしなかったはずです。

^ （民 6:1-21） エホバはモーセにさらにこう話した。 2 「イスラエル人に告げなさい。『男性でも女性でも，特別な誓約をしてエホバとの関係でナジル*として生活する場合， 3 ぶどう酒などの酒を避けるべきである。ぶどう酒などの酒からできた酢を飲んでもならない。ブドウから作ったどんな飲み物も飲んではならず，生でも干した物でもブドウを食べてはならない。 4 ナジルである間はずっと，熟していない実も皮も，ブドウのつるにできる物は一切食べてはならない。 5 ナジルの誓約が続いている間はずっと，頭にかみそりを当ててはならない。エホバのために取り分けられている期間が終わるまで，髪の毛を伸ばしておくことによって聖なる人であるべきである。 6 エホバのために分けられている間はずっと，死んだ人*に近づいて*はならない。 7 父，母，兄弟，姉妹が死んだとしても，自分を汚してはならない。神との関係でナジルであることを示す髪が頭にあるからである。 8 ナジルである間はずっと，エホバにとって聖なる人である。 9 しかし，誰かがそばで急に死んだために，神のために分けられていることを示す髪*を汚したなら，清いと宣言される日に頭をそらなければならない。7日目にそるべきである。 10 8日目に，ヤマバト2羽か若いイエバト2羽を会見の天幕の入り口にいる祭司の所に持っていくべきである。 11 祭司は1羽を罪の捧げ物，もう1羽を全焼の捧げ物とし，死んだ人に関するその人の罪のために贖罪を行う。その日，その人は頭を神聖なものとしなければならない。 12 そして，ナジルとしての日数だけ再度エホバのために分けられた人とならなければならない。また，1歳未満の若い雄羊を有罪の捧げ物として持っていく。ナジルとしての立場を汚したので，以前の日数は数えられない。 13 さて，以下はナジルに関する律法である。ナジルである期間が終わった時に，その人は会見の天幕の入り口に連れてこられる。 14 エホバに捧げ物を差し出さなければならない。傷のない1歳未満の若い雄羊1匹を全焼の捧げ物として，傷のない1歳未満の雌の子羊1匹を罪の捧げ物として，傷のない雄羊1匹を共食の犠牲として， 15 また，上等の麦粉で作って油を混ぜ込んだ無酵母の輪型パンと油を塗った無酵母の薄焼きパンが入った籠，穀物の捧げ物と飲み物の捧げ物を差し出す。 16 祭司はそれらをエホバの前に差し出し，罪の捧げ物と全焼の捧げ物を捧げる。 17 エホバへの共食の犠牲である雄羊を，籠に入った無酵母パンと一緒に捧げ，穀物の捧げ物と飲み物の捧げ物も捧げる。 18 ナジルは会見の天幕の入り口で，頭*をそらなければならない。ナジルである間に伸びたその髪の毛を取って，共食の犠牲の下にある火で燃やす。 19 祭司は，その雄羊の肩を煮た物と，籠にある無酵母の輪型パン1つと無酵母の薄焼きパン1つを取り，ナジルであることを示す髪をそり落とされた人の両手のひらに置く。 20 祭司はそれらを振揺の捧げ物としてエホバの前で揺り動かさなければならない。それは，振揺の捧げ物の胸と寄進物の脚に加えて，祭司にとって聖なるものである。その後，ナジルだった人はぶどう酒を飲んでもよい。 21 ナジルが誓約をする場合の律法は次の通りである。自分にできる範囲で，ナジルとして要求されている以上にエホバに捧げ物をするという誓約をする場合，ナジルについての律法に配慮しつつ誓約を果たさなければならない』」。

ヘブライ語，ナージール。「選び出された者」，「献じられた者」，「分けられた者」という意味。用語集参照。
ヘブライ語，ネフェシュ。用語集参照。
または，「の近くに行って」。
または，「ナジルとしての頭」。
または，「ナジルとしての頭」。
 
^ ***徹 184ページ 「私の弁明をぜひ聞いてください」***

ローマ法とローマ市民
ローマ政府は通常，地方政府にほとんど干渉しませんでした。ユダヤ人の事柄には，基本的にユダヤ人の律法が適用されました。ローマ人がパウロの件に関わったのは，あくまでも，パウロが神殿に行ったことで起きた暴動で治安が乱れる恐れがあったためでした。
ローマ当局は普通の属州民に対してかなりの力を持っていました。とはいえ，ローマ市民を扱う時は事情が異なりました。 市民権を持つ人には特権が与えられ，それは帝国全土で認められ，尊重されました。例えば，有罪宣告を受けていないローマ人を縛ったり打ちたたいたりするのは違法なことでした。そのような扱いをしてもよいのは奴隷だけでした。ローマ市民には，属州総督の決定について，ローマにいる皇帝に上訴する権利もありました。
[bookmark: citationsource65]ローマ市民権を得る方法はいろいろありました。1つは相続です。また，個人あるいは町や地域全体の自由民が，ローマのためにした奉仕に応じて，皇帝から市民権を与えられることがありました。ローマ市民から自由を買った奴隷，ローマ人から解放された奴隷，ローマの補助軍を退役した軍人も，ローマ人になりました。市民権を買える場合もあったようです。軍司令官クラウディウス･ルシアスはパウロに，「私はこの市民権を大金を払って得たのだ」と言い，それに対してパウロは，「私は生まれながらのローマ市民です」と言いました。（使徒 22:28）詳しいことは分かりませんが，パウロの先祖の男性の1人が何かの方法でローマ市民権を得ていたようです。

^ （使徒 22:28） それに対して軍司令官は言った。「私はこの市民権を大金を払って得たのだ」。パウロは言った。「私は生まれながらのローマ市民です」。

 
^ ***徹 186ページ 「私の弁明をぜひ聞いてください」***

現代の法的な闘い
[bookmark: citationsource66]使徒パウロと同じように，現代のエホバの証人は，伝道への制限が取り除かれるようにするため，できる限りの法的手段を取ってきました。「良い知らせを擁護し，その知らせを広める法的権利を得る」ために闘ってきました。（フィリ 1:7）
1920年代と1930年代に，聖書出版物を配布したために多くのエホバの証人が逮捕されました。1926年には，ドイツの裁判所で897件が係争中でした。たくさんの訴訟があったため，ドイツ支部に法律部門がつくられました。1930年代，アメリカだけでも，戸別伝道を理由とする逮捕が年に何百件もあり，1936年には1149件に達しました。裁判をサポートするため，アメリカにも法律部門がつくられました。ルーマニアでは，1933年から1939年までの間に，エホバの証人に対する訴訟が530件ありましたが，ルーマニア高等法院への上訴によって，良い判決が多く得られました。他の国や地域でも同じような進展が見られています。
[bookmark: citationsource67][bookmark: citationsource68]クリスチャンは政治に関わらないでいつも中立でいます。それで自分の良心を守るために，ある種の活動には参加できないことがあります。そういうとき，法的な問題が生じてきました。（イザ 2:2-4。ヨハ 17:14）エホバの証人が扇動罪で訴えられ，結果として，活動が完全に禁止されることもありました。しかし，これまでに多くの政府が，エホバの証人は危険な存在ではないことを認めています。

^ （フィリ 1:7） 皆さんについてそのように考えるのは全く正しいことです。皆さんは私の心の中にいます。私と共に，神の惜しみない親切に促されて行動しているからです。拘禁されている私を支えてくれていますし，良い知らせを擁護し，その知らせを広める法的権利を得るために，協力してくれています。

 
^ （イザ 2:2-4） 最後の日々*に， エホバの家の山は， 山々の頂より高くしっかりと据えられ， どの丘よりも高くそびえる*。 全ての国の人々が流れのようにそこに向かう。 3 多くの人々が行って，こう言う。 「さあ，エホバの山に登ろう。 ヤコブの神の家に行こう。 神はご自分の道について教えてくださる。 私たちはその道を歩もう」。 律法*がシオンから， エホバの言葉がエルサレムから出る。 4 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「終わりの時代」。
または，「上に高められる」。
または，「指示」。
または，「人々に関して物事を正す」。
 
^ （ヨハ 17:14） 私はあなたの言葉を彼らに伝えましたが，世の人々は彼らを憎みました。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではないからです。

 
^ ***喜歌 57番 あらゆる人に伝道する***
 
57番
あらゆる人に伝道する
 
[bookmark: citationsource69]（テモテ第一 2:4）
1. エホバ神に倣って
あらゆる人に語る
公平な神エホバ
人々を引き寄せる
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
2. エホバはよく見ている
人の心の中を
どんな人であろうと
良い知らせ伝えよう
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
3. エホバに仕えるため
生き方変える人は
エホバに喜ばれる
そのことを伝えたい
（※ 繰り返し）
人の心と人の外見
大切なのは心
あらゆる人に伝えていこう
「神の友になれる」と
[bookmark: citationsource70][bookmark: citationsource71][bookmark: citationsource72][bookmark: citationsource73]（ヨハ 12:32; 使徒 10:34; テモ一 4:10; テト 2:11も参照。）

^ （テモ一 2:4） 神は，あらゆる人が救われて，真理の正確な知識を得ることを望んでいます。

 
^ （ヨハ 12:32） 私の方は，地面から上げられたなら，あらゆる人を私に引き寄せます」。

 
^ （使徒 10:34） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。

 
^ （テモ一 4:10） だからこそ私たちは力を尽くし，努力しています。生きている神に希望を抱いているからです。神は，あらゆる人，特に忠実な人たちの救い主です。

 
^ （テト 2:11） 神の惜しみない親切が明らかに示され，あらゆる人に救いがもたらされています。

 
[bookmark: pcitation1_1]^ ***喜歌 36番 心を守る***
 
36番
心を守る
 
[bookmark: citationsource7_7]（格言 4:23）
1. 命守るため心守る
エホバの言葉に心映し
正しく心を導くなら
それることはない エホバの道
2. 心整えて神に頼り
毎日祈って感謝示す
喜んで神に従うなら
心に神への愛が育つ
3. 真実を愛し考えれば
心動かされ強くされる
心から神をたたえるなら
神から愛され友になれる
[bookmark: citationsource8_7][bookmark: citationsource9_6][bookmark: citationsource10_5]（詩 34:1; フィリ 4:8; ペテ一 3:4も参照。）

^ （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。
 
^ （詩 34:1） 私はいつもエホバを賛美する。 賛美の言葉は絶えず私の口にある。

 
^ （フィリ 4:8） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。
 
^ （ペテ一 3:4） 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。
 
^ ***塔研19 1月号 15ページ どうすれば心を守れますか***
[bookmark: citationsource11_5]4-5. （ア）詩編 51編6節によると，「心」とは何であることが分かりますか。（イ）人の内面が大切なのはなぜですか。体の健康の例を使って説明してください。
[bookmark: citationsource12_3][bookmark: citationsource13_3]4 箴言 4章23節にある「心」は，「内なる所」や「秘められた自分」を表わしています。（詩編 51:6を読む。）つまり，「心」とはその人の考え，感情，動機，願望を指しています。外見だけでは分からない，人の内面のことです。

^ （詩 51:6） あなたは内面の真実さを喜びます。 私が心の奥底で真の知恵を理解できるようにしてください。

 
^  （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。
 
^  （詩 51:6） あなたは内面の真実さを喜びます。 私が心の奥底で真の知恵を理解できるようにしてください。

 
^ ***塔研19 1月号 17ページ どうすれば心を守れますか***
10-11. （ア）心を守るために何をする必要がありますか。（イ）古代の見張りの者は何をしましたか。わたしたちの良心はどんな点で見張りの者に似ていますか。
[bookmark: citationsource14_2]10 心を守るためには，危険を見分け，すぐに行動する必要があります。箴言 4章23節の「守る」という言葉は，見張りの者の務めを連想させます。ソロモン王の時代，見張りの者は都市の城壁の上に立ち，危険が近づいているのを見ると警告を発しました。その様子を思い描くと，サタンに考え方を腐敗させられないために何をしなければならないかが分かります。
[bookmark: citationsource15_2][bookmark: citationsource16_2][bookmark: footnotesource1_1]11 古代の見張りの者は，都市の門衛と協力して務めを果たしました。（サム二 18:24-26）見張りの者と門衛は，敵が近くに来るとすぐに門を閉め，都市を守りました。（ネヘ 7:1-3）聖書によって訓練された良心*は，サタンがわたしたちの心に侵入しようとする時，つまり，考えや感情や動機や願望に影響を与えようとする時，見張りの者のように警告を発します。良心が警告を発したなら，すぐに注意を向け，いわば門を閉じる必要があります。

^  （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。
 
^  （サム二 18:24-26） さて，ダビデは町の2つの門の間に座っていた。見張りが城壁の門の屋上に行って見ると，1人で走ってくる人がいた。 25 それで見張りが叫んで王に知らせると，王は「1人なら，その人は知らせを持っています」と言った。その人が近づいてくる中， 26 見張りは別の人が走ってくるのを見た。そして門番に叫んだ。「見てください！ 別の人が1人で走ってきます！」 王は，「その人も知らせを持っています」と言った。

 
^  （ネヘ 7:1-3） 私は城壁が建て直されるとすぐに扉を取り付けた。それから門番と歌い手とレビ族を任命した。 2 また，私の兄弟ハナニと要塞の長ハナニヤにエルサレムを治めるよう命じた。ハナニヤはとても信頼できる人で，ほかの人たちよりも真の神を畏れていた。 3 私は彼らに言った。「日中の暑くなる頃までは，エルサレムの門を開けてはなりません。門番は見張りを終える前に，扉を閉め，錠をしなければなりません。そして見張りとして，エルサレムの住民をそれぞれ自分の担当場所や自分の家の前に配置しなさい」。

 
[bookmark: citationsource17_2][bookmark: citationsource18_2]^  語句の説明: わたしたちは，自分の考えや感情や行動を調べ，自分について判断を下すことができる。これはエホバが与えてくださった能力であり，聖書の中で良心と呼ばれている。（ロマ 2:15; 9:1）聖書によって訓練された良心とは，聖書に記されているエホバの規準に基づいて，自分の考えや行動や言葉が良いか悪いかを判断する能力のこと。

^ （ロマ 2:15） 彼らこそ，律法の内容が心に書かれていることを証明しています。彼らの良心が彼らと共に語り*，彼らは自分の考えによって*非難されたり弁護されたりしているのです。

または，「証言し」。
直訳，「の間で」。
 
^ （ロマ 9:1） 私はキリストのものとして真実を語っています。偽りを語ってはいません。私の良心が聖なる力に導かれつつ私と共に示して*いる通り，

または，「証言して」。
 
^ ***塔研19 1月号 18ページ どうすれば心を守れますか***
[bookmark: citationsource19_2]14-15. （ア）何に対して心を開く必要がありますか。どのようにそうできますか。（イ）箴言 4章20節から22節によると，どのように聖書を読むべきですか。（「どんなことを思い巡らすか」の囲みも参照。）
14 心を守るには，悪い影響を受けないよう門を閉めるだけではなく，良い影響を受けるために門を開く必要もあります。古代の門衛は，敵の侵入を防ぐために門を閉めましたが，それ以外の時には門を開け，食べ物などの物資が都市に入るようにしました。門が閉まったままだったら，住民は飢えてしまったでしょう。同様に，わたしたちも心の門を定期的に開き，神の考えを取り入れる必要があります。

^ （格 4:20-22） わが子よ，私の言葉に注意を払え。 私の言葉をよく聞くように。 21 それを見失ってはならない。 心にしっかりとどめよ。 22 それを受け入れる人たちにとって， それは命であり，全身を健康にする。

 
^ ***塔12 5/1 32ページ 「心を守りなさい！」***
[bookmark: citationsource20_2][bookmark: citationsource21_2][bookmark: citationsource22_2]わたしたちが心を守るべきなのはなぜでしょうか。神はソロモン王を動かして，こう書かせました。「守るべき他のすべてのものに勝ってあなたの心を守れ。命はそこに源を発しているからである」。（箴言 4:23）わたしたちの今の命の質と将来の命の見込みは，自分の心の状態に依存しています。なぜなら，神はわたしたちの心に何があるかをご覧になるからです。（サムエル第一 16:7）神がわたしたちをどう思われるかは，わたしたちが内面では，つまり「心の中の秘められた」所ではどんな人かによって決まるのです。―ペテロ第一 3:4。

^ （格 4:23） ほかの何よりも，あなたの心を守れ。 命は心に懸かって*いるからである。

または，「源を発して」。
 
^ （サム一 16:7） しかしエホバはサムエルにこう言った。「彼の容姿や背の高さに注目してはいけない。私は彼を選んでいない。人間の見方と神の見方は違う。人間は目に見えるものを見るが，エホバは心の中を見る」。

 
^ （ペテ一 3:4） 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。
 
^ ***塔研21 8月号 8–9ページ あなたはエホバを待ち続けますか***
[bookmark: citationsource23_2]4. 格言 4章18節の原則から何を学べますか。
[bookmark: citationsource24_2]4 格言 4章18節には，「正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。真昼になるまで明るさを増していく」とあります。この聖句は，エホバがご自分に仕える人たちに対して，ご自分の目的を徐々に明らかにしていくことを示しています。しかし，さらに広い意味では，クリスチャンがエホバとの関係において成長していく様子にも当てはまります。その成長には時間がかかります。一生懸命に学んで，聖書や組織からのアドバイスを当てはめるなら，キリストのような人格を徐々に身に着けることができます。神についてもっとよく知ることもできます。イエスはこの点を示すために，1つの例え話をしました。

^ （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。

 
^  （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。

 
^ ***教励 15ページ 温かさと思いやりを示す***
 
第12課
温かさと思いやりを示す
 
テサロニケ第一 2:7，8
ポイント: 心を込めて話し，家の人や聴衆への気遣いを表す。
どのように行うか:
· 家の人や聴衆のことを考える。どんな問題に直面しているでしょうか。どう感じているでしょうか。
· 言葉をよく選ぶ。家の人や聴衆を爽やかにし，慰め，元気づけましょう。聞く人が気分を害する表現はできるだけ使わないようにします。エホバを信じていない人や，そのような人が誠実に信じていることを見下す言い方を避けてください。
· 気遣いを表す。親切な口調やしぐさで，心からの気遣いを表してください。表情にも気を配りましょう。温かくほほ笑んでください。

感情を押し付けたり，大げさに表現したりしないようにしましょう。聖句などを読む時には，内容に合った感情を表現しますが，自分に過度に注意を引かないようにします。温かな口調で話してください。

^ （テサ一 2:7， 8） 乳児を優しく世話する*母親のように，穏やかに皆さんに接しました。 8 私たちは優しい愛情を抱き，皆さんに神の良い知らせを伝えるだけでなく自分たち自身を与えたいと思いました。皆さんを深く愛するようになったからです。

または，「大切にする」。
 
^ ***愛込 レッスン1 ポイント5–ポイント5（イ）***
5. 耳を傾ける。
（ア）自分ばかり話さないようにしましょう。
（イ）上手に質問して，相手にも話してもらうようにします。

^ ***愛込 レッスン2 ポイント3***
3. 相手の様子をよく見る。相手の表情や態度などからいろいろなことが分かるものです。今その人は会話に応じてくれそうでしょうか。話したくないと思っている人と無理に会話しようとする必要はありません。会話できる人なら，「こんなことをお聞きになったことがありますか」といった質問をして聖書の話題を持ち出せるかもしれません。

^ ***イ質 記事19 なぜイースターを祝わないのですか***
 
なぜイースターを祝わないのですか
 
広まっている誤解
偽り: エホバの証人がイースターを祝わないのは，クリスチャンではないからだ。
[bookmark: citationsource26_2][bookmark: citationsource27_2]真実: わたしたちエホバの証人は，イエス･キリストが救い主である，と信じています。それで，『イエスの歩みにしっかり付いて行く』よう最善を尽くしています。―ペテロ第一 2:21。ルカ 2:11。
偽り: あなた方は，イエスが死んだ状態からよみがえらされたことを信じていない。
[bookmark: citationsource28_2][bookmark: citationsource29_2]真実: わたしたちはイエスが復活したことを信じています。復活をクリスチャンの信仰の核心をなすものと認めており，伝道する時もそれを際立たせています。―コリント第一 15:3，4，12-15。
偽り: あなた方は，自分の子どもがイースターの祭日の喜びを得損なっても，それを気にしない。
[bookmark: citationsource30_2]真実: わたしたちは自分の子どもを愛しているので，子どもが幸福でいられるよう，しつけたり助けたりすることに労を惜しみません。―テトス 2:4。
エホバの証人はなぜイースターを祝わないのですか。
·  イースターの祭日の祝いが聖書に基づくものではないからです。
· [bookmark: citationsource31_2] イエスが自分の復活ではなく死を記念するよう命じたからです。それで，わたしたちは毎年，聖書の太陰暦に従ってイエスの死を記念する行事を守り行なっています。―ルカ 22:19，20。
· [bookmark: citationsource32_2][bookmark: citationsource33_2] イースターは，古代の豊饒祈願の儀式に由来する慣習を伴うものであるがゆえに，神に受け入れられない，とわたしたちは信じています。神は，わたしたちに「全き専心」を求めておられ，ご自分の是認しない慣習の伴う崇拝を不快に思われるのです。―出エジプト記 20:5。列王第一 18:21。
[bookmark: citationsource34_2][bookmark: citationsource35_2][bookmark: citationsource36_2]わたしたちは，イースターの祝いを避けるという自分の決定は聖書の諭しにしっかり基づいている，と信じています。聖書は，人間の伝統にただただ従うのではなく「実際的な知恵と思考力」を働かせるよう勧めているからです。（箴言 3:21。マタイ 15:3）わたしたちは，イースターに関する自分の信条を，尋ねる人には話しますが，聞いた人がどうするかは当人の決定する権利を尊重します。―ペテロ第一 3:15。

^  （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。

 
^  （ルカ 2:11） 今日，ダビデの町で，皆さんの救い主，主であるキリストが生まれました。

 
^  （コリ一 15:3， 4） 私が皆さんに伝えた最も大切な点の中に，私自身も学んだ事柄があります。それは，聖書にある通りキリストが私たちの罪のために死んでくださり， 4 そして葬られ，聖書にある通り3日目に生き返らされ，

 
^  （コリ一 15:12-15） では，キリストは生き返らされたと私たちが伝道しているのに，皆さんの中に，死者の復活などないと言う人がいるのはどうしてですか。 13 死者の復活がないのであれば，キリストも生き返らされなかったことになります。 14 そして，キリストが生き返らされなかったとすれば，私たちの伝道は全く無駄になり，皆さんの信仰も無駄になります。 15 その上，私たちは神について偽りの証言をしてきたことになります。死者が生き返らされないのであれば，神はキリストを生き返らせなかったことになり，私たちは，神はキリストを生き返らせたと言って，神がしていないことを証言したことになるのです。

 
^  （テト 2:4） そうすれば，若い女性に次のことについて助言を与えられる*でしょう。夫を愛すること，子供を愛すること，

または，「意識させることができる」，「訓練を施せる」。
 
^  （ルカ 22:19， 20） また，イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，それを割って渡し，こう言った。「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。 20 また，食事が済んでから，杯についても同じようにして，こう言った。「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それはあなたたちのために注ぎ出されることになっています。

または，「記念し」。
 
^  （出 20:5） それにひれ伏してはならず，誘われてそれを崇拝してもならない。あなたの神である私エホバは全くの専心を要求する神である。私を憎む人については，父の過ちに対する処罰を子や孫やひ孫に及ぼす。

 
^  （王一 18:21） それから，エリヤは全ての民に近づいて言った。「あなたたちはいつまでどっち付かずの態度を取っているのですか。もしエホバが真の神なら，その方に従いなさい。しかし，もしバアルがそうなら，バアルに従いなさい」。民は一言も答えなかった。

 
^  （格 3:21） わが子よ，それら*を見失ってはならない。 役立つ知恵と思考力を守れ。

神が持つ前述の資質を指すと考えられる。
 
^  （マタ 15:3） イエスは答えた。「あなた方が自分たちの伝統によって神のおきてを破っているのはどうしてですか。

 
^  （ペテ一 3:15） 心の中で主キリストを神聖な方としてください。皆さんの抱く希望について説明を求める人にいつでも弁明できるよう，準備しておきましょう。語る時には，温和な態度と深い敬意を示しましょう。

 
^ ***愛込 レッスン3 ポイント4***
4. 敬意を込めて優しく話す。相手を思いやって助けになりたいと思っていることは，話し方に表れるものです。何をどのように言うかをよく考えてください。相手を不快にさせるようなことは言わないように気を付けましょう。

^ ***喜歌 16番 王を任命したヤハを賛美する***
 
16番
王を任命したヤハを賛美する
 
[bookmark: citationsource37_2]（啓示 21:2）
1. 神はキリストを王に選んだ
神の望むことを
成し遂げるために
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
2. 神はキリストに兄弟与え
共にこの地球を
楽園に変える
（※ 繰り返し）
忠実な羊はヤハを賛美する
毎日の生活でおきてを守る
忠実な羊はイエスをたたえる
神により選ばれた王に従う
[bookmark: citationsource38_2][bookmark: citationsource39_2][bookmark: citationsource40_1][bookmark: citationsource41_1]（格 29:4; イザ 66:7，8; ヨハ 10:4; 啓 5:9，10も参照。）

^ （啓 21:2） さらに見ると，聖なる都市である新しいエルサレムが，花婿のために着飾った花嫁のように，天から，神のもとから下ってきた。

 
^ （格 29:4） 王は公正によって国を安定させ， 賄賂を求める人は国を崩壊させる。

 
^ （イザ 66:7， 8） 彼女*は陣痛が起こる前に子を産んだ。 産みの苦しみが始まる前に男の子を出産した。 8 このようなことを聞いたことがあるか。 このような事柄を見たことがあるか。 土地が1日で生み出されるだろうか。 国民が一斉に生まれるだろうか。 しかし，シオンは産気づいた途端に子たちを産んだ。

都市つまりエルサレムのこと。
 
^ （ヨハ 10:4） 自分の羊を全て外に出すと，その先頭を行きます。羊は後に付いていきます。羊飼いの声を知っているからです。

 
^ （啓 5:9， 10） そして長老たちは次のような新しい歌を歌っている。「あなたは巻物を受け取ってその封印を解くのにふさわしい方です。あなたはほふられ，自分の血で，あらゆる民族や言語や種族や国の人々の中から，神に仕える人たちを買い取ったからです。 10 そして彼らを，私たちの神に仕える王および祭司とし，彼らは王として地上を治めるのです」。

 
^ ***徹 187–188ページ 「私の弁明をぜひ聞いてください」***
16，17. （ア）パウロがサンヘドリンの前で話し始めると，どんなことが起きましたか。（イ）パウロは打たれた時，どのように謙虚な姿勢を取りましたか。
[bookmark: citationsource42_1][bookmark: citationsource43_1][bookmark: citationsource44_1]16 パウロはサンヘドリンの前でこう話し始めます。「皆さん，兄弟たち，私は今日まで，神の前で良心に全くやましいところなく行動してきました」。（使徒 23:1）しかし，すぐに邪魔が入ります。こう書かれています。「すると大祭司アナニアが，パウロの口を打つようにと，そばに立っている人たちに命じた」。（使徒 23:2）ひどい侮辱です。説明も聞かずに悪いと決め付けるのは明らかにおかしいことです。パウロがこう言ったのも無理はありません。「白く塗った壁よ，あなたは神に打たれます。律法に従って私を裁くために座っていながら，私を打つように命令して律法を破るのですか」。（使徒 23:3）
[bookmark: footnotesource2_1][bookmark: citationsource45_1][bookmark: citationsource46_1][bookmark: citationsource47_1]17 そばに立っている人たちは驚きます。パウロが打たれたからではありません。パウロが言った言葉に驚きました。そしてこう言います。「おまえは神の大祭司を侮辱するのか」。パウロは謙虚に間違いを認め，次のように言って律法を尊重しました。「兄弟たち，大祭司だとは知りませんでした。確かに，『民の支配者を悪く言ってはならない』と書いてあります」。* （使徒 23:4，5。出 22:28）パウロは別のアプローチを試みることにします。サンヘドリンがパリサイ派とサドカイ派から成っていることを踏まえ，こう言います。「皆さん，兄弟たち，私はパリサイ派で，パリサイ派の人の子です。死者の復活の希望に関して裁かれているのです」。（使徒 23:6）
18. パウロが自分はパリサイ派だと言ったのはどうしてですか。私たちもどんなときに同じようなことができますか。
[bookmark: footnotesource3_1][bookmark: citationsource48_1]18 パウロはどうして，自分はパリサイ派だと言ったのでしょうか。「パリサイ派の人の子」つまりパリサイ派の家庭で育った人だったからです。現にパウロのことをパリサイ派の人と見なす人も少なくなかったはずです。* それにしても，自分はパリサイ派だと言って復活の希望に言及したのはどうしてでしょうか。パリサイ派は，死後も魂が生き続け，正しい人の魂は再び人間の体に入って生きると信じていました。パウロはもちろんそういう復活は信じていませんでした。信じていたのは，イエスが教えた復活です。（ヨハ 5:25-29）でも，復活の希望を持っているという点ではパリサイ派と同じで，復活を信じていないサドカイ派とは違っていました。私たちもパウロと同じようにできるかもしれません。神を信じる人と話す時に，自分も神を信じていると言えます。もちろん，私たちが信じているのは聖書の神で，相手が信じている神とは違うかもしれません。それでも，神の存在を信じているという点では同じです。
19. サンヘドリンの集まりで収拾がつかなくなったのはどうしてですか。
[bookmark: citationsource49_1][bookmark: citationsource50_1]19 パウロの言葉によって，サンヘドリンは真っ二つに分かれます。こう書かれています。「大きな騒動になり，パリサイ派の律法学者たちが立ち上がって激しく主張し始め，『この人には全く悪いところはない。目に見えない創造物や天使が彼に話したのであれば，―』と言った」。（使徒 23:9）天使がパウロに話したかもしれないという言葉を聞いただけで，サドカイ派はひどく怒ったはずです。天使の存在を信じていなかったからです。（「サドカイ派とパリサイ派」という囲みを参照。）論争が激しくなり，軍司令官はまたもパウロを外に連れ出します。（使徒 23:10）それでも危険がなくなったわけではありません。パウロはこれからどうなるのでしょうか。次の章で続きを見ましょう。

サドカイ派とパリサイ派
サンヘドリンは，ユダヤ人の国家行政評議会で，高等法廷でした。対立する2つの派，サドカイ派とパリサイ派が勢力を持っていました。1世紀の歴史家フラウィウス･ヨセフスによれば，両者の大きな違いは，パリサイ派は多くの伝統的な慣行を市民に守らせようとしたのに対し，サドカイ派はモーセの律法にある事柄だけを義務と見なしたことです。この2つの教派はどちらもイエスの教えに否定的でした。
[bookmark: citationsource51_1]保守的な傾向があったサドカイ派は，祭司階級の中で幅を利かせており，大祭司経験者のアンナスとカヤファもサドカイ派に属していたと思われます。（使徒 5:17）もっとも，サドカイ派の教えは「裕福な人の支持しか得られなかった」と，ヨセフスは言っています。
一方，パリサイ派は，民衆に大きな影響力を持っていました。しかし，極端なまでに儀式上の清さを重んじるなど，あまりに厳格だったため，律法を守ることが一般人にとって負担になりました。サドカイ派とは異なり，パリサイ派は運命を信じ，死後も魂が生き続けて美徳や悪徳に応じた報いや罰を受ける，と考えていました。

^  （使徒 23:1） パウロはサンヘドリンの人々をじっと見ながら言った。「皆さん，兄弟たち，私は今日まで，神の前で良心に全くやましいところなく行動してきました」。

 
^  （使徒 23:2） すると大祭司アナニアが，パウロの口を打つようにと，そばに立っている人たちに命じた。

 
^  （使徒 23:3） そこでパウロはアナニアに言った。「白く塗った壁*よ，あなたは神に打たれます。律法に従って私を裁くために座っていながら，私を打つように命令して律法を破るのですか」。

または，「偽善者」。
 
^  （使徒 23:4， 5） そばに立っている人たちが言った。「おまえは神の大祭司を侮辱するのか」。 5 パウロは言った。「兄弟たち，大祭司だとは知りませんでした。確かに，『民の支配者を悪く言ってはならない』と書いてあります」。

 
^  （出 22:28） 神を冒瀆したり，あなたたちの長*をののしったり*してはならない。

または，「支配者」。
または，「に災いがあるようにと言ったり」。
 
^  （使徒 23:6） パウロは，サンヘドリンの一部がサドカイ派でほかがパリサイ派であることに気付いて，こう叫んだ。「皆さん，兄弟たち，私はパリサイ派で，パリサイ派の人の子です。死者の復活の希望に関して裁かれているのです」。

 
^  （ヨハ 5:25-29） はっきり言っておきますが，死者が神の子の声を聞き，注意を払った人たちが生きる時が来ます。今がその時です。 26 父は，自分が命を与える力を持っているように，子が命を与える力を持つことを許したからです。 27 そして，裁きを行う権威を彼に与えました。彼が人の子だからです。 28 このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。

 
^  （使徒 23:9） そのため大きな騒動になり，パリサイ派の律法学者たちが立ち上がって激しく主張し始め，「この人には全く悪いところはない。目に見えない創造物や天使が彼に話したのであれば，―」と言った。

 
^  （使徒 23:10） 論争が激しくなった時，軍司令官はパウロが殺されてしまうことを恐れ，兵士たちに，下りていってパウロを彼らから引き離し，兵営に連れていくよう命令した。

 
^ （使徒 5:17） しかし，大祭司とその仲間たち，すなわちサドカイ派の人たちは激しく嫉妬して立ち上がり，

 
^  もしかすると，パウロは目が悪くて，その人が大祭司だと分からなかったのかもしれません。長い間エルサレムを離れていたので，今の大祭司が誰なのかを知らなかった，ということもあり得ます。あるいは，単に人だかりのせいで，誰が命令したのかよく見えなかったのかもしれません。
[bookmark: citationsource52_1]^  49年，異国人がモーセの律法を守るべきかについて使徒や長老たちが話し合っていた時にも，その中に，「以前はパリサイ派だった信者」と呼ばれる人たちがいました。（使徒 15:5）

^ （使徒 15:5） しかし，以前はパリサイ派だった信者の何人かが席から立ち，「彼らに割礼を施し，モーセの律法を守るよう命じることが必要だ」と言った。

 
^ ***徹 188ページ 「私の弁明をぜひ聞いてください」***

サドカイ派とパリサイ派
サンヘドリンは，ユダヤ人の国家行政評議会で，高等法廷でした。対立する2つの派，サドカイ派とパリサイ派が勢力を持っていました。1世紀の歴史家フラウィウス･ヨセフスによれば，両者の大きな違いは，パリサイ派は多くの伝統的な慣行を市民に守らせようとしたのに対し，サドカイ派はモーセの律法にある事柄だけを義務と見なしたことです。この2つの教派はどちらもイエスの教えに否定的でした。
[bookmark: citationsource53_1]保守的な傾向があったサドカイ派は，祭司階級の中で幅を利かせており，大祭司経験者のアンナスとカヤファもサドカイ派に属していたと思われます。（使徒 5:17）もっとも，サドカイ派の教えは「裕福な人の支持しか得られなかった」と，ヨセフスは言っています。
一方，パリサイ派は，民衆に大きな影響力を持っていました。しかし，極端なまでに儀式上の清さを重んじるなど，あまりに厳格だったため，律法を守ることが一般人にとって負担になりました。サドカイ派とは異なり，パリサイ派は運命を信じ，死後も魂が生き続けて美徳や悪徳に応じた報いや罰を受ける，と考えていました。

^ （使徒 5:17） しかし，大祭司とその仲間たち，すなわちサドカイ派の人たちは激しく嫉妬して立ち上がり，

 
^ ***喜歌 76番 どんな気持ち？***
 
76番
どんな気持ち？
 
[bookmark: citationsource54_1]（ヘブライ 13:15）
1. どんな気持ち？
ベスト尽くして 聞く人たちを見つける時
やるべきこと 全てしたなら
あとはエホバに委ねるだけ
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
2. どんな気持ち？
神の言葉で人の瞳が輝く時
時に誰か背を向けたって
諦めないで伝えていく
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
3. この務めを果たしていこう
神が支えてくださるから
誇り持って語り続ける
ふさわしい人探しながら
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
[bookmark: citationsource55_1][bookmark: citationsource56_1][bookmark: citationsource57_1]（使徒 13:48; テサ一 2:4; テモ一 1:11も参照。）

^ （ヘブ 13:15） イエスを通して，絶えず神に賛美の犠牲を捧げましょう。神の名を人々に伝えて，言葉*で神を賛美するのです。

直訳，「唇の実」。
 
^ （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバの言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。

 
^ （テサ一 2:4） 私たちは神から良いと認められ，良い知らせを託されたのですから，人に喜ばれるためではなく，私たちの心を調べる神に喜ばれるように語ります。

 
^ （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。

 
[bookmark: pcitation1_2]^ ***喜歌 122番 揺らぐことなく勝利を得る***
 
122番
揺らぐことなく勝利を得る
 
[bookmark: citationsource12_4]（コリント第一 15:58）
1. 闇の中をさまよう
希望消えた世界で
光掲げ続けて神に仕える
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
2. 正しいこと行い
悪いもの憎むなら
誘惑に負けないで歩んでいける
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
3. 神の知らせ伝えよう
喜びに満ちあふれ
力尽くし励もう 終わりは近い
（※ 繰り返し）
揺らぐことなく
世から離れて
エホバ 愛し
勝利得よう
[bookmark: citationsource13_4][bookmark: citationsource14_3]（ルカ 21:9; ペテ一 4:7も参照。）

^ （コリ一 15:58） それで，私の愛する兄弟たち，しっかり立って，動じることなく，主の活動をいつも活発に*行ってください。皆さんが知っているように，主のために働くことは無駄*ではないのです。

または，「たくさん」。
直訳，「空虚」。
 
^ （ルカ 21:9） さらに，戦争や騒乱*について聞いても，おびえてはなりません。まずこれらのことが必ず起きますが，終わりはすぐには来ないのです」。

または，「無秩序」，「暴動」。
 
^ （ペテ一 4:7） 全てのものの終わりが近づいています。ですから，健全な考え方をしましょう。また，祈ることを常に意識して*いましょう。

または，「祈りのために目を覚まして」。
 
^ ***塔00 7/15 28–29ページ 不道徳な世の中でも貞潔さを保てます***
[bookmark: footnotesource1_2]この箴言の中で，人の道に外れた行ないをする人は「よその女」，つまり遊女*として描かれています。そういう女性がとりこにする相手を唆す言葉は，蜜ばちの巣の蜜のように甘く，オリーブ油よりも滑らかです。不道徳な性的誘いかけは大抵，そのような形で始まるのではありませんか。例えば，エイミーという名の27歳の魅力的な秘書の経験を考慮してみてください。彼女はこう述べます。「職場のその男性は盛んにわたしに注目し，機会あるごとにわたしを褒めます。人から注目されると，いい気持ちになるものです。でも，わたしに対する彼の関心は，厳密に言って性的なものであることがよく分かります。どんなに言い寄られても，わたしはだまされません」。男女を問わず，誘惑しようとする人のお世辞は普通，その本当の意味にこちらが気づかない限り，魅力的なものです。ですから，思考力を働かせる必要があります。

^  「よその者」という語は，律法と調和した事柄に背を向けてエホバから離反した人たちを指して使われています。ですから，遊女は「よその女」と呼ばれています。

^ ***塔00 7/15 29ページ 不道徳な世の中でも貞潔さを保てます***
不道徳な行為の及ぼす作用は苦よもぎのように苦く，もろ刃の剣のように鋭い，つまり痛ましい，致命的なものです。そうした行為のために，良心のかしゃくに苦しんだり，望んでいない妊娠をしたり，性感染症にかかったりする場合も珍しくありません。それに，不実な人の配偶者の経験する非常な感情的苦しみについても考えてみてください。ただ一度の不貞のために，生涯続くほどの深い傷を負わせかねません。確かに，不道徳な行為は人を傷つけるものです。

^ ***塔00 7/15 29ページ 不道徳な世の中でも貞潔さを保てます***
[bookmark: citationsource15_3][bookmark: citationsource16_3][bookmark: citationsource17_3][bookmark: citationsource18_3][bookmark: citationsource19_3]不道徳な人々の影響は，できるだけ避けなければなりません。下品な音楽に耳を傾けたり，人を腐敗させる娯楽番組を見たり，ポルノに関係したものに接したりして，不道徳な人々の道に身をゆだねるようなことをどうしてすべきでしょうか。（箴言 6:27。コリント第一 15:33。エフェソス 5:3-5）ですから，ふざけ合ったり，慎みの欠けた服装や身繕いをしたりして，不道徳な人の気を引くのは何と愚かなことでしょう。―テモテ第一 4:8。ペテロ第一 3:3，4。

^ （格 6:27） 懐に火をかき集めておいて，服が燃えないようにできるだろうか。

 
^ （コリ一 15:33） だまされて*はなりません。悪い交友は良い習慣を台無しにします。

または，「思い違いをして」。
 
^ （エフェ 5:3-5） 性的不道徳*や，あらゆる汚れや貪欲については，皆さんの間で口に上ることさえあってはなりません。聖なる人として正しく振る舞うためです。 4 恥ずべき行い，愚かな話，下品な*冗談なども，聖なる人にふさわしくありません。代わりに，感謝を表しましょう。 5 皆さんは次のことを知っていて十分に理解しているはずです。性的に不道徳な人*，汚れた人，貪欲な人は，偶像崇拝者であり，キリストと神との王国に関連したどんな財産も受けることはありません。

ギリシャ語，ポルネイア。用語集参照。
または，「みだらな」。
用語集の「性的不道徳」参照。
 
^ （テモ一 4:8） 体の訓練*も多少はためになりますが，神への専心はあらゆる面で有益です。今の生活と将来の生活が祝福される*からです。

または，「運動」。
または，「今の命と将来の命を約束する」。
 
^ （ペテ一 3:3， 4） 皆さんを飾るのは，凝った髪形や金の装飾品や上等な服といった外面のものであってはなりません。 4 自分の内面*を飾りとしましょう。物静かで温和な精神という朽ちない飾りです。それは神から見てとても価値があります。

または，「内面の人つまり心」。
 
^ ***塔00 7/15 29ページ 不道徳な世の中でも貞潔さを保てます***
ですから，ソロモンは，不道徳に陥る人の払う高い代償を強調しています。姦淫と，尊厳もしくは自尊心の喪失とは切り離せない関係にあります。単に自分自身の，あるいはだれかほかの人のみだらな欲望を充足させるためだけの手段になるのは，本当に屈辱的なことではありませんか。自分の配偶者ではない人と性的に親密な関係を持つことは，自尊心の欠如の表われではないでしょうか。

^ ***教励 8ページ 正確に朗読する***
 
第5課
正確に朗読する
 
テモテ第一 4:13
ポイント: 書かれている通りに朗読する。
どのように行うか:
· よく練習する。文脈を考えましょう。単語ごとにではなく，意味のまとまりごとに読む練習をしてください。言葉を足したり，飛ばしたり，読み間違えたりしないように気を付けます。ふさわしい休止を入れながら読みましょう。

誰かに朗読を聞いてもらい，読み間違えた箇所を指摘してもらいましょう。
· 正確に発音する。読み方が分からない時には，辞書を調べたり，出版物の録音版を聞いたり，上手に朗読する人に尋ねたりしましょう。
· 聞きやすい朗読をする。頭を上げ，口をしっかり開き，はっきりと発音します。

不自然なほどはっきりと読まないようにしましょう。

^ （テモ一 4:13） 私がそちらに行くまで，朗読と説き勧める*ことと教えることに励んでください。

または，「励ます」。
 
^ ***愛込 レッスン6 ポイント4–ポイント4（イ）***
4. 先入観を持たない。相手の外見，肩書，生活レベル，ライフスタイル，宗教などが理由で，話すのをためらってしまうことがあるかもしれません。でも，次のことを忘れないようにしましょう。
（ア）私たちはエホバやイエスと違って，人の心の中は分かりません。
（イ）エホバはあらゆる人を助けたいと思っています。

^ ***愛込 レッスン9 ポイント5***
5. 相手にとって特にためになることを伝える。聖書レッスンをすれば疑問に思っていることの答えが分かり，自分の生活に役立つことを学べる，ということをできるだけ早く知ってもらうようにしましょう。

^ ***暮 レッスン16***
まとめ
イエスは神の王国について知らせ，奇跡を行い，どんな時にもエホバに従った。
復習
· イエスは地上でおもに何をしましたか。
· イエスが行った奇跡はどんなことの証拠となりましたか。
· イエスは生活に役立つどんなことを教えましたか。
レッスンが終わった日: 
 次のステップ 
[bookmark: citationsource21_3]「神は確かに『この方を……主とも，キリストともされた』（第2部）」という動画を見るか，マタイ 5-7章を読んで，イエスの伝道についてさらに学ぶ。
ほかにできること: 

 

^ （マタ 5:1-7:29） イエスは群衆を見て，山に登った。そして腰を下ろすと，弟子たちがそばに来た。 2 イエスは口を開き，教え始めた。 3 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。 4 嘆き悲しむ人たちは幸福です。慰められるからです。 5 温和な人たちは幸福です。地球を与えられるからです。 6 正しいことを切望している人たちは幸福です。満たされるからです。 7 憐れみ深い人たちは幸福です。憐れみを受けるからです。 8 心の純粋な人たちは幸福です。神を見るからです。 9 平和をつくる人たちは幸福です。神の子と呼ばれるからです。 10 正しいことをして迫害されてきた人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。 11 私のために非難*され，迫害され，悪意のあるうそをいろいろ言われるとき，あなたたちは幸福です。 12 喜び，歓喜しなさい。天での報いは大きいからです。以前の預言者たちも同じように迫害されました。 13 あなたたちは地の塩です。しかし，塩が塩気を失ったら，どのようにして塩気を取り戻せるでしょうか。もはや何にも使えず，外に投げ捨てられて踏みつけられるしかありません。 14 あなたたちは世の光です。山の上にある町は，隠されることがありません。 15 また，人はランプをともすと，籠で覆うのではなく台の上に置きます。そうすれば，家の中にいる全員を照らせます。 16 同じように，あなたたちの光を人々の前に輝かせなさい。そうすれば，人々はあなたたちの立派な行動を見て，天にいる父をたたえるでしょう。 17 私が律法や預言者の言葉を取り消すために来た，と考えてはなりません。取り消すためではなく，実現するために来ました。 18 はっきり言いますが，律法から最も小さな文字1つや文字の1画が消え去るよりも，天地が消え去る方がまだ早いでしょう。記されたことは全て起きるのです。 19 ですから，小さなおきての1つを破り，そうするよう教える人は，天の王国にふさわしくない者と呼ばれます。しかし，そうしたおきてを守り，教える人は，天の王国にふさわしい者と呼ばれます。 20 実際，あなたたちは，律法学者やパリサイ派の人たちより正しいということを示していなければ，決して天の王国に入れません。 21 あなたたちは，古代の人々がこう命じられたのを知っています。『殺人をしてはならない。殺人を犯す人は法廷に引き出される』。 22 しかし私は言います。仲間*に対して憤りを抱き続ける人は皆，法廷に引き出されます。ひどく侮辱的な言葉を仲間に言う人は最高法廷に引き出されます。また，『どうしようもない愚か者！』と言う人は，火の燃えるゲヘナに投げ込まれます。 23 それで，あなたが供え物を祭壇に持ってきて，仲間が自分に対して何か反感を抱いていることをそこで思い出したなら， 24 供え物を祭壇の前に残して，出掛けていきなさい。まず仲間と仲直りし，それから戻ってきて，供え物を捧げなさい。 25 訴訟の相手とは，法廷に共に向かう間に素早く問題を解決しなさい。そうしなければ，その人があなたを裁判官に引き渡し，裁判官が法廷の役人に引き渡して，あなたは牢屋に投げ込まれてしまいます。 26 はっきり言いますが，最後の小さな硬貨を払い終えるまで，そこから決して出られません。 27 あなたたちは，こう命じられたのを知っています。『姦淫をしてはならない』。 28 しかし私は言います。女性を見続けて情欲を抱く人は皆，すでに心の中で姦淫をしたのです。 29 そこで，もし右目があなたに罪を犯させているなら，えぐり出して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身をゲヘナに投げ込まれるよりは，よいのです。 30 また，もし右手があなたに罪を犯させているなら，切り離して捨て去りなさい。体の一部を失う方が，全身がゲヘナに落ちるよりは，よいのです。 31 さらに，こう命じられました。『妻を離婚する人は，離婚証書を妻に与えなさい』。 32 しかし私は言います。誰でも性的不道徳以外の理由で妻を離婚するなら，妻は姦淫をすることになりかねません。離婚された女性と結婚する人は姦淫をすることになります。 33 また，あなたたちは，古代の人々がこう命じられたのを知っています。『誓いをして実行しないことがあってはならず，エホバへの誓約を果たさなければならない』。 34 しかし私は言います。一切誓ってはなりません。天に懸けてもです。天は神の王座だからです。 35 地に懸けてもです。地は神の足台だからです。エルサレムに懸けてもです。それは偉大な王の都市だからです。 36 自分の頭に懸けて誓ってもなりません。あなたは髪の毛1本，白くも黒くもできないからです。 37 ただ，『はい』は，はいを，『いいえ』は，いいえを意味するようにしなさい。それ以上のことは邪悪な者*から出るのです。 38 あなたたちは，こう命じられたのを知っています。『目には目，歯には歯』。 39 しかし私は言います。悪人と争ってはなりません。右の頰を平手打ちする人には，もう一方の頰も向けなさい。 40 あなたを法廷に連れていって内衣を取ろうとする人には，外衣も与えなさい。 41 権威のある人から1キロ行くよう要求されたなら，一緒に2キロ行きなさい。 42 求める人に与えなさい。借りようとする人に背を向けてはなりません。 43 あなたたちは，こう命じられたのを知っています。『隣人を愛し，敵を憎まなければならない』。 44 しかし私は言います。敵を愛し続け，迫害する人のために祈り続けなさい。 45 自分が天にいる父の子であることを示すためです。父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ，正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるのです。 46 愛してくれる人を愛したからといって，どんな報いがあるでしょうか。徴税人も同じことをしていませんか。 47 兄弟たちにだけあいさつしたからといって，特別なことをしているのでしょうか。異国の人々も同じことをしていませんか。 48 ですから，あなたたちは，天の父が完全であるように完全でなければなりません。 
6 注目されようとして人前で善行をすることがないように注意しなさい。そうでないと，天にいる父からの報いはありません。 2 それで，憐れみの施しをするとき，偽善者たちが人から称賛を受けようとして会堂や街路でするように，施す前にラッパを吹いてはなりません。はっきり言いますが，その人たちは報いを全部得てしまっています。 3 憐れみの施しをするときには，右手がしていることを左手に知らせてはなりません。 4 憐れみの施しをひそかにするためです。そうすれば，ひそかに見ている父が報いてくださいます。 5 また，祈るとき，偽善者たちのようであってはなりません。その人たちは，人に見えるように会堂の中や大通りの角に立って祈ることを好みます。はっきり言いますが，その人たちは報いを全部得てしまっています。 6 祈るときには，自分の部屋に入って戸を閉じてから，ひそかな所にいる父に祈りなさい。そうすれば，ひそかに見ている父が報いてくださいます。 7 祈るとき，異国の人々のように同じことを何度も言ってはなりません。その人たちは，多くの言葉を並べれば聞かれると思っています。 8 異国の人々のようであってはなりません。天の父は，あなたたちが求める前から，必要とするものを知っているのです。 9 それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。 10 あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが，天と同じように地上でも行われますように。 11 今日，この日のためのパンを私たちにお与えください。 12 私たちに罪を犯した人たちを私たちが許しましたように，私たちの罪をお許しください。 13 私たちを誘惑に陥らせないで，邪悪な者*から救い出してください』。 14 人の過ちを許すなら，天の父もあなたたちを許してくださいます。 15 逆に，人の過ちを許さないなら，父もあなたたちの過ちを許されません。 16 断食をするとき，偽善者たちのように悲しそうな顔をするのをやめなさい。その人たちは，断食をしていることが人々に分かるように，顔を見苦しくします。はっきり言いますが，その人たちは報いを全部得てしまっています。 17 断食をするときには，頭に油を塗り，顔を洗いなさい。 18 断食をしていることが，人ではなく，ひそかな所にいる父だけに分かるためです。そうすれば，ひそかに見ている父が報いてくださいます。 19 自分のために地上に宝を蓄えるのをやめなさい。そこでは蛾やさびがむしばみ，泥棒が入って盗みます。 20 むしろ，自分のために天に宝を蓄えなさい。そこでは蛾やさびがむしばんだり，泥棒が入って盗んだりすることはありません。 21 あなたの宝のある所，そこにあなたの心もあるのです。 22 目は体にとって明かりです。もし目の焦点が合っていれば，体全体が明るい*でしょう。 23 しかし，目が欲で満ちていれば，体全体が暗いでしょう。あなたの内にあるのが光ではなく闇であれば，その闇はどれほど深いことでしょう。 24 誰も2人の主人の奴隷にはなれません。一方を憎んで他方を愛するか，一方に尽くして他方を軽く見るかです。神と富との奴隷にはなれません。 25 それで，何を食べ何を飲むのだろうかと自分の命のことで，また何を着るのだろうかと自分の体のことで，心配するのをやめなさい。命は食物より，体は服より大切ではありませんか。 26 鳥をよく観察しなさい。種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています。あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか。 27 心配したからといって，誰が自分の寿命を少しでも延ばせるでしょうか。 28 また，服のことでなぜ心配しているのですか。野のユリがどのように育つかをよく考えなさい。苦労して働いたり，糸を紡いだりはしません。 29 しかし，華やかな生活を送ったソロモン王でさえ，このような花の1つほどにも装ってはいませんでした。 30 では，神が，今日ここに生えていて明日火に投げ込まれる野の草木にこのように服を与えているなら，ましてあなたたちには服を与えてくださるのではないでしょうか。信仰の少ない人たち。 31 それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。 34 それで，次の日のことを決して心配してはなりません。次の日は次の日で心配する事があります。その日の問題は，その日だけで十分です。 
7 裁くのをやめなさい。裁かれないためです。 2 人を裁いているのと同じ仕方で，自分も裁かれ，人に量って与えるのと同じはかりで，人からも量って与えられます。 3 なぜ仲間の目の中にあるわらを見ながら，自分の目の中にある材木に気付かないのですか。 4 また，どうして仲間に，『あなたの目からわらを取り除かせてください』と言えるのですか。見なさい，自分の目の中には材木があるのです。 5 偽善者よ！ まず自分の目から材木を取り除きなさい。そうすれば，仲間の目からわらを取り除く方法がはっきり分かります。 6 聖なるものを犬に与えてはなりません。真珠を豚の前に投げてもなりません。豚がそれを踏みつけ，向き直ってあなたたちに襲い掛かることのないためです。 7 求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。 8 誰でも求めている人は受け，探している人は見つけ，たたいている人には開かれます。 9 実際，あなたたちのうち誰が，自分の子からパンを求められて，石を渡すでしょうか。 10 また，魚を求められて，蛇を渡すでしょうか。 11 それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天にいる父は，ご自分に求めている人に良いものを与えてくださるのです。 12 ですから，人からしてほしいと思うことは全て，人にもしなければなりません。これが律法と預言者の書が教えていることです。 13 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。 15 羊のふりをしてやって来る偽預言者たちに警戒していなさい。その人たちは実際には，むさぼり食うオオカミです。 16 その人たちは実によって見分けられます。いばらからブドウを，アザミからイチジクを集めることなどあるでしょうか。 17 同じように，良い木は皆，立派な実をならせ，腐った木は皆，悪い実をならせます。 18 良い木が悪い実をならせることはできず，腐った木が立派な実をならせることもできません。 19 立派な実をならせていない木は皆，切り倒されて火に投げ込まれます。 20 このように，その人たちは実によって見分けられるのです。 21 私に向かって『主よ，主よ』と言う人全員が天の王国に入るのではなく，天にいる私の父の望むことを行う人だけが入ります。 22 その日には，多くの人が私に向かって『主よ，主よ，私たちはあなたの名によって預言し，あなたの名によって邪悪な天使たちを追い出し，あなたの名によって多くの強力な行い*をしなかったでしょうか』と言います。 23 その時，私ははっきり言います。『あなたたちのことは全く知りません*。不法なことをする人たち，離れ去りなさい！』 24 それで，私のこれらの言葉を聞いて実行する人は皆，岩の上に家を建てた思慮深い人のようです。 25 大雨が降って洪水が押し寄せ，風が激しく吹き付けても，その家は崩れ落ちませんでした。岩の上に土台が据えられていたからです。 26 また，私のこれらの言葉を聞いても実行しない人は皆，砂の上に家を建てた愚かな人のようです。 27 大雨が降って洪水が押し寄せ，風が強く吹き付けると，その家は完全に崩れ落ちました」。 28 イエスがこれらの言葉を語り終えると，群衆はその教え方に大変驚いていた。 29 律法学者たちのようにではなく，権威を授かった人のように教えていたからである。

または，「侮辱」。
直訳，「兄弟」。
もしかすると，「邪悪なこと」。
もしかすると，「邪悪なこと」。
または，「に光が満ちる」。
または，「奇跡」。
または，「認めたことはありません」。
 
^ ***愛込 レッスン11 ポイント4***
4. 新しく学ぶことを，これまでに学んだことと結び付ける。例えば，復活についてのレッスンを始める前に，死んだ人の状態についての聖書の教えを少し復習するとよいかもしれません。

^ ***喜歌 121番 自制が必要***
 
121番
自制が必要
 
[bookmark: citationsource22_3]（ローマ 7:14-25）
1. 神の道歩むため
どんなときも自制する
聖なる力 受け
平和求め生きる
2. 誘惑は絶え間なく
罪の力 強くても
エホバの助け得て
日ごと 勝利得よう
3. 振る舞いに気を配る
神の名誉守るため
いつの日も自制を保ち
生きていこう
[bookmark: citationsource23_3][bookmark: citationsource24_3][bookmark: citationsource25_3]（コリ一 9:25; ガラ 5:23; ペテ二 1:6も参照。）

^ （ロマ 7:14-25） 私たちが知っている通り，律法は神からのものです。一方，私は，売られて罪の支配下にいる人間です。 15 私は自分の行っていることが分かりません。願っている*ことをいつも行うわけではなく，憎んでいることを行います。 16 しかし，願っていないことを行うゆえに，私は律法が良いものだと認めていることになります。 17 とはいえ，それを行っているのはもはや私ではなく，私の内にある罪です。 18 私は自分の体*の中に，善いものが何もないことを知っています。善いことをしたいと望んではいても，実行できないからです。 19 自分が願っている善い事柄は行わず，願っていない悪い事柄をいつも行います。 20 それで，願っていないことを行うゆえに，それを実行しているのはもはや私ではなく，私の内にある罪なのです。 21 私には次の法則が当てはまります。正しいことをしたいと願うのに，自分の中に悪がある，ということです。 22 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。 24 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。 25 私たちの主イエス･キリストを通して救ってくださる神に感謝します！ このように，私自身，考えにおいては神の律法の奴隷ですが，体*においては罪の律法の奴隷なのです。

または，「したい」。
直訳，「肉」。
または，「内面の人としては」。
直訳，「肉」。
 
^ （コリ一 9:25） また，競技に参加する人は皆，どんなことについても自制します。もちろん，そのようにして彼らが得ようとするのは朽ちる冠ですが，私たちの場合は朽ちない冠です。

 
^ （ガラ 5:23） 温和，自制です。このようなものを否定する律法はありません。

 
^ （ペテ二 1:6） 知識に自制を，自制に忍耐を，忍耐に神への専心を，

 
^ ***徹 189–191ページ 「勇気を出しなさい！」***
1，2. パウロが，エルサレムで迫害に遭っても驚いていないのはどうしてですか。
[bookmark: citationsource26_3][bookmark: citationsource27_3]暴徒化した人たちの中から連れ出されたパウロは，またも拘禁されています。でも，こうしてエルサレムで迫害に遭っていることに驚いてはいません。「拘禁と苦難が待っている」とあらかじめ告げられていたからです。（使徒 20:22，23）これから具体的に何が起こるかは分かりませんが，「[イエス]の名のために」苦しむことになるのは知っています。（使徒 9:16）
[bookmark: citationsource28_3][bookmark: citationsource29_3][bookmark: citationsource30_3][bookmark: citationsource31_3]2 クリスチャンの預言者も，パウロが縛られて「異国の人々に引き渡」されると予告していました。（使徒 21:4，10，11）パウロは少し前，ユダヤ人の群衆に殺されかけ，そのすぐ後にも，パウロについて議論するサンヘドリンの人たちに「殺されてしま」いそうになりました。今は拘束され，ローマ兵に見張られています。今後，裁判にかけられることになっています。（使徒 21:31; 23:10）温かい励ましが必要です。
3. 伝道を続けるための力をどこから得られますか。
[bookmark: citationsource32_3][bookmark: citationsource33_3][bookmark: citationsource34_3][bookmark: citationsource35_3]3 今の終わりの時代でも，「神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます」。（テモ二 3:12）それで，伝道を続けるために，私たちも励ましを必要としています。「忠実で思慮深い奴隷」が出版物や集会を通して，いつもちょうど良い時に力づけてくれるのは，本当にありがたいことです。（マタ 24:45）エホバは，誰がどのように伝道を妨害しても決してうまくいかない，と言っています。どんな反対者にも，良い知らせが広まるのを止めたり，エホバの証人が全くいなくなるようにしたりすることはできません。（イザ 54:17。エレ 1:19）パウロの場合はどうだったでしょうか。反対に負けずに伝道を続けられるよう，誰かが励ましの言葉を掛けてくれたでしょうか。それはどのように力になったでしょうか。
[bookmark: citationsource36_3]「陰謀」が失敗に終わる（使徒 23:11-34）
4，5. パウロはどんな励ましの言葉を掛けてもらいましたか。それがちょうど良いタイミングだったといえるのはどうしてですか。
[bookmark: citationsource37_3]4 パウロがサンヘドリンから連れ出されたその夜，イエスが励ましの言葉を掛けてくれました。こう書かれています。「主イエスがパウロのそばに立って，言った。『勇気を出しなさい！ あなたは私についてエルサレムで徹底的に知らせてきました。同じようにローマでも知らせなければなりません』」。（使徒 23:11）パウロはこの言葉に救われたはずです。生きてローマまで行き，そこでイエスについて伝道できる，と分かったからです。
[bookmark: citationsource38_3]5 イエスからの励ましは，ちょうど良いタイミングだったといえます。まさに次の日，40人以上のユダヤ人たちが「皆で陰謀をたくらみ，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓った」からです。彼らが「誓った」ことから，その決意の程がうかがえます。パウロを絶対に殺す気です。もし計画が失敗するようなことがあれば自分に災いが降りかかってもよい，と思っています。（使徒 23:12-15）祭司長と長老たちも計画に同意しています。計画はこうです。事実確認の取り調べをしたいふりをして，パウロをサンヘドリンに呼び出します。そして，パウロがやって来る道の途中で待ち伏せし，襲って殺します。
6. パウロはどのようにして陰謀について知りましたか。若い人たちは，パウロのおいのどんなところに倣えますか。
[bookmark: citationsource39_3]6 しかし，パウロのおいがこの陰謀について聞き，パウロに伝えます。パウロは，おいをローマの軍司令官クラウディウス･ルシアスの所に行かせ，陰謀について伝えさせます。（使徒 23:16-22）現代でも，名前が書かれていない，このパウロのおいのような若者たちがいます。危険を承知で仲間のために勇敢に行動し，神の王国のためにできることを何でもする若い人たちです。エホバはそういう若者たちを誇らしく思っています。

^  （使徒 20:22， 23） そして今，見てください，私は聖なる力に促されてエルサレムに旅をしています。もっとも，そこで自分に起きることを知りません。 23 ただ，どの町でも，聖なる力が繰り返し私に，拘禁と苦難が待っていることを告げるのです。

 
^  （使徒 9:16） 私は彼に，私の名のためにどれほど多くの苦しみを受けなければならないかをはっきり示します」。

 
^  （使徒 21:4） 私たちは弟子たちを捜し当て，そこに7日とどまった。弟子たちは聖なる力によって知らせを受け，パウロに，エルサレムに足を踏み入れないようにと繰り返し告げた。

 
^  （使徒 21:10， 11） 滞在して何日もたった時，アガボという預言者がユダヤから来た。 11 そして私たちの所にやって来て，パウロの帯を取り，自分の両手足を縛って，言った。「神が聖なる力によってこう言っています。『ユダヤ人はこの帯の持ち主をエルサレムでこのように縛り，異国の人々に引き渡す』」。

 
^  （使徒 21:31） パウロが殺されそうになっている間に，部隊の司令官の所に，エルサレム中が混乱しているとの知らせが届いた。

 
^  （使徒 23:10） 論争が激しくなった時，軍司令官はパウロが殺されてしまうことを恐れ，兵士たちに，下りていってパウロを彼らから引き離し，兵営に連れていくよう命令した。

 
^  （テモ二 3:12） 神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます。

 
^  （マタ 24:45） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。

 
^  （イザ 54:17） あなたを攻撃するために作られるどんな武器も役に立たず， 裁判においてあなたを責めるどの舌も有罪とされる*。 これはエホバに仕える者たちが受ける財産であり， 私が彼らを正しいと見なす」と，エホバは宣言する。

または，「あなたによってとがめられる」。
 
^  （エレ 1:19） 彼らは必ずあなたと戦うが， あなたに勝つことはない。 『私があなたと共にいて，あなたを救う』と，エホバは宣言する」。

 
^ （使徒 23:11-34） しかしその夜，主イエスがパウロのそばに立って，言った。「勇気を出しなさい！ あなたは私についてエルサレムで徹底的に知らせてきました。同じようにローマでも知らせなければなりません」。 12 夜が明けると，ユダヤ人たちは皆で陰謀をたくらみ，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓った。 13 40人以上がそう誓って陰謀に加わっていた。 14 この人たちは祭司長と長老たちの所に行ってこう言った。「私たちは，パウロを殺すまでは何も食べないと厳粛に誓いました。 15 それで皆さんとサンヘドリンとで，彼の件を徹底的に調べたいふりをし，彼を連れてきてほしいと軍司令官に頼んでください。私たちは，彼が近くに来る前に，殺す段取りをしておきます」。 16 しかし，パウロのおいが彼らの待ち伏せのことを耳にし，兵営に入って，そのことをパウロに伝えた。 17 パウロは士官の1人を呼んで，「この若者を軍司令官の所に連れていってください。お伝えすることがあるのです」と言った。 18 それで士官は軍司令官の所に彼を連れていき，「囚人のパウロに呼ばれ，この若者をあなたの所に連れていくよう頼まれました。お話しすることがあるとのことです」と言った。 19 軍司令官は若者の手を引いて人のいない所に行き，「何を伝えに来たのか」と尋ねた。 20 若者は言った。「ユダヤ人たちは，パウロを明日サンヘドリンに連れてくるようあなたに頼むことで合意しました。彼の件をもっと詳しく知りたいふりをするようです。 21 でも，聞き入れないでください。ユダヤ人が40人以上待ち伏せていて，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓っています。もう段取りをして，あなたの承諾を待っています」。 22 軍司令官は，「これを私に知らせたことは誰にも言うな」と命じてから，若者を行かせた。 23 それから2人の士官を呼び寄せて，こう言った。「兵士200人，騎兵70人，槍兵200人を夜の9時にそろえ，カエサレアまで行けるようにしなさい。 24 パウロが乗る馬も準備し，総督フェリクスのもとに安全に連れていけるようにしなさい」。 25 そして次のような手紙を書いた。 26 「クラウディウス･ルシアスから，総督フェリクス閣下へ。ごあいさつ申し上げます。 27 この男はユダヤ人に捕らえられ，殺されるところでしたが，ローマ市民だと知りましたので，兵士たちを連れて急行し，救出しました。 28 私はユダヤ人が彼を訴える理由を知りたいと思い，彼をサンヘドリンに連れていきました。 29 そして，この男がユダヤ人の律法上の問題で訴えられているのであって，死刑や拘禁に値する事柄で告発されているのではないことを知りました。 30 しかし，この男に対する陰謀が私に知らされましたので，直ちに彼をあなたのもとにお送りして，告訴人たちには，あなたの前で訴えるようにと命じる次第です」。 31 兵士たちは命令通りにパウロを引き受け，夜の間にアンテパトリスに連れていった。 32 次の日には，騎兵たちにパウロを任せて，兵営に帰った。 33 騎兵たちはカエサレアに入って総督に手紙を渡し，パウロも引き渡した。 34 総督は手紙を読み，パウロがどの州の出身かを尋ねて，キリキア出身であることを知った。

 
^  （使徒 23:11） しかしその夜，主イエスがパウロのそばに立って，言った。「勇気を出しなさい！ あなたは私についてエルサレムで徹底的に知らせてきました。同じようにローマでも知らせなければなりません」。

 
^  （使徒 23:12-15） 夜が明けると，ユダヤ人たちは皆で陰謀をたくらみ，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓った。 13 40人以上がそう誓って陰謀に加わっていた。 14 この人たちは祭司長と長老たちの所に行ってこう言った。「私たちは，パウロを殺すまでは何も食べないと厳粛に誓いました。 15 それで皆さんとサンヘドリンとで，彼の件を徹底的に調べたいふりをし，彼を連れてきてほしいと軍司令官に頼んでください。私たちは，彼が近くに来る前に，殺す段取りをしておきます」。

 
^  （使徒 23:16-22） しかし，パウロのおいが彼らの待ち伏せのことを耳にし，兵営に入って，そのことをパウロに伝えた。 17 パウロは士官の1人を呼んで，「この若者を軍司令官の所に連れていってください。お伝えすることがあるのです」と言った。 18 それで士官は軍司令官の所に彼を連れていき，「囚人のパウロに呼ばれ，この若者をあなたの所に連れていくよう頼まれました。お話しすることがあるとのことです」と言った。 19 軍司令官は若者の手を引いて人のいない所に行き，「何を伝えに来たのか」と尋ねた。 20 若者は言った。「ユダヤ人たちは，パウロを明日サンヘドリンに連れてくるようあなたに頼むことで合意しました。彼の件をもっと詳しく知りたいふりをするようです。 21 でも，聞き入れないでください。ユダヤ人が40人以上待ち伏せていて，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓っています。もう段取りをして，あなたの承諾を待っています」。 22 軍司令官は，「これを私に知らせたことは誰にも言うな」と命じてから，若者を行かせた。

 
^ ***喜歌 3番 私たちの力，希望，確信***
 
3番
私たちの力，希望，確信
 
[bookmark: citationsource40_2]（格言 14:26）
1. エホバよ あなたから得た慰め
たくさんの人に分けたいのに
時には苦しくて心は重く
明るい希望の火も消えそう
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
2. つらいときはいつも ずっとそばで
慰めてくれたあなたのこと
忘れないでいれば 希望の光
また明るくなり 勇気出せる
（※ 繰り返し）
力 希望 確信は
あなたからのもの
どんなときも頼るなら
また強くなれる
[bookmark: citationsource41_2][bookmark: citationsource42_2][bookmark: citationsource43_2][bookmark: citationsource44_2]（詩 72:13，14; 格 3:5，6，26; エレ 17:7も参照。）

^ （格 14:26） エホバへの畏れは人に強い確信を抱かせ， その人の子供たちにとって避難所となる。

 
^ （詩 72:13， 14） 立場が低い人や貧しい人を哀れに思い， 貧しい人の命を救う。 14 虐げと暴力からその人たちを助け出す*。 彼らの血は王の目に貴いものとなる。

直訳，「買い戻す」。
 
^ （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。 6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。
 
^ （格 3:26） エホバはあなたに確信を持たせてくださり， あなたの足をわなから守ってくださる。

 
^ （エレ 17:7） エホバに頼る人*， エホバを信頼する人は祝福される。

または，「強い人」。
 
[bookmark: pcitation1_3]^ ***喜歌 11番 エホバを賛美せずにはいられない***
 
11番
エホバを賛美せずにはいられない
 
[bookmark: citationsource7_8]（詩編 19編）
1. 見上げる広い空は
あなたについて語る
星空 風の匂い
あなたが語り掛ける
明けゆく朝の光
暮れゆく空の色も
2. あなたの教え 清く
心に喜び湧く
全ての宝よりも
価値ある あなたの知恵
私の宝物は
輝く あなたの知恵
3. あなたのことを知れば
豊かに生きていける
あなたに従うなら
幸せ 弾む心
私の全て捧げ
あなたを賛美したい
[bookmark: citationsource8_8][bookmark: citationsource9_7][bookmark: citationsource10_6][bookmark: citationsource11_6]（詩 12:6; 89:7; 144:3; ロマ 1:20も参照。）

^ （詩 19:0-14） 指揮者へ。ダビデの歌。 19 天は神の栄光を知らせ， 大空は神*の偉業を伝えている。 2 日が昇るごとに言葉を発し， 夜が来るごとに知識を明かす。 3 何も言わず，何も語らず， 声は聞こえない。 4 しかし，音が世界中に響き渡り*， 知らせが世界*の果てにまで伝わった。 神は天に太陽のための天幕を張った。 5 太陽は夫婦の寝室から出てくる花婿のよう。 喜び勇んで走路を進む強靱な人のよう。 6 天の一方の果てから出ていき， 他方の果てへと巡っていく。 その熱から隠れられるものは何もない。 7 エホバの律法は完全で，力を吹き込む*。 エホバの教え*は信頼でき，経験の浅い人を賢くする。 8 エホバの命令は正しく，心に喜びが生まれる。 エホバのおきては清く，目が開かれる。 9 エホバへの畏れは純粋で，永遠に続く。 エホバの裁きは真実で，全く正しい。 10 金よりも，多くの純金*よりも好ましい。 蜜よりも，巣から滴り落ちる蜂蜜よりも甘い。 11 こうして，あなたに仕える人は警告を受けた。 従うなら大きな報いがある。 12 誰が間違いを見分けられるでしょう。 気付かずに犯した罪を許してください。 13 出過ぎたことをしないよう私をとどめてください。 厚かましくならせないでください。 私が完全になるため， あからさまな罪*を犯さないためです。 14 私の岩，私の救い主*エホバ， 私の口の言葉と心の黙想を喜んでくださいますように。

または，「神の手」。
もしかすると，「測り綱が世界中へ出ていき」。
または，「大地」。
または，「人を連れ戻す」。
または，「思い出させるもの」。
または，「精錬された金」。
または，「多くの違反」。
直訳，「を買い戻す方」。
 
^ （詩 12:6） エホバの言葉は清い。 炉*で精錬され，7回純化された銀のようだ。

もしかすると，「地面に据えられた精錬用の炉」。
 
^ （詩 89:7） 神は聖なる者たちの集い*で畏れられている。 周りにいる全ての者は偉大な神に畏敬の気持ちを抱く。

または，「会合」。
 
^ （詩 144:3） エホバ，人は何者なのでしょう，あなたが目を留めるとは。 死にゆく人間の子は何者なのでしょう，あなたが気に掛けるとは。

 
^ （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。

 
^ ***洞-1 「あり」 4–5節***
[bookmark: citationsource12_5]『本能的な知恵』 ありの『知恵』は知的な推論の所産ではなく，創造者から付与された本能の結果です。聖書はありに言及し，『夏の間にその食物を備え，収穫の時にその食糧を集める』と述べています。（箴 6:8）パレスチナで見られるごく普通のありの一種である収穫アリ（Messor semirufus）は，春と夏のうちに大量の穀粒を貯蔵し，冬を含め，食物を得ることが困難な季節になると，貯蔵したものを利用します。このありは多くの場合，種子や穀粒がたくさんある脱穀場の近辺に見られます。もし雨のために，蓄えられた種子が湿気を帯びるようになると，後に収穫アリは穀粒を運び出し，天日にさらして乾燥させます。また，蓄えられている間に種子が発芽しないよう，胚芽の部分をかみ切ってしまうことさえ知られています。収穫アリのコロニーは入口の外に捨てられた種の殻をはじめ，よく踏みならされた通り道があるので，人目につきます。
[bookmark: citationsource13_5]典型的な特徴 このように，ありについて簡単に調べてみると，「怠惰な者よ，ありのところへ行け。そのやり方を見て，賢くなれ」という勧めの言葉が説得力を帯びてきます。（箴 6:6）本能的に将来の備えをするという特質だけでなく，粘り強さや決断力も注目に値します。ありはしばしば自分の体重の2倍以上の重さのあるものを運んだり，必死に引っ張ったりして，どんなことをしてでも特定の仕事をやり遂げようとします。また，倒れても，滑っても，険しいがけから転がり落ちても引き返そうとはしません。驚くほど協力的で，巣を非常に清潔に保ち，仲間の働き手のことを思いやり，けがをしたり疲れたりしたありを助けて巣に連れ戻すこともあります。

^  （格 6:8） 夏の間に食物を用意し， 収穫の時に食糧を集める。

 
^  （格 6:6） 怠け者よ，アリの所へ行け。 そのやり方を見て，賢くなれ。

 
^ ***塔00 9/15 26ページ あなたの名を汚さないようにしなさい***
[bookmark: citationsource14_4][bookmark: citationsource15_4][bookmark: citationsource16_4][bookmark: citationsource17_4]わたしたちもありのように勤勉であるべきではないでしょうか。監視されていてもいなくても，一生懸命に働き，仕事の質を向上させようと努力するのはよいことです。学校でも，職場でも，霊的活動に携わっているときでも最善を尽くすのです。ありにとって勤勉さが益になるように，人間も「そのすべての骨折りによって良いことを見る」よう神は望んでおられます。（伝道の書 3:13，22; 5:18）一生懸命に働くことには，清い良心や個人的な満足感という報いがあります。―伝道の書 5:12。
[bookmark: citationsource18_4][bookmark: citationsource19_4]ソロモンは，無精な者を怠惰な状態から目覚めさせようとして，次のような二つの修辞的な質問を用います。「怠惰な者よ，あなたはいつまで横たわっているのか。いつ眠りから起き上がるのか」。王は無精な者の言いぐさをまねて，こう付け加えます。「もう少し眠り，もう少しまどろみ，もう少し手をこまぬいて横たわる。すると，あなたの貧しさは浮浪者のように，あなたの乏しさは武装した者のように必ずやって来る」。（箴言 6:9-11）怠惰な者は無気力なため，貧しさが盗賊のような速さで追いつき，欠乏が武装した者のように襲いかかります。怠け者の畑は，すぐ雑草やいらくさだらけになります。（箴言 24:30，31）彼の事業はいずれ損害を被ります。雇い主は怠け者のことをどれほどの間，大目に見るでしょうか。また，怠惰なために学業をおろそかにする生徒は，よい成績を期待できるでしょうか。

^ （伝 3:13） 人は皆，食べ，飲み，一生懸命働いて充実感を得るとよい。それは神からの贈り物なのだ。

 
^ （伝 3:22） 私は人にとって，働く充実感以上の幸せはないのを知った。それが人の得る報酬だからだ。誰も自分の死後，起きていることを見ることはできない。

 
^ （伝 5:18） 私は人にとって何が良いことかを知った。それは，真の神が与えてくださる，地上での短い生涯の間，食べ，飲み，一生懸命働いて充実感を得ることだ。それが人の報酬である。

 
^ （伝 5:12） 主人に仕える人は，食べる分が少ないか多いかに関わりなく，心地よく眠れる。しかし，多くのものを持つ裕福な人は眠れない。

 
^ （格 6:9-11） 怠け者よ，いつまで横になっているのか。 いつ起きるのか。 10 しばらく眠り，しばらくうとうとし， しばらく手を組んで休む。 11 すると，貧乏が盗賊のように， 窮乏が強盗のようにやって来る。

 
^ （格 24:30， 31） 私は怠け者の畑や， 分別のない*人のブドウ園のそばを通った。 31 見ると，草がぼうぼうで， 地面はイラクサで覆われ， 石垣も壊れていた。

直訳，「心が欠けている」。
 
^ ***塔00 9/15 27ページ あなたの名を汚さないようにしなさい***
箴言は七つの基本的なものを述べ，事実上あらゆるタイプの悪を網羅しています。「高ぶる目」と「有害な企てをたくらむ心」は思いの中で犯される罪のことを言っています。「偽りの舌」と「うそを吐く偽りの証人」は罪深い言葉を語ることを指しています。「罪のない血を流している手」と「急いで悪に走る足」で表わされているのは邪悪な行為です。そしてエホバがとりわけ憎まれるのは，平和に暮らしている人々の間に不和を引き起こすことを大いに喜びとする種類の人です。数が六つから七つに増えていることは，ここに挙げたものがすべてというわけではないことを示唆しています。人間は邪悪な行為を増やしてゆくからです。

^ ***教励 13ページ 抑揚をつける***
 
第10課
抑揚をつける
 
[bookmark: citationsource21_4]格言 8:3，4，7
ポイント: 声の大きさや高さ，話す速度を変えることによって，考えをはっきり伝え，家の人や聴衆の心を動かす。
どのように行うか:
· 声の大きさを変える。声を大きくすると，大切な点を強調したり，聞く人の心を動かしたりすることができます。神からの裁きに関する聖書の記述を読む時にも声量を増すとよいでしょう。声を小さくすると，期待を起こさせたり，恐れや不安の気持ちを伝えたりすることができます。

頻繁に声を大きくしないようにしましょう。聞く人は叱られているように感じるかもしれません。また，あまりにも大げさな話し方をして自分に注意を引かないでください。
· 声の高さを変える。言語にもよりますが，声を高くすると，熱意を表したり，大きさや距離を示したりすることができます。声を低くすると，悲しみや不安を表せます。
· 話す速度を変える。速く話すと，感動や喜びを伝えられます。ゆっくり話すと，大切な点を強調できます。

速さを急に変えないようにしましょう。聞く人が戸惑うからです。また，何を言っているかが伝わらないほど早口で話さないでください。

^ （格 8:3， 4） 町に通じる門の横，門の入り口で大声で叫び続ける。 4 「人々よ，私はあなた方に呼び掛けている。 皆*に向かって声を上げる。

直訳，「人々の子供たち」。
 
^ （格 8:7） 私の口は穏やかに真理を語り， 唇は邪悪なことを嫌悪するからである。

 
^ ***愛込 レッスン4 ポイント3***
3. 上から目線にならないようにする。自分は何でも知っていて相手は無知だと言っているかのような印象を与えないようにしましょう。敬意を込めて話すようにします。

^ ***愛込 レッスン3 ポイント3–ポイント3（イ）***
3. 相手のことを思いやる。その人の身になって考えましょう。
（ア）「この人には何か悩みや不安があるだろうか。どうしたら助けになれるだろう」と考えてみてください。そうすれば，相手に心から親切にできるでしょう。
（イ）相手の話をよく聞いて，気に掛けていることが伝わるようにしましょう。相手が自分の考えや気持ち，いま大変なことなどについて話してくれたら，話題を変えようとせず，誠実に耳を傾けてください。

^ ***愛込 レッスン5 ポイント3***
3. 相手にとって受け入れやすい表現を使う。例えば，クリスチャンではない人と話すときには，「聖書」や「イエス」といった言葉を初めから使うのではなく，伝え方を工夫するとよい場合もあります。

^ ***喜歌 2番 あなたの名はエホバ***
 
2番
あなたの名はエホバ
 
[bookmark: citationsource22_4]（詩編 83:18）
1. 天地全て 創造された
永遠の神 それはエホバ
あなたの名を誇りに思い
広く告げます 心込めて
（※ 繰り返し）
エホバ エホバ あなただけが
全てを治める至高の神
地上に輝く その栄光
エホバ エホバ あなただけが神
2. 望むものに人をならせる
全能の神 それはエホバ
あなたの名を語る名誉を
今 心から感謝します
（※ 繰り返し）
エホバ エホバ あなただけが
全てを治める至高の神
地上に輝く その栄光
エホバ エホバ あなただけが神
[bookmark: citationsource23_4][bookmark: citationsource24_4][bookmark: citationsource25_4]（代二 6:14; 詩 72:19; イザ 42:8も参照。）

^ （詩 83:18） 人々があなたのことを知りますように。 エホバという名を持つあなただけが， 地球全体を治める至高者であるということを。

 
^ （代二 6:14） こう言った。「イスラエルの神エホバ，天にも地にも，あなたのような神はいません。あなたは，心を尽くしてあなたに仕える*人たちに対して契約を守り，揺るぎない愛をお示しになる方です。

直訳，「の前で歩む」。
 
^ （詩 72:19） 神の輝かしい名が永遠に賛美されますように。 神の栄光が地上全体に満ちますように。 アーメン，アーメン。

 
^ （イザ 42:8） 私はエホバ。それが私の名。 私は自分の栄光をほかの誰にも与えず*， 自分の栄誉をどんな彫像にも与えない。

または，「誰とも分け合わず」。
 
^ ***徹 191–193ページ 「勇気を出しなさい！」***
7，8. クラウディウス･ルシアスは，パウロのためにどんなことを取り決めましたか。
[bookmark: footnotesource1_3]7 1000人を束ねるクラウディウス･ルシアスは，陰謀について知るとすぐに，兵士，槍兵，騎兵から成る470人の部隊をつくらせ，夜のうちにエルサレムを出てパウロをカエサレアまで護衛するよう命じます。到着したら，パウロは総督フェリクスに引き渡される予定です。* カエサレアはユダヤ州の州都で，ユダヤ人もかなり住んでいましたが，人口の大半は異国人でした。秩序が保たれていて，エルサレムのように宗教的に見方が狭い人が多いわけでも，暴動が起こりがちなわけでもありませんでした。カエサレアは，ユダヤでのローマ軍の本拠地でもありました。
[bookmark: citationsource26_4]8 ルシアスはローマ法に従い，次のようなことを書いた手紙をフェリクスに送ります。パウロはユダヤ人に「殺されるところ」だったが，ローマ市民だと知って，助け出した。パウロは「死刑や拘禁に値する」罪を何も犯していないが，パウロを殺そうとする陰謀があるので，パウロについての訴えを聞いた上で総督に判断してもらうために身柄を引き渡したい。（使徒 23:25-30）
9. （ア）パウロのローマ市民権はどのように侵害されましたか。（イ）私たちも法的な権利を行使することがあるのはどうしてですか。
[bookmark: citationsource27_4][bookmark: citationsource28_4]9 ルシアスが書いたことは全部真実だったでしょうか。そうではありません。ルシアスは自分をできるだけ良く見せようとしたようです。例えば，パウロを助け出したのは，ローマ市民だと分かったからではありませんでした。しかも，本当はパウロを「2本の鎖で縛るよう命じ」，「むち打って取り調べるように」と言って，パウロのローマ市民権を侵害したのに，そのことには触れていません。（使徒 21:30-34; 22:24-29）現代でも，サタンが宗教的熱狂を利用して迫害をあおることがあり，そのため，私たちの自由が侵害されることがあります。でも，パウロのように法的な権利を行使して，保護を得られる場合もあります。
[bookmark: citationsource29_4]「自分の弁明のために喜んでお話しいたします」（使徒 23:35–24:21）
10. パウロはどんな重大な罪で訴えられましたか。
[bookmark: citationsource30_4][bookmark: footnotesource2_2][bookmark: citationsource31_4][bookmark: citationsource32_4]10 カエサレアでパウロは，「ヘロデ宮殿内で監視」下に置かれ，エルサレムから告訴人たちが到着するのを待ちます。（使徒 23:35）5日後，大祭司アナニア，弁士テルトロ，長老たちがやって来ます。テルトロが話し始めます。テルトロはまず，フェリクスがユダヤ人のためにしている事を称賛します。フェリクスの機嫌を取って，良く思われようとしているのでしょう。* テルトロはそれから本題に入り，パウロについて「この男は厄介者で，世界の至る所でユダヤ人の間に暴動を起こし，ナザレ人一派の先頭に立ち，神殿も汚そうとしましたので，私たちが捕らえました」と言います。すると，「ユダヤ人たちも訴えに同調し，その通りだと主張し」ました。（使徒 24:5，6，9）暴動を起こすこと，危険な一派を率いること，神殿を汚すこと，これらは死刑になりかねない重大な罪でした。
11，12. パウロは，訴えられた罪状をどのように否定し，反論しましたか。
[bookmark: citationsource33_4][bookmark: citationsource34_4]11 次にパウロが話します。パウロは，「自分の弁明のために喜んでお話しいたします」と言ってから，訴えられた罪状をきっぱり否定します。神殿を汚してはいませんし，暴動を起こしてもいません。エルサレムに来たのは「何年かぶり」で，飢饉や迫害のせいで生活に困っているクリスチャンに寄付金を届けるためにやって来ました。「儀式上の清めをして」から神殿に入りましたし，「神と人の前で良心にやましいところがないよう，絶えず励んで」きました。（使徒 24:10-13，16-18）
[bookmark: citationsource35_4][bookmark: citationsource36_4]12 パウロはこう続けます。「私は，このことはあなたの前で認めます。私はこの方たちが一派と呼んでいるやり方に従って，父祖たちの神に神聖な奉仕をしています」。「律法の中で述べられていることと，預言者の書に記されていることを全て信じています」。「この方たちと同じ[ように，]神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望[を持っています]」。そう言ってから，こう問い掛けます。「ここにいる方たちが，私がサンヘドリンの前に立った時にどんな悪い点を見つけたのか，自分で述べていただきたいと思います。もっとも，私はそこに立っていた時にこう叫びはしました。『死者の復活に関して今日皆さんの前で裁かれているのです』」。（使徒 24:14，15，20，21）

^  （使徒 23:25-30） そして次のような手紙を書いた。 26 「クラウディウス･ルシアスから，総督フェリクス閣下へ。ごあいさつ申し上げます。 27 この男はユダヤ人に捕らえられ，殺されるところでしたが，ローマ市民だと知りましたので，兵士たちを連れて急行し，救出しました。 28 私はユダヤ人が彼を訴える理由を知りたいと思い，彼をサンヘドリンに連れていきました。 29 そして，この男がユダヤ人の律法上の問題で訴えられているのであって，死刑や拘禁に値する事柄で告発されているのではないことを知りました。 30 しかし，この男に対する陰謀が私に知らされましたので，直ちに彼をあなたのもとにお送りして，告訴人たちには，あなたの前で訴えるようにと命じる次第です」。

 
^  （使徒 21:30-34） 都全体が騒動になり，人々は駆け寄ってきてパウロを捕まえ，神殿の外に引きずり出した。それからすぐに戸が閉じられた。 31 パウロが殺されそうになっている間に，部隊の司令官の所に，エルサレム中が混乱しているとの知らせが届いた。 32 それで軍司令官はすぐに兵士と士官たちを連れて人々の所へと駆け降りた。人々は軍司令官と兵士たちが見えると，パウロを打ちたたくのをやめた。 33 そこで軍司令官は近づいてパウロを捕まえ，2本の鎖で縛るよう命じた。そして，彼が何者か，何をしたのかを尋ねた。 34 しかし，群衆があれこれ叫びだしたので，軍司令官は騒がしさのために確かなことが何も分からず，パウロを兵営に連れていくように命令した。

 
^  （使徒 22:24-29） 軍司令官はパウロを兵営の中に連れていくように命じ，むち打って取り調べるようにと言った。パウロに向かって人々がなぜこのように叫ぶのかを正確に知ろうとしてだった。 25 しかし，パウロはむち打ちのために手を縛られた時，そこに立っている士官にこう言った。「有罪の宣告*を受けていないローマ市民をむち打ってもいいのですか」。 26 これを聞いた士官は，軍司令官の所に行って報告し，「どうされますか。この人はローマ市民です」と言った。 27 そこで軍司令官はパウロの所に来て，言った。「一つ聞くが，あなたはローマ市民なのか」。パウロは，「そうです」と言った。 28 それに対して軍司令官は言った。「私はこの市民権を大金を払って得たのだ」。パウロは言った。「私は生まれながらのローマ市民です」。 29 そのため，パウロを拷問に掛けて取り調べようとしていた人たちは，すぐに離れた。軍司令官はパウロがローマ市民だと知って，彼を鎖で縛ったことで怖くなった。

または，「裁判」。
 
^ （使徒 23:35-24:21） 総督は，「告訴人たちも到着したら，あなたの言い分を詳しく聞こう」と言った。そして，パウロをヘロデ宮殿内で監視しておくように命令した。 
24 5日後，大祭司アナニアは数人の長老とテルトロという弁士を伴って下ってきて，パウロのことを総督に訴えた。 2 テルトロは呼ばれると，パウロを訴え始めてこう言った。 「閣下のおかげで平和を存分に楽しみ，ご配慮によってこの国で数々の改革がなされておりますので， 3 フェリクス閣下，私たちはいつでも，またどこにおきましても，そのことを認めてこの上ない感謝の気持ちを抱いております。 4 しかし，どうか，あまりお時間を取らないようにいたしますので，ここに申し上げますことをしばし寛大さをもってお聞きください。 5 と申しますのは，この男は厄介者で，世界の至る所でユダヤ人の間に暴動を起こし，ナザレ人一派の先頭に立ち*， 6 神殿も汚そうとしましたので，私たちが捕らえました。 7 ― 8 お取り調べになれば，私たちが訴えるこうした事柄全てについて分かっていただけると存じます」。 9 ユダヤ人たちも訴えに同調し，その通りだと主張した。 10 パウロは，話すようにと総督が顎で合図をしたので，こう答えた。 「この国民が長年あなたに裁判をしていただいてきたことをよく知っておりますので，自分の弁明のために喜んでお話しいたします。 11 確認していただけることですが，私が崇拝のためにエルサレムに上ってから12日しかたっておりません。 12 そして，私が神殿で誰かと議論したり，会堂や町のどこかで暴徒をあおり立てたりしているのを誰も見たことはありません。 13 また，この方たちは，今私について訴えている事柄をあなたに証明できません。 14 しかし私は，このことはあなたの前で認めます。私はこの方たちが一派と呼んでいるやり方に従って，父祖たちの神に神聖な奉仕をしています。そして，律法の中で述べられていることと，預言者の書に記されていることを全て信じています。 15 また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。 16 ですから，神と人の前で良心にやましいところがない*よう，絶えず励んでいます。 17 今回，寄付金*を自分の国民に持ってくるため，また捧げ物をするために，何年かぶりにエルサレムに行きました。 18 その時に，人々は私が儀式上の清めをして神殿にいるのを見ましたが，私は群衆と一緒にいたのでも，騒ぎを起こしたのでもありません。しかし，アジア州からそこに来ていた何人かのユダヤ人が， 19 何か私を責めることがあるというなら，あなたの前に出て訴えるべきです。 20 あるいは，ここにいる方たちが，私がサンヘドリンの前に立った時にどんな悪い点を見つけたのか，自分で述べていただきたいと思います。 21 もっとも，私はそこに立っていた時にこう叫びはしました。『死者の復活に関して今日皆さんの前で裁かれているのです』」。

または，「主な指導者で」。
または，「非難されるところがない」。
または，「憐れみの施し」。
 
^  （使徒 23:35） 総督は，「告訴人たちも到着したら，あなたの言い分を詳しく聞こう」と言った。そして，パウロをヘロデ宮殿内で監視しておくように命令した。

 
^  （使徒 24:5， 6） と申しますのは，この男は厄介者で，世界の至る所でユダヤ人の間に暴動を起こし，ナザレ人一派の先頭に立ち*， 6 神殿も汚そうとしましたので，私たちが捕らえました。

または，「主な指導者で」。
 
^  （使徒 24:9） ユダヤ人たちも訴えに同調し，その通りだと主張した。

 
^  （使徒 24:10-13） パウロは，話すようにと総督が顎で合図をしたので，こう答えた。 「この国民が長年あなたに裁判をしていただいてきたことをよく知っておりますので，自分の弁明のために喜んでお話しいたします。 11 確認していただけることですが，私が崇拝のためにエルサレムに上ってから12日しかたっておりません。 12 そして，私が神殿で誰かと議論したり，会堂や町のどこかで暴徒をあおり立てたりしているのを誰も見たことはありません。 13 また，この方たちは，今私について訴えている事柄をあなたに証明できません。

 
^  （使徒 24:16-18） ですから，神と人の前で良心にやましいところがない*よう，絶えず励んでいます。 17 今回，寄付金*を自分の国民に持ってくるため，また捧げ物をするために，何年かぶりにエルサレムに行きました。 18 その時に，人々は私が儀式上の清めをして神殿にいるのを見ましたが，私は群衆と一緒にいたのでも，騒ぎを起こしたのでもありません。しかし，アジア州からそこに来ていた何人かのユダヤ人が，

または，「非難されるところがない」。
または，「憐れみの施し」。
 
^  （使徒 24:14， 15） しかし私は，このことはあなたの前で認めます。私はこの方たちが一派と呼んでいるやり方に従って，父祖たちの神に神聖な奉仕をしています。そして，律法の中で述べられていることと，預言者の書に記されていることを全て信じています。 15 また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。

 
^  （使徒 24:20， 21） あるいは，ここにいる方たちが，私がサンヘドリンの前に立った時にどんな悪い点を見つけたのか，自分で述べていただきたいと思います。 21 もっとも，私はそこに立っていた時にこう叫びはしました。『死者の復活に関して今日皆さんの前で裁かれているのです』」。

 
^  「フェリクス ユダヤの行政長官」という囲みを参照。
[bookmark: citationsource37_4]^  テルトロは，フェリクスのおかげで「平和を存分に楽し」めていると言って，感謝しました。しかし実際には，ローマへの反乱が起こるまでの期間のうち，フェリクスの総督在任中ほどユダヤが平和でなかった時はありませんでした。フェリクスがした改革にユダヤ人が「この上ない感謝の気持ちを抱いて」いる，というのも全くのうそでした。フェリクスは，ユダヤ人の生活を抑圧し，暴動を強硬な手段で鎮圧したため，ほとんどのユダヤ人からひどく嫌われていました。（使徒 24:2，3）

^ （使徒 24:2， 3） テルトロは呼ばれると，パウロを訴え始めてこう言った。 「閣下のおかげで平和を存分に楽しみ，ご配慮によってこの国で数々の改革がなされておりますので， 3 フェリクス閣下，私たちはいつでも，またどこにおきましても，そのことを認めてこの上ない感謝の気持ちを抱いております。

 
^ ***徹 193ページ 「勇気を出しなさい！」***

フェリクス ユダヤの行政長官
52年ごろ，ローマ皇帝クラウディウスは，気に入っていたアントニウス･フェリクスをユダヤの行政長官つまり総督に任命しました。フェリクスはもともと皇帝一家の奴隷で，解放されて自由民になった人でした。兄のパラスもそうでした。軍事指揮権を持つ行政長官の職に解放奴隷が任命されるのは前例のないことでした。
フェリクスは，兄が皇帝に影響力を持っていたので，「どんな悪行を犯しても罰せられないと考えていた」と，ローマの歴史家タキトゥスは言っています。行政長官フェリクスは，「残虐で肉欲を満たすことなら何でも行い，奴隷根性を丸出しにして王の権力を振るった」人物でした。在任中に，ヘロデ･アグリッパ1世の娘ドルシラと結婚しました。夫がいるドルシラに言い寄って，夫と別れさせて結婚しました。また，使徒パウロへの対応は明らかに違法で，パウロから賄賂を取ろうと考えていました。
フェリクスの政治は非常に腐敗していて圧制的だったので，58年に皇帝ネロに呼び戻されます。ユダヤ人の代表団もローマに行ってフェリクスの悪政を訴えましたが，兄パラスのおかげでフェリクスは処罰を免れたと言われています。

^ ***喜歌 126番 目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる***
 
126番
目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる
 
[bookmark: citationsource38_4]（コリント第一 16:13）
1. 目を覚まし耐える どんな試練も
勇敢に進む 勝利の道を
王として導くイエスの声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
2. 目を覚まし保つ 平常心を
進んで従う イエスの指示に
キリストに仕える牧者の声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
3. 目を覚まし運ぶ 真理の種を
逆風吹いても一致の下に
全ての兄弟と賛美の声を上げ
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
[bookmark: citationsource39_4][bookmark: citationsource40_3][bookmark: citationsource41_3][bookmark: citationsource42_3]（マタ 24:13; ヘブ 13:7，17; ペテ一 5:8も参照。）

^ （コリ一 16:13） 目を覚ましていましょう。信仰を持ってしっかり立ちましょう。勇敢に行動し，強い人になってください。

 
^ （マタ 24:13） しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。

 
^ （ヘブ 13:7） 皆さんを教え導いている*人たちのことを心に留めてください。皆さんに神の言葉を語った人たちです。その人たちの行いがどのような結果になるかをよく見て，その信仰に倣ってください。

または，「皆さんの中で率先している」。
 
^ （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。
 
^ （ペテ一 5:8） 頭がさえた状態*を保ち，油断なく見張ってください。敵である悪魔が，ほえるライオンのように歩き回って，誰かをむさぼり食おうとして*います。

または，「鋭敏な感覚」，「冷静さ」。
または，「むさぼり食おうと探して」。
 
[bookmark: pcitation1_4]^ ***喜歌 34番 高潔さを捨てずに歩む***
 
34番
高潔さを捨てずに歩む
 
[bookmark: citationsource9_8]（詩編 26編）
1. エホバよ この私の
心の奥どうか調べ
精錬してください
あなたの目にかなうように
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
2. 真実隠す人や
争う人 友とせずに
エホバの真理愛し
命の道歩んでいく
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
3. エホバの家を愛し
この崇拝 清く保ち
あふれる感謝歌い
神の栄光 日々たたえる
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
[bookmark: citationsource10_7]（詩 25:2も参照。）

^ （詩 26:0-12） ダビデによる。 26 エホバ，私を裁いてください。私は高潔さを捨てずに歩んでいます。 揺らぐことなくエホバに頼りました。 2 エホバ，私を調べ，試してください。 奥底の考え*と心を清めて*ください。 3 あなたの揺るぎない愛はいつも私の前にあり， 私はあなたの真理に従って歩みます。 4 人を欺く者と交友を持ち*ません。 自分がどんな人かを隠す者を避けます*。 5 悪を行う人との付き合いを嫌います。 悪人との交友*を拒みます。 6 エホバ，私は手を洗って自分が潔白なことを示します。 あなたの祭壇の周りを歩きます。 7 感謝の歌声を響かせ， あなたの素晴らしい偉業全てを知らせるために。 8 エホバ，私はあなたが住む家を愛しています。 あなたの栄光がとどまる所を。 9 私を罪人と共に消し去らないでください。 私の命を暴力的な*人と共に取り去らないでください。 10 彼らの手は恥ずべき行いに関わり， 右手は賄賂で満ちています。 11 しかし，私は高潔さを捨てずに歩みます。 私を助け出し*，親切を示してください。 12 私は平らな場所に立ち， 大きな会衆の中で*エホバを賛美します。

または，「奥底の感情」。直訳，「腎臓」。
または，「精錬して」。
直訳，「座り」。
または，「偽善者と交流しません」。
直訳，「と座ること」。
または，「血を流す」。
直訳，「買い戻し」。
直訳，「集会で」。
 
^ （詩 25:2） 私の神，あなたに頼ります。 私が恥をかかないようにしてください。 敵が私を見てほくそ笑むことがないようにしてください。

 
^ ***塔00 11/15 29ページ 「わたしのおきてを守って，生きつづけよ」***
ソロモンは格子のある窓から外を眺めています。その格子は，おそらく細い角材を縦横に組んだもので，凝った彫刻も施されていたものと思われます。日が暮れてゆくにつれて，街路は夜の闇に包まれてゆきます。いかにも無防備な一人の若者がソロモンの目に留まります。その若者は，識別力または分別がないために，心が欠けています。自分がどんな地区に足を踏み入れたのか，そこで自分の身にどんなことが生じ得るかは，おそらく分かっているのでしょう。若者は，ある女性の家に通じる道筋に，つまり「彼女の角」に近づきます。その女性はいったいだれでしょうか。そこで何をしようとしているのでしょうか。

^ ***塔00 11/15 30ページ 「わたしのおきてを守って，生きつづけよ」***
[bookmark: citationsource11_7][bookmark: citationsource12_6][bookmark: citationsource13_6]この女性の唇は滑らかです。厚かましい顔で，自信ありげに語ります。その言うことはすべて，若者を誘惑しようと注意深く計算されたものです。ちょうどその日に共与の犠牲をささげ，誓約を果たしたと言って義人ぶり，自分が霊性を欠いた者ではないとほのめかします。エルサレムの神殿でささげられた共与の犠牲は，肉，麦粉，油，ぶどう酒から成っていました。（レビ記 19:5，6; 22:21。民数記 15:8-10）共与の犠牲をささげた人は，自分と家族のために犠牲の一部をもらうことができたので，この女性は上のように述べることにより，自分の家には食べ物や飲み物が沢山あることをにおわせます。言おうとしていることは明白です。若者はそこで楽しい時を過ごせるというのです。彼女はその若者を捜し求めるためにわざわざ家から出てきたのです。なんと心をくすぐるのでしょう。もっとも，そんな言葉をうのみにする人がいればの話です。ある聖書学者はこう述べています。「だれかを捜し求めるために外に出ていたことは確かだ。しかし，特にこの若者だけを捜し求めに来たのだろうか。それを信じるのは，このような愚か者だけだろう」。
[bookmark: citationsource14_5]誘惑を仕掛けるその女性は，装いを凝らして目に訴え，甘い言葉で耳をくすぐり，抱擁の感触と，せっぷんの味わいで若者を引き付けてから，香りまで用いて，こう言います。「わたしはわたしの寝床を上掛けで，色とりどりのもの，エジプトの亜麻布で飾りました。わたしの床には没薬，じん香，そして肉桂を振りまきました」。（箴言 7:16，17）彼女は自分の寝床を，エジプト産の色とりどりの亜麻布で美しく整え，よりぬきの没薬，じん香，肉桂の香りで満たしました。
[bookmark: citationsource15_5][bookmark: citationsource16_5][bookmark: citationsource17_5][bookmark: citationsource18_5]そしてこう言います。「どうか，来てください。朝になるまでわたしたちの愛を満喫しましょう。愛の表現を交わして，ぜひ互いに楽しみましょう」。これは，二人で夕食を共に楽しみましょうというだけのことではありません。性的に親密な交わりを約束しています。その若者にとって，興奮に満ちたわくわくするような誘いです。誘いはさらに続きます。「夫は家にいないからです。かなりの道のりの旅に出かけました。金を一袋手に持って行きました。満月の日に自分の家に帰って来ることでしょう」。（箴言 7:18-20）夫は商用で出かけており，しばらくは家に帰って来ないはずなので，まったく安心していられる，と彼女は請け合います。年若い人をだますことに，なんとたけているのでしょう。「女はその豊かな説得力によって彼を惑わした。滑らかな唇によって彼をたぶらかす」。（箴言 7:21）この魅惑的な誘いを拒むには，ヨセフのような高い徳性の人でなければならないでしょう。（創世記 39:9，12）この若者はそのような人でしょうか。

^ （レビ 19:5， 6） エホバに共食の犠牲を捧げる場合，受け入れられるように正しい方法で犠牲としなさい。 6 犠牲は捧げる日とその次の日に食べ，3日目まで残った物は火で燃やすべきである。

 
^ （レビ 22:21） 人が，誓約を果たすため，あるいは自発的な捧げ物として，共食の犠牲をエホバに捧げる場合，受け入れられるために，犠牲は傷のない牛か羊であるべきである。どんな欠陥があってもならない。

 
^ （民 15:8-10） 全焼の捧げ物，特別な誓約を果たすための犠牲，共食の犠牲として，雄牛をエホバに捧げるのであれば， 9 雄牛と共に，上等の麦粉6.6リットルに油1.8リットルを混ぜた穀物の捧げ物も差し出すべきである。 10 また，飲み物の捧げ物としてぶどう酒1.8リットルも差し出す。それは火による捧げ物であり，エホバにとって心地よい香りとなる。

 
^ （格 7:16， 17） ベッドには，エジプトの色鮮やかな亜麻布の すてきなカバーを掛けました。 17 没薬，沈香，シナモンを振りまきました。

 
^ （格 7:18-20） 来てください。朝まで2人で愛を満喫しましょう。 激しく愛し合いましょう。 19 夫は家にいません。 遠くへ旅行に行きました。 20 お金の袋を持っていきました。 満月の日まで戻りません」。

 
^ （格 7:21） その女性は彼を熱心に口説いて惑わす。 甘い言葉で誘惑する。

 
^ （創 39:9） この家に私の上に立つ人はいません。ご主人さまが私に下さらないものはありません。でもあなたは別です。奥さまだからです。そのような非常に悪いことをして，神に対して罪を犯すことなど，どうしてできるでしょうか」。

 
^ （創 39:12） すると彼女はヨセフの服をつかんで，「私と寝て！」と言った。ヨセフは，服を残したまま外に逃げた。

 
^ ***塔00 11/15 31ページ 「わたしのおきてを守って，生きつづけよ」***
[bookmark: footnotesource1_4]結局，若者はその女性の誘いに抵抗できません。一切の分別を捨て，「ほふり場に向かう雄牛のように」ついて行きます。足かせを掛けられた人が処罰から逃れられないように，若者は罪に引き込まれます。「矢が彼の肝臓を切り裂く」まで，つまり死を招きかねない傷を負うまで，その危険に少しも気づきません。死に至る性感染症に身をさらして，身体の死を迎えるかもしれません。* また，その傷がもとで霊的な死に至るかもしれません。『それは自分の魂にかかわること』なのです。若者の命，そして存在そのものが深刻な影響を受けており，若者は神に対して重大な罪をおかしました。このようにして，鳥がわなにとび込むように，死の手中に落ちます。

^  性感染症の中には肝臓を損なうものがあります。例えば，梅毒が進行すると，細菌性微生物によって肝臓が完全に冒されます。また，りん病の原因となる微生物によって，肝臓が炎症を起こすこともあります。

^ ***塔00 11/15 29ページ 「わたしのおきてを守って，生きつづけよ」***
[bookmark: citationsource19_5]続けてソロモンは，「それ[わたしのおきて]をあなたの指に結び，心の書き板に書き記せ」と言います。（箴言 7:3）指は目につくもので，また自分がやろうとしている事柄を行なうのに肝要なものです。それで，何をするにしても，聖書的な訓育によって，あるいは聖書の知識を得ることによって学んだ事柄をいつも思い出し，自分の導きとする必要があります。それを心の書き板に刻み，自分の性格の一部としなければなりません。

^ （格 7:3） それを指に結び， 心に書き記せ。

 
^ ***教励 5ページ 自然な話し方をする***
 
第2課
自然な話し方をする
 
コリント第二 2:17
ポイント: 心の込もった自然な話し方をして，話していることや聞く人に対する思いが伝わるようにする。
どのように行うか:
· 祈ってよく準備する。伝えたいメッセージに集中できるよう祈ってください。何を伝える必要があるかをきちんと理解しましょう。書かれている文章をそのまま読むのではなく，自分の言葉で話してください。

聖書や出版物を読む場合は，意味や流れをつかんで，すらすらと読めるようにしましょう。誰かが語った言葉を読む時には，感情を込めます。でも，オーバーにならないようにしましょう。
· 心を込めて話す。家の人や聴衆がこのメッセージを聞く必要があるのはなぜかをよく考えます。そうすれば，態度やしぐさや表情に，温かさや誠実さや親しみが表れるでしょう。

自然な話し方とは砕けた話し方のことではありません。正しい文法で分かりやすく話し，メッセージの品位を保ってください。
· 家の人や聴衆を見る。失礼にならない程度に視線を合わせましょう。集会や大会で話す時には，聴衆全体をぼんやりと見たり，ざっと見回したりするのではなく，一度に1人を見ます。

^ （コリ二 2:17） 私たちです。私たちは，多くの人がしているように神の言葉を売り歩いたりせず，神から遣わされた者として，神の前でキリストと共に，ひたすら誠実に語っているからです。

 
^ ***愛込 レッスン9 ポイント5***
5. 相手にとって特にためになることを伝える。聖書レッスンをすれば疑問に思っていることの答えが分かり，自分の生活に役立つことを学べる，ということをできるだけ早く知ってもらうようにしましょう。

^ ***愛込 レッスン9 ポイント4–ポイント4（イ）***
4. 相手のことをよく考える。これまでのやりとりを思い出しながら，次のことを考えてみてください。
（ア）「この人にとって真理が必要なのはどうしてだろう」。
（イ）「聖書を学ぶことで，この人は今も将来もどんなふうに幸せになれるだろう」。

^ ***愛込 レッスン9 ポイント3***
3. 相手の言うことをよく聞く。思ったことや感じたことを自由に言える雰囲気をつくりましょう。相手が自分の気持ちや気掛かりなことを話してくれたり，反対意見を言ったりするとき，遮ったり軽く受け流したりしないでください。しっかり聞けば，相手を大事に思っていることが伝わります。

^ ***喜歌 13番 キリストは私たちの手本***
 
13番
キリストは私たちの手本
 
[bookmark: citationsource21_5]（ペテロ第一 2:21）
1. 愛のエホバ 私たちに独り子イエス与えた
愛を学び示すために 良い手本下さった
2. イエスいつも 神の言葉 生きていく支えにした
力を得て 父のために心込めて仕えた
3. よく学んで従いたい キリストの愛の手本
同じ愛を神に示し 神に賛美捧げる
[bookmark: citationsource22_5][bookmark: citationsource23_5][bookmark: citationsource24_5]（ヨハ 8:29; エフェ 5:2; フィリ 2:5-7も参照。）

^ （ペテ一 2:21） 皆さんはこうした道に招かれました。キリストでさえ皆さんのために苦しみ，その歩みに皆さんがしっかり付いてくるよう手本を示しました。

 
^ （ヨハ 8:29） そして，私を遣わした方は共にいてくださり，私を独りだけにはしませんでした。私は常に，その方が喜ぶことを行うからです」。

 
^ （エフェ 5:2） 愛を抱いて歩んでいきましょう。キリストも私たち*を愛し，自分を神への犠牲，甘い香りのする捧げ物として，私たち*のために差し出してくださったのです。

もしかすると，「皆さん」。
もしかすると，「皆さん」。
 
^ （フィリ 2:5-7） キリスト･イエスと同じ考え方をしてください。 6 キリストは神のような方でしたが，神と同等になろうなどと考えることさえしませんでした。 7 かえって，全てを捨てて奴隷のようになり，人間になりました。

 
^ ***徹 193–195ページ 「勇気を出しなさい！」***
13-15. 当局者の前に連れていかれるとき，パウロにどのように倣えますか。
[bookmark: citationsource25_5]13 私たちも，信仰の生き方をしたために当局者の前に連れていかれるかもしれません。騒動を起こしているとか，治安を乱しているとか，危険な一派だとか言われるかもしれません。そういうとき，パウロに倣えます。パウロはテルトロとは違い，こびを売って総督に気に入られようとはしませんでした。敬意を込めて，穏やかに話しました。正直にはっきりと語り，真実を上手に伝えました。神殿を汚したとパウロを訴えた「アジア州から……来ていた」ユダヤ人はその場にいませんでした。パウロはそれを指摘し，法的にはその人たちがここに来て話をするべきだということを伝えました。（使徒 24:18，19）
[bookmark: citationsource26_5][bookmark: citationsource27_5][bookmark: citationsource28_5]14 パウロは，自分が信じていることを話すのをためらいませんでした。復活を信じていると何度も堂々と言いました。そのせいで以前サンヘドリンで騒動が起きたことがあっても，そうしました。（使徒 23:6-10）弁明の時に，パウロが復活の希望についてそこまで語ったのはどうしてでしょうか。パウロはイエスについて伝道し，イエスが死んで生き返ったことを教えていたからです。それを信じない人がたくさんいました。（使徒 26:6-8，22，23）論点は，復活を信じるかどうか，特にイエスが復活したことを信じるかどうかでした。
[bookmark: citationsource29_5]15 私たちもイエスの言葉から力をもらって，パウロのように勇敢に語れます。イエスは弟子たちにこう言いました。「あなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれます。しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます」。何を語るべきか心配になるかもしれませんが，イエスはこうも言ってくれています。「人々があなたたちを引き渡すために連れていくとき，何を言おうかと心配してはなりません。何でもその時に与えられること，それを言いなさい。話すのは，あなたたちではなく，聖なる力だからです」。（マル 13:9-13）
[bookmark: citationsource30_5]「フェリクスは恐れを感じ[た]」（使徒 24:22-27）
16，17. （ア）フェリクスはパウロの件をどう扱うことにしましたか。（イ）フェリクスが恐れを感じたのはどうしてだと考えられますか。その後もパウロに会い続けたのはどうしてですか。
[bookmark: citationsource31_5]16 総督フェリクスがクリスチャンの信条について聞いたのは，これが初めてではありませんでした。こう書かれています。「フェリクスはこの道[初期のキリスト教のこと]に関する事柄をかなりよく知っていたので，この件を先送りにし，『軍司令官ルシアスが下ってきた時に，本件を裁決しよう』と言った。そして士官に命令してパウロを留置させたが，パウロに幾らかの自由を与え，仲間の者が世話をするのを許した」。（使徒 24:22，23）
[bookmark: citationsource32_5][bookmark: citationsource33_5]17 数日後，フェリクスはパウロを呼び出し，ユダヤ人の妻ドルシラと一緒に，「キリスト･イエスを信じること」について話を聞きます。（使徒 24:24）しかし，「パウロが正しい行いと自制と将来の裁きについて話すと，フェリクスは恐れを感じ」ます。きっと，それまでの人生でしてきた悪い行いを思い出して，心がざわついたのでしょう。フェリクスはパウロを帰らせることにし，こう言います。「もう下がってよい。機会があれば，また呼ぶことにする」。その後もフェリクスはパウロに何度も会いましたが，それは神やキリストについて学ぶためではなく，パウロから賄賂をもらうことを期待してのことでした。（使徒 24:25，26）
18. パウロがフェリクスとドルシラに，「正しい行いと自制と将来の裁き」について話したのはどうしてですか。
18 パウロがフェリクスとドルシラに，「正しい行いと自制と将来の裁き」について話したのはどうしてでしょうか。彼らが知りたかったのは，「キリスト･イエスを信じる」とはどういうことかでした。パウロは彼らの不品行，残虐行為，不正について知っていたので，キリストの後に従うには何をしなければいけないかをはっきり伝えました。2人の生き方は，神から見て正しい行いとはかけ離れていました。人は皆，考えたこと，話したこと，行ったことについて神から裁かれます。フェリクスはパウロを裁く立場にあるかもしれませんが，フェリクス自身も神から裁かれることになります。パウロの話によってそういうことに気付かされ，フェリクスは「恐れを感じ」ました。
19，20. （ア）宣教で，聖書の教えに関心があっても自分のしたいように生きていきたい人に会うことがあります。その人のためにどんなことができますか。（イ）フェリクスがパウロのことを大切には思っていなかったことは，どんなことから分かりますか。
19 私たちも宣教でフェリクスのような人に会うことがあります。聖書の教えに関心はあっても，自分のしたいように生きていきたい人です。そういう人には慎重に対応しますが，パウロのように神から見て正しい行いとは何かを上手に伝えることができます。そうすれば，心を入れ替えるかもしれません。でも，生き方を変えるつもりがないようであれば，その人との話し合いはいったんやめて，本当に正しい生き方をしたいと思っている人を探します。
[bookmark: citationsource34_5][bookmark: citationsource35_5]20 フェリクスが本当のところどんな人だったかが，次の記録から分かります。「2年が経過すると，ポルキオ･フェストがフェリクスの後を継いだ。フェリクスはユダヤ人に良く思われたかったので，パウロを拘束しておいた」。（使徒 24:27）フェリクスはパウロのことを大切には思っていませんでした。フェリクスは，「この道」の人たちが暴動や革命を起こしたりするような人たちではない，と分かっていました。（使徒 19:23）パウロがローマ法に違反するようなことを何もしていないことも知っていました。それでも，「ユダヤ人に良く思われたかったので」，パウロを拘束し続けました。
21. ポルキオ･フェストが総督になってから，パウロはどんなことを経験しましたか。何が支えになっていたはずですか。
[bookmark: citationsource36_5][bookmark: citationsource37_5]21 使徒 24章の最後の節から分かるように，ポルキオ･フェストがフェリクスに代わって総督になった時も，パウロはまだ拘束されていました。それ以降，役人から役人へと引き渡され，何度も尋問されます。イエスが予告していた通り，「王や総督の前に連れていかれ」ました。（ルカ 21:12）やがてはローマ皇帝にも話すことになります。その間ずっと，信仰が揺らぐことはありませんでした。「勇気を出しなさい！」というイエスの言葉が支えになっていたはずです。

フェリクス ユダヤの行政長官
52年ごろ，ローマ皇帝クラウディウスは，気に入っていたアントニウス･フェリクスをユダヤの行政長官つまり総督に任命しました。フェリクスはもともと皇帝一家の奴隷で，解放されて自由民になった人でした。兄のパラスもそうでした。軍事指揮権を持つ行政長官の職に解放奴隷が任命されるのは前例のないことでした。
フェリクスは，兄が皇帝に影響力を持っていたので，「どんな悪行を犯しても罰せられないと考えていた」と，ローマの歴史家タキトゥスは言っています。行政長官フェリクスは，「残虐で肉欲を満たすことなら何でも行い，奴隷根性を丸出しにして王の権力を振るった」人物でした。在任中に，ヘロデ･アグリッパ1世の娘ドルシラと結婚しました。夫がいるドルシラに言い寄って，夫と別れさせて結婚しました。また，使徒パウロへの対応は明らかに違法で，パウロから賄賂を取ろうと考えていました。
フェリクスの政治は非常に腐敗していて圧制的だったので，58年に皇帝ネロに呼び戻されます。ユダヤ人の代表団もローマに行ってフェリクスの悪政を訴えましたが，兄パラスのおかげでフェリクスは処罰を免れたと言われています。

^  （使徒 24:18， 19） その時に，人々は私が儀式上の清めをして神殿にいるのを見ましたが，私は群衆と一緒にいたのでも，騒ぎを起こしたのでもありません。しかし，アジア州からそこに来ていた何人かのユダヤ人が， 19 何か私を責めることがあるというなら，あなたの前に出て訴えるべきです。

 
^  （使徒 23:6-10） パウロは，サンヘドリンの一部がサドカイ派でほかがパリサイ派であることに気付いて，こう叫んだ。「皆さん，兄弟たち，私はパリサイ派で，パリサイ派の人の子です。死者の復活の希望に関して裁かれているのです」。 7 この言葉で，パリサイ派とサドカイ派の間に論争が起き，人々は2つに分かれた。 8 サドカイ派は，復活も天使も目に見えない創造物もないと言うのに対し，パリサイ派は，それら全てを受け入れて*いるからである。 9 そのため大きな騒動になり，パリサイ派の律法学者たちが立ち上がって激しく主張し始め，「この人には全く悪いところはない。目に見えない創造物や天使が彼に話したのであれば，―」と言った。 10 論争が激しくなった時，軍司令官はパウロが殺されてしまうことを恐れ，兵士たちに，下りていってパウロを彼らから引き離し，兵営に連れていくよう命令した。

または，「広めて」。
 
^  （使徒 26:6-8） しかし私は今，神によって私たちの父祖になされた約束の実現を待っているために，裁判を受けています。 7 私たちの12部族はこの同じ約束の実現を望んで，神聖な奉仕を昼も夜もひたすら行っています。王よ，私はこの希望に関してユダヤ人から訴えられているのです。 8 神が死者を生き返らせるということを，皆さんはどうして信じられないのでしょうか。

 
^  （使徒 26:22， 23） しかし，私は神の助けを得てきましたので，今日までずっと，身分が低い人にも高い人にも伝道し続けています。私が語っているのは，預言者たちやモーセが起きると述べたことだけです。 23 すなわち，キリストが苦しみを受け，また復活させられる最初の者*として，この民にも異国の人々にも光を広める，ということです」。

直訳，「復活からの最初」。
 
^  （マル 13:9-13） 気を付けていなさい。あなたたちは地方法廷に引き渡され，会堂で打ちたたかれ，私のために総督や王の前に立たされます。その人たちに証言するためです。 10 また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。 11 人々があなたたちを引き渡すために連れていくとき，何を言おうかと心配してはなりません。何でもその時に与えられること，それを言いなさい。話すのは，あなたたちではなく，聖なる力だからです。 12 さらに，兄弟が兄弟を，父が子供を引き渡して死なせ，子供が親に歯向かい，死に至らせます。 13 そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれます。しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。

 
^ （使徒 24:22-27） しかし，フェリクスはこの道に関する事柄をかなりよく知っていたので，この件を先送りにし，「軍司令官ルシアスが下ってきた時に，本件を裁決しよう」と言った。 23 そして士官に命令してパウロを留置させたが，パウロに幾らかの自由を与え，仲間の者が世話をするのを許した。 24 何日か後，フェリクスはユダヤ人の妻ドルシラとやって来た。そしてパウロを呼び出し，キリスト･イエスを信じることについて話を聞いた。 25 しかし，パウロが正しい行いと自制と将来の裁きについて話すと，フェリクスは恐れを感じ，「もう下がってよい。機会があれば，また呼ぶことにする」と言った。 26 そう言いつつも，パウロからお金をもらうことを期待していたので，ますます頻繁にパウロを呼んでは語り合った。 27 しかし2年が経過すると，ポルキオ･フェストがフェリクスの後を継いだ。フェリクスはユダヤ人に良く思われたかったので，パウロを拘束しておいた。

 
^  （使徒 24:22， 23） しかし，フェリクスはこの道に関する事柄をかなりよく知っていたので，この件を先送りにし，「軍司令官ルシアスが下ってきた時に，本件を裁決しよう」と言った。 23 そして士官に命令してパウロを留置させたが，パウロに幾らかの自由を与え，仲間の者が世話をするのを許した。

 
^  （使徒 24:24） 何日か後，フェリクスはユダヤ人の妻ドルシラとやって来た。そしてパウロを呼び出し，キリスト･イエスを信じることについて話を聞いた。

 
^  （使徒 24:25， 26） しかし，パウロが正しい行いと自制と将来の裁きについて話すと，フェリクスは恐れを感じ，「もう下がってよい。機会があれば，また呼ぶことにする」と言った。 26 そう言いつつも，パウロからお金をもらうことを期待していたので，ますます頻繁にパウロを呼んでは語り合った。

 
^  （使徒 24:27） しかし2年が経過すると，ポルキオ･フェストがフェリクスの後を継いだ。フェリクスはユダヤ人に良く思われたかったので，パウロを拘束しておいた。

 
^  （使徒 19:23） その時，この道に関して大きな騒動が起きた。

 
^  （使徒 24:1-27） 5日後，大祭司アナニアは数人の長老とテルトロという弁士を伴って下ってきて，パウロのことを総督に訴えた。 2 テルトロは呼ばれると，パウロを訴え始めてこう言った。 「閣下のおかげで平和を存分に楽しみ，ご配慮によってこの国で数々の改革がなされておりますので， 3 フェリクス閣下，私たちはいつでも，またどこにおきましても，そのことを認めてこの上ない感謝の気持ちを抱いております。 4 しかし，どうか，あまりお時間を取らないようにいたしますので，ここに申し上げますことをしばし寛大さをもってお聞きください。 5 と申しますのは，この男は厄介者で，世界の至る所でユダヤ人の間に暴動を起こし，ナザレ人一派の先頭に立ち*， 6 神殿も汚そうとしましたので，私たちが捕らえました。 7 ― 8 お取り調べになれば，私たちが訴えるこうした事柄全てについて分かっていただけると存じます」。 9 ユダヤ人たちも訴えに同調し，その通りだと主張した。 10 パウロは，話すようにと総督が顎で合図をしたので，こう答えた。 「この国民が長年あなたに裁判をしていただいてきたことをよく知っておりますので，自分の弁明のために喜んでお話しいたします。 11 確認していただけることですが，私が崇拝のためにエルサレムに上ってから12日しかたっておりません。 12 そして，私が神殿で誰かと議論したり，会堂や町のどこかで暴徒をあおり立てたりしているのを誰も見たことはありません。 13 また，この方たちは，今私について訴えている事柄をあなたに証明できません。 14 しかし私は，このことはあなたの前で認めます。私はこの方たちが一派と呼んでいるやり方に従って，父祖たちの神に神聖な奉仕をしています。そして，律法の中で述べられていることと，預言者の書に記されていることを全て信じています。 15 また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。 16 ですから，神と人の前で良心にやましいところがない*よう，絶えず励んでいます。 17 今回，寄付金*を自分の国民に持ってくるため，また捧げ物をするために，何年かぶりにエルサレムに行きました。 18 その時に，人々は私が儀式上の清めをして神殿にいるのを見ましたが，私は群衆と一緒にいたのでも，騒ぎを起こしたのでもありません。しかし，アジア州からそこに来ていた何人かのユダヤ人が， 19 何か私を責めることがあるというなら，あなたの前に出て訴えるべきです。 20 あるいは，ここにいる方たちが，私がサンヘドリンの前に立った時にどんな悪い点を見つけたのか，自分で述べていただきたいと思います。 21 もっとも，私はそこに立っていた時にこう叫びはしました。『死者の復活に関して今日皆さんの前で裁かれているのです』」。 22 しかし，フェリクスはこの道に関する事柄をかなりよく知っていたので，この件を先送りにし，「軍司令官ルシアスが下ってきた時に，本件を裁決しよう」と言った。 23 そして士官に命令してパウロを留置させたが，パウロに幾らかの自由を与え，仲間の者が世話をするのを許した。 24 何日か後，フェリクスはユダヤ人の妻ドルシラとやって来た。そしてパウロを呼び出し，キリスト･イエスを信じることについて話を聞いた。 25 しかし，パウロが正しい行いと自制と将来の裁きについて話すと，フェリクスは恐れを感じ，「もう下がってよい。機会があれば，また呼ぶことにする」と言った。 26 そう言いつつも，パウロからお金をもらうことを期待していたので，ますます頻繁にパウロを呼んでは語り合った。 27 しかし2年が経過すると，ポルキオ･フェストがフェリクスの後を継いだ。フェリクスはユダヤ人に良く思われたかったので，パウロを拘束しておいた。

または，「主な指導者で」。
または，「非難されるところがない」。
または，「憐れみの施し」。
 
^  （ルカ 21:12） しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。

 
^ ***喜歌 70番 ふさわしい人を探そう***
 
70番
ふさわしい人を探そう
 
[bookmark: citationsource38_5]（マタイ 10:11-15）
1. ふさわしい人探そう イエスに従い
真の神を探す人 区域で待っている
追い返される日もある でも務め果たした
前を見てまた進もう 気持ちを切り替えて
2. ふさわしい人探そう 希望捨てないで
心で聞く人がいる あなたを待っている
よく準備して話そう 心配は要らない
神の力働けば人の心動く
[bookmark: citationsource39_5][bookmark: citationsource40_4][bookmark: citationsource41_4]（使徒 13:48; 16:14; コロ 4:6も参照。）

^ （マタ 10:11-15） どんな町や村に入っても，ふさわしい人を探し出し，去るまではその人の所に滞在しなさい。 12 家に入る時には，家の人たちにあいさつをしなさい。 13 その家がふさわしいなら，あなたたちの願う平和がそこにとどまるようにしなさい。しかし，ふさわしくないなら，その平和を自分のもとに戻らせなさい。 14 どこでも，人があなたたちを迎えず，話を聞かない所では，その家や町を出る時に，足の土を振り払いなさい。 15 はっきり言いますが，裁きの日には，その町よりソドムとゴモラの方が処罰が軽いでしょう。

 
^ （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバの言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。

 
^ （使徒 16:14） テアテラの人で紫布を売る人，神を崇拝するルデアという女性が聞いていた。エホバは彼女の心を大きく開いて，パウロが話す事柄を受け入れるようにした。

 
^ （コロ 4:6） 塩で味付けされた快い言葉を語るように心掛けましょう。そうすれば，誰に対してもどのように答えるべきかが分かります。

 
[bookmark: pcitation1_5]^ ***喜歌 89番 聞いて従い，神の祝福を得る***
 
89番
聞いて従い，神の祝福を得る
 
[bookmark: citationsource10_8]（ルカ 11:28）
1. イエスの教えは示す 人の行くべき道を
聞いてそれに従えば 神の祝福受ける
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
2. 真理の言葉に根差す生き方を続ければ
嵐のような日来ても負けない強さを得る
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
3. エホバのそばにとどまり 真理の水を飲めば
たくさんの良い実生まれ 将来の命得る
（※ 繰り返し）
聞いて従い祝福得よう
神に従う人は幸せになる
[bookmark: citationsource11_8][bookmark: citationsource12_7][bookmark: citationsource13_7][bookmark: citationsource14_6][bookmark: citationsource15_6]（申 28:2; 詩 1:3; 格 10:22; マタ 7:24-27; ルカ 6:47-49も参照。）

^ （ルカ 11:28） しかしイエスは言った。「いいえ，神の言葉を聞いて守っている人たちこそ幸福です！」

 
^ （申 28:2） あなたの神エホバの言うことを常に聞くので，以下のような祝福全てがあなたを訪れ，あなたに追い付きます。

 
^ （詩 1:3） 水の流れのほとりに植えられた木のようになり， 時期が来ると実を結び，その葉は枯れない。 行うことは全て成功する。

 
^ （格 10:22） エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み*は伴わない。

または，「悲しみ」，「苦しみ」。
 
^ （マタ 7:24-27） それで，私のこれらの言葉を聞いて実行する人は皆，岩の上に家を建てた思慮深い人のようです。 25 大雨が降って洪水が押し寄せ，風が激しく吹き付けても，その家は崩れ落ちませんでした。岩の上に土台が据えられていたからです。 26 また，私のこれらの言葉を聞いても実行しない人は皆，砂の上に家を建てた愚かな人のようです。 27 大雨が降って洪水が押し寄せ，風が強く吹き付けると，その家は完全に崩れ落ちました」。

 
^ （ルカ 6:47-49） 私のもとに来て，私の言葉を聞き，それを実行する人は皆，どんな人といえるでしょうか。 48 その人は家を建てる時に，地面を深く掘り下げて岩の上に土台を据えた人のようです。その結果，洪水が生じて川の水が押し寄せても，家はびくともしませんでした。しっかり建てられていたからです。 49 一方，聞いても行わない人は，地面に土台なしで家を建てた人のようです。川の水が押し寄せると，家はすぐに崩れ，全壊しました」。

 
^ ***追 130–131ページ 「父を愛している」***
[bookmark: citationsource16_6][bookmark: citationsource17_6][bookmark: citationsource18_6][bookmark: citationsource19_6]7 22節で知恵はこう言っています。「エホバが，創造の初めとして，昔の偉業の最初として私を生み出した」。これが文字通りの知恵のことではないのは明らかです。知恵が「生み出」されたことはないからです。知恵には始まりがありません。知恵を持つエホバが永遠の昔から存在しているからです。（詩編 90:2）一方，神の子は「全創造物の中の初子」です。エホバの偉業の最初として生み出されたのです。（コロサイ 1:15）「格言の書」に書かれているように，神の子は天や地よりも前から存在していました。そして神の代弁者である「言葉」なので，イエスが語ることには常にエホバの知恵が完璧に表れています。（ヨハネ 1:1）

^  （格 8:22） エホバが，創造の初めとして， 昔の偉業の最初として私を生み出した。

 
^  （詩 90:2） あなたは山々が生まれる前から， 地球と大地を生み出す*前から， 永遠から永遠まで神です。

または，「陣痛を伴って産む」。
 
^  （コロ 1:15） 神の子は，目に見えない神に似た者であり，全創造物の中の初子です。

 
^  （ヨハ 1:1） 初めに，言葉と呼ばれる方がいた。言葉は神と共にいて，言葉は神のようだった。

 
^ ***追 131–132ページ 「父を愛している」***
8. 神の子は人間になる前に何をしていましたか。素晴らしい創造物を見る時，どんなことをイメージできますか。
[bookmark: citationsource20_6][bookmark: citationsource21_6][bookmark: citationsource22_6]8 地上に来る前の非常に長い期間，神の子は何をしていたのでしょうか。30節によると，「優れた働き手」として神のそばにいました。それはどういうことでしょうか。コロサイ 1章16節にこう説明されています。「他の全てのものは，天のものも地上のものも，神の子を通して創造され[ました]。それらは全て，神の子を通して，神の子のために創造されました」。創造者であるエホバは，優れた働き手であるイエスを使って，他の全てのものを創造したのです。そのようにして，天使たち，広大な宇宙，地球と多種多様な動植物，そして地上の創造物の最高傑作である人間が存在するようになりました。父と子がそのように協力して働いたことは，ある意味で建築士と建設業者の関係に似ています。建設業者は，建築士の設計通りに建物を建てます。その建物を見る人は，建築士の良いデザインに感心します。同じように，私たちは創造物を見る時，偉大な建築家であるエホバのデザインの素晴らしさに感動します。（詩編 19:1）そして，「優れた働き手」が長い期間にわたって創造者と一緒に喜んで働いた様子をイメージできます。
9-10. （ア）エホバとイエスの絆はどのようにして強くなりましたか。（イ）私たちはどうすれば天の父との絆を強めることができますか。
[bookmark: citationsource23_6]9 2人の不完全な人間が一緒に働く場合，仲良くやっていくのが難しいこともあります。でも，エホバとイエスは決してそのようなことはありませんでした。イエスは想像もつかないほど長い間エホバと一緒に働きましたが，「いつも神の前で喜んだ」と言っています。（格言 8:30）エホバと一緒にいられることを幸せに感じていたのです。エホバも同じように感じていました。イエスは神の良いところに倣い，ますますお父さんに似ていきました。そのようにして，父と子は非常に強い絆を育みました。最も古くから存在する，一番強い愛の絆です。

^  （格 8:30） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。

 
^  （コロ 1:16） なぜなら，他の全てのものは，天のものも地上のものも，神の子を通して創造されたからです。見えるものも見えないものも，王座や統治権や政府や権威もです。それらは全て，神の子を通して，神の子のために創造されました。

 
^  （詩 19:1） 天は神の栄光を知らせ， 大空は神*の偉業を伝えている。

または，「神の手」。
 
^  （格 8:30） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。

 
^ ***塔09 4/15 31ページ 大いなるダビデおよび大いなるソロモンとしてのイエスの役割を認識する***
14 イエスはどんな点で「ソロモン以上のもの」ですか。
[bookmark: citationsource24_6][bookmark: citationsource25_6][bookmark: citationsource26_6][bookmark: citationsource27_6][bookmark: citationsource28_6][bookmark: citationsource29_6][bookmark: citationsource30_6][bookmark: citationsource31_6][bookmark: citationsource32_6][bookmark: citationsource33_6][bookmark: citationsource34_6][bookmark: citationsource35_6][bookmark: citationsource36_6]14 ソロモンの知恵を明らかにしのいだ人間は一人しかいません。それは，自分のことを「ソロモン以上のもの」と述べたイエス･キリストです。（マタ 12:42）イエスは「永遠の命のことば」を語りました。（ヨハ 6:68）例えば山上の垂訓は，ソロモンの箴言に含まれる原則を敷延しています。ソロモンはエホバの崇拝者に幸福をもたらす幾つかの事柄について述べました。（箴 3:13; 8:32，33; 14:21; 16:20）イエスは，真の幸福はエホバの崇拝に関連した事柄から，また神の約束の成就により生じるということを強調しました。こう述べています。「自分の霊的な必要を自覚している人たちは幸いです。天の王国はその人たちのものだからです」。（マタ 5:3）イエスの教えに見いだせる原則を当てはめる人々は，「命の源」であるエホバに引き寄せられます。（詩 36:9。箴 22:11。マタ 5:8）キリストは「神の知恵」を体現しています。（コリ一 1:24，30）メシアなる王であるイエス･キリストは，『知恵の霊』を有しています。―イザ 11:2。

^  （マタ 12:42） 南の女王も裁きの際にこの世代と共に復活し，この世代を断罪します。女王はソロモンの知恵を聞くために地の果てから来たからです。しかし見なさい，ソロモンを上回る者がここにいます。

 
^  （ヨハ 6:68） シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。

 
^  （格 3:13） 知恵を得る人， 識別力を身に付ける人は幸せだ。

 
^  （格 8:32， 33） だから今，私の子供たちよ，私の言うことを聞きなさい。 私の道に従う人たちは幸せだ。 33 指導を受け入れて*，賢くなれ。 それを軽視してはならない。

直訳，「聞いて」。
 
^  （格 14:21） 隣人を軽蔑する人は罪を犯しており， 立場が低い人たちに思いやりを示す人は幸せである。

 
^  （格 16:20） 洞察力を示す人は成功する*。 エホバに頼る人は幸せである。

直訳，「良いものを見つける」。
 
^  （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。

 
^  （詩 36:9） あなたは命の源。 あなたの光によって私たちは光を見ます。

 
^  （格 22:11） 心の清さを愛し，話し方が魅力的な人は， 王を友とする。

 
^  （マタ 5:8） 心の純粋な人たちは幸福です。神を見るからです。

 
^  （コリ一 1:24） しかし，ユダヤ人であれギリシャ人であれ，招かれた人にとっては，キリストは神の力と知恵の証拠です。

 
^  （コリ一 1:30） 神によって，皆さんはキリスト･イエスと結ばれています。そしてキリストは私たちに神の知恵を明らかにし，私たちが正しいと認められ，神聖なものとされ，贖いによって解放されるようにしました。

 
^  （イザ 11:2） その者の上にエホバの聖なる力*がとどまる。 それにより知恵と理解を示し， 助言を与え，強くなり， 知識を得て，エホバを畏れる。

用語集参照。
 
^ ***目 14/5 16ページ 知恵が呼ばわっている ― 聞こえますか***
· 聖書は「史上最高の頒布数を誇る本である。他のどんな書物よりも頻繁に，そして数多くの言語に翻訳されてきた」とワールドブック百科事典（英語）は述べています。現在では，全訳か部分訳が，ほぼ2,600の言語で入手でき，人類の90％以上が読めるようになっています。
· [bookmark: citationsource37_6]知恵は，さらに文字どおりの意味でも「大声を上げて叫びつづけ（て）」います。マタイ 24章14節には，こう記されています。「王国のこの良いたよりは，あらゆる国民に対する証しのために，人の住む全地で宣べ伝えられるでしょう。それから[現在の世の]終わりが来るのです」。

^ （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。

 
^ ***教励 13ページ 抑揚をつける***
 
第10課
抑揚をつける
 
[bookmark: citationsource39_6]格言 8:3，4，7
ポイント: 声の大きさや高さ，話す速度を変えることによって，考えをはっきり伝え，家の人や聴衆の心を動かす。
どのように行うか:
· 声の大きさを変える。声を大きくすると，大切な点を強調したり，聞く人の心を動かしたりすることができます。神からの裁きに関する聖書の記述を読む時にも声量を増すとよいでしょう。声を小さくすると，期待を起こさせたり，恐れや不安の気持ちを伝えたりすることができます。

頻繁に声を大きくしないようにしましょう。聞く人は叱られているように感じるかもしれません。また，あまりにも大げさな話し方をして自分に注意を引かないでください。
· 声の高さを変える。言語にもよりますが，声を高くすると，熱意を表したり，大きさや距離を示したりすることができます。声を低くすると，悲しみや不安を表せます。
· 話す速度を変える。速く話すと，感動や喜びを伝えられます。ゆっくり話すと，大切な点を強調できます。

速さを急に変えないようにしましょう。聞く人が戸惑うからです。また，何を言っているかが伝わらないほど早口で話さないでください。

^ （格 8:3， 4） 町に通じる門の横，門の入り口で大声で叫び続ける。 4 「人々よ，私はあなた方に呼び掛けている。 皆*に向かって声を上げる。

直訳，「人々の子供たち」。
 
^ （格 8:7） 私の口は穏やかに真理を語り， 唇は邪悪なことを嫌悪するからである。

 
^ ***愛込 レッスン9 ポイント3***
3. 相手の言うことをよく聞く。思ったことや感じたことを自由に言える雰囲気をつくりましょう。相手が自分の気持ちや気掛かりなことを話してくれたり，反対意見を言ったりするとき，遮ったり軽く受け流したりしないでください。しっかり聞けば，相手を大事に思っていることが伝わります。

^ ***愛込 レッスン3 ポイント5***
5. 助けになる。相手の助けになりそうなことがあれば，積極的に行いましょう。親切にしたことがきっかけで会話が始まるかもしれません。

^ ***イ聖 記事160 イエスが神の子と呼ばれているのはなぜですか***
 
イエスが神の子と呼ばれているのはなぜですか
 
聖書の答え
[bookmark: citationsource40_5][bookmark: citationsource41_5][bookmark: citationsource42_4]聖書はたびたびイエスを「神の子」と呼んでいます。（ヨハネ 1:49）「神の子」という表現から，イエスが神によって創造されたこと，神がすべての命の創造者または命の源であることが分かります。（詩編 36:9。啓示 4:11）聖書は，人間が子どもを産むようにして神が父親になったわけではないことを教えています。
[bookmark: citationsource43_3][bookmark: citationsource44_3]聖書はまた，天使たちを「まことの神の子ら」と呼んでいます。（ヨブ 1:6）最初の人間アダムも「神の子」でした。（ルカ 3:38）しかし，イエスは神が最初に，また直接創造した唯一の存在なので，イエスが特別な意味で神の子だと聖書は述べています。
イエスは地上で生まれる前，天に住んでいましたか
イエスは地上に来る前，何をしていましたか
イエスは地上で生まれる前，天に住んでいましたか
[bookmark: citationsource45_2][bookmark: citationsource46_2]はい。人間として地上で生まれる前，イエスは天使でした。イエス自身，「わたしは……天から下って来た」と言いました。（ヨハネ 6:38; 8:23）
神はほかのすべてのものを創造する前にイエスを創造しました。聖書はイエスについてこう述べています。
· [bookmark: citationsource47_2] 「彼は……全創造物の初子」。（コロサイ 1:15）
· [bookmark: citationsource48_2] 彼は「神による創造の初めである者」。（啓示 3:14）
[bookmark: citationsource49_2][bookmark: citationsource50_2]イエスは，「その者の起こりは遠い昔から，定めのない昔の日からである」という預言を実現させました。（ミカ 5:2。マタイ 2:4-6）
イエスは地上に来る前，何をしていましたか
[bookmark: citationsource51_2]天で高い立場に就いていた。イエスは次の祈りの中でこの立場について述べました。「父よ，世がある前にわたしがみそばで持っていた栄光で，わたしを……栄光ある者としてください」。（ヨハネ 17:5）
[bookmark: citationsource52_2][bookmark: citationsource53_2]父がすべてのものを創造するのを助けた。イエスは神のそばで「優れた働き手」として働きました。（箴言 8:30）聖書はイエスについてこう述べています。「他のすべてのものは，天においても地においても……彼によって創造された」。（コロサイ 1:16）
[bookmark: citationsource54_2]神はイエスと一緒に，天使たちや宇宙など，他のすべてのものを創造しました。（啓示 5:11）神とイエスが協力したことは，ある面で設計者と施工者の関係に似ています。設計者は設計図を描き，施工者は設計図どおりに建設します。
[bookmark: citationsource55_2]神の言葉として仕えた。地上に来る前のイエスのことを聖書は「言葉」と呼んでいます。（ヨハネ 1:1）神はイエスを通して他の天使たちに指示や情報を伝達していたと思われます。
[bookmark: citationsource56_2][bookmark: citationsource57_2][bookmark: footnotesource1_5]また，イエスは地上の人間に対し，神の言葉の代弁者として行動していたようです。神はイエスを通して，エデンの園のアダムとエバに指示を与えたと思われます。（創世記 2:16，17）イエスは，荒野の古代イスラエル人を導いた天使であり，イスラエル人がしっかり従うべき声の主だったと考えられます。（出エジプト記 23:20-23）*
[bookmark: citationsource58_1][bookmark: citationsource59_1][bookmark: citationsource60_1]^  神が話す際に用いたのはイエスだけではありません。例えば，古代イスラエル人に律法を与えた時は，他の天使たちを用いました。（使徒 7:53。ガラテア 3:19。ヘブライ 2:2，3）

^  （ヨハ 1:49） それでナタナエルは言った。「ラビ，あなたは神の子です。イスラエルの王です」。

 
^  （詩 36:9） あなたは命の源。 あなたの光によって私たちは光を見ます。

 
^  （啓 4:11） 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。
 
^  （ヨブ 1:6） さて，真の神の子たち*が来てエホバの前に立つ日となった。サタンもそこに来た。

ヘブライ語の慣用句。神の天使たちを指す。
 
^  （ルカ 3:38） エノシュ，セツ，アダムに至る。そしてアダムは神の子であった。

 
^  （ヨハ 6:38） 私が天から下ってきたのは，自分の望むことではなく，私を遣わした方の望むことを行うためだからです。

 
^  （ヨハ 8:23） イエスはさらに言った。「あなた方は地上の領域の者ですが，私は天の領域の者です。あなた方はこの世界に属していますが，私はそうではありません。

 
^  （コロ 1:15） 神の子は，目に見えない神に似た者であり，全創造物の中の初子です。

 
^  （啓 3:14） ラオデキアにある会衆の使者に書き送りなさい。アーメンである者，忠実で真実な証人，神に最初に創造された者が，こう言います。

 
^  （ミカ 5:2） ベツレヘム･エフラタよ， ユダの氏族たちの中で最も小さいあなたから， 私のためにイスラエルで統治者になる者が出る。 その者の生まれは古く，遠い昔にさかのぼる。

 
^  （マタ 2:4-6） 王は民の祭司長と律法学者たち全員を集めると，キリストがどこで生まれることになっているのかを尋ねた。 5 その人たちは答えた。「ユダヤのベツレヘムです。預言者がこう書いています。 6 『ユダのベツレヘムよ，あなたは決してユダの統治者たち*の間で最も取るに足りない町ではない。統治する者*があなたから出て，私の民イスラエルの牧者となるからである』」。

または，「指導者たち」。
または，「指導者」。
 
^  （ヨハ 17:5） 父よ，人類が誕生する前に私があなたのそばで栄光を受けていたように，今，私をそばに置いて栄光をお与えください。

 
^  （格 8:30） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。

 
^  （コロ 1:16） なぜなら，他の全てのものは，天のものも地上のものも，神の子を通して創造されたからです。見えるものも見えないものも，王座や統治権や政府や権威もです。それらは全て，神の子を通して，神の子のために創造されました。

 
^  （啓 5:11） さらに見ていると，王座と生き物と長老たちの周りにいる多くの天使たちの声が聞こえた。天使たちの数は数万の数万倍，数千の数千倍だった。

 
^  （ヨハ 1:1） 初めに，言葉と呼ばれる方がいた。言葉は神と共にいて，言葉は神のようだった。

 
^  （創 2:16， 17） エホバ神は人にこう命じた。「庭園の全ての木の実を満足するまで食べてよい。 17 しかし，善悪の知識の木の実は，食べてはならない。それを食べた日にあなたは必ず死ぬからである」。

 
^  （出 23:20-23） 私はあなたの前を行く天使を送り，道中あなたを守らせ，私が用意した場所に連れていかせる。 21 彼の言うことに注意を払い，従いなさい。反逆してはならない。彼はあなたたちの違反を容赦しない。彼は私の名によって行動するからである。 22 しかし，あなたが彼の声にしっかり従い，私が言う全てのことを行うなら，私は，あなたに敵対する者に敵対し，あなたに対抗する者に対抗する。 23 私の天使はあなたの前を行き，あなたを，アモリ人，ヘト人，ペリジ人，カナン人，ヒビ人，エブス人の所に連れていく。私は彼らを滅ぼし尽くす。

 
^ （使徒 7:53） あなた方は，天使によって伝えられた律法を受けたのに，守りませんでした」。

 
^ （ガラ 3:19） では，律法はなぜあるのでしょうか。違反を明らかにするために付け加えられたのであり，約束を与えられた子孫*が来る時までのものでした。律法は天使たちを通して，仲介者の手によって伝えられました。

直訳，「種」。
 
^ （ヘブ 2:2， 3） 天使たちを通して語られた言葉が確立され，全ての違反と不従順な行いが公正に処罰されたのですから， 3 もし私たちがこれほど素晴らしい救いを軽視するなら，どうして処罰を逃れられるでしょうか。この救いについては，主が最初に語り，主の言葉を聞いた人たちが確かなものとして私たちに伝えました。

 
^ ***教励 4ページ 上手に話を切り出す***
 
第1課
上手に話を切り出す
 
使徒 17:22
ポイント: 上手に話を切り出すことにより，家の人や聴衆に興味を抱かせ，話題をはっきりさせ，その話題の大切さを理解してもらう。
どのように行うか:
· 興味を抱かせる。どんな質問や経験やニュースなどを使えるかを考えます。

家の人や聴衆がどんなことに興味を持ち，どんなことを気に掛けているかを前もって考えましょう。それに応じて話を切り出してください。
· 話題をはっきりさせる。話を切り出す際，何をどんな目的で話そうとしているかがはっきりと伝わるようにしましょう。
· その話題の大切さを理解してもらう。家の人や聴衆にとって必要なことを話し，「この話は自分のプラスになる」と感じられるようにします。

会衆での話を準備する際，「兄弟姉妹はどんな状況に置かれているだろうか」と考えましょう。それに応じて話を切り出してください。

宣教で
家の人がどんなことに興味を持っているかを知るため，その人のしていることや家の様子に目を向けましょう。それについて尋ねたり褒めたりして，会話を始めてください。

^ （使徒 17:22） パウロはアレオパゴスの真ん中に立って，こう言った。 「アテネの皆さん，私は皆さんがどんな点でも信心深いのを見ました。神々への畏れを他の人たちよりも抱いています。

 
^ ***喜歌 105番 「神は愛」***
 
105番
「神は愛」
 
[bookmark: citationsource62_1]（ヨハネ第一 4:7，8）
1. 愛の源のエホバは願う
神と隣人を愛するように
これこそ歩みを導く秘訣
常に倣いたい イエスの愛に
2. 神の後押しと真理への愛
失意の底から飛び立つ力
愛は親切で全てに耐える
常に示したい 仲間への愛
3. 怒り感じても それを捨て去り
真の愛により神に委ねる
これこそ歩みを導くおきて
常に倣いたい エホバの愛に
[bookmark: citationsource63_1][bookmark: citationsource64_1][bookmark: citationsource65_1]（マル 12:30，31; コリ一 12:31–13:8; ヨハ一 3:23も参照。）

^ （ヨハ一 4:7， 8） 愛する皆さん，引き続き愛し合いましょう。愛は神からのものだからです。愛する人は皆，神から生まれ，神を知っています。 8 愛さない人は，神をよく知りません。神は愛だからです。

 
^ （マル 12:30， 31） あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 31 第二はこうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。これらより重要なおきてはほかにありません」。

 
^ （コリ一 12:31-13:8） それでも，より優れた贈り物*を頂けるように努力し*続けてください。とはいえ，私は何よりも勝った道を皆さんに教えます。 
13 たとえ私が人間や天使のさまざまな言語を話しても，愛がなければ，うるさく鳴るどらや，やかましく響くシンバルのようです。 2 たとえ私が預言する能力を持ち，全ての神聖な秘密と全ての知識を理解していても，また，たとえ山を動かすほどの強い信仰を持っていても，愛がなければ無価値です*。 3 たとえ私が持ち物を全て差し出してほかの人が食物を得られるようにしても，また，たとえ体をなげうって自分を誇れるようにしても，愛がなければ何も得られません。 4 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず， 5 下品な振る舞いをせず，自分のことばかり考えず，いら立ちません。愛は傷つけられても根に持ちません。 6 愛は不正を喜ばないで，真実を喜びます。 7 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。 8 愛は決して絶えません。一方，預言する能力があっても，それは除き去られます。さまざまな言語があっても，それはなくなります。知識があっても，それは除き去られます。

または，「能力」。
または，「熱心であり」。
または，「役に立ちません」。
 
^ （ヨハ一 3:23） 神のおきてとは，私たちが神の子イエス･キリストの名に信仰を持ち，イエスから与えられたおきての通り愛し合うことです。

 
^ ***徹 196–197ページ 「カエサルに上訴します！」***
1，2. （ア）パウロは今どんな状況に置かれていますか。（イ）パウロがした上訴について，どんなことを知りたいと思いますか。
[bookmark: citationsource66_1][bookmark: citationsource67_1][bookmark: citationsource68_1][bookmark: citationsource69_1][bookmark: citationsource70_1]パウロは，まだカエサレアで厳重な監視下に置かれています。2年前にユダヤ地方に戻ってきましたが，戻って何日もたたないうちに少なくとも3回殺されそうになりました。（使徒 21:27-36; 23:10，12-15，27）これまでのところ難を逃れ，生き延びていますが，ユダヤ人たちは諦めていません。彼らが再び訴えてきて，パウロは命を失う恐れがあったので，ローマ総督のフェストに「カエサルに上訴します！」と言います。（使徒 25:11）
[bookmark: citationsource71_1]2 ローマ皇帝に上訴するというのは，エホバの考えに合った決定だったでしょうか。それをぜひ知りたいと思います。私たちも今の終わりの時代に，神の王国について徹底的に伝えているからです。「良い知らせを擁護し，その知らせを広める法的権利を得るために」どんなことができるか，パウロの例から学びましょう。（フィリ 1:7）
[bookmark: citationsource72_1]「裁きの座の前に立って」（使徒 25:1-12）
3，4. （ア）パウロをエルサレムに呼んでほしいというユダヤ人たちの要望には，どんな裏がありましたか。どんなことがあって，パウロは難を逃れることができましたか。（イ）パウロを支えたエホバは，私たちのことも支えてくれます。どのようにしてですか。
[bookmark: footnotesource2_3][bookmark: citationsource73_1]3 フェストはユダヤの総督になって3日後，エルサレムに行きます。* そこで，祭司長とユダヤ人の主立った人たちから，ある訴えを聞きます。パウロが重大な罪を犯したと言うのです。彼らは，フェストがローマから，ユダヤ人とうまくやっていくよう指図されているのを知っています。そこで，それに付け込んで相談を持ち掛け，パウロをエルサレムに呼んで，ここで裁判にかけてほしい，と言います。でもその要望には裏がありました。カエサレアからやって来る道の途中でパウロを殺す計画でした。フェストは要望には応じず，こう言います。「その男に悪い点が本当にあるなら，あなた方のうちの有力な人たちが私と一緒に[カエサレアに]来て，彼を訴えなさい」。（使徒 25:5）パウロはまたも難を逃れ，生き延びました。
[bookmark: citationsource74][bookmark: citationsource75]4 エホバはイエス･キリストを通して，パウロを試練の間ずっと支えました。例えば，幻の中でイエスがパウロに「勇気を出しなさい！」と言ったことがありました。（使徒 23:11）私たちも大変な目に遭ったり迫害を受けたりすることがあります。エホバは，問題を全部なくしてくれるわけではありませんが，やっていくための知恵や力をくれます。エホバは私たちのことを愛していて，「普通を超えた力」を必ず与えてくれます。（コリ二 4:7）

^  （使徒 21:27-36） その7日間が終わろうとしていた時，アジアから来たユダヤ人たちは，パウロが神殿にいるのを見て，群衆全体をあおり立て，パウロを捕まえて， 28 こう叫んだ。「イスラエルの人たち，手伝ってくれ！ この男は，至る所で，全ての人に，民と律法とこの場所に反することを教えている。その上，ギリシャ人を神殿に連れ込んで，この聖なる場所を汚すことさえしたのだ」。 29 その人たちは，以前にエフェソスの人トロフィモがパウロと一緒に都の中にいるのを見たため，パウロが彼を神殿に連れ込んだと思ったのである。 30 都全体が騒動になり，人々は駆け寄ってきてパウロを捕まえ，神殿の外に引きずり出した。それからすぐに戸が閉じられた。 31 パウロが殺されそうになっている間に，部隊の司令官の所に，エルサレム中が混乱しているとの知らせが届いた。 32 それで軍司令官はすぐに兵士と士官たちを連れて人々の所へと駆け降りた。人々は軍司令官と兵士たちが見えると，パウロを打ちたたくのをやめた。 33 そこで軍司令官は近づいてパウロを捕まえ，2本の鎖で縛るよう命じた。そして，彼が何者か，何をしたのかを尋ねた。 34 しかし，群衆があれこれ叫びだしたので，軍司令官は騒がしさのために確かなことが何も分からず，パウロを兵営に連れていくように命令した。 35 パウロが階段に差し掛かると，群衆に襲われないように兵士たちが担いでいかなければならなかった。 36 大勢の人が，「殺して*しまえ！」と叫びながら付いてきたのである。

または，「除き去って」。
 
^  （使徒 23:10） 論争が激しくなった時，軍司令官はパウロが殺されてしまうことを恐れ，兵士たちに，下りていってパウロを彼らから引き離し，兵営に連れていくよう命令した。

 
^  （使徒 23:12-15） 夜が明けると，ユダヤ人たちは皆で陰謀をたくらみ，パウロを殺すまでは食べたり飲んだりしないと誓った。 13 40人以上がそう誓って陰謀に加わっていた。 14 この人たちは祭司長と長老たちの所に行ってこう言った。「私たちは，パウロを殺すまでは何も食べないと厳粛に誓いました。 15 それで皆さんとサンヘドリンとで，彼の件を徹底的に調べたいふりをし，彼を連れてきてほしいと軍司令官に頼んでください。私たちは，彼が近くに来る前に，殺す段取りをしておきます」。

 
^  （使徒 23:27） この男はユダヤ人に捕らえられ，殺されるところでしたが，ローマ市民だと知りましたので，兵士たちを連れて急行し，救出しました。

 
^  （使徒 25:11） もし私が本当に悪人で，死刑に値することをしたのであれば，慈悲を求めたりはしません。しかし，私に対するこれらの人たちの訴えに何の根拠もないのであれば，好意の印として私を彼らに引き渡す権利は誰にもありません。カエサルに上訴します！」

 
^  （フィリ 1:7） 皆さんについてそのように考えるのは全く正しいことです。皆さんは私の心の中にいます。私と共に，神の惜しみない親切に促されて行動しているからです。拘禁されている私を支えてくれていますし，良い知らせを擁護し，その知らせを広める法的権利を得るために，協力してくれています。

 
^ （使徒 25:1-12） フェストはユダヤ州に入って治め始めて3日後に，カエサレアからエルサレムに上った。 2 すると，祭司長とユダヤ人の主立った人たちがパウロを訴えた。そしてフェストに願い出て， 3 好意の印としてパウロをエルサレムに呼んでくれるようにと求めた。道の途中でパウロを待ち伏せて殺すつもりだったのである。 4 しかしフェストは，パウロはカエサレアに拘束しておくべきだし，自分は間もなくそこへ戻ると答えた。 5 「だから，その男に悪い点が本当にあるなら，あなた方のうちの有力な人たちが私と一緒に来て，彼を訴えなさい」とフェストは言った。 6 こうして，フェストはそこで8日から10日ほどの間過ごしただけで，カエサレアに下り，次の日には裁きの座に座って，パウロを連れてくるように命令した。 7 パウロが入ってくると，エルサレムから来たユダヤ人たちは周りに立って重大な罪状をたくさん挙げたが，証明はできなかった。 8 一方，パウロはこう弁明した。「私は，ユダヤ人の律法に対しても，神殿に対しても，カエサルに対しても，何の罪も犯しておりません」。 9 フェストはユダヤ人に良く思われようとして，パウロにこう答えた。「エルサレムに上って，そこでこの件に関して私の前で裁きを受けることを望むか」。 10 しかしパウロは言った。「私はカエサルの裁きの座の前に立っており，ここで裁かれるのが当然です。ユダヤ人に悪いことは何もしていません。あなたも十分ご存じの通りです。 11 もし私が本当に悪人で，死刑に値することをしたのであれば，慈悲を求めたりはしません。しかし，私に対するこれらの人たちの訴えに何の根拠もないのであれば，好意の印として私を彼らに引き渡す権利は誰にもありません。カエサルに上訴します！」 12 そこでフェストは評議員会と話し合ってから，「あなたはカエサルに上訴した。カエサルのもとに行くように」と答えた。

 
^  （使徒 25:5） 「だから，その男に悪い点が本当にあるなら，あなた方のうちの有力な人たちが私と一緒に来て，彼を訴えなさい」とフェストは言った。

 
^  （使徒 23:11） しかしその夜，主イエスがパウロのそばに立って，言った。「勇気を出しなさい！ あなたは私についてエルサレムで徹底的に知らせてきました。同じようにローマでも知らせなければなりません」。

 
^  （コリ二 4:7） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。

 
^  「ローマの行政長官ポルキオ･フェスト」という囲みを参照。

^ ***徹 199ページ 「カエサルに上訴します！」***

ローマの行政長官ポルキオ･フェスト
ポルキオ･フェストについて書かれている資料として残っているのは，「使徒の活動」とフラウィウス･ヨセフスの著作だけです。フェストは58年ごろ，フェリクスの後を継いでユダヤの行政長官になりました。職務に就いてわずか2，3年後に亡くなったようです。
フェストは，前任のフェリクスや後任のアルビノスとは違い，おおむね理性的で有能な行政長官だったようです。フェストが着任した時，ユダヤには無法者が多くいました。「フェストは，その地方で治安を乱す者たちを正すことにした。それで，盗賊の大半を捕らえ，かなりの数の者を処刑した」とヨセフスは書いています。フェストの在任中，ユダヤ人は，神殿域の様子をアグリッパ王に見られないよう壁を建設しました。フェストは当初，それを取り壊すよう命じました。しかし後になってユダヤ人の要望に応じ，壁を残してよいかローマ皇帝ネロに尋ねることを許可しました。
フェストは，犯罪者や反乱を起こす人たちに断固とした措置を取ったようです。とはいえ，ユダヤ人と良い関係でいようとして，正義に反することもしました。少なくとも使徒パウロへの対応について，そういえます。

^ ***喜歌 7番 エホバは私たちの力***
 
7番
エホバは私たちの力
 
[bookmark: citationsource76]（イザヤ 12:2）
1. 優しい神エホバは
保護と救い与える
私たちは証人
告げる 神の知らせを
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
2. 喜びつつ仕える
神の光の中で
聖書読んで従い
望む 神の統治を
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
3. サタン 脅すとしても
命奪うとしても
私たちは負けない
選ぶ 神の主権を
（※ 繰り返し）
力の神エホバは
全能の主権者
昼も夜もあなたに
賛美捧げ 生きます
[bookmark: citationsource77][bookmark: citationsource78][bookmark: citationsource79]（サム二 22:3; 詩 18:2; イザ 43:12も参照。）

^ （イザ 12:2） 神は私を救う方。 私は信頼し，恐れない。 ヤハ*，エホバは，私に力を与え，守る方。 私を救ってくださった」。

エホバの短縮形。
 
^ （サム二 22:3） 私の神は私の岩。私が身を寄せる方。 私の盾，救いの角*，安全な避難所*。 私が逃げ込む場所，私の救い主。 あなたは私を乱暴な敵から救ってくださる。

または，「強力な救い主」。用語集参照。
または，「高台」。
 
^ （詩 18:2） エホバは私の大岩，私のとりで，私を助け出す方。 私の神は私の岩。私が身を寄せる方。 私の盾，救いの角*，安全な避難所*。

または，「強力な救い主」。用語集参照。
または，「高台」。
 
^ （イザ 43:12） エホバはこう宣言する。 「あなたたちの中にほかの神がいなかった時に， 私こそが，救うと告げ，実際に救い，そのことを知らせた。 それで，あなたたちは私の証人であり，私は神である。

 
[bookmark: pcitation1_6]^ ***イ道 236ページ–237ページ ベタニヤのシモンの家で食事をする***
 
101章
ベタニヤのシモンの家で食事をする
 
[bookmark: citationsource41_6][bookmark: citationsource42_5]マタイ 26:6-13 マルコ 14:3-9 ヨハネ 11:55–12:11
· イエスはエルサレム近くのベタニヤに戻る
· マリアはイエスに香油を注ぐ
イエスはエリコを出てベタニヤに向かいます。途中，険しい山道を20㌔も歩いて登らなければなりません。エリコは海面より250㍍ほど低い所，ベタニヤは海面より600㍍以上高い所にあります。ラザロは2人の姉妹たちとベタニヤの小さな村で暮らしています。エルサレムから約3㌔離れた，オリーブ山の東斜面にある村です。
[bookmark: citationsource43_4][bookmark: citationsource44_4][bookmark: citationsource45_3]過ぎ越しを祝うため，多くのユダヤ人がすでにエルサレムに到着しています。死体に触ったりすると汚れてしまうので，「儀式上の清めをするために」早く来るのです。（ヨハネ 11:55。民数記 9:6-10）早く着いて神殿に集まっている人たちは，イエスが過ぎ越しの祭りに来るかどうか予想し合っています。（ヨハネ 11:56）
[bookmark: citationsource46_3][bookmark: citationsource47_3]いろいろな意見が飛び交います。宗教指導者の中には，イエスを捕まえて殺したいと思っている人もいます。実際彼らは，イエスの居場所が分かったなら通報するよう命令していました。「イエスを捕まえるため」です。（ヨハネ 11:57）彼らは以前にも，ラザロを復活させた後にイエスを殺そうとしたことがあります。（ヨハネ 11:49-53）それで，そもそもイエスが人の大勢いる所に現れるかどうか分からない，と考える人もいます。
[bookmark: citationsource48_3]イエスは「過ぎ越しの6日前」の金曜日に，ベタニヤに到着します。（ヨハネ 12:1）日没と同時に新しい日（ニサン8日，安息日）が始まるので，イエスは金曜の夕方までにこの旅を終えていました。金曜の日没から土曜の日没までは安息日であり，安息日の旅行はユダヤ人の律法で禁じられていました。ですから，イエスがその間にエリコからベタニヤまで旅をしたとは考えられません。ベタニヤでは，以前と同じようにラザロの家に行ったものと思われます。
ベタニヤに住むシモンがイエスと友人たちを土曜の夕食に招待します。ラザロも招かれています。シモンは「重い皮膚病だった」とされています。きっとイエスに癒やしてもらったのでしょう。働き者のマルタは，彼女らしく客たちにこまやかな心配りをしています。マリアはというと，イエスに特別の気遣いを示します。しかし，今回はそれがきっかけで，ある議論を引き起こします。
[bookmark: citationsource49_3]マリアは，「香油，純粋のナルド[が]1ポンド」入っている雪花石こうの容器，つまり小さなつぼのふたを開けます。（ヨハネ 12:3）この香油は大変高価なもので，値段は1年分の給料（300デナリ）に相当します。その香油をマリアはイエスの頭と足に注ぎ，髪の毛で拭きます。すると家中に良い香りが広がります。
[bookmark: citationsource50_3][bookmark: citationsource51_3]ところが弟子たちは腹を立てて，「この香油をどうして無駄遣いするのか」と言います。（マルコ 14:4）ユダ･イスカリオテも，「どうしてこの香油を300デナリで売って，貧しい人たちに施しをしなかったのか」と批判します。（ヨハネ 12:5）ユダがそう言ったのは，貧しい人たちのことを本当に気に掛けていたからではなく，自分が管理していた弟子たちの金箱からお金を盗んでいたからです。
[bookmark: citationsource52_3]イエスはマリアをかばい，こう言います。「なぜこの女性を困らせようとするのですか。私に立派なことをしてくれたのです。貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません。この女性がこの香油を私の体に付けたのは，私が葬られる時のための準備です。はっきり言いますが，世界中どこでもこの良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。（マタイ 26:10-13）
[bookmark: citationsource53_3]イエスはベタニヤに1日以上滞在しているので，そのことが知れ渡り，大勢の人がイエスや「生き返らされたラザロ」を見るためにシモンの家にやって来ます。（ヨハネ 12:9）それを知ると祭司長たちは，イエスもラザロも殺そうと相談します。ラザロが生きていると，たくさんの人がイエスに信仰を抱いてしまうと考えているのです。本当に邪悪な人たちです。

· ユダヤ人たちは神殿で何について話していましたか。
· イエスがベタニヤに到着したのが土曜日ではなく金曜日だと言えるのはなぜですか。
· マリアのどんな行動がきっかけで議論が起きましたか。イエスはマリアをどのようにかばいましたか。
· 祭司長たちが非常に邪悪だと言えるのはなぜですか。

^ （マタ 26:6-13） イエスがベタニヤで，重い皮膚病だったシモンの家にいた時に， 7 白い石のつぼに入った高価な香油を持った女性が近づき，食事をして*いたイエスの頭に注ぎ始めた。 8 これを見た弟子たちは，憤って言った。「もったいないではないか。 9 これなら高く売れて，貧しい人たちに施しをすることができたのに」。 10 イエスはこれに気付いて弟子たちに言った。「なぜこの女性を困らせようとするのですか。私に立派なことをしてくれたのです。 11 貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません。 12 この女性がこの香油を私の体に付けたのは，私が葬られる時のための準備です。 13 はっきり言いますが，世界中どこでも良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。

または，「食卓で横になって」。
 
^ （マル 14:3-9） イエスがベタニヤで，重い皮膚病だったシモンの家で食事をして*いた時に，1人の女性が，白い石のつぼに入った香油を持ってやって来た。香油は純粋のナルドで，とても高価なものだった。女性はつぼの口を割り，イエスの頭に注ぎ始めた。 4 すると，何人かが憤って互いに言った。「香油がもったいないではないか。 5 この香油なら300デナリ以上で売れて，貧しい人たちに施しをすることができたのに！」 そして，その女性のことを非常に不快に感じていた*。 6 しかしイエスは言った。「この女性をそのままにしておきなさい。なぜ困らせようとするのですか。私に立派なことをしてくれたのです。 7 貧しい人たちはずっといて，いつでも望む時に善いことをしてあげられますが，私はずっといるわけではありません。 8 この女性は自分にできることをしました。私の体が葬られる時のために香油を注いだのです。 9 はっきり言いますが，世界中どこでも良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。

または，「食卓で横になって」。
または，「に腹立たしく語った」，「をとがめた」。
 
^ （ヨハ 11:55-12:11） ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいていたので，多くの人が儀式上の清めをするために，過ぎ越しの前に地方からエルサレムに上っていった。 56 人々はイエスを捜し，神殿内のあちこちに立って互いにこう言っていた。「どう思う。彼は祭りには来ないと思うか」。 57 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスがどこにいるかを知ったら通報するようにという命令を出していた。イエスを捕まえるためだった。 
12 イエスは過ぎ越しの6日前にベタニヤに到着した。そこには，イエスが生き返らせたラザロがいた。 2 イエスのためにそこで夕食会が設けられた。マルタは給仕していて，ラザロはイエスと一緒に食事をして*いる人々の中にいた。 3 その時マリアは，非常に高価な香油，純粋のナルドを300グラム持ってきて，イエスの足に注ぎ，髪の毛で拭いて乾かした。家は香油の香りでいっぱいになった。 4 しかし，弟子の1人で，イエスを裏切ろうとしていたユダ･イスカリオテが言った。 5 「どうしてこの香油を300デナリで売って，貧しい人たちに施しをしなかったのか」。 6 とはいえ，ユダがそう言ったのは，貧しい人たちのことを気に掛けていたからではなく，彼が泥棒で，管理していた金箱からよく盗んでいたからだった。 7 そこでイエスは言った。「マリアをそのままにしておきなさい。私が葬られる日のために行っているのです。 8 貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません」。 9 その間に，大勢のユダヤ人が，イエスがそこにいることを知ってやって来た。イエスだけではなく，生き返らされたラザロも見るためだった。 10 祭司長たちはラザロも殺そうと相談した。 11 ラザロのために，多くのユダヤ人がベタニヤへ行き，イエスに信仰を持つようになったからである。

または，「食卓で横になって」。
 
^  （ヨハ 11:55） ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいていたので，多くの人が儀式上の清めをするために，過ぎ越しの前に地方からエルサレムに上っていった。

 
^  （民 9:6-10） 死体に触って汚れたためにその日に過ぎ越しの犠牲を用意できない人たちがいた。その人たちがその日にモーセとアロンの前にやって来て， 7 こう言った。「私たちは死体に触って汚れています。でもどうして，ほかのイスラエル人と一緒に，決められた時にエホバへの捧げ物を捧げてはいけないのでしょうか」。 8 モーセは言った。「そこで待っていてください。あなたたちについてエホバが何と指示するか，私が聞きましょう」。 9 エホバはモーセに言った。 10 「イスラエル人にこう告げなさい。『あなたたちや後の世代の誰かが死体に触って汚れたり，遠くに旅に出たりしている場合でも，その人はエホバへの過ぎ越しの犠牲を用意しなければならない。

 
^  （ヨハ 11:56） 人々はイエスを捜し，神殿内のあちこちに立って互いにこう言っていた。「どう思う。彼は祭りには来ないと思うか」。

 
^  （ヨハ 11:57） 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスがどこにいるかを知ったら通報するようにという命令を出していた。イエスを捕まえるためだった。

 
^  （ヨハ 11:49-53） その年に大祭司だったカヤファという人がいて，こう言った。「皆さんは何も分かっていません。 50 国民全体が滅ぼされるよりも1人の人が民のために死ぬ方が皆さんにとってよい，ということを考えていません」。 51 カヤファはこれを独自の考えで言ったのではなく，その年に大祭司だったので預言していたのである。すなわち，イエスが国民のために死ぬこと， 52 しかもそれはこの国民のためだけではなく各地に散る神の子供たちを一つに集めるためでもあることを預言していたのである。 53 その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。

 
^  （ヨハ 12:1） イエスは過ぎ越しの6日前にベタニヤに到着した。そこには，イエスが生き返らせたラザロがいた。

 
^  （ヨハ 12:3） その時マリアは，非常に高価な香油，純粋のナルドを300グラム持ってきて，イエスの足に注ぎ，髪の毛で拭いて乾かした。家は香油の香りでいっぱいになった。

 
^  （マル 14:4） すると，何人かが憤って互いに言った。「香油がもったいないではないか。

 
^  （ヨハ 12:5） 「どうしてこの香油を300デナリで売って，貧しい人たちに施しをしなかったのか」。

 
^  （マタ 26:10-13） イエスはこれに気付いて弟子たちに言った。「なぜこの女性を困らせようとするのですか。私に立派なことをしてくれたのです。 11 貧しい人たちはずっといますが，私はずっといるわけではありません。 12 この女性がこの香油を私の体に付けたのは，私が葬られる時のための準備です。 13 はっきり言いますが，世界中どこでも良い知らせが伝えられる所では，この女性がしたことも語られ，思い起こされます」。

 
^  （ヨハ 12:9） その間に，大勢のユダヤ人が，イエスがそこにいることを知ってやって来た。イエスだけではなく，生き返らされたラザロも見るためだった。

 
^ ***イ道 238ページ–239ページ 子ロバに乗り，王としてエルサレムに入る***
 
102章
子ロバに乗り，王としてエルサレムに入る
 
[bookmark: citationsource55_3][bookmark: citationsource56_3][bookmark: citationsource57_3][bookmark: citationsource58_2]マタイ 21:1-11，14-17 マルコ 11:1-11 ルカ 19:29-44 ヨハネ 12:12-19
· イエスは王としてエルサレムに入る
· エルサレムの滅びが予告される
イエスはシモンの家で食事をした翌日，ニサン9日の日曜日に，弟子たちとベタニヤを出発してエルサレムに向かいます。オリーブ山にあるベテパゲのそばに来た時，イエスは弟子2人にこう言います。
[bookmark: citationsource59_2]「向こうに見えるあの村に行きなさい。すぐに，1頭のロバがつながれていて子ロバが一緒にいるのが見つかります。それらを解いて連れてきてください。何か言われたら，『主が必要としているのです』と言わなければなりません。そうすれば，すぐに行かせてくれます」。（マタイ 21:2，3）
[bookmark: citationsource60_2]弟子たちはイエスの指示に預言が関係していることに気付いていません。でも後になって，その指示がゼカリヤの預言を実現させるものだったことを理解します。その預言では，エルサレムに来る，神によって約束された王は「謙遜で，ロバに乗っている。雌ロバの子である子ロバに」と予告されていました。（ゼカリヤ 9:9）
[bookmark: citationsource61_2]弟子たちがベテパゲにやって来て，雌ロバと子ロバを連れていこうとすると，そこに立っていた人たちから，「子ロバを解いたりして何をしているのだ」と言われます。（マルコ 11:5）でも，主が必要としていると説明すると，許可してくれます。それで弟子たちは外衣をロバの親子に掛け，イエスは子ロバの方に乗ります。
[bookmark: citationsource62_2][bookmark: citationsource63_2]イエスがエルサレムに近づくにつれ，一緒に進んでいく人の数が増えていきます。多くの人たちが外衣を道路に敷いたり，「野原から葉の付いた枝」を切ってきて道に敷いたりします。そして，こう叫びます。「お救いください，この方を！ エホバの名によって来る方が祝福されますように！ 間もなく来る，私たちの父ダビデの王国が祝福されますように！」（マルコ 11:8-10）それを聞いたパリサイ派の人たちは腹を立て，「先生，あなたの弟子たちを叱ってください」と言います。するとイエスは，「あなた方に言いますが，この人たちが黙っているなら，石が叫ぶでしょう」と答えます。（ルカ 19:39，40）
[bookmark: citationsource64_2]イエスはエルサレムのそばまで来ると，その町を眺めて涙を流し，こう言います。「もしあなたが，そうです，あなたが，平和に関係する事をこの日に見分けていたなら ―。しかし今，それはあなたの目から隠されています」。エルサレムはどこまでも不従順でした。その代償は高くつきます。イエスはこう予告します。「敵があなたの周りに先のとがった杭で柵を築き，あなたを完全に包囲する時が来[ま]す。敵は，あなたとあなたの子供たちを滅ぼし尽くし，あなたの中で石を石の上に残したままにはしておきません」。（ルカ 19:42-44）その言葉通り，エルサレムは西暦70年に滅びます。
[bookmark: citationsource65_2][bookmark: citationsource66_2]イエスがエルサレムに入ると，町中の人が騒ぎ立ち，「これは誰か」と言います。それに対し人々は，「これは預言者イエス，ガリラヤのナザレから来た方だ！」と伝えていきます。（マタイ 21:10，11）イエスがラザロを復活させるのを見た人たちは，そのことを広めていきます。パリサイ派の人たちは何一つうまくいっていないことを嘆き，「誰もが彼に付いていってしまった」と言います。（ヨハネ 12:18，19）
[bookmark: citationsource67_2]イエスはエルサレムでそれまでしてきたように，神殿に行って人々を教えます。また，盲目の人や足の不自由な人を癒やします。祭司長と律法学者たちはその様子を見，男の子たちが神殿の中で，「お救いください，ダビデの子を！」と叫んでいるのを聞いて激怒します。そして，「子供たちが言っている事が聞こえるか」とイエスに言います。するとイエスは，「『あなたは子供や幼児の口から賛美を生じさせた』とあるのを読んだことがないのですか」と答えます。（マタイ 21:15，16）
イエスは神殿の中を全て見て回ります。そして時間が遅くなったので，弟子たちと神殿を離れ，ニサン10日になる前にベタニヤに戻り，そこで晩を過ごします。

· イエスは王として，いつまたどのような仕方でエルサレムに入りましたか。
· イエスはエルサレムを眺めた時，どんな気持ちになりましたか。それからどんな預言を語りましたか。
· イエスが神殿に行くとどんなことがありましたか。

^ （マタ 21:1-11） 一行はエルサレムに近づき，オリーブ山にあるベテパゲに着いた。その時，イエスは2人の弟子を遣わして， 2 こう言った。「向こうに見えるあの村に行きなさい。すぐに，1頭のロバがつながれていて子ロバが一緒にいるのが見つかります。それらを解いて連れてきてください。 3 何か言われたら，『主が必要としているのです』と言わなければなりません。そうすれば，すぐに行かせてくれます」。 4 このことは，預言者を通して語られたことが実現するために実際に起きた。こう言われていた。 5 「シオンに告げなさい。『あなたの王がやって来る。温和であり，ロバに乗っている。それも，荷ロバの子，子ロバに乗っている』」。 6 それで弟子たちは行き，イエスが指示した通りにした。 7 ロバと子ロバが連れてこられ，弟子たちはその上に自分の外衣を掛け，イエスが乗った。 8 群衆の多くは自分の外衣を道路に敷き，ほかの人たちは木の枝を切り落として道路に敷いていった。 9 さらに群衆は，イエスの前を行く人も後に続く人もこう叫び続けた。「お救いください，ダビデの子を！ エホバの名によって来る方が祝福されますように！ お救いください，この上なく高い所で！」 10 イエスがエルサレムに入ると，町中の人が騒ぎ立ち，「これは誰か」と言った。 11 群衆は，「これは預言者イエス，ガリラヤのナザレから来た方だ！」と告げていった。

 
^ （マタ 21:14-17） またイエスは，目が見えない人や足が不自由な人たちが来たので，治した。 15 祭司長と律法学者たちは，イエスがした驚くべき事柄や，「お救いください，ダビデの子を！」と神殿で叫んでいる少年たちを見て憤り， 16 イエスに言った。「子供たちが言っていることが聞こえるか」。イエスは言った。「はい。『あなたは，幼い子供たち*の口から賛美を生じさせた』とあるのを読んだことがないのですか」。 17 そして，その人たちを後に残し，都を出てベタニヤに行き，そこで夜を過ごした。

直訳，「幼い子供や乳児」。
 
^ （マル 11:1-11） さて，一行がエルサレムに近づいて，オリーブ山にあるベテパゲとベタニヤの近くまで来た時，イエスは弟子の2人を遣わして， 2 こう言った。「向こうに見えるあの村に行きなさい。そこに入るとすぐ，子ロバが1頭つながれているのが見つかります。まだ誰も乗ったことがないロバです。それを解いて連れてきてください。 3 もし誰かに，『なぜそんなことをしているのだ』と言われたら，『主が必要としているのです。すぐにここに返します』と言いなさい」。 4 そこで2人は出掛けていき，脇道沿いにある戸口の所に子ロバがつながれているのを見つけ，それを解いた。 5 そこに立っていた人の何人かに，「子ロバを解いたりして何をしているのだ」と言われたが， 6 2人がイエスから言われた通りに答えると，行かせてくれた。 7 イエスのもとに子ロバが連れてこられた。弟子たちはその上に自分の外衣を掛け，イエスが乗った。 8 また，多くの人は自分の外衣を道路に敷き，ほかの人たちは野原から葉の付いた枝を切り落としてきて，敷いた。 9 前を行く人も後に続く人もこう叫び続けた。「お救いください，この方を！ エホバの名によって来る方が祝福されますように！ 10 間もなく来る，私たちの父ダビデの王国が祝福されますように！ お救いください，この上なく高い所で！」 11 イエスはエルサレムに入って神殿に行き，全ての物を見て回った。しかし，もう時刻が遅かったので，12人と一緒にベタニヤに行った。

 
^ （ルカ 19:29-44） そして，オリーブ山にあるベテパゲとベタニヤの近くに来た時，弟子の2人を遣わして， 30 こう言った。「向こうに見えるあの村に行きなさい。そこに入ったら，子ロバが1頭つながれているのが見つかります。誰も乗ったことがないロバです。それを解いて連れてきてください。 31 もし誰かに，『なぜそれを解いているのだ』と尋ねられたら，『主が必要としているのです』と言わなければなりません」。 32 2人が出掛けていくと，イエスが言った通りだった。 33 子ロバを解いていると，その持ち主たちに，「なぜ子ロバを解いているのだ」と言われたが， 34 2人は，「主が必要としているのです」と言った。 35 イエスのもとに子ロバが引いてこられ，弟子たちはその上に自分の外衣を掛け，イエスを乗せた。 36 イエスが進んでいくと，人々は自分の外衣を道路に敷いていった。 37 イエスがオリーブ山を下る道路に近づくとすぐ，大勢の弟子たちは皆喜び，目にした全ての強力な行いのために大声で神を賛美し始めて， 38 こう言った。「エホバの名によって王として来る方が祝福されますように！ 天に平和が，この上なく高い所に栄光がありますように！」 39 しかし，パリサイ派のある人たちが群衆の中からイエスに言った。「先生，あなたの弟子たちを叱ってください」。 40 イエスは答えた。「あなた方に言いますが，この人たちが黙っているなら，石が叫ぶでしょう」。 41 イエスはエルサレムの近くに来た時，それを眺めて泣き悲しみ， 42 こう言った。「もしあなたが，そうです，あなたが，平和に関係することをこの日に見分けていたなら―。しかし今，それはあなたの目から隠されています。 43 敵があなたの周りに先のとがった杭で柵を築き，あなたを完全に包囲する*時が来るからです。 44 敵は，あなたとあなたの子供たちを滅ぼし尽くし，あなたの中で石を石の上に残したままにはしておきません。あなたが，検分されている時を見分けなかったからです」。

または，「完全に囲い込む」，「四方から攻め立てる」。
 
^ （ヨハ 12:12-19） 次の日，祭りに来ていた大勢の人たちは，イエスがエルサレムに来ることを聞いた。 13 そしてヤシの木の枝を取ってイエスを迎えに出て，こう叫び始めた。「お救いください，この方を！ エホバの名によって来る方，イスラエルの王が祝福されますように！」 14 イエスは，若いロバを見つけて乗った。こう書いてある通りである。 15 「恐れることはない，シオンよ。あなたの王が来る。ロバの子に乗っている」。 16 弟子たちは初めこれらのことを理解できなかったが，イエスが栄光を受けた時に，イエスについて書いてある通りのことが起きたということが分かった。 17 イエスがラザロを墓から呼び出して生き返らせるのを見た人々は，そのことを語り続けた。 18 それもあって，多くの人が，イエスがこの奇跡*を行ったことを聞いて，会いに行った。 19 それでパリサイ派の人たちは互いにこう言った。「全然うまくいかない。見なさい，誰も*が彼に付いていってしまった」。

直訳，「しるし」。
直訳，「世」。
 
^  （マタ 21:2， 3） こう言った。「向こうに見えるあの村に行きなさい。すぐに，1頭のロバがつながれていて子ロバが一緒にいるのが見つかります。それらを解いて連れてきてください。 3 何か言われたら，『主が必要としているのです』と言わなければなりません。そうすれば，すぐに行かせてくれます」。

 
^  （ゼカ 9:9） シオン*よ，大いに喜べ。 エルサレム*よ，勝利の叫びを上げよ。 あなたの王がやって来る。 救いをもたらす*正しい王だ。 謙遜で，ロバに乗っている。 雌ロバの子，子ロバ*に乗っている。

直訳，「シオンの娘」。
直訳，「エルサレムの娘」。
または，「勝利した」，「救われた」。
または，「雄ロバ」。
 
^  （マル 11:5） そこに立っていた人の何人かに，「子ロバを解いたりして何をしているのだ」と言われたが，

 
^  （マル 11:8-10） また，多くの人は自分の外衣を道路に敷き，ほかの人たちは野原から葉の付いた枝を切り落としてきて，敷いた。 9 前を行く人も後に続く人もこう叫び続けた。「お救いください，この方を！ エホバの名によって来る方が祝福されますように！ 10 間もなく来る，私たちの父ダビデの王国が祝福されますように！ お救いください，この上なく高い所で！」

 
^  （ルカ 19:39， 40） しかし，パリサイ派のある人たちが群衆の中からイエスに言った。「先生，あなたの弟子たちを叱ってください」。 40 イエスは答えた。「あなた方に言いますが，この人たちが黙っているなら，石が叫ぶでしょう」。

 
^  （ルカ 19:42-44） こう言った。「もしあなたが，そうです，あなたが，平和に関係することをこの日に見分けていたなら―。しかし今，それはあなたの目から隠されています。 43 敵があなたの周りに先のとがった杭で柵を築き，あなたを完全に包囲する*時が来るからです。 44 敵は，あなたとあなたの子供たちを滅ぼし尽くし，あなたの中で石を石の上に残したままにはしておきません。あなたが，検分されている時を見分けなかったからです」。

または，「完全に囲い込む」，「四方から攻め立てる」。
 
^  （マタ 21:10， 11） イエスがエルサレムに入ると，町中の人が騒ぎ立ち，「これは誰か」と言った。 11 群衆は，「これは預言者イエス，ガリラヤのナザレから来た方だ！」と告げていった。

 
^  （ヨハ 12:18， 19） それもあって，多くの人が，イエスがこの奇跡*を行ったことを聞いて，会いに行った。 19 それでパリサイ派の人たちは互いにこう言った。「全然うまくいかない。見なさい，誰も*が彼に付いていってしまった」。

直訳，「しるし」。
直訳，「世」。
 
^  （マタ 21:15， 16） 祭司長と律法学者たちは，イエスがした驚くべき事柄や，「お救いください，ダビデの子を！」と神殿で叫んでいる少年たちを見て憤り， 16 イエスに言った。「子供たちが言っていることが聞こえるか」。イエスは言った。「はい。『あなたは，幼い子供たち*の口から賛美を生じさせた』とあるのを読んだことがないのですか」。

直訳，「幼い子供や乳児」。
 
^ ***イ道 240ページ–241ページ 神殿を再び清める***
 
103章
神殿を再び清める
 
[bookmark: citationsource69_2][bookmark: citationsource70_2][bookmark: citationsource71_2][bookmark: citationsource72_2]マタイ 21:12，13，18，19 マルコ 11:12-18 ルカ 19:45-48 ヨハネ 12:20-27
· イエスはイチジクの木に災いを宣告し，神殿を清める
· 多くの人に命を与えるために，イエスは死ななければならない
イエスと弟子たちはエリコを出てベタニヤに着き，そこに3泊します。そして，ニサン10日の月曜日の早朝にエルサレムに向かいます。イエスは空腹だったので，イチジクの木を見つけて近寄ります。実はあったでしょうか。
[bookmark: citationsource73_2]今は3月の終わりごろで，イチジクが実を付けるのは6月以降です。でも，この木は普通よりも早く葉を付けています。ですからイエスは，季節外れの食べ頃の実がなっているのではないかと思います。しかし，期待は外れました。葉が出ていたので実はあるはずなのに，一つもなかったのです。それでイエスは，「もう二度と実がならないように」と言います。（マルコ 11:14）すると，イチジクの木はすぐに枯れ始めます。その意味は次の日の朝に明らかになります。
[bookmark: citationsource74_1][bookmark: citationsource75_1]しばらくして，イエスと弟子たちはエルサレムに到着します。イエスは前の日の午後，神殿をあちこち見て回りましたが，今度はそれだけでは終わりません。3年前の西暦30年の過ぎ越しの時と同じような行動を取ったのです。（ヨハネ 2:14-16）「神殿で売り買いしている人たち」を追い出し，「両替屋の台と，ハトを売る人の腰掛けを倒」します。（マルコ 11:15）物を運ぶために近道して神殿の中庭を通ることも，許しません。
[bookmark: citationsource76_1]神殿で両替したり売り買いしたりしている人たちにイエスがこれほどの行動を取ったのはなぜですか。イエスは言います。「『私の家は全ての国の人々のための祈りの家と呼ばれる』と書いてあるではありませんか。それなのに，あなた方はそれを強盗の洞窟としました」。（マルコ 11:17）イエスは彼らを強盗と呼びました。彼らが，犠牲用の動物を買う必要のある人たちに途方もなく高額の料金を請求していたからです。イエスはそういうやり方を，ゆすりや強盗と考えています。
祭司長，律法学者，民の主立った人たちは，イエスが行ったことを聞いて，イエスを殺す決意をますます固めます。しかし，1つ問題がありました。どうしたらイエスを殺せるか，その方法が分かりません。イエスの周りには，話を聞こうとして人だかりができているからです。
過ぎ越しの祭りには，ユダヤ人だけでなく改宗者，つまりユダヤ教の信者になった人たちもやって来ます。その中にはギリシャ人たちもいて，フィリポを通してイエスに面会を申し込みます。フィリポというギリシャ名が気に入ったのかもしれません。しかしフィリポは，彼らをイエスに会わせてよいかどうか判断がつかなかったようです。それでアンデレに相談し，2人でイエスに知らせに行きます。イエスはまだ神殿にいるはずです。
[bookmark: citationsource77_1]イエスは自分が数日後に死ぬことを知っています。ですから，今は人々の好奇心を満足させたり人気集めをしたりする時ではありません。それでフィリポとアンデレに例えを使って，こう答えます。「人の子が栄光を受ける時が来ました。はっきり言っておきます。1粒の小麦は地面に落ちて死なない限り，ただ1粒のままです。しかし，死ぬなら，多くの実を結びます」。（ヨハネ 12:23，24）
[bookmark: citationsource78_1]1粒の小麦はわずかな価値しかないように見えます。それでも，種が土に落ちて「死ぬ」なら，芽を出して成長し，やがて多くの実を結びます。完全であったイエスも1人の人間ですが，神に忠実を保って死ぬなら，多くの人に命を与える経路となります。イエスのように進んで自分を差し出す人たちに，永遠の命を与えることができるのです。それでイエスはこう語ります。「自分の命に執着する人はそれを失いますが，この世で自分の命を惜しまない人は，それを保って永遠の命を得ます」。（ヨハネ 12:25）
[bookmark: citationsource79_1]イエスは自分のことだけを考えて話していたのではありません。こう言ったからです。「私に仕えようと思う人は，私の後に従いなさい。私がいる所にその人もいることになります。私に仕えようと思う人は，天の父に尊ばれます」。（ヨハネ 12:26）素晴らしい報いです。天の父に尊ばれる人は，王国でキリストの仲間となるのです。
[bookmark: citationsource80]イエスは，間もなく経験する大きな苦しみと死について考え，「今私の心は騒ぎます。何と言えばよいのでしょう。父よ，私をこの事態から救い出してください」と祈ります。でもイエスは，逃げたがっているのではありません。それで，「しかしやはり，私はまさにこのために来たのです」と言います。（ヨハネ 12:27）イエスは，神の目的全てに同意しており，自分が犠牲の死を遂げることも受け入れています。

· まだイチジクの実がなる季節ではなかったのに，イエスが実を期待したのはなぜですか。
· イエスが神殿で商売をしていた人を「強盗」と呼んだのは，なぜ正しいことですか。
· イエスはどのような意味で1粒の小麦のようですか。イエスは間もなく経験する自分の苦しみと死について，どう感じていましたか。

^ （マタ 21:12， 13） イエスは神殿に入り，神殿で売り買いしている人を皆追い出し，両替屋の台と，ハトを売る人のベンチを倒した。 13 そして言った。「『私の家は祈りの家と呼ばれる』と書いてあるのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしています」。

 
^ （マタ 21:18， 19） イエスは朝早く都に戻る途中，空腹を感じた。 19 道端にイチジクの木を見つけ，そこに行ったが，葉のほかには何も見当たらなかった。それで，「もう二度と実を結ばないように」と言うと，イチジクの木は一瞬で枯れた。

 
^ （マル 11:12-18） 次の日，一行がベタニヤを出てくる時，イエスは空腹を感じた。 13 そして，遠くから，葉を付けたイチジクの木を見つけ，実がなっていないかと見に行った。しかし，近づいてみると，葉のほかには何も見当たらなかった。イチジクの季節ではなかったのである。 14 そこでイエスは木に向かって言った。「もう二度と実を付けないように」。弟子たちはそれを聞いていた。 15 一行はエルサレムに来た。イエスは神殿に入り，神殿で売り買いしている人たちを追い出し始め，両替屋の台と，ハトを売る人のベンチを倒した。 16 また，神殿を通って物を運ぶことを誰にも許そうとしなかった。 17 そして，「『私の家は全ての国の人々のための祈りの家と呼ばれる』と書いてあるではありませんか。それなのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしました」と言って教えていた。 18 祭司長と律法学者たちはそれを聞き，どうしたらイエスを殺せるかを考えるようになった。イエスを恐れていたのである。群衆が皆イエスの教えに大変驚いていたからである。

 
^ （ルカ 19:45-48） それからイエスは神殿に入り，物を売っている人たちを追い出し始め， 46 こう言った。「『私の家は祈りの家となる』と書いてあるのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしました」。 47 イエスは神殿で毎日教え続けた。しかし，祭司長と律法学者および民の主立った人たちは，イエスを殺そうとしていた。 48 とはいえ，その方法が見つからなかった。民が皆イエスの言葉を聞こうとしてずっと離れずにいたからである。

 
^ （ヨハ 12:20-27） さて，崇拝のために祭りに来た人々の中にギリシャ人たちがいた。 21 その人たちは，ガリラヤのベツサイダの人フィリポの所に来て，「イエスに会いたいのですが」と頼み始めた。 22 フィリポは行ってアンデレに伝え，2人は行ってイエスに伝えた。 23 イエスはこう答えた。「人の子が栄光を受ける時が来ました。 24 はっきり言っておきます。1粒の小麦は地面に落ちて死なない限り，ただ1粒のままです。しかし，死ぬなら，多くの実を結びます。 25 自分の命に執着する人はそれを失いますが，この世界で自分の命を惜しまない人は，それを保って永遠の命を得ます。 26 私に仕えようと思う人は，私の後に従いなさい。私がいる所にその人もいることになります。私に仕えようと思う人は，天の父に尊ばれます。 27 今，私の心は騒いでいます。何と言えばよいのでしょう。父よ，私をこの事態から救い出してください。しかしやはり，私はまさにこのために来たのです。

 
^  （マル 11:14） そこでイエスは木に向かって言った。「もう二度と実を付けないように」。弟子たちはそれを聞いていた。

 
^  （ヨハ 2:14-16） そして神殿で，牛や羊やハトを売る人たちと，座っている両替人たちを目にした。 15 それで，縄でむちを作ると，羊や牛と一緒にその人たちを皆神殿から追い出し，両替屋の硬貨をまき散らし，彼らの台を倒した。 16 そして，ハトを売る人たちに言った。「これらの物を運び出しなさい！ 私の父の家を商売の家にするのはやめなさい！」

 
^  （マル 11:15） 一行はエルサレムに来た。イエスは神殿に入り，神殿で売り買いしている人たちを追い出し始め，両替屋の台と，ハトを売る人のベンチを倒した。

 
^  （マル 11:17） そして，「『私の家は全ての国の人々のための祈りの家と呼ばれる』と書いてあるではありませんか。それなのに，あなた方はそれを強盗のすみかとしました」と言って教えていた。

 
^  （ヨハ 12:23， 24） イエスはこう答えた。「人の子が栄光を受ける時が来ました。 24 はっきり言っておきます。1粒の小麦は地面に落ちて死なない限り，ただ1粒のままです。しかし，死ぬなら，多くの実を結びます。

 
^  （ヨハ 12:25） 自分の命に執着する人はそれを失いますが，この世界で自分の命を惜しまない人は，それを保って永遠の命を得ます。

 
^  （ヨハ 12:26） 私に仕えようと思う人は，私の後に従いなさい。私がいる所にその人もいることになります。私に仕えようと思う人は，天の父に尊ばれます。

 
^  （ヨハ 12:27） 今，私の心は騒いでいます。何と言えばよいのでしょう。父よ，私をこの事態から救い出してください。しかしやはり，私はまさにこのために来たのです。

 
^ ***イ道 242ページ–243ページ ユダヤ人は神の声を聞いて信仰を示すか***
 
104章
ユダヤ人は神の声を聞いて信仰を示すか
 
ヨハネ 12:28-50
· 多くの人が神の声を聞く
· 裁きの根拠
[bookmark: citationsource82]ニサン10日の月曜日，イエスは自分の死が迫っていることについて話します。神の評判に傷が付くことを心配したイエスは，「父よ，お名前を栄光あるものとしてください」とお願いします。すると天から大きな声がして，「私はすでにそれを栄光あるものとし，再び栄光あるものとする」と言います。（ヨハネ 12:27，28）
[bookmark: citationsource83]そばにいた人々は動揺します。雷の音だと考えた人も，「天使が彼に話し掛けたのだ」と言う人もいます。（ヨハネ 12:29）しかし，人々が聞いたのはエホバの声でした。イエスに関して話す神の声を人間が聞いたのは，これが最初ではありません。
[bookmark: citationsource84][bookmark: citationsource85]その3年半前，バプテストのヨハネも神の声を聞いています。イエスがバプテスマを受けた時に，「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる」という声がしたのです。また，西暦32年の過ぎ越しの後，ヤコブとヨハネとペテロも，目の前でイエスの姿が変わった時に，神がこう言うのを聞きました。「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる。彼の言うことを聞きなさい」。（マタイ 3:17; 17:5）しかし3度目の今回，エホバは大勢の人が聞けるように語っています。
[bookmark: citationsource86]イエスは，「この声がしたのは，私のためではなく，皆さんのためです」と言います。（ヨハネ 12:30）この神の声は，イエスがまさしく神の子，予告されたメシアであることの証拠です。
[bookmark: citationsource87]イエスの忠実な生き方により，人はどう生きるべきかが示されました。また，世の支配者サタンは滅ぼされるべきであることもはっきりしました。イエスは言います。「今，この世の裁きがなされています。もうこの世の支配者は追い出されます」。イエスの死は敗北ではなく勝利です。その理由は，「私の方は，地から上げられたなら，あらゆる人を私に引き寄せます」というイエスの言葉から分かります。（ヨハネ 12:31，32）イエスは杭に掛けられて死ぬことにより，人々を自分に引き寄せ，永遠の命への道を開きます。
[bookmark: citationsource88]人々は，「上げられ[る]」という言葉を聞いてこう尋ねます。「私たちは，キリストが永久にとどまると律法にあるのを聞きました。人の子が上げられなければならないと言うのはなぜですか。人の子とは誰ですか」。（ヨハネ 12:34）イエスが本当に神の子であり，約束されたメシアである証拠はたくさんあります。神の声がしたのもその1つです。でも，ほとんどの人は信じません。
[bookmark: citationsource89][bookmark: citationsource90][bookmark: citationsource91][bookmark: citationsource92]イエスは再び，自分は「光」であると言います。（ヨハネ 8:12; 9:5）そして人々にこう勧めます。「光はもうしばらく皆さんの間にあります。光があるうちに歩きなさい。闇に征服されないためです。……光があるうちに光に信仰を抱きなさい。光の子となるためです」。（ヨハネ 12:35，36）そう言ってから，身を隠します。ニサン10日は死ぬべき日ではないからです。「上げられ[る]」，つまり杭にくぎ付けにされるのは，ニサン14日の過ぎ越しの日でなければなりません。（ガラテア 3:13）
[bookmark: citationsource93][bookmark: citationsource94]イエスの伝道活動を振り返ると分かりますが，ユダヤ人がイエスに信仰を示さないことによって，預言が実現しています。イザヤの預言によると，人々は目を見えなくされ，心を固くされるので，生き方を変えて癒やされるということがありません。（イザヤ 6:10。ヨハネ 12:40）ほとんどのユダヤ人は頑固で，イエスが約束された救出者であり命の道である証拠を認めないのです。
[bookmark: citationsource95]しかし，ニコデモ，アリマタヤのヨセフ，そして多くの支配者たちがイエスに「信仰を持」ちます。では，その信仰を行動に表しますか。それとも，会堂から追放されることを恐れて，あるいは「人からの称賛を愛し」て，ためらうでしょうか。（ヨハネ 12:42，43）
[bookmark: citationsource96][bookmark: citationsource97]イエスに信仰を持つとはどういうことか，イエス自身が説明しています。「私に信仰を持つ人は，私だけでなく，私を遣わした方にも信仰を持ちます。また，私を見る人は，私を遣わした方をも見ます」。イエスが神から教えられ，人々に伝えている真理は，非常に大切なものです。ですからイエスはこう語ります。「私を無視して私の言葉を受け入れない人には，その人を断罪するものがあります。私が話した言葉です。それが終わりの日に断罪するのです」。（ヨハネ 12:44，45，48）
[bookmark: citationsource98][bookmark: citationsource99]それから，こう締めくくります。「私は自分の考えで話したのではなく，私を遣わした天の父が，何を言い何を教えるべきかを命じました。私は，永遠の命を得るには父のおきてに従う必要があることを知っています」。（ヨハネ 12:49，50）イエスは，自分に信仰を抱く人のために，間もなく自分の血を犠牲として注ぎ出すことを知っているのです。（ローマ 5:8，9）

· イエスに関して話す神の声が聞こえたことは3回ありました。どんな時ですか。
· どんな支配者たちがイエスに信仰を持ちましたか。彼らが信仰を行動に表さなかったのはなぜですか。
· 人々は，何に基づいて「終わりの日」に断罪されますか。

^ （ヨハ 12:28-50） 父よ，お名前を栄光あるものとしてください」。すると，天から声があった。「私はすでにそれを栄光あるものとし，再び栄光あるものとする」。 29 そこに立っていた群衆はそれを聞いて，雷が鳴ったのだと言いだした。「天使が彼に話し掛けたのだ」と言う人もいた。 30 それに対してイエスは言った。「この声がしたのは，私のためではなく，皆さんのためです。 31 今，この世は裁かれています。もうこの世の支配者は追い出されます。 32 私の方は，地面から上げられたなら，あらゆる人を私に引き寄せます」。 33 イエスは，自分がどんな死を遂げようとしているかを示すためにそう言っていた。 34 それに対して群衆は言った。「私たちは，キリストが永久にとどまると律法にあるのを聞きました。人の子が上げられなければならないと言うのはなぜですか。人の子とは誰ですか」。 35 イエスは言った。「光はもうしばらく皆さんの間にあります。光があるうちに歩きなさい。闇に征服されないためです。闇の中を歩く人は，自分がどこへ行くのかを知りません。 36 光があるうちに光に信仰を抱きなさい。光の子となるためです」。 イエスはこれらのことを言って去っていき，身を隠した。 37 イエスが人々の前で非常に多くの奇跡を行ってきたのに，人々はイエスに信仰を持たず， 38 預言者イザヤのこの言葉が実現した。「エホバ，私たちから聞いた事*に誰が信仰を持ったでしょうか。エホバの力は誰に示されたでしょうか」。 39 イザヤは，彼らが信じることができなかった理由について，こうも言っている。 40 「私は彼らの目を見えなくし，彼らの心を固くさせた。彼らが目で見ず，心で理解せず，生き方を変えず，私が彼らを癒やすことのないためである」。 41 イザヤはキリストの栄光を見たので，彼についてこれらのことを語った。 42 実際には，多くの支配者たちもイエスに信仰を持った。しかしパリサイ派を恐れて，会堂から追放されないために，公言しようとはしなかった。 43 神からの称賛*よりも人からの称賛*を愛したのである。 44 イエスは大声で言った。「私に信仰を持つ人は，私だけでなく，私を遣わした方にも信仰を持ちます。 45 また，私を見る人は，私を遣わした方をも見ます。 46 私は光として世に来ました。私に信仰を持つ人が誰も闇の中にとどまることのないためです。 47 とはいえ，私の言葉を聞いて守らない人がいても，私は裁きません。私が来たのは，世を断罪するためではなく，世を救うためだからです。 48 私を無視して私の言葉を受け入れない人は裁かれます。私が話した言葉が終わりの日に裁くのです。 49 私は自分の考えで話したのではなく，私を遣わした天の父が，何を言い何を教えるべきかを命じました。 50 私は，永遠の命を得るには父のおきてに従う必要がある*ことを知っています。それで，何でも父から告げられた通りに話しています」。

または，「私たちの知らせ」。
または，「是認」。
または，「是認」。
または，「父のおきてが永遠の命である」。
 
^  （ヨハ 12:27， 28） 今，私の心は騒いでいます。何と言えばよいのでしょう。父よ，私をこの事態から救い出してください。しかしやはり，私はまさにこのために来たのです。 28 父よ，お名前を栄光あるものとしてください」。すると，天から声があった。「私はすでにそれを栄光あるものとし，再び栄光あるものとする」。

 
^  （ヨハ 12:29） そこに立っていた群衆はそれを聞いて，雷が鳴ったのだと言いだした。「天使が彼に話し掛けたのだ」と言う人もいた。

 
^  （マタ 3:17） さらに天から声がした。「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる」。

 
^  （マタ 17:5） ペテロがまだ話しているうちに，明るい雲が皆を覆った。そして何と，雲の中から声があって，「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる。彼の言うことを聞きなさい」と言った。

 
^  （ヨハ 12:30） それに対してイエスは言った。「この声がしたのは，私のためではなく，皆さんのためです。

 
^  （ヨハ 12:31， 32） 今，この世は裁かれています。もうこの世の支配者は追い出されます。 32 私の方は，地面から上げられたなら，あらゆる人を私に引き寄せます」。

 
^  （ヨハ 12:34） それに対して群衆は言った。「私たちは，キリストが永久にとどまると律法にあるのを聞きました。人の子が上げられなければならないと言うのはなぜですか。人の子とは誰ですか」。

 
^  （ヨハ 8:12） イエスは再び語った。「私は世の光です。私の後に従う人は決して闇の中を歩むことがなく，命を与える光を持つようになります」。

 
^  （ヨハ 9:5） 私は世にいる間，世の光です」。

 
^  （ヨハ 12:35， 36） イエスは言った。「光はもうしばらく皆さんの間にあります。光があるうちに歩きなさい。闇に征服されないためです。闇の中を歩く人は，自分がどこへ行くのかを知りません。 36 光があるうちに光に信仰を抱きなさい。光の子となるためです」。 イエスはこれらのことを言って去っていき，身を隠した。

 
^  （ガラ 3:13） キリストは私たちを買い取ってくださいました。「杭に掛けられる人は皆，災いを被っている*」と書かれている通り，私たちの代わりに災いを被ることによって，私たちを律法の災いから解放してくださったのです。

または，「忌まわしい」。
 
^  （イザ 6:10） この民の心を鈍くし， 耳をよく聞こえなくし， 目を閉ざしなさい。 彼らは目で見ることも， 耳で聞くことも， 心で理解することもなく， 私のもとに帰らず，癒やされることはない」。

 
^  （ヨハ 12:40） 「私は彼らの目を見えなくし，彼らの心を固くさせた。彼らが目で見ず，心で理解せず，生き方を変えず，私が彼らを癒やすことのないためである」。

 
^  （ヨハ 12:42， 43） 実際には，多くの支配者たちもイエスに信仰を持った。しかしパリサイ派を恐れて，会堂から追放されないために，公言しようとはしなかった。 43 神からの称賛*よりも人からの称賛*を愛したのである。

または，「是認」。
または，「是認」。
 
^  （ヨハ 12:44， 45） イエスは大声で言った。「私に信仰を持つ人は，私だけでなく，私を遣わした方にも信仰を持ちます。 45 また，私を見る人は，私を遣わした方をも見ます。

 
^  （ヨハ 12:48） 私を無視して私の言葉を受け入れない人は裁かれます。私が話した言葉が終わりの日に裁くのです。

 
^  （ヨハ 12:49， 50） 私は自分の考えで話したのではなく，私を遣わした天の父が，何を言い何を教えるべきかを命じました。 50 私は，永遠の命を得るには父のおきてに従う必要がある*ことを知っています。それで，何でも父から告げられた通りに話しています」。

または，「父のおきてが永遠の命である」。
 
^  （ロマ 5:8， 9） しかしキリストは，私たちがまだ罪人だった間に，私たちのために死んでくださいました。そのことにより，神はご自分の愛を私たちに示してくださっています。 9 それで，今や私たちは，キリストの血によって正しいと認められたのですから，ましてこの方を通して憤りから救われるはずです。

 
^ ***イ道 244ページ–245ページ イチジクの木を使って信仰について教える***
 
105章
イチジクの木を使って信仰について教える
 
[bookmark: citationsource101][bookmark: citationsource102]マタイ 21:19-27 マルコ 11:19-33 ルカ 20:1-8
· 枯れたイチジクの木から信仰について教える
· イエスの権威が批判される
イエスは月曜日の午後にエルサレムを出て，オリーブ山の東斜面にあるベタニヤに戻ります。友人のラザロとマリアとマルタの家に泊まるようです。
ニサン11日の朝を迎えました。イエスと弟子たちは再びエルサレムに向かいます。イエスが神殿で過ごすのは今回が最後です。また，人々に伝道するのもこの日が最後です。その後しばらくして，過ぎ越しを祝い，自分の死の記念式を制定し，裁判を受けて処刑されることになっています。
[bookmark: citationsource103]ベタニヤからオリーブ山を通ってエルサレムに向かう途中，ペテロがあのイチジクの木に気付きます。昨日の朝イエスから災いを宣告された木です。それで，「ラビ，見てください！ あなたが災いを宣告したイチジクの木が枯れています」と大声で言います。（マルコ 11:21）
[bookmark: citationsource104][bookmark: citationsource105]それにしても，どうしてイエスはこの木を枯らしたのでしょうか。その理由は，次のイエスの言葉から分かります。「はっきり言います。信仰を持って疑わないなら，私がイチジクの木にしたようなことができるだけでなく，この山に，『持ち上がって海に入れ』と言っても，そうなります。信仰を持って祈り求めるもの全てを受けるのです」。（マタイ 21:21，22）ここでイエスは，信仰は山をも動かせるという教訓をもう一度取り上げているのです。（マタイ 17:20）
[bookmark: citationsource106]イエスはイチジクの木を実際に枯らすことにより，神に信仰を持つことの必要性を教えました。こう言っています。「祈って求めることは皆すでに与えられたという信仰を持ちなさい。そうすれば，それを受けることになります」。（マルコ 11:24）イエスの弟子たち全てにとって大切な教えですが，使徒たちにとってはまさにタイムリーなものでした。間もなく試練に直面するからです。さらに，枯れたイチジクの木は信仰の質について別のことも教えています。
イスラエル国民はこのイチジクの木のように，見掛けと中身が違っていました。彼らは神と契約を結んでおり，律法を守っているように見えましたが，国民全体としては信仰に欠け，良い実を結んでいませんでした。さらに神の子を退けることまでしました。ですからイエスは，実を結ばないイチジクの木を枯らすことにより，実を結ばない信仰に欠けた国民が最後はどうなるかを示したのです。
[bookmark: citationsource107]しばらくして，イエスと弟子たちはエルサレムに入ります。イエスはこれまでと同じように神殿に行き，人々を教え始めます。すると，祭司長と長老たちがやって来ます。恐らく，前日イエスが両替屋に対して行ったことを問題視しているのでしょう。こう詰め寄ります。「どんな権威でこうしたことをするのか。こうしたことをする権威を誰があなたに与えたのか」。（マルコ 11:28）
[bookmark: citationsource108]イエスは答えます。「1つ質問します。それに答えるなら，私もどんな権威でこれらのことを行うかを言いましょう。ヨハネによるバプテスマは天からのものでしたか，それとも人からのものでしたか。答えてください」。今度は反対者たちが答える番です。祭司長と長老たちはどう答えればよいか話し合います。「『天から』と言えば，『では，なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。かといって，『人から』と言えるだろうか」。彼らは群衆を恐れていました。群衆は，「ヨハネは確かに預言者だったと思っていた」からです。（マルコ 11:29-32）
[bookmark: citationsource109]反対者たちは良い答えが思い付かず，「私たちは知らない」と言います。それでイエスは，「私も，どんな権威でこれらのことを行うかを言いません」と答えます。（マルコ 11:33）

· ニサン11日が重要な日と言えるのはなぜですか。
· イエスはイチジクの木を枯らすことにより，どんなことを教えましたか。
· イエスはどんな権威でこれらのことを行うのかと質問された時，どのように答えましたか。

^ （マタ 21:19-27） 道端にイチジクの木を見つけ，そこに行ったが，葉のほかには何も見当たらなかった。それで，「もう二度と実を結ばないように」と言うと，イチジクの木は一瞬で枯れた。 20 弟子たちはこれを見てとても驚き，「イチジクの木が一瞬で枯れたのはどうしてですか」と言った。 21 イエスは答えた。「はっきり言います。信仰を持って疑わないなら，私がイチジクの木にしたようなことができるだけでなく，この山に，『持ち上がって海に入れ』と言っても，そうなります。 22 信仰を持って祈り求めるもの全てを受けるのです」。 23 イエスが神殿に入って教えていると，祭司長と民の長老たちがやって来て，「どんな権威でこうしたことをするのか。誰があなたにこの権威を与えたのか」と言った。 24 それでイエスは言った。「私も1つ尋ねます。あなた方が答えるなら，私もどんな権威でこれらのことを行うかを言いましょう。 25 ヨハネによるバプテスマはどこからのものでしたか。天からですか，それとも人から*ですか」。ところが，その人たちは論じ合うようになった。「『天から』と言えば，『では，なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。 26 だが，『人から』と言えば，群衆の反応が怖い。皆がヨハネを預言者と見ているからだ」。 27 それで，「私たちは知らない」と答えた。そこでイエスは言った。「私も，どんな権威で行うかを言いません。

または，「人に由来するもの」。
 
^ （マル 11:19-33） 夕方になると，イエスと弟子たちは都から出ていった。 20 そして朝早く，通り掛かりに，あのイチジクの木がすでに根元から枯れているのを見た。 21 ペテロが思い出してイエスに言った。「ラビ，見てください！ あなたが災いを宣告したイチジクの木が枯れています」。 22 それでイエスは弟子たちに言った。「神に信仰を持ちなさい。 23 はっきり言いますが，誰でも，この山に向かって，『持ち上がって海に入れ』と言って，心の中で疑わず，自分の言うことは起きるという信仰があるなら，その通りになります。 24 ですから，祈って求めること全てはすでに与えられたという信仰を持ちなさい。そうすれば，それを受けることになります。 25 立って祈るときには，誰かに対して何か不満があっても許しなさい。天にいる父に自分の過ちを許していただくためです」。 26 ― 27 一行は再びエルサレムに来た。イエスが神殿を歩いていると，祭司長と律法学者と長老たちがやって来て， 28 「どんな権威でこうしたことをするのか。こうしたことをする権威を誰があなたに与えたのか」と言った。 29 イエスは言った。「1つ質問します。それに答えるなら，私もどんな権威でこれらのことを行うかを言いましょう。 30 ヨハネによるバプテスマは天からのものでしたか，それとも人からの*ものでしたか。答えてください」。 31 その人たちは論じ合うようになった。「『天から』と言えば，『では，なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。 32 かといって，『人から』と言えるだろうか」。群衆を恐れていたのである。皆が，ヨハネは確かに預言者だったと思っていたからである。 33 それでイエスに，「私たちは知らない」と答えた。イエスは言った。「私も，どんな権威で行うかを言いません」。

または，「人に由来する」。
 
^ （ルカ 20:1-8） イエスが神殿で民を教えて良い知らせを告げていたある日のこと，祭司長と律法学者たちが長老たちと一緒にやって来て， 2 「言ってみなさい。どんな権威でこうしたことをするのか。誰があなたにこの権威を与えたのか」と言った。 3 イエスは答えた。「私も質問しますから，答えてください。 4 ヨハネのバプテスマ*は天からのものでしたか，それとも人からの*ものでしたか」。 5 その人たちは意見を出し合い，こう言った。「『天から』と言えば，『なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。 6 だが，『人から』と言えば，民は皆，われわれを石打ちにするだろう。ヨハネは預言者だったと信じ込んでいるからだ」。 7 それで，どこからのものか知らないと答えた。 8 イエスは言った。「私も，どんな権威で行うかを言いません」。

または，「浸礼」，「浸すこと」。
または，「人に由来する」。
 
^  （マル 11:21） ペテロが思い出してイエスに言った。「ラビ，見てください！ あなたが災いを宣告したイチジクの木が枯れています」。

 
^  （マタ 21:21， 22） イエスは答えた。「はっきり言います。信仰を持って疑わないなら，私がイチジクの木にしたようなことができるだけでなく，この山に，『持ち上がって海に入れ』と言っても，そうなります。 22 信仰を持って祈り求めるもの全てを受けるのです」。

 
^  （マタ 17:20） イエスは言った。「信仰が少ないためです。はっきり言いますが，からしの種ほどの信仰があるなら，この山に，『ここからあそこに移れ』と言うとしても，それは移るのであり，何事も不可能ではありません」。

 
^  （マル 11:24） ですから，祈って求めること全てはすでに与えられたという信仰を持ちなさい。そうすれば，それを受けることになります。

 
^  （マル 11:28） 「どんな権威でこうしたことをするのか。こうしたことをする権威を誰があなたに与えたのか」と言った。

 
^  （マル 11:29-32） イエスは言った。「1つ質問します。それに答えるなら，私もどんな権威でこれらのことを行うかを言いましょう。 30 ヨハネによるバプテスマは天からのものでしたか，それとも人からの*ものでしたか。答えてください」。 31 その人たちは論じ合うようになった。「『天から』と言えば，『では，なぜ彼を信じなかったのか』と言うだろう。 32 かといって，『人から』と言えるだろうか」。群衆を恐れていたのである。皆が，ヨハネは確かに預言者だったと思っていたからである。

または，「人に由来する」。
 
^  （マル 11:33） それでイエスに，「私たちは知らない」と答えた。イエスは言った。「私も，どんな権威で行うかを言いません」。

 
^ ***イ道 246ページ–247ページ ブドウ園についての2つの例え話***
 
106章
ブドウ園についての2つの例え話
 
[bookmark: citationsource111][bookmark: citationsource112]マタイ 21:28-46 マルコ 12:1-12 ルカ 20:9-19
· 2人の息子についての例え話
· ブドウ園の耕作人たちについての例え話
イエスは神殿で，祭司長や長老たちの質問を上手にかわしました。彼らは，どんな権威でこうしたことをするのか，とイエスに迫りましたが，答えを聞いて黙り込んでしまいました。それからイエスは例え話をします。彼らが本当はどんな人間かを暴くためです。
[bookmark: citationsource113]「ある男性に2人の子供がいました。その男性は年上の子の所に行き，『今日，ブドウ園に行って働きなさい』と言いました。その子は，『行きません』と答えましたが，後になって，後悔して出掛けていきました。父親は年下の子に近づいて，同じことを言いました。その子は，『行きます，父上』と答えましたが，出掛けていきませんでした。2人のうち，どちらが父親が望んだ通りにしましたか」。（マタイ 21:28-31）答えは明らかです。父親が望んだ通りに行動したのは年上の子です。
[bookmark: citationsource114]イエスは反対者たちにこう話します。「はっきり言いますが，徴税人や娼婦があなた方より先に神の王国に入りつつあります」。徴税人や娼婦は最初，神に仕えようとしませんでした。しかし，年上の子のように後悔し，神に仕えるようになりました。対照的に，宗教指導者たちは年下の子のように，神に仕えると言いながら，実際にはそうしていません。イエスは言います。「[バプテストの]ヨハネが来て正しい道を示したのに，あなた方はヨハネを信じ[ませんでした]。ところが，徴税人や娼婦は信じました。あなた方は，それを見ても，後悔して信じるようにはなりませんでした」。（マタイ 21:31，32）
[bookmark: citationsource115]イエスはさらに別の例え話をします。宗教指導者たちが神に仕えていないどころか，邪悪であることを示す話です。「ある男性がブドウ園を造り，周りを柵で囲い，ブドウ搾り場用に大きな穴を掘り，塔を立てて，耕作人たちに貸し出し，外国へ旅行に出ました。時期が来て，耕作人たちの元に奴隷を遣わしました。ブドウ園の収穫を幾らか受け取るためです。ところが耕作人たちはその奴隷を捕まえて殴り，何も持たせずに去らせました。再び別の奴隷を遣わすと，耕作人たちは奴隷の頭を殴りつけ，恥をかかせました。それで別の人を遣わすと，耕作人たちはその人を殺してしまいました。ほかにも多くの人を遣わしたのですが，耕作人たちはその人たちを殴ったり殺したりしました」。（マルコ 12:1-5）
[bookmark: citationsource116]聞いていた人々は，次のイザヤの非難の言葉を思い浮かべたかもしれません。「エホバのブドウ園はイスラエルの家であり，神の大切な栽培地はユダの人たちなのである。神は公正さを期待したが，不公正が見られた」。（イザヤ 5:7）イエスの例え話でも，よく似た表現が用いられています。ブドウ園の持ち主はエホバです。ブドウ園は，神の律法によって囲われ保護されているイスラエル国民です。エホバはイスラエル国民を教えて，良い実を生み出すのを助けるために，預言者たちを遣わしました。
[bookmark: citationsource117]ところが「耕作人たち」は，遣わされた「奴隷」たちを虐待したり殺したりしました。イエスは話を続けます。「ブドウ園の持ち主には，まだ1人，愛する息子がいました。『私の息子なら尊敬するだろう』と言って，最後に息子を遣わしました。ところが，耕作人たちは互いに言いました。『これは相続人だ。さあ，殺してしまおう。そうすれば，相続財産はわれわれのものだ』。そして息子を捕まえて殺し……ました」。（マルコ 12:6-8）
[bookmark: citationsource118][bookmark: citationsource119]ここでイエスは，「ブドウ園の持ち主はどうするでしょうか」と質問します。（マルコ 12:9）宗教指導者たちはこう答えます。「その邪悪な者たちに恐ろしい滅びをもたらし，ブドウ園をほかの耕作人，実った物を納める人に貸し出すだろう」。（マタイ 21:41）
[bookmark: citationsource120][bookmark: citationsource121]彼らはこの時，それと知らずに自分たちを罪に定めていました。彼らも，エホバの「ブドウ園」であるイスラエル国民の「耕作人たち」なのです。ですから，エホバが彼らに，神の子であるメシアを信じるよう期待するのは当然です。イエスは彼らを真っすぐ見て言います。「あなた方はこの聖句を読んだことがないのですか。『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった。これはエホバから出たのであり，私たちの目には驚くべきものである』」。（マルコ 12:10，11）それから，ずばりこう言います。「それで，神の王国はあなた方から取られ，王国の実を生み出す国民に与えられます」。（マタイ 21:43）
[bookmark: citationsource122]律法学者と祭司長たちは，これが「自分たちのことを念頭に置いた例え」だと気付きます。（ルカ 20:19）それで，いよいよむきになって，正当な「相続人」であるイエスを殺そうと考えます。でも，イエスを預言者と考えている大勢の人々を恐れ，すぐには実行しません。

· イエスの例え話に出てくる2人の息子は，それぞれ誰を表していますか。
· 2つ目の例え話の中の「ブドウ園の持ち主」，「ブドウ園」，「耕作人たち」，「奴隷」たち，「相続人」はそれぞれ誰を表していますか。
· 「耕作人たち」はどうなりますか。

^ （マタ 21:28-46） どう考えますか。ある男性に2人の子供がいました。その男性は1人目の子の所に行き，『今日，ブドウ園に行って働きなさい』と言いました。 29 その子は，『行きません』と答えましたが，後になって，後悔して出掛けていきました。 30 父親は2人目の子に近づいて，同じことを言いました。その子は，『行きます，お父さん』と答えましたが，出掛けていきませんでした。 31 2人のうち，どちらが父親の望んだ通りにしましたか」。祭司長と民の長老たちは，「1人目の子だ」と言った。イエスは言った。「はっきり言いますが，徴税人や娼婦があなた方より先に神の王国に入りつつあります。 32 ヨハネが来て正しい道を示したのに，あなた方はヨハネを信じなかったからです。ところが，徴税人や娼婦は信じました。あなた方はそれを見ても，後悔して信じるようにはなりませんでした。 33 別の例えを話しましょう。ある地主の男性がいました。その男性はブドウ園を造り，周りを柵で囲い，その中にブドウ搾り場を掘り，塔を建てて，耕作人たちに貸し出し，外国へ旅行に出ました。 34 実りの時期を迎えた時，実った物を受け取るために耕作人のもとに奴隷たちを遣わしました。 35 ところが耕作人たちは，奴隷たちを捕まえ，1人を殴り倒し，もう1人を殺し，もう1人を石打ちにしました。 36 再び地主は，奴隷をもっと大勢遣わしましたが，耕作人たちは同じようにしました。 37 最後に地主は，『私の息子なら尊敬するだろう』と言って，息子を遣わしました。 38 耕作人たちはその息子を見ると，互いに言いました。『こいつは相続人だ。さあ，殺して，ブドウ園を手に入れよう！』 39 そして息子を捕まえ，ブドウ園の外に放り出して殺してしまいました。 40 では，ブドウ園の持ち主が来たら，この耕作人たちをどうするでしょうか」。 41 祭司長と民の長老たちは言った。「その邪悪な者たちに恐ろしい滅びをもたらし，ブドウ園をほかの耕作人，実った物を納める人に貸し出すだろう」。 42 イエスは言った。「聖書の中で読んだことがないのですか。『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった。これはエホバによって生じたのであり，私たちにとって驚くべきものである』とあります。 43 それで，神の王国はあなた方から取られ，望ましい実を生み出す国民に与えられます。 44 また，この石の上に落ちる人は粉々になります。この石が落ちてくる人は砕かれます」。 45 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスの例えを聞いた時，自分たちについて話しているのだと分かった。 46 イエスを捕らえたいと思ったが，群衆を恐れた。群衆はイエスを預言者と見ていたからである。

 
^ （マル 12:1-12） それからイエスは例えを使って話し始めた。「ある男性がブドウ園を造り，周りを柵で囲い，ブドウ搾り場用に大きな穴を掘り，塔を建てて，耕作人たちに貸し出し，外国へ旅行に出ました。 2 時期が来て，耕作人たちのもとに奴隷を遣わしました。ブドウ園の収穫をいくらか受け取るためです。 3 ところが耕作人たちはその奴隷を捕まえて殴り，何も持たせずに去らせました。 4 再び別の奴隷を遣わすと，耕作人たちは奴隷の頭を殴りつけ，侮辱しました。 5 それで別の人を遣わすと，耕作人たちはその人を殺してしまいました。ほかにも多くの人を遣わしたのですが，耕作人たちは殴ったり殺したりしました。 6 まだ1人，遣わせる人がいました。愛する息子です。『私の息子なら尊敬するだろう』と言って，最後に息子を遣わしました。 7 ところが，耕作人たちは互いに言いました。『こいつは相続人だ。さあ，殺してしまおう。そうすれば，ブドウ園はわれわれのものだ』。 8 そして息子を捕まえて殺し，ブドウ園の外に放り出してしまいました。 9 ブドウ園の持ち主はどうするでしょうか。やって来て耕作人たちを殺し，ブドウ園をほかの人たちに与えるでしょう。 10 あなた方はこの聖句を読んだことがないのですか。『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった。 11 これはエホバによって生じたのであり，私たちにとって驚くべきものである』」。 12 祭司長と律法学者たちは，自分たちのことを念頭に置いた例えだと分かったので，イエスを捕らえたいと思ったが，群衆を恐れた。それで，イエスを残して去っていった。

 
^ （ルカ 20:9-19） それからイエスは民にこの例えを話し始めた。「ある男性がブドウ園を造り，耕作人たちに貸し出して，外国へ長い旅行に出ました。 10 時期が来て，耕作人たちのもとに奴隷を遣わしました。ブドウ園の収穫の幾らかを納めさせるためです。ところが耕作人たちはその奴隷を殴ってから，何も持たせずに去らせました。 11 しかしブドウ園の持ち主は再び別の奴隷を遣わしました。耕作人たちはその奴隷も殴って侮辱し*，何も持たせずに去らせました。 12 それでも持ち主は3人目を遣わしましたが，耕作人たちはこの人にも傷を負わせて追い出しました。 13 持ち主は言いました。『どうしようか。私の愛する息子を遣わそう。息子ならきっと尊敬するだろう』。 14 耕作人たちはその息子を見ると，論じ合って言いました。『こいつは相続人だ。殺してしまって，ブドウ園をわれわれのものにしよう』。 15 そして息子をブドウ園の外に放り出して殺してしまいました。では，ブドウ園の持ち主は彼らをどうするでしょうか。 16 やって来てこの耕作人たちを殺し，ブドウ園をほかの人たちに与えるでしょう」。 これを聞いて民は言った。「そんなことが決して起きませんように！」 17 しかしイエスは民を真っすぐに見て言った。「では，『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった』と書いてあるのはどういう意味ですか。 18 その石の上に落ちる人は皆粉々になります。その石が落ちてくる人は砕かれます」。 19 律法学者と祭司長たちはこれが自分たちのことを念頭に置いた例えだと気付いたので，まさにその時イエスを捕まえようとした。しかし民を恐れた。

または，「恥をかかせ」。
 
^  （マタ 21:28-31） どう考えますか。ある男性に2人の子供がいました。その男性は1人目の子の所に行き，『今日，ブドウ園に行って働きなさい』と言いました。 29 その子は，『行きません』と答えましたが，後になって，後悔して出掛けていきました。 30 父親は2人目の子に近づいて，同じことを言いました。その子は，『行きます，お父さん』と答えましたが，出掛けていきませんでした。 31 2人のうち，どちらが父親の望んだ通りにしましたか」。祭司長と民の長老たちは，「1人目の子だ」と言った。イエスは言った。「はっきり言いますが，徴税人や娼婦があなた方より先に神の王国に入りつつあります。

 
^  （マタ 21:31， 32） 2人のうち，どちらが父親の望んだ通りにしましたか」。祭司長と民の長老たちは，「1人目の子だ」と言った。イエスは言った。「はっきり言いますが，徴税人や娼婦があなた方より先に神の王国に入りつつあります。 32 ヨハネが来て正しい道を示したのに，あなた方はヨハネを信じなかったからです。ところが，徴税人や娼婦は信じました。あなた方はそれを見ても，後悔して信じるようにはなりませんでした。

 
^  （マル 12:1-5） それからイエスは例えを使って話し始めた。「ある男性がブドウ園を造り，周りを柵で囲い，ブドウ搾り場用に大きな穴を掘り，塔を建てて，耕作人たちに貸し出し，外国へ旅行に出ました。 2 時期が来て，耕作人たちのもとに奴隷を遣わしました。ブドウ園の収穫をいくらか受け取るためです。 3 ところが耕作人たちはその奴隷を捕まえて殴り，何も持たせずに去らせました。 4 再び別の奴隷を遣わすと，耕作人たちは奴隷の頭を殴りつけ，侮辱しました。 5 それで別の人を遣わすと，耕作人たちはその人を殺してしまいました。ほかにも多くの人を遣わしたのですが，耕作人たちは殴ったり殺したりしました。

 
^  （イザ 5:7） 大軍を率いるエホバのブドウ園はイスラエル国民であり， 神の大切な栽培地は*ユダの人たちなのである。 神は公正さを期待したが， 不公正が見られた。 正しさを期待したが， 苦悩の叫びが聞こえた」。

または，「神が喜んで植えたのは」。
 
^  （マル 12:6-8） まだ1人，遣わせる人がいました。愛する息子です。『私の息子なら尊敬するだろう』と言って，最後に息子を遣わしました。 7 ところが，耕作人たちは互いに言いました。『こいつは相続人だ。さあ，殺してしまおう。そうすれば，ブドウ園はわれわれのものだ』。 8 そして息子を捕まえて殺し，ブドウ園の外に放り出してしまいました。

 
^  （マル 12:9） ブドウ園の持ち主はどうするでしょうか。やって来て耕作人たちを殺し，ブドウ園をほかの人たちに与えるでしょう。

 
^  （マタ 21:41） 祭司長と民の長老たちは言った。「その邪悪な者たちに恐ろしい滅びをもたらし，ブドウ園をほかの耕作人，実った物を納める人に貸し出すだろう」。

 
^  （マル 12:10， 11） あなた方はこの聖句を読んだことがないのですか。『建築者たちの退けた石，それが主要な隅石となった。 11 これはエホバによって生じたのであり，私たちにとって驚くべきものである』」。

 
^  （マタ 21:43） それで，神の王国はあなた方から取られ，望ましい実を生み出す国民に与えられます。

 
^  （ルカ 20:19） 律法学者と祭司長たちはこれが自分たちのことを念頭に置いた例えだと気付いたので，まさにその時イエスを捕まえようとした。しかし民を恐れた。

 
^ ***イ道 248ページ–249ページ 王は披露宴に招いた人たちを呼ぶ***
 
107章
王は披露宴に招いた人たちを呼ぶ
 
マタイ 22:1-14
· 披露宴についての例え話
[bookmark: citationsource124]イエスは伝道活動の終わりが近づいても引き続き例え話をして，律法学者と祭司長たちの誤りを暴いていきます。それで，律法学者と祭司長たちはイエスを殺そうとします。（ルカ 20:19）でも，イエスはやめず，別の例え話をします。
[bookmark: citationsource125]「天の王国は，息子のために結婚の披露宴を設けた王のようです。王は奴隷たちを遣わして，披露宴に招いた人たちを呼びましたが，その人たちは来たがりませんでした」。（マタイ 22:2，3）イエスは「天の王国は」と言ってから，例え話を始めました。ですから，「王」はエホバ神に違いありません。王の息子と，披露宴に招かれた人たちは誰のことですか。もちろん，王の息子はこの話をしている，エホバの子です。招かれた人たちは，天の王国でその子と一緒に支配する人たちです。
[bookmark: citationsource126][bookmark: citationsource127][bookmark: citationsource128]最初に招かれたのは誰ですか。イエスと使徒たちは王国についてどんな人たちに伝道してきましたか。ユダヤ人です。（マタイ 10:6，7; 15:24）ユダヤ国民は西暦前1513年に律法契約を受け入れ，「祭司が治める王国」の一員となる見込みを与えられました。そのような見込みを与えられたのは，この国民が最初です。（出エジプト記 19:5-8）では，彼らが実際に「披露宴」に呼ばれたのは，いつですか。それは，西暦29年，イエスが天の王国について伝道し始めた時のことです。
では，大半のユダヤ人はその招待にどう応じましたか。「その人たちは来たがりませんでした」とイエスは言います。宗教指導者とユダヤ国民の大部分は，イエスがメシアであり，神に王として指名されたことを認めませんでした。
[bookmark: citationsource129][bookmark: citationsource130][bookmark: citationsource131][bookmark: citationsource132]それでもイエスは，ユダヤ人たちにもう一度チャンスが与えられることを示します。「[王は]再びほかの奴隷たちを遣わして言いました。『招いた客にこう言いなさい。「さあ，食事の準備ができました。雄牛と肥えた動物の肉をはじめ，全て用意ができています。披露宴に来てください」』。ところが，その人たちは関心を払わず，ある人は畑に，別の人は商売に出掛けていきました。ほかの人は，奴隷たちを捕まえて痛めつけ，殺してしまいました」。（マタイ 22:4-6）この状況は，クリスチャン会衆が設立された後の出来事に対応しています。クリスチャン会衆が設立された後，ユダヤ人にはまだ王国に入る機会が開かれていました。それなのに，ほとんどのユダヤ人はこの招待をはねつけ，王の奴隷たちを虐待することさえします。（使徒 4:13-18; 7:54，58）
[bookmark: citationsource133]では，ユダヤ国民はどうなってしまいますか。「王は憤り，軍隊を送って殺人者たちを殺し，その町を焼きました」。（マタイ 22:7）ユダヤ人は西暦70年にその言葉通りのことを経験します。彼らの「町」エルサレムはローマ軍によって滅ぼされてしまいます。
[bookmark: citationsource134]彼らが王の招待を断ったということは，もう招かれる人はいないという意味ですか。そうではありません。イエスはさらにこう話します。「それから[王は]奴隷たちに言いました。『結婚の披露宴は用意ができていますが，招いた人たちはふさわしくありませんでした。それで，町の外に通じる道路に行き，見つけた人を誰でも披露宴に招きなさい』。そこで，奴隷たちは道路に出ていき，見つけた人を悪人も善人も皆集めました。こうして，結婚式の部屋は食事をする人でいっぱいになりました」。（マタイ 22:8-10）
[bookmark: citationsource135][bookmark: citationsource136]その通りのことが生じます。何年か後，使徒ペテロは異邦人（生まれつきユダヤ人ではない人や，ユダヤ教に改宗していない人）がクリスチャンになるよう助ける活動を始めます。西暦36年，ローマ軍の部隊の士官コルネリオとその家族が聖霊を受け，天の王国の一員となる見込みを持つようになりました。（使徒 10:1，34-48）
[bookmark: citationsource137]イエスは，披露宴に来た人全てが「王」に受け入れられるわけではないことを示します。「王は，客を見るために入ってきた時に，結婚式の服を着ていない人を見つけ，言いました。『どうして結婚式の服を着ないで入ってきたのですか』。その人は何も言えませんでした。王は召し使いたちに言いました。『この人の手足を縛って外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。招かれる人は多いですが，選ばれる人は少ないのです」。（マタイ 22:11-14）
宗教指導者たちはイエスの話の全てを理解できたわけではないでしょう。それでも気分を害し，こんな厄介な人間は殺してしまおう，とますます固く決意します。

· イエスの例え話に出てくる「王」，「息子」は誰のことですか。結婚の披露宴に最初に誰が招かれますか。
· ユダヤ人が披露宴に呼ばれたのはいつですか。その後に誰が招かれますか。
· 招かれる人は多いが選ばれる人は少ない，とはどういう意味ですか。

^ （マタ 22:1-14） イエスは，もう一度例えを使って話した。 2 「天の王国は，息子の結婚のために披露宴を設けた王のようです。 3 王は奴隷たちを遣わして，披露宴に招いた人たちを呼びましたが，その人たちは来たがりませんでした。 4 再びほかの奴隷たちを遣わして言いました。『招いた客にこう言いなさい。「さあ，食事の準備ができました。雄牛と肥えた動物の肉をはじめ，全て用意ができています。披露宴に来てください」』。 5 ところが，その人たちは関心を払わず，ある人は畑に，別の人は商売に出掛けていきました。 6 ほかの人は，奴隷たちを捕まえて痛めつけ，殺してしまいました。 7 王は憤り，軍隊を送って殺人者たちを殺し，その町を焼きました。 8 それから奴隷たちに言いました。『披露宴の用意はできていますが，招いた人たちはふさわしくありませんでした。 9 それで，町の外に通じる道路に行き，見つけた人を誰でも*披露宴に招きなさい』。 10 そこで，奴隷たちは道路に出ていき，見つけた人を悪人も善人も皆集めました。こうして，結婚式の部屋は食事をする人*でいっぱいになりました。 11 王は，客を見るために入ってきた時に，結婚式の服を着ていない人を見つけ， 12 言いました。『どうして結婚式の服を着ないで入ってきたのですか』。その人は何も言えませんでした。 13 王は召し使いたちに言いました。『この人の手足を縛って外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。 14 招かれる人は多いですが，選ばれる人は少ないのです」。

または，「皆」。
または，「晩餐の客」，「食卓で横になっている人」。
 
^  （ルカ 20:19） 律法学者と祭司長たちはこれが自分たちのことを念頭に置いた例えだと気付いたので，まさにその時イエスを捕まえようとした。しかし民を恐れた。

 
^  （マタ 22:2， 3） 「天の王国は，息子の結婚のために披露宴を設けた王のようです。 3 王は奴隷たちを遣わして，披露宴に招いた人たちを呼びましたが，その人たちは来たがりませんでした。

 
^  （マタ 10:6， 7） いつも，イスラエル国民の迷い出た羊の所に行きなさい。 7 行って，『天の王国は近づいた』と伝道しなさい。

 
^  （マタ 15:24） イエスは答えた。「私は，イスラエル国民の迷い出た羊の所にしか遣わされていません」。

 
^  （出 19:5-8） 私の声にしっかり従い，私との契約を守るなら，あなたたちは必ずあらゆる民の中から選ばれて私の特別な*所有物となる。地球全体は私のものである。 6 あなたたちは私にとって，祭司たちが治める王国，聖なる国民となる』。あなたはこれらのことをイスラエル人に言うべきである」。 7 モーセは下りていって民の長老たちを呼び，エホバが命じたこれらの言葉を全て告げた。 8 すると民は皆一致して答えた。「私たちは，エホバが話した全てのことを喜んで行います」。モーセはすぐに民の反応をエホバに知らせに行った。

または，「宝のような」。
 
^  （マタ 22:4-6） 再びほかの奴隷たちを遣わして言いました。『招いた客にこう言いなさい。「さあ，食事の準備ができました。雄牛と肥えた動物の肉をはじめ，全て用意ができています。披露宴に来てください」』。 5 ところが，その人たちは関心を払わず，ある人は畑に，別の人は商売に出掛けていきました。 6 ほかの人は，奴隷たちを捕まえて痛めつけ，殺してしまいました。

 
^  （使徒 4:13-18） 支配者と長老たちは，ペテロとヨハネの大胆な話し方を見た時，2人が教育のない普通の人であることを知って，非常に驚いた。そして，2人がイエスと一緒にいたことに気付くようになった。 14 治された男性が2人と一緒に目の前に立っていて，何も言い返せなかった。 15 そこでサンヘドリン広間の外に出るよう3人に命令し，協議を始めた。 16 「この人たちをどうしたらよいだろうか。人目を引く奇跡*が彼らを通して実際に行われ，エルサレムの住民に知れ渡っている。私たちもそれを否定はできない。 17 このことが民の間にこれ以上広まらないよう，脅しをかけ，もうこの名によって誰にも語ってはならないと命じておこう」。 18 そして2人を呼び，イエスの名によって何も言ったり教えたりしてはならないと命じた。

直訳，「しるし」。
 
^  （使徒 7:54） これを聞いた人たちは，心の中で激怒し，ステファノに向かって歯ぎしりし始めた。

 
^  （使徒 7:58） そして町の外に追い出した後，石打ちにし始めた。ステファノを訴えた証人たちは外衣をサウロという若者の足元に置いた。

 
^  （マタ 22:7） 王は憤り，軍隊を送って殺人者たちを殺し，その町を焼きました。

 
^  （マタ 22:8-10） それから奴隷たちに言いました。『披露宴の用意はできていますが，招いた人たちはふさわしくありませんでした。 9 それで，町の外に通じる道路に行き，見つけた人を誰でも*披露宴に招きなさい』。 10 そこで，奴隷たちは道路に出ていき，見つけた人を悪人も善人も皆集めました。こうして，結婚式の部屋は食事をする人*でいっぱいになりました。

または，「皆」。
または，「晩餐の客」，「食卓で横になっている人」。
 
^  （使徒 10:1） さて，カエサレアにコルネリオという男性がいた。イタリア隊と呼ばれる部隊の士官である。

 
^  （使徒 10:34-48） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。 36 神はイスラエルの民に，イエス･キリストによる平和についての良い知らせを広めました。イエスは全ての者の主です。 37 皆さんは，ユダヤ全土で話題になった事柄を知っています。それは，ヨハネがバプテスマについて伝えた後にガリラヤから広まりました。 38 ナザレの人イエスのことであり，神は聖なる力によってイエスを選び*，力を与えました。イエスは各地を回って，善いことを行い，悪魔に虐待されている人を全て癒やしました。神が共にいたからです。 39 私たちは，イエスがユダヤ人の土地やエルサレムで行った全てのことの証人です。ユダヤ人はそのイエスを杭に掛けて殺しました。 40 神は3日目にこの方を生き返らせ，人々の前に現れるようにしました。 41 全ての人にではなく，前もって神から任命された証人たち，私たちにです。私たちは，生き返ったこの方と食べたり飲んだりしました。 42 この方は，自分が生きている人と死んでいる人を裁くために神によって定められた者であることを，民に伝道して徹底的に知らせるように，と命じました。 43 預言者は皆，イエスに信仰を持つ人は誰でもイエスの名によって罪の許しを受けると語っています」。 44 これらのことについてペテロが話しているうちに，神の言葉を聞く全ての人が聖なる力を受けた。 45 ペテロと一緒に来ていた割礼を受けた信者たちはとても驚いた。無償の贈り物である聖なる力が異国の人々にも注がれていたからである。 46 信者たちは，その人々が外国語で話して神をあがめるのを聞いた。それでペテロは言った。 47 「この人たちは私たちと同じように聖なる力を受けました。水でバプテスマを受けることを誰が禁じられるでしょうか」。 48 そして，イエス･キリストの名によってバプテスマを受けるようにと命じた。その人々はペテロに，何日かとどまるよう頼んだ。

直訳，「に油を注ぎ」。
 
^  （マタ 22:11-14） 王は，客を見るために入ってきた時に，結婚式の服を着ていない人を見つけ， 12 言いました。『どうして結婚式の服を着ないで入ってきたのですか』。その人は何も言えませんでした。 13 王は召し使いたちに言いました。『この人の手足を縛って外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。 14 招かれる人は多いですが，選ばれる人は少ないのです」。

 
^ ***イ道 250ページ–251ページ 仕掛けられたわなを見破る***
 
108章
仕掛けられたわなを見破る
 
[bookmark: citationsource139][bookmark: citationsource140]マタイ 22:15-40 マルコ 12:13-34 ルカ 20:20-40
· カエサルのものはカエサルに
· 復活した人は結婚するか
· 最大のおきて
[bookmark: citationsource141]イエスの敵たちは動揺しています。イエスが彼らの邪悪さを暴く例え話をしたからです。そこでパリサイ派の人たちは，イエスをわなにはめようとたくらみます。人を雇ってイエスの所に派遣し，ローマ総督に引き渡す口実となることをイエスに言わせるのです。（ルカ 6:7）
[bookmark: citationsource142]その人たちはこう言います。「先生，私たちは，あなたが正しく話して教え，不公平な扱いをせず，真理に沿って神の道を教えることを知っています。カエサルに人頭税を払うのは良いことでしょうか，良くないことでしょうか」。（ルカ 20:21，22）イエスはそういうお世辞にはだまされません。その裏に偽善やずる賢さがあることを見破ります。ここで，「良くありません」と答えれば，ローマに対する反逆の罪で訴えられるかもしれません。逆に，「良いことです」と言えば，ローマの支配を嫌っている人々は，イエスを誤解し，敵意を示すかもしれません。イエスはどう答えるでしょうか。
[bookmark: citationsource143]イエスは，「なぜ私を試すのですか，偽善者たち。人頭税の硬貨を見せなさい」と言います。すると，デナリ硬貨が持ってこられたので，イエスは，「これは誰の像と称号ですか」と聞きます。「カエサルのです」という返事に対し，「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」と巧みに答えます。（マタイ 22:18-21）
その人たちはイエスの言葉に驚きます。答え方が見事だったので言い返せず，その場を去ります。しかし，イエスをわなに掛けようとするたくらみはこれで終わりません。パリサイ派の人たちの計画は失敗しましたが，別のグループの指導者たちがイエスの所にやって来ます。
[bookmark: citationsource144]復活はないと主張するサドカイ派の人たちです。彼らは，復活と義兄弟結婚に関する質問を持ってきました。こう尋ねます。「先生，モーセは，『男が子供を持たずに死んだなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して，兄弟のために子孫をもうけなければならない』と言いました。さて，私たちの所に7人の兄弟がいました。長男は結婚して死にましたが，子孫がおらず，妻を兄弟に残しました。次男，三男，結局7人全員が同じようになりました。最後にその女性が死にました。そうすると復活の際，この女性は7人のうち誰の妻なのでしょうか。全員が妻にしたのです」。（マタイ 22:24-28）
[bookmark: citationsource145][bookmark: citationsource146]イエスは，サドカイ派の人たちが受け入れているモーセの書を引用し，こう答えます。「そのような考え違いをするのは，聖書も神の力も知らないからではありませんか。生き返る時，男性も女性も結婚しません。天使のようになります。死者が生き返ることに関しては，モーセが書いたいばらの木に関する記述の中で，神がモーセに『私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である』と言ったのを読まなかったのですか。この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。あなた方はひどく間違っています」。（マルコ 12:24-27。出エジプト記 3:1-6）群衆はその答えに非常に驚きます。
[bookmark: citationsource147]パリサイ派の人たちもサドカイ派の人たちも，イエスに全く言い返せませんでした。そこで今度はイエスを試すためにこの2つのグループが一緒にやって来ます。その中の1人の律法学者が，「先生，律法の中で最大のおきてはどれですか」と質問します。（マタイ 22:36）
[bookmark: citationsource148]イエスは答えます。「第一はこうです。『聞きなさい，イスラエル，私たちの神エホバはただひとりのエホバであり，あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。第二はこうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。これらより大きなおきてはほかにありません」。（マルコ 12:29-31）
[bookmark: citationsource149]律法学者はその答えを聞いて，こう言います。「先生，『神はただひとりであり，そのほかにはいない』と，真理に沿ってよく言われました。心を尽くし，理解力を尽くし，力を尽くして神を愛すること，また，隣人を自分自身のように愛することは，全焼の捧げ物と犠牲全部よりはるかに価値があります」。イエスは，この人が的確に答えたのを見て，「あなたは神の王国から遠くありません」と言います。（マルコ 12:32-34）
イエスは神殿で3日間（ニサン9日から11日）教えています。その間，この律法学者のようにイエスの話を喜んで聞いた人たちもいますが，宗教指導者たちは違います。彼らには「それ以上イエスに質問する勇気は」ありません。

· イエスをわなにはめようとして，パリサイ派の人たちはどんなことをたくらみましたか。どんな結果になりましたか。
· イエスは，わなに掛けようとするサドカイ派の人たちの質問に，どのように巧みに答えましたか。
· ある律法学者の質問に対して，イエスは何を重要なものとして挙げましたか。

^ （マタ 22:15-40） その時，パリサイ派の人たちは出掛け，イエスの揚げ足を取ろうと相談した。 16 そして，自分たちの弟子をヘロデ党の人たちと一緒に遣わして，こう言わせた。「先生，私たちは，あなたが真実を話す方で，真理に沿って神の道を教えることを知っています。あなたは誰の顔色もうかがったりしません。人の外見を見ないからです。 17 それで，考えを聞かせてください。カエサルに人頭税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか」。 18 しかしイエスは彼らの悪意に気付いて，言った。「なぜ私を試すのですか，偽善者たち。 19 人頭税の硬貨を見せなさい」。デナリ硬貨がイエスの所に持ってこられた。 20 イエスは言った。「これは誰の肖像と称号ですか」。 21 その人たちは，「カエサルのです」と言った。イエスは言った。「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。 22 その人たちはこれを聞いてとても驚き，イエスを残して去っていった。 23 その日，復活などはないと言うサドカイ派の人たちがやって来て，こう尋ねた。 24 「先生，モーセは，『男が子供を持たずに死んだなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけなければならない』と言いました。 25 さて，私たちの所に7人の兄弟がいました。長男は結婚し，死にましたが，子孫がおらず，妻を兄弟のもとに残しました。 26 次男，三男，結局7人ともが同じようになりました。 27 最後にその女性が死にました。 28 そうすると復活の際，この女性は7人のうち誰の妻なのでしょうか。全員が妻にしたのです」。 29 イエスは答えた。「あなた方は考え違いをしています。聖書も神の力も知らないからです。 30 復活の際，男性も女性も結婚しません。天使のようになります。 31 死者の復活に関して，神が語った事柄を読まなかったのですか。こう言っています。 32 『私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である』。この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です」。 33 群衆はこれを聞いて，イエスの教えに大変驚いた。 34 パリサイ派の人たちは，イエスがサドカイ派の人たちを沈黙させたことを聞いた後，一団となってやって来た。 35 その中の律法に通じた人が，イエスを試してこう尋ねた。 36 「先生，律法の中で最も重要なおきてはどれですか」。 37 イエスは言った。「『あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 38 これが最も重要な第一のおきてです。 39 第二も同様で，こうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。 40 律法全体と預言者の言葉はこの2つのおきてに懸かっています」。

または，「払うのは正しい」。
 
^ （マル 12:13-34） 次に，パリサイ派およびヘロデ党の人たちの何人かがイエスの所に遣わされた。イエスの揚げ足を取るためだった。 14 この人たちは到着すると，イエスに言った。「先生，私たちは，あなたが真実を話す方で，誰の顔色もうかがったりしないことを知っています。あなたは人の外見を見るのではなく，真理に沿って神の道を教えているからです。カエサルに人頭税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか。 15 私たちは払うべきでしょうか，払うべきではないでしょうか」。イエスは偽善を見破って言った。「なぜ私を試すのですか。デナリ硬貨を持ってきて見せなさい」。 16 それが持ってこられると，イエスは言った。「これは誰の肖像と称号ですか」。その人たちは，「カエサルのです」と言った。 17 イエスは言った。「カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。その人たちはイエスの答えにとても驚いた。 18 復活などはないと言うサドカイ派の人たちがやって来て，こう尋ねた。 19 「先生，モーセは，もし誰かが死んで妻を後に残し，子供を残さないなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけるべきである，と書きました。 20 7人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが，子孫を残さずに死にました。 21 次男がその女性と結婚しましたが，子孫を残さずに死に，三男も同様でした。 22 そして，7人とも子孫を残しませんでした。最後にその女性も死にました。 23 復活の際，この女性は誰の妻なのでしょうか。7人が妻にしたのです」。 24 イエスは言った。「そのような考え違いをするのは，聖書も神の力も知らないからではありませんか。 25 生き返る時，男性も女性も結婚しません。天使のようになります。 26 死者が生き返ることに関しては，モーセが書いたいばらの木に関する記述の中で，神がモーセに『私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である』と言ったのを読まなかったのですか。 27 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。あなた方はひどい考え違いをしています」。 28 そばに来て議論を聞いていた律法学者の1人は，イエスが見事に答えたのを見て，こう尋ねた。「全てのおきての中で，どのおきてが第一*ですか」。 29 イエスは答えた。「第一はこうです。『聞きなさい，イスラエル，私たちの神エホバはただひとりのエホバであり， 30 あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 31 第二はこうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。これらより重要なおきてはほかにありません」。 32 律法学者は言った。「先生，『神はただひとりであり，そのほかにはいない』と，真理に沿ってよくおっしゃいました。 33 心を尽くし，理解力を尽くし，力を尽くして神を愛すること，また，隣人を自分自身のように愛することは，全焼の捧げ物と犠牲全部よりはるかに価値があります」。 34 イエスは，この人が的確に答えたのを見て，「あなたは神の王国から遠くありません」と言った。しかし，それ以上イエスに質問する勇気は誰にもなかった。

または，「払うのは正しい」。
または，「最も重要」。
 
^ （ルカ 20:20-40） そこで，イエスをじっと観察してから，ひそかに雇った人たちを遣わし，正しい人のふりをさせた。イエスの揚げ足を取って，政府また総督に引き渡そうとしてだった。 21 その人たちはこう質問した。「先生，私たちは，あなたが正しく話して教え，不公平な扱いをせず，真理に沿って神の道を教えることを知っています。 22 カエサルに税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか」。 23 しかしイエスは彼らのずる賢さを見抜いて，言った。 24 「デナリ硬貨を見せなさい。それには誰の肖像と称号がありますか」。その人たちは，「カエサルのです」と言った。 25 イエスは言った。「ではぜひ，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。 26 その人たちは民の前でイエスの揚げ足を取ることができず，その答えにとても驚き，黙ってしまった。 27 しかし，復活などはないと言うサドカイ派の人が何人かやって来て，こう尋ねた。 28 「先生，モーセは，『妻がいる男が死んで，子供がいないなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけるべきである』と書きました。 29 さて，7人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが，子供がなく死にました。 30 次男， 31 そして三男がその女性と結婚しました。7人ともが同様で，子供を残さずに死にました。 32 最後にその女性も死にました。 33 そうすると復活の際，この女性は誰の妻となるのでしょうか。7人が妻にしたのです」。 34 イエスは言った。「今の体制の人々は結婚します。 35 しかし，将来の体制で生きるにふさわしいと見なされ，復活するにふさわしいと見なされた者たちは，結婚しません。 36 実際，もう死ぬこともありません。天使のようになるのであり，復活することによって神の子供になります。 37 死者が生き返ることに関しては，モーセも，いばらの木に関する記述の中で明らかにしました。その際エホバを『アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神』と呼んでいます。 38 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。 39 それに対して律法学者の何人かが言った。「先生，立派な答えです」。 40 もはや何一つ質問する勇気もなかったのである。

または，「払うのは正しい」。
 
^  （ルカ 6:7） 律法学者とパリサイ派の人たちは，イエスが安息日に治すのかどうか，じっと見ていた。イエスを訴える理由を見つけようとしてだった。

 
^  （ルカ 20:21， 22） その人たちはこう質問した。「先生，私たちは，あなたが正しく話して教え，不公平な扱いをせず，真理に沿って神の道を教えることを知っています。 22 カエサルに税を払ってよい*でしょうか，払ってはいけないでしょうか」。

または，「払うのは正しい」。
 
^  （マタ 22:18-21） しかしイエスは彼らの悪意に気付いて，言った。「なぜ私を試すのですか，偽善者たち。 19 人頭税の硬貨を見せなさい」。デナリ硬貨がイエスの所に持ってこられた。 20 イエスは言った。「これは誰の肖像と称号ですか」。 21 その人たちは，「カエサルのです」と言った。イエスは言った。「それでは，カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」。

 
^  （マタ 22:24-28） 「先生，モーセは，『男が子供を持たずに死んだなら，彼の兄弟が残された妻と結婚して兄弟のために子孫をもうけなければならない』と言いました。 25 さて，私たちの所に7人の兄弟がいました。長男は結婚し，死にましたが，子孫がおらず，妻を兄弟のもとに残しました。 26 次男，三男，結局7人ともが同じようになりました。 27 最後にその女性が死にました。 28 そうすると復活の際，この女性は7人のうち誰の妻なのでしょうか。全員が妻にしたのです」。

 
^  （マル 12:24-27） イエスは言った。「そのような考え違いをするのは，聖書も神の力も知らないからではありませんか。 25 生き返る時，男性も女性も結婚しません。天使のようになります。 26 死者が生き返ることに関しては，モーセが書いたいばらの木に関する記述の中で，神がモーセに『私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である』と言ったのを読まなかったのですか。 27 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。あなた方はひどい考え違いをしています」。

 
^  （出 3:1-6） モーセは，ミディアンの祭司であるしゅうとエテロの羊飼いとなった。荒野の西側に羊の群れを導いているうちに，真の神の山ホレブにやって来た。 2 その時，エホバの天使が，いばらの木で燃える炎のうちに彼に現れた。モーセが見ていると，いばらの木は燃えているのに，燃え尽きなかった。 3 そこでモーセは言った。「なぜいばらの木が燃えてしまわないのか，近くに行ってこの不思議な現象を調べてみよう」。 4 エホバは，モーセが調べようとして近づいたのを見て，いばらの木から呼び掛け，「モーセ，モーセ」と言った。モーセは，「はい，ここにおります」と言った。 5 すると神は言った。「それ以上近づいてはいけない。サンダルを脱ぎなさい。あなたが立っているのは聖なる場所だからだ」。 6 神は続けて言った。「私はあなたの父祖の神，アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である」。モーセは顔を隠した。真の神を見るのを恐れたからである。

 
^  （マタ 22:36） 「先生，律法の中で最も重要なおきてはどれですか」。

 
^  （マル 12:29-31） イエスは答えた。「第一はこうです。『聞きなさい，イスラエル，私たちの神エホバはただひとりのエホバであり， 30 あなたは，心を尽くし，知力を尽くし，力を尽くし，自分の全てを尽くして，あなたの神エホバを愛さなければならない』。 31 第二はこうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。これらより重要なおきてはほかにありません」。

 
^  （マル 12:32-34） 律法学者は言った。「先生，『神はただひとりであり，そのほかにはいない』と，真理に沿ってよくおっしゃいました。 33 心を尽くし，理解力を尽くし，力を尽くして神を愛すること，また，隣人を自分自身のように愛することは，全焼の捧げ物と犠牲全部よりはるかに価値があります」。 34 イエスは，この人が的確に答えたのを見て，「あなたは神の王国から遠くありません」と言った。しかし，それ以上イエスに質問する勇気は誰にもなかった。

 
^ ***イ道 252ページ–253ページ イエスは敵対者たちを非難する***
 
109章
イエスは敵対者たちを非難する
 
[bookmark: citationsource151][bookmark: citationsource152]マタイ 22:41–23:24 マルコ 12:35-40 ルカ 20:41-47
· キリストは誰の子か
· イエスは敵対者たちの偽善を暴く
[bookmark: citationsource153][bookmark: citationsource154][bookmark: citationsource155][bookmark: citationsource156][bookmark: citationsource157]敵対者たちは，イエスの信用を落とすことも，わなに掛けてローマ人に引き渡すこともできませんでした。（ルカ 20:20）それでイエスはニサンの11日，まだ神殿にいる時に形勢を逆転させます。自分が誰かを明らかにし，こう切り出します。「キリストについてどう考えますか。彼は誰の子ですか」。（マタイ 22:42）キリストつまりメシアがダビデの家系から生まれることはよく知られています。それで彼らは，ダビデの子であると答えます。（マタイ 9:27; 12:23。ヨハネ 7:42）
[bookmark: citationsource158]そこでイエスはさらに質問します。「では，どうしてダビデは，聖霊によって彼を主と呼んでいるのですか。こう言っています。『エホバは私の主に言いました。「私があなたの敵たちをあなたの足の下に置くまで，私の右に座っていなさい」』。ダビデが主と呼んでいるのであれば，どうしてダビデの子でしょうか」。（マタイ 22:43-45）
[bookmark: citationsource159]パリサイ派の人たちは黙っています。彼らは，ダビデの家系に生まれる人間がローマの支配から解放してくれると期待しているからです。しかしイエスは，詩編 110編1，2節のダビデの言葉を基に，メシアがただの人間の支配者ではないことを証明します。メシアとはダビデの主であり，神の右に座った後に支配を開始するのです。これを聞いた敵対者たちは沈黙してしまいます。
[bookmark: citationsource160]弟子たちを含め大勢の人が聞いています。そこでイエスは，律法学者やパリサイ派の人たちに関する警告を与えます。彼らは神の律法を教えることによって「モーセの座に座っています」。イエスはこう教えます。「その人たちが告げることは全て行い，守りなさい。しかし，その行いに倣ってはなりません。その人たちは言いはしますが，実行しないからです」。（マタイ 23:2，3）
[bookmark: citationsource161][bookmark: citationsource162]そして彼らの偽善の例を取り上げ，「お守りとして身に着ける聖句箱を大きく」している，と話します。あるユダヤ人たちは，律法の数節を記したものを小さい箱に入れ，額や腕に着けていました。しかしパリサイ派の人たちは，律法を守ることに熱心であるという印象を与えるため，その箱を大きくしています。さらに，「服の裾を長くしています」。イスラエル人は服の裾に飾りを付けなければなりませんでしたが，パリサイ派の人たちはその飾りをやたらと長くしていました。（民数記 15:38-40）全ては「人に見せるため」でした。（マタイ 23:5）
[bookmark: citationsource163]弟子たちも目立ちたいという考え方の影響を受けていたようです。それでイエスはこう教えます。「あなたたちは，ラビと呼ばれてはなりません。あなたたちの先生はただひとりであり，あなたたちは皆，兄弟だからです。また，地上の誰をも父と呼んではなりません。あなたたちの父はただひとり，天にいる方だからです。また，指導者と呼ばれてもなりません。あなたたちの指導者はキリストひとりだからです」。では，自分についてどんな見方をし，どう行動すべきなのでしょうか。イエスはこう続けます。「あなたたちの間で一番偉い人は奉仕者でなければなりません。高慢になる人は低く評価され，謙遜になる人は高く評価されるのです」。（マタイ 23:8-12）
[bookmark: citationsource164]次にイエスは，偽善的な律法学者とパリサイ派の人たちが悲惨であることを指摘します。「偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方は悲惨です！ 人の前で天の王国を閉ざすからです。自分自身が入らず，入ろうとする人をも入らせません」。（マタイ 23:13）
[bookmark: citationsource165][bookmark: citationsource166][bookmark: citationsource167]イエスは，彼らが神にとって重要なことを全く無視し，自分勝手な区別を設けていることを非難します。例えば彼らは，「神殿に懸けて誓っても，守らなくてよい。しかし，神殿の金に懸けて誓うなら，義務を負う」と言います。彼らは道徳的に盲目です。エホバを崇拝し，エホバに近づくための場所よりも，神殿の金の方を重視しているのです。そのようにして，「律法のより重大な事柄，すなわち公正と憐れみと忠実を無視して」います。（マタイ 23:16，23。ルカ 11:42）
[bookmark: citationsource168][bookmark: citationsource169][bookmark: citationsource170]イエスはパリサイ派の人たちを「目が見えない案内人たち」と呼び，「あなた方は，ブヨはこし取りながらラクダをのみ込んでいます！」と言います。（マタイ 23:24）彼らはぶどう酒からブヨをこし取りますが，それはブヨが儀式上汚れたものだからです。しかし，彼らは律法のより重大な事柄を無視しています。それは，ブヨと同じように儀式上汚れていて，しかももっと大きなラクダをのみ込んでいるようなものです。（レビ記 11:4，21-24）

· [bookmark: citationsource171]イエスが詩編 110編にあるダビデの言葉を引用して質問した時，パリサイ派の人たちが黙っていたのはなぜですか。
· パリサイ派の人たちが聖句箱を大きくし，服の裾の飾りを長くしていたのはなぜですか。
· イエスは弟子たちにどんなことを教えましたか。

^ （マタ 22:41-23:24） パリサイ派の人たちが集まっている間に，イエスが尋ねた。 42 「キリストについてどう考えますか。彼は誰の子ですか」。その人たちは，「ダビデの子です」と言った。 43 イエスは尋ねた。「では，どうしてダビデは，聖なる力によって彼を主と呼んでいるのですか。こう言っています。 44 『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。私があなたの敵たちをあなたの足の下に置くまで」』。 45 ダビデが主と呼んでいるのであれば，どうしてダビデの子でしょうか」。 46 誰も一言も答えられなかった。その日以降，あえてイエスに質問する人はいなかった。 
23 それからイエスは群衆と弟子たちに話した。 2 「律法学者とパリサイ派の人たちは自分たちをモーセの地位に置いています。 3 ですから，その人たちが告げることは全て行い，守りなさい。しかし，その行いに倣ってはなりません。その人たちは言いはしますが，実行しないからです。 4 重い荷をくくって人の肩に載せますが，自分ではそれを指で動かそうともしません。 5 行うことは全て，人に見せるためにしています。お守りとして身に着ける聖句箱を大きくし，服の裾の飾りを長くしています。 6 また，夕食会では最も目立つ場所を，会堂では最も良い座席を好み， 7 広場であいさつされることや，ラビと呼ばれることを好みます。 8 しかしあなたたちは，ラビと呼ばれてはなりません。あなたたちの先生はただひとりであり，あなたたちは皆，兄弟だからです。 9 また，地上の誰をも父と呼んではなりません。あなたたちの父はただひとり，天にいる方だからです。 10 また，指導者と呼ばれてもなりません。あなたたちの指導者はキリストひとりだからです。 11 あなたたちの間で一番偉い人は奉仕者でなければなりません。 12 高慢になる人は低く評価され，謙遜になる人は高く評価されるのです。 13 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 人の前で天の王国を閉ざすからです。自分自身が入らず，入ろうとする人をも入らせません。 14 ― 15 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 1人を改宗させるために海と陸を巡り，改宗させると，その人を自分以上にゲヘナに行くべき者とするからです。 16 目が見えない案内人たち，あなた方には災いがあります！ 『神殿に懸けて誓っても，守らなくてよい。しかし，神殿の金に懸けて誓うなら，義務を負う』とあなた方は言います。 17 愚かで目が見えない人たち！ 金と，金を神聖にする神殿とでは，どちらが重要ですか。 18 さらにあなた方は，『祭壇に懸けて誓っても，守らなくてよい。しかし，その上の供え物に懸けて誓うなら，義務を負う』と言います。 19 目が見えない人たち！ 供え物と，供え物を神聖にする祭壇とでは，どちらが重要ですか。 20 それで，祭壇に懸けて誓う人は，祭壇とその上の全ての物に懸けて誓っています。 21 神殿に懸けて誓う人は，神殿とそこに住んでいる方に懸けて誓っています。 22 また，天に懸けて誓う人は，神の王座とそこに座っている方に懸けて誓っています。 23 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ ミント，ディル，クミンの10分の1を納めながら，律法の中のもっと重大な事柄，すなわち公正と憐れみと忠実*を無視しているからです。10分の1を納める必要はありますが，後者を無視すべきではありません。 24 目が見えない案内人たち，あなた方は，ブヨを取り除きながらラクダをのみ込んでいます！

または，「信仰」。
 
^ （マル 12:35-40） 一方イエスは，神殿で教えていた時に，こう言った。「律法学者たちが，キリストはダビデの子だと言うのはどうしてですか。 36 聖なる力によってダビデ自身がこう言いました。『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。私があなたの敵たちをあなたの足の下に置くまで」』。 37 ダビデ自身が主と呼んでいるのに，どうしてダビデの子なのですか」。 大勢の人がイエスの話すことを喜んで聞いていた。 38 イエスは教えている時に，こう言った。「律法学者たちに気を付けなさい。この人たちは長い服を着て歩き回ることや，広場であいさつされることを望み， 39 会堂では最も良い座席を，夕食会では最も目立つ場所を望みます。 40 やもめたちの家から*奪い取り，人の目に留まるように*長い祈りをします。このような人たちは，それだけ厳しい*処罰を受けます」。

または，「財産を」。
または，「見せ掛けのために」。
または，「重い」。
 
^ （ルカ 20:41-47） するとイエスが尋ねた。「人々が，キリストはダビデの子だと言うのはどうしてですか。 42 ダビデ自身が詩編の書でこう述べています。『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。 43 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」』。 44 このようにダビデが主と呼んでいるのに，どうしてダビデの子でしょうか」。 45 それから人々が皆，聞いている時に，イエスは弟子たちに言った。 46 「律法学者たちに気を付けなさい。この人たちは長い服を着て歩き回ることを好み，広場であいさつされることを愛し，会堂では最も良い座席を，夕食会では最も目立つ場所を好みます。 47 また，やもめたちの家から*奪い取り，人の目に留まるように*長い祈りをします。このような人たちは，それだけ厳しい*処罰を受けます」。

または，「財産を」。
または，「見せ掛けのために」。
または，「重い」。
 
^  （ルカ 20:20） そこで，イエスをじっと観察してから，ひそかに雇った人たちを遣わし，正しい人のふりをさせた。イエスの揚げ足を取って，政府また総督に引き渡そうとしてだった。

 
^  （マタ 22:42） 「キリストについてどう考えますか。彼は誰の子ですか」。その人たちは，「ダビデの子です」と言った。

 
^  （マタ 9:27） イエスがそこから歩いていくと，目が見えない2人の人が，「ダビデの子よ，憐れみをお掛けください」と叫びながら付いてきた。

 
^  （マタ 12:23） 群衆は皆，大変驚き，「もしかしたらこの人がダビデの子ではないか」と言いだした。

 
^  （ヨハ 7:42） 聖書は，キリストがダビデの子孫で，ダビデがいた村ベツレヘムから出ると言っているではないか」。

 
^  （マタ 22:43-45） イエスは尋ねた。「では，どうしてダビデは，聖なる力によって彼を主と呼んでいるのですか。こう言っています。 44 『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。私があなたの敵たちをあなたの足の下に置くまで」』。 45 ダビデが主と呼んでいるのであれば，どうしてダビデの子でしょうか」。

 
^  （詩 110:1， 2） エホバは私の主に告げた。 「私の右に座っていなさい。 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」。 2 エホバは，権威ある王笏を持つあなた*をシオンから送り出して言う。 「あなたの敵の中に入っていき，敵を征服しなさい」。

1節の「私の主」のこと。
 
^  （マタ 23:2， 3） 「律法学者とパリサイ派の人たちは自分たちをモーセの地位に置いています。 3 ですから，その人たちが告げることは全て行い，守りなさい。しかし，その行いに倣ってはなりません。その人たちは言いはしますが，実行しないからです。

 
^  （民 15:38-40） 「イスラエル人に話し，代々，自分のために服の裾に飾り*を作るように告げなさい。そして裾の飾りの上に青ひもを付けなければならない。 39 『この飾りを付けなければならない。それを見てエホバの全てのおきてを思い出し，守るためである。自分の心と目に従ってはならない。それらに従うなら，私に不忠実*になる。 40 この命令によって，あなたたちは思い出すことができ，私の全てのおきてを守って，神にとって聖なる人となる。

または，「フリンジ」。
または，「他の神と売春をすること」。
 
^  （マタ 23:5） 行うことは全て，人に見せるためにしています。お守りとして身に着ける聖句箱を大きくし，服の裾の飾りを長くしています。

 
^  （マタ 23:8-12） しかしあなたたちは，ラビと呼ばれてはなりません。あなたたちの先生はただひとりであり，あなたたちは皆，兄弟だからです。 9 また，地上の誰をも父と呼んではなりません。あなたたちの父はただひとり，天にいる方だからです。 10 また，指導者と呼ばれてもなりません。あなたたちの指導者はキリストひとりだからです。 11 あなたたちの間で一番偉い人は奉仕者でなければなりません。 12 高慢になる人は低く評価され，謙遜になる人は高く評価されるのです。

 
^  （マタ 23:13） 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 人の前で天の王国を閉ざすからです。自分自身が入らず，入ろうとする人をも入らせません。

 
^  （マタ 23:16） 目が見えない案内人たち，あなた方には災いがあります！ 『神殿に懸けて誓っても，守らなくてよい。しかし，神殿の金に懸けて誓うなら，義務を負う』とあなた方は言います。

 
^  （マタ 23:23） 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ ミント，ディル，クミンの10分の1を納めながら，律法の中のもっと重大な事柄，すなわち公正と憐れみと忠実*を無視しているからです。10分の1を納める必要はありますが，後者を無視すべきではありません。

または，「信仰」。
 
^  （ルカ 11:42） しかし，パリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ ミントやヘンルーダなど，あらゆるハーブ*の10分の1を納めながら，神の公正*と神への愛を無視しているからです。10分の1を納める義務はありますが，後者を無視すべきではありません。

もしかすると，「野菜」。
または，「正しい裁き」。
 
^  （マタ 23:24） 目が見えない案内人たち，あなた方は，ブヨを取り除きながらラクダをのみ込んでいます！

 
^  （レビ 11:4） しかし，反すうしたりひづめが割れていたりしても，以下の動物は食べてはならない。ラクダ。これは反すうするがひづめが割れていない。それはあなたたちにとって汚れたものである。

 
^  （レビ 11:21-24） 羽があって4本の足で歩く小さな生き物のうち，折れ曲がった足がほかの足よりも上に突き出ていて，地面を跳びはねるものは食べてよい。 22 すなわち，さまざまな種類のバッタ，コオロギ。 23 羽があって4本の足を持つ他の小さな生き物は全て，あなたたちにとって忌まわしいものである。 24 それらはあなたたちを汚すものである。その死骸に触れた人は夕方まで汚れた人となる。

 
^ （詩 110:0-7） ダビデによる。歌。 110 エホバは私の主に告げた。 「私の右に座っていなさい。 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」。 2 エホバは，権威ある王笏を持つあなた*をシオンから送り出して言う。 「あなたの敵の中に入っていき，敵を征服しなさい」。 3 あなたが軍勢を指揮する*日に，あなたの民は喜んで自分を差し出す。 あなたが率いる若者たちは神聖さで光り輝く。 夜明けに豊かに生じる露のよう。 4 エホバは誓った。考えを変える*ことはない。 「あなたは永遠に祭司。 メルキゼデクのような祭司」。 5 エホバはあなたの右にいて， 怒りの日に王たちを打ち倒す。 6 国々に*刑を執行し， その土地を死体であふれさせる。 広大な土地*の支配者を打ち倒す。 7 その方*は，道のそばに流れる水を飲み， 頭を高く上げる。

1節の「私の主」のこと。
または，「あなたの軍隊が集まる」。
または，「悔やむ」。
または，「の間で」。
または，「地上全体」。
1節の「私の主」のこと。
 
^ ***イ道 254ページ–255ページ イエスが神殿で過ごす最後の日***
 
110章
イエスが神殿で過ごす最後の日
 
[bookmark: citationsource173][bookmark: citationsource174]マタイ 23:25–24:2 マルコ 12:41–13:2 ルカ 21:1-6
· イエスは宗教指導者たちへの非難を続ける
· 神殿は滅ぼされる
· 貧しいやもめが小さな硬貨2つを寄付する
[bookmark: citationsource175]イエスは神殿で過ごす最後の日に，律法学者たちとパリサイ派の人たちのことをはっきり偽善者と呼び，彼らの態度を非難します。比喩表現を用いて，こう言います。「あなた方は……杯と皿の外側は清めますが，内側は貪欲と放縦に満ちてい[ま]す。目が見えないパリサイ派の人たち，まず杯と皿の内側を清めて，外側も清くなるようにしなさい」。（マタイ 23:25，26）パリサイ派の人たちは，儀式上の清さや自分の外面については大変きちょうめんですが，自分の内面については無関心で，心を清めることができていません。
[bookmark: citationsource176][bookmark: citationsource177][bookmark: citationsource178][bookmark: citationsource179]預言者の墓を建てて飾り付けていることにも，彼らの偽善が表れています。しかしイエスが言う通り，彼らは「預言者を殺害した者たちの子」です。（マタイ 23:31）イエスを殺そうとしていること自体，その証拠です。（ヨハネ 5:18; 7:1，25）
[bookmark: citationsource180]それでイエスは，宗教指導者たちが悔い改めないならどうなるかをこう話します。「蛇よ，マムシのような者たちよ，あなた方はどうしてゲヘナの処罰を逃れられるでしょうか」。（マタイ 23:33）ゲヘナとはヒンノムの谷のことです。そこはごみを燃やす所でした。ですからこの表現は，邪悪な律法学者たちとパリサイ派の人たちに永遠の滅びが待ち受けていることを示しています。
[bookmark: citationsource181]弟子たちは「預言者」，「賢人」，「教師」になります。どんな扱いを受けるでしょうか。イエスは宗教指導者たちにこう言います。「あなた方は[私の弟子]の中のある人を殺し，杭に掛け，ある人を会堂でむち打ち，あちこちの町で迫害します。こうして，正しい人アベルの血から……ゼカリヤの血に至るまで，地上で流された正しい人の血全てがあなた方に降り掛かります」。そしてこう警告します。「はっきり言いますが，その全てがこの世代に降り掛かります」。（マタイ 23:34-36）この言葉は，西暦70年にローマ軍がエルサレムを滅ぼし，何十万ものユダヤ人を殺害した時に実現しました。
[bookmark: citationsource182]イエスはその時の恐ろしい状況を考えて心を痛め，悲しみを込めてこう言います。「エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，遣わされた人々を石打ちにする者よ，私はめんどりが翼の下にひなを集めるようにあなた方を集めたいと何度思ったことでしょう。しかし，あなた方はそれを望みませんでした。聞きなさい，あなた方の家は見捨てられます」。（マタイ 23:37，38）これを聞いた人たちは，イエスが言った「家」とは何のことだろうと思ったに違いありません。神の保護があるように思える，エルサレムの立派な神殿のことでしょうか。
[bookmark: citationsource183][bookmark: citationsource184]イエスの次の言葉はこうです。「あなた方に言いますが，あなた方は今後，『エホバの名によって来る方が祝福されますように！』と言う時まで，決して私を見ることはありません」。（マタイ 23:39）イエスは，詩編 118編26節の，「エホバの名によって来る方が祝福されますように。私たちはエホバの家であなたたちのために祝福を願う」という言葉から引用しています。この聖句の「エホバの家」とは神殿のことです。神殿が滅ぼされると，誰もそこに神の名によって来ることはできません。
[bookmark: citationsource185]次にイエスは，神殿の寄付箱が見える場所に移動します。その箱の上部には小さな口があり，そこから寄付を入れる仕組みになっています。イエスは人々が寄付をする様子を見ています。裕福な人たちは「たくさんの硬貨を入れて」います。イエスは「ごく小額の小さな硬貨2つ」を寄付した，1人の貧しいやもめに注目します。（マルコ 12:41，42）イエスは，そのやもめの寄付が神に喜ばれることを知っています。
[bookmark: citationsource186]イエスは弟子たちを呼ぶと，「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，寄付箱にお金を入れたほかの人たち全てよりたくさん入れました」と話します。なぜそう言えるのでしょうか。イエスは，「彼らは皆，余っている中から入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ全て，生活に必要な全てのものを入れたからです」と説明します。（マルコ 12:43，44）この女性は内面も行動も，宗教指導者たちとは全く違っていたのです。
[bookmark: citationsource187][bookmark: citationsource188]ニサン11日も過ぎていき，イエスは神殿を後にします。すると1人の弟子が，「先生，見てください。何と見事な石と建物なのでしょう」と叫びます。（マルコ 13:1）神殿の壁に使われていた石の中にはとてつもなく大きなものがあったため，建物は強固で不動な印象を与えました。ところがイエスは不思議なことを言います。「この立派な建物を見ているのですか。石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。（マルコ 13:2）
そう言ってから，イエスは使徒たちとキデロンの谷を渡り，オリーブ山に登ります。そして，4人の使徒ペテロ，アンデレ，ヤコブ，ヨハネと一緒になります。その場所からは壮麗な神殿が見えます。

· イエスは神殿で過ごす最後の日に，何をしましたか。
· イエスは神殿が将来どうなると予告しましたか。
· イエスが，やもめは裕福な人たちよりもたくさん寄付したと言ったのはなぜですか。

^ （マタ 23:25-24:2） 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 杯と皿の外側は清めますが，内側は貪欲*と身勝手さに満ちているからです。 26 目が見えないパリサイ派の人たち，まず杯と皿の内側を清めて，外側も清くなるようにしなさい。 27 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 白く塗った墓に似ているからです。外側は確かに美しく見えますが，内側は死人の骨とあらゆる汚れに満ちています。 28 同じように，あなた方は，外側は人々の目に正しい人と映りますが，内側は偽善と不法に満ちています。 29 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 預言者の墓を建て，正しい人の墓を飾り付けて， 30 こう言うからです。『私たちは父祖たちの時代に生きていたら，一緒になって預言者たちの血を流したりはしなかった』。 31 それであなた方は，預言者を殺害した者たちの子であることを自ら証言しているのです。 32 それなら，父祖たちが始めたことをやり遂げなさい。 33 蛇よ，毒蛇のような者たちよ，あなた方はどうしてゲヘナの処罰を逃れられるでしょうか。 34 それで，私は預言者と賢人と教師たちをあなた方のもとに遣わします。あなた方はその中のある人を殺し，杭に掛け，ある人を会堂でむち打ち，あちこちの町で迫害します。 35 こうして，正しい人アベルの血から，あなた方が聖なる所と祭壇の間で殺害した，バラキヤの子ゼカリヤの血に至るまで，地上で流された正しい人の血全ての責任をあなた方は負います。 36 はっきり言いますが，その全ての責任をこの世代が負います。 37 エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，遣わされた人々を石打ちにする者よ，私はめんどりが翼の下にひなを集めるようにあなた方を集めたいと何度思ったことでしょう。しかし，あなた方はそれを望みませんでした。 38 聞きなさい，あなた方の家は見捨てられます。 39 あなた方に言いますが，あなた方は今後，『エホバの名によって来る方が祝福されますように！』と言う時まで，決して私を見ることはありません」。 
24 さて，イエスが神殿から去っていく時に，弟子たちが近づいてきて神殿の建物を指し示した。 2 それでイエスは言った。「この全てを見ているのですか。はっきり言いますが，石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。

または，「強奪」，「略奪」。
 
^ （マル 12:41-13:2） イエスは寄付箱の見える所に座り，人々が寄付箱にお金を入れる様子を眺めていた。多くの裕福な人たちがたくさんの硬貨を入れていた。 42 そこへ，貧しいやもめがやって来て，ごく小額の小さな硬貨2枚を入れた。 43 イエスは弟子たちを呼び寄せて，こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，寄付箱にお金を入れたほかの人たち全てよりたくさん入れました。 44 皆は余っている中から入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ全て，生活に必要な全てのものを入れたからです」。 
13 イエスが神殿から出ていく時に，弟子の1人が言った。「先生，見てください。何と見事な石と建物なのでしょう」。 2 しかしイエスは言った。「この立派な建物を見ているのですか。石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。

 
^ （ルカ 21:1-6） さて，イエスが目を上げると，裕福な人たちが寄付箱に寄付を入れているのが見えた。 2 次いで，貧乏なやもめがごく小額の小さな硬貨2枚を入れるのを見て， 3 こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，彼ら全てよりたくさん入れました。 4 あの人たちは皆，余っている中から寄付を入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ生活費全てを入れたからです」。 5 後に，神殿が立派な石や献納物で飾られていることについて何人かが話していた時， 6 イエスは言った。「あなたたちがいま見ているこれらの物についていえば，石が石の上に残らずに崩されてしまう時が来ます」。

 
^  （マタ 23:25， 26） 偽善者である律法学者とパリサイ派の人たち，あなた方には災いがあります！ 杯と皿の外側は清めますが，内側は貪欲*と身勝手さに満ちているからです。 26 目が見えないパリサイ派の人たち，まず杯と皿の内側を清めて，外側も清くなるようにしなさい。

または，「強奪」，「略奪」。
 
^  （マタ 23:31） それであなた方は，預言者を殺害した者たちの子であることを自ら証言しているのです。

 
^  （ヨハ 5:18） このため，ユダヤ人たちはますますイエスを殺そうとするようになった。安息日を破っているだけでなく，神を自分の父と呼んで自分を神のような者としている，という理由だった。

 
^  （ヨハ 7:1） この後，イエスは引き続きガリラヤを回った。ユダヤを回ろうとは思わなかった。ユダヤ人たちがイエスを殺そうとしていたからである。

 
^  （ヨハ 7:25） エルサレムの住民のある人たちが言いだした。「これは，支配者たちが殺そうとしている人ではないか。

 
^  （マタ 23:33） 蛇よ，毒蛇のような者たちよ，あなた方はどうしてゲヘナの処罰を逃れられるでしょうか。

 
^  （マタ 23:34-36） それで，私は預言者と賢人と教師たちをあなた方のもとに遣わします。あなた方はその中のある人を殺し，杭に掛け，ある人を会堂でむち打ち，あちこちの町で迫害します。 35 こうして，正しい人アベルの血から，あなた方が聖なる所と祭壇の間で殺害した，バラキヤの子ゼカリヤの血に至るまで，地上で流された正しい人の血全ての責任をあなた方は負います。 36 はっきり言いますが，その全ての責任をこの世代が負います。

 
^  （マタ 23:37， 38） エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，遣わされた人々を石打ちにする者よ，私はめんどりが翼の下にひなを集めるようにあなた方を集めたいと何度思ったことでしょう。しかし，あなた方はそれを望みませんでした。 38 聞きなさい，あなた方の家は見捨てられます。

 
^  （マタ 23:39） あなた方に言いますが，あなた方は今後，『エホバの名によって来る方が祝福されますように！』と言う時まで，決して私を見ることはありません」。

 
^  （詩 118:26） エホバの名によって来る方が祝福されますように。 私たちはエホバの家であなたたちのために祝福を願う。

 
^  （マル 12:41， 42） イエスは寄付箱の見える所に座り，人々が寄付箱にお金を入れる様子を眺めていた。多くの裕福な人たちがたくさんの硬貨を入れていた。 42 そこへ，貧しいやもめがやって来て，ごく小額の小さな硬貨2枚を入れた。

 
^  （マル 12:43， 44） イエスは弟子たちを呼び寄せて，こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，寄付箱にお金を入れたほかの人たち全てよりたくさん入れました。 44 皆は余っている中から入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ全て，生活に必要な全てのものを入れたからです」。

 
^  （マル 13:1） イエスが神殿から出ていく時に，弟子の1人が言った。「先生，見てください。何と見事な石と建物なのでしょう」。

 
^  （マル 13:2） しかしイエスは言った。「この立派な建物を見ているのですか。石がこのまま石の上に残って崩されないでいることは決してありません」。

 
^ ***イ道 256ページ–259ページ 使徒たちはしるしについて尋ねる***
 
111章
使徒たちはしるしについて尋ねる
 
[bookmark: citationsource190][bookmark: citationsource191]マタイ 24:3-51 マルコ 13:3-37 ルカ 21:7-38
· 4人の弟子がしるしについて尋ねる
· イエスが話したしるしは1世紀とそれ以降に実現する
· 私たちは注意を払っていなければならない
[bookmark: citationsource192]ニサン11日火曜日が暮れていきます。イエスの地上での忙しい活動期間にも終わりが近づいています。ここしばらくイエスは，昼は神殿で教え，夜はエルサレム市の外に泊まっていました。イエスは人々の関心の的となり，「神殿でイエスの話を聞こうとして朝早く来」る人も大勢いました。（ルカ 21:37，38）しかし，そうした日々も終わりを迎えました。イエスは4人の使徒たち，ペテロ，アンデレ，ヤコブ，ヨハネと一緒にオリーブ山に座っています。
[bookmark: citationsource193][bookmark: citationsource194][bookmark: citationsource195]4人は自分たちだけでイエスの所にやって来ます。神殿の石がこのまま石の上に残ることはないという予告を聞いて，神殿のことが気になっているのです。でも，知りたいことはほかにもあります。イエスは以前，「用意をしていなさい。思ってもいない時刻に人の子は来るからです」と言いました。（ルカ 12:40）また，「人の子が現れる日」について話したこともあります。（ルカ 17:30）そうした言葉も，神殿について先ほど聞いた事柄と何か関係があるのでしょうか。使徒たちは知りたくてうずうずしています。それでイエスにこう頼みます。「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。そして，あなたの臨在と体制の終結のしるしには，何がありますか」。（マタイ 24:3）
[bookmark: citationsource196]彼らは，目の前に見えている神殿が滅びる時のことを考えているようです。また，人の子の臨在についても質問しています。きっと，「ある高貴な生まれの男性が，王権を確立して戻るため」に旅行に出た，というイエスの例え話を思い出したのでしょう。（ルカ 19:11，12）さらに，「体制の終結のしるし」にも関心があります。
イエスはそれらの質問に詳しく答えながら，エルサレムと神殿が終わる時を見分けるしるしを明らかにしていきます。しかし，そのしるしは，将来のクリスチャンにとっても重要です。それらクリスチャンが，イエスの「臨在」期間中に生きており，地上の体制全ての終わりが近いことを識別する助けになるからです。
やがて，使徒たちはイエスの預言が実現していくのを目撃します。彼らが生きている間に，予告されていた多くのことが起こり始めるのです。そのため，37年後の西暦70年に生きているクリスチャンたちは，ユダヤ人の体制と神殿が滅びる時に不意を突かれることなく，準備を整えていることができます。とはいえ，イエスが予告したこと全てが，西暦70年とそれまでの期間に実現するわけではありません。では，イエスが王国の支配を開始して臨在する時のしるしには，どんなものがあるのでしょうか。イエスは使徒たちの質問に答えながら明らかにします。
[bookmark: citationsource197][bookmark: citationsource198][bookmark: citationsource199][bookmark: citationsource200]イエスの予告によると，「戦争のことや戦争の知らせ」があり，「国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上が」ります。（マタイ 24:6，7）また，「大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります」。（ルカ 21:11）イエスは弟子たちに，「人々はあなたたちを捕らえて迫害」する，とも警告します。（ルカ 21:12）さらに，偽預言者が現れ，多くの人を惑わします。不法なことが増え，大半の人の愛が冷えます。それからイエスは，「王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます」とも話します。（マタイ 24:14）
イエスの預言のうち幾つかの点は，ローマ軍によってエルサレムが滅ぼされる時や，その滅びが生じるまでの期間に実現します。しかし，イエスの預言はずっと後の時代に，もっと大きなスケールで実現します。では，この重要な預言が現代に実現しているという証拠がありますか。
[bookmark: citationsource201][bookmark: citationsource202]イエスが自分の臨在のしるしとして挙げたものの1つに，「荒廃をもたらす極めて不快なもの」の出現があります。（マタイ 24:15）西暦66年，この極めて不快なものはローマ人の「陣営を張った軍隊」として出現します。その軍には偶像視されていた軍旗がありました。ローマ軍はエルサレムを包囲し，城壁の土台を崩し始めます。（ルカ 21:20）ユダヤ人の「聖なる場所」に，立ってはならない「極めて不快なもの」が立っていたのです。
[bookmark: citationsource203][bookmark: citationsource204]イエスはさらに，「世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難がある」と予告します。西暦70年，ローマ軍はエルサレムを滅ぼします。ユダヤ人の「聖都」は神殿もろとも破壊され，何十万もの人が殺害されたため，まさに大患難となります。（マタイ 4:5; 24:21）ユダヤ人とエルサレムの歴史上，これほど破壊的な出来事はありませんでした。それまで何百年も続いてきたユダヤ人の崇拝の体制も終わりを告げます。ですから，イエスの預言が将来もっと大規模に実現する時，それは恐ろしいものであるに違いありません。
体制の終結における確信
[bookmark: citationsource205]イエスが王として臨在するしるしと，体制の終結のしるしについて，イエスは話し続けます。イエスは「偽キリストや偽預言者」に振り回されないよう警告を与えます。彼らは，「できれば選ばれた者たちをさえ惑わそう」とするでしょう。（マタイ 24:24）しかし，選ばれた者たちは惑わされません。偽キリストは目に見えますが，イエスの臨在は目に見えないのです。
[bookmark: citationsource206]イエスは，現在の体制の終わりに生じる，もっと大規模な患難についてこう話します。「太陽は暗くなり，月は光を放たず，星は天から落ち，天の力は揺り動かされます」。（マタイ 24:29）使徒たちはこうした予告を聞いても，具体的に何が起きるのか分かりません。それでも，間違いなく恐ろしい時となるでしょう。
[bookmark: citationsource207]そうした患難は人間にどんな影響を与えますか。イエスはこう言います。「人々は，世界を襲う事柄に対する恐れと予想から気を失います。天の力が揺り動かされるからです」。（ルカ 21:26）イエスの言葉通り，人間がこれまで経験したことがないような悲惨な時を迎えるのです。
[bookmark: citationsource208][bookmark: citationsource209][bookmark: citationsource210]イエスは，「人の子が力と大きな栄光を帯びて」来る時に，全ての人が嘆くわけではない，と話して使徒たちを元気づけます。（マタイ 24:30）イエスは，「選ばれた者たちのために」神が行動を起こすと述べていました。（マタイ 24:22）では，イエスが話した衝撃的な予告が実現していく時，忠実な弟子たちは何をすべきでしょうか。イエスはこう勧めます。「これらの事が起き始めたら，真っすぐに立ち，頭を上げなさい。あなたたちの救出が近づいているからです」。（ルカ 21:28）
[bookmark: citationsource211]その期間に生きている弟子たちは，終わりが近いことをどのようにして知るのでしょうか。ここでイエスはイチジクの木の例えを話します。「若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。同じように，これら全てを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません」。（マタイ 24:32-34）
弟子たちは，しるしのさまざまな特色が実現するのを見る時，終わりが近いことに気付かなければなりません。イエスは，将来その重要な時代を生きる弟子たちに向けてこう語ります。
[bookmark: citationsource212]「その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。洪水前のその時代，ノアが箱舟に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります」。（マタイ 24:36-39）イエスは話を聞いている人たちに，地球全体に影響を与えた，ノアの時代の大洪水のことを思い起こさせています。
[bookmark: citationsource213]オリーブ山でイエスの話を聞いていた使徒たちは，注意を払い続けなければならないと気付いたはずです。イエスはこう言います。「食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。わなのようにです。その日は地上の全ての人に訪れます。それで，必ず起きるこの全ての事を逃れて人の子の前に立つことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。（ルカ 21:34-36）
イエスはここ数十年の間に起きる出来事や，エルサレムの都市またはユダヤ国民だけに影響を及ぼす出来事を預言していたのではありません。もっとスケールの大きなこと，「地上の全ての人に訪れ」る変化について話していたのです。
[bookmark: citationsource214]イエスは，弟子たちが注意を払い，見張っていて，用意を整えていなければならないと教えます。そして，そのことを別の例えで強調します。「1つのことを知っておきなさい。家の主人は，泥棒がどの夜警時に来るかを知っていたなら，目を覚ましていて，家に押し入らせはしなかったでしょう。ですから，あなたたちも，用意ができていることを示しなさい。人の子は予期しない時刻に来るからです」。（マタイ 24:43，44）
[bookmark: citationsource215][bookmark: citationsource216]イエスはここで，弟子たちに心配し過ぎないでよい理由を示します。それは，これまで話してきた預言が実現する時，注意を払いつつよく働く「奴隷」がいる，ということです。イエスは使徒たちがイメージしやすい次のような場面を話します。「主人が，時に応じて召し使いたちに食物を与えるため，彼らの上に任命した，忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します」。しかし，もしその「奴隷」が邪悪な態度を表し，他の人をひどい仕方で扱うなら，主人は「最も厳しく彼を罰し」ます。（マタイ 24:45-51。ルカ 12:45，46と比較。）
イエスは，弟子たちのあるグループが邪悪な態度を示すようになると言っていたのではありません。では，どんな教訓を弟子たちに残したかったのでしょうか。それは，注意を払いつつよく働くべきであるということです。そのことをさらに別の例えで教えます。

· 弟子たちが将来の出来事について質問するきっかけになったのはどんなことでしたか。その質問をした時，弟子たちはほかにもどんなことを考えていたかもしれませんか。
· イエスの預言が実現し始めるのはいつですか。どのようにして実現し始めますか。
· キリストの臨在の特徴となるのは，どんな状況ですか。
· 「極めて不快なもの」はどのようにして出現しますか。その後，どんな出来事が生じますか。
· イエスの預言が実現するのを目撃する人たちはどんな反応を示しますか。
· 終わりの時が近いことを知る方法について，イエスはどんな例えを話しましたか。
· イエスの預言が世界規模で実現すると言えるのはなぜですか。
· 体制の終結が近い時代に生きる弟子たちに，イエスはどんな大切な教訓を与えましたか。

^ （マタ 24:3-51） イエスがオリーブ山の上で座っていると，弟子たちが自分たちだけで近づいてきて，言った。「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。あなたの臨在と体制の終結のしるしは何ですか」。 4 そこでイエスは言った。「誰にも惑わされないように気を付けなさい。 5 私の名を使う人が多く現れ，『私がキリストだ』と言って多くの人を惑わすからです。 6 あなたたちは戦争の音や戦争の知らせを聞きます。動揺しないようにしなさい。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 7 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで食糧不足や地震があります。 8 これら全ては苦しみの激痛の始まりです。 9 その時，あなたたちは苦難を味わい，殺されます。私の名のために全ての国の人々から憎まれます。 10 またその時，多くの人が信仰を捨て，互いに裏切り，憎み合います。 11 多くの偽預言者が現れ，多くの人を惑わします。 12 不法なことが増えるために，大半の人の愛が冷えます。 13 しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 14 そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。 15 ですから，荒廃をもたらす極めて不快なものが，預言者ダニエルが語った通り，聖なる場所に立っているのを見掛けるなら（読者は識別力を働かせなさい）， 16 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。 17 屋上にいる人は，家から物を持ち出そうとして下りてはならず， 18 畑にいる人は，外衣を取りに帰ってはなりません。 19 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ 20 逃げるのが冬や安息日にならないように祈っていなさい。 21 その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。 22 実際，その期間が短くされないとすれば，誰も救われないでしょう。しかし，選ばれた者たちのために，その期間は短くされます。 23 その時，『見なさい，ここにキリストがいる』とか，『そこに！』とか言う人がいても，信じてはなりません。 24 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをさえ惑わそうとして，大きな奇跡*や不思議なことを行うからです。 25 私はあらかじめ警告しているのです。 26 ですから，人々が，『見なさい，彼は荒野にいる』と言っても，出ていってはなりません。『見なさい，奥の部屋にいる』と言っても，信じてはなりません。 27 人の子の臨在は，東から出て西に輝き渡る稲妻のようだからです。 28 どこでも死骸のある所にはワシが集まります。 29 その期間の患難のすぐ後に，太陽は暗くなり，月は光らず，星は天から落ち，天の力は揺り動かされます。 30 その時，人の子のしるしが天に現れます。そして，地上の全ての民族は胸をたたいて悲しみ，人の子が力と大きな栄光*を帯びて天の雲に乗って来るのを見ます。 31 そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。 32 イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 33 同じように，これら全てを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 34 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 35 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 36 その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。 37 人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。 38 洪水前のその時代，ノアが箱船に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。 39 そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります。 40 その時，2人の男性が畑にいて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 41 2人の女性がひき臼を回していて，一方は連れていかれ，他方は捨てられます。 42 それで，ずっと見張っていなさい。主がどの日に来るかを知らないからです。 43 しかし，1つのことを知っておきなさい。家の主人は，泥棒がどの夜警時*に来るかを知っていたなら，目を覚ましていて，家に押し入らせはしなかったでしょう。 44 ですから，あなたたちも，用意ができていることを示しなさい。人の子は予期しない時刻に来るからです。 45 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。 46 主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ 47 はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します。 48 しかし，もしその奴隷が邪悪で，『主人は遅れている』と心の中で言い， 49 仲間の奴隷たちをたたいて，酔っぱらいたちと共に食べたり飲んだりし始めるなら， 50 その奴隷の主人は，奴隷が予期していない日，思ってもいない時刻に来て， 51 最も厳しく彼を罰し，偽善者たちと一緒にならせます。奴隷はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。

直訳，「しるし」。
もしかすると，「大きな力と栄光」。
または，「夜の何時」。
 
^ （マル 13:3-37） イエスがオリーブ山の上で神殿が見える所に座っていた時，ペテロ，ヤコブ，ヨハネ，アンデレだけが来て尋ねた。 4 「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。それら全ての終結が近いことを示すしるしは何ですか」。 5 イエスはこう言い始めた。「誰にも惑わされないように気を付けなさい。 6 多くの人が私の名を使って現れ，『私がその者だ』と言って多くの人を惑わします。 7 また，戦争の音や戦争の知らせを聞いても，動揺してはなりません。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 8 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで地震があり，食糧不足もあります。これらは苦しみの激痛の始まりです。 9 気を付けていなさい。あなたたちは地方法廷に引き渡され，会堂で打ちたたかれ，私のために総督や王の前に立たされます。その人たちに証言するためです。 10 また，全ての国の人々の間で，良い知らせがまず伝えられなければなりません。 11 人々があなたたちを引き渡すために連れていくとき，何を言おうかと心配してはなりません。何でもその時に与えられること，それを言いなさい。話すのは，あなたたちではなく，聖なる力だからです。 12 さらに，兄弟が兄弟を，父が子供を引き渡して死なせ，子供が親に歯向かい，死に至らせます。 13 そしてあなたたちは，私の名のために全ての人から憎まれます。しかし，終わりまで耐え忍んだ人が救われます。 14 荒廃をもたらす極めて不快なものが，立ってはならない所に立っているのを見掛けるなら（読者は識別力を働かせなさい），その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。 15 屋上にいる人は，下りてはならず，家から何かを持ち出そうとして中に入ってもなりません。 16 畑にいる人は，外衣などの物を取りに帰ってはなりません。 17 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ 18 それが冬に起きないように祈っていなさい。 19 その期間は，神による創造の始めからその時*まで起きたことがなく，また二度と起きないような患難の期間となるからです。 20 実際，エホバがその期間を短くしないとすれば，誰も救われないでしょう。しかし神は，選んだ者たちのために，その期間を短くします。 21 またその時，『見なさい，ここにキリストがいる』とか，『見なさい，そこにいる』とか言う人がいても，信じてはなりません。 22 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをも迷わそうとして，奇跡*や不思議なことを行うからです。 23 ですから，気を付けなさい。私はあなたたちに全てのことを前もって告げました。 24 しかしその期間，その患難の後に，太陽は暗くなり，月は光らず， 25 星は天から落ちていき，天にある力は揺り動かされます。 26 またその時，人々は，人の子が大きな力と栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 27 そしてその時，人の子は天使たちを遣わし，四方から，地の果てから天の果てまで，選ばれた者たちを集めます。 28 イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 29 同じように，これらのことが起きているのを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 30 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 31 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 32 その日や時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。 33 ずっと見ていて，目を覚ましていなさい。あなたたちは，定められた時がいつかを知らないからです。 34 それは，家を離れて外国へ旅行に行く人が，奴隷たちに権威を与え，それぞれに仕事を委ね，戸口番にはずっと見張っているようにと命令するのに似ています。 35 それで，家の主人がいつ帰って来るか，夜の初めか，夜遅くか，夜明け前か，あるいは早朝かを知らないのですから，ずっと見張っていなさい。 36 主人が突然に来てあなたたちが眠っているところを見つけるということのないためです。 37 私があなたたちに言っていることは，全ての人に言っているのです。ずっと見張っていなさい」。

直訳，「現在」，「今」。
直訳，「しるし」。
 
^ （ルカ 21:7-38） それで彼らはこう質問した。「先生，そのようなことは実際いつあるのでしょうか。そのようなことが起きるのが近いことを示すしるしは何ですか」。 8 イエスは言った。「惑わされないように気を付けなさい。多くの人が私の名を使って現れ，『私がその者だ』とか『その時が近い』とか言うからです。その人たちに付いていってはなりません。 9 さらに，戦争や騒乱*について聞いても，おびえてはなりません。まずこれらのことが必ず起きますが，終わりはすぐには来ないのです」。 10 それからイエスは言った。「国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がります。 11 大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります。また，恐ろしい光景や天からの大きなしるしがあります。 12 しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。 13 それは証言する機会となります。 14 それで，どのように弁明するかを前もって練習しない，と心に決めなさい。 15 私があなたたちに言葉と知恵を与えるからです。反対者は皆一緒になってもそれに抵抗も反論もできません。 16 さらに，あなたたちは，親，兄弟，親族，友人たちによってさえ引き渡され*，中には殺される人もいます。 17 また，私の名のために全ての人から憎まれます。 18 それでも，あなたたちの髪の毛1本も失われません。 19 あなたたちは忍耐によって命を受けます。 20 エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。 21 その時，ユダヤにいる人は山に逃げ始めなさい。都の中にいる人はそこを出なさい。田舎にいる人は都に入ってはなりません。 22 なぜなら，これは処罰が下される期間であり，書かれていること全てが実現するのです。 23 その期間，妊娠している女性と赤ん坊に乳を飲ませている人にとっては悲惨なことになります！ その土地*はひどい貧困に見舞われ，この民に対する憤りが表されるからです。 24 人々は剣の刃に倒れ，捕らわれて全ての国の人々のもとへ引いていかれます。そしてエルサレムは，異国の人々の定められた時が満ちるまで異国の人々に踏みにじられます。 25 また，太陽と月と星にしるしがあり，地上では，海のとどろきと動揺のために，逃げ道を知らないさまざまな国の人々が苦悩します。 26 人々は，世界を襲う事柄に対する恐れと予想から気を失います。天の力が揺り動かされるからです。 27 またその時，人々は，人の子が力と大きな栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 28 しかし，これらのことが起き始めたら，真っすぐに立ち，頭を上げなさい。あなたたちの救出が近づいているからです」。 29 イエスは1つの例えを話した。「イチジクの木やほかの全ての木を見なさい。 30 木が芽を出していれば，あなたたちは自分でそれを見て，もう夏が近いことを知ります。 31 同じように，これらのことが起きているのを見たら，神の王国が近いことを知りなさい。 32 はっきり言いますが，全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。 33 天と地は過ぎ去りますが，私の言葉は決して過ぎ去りません。 34 とはいえ，食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事*で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。 35 わなのようにです。その日は地上の全ての人に訪れます。 36 それで，必ず起きるこの全てのことを逃れて人の子の前に立つことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。 37 こうしてイエスは，昼は神殿で教え，夜は出ていってオリーブ山で泊まるのだった。 38 民は皆，神殿でイエスの話を聞こうとして朝早く来た。

または，「無秩序」，「暴動」。
または，「裏切られ」。
直訳，「地上」。
または，「暮らしのための心配事」，「日常生活の心配」。
 
^  （ルカ 21:37， 38） こうしてイエスは，昼は神殿で教え，夜は出ていってオリーブ山で泊まるのだった。 38 民は皆，神殿でイエスの話を聞こうとして朝早く来た。

 
^  （ルカ 12:40） あなたたちも用意をしていなさい。思ってもいない時刻に人の子は来るからです」。

 
^  （ルカ 17:30） 人の子が現れる日も同様です。

 
^  （マタ 24:3） イエスがオリーブ山の上で座っていると，弟子たちが自分たちだけで近づいてきて，言った。「教えてください。そのようなことはいつあるのでしょうか。あなたの臨在と体制の終結のしるしは何ですか」。

 
^  （ルカ 19:11， 12） 弟子たちがこれらのことを聞いていると，イエスは別の例えを話した。エルサレムの近くに来ており，神の王国がすぐにも現れると弟子たちが考えていたからである。 12 それでこう言った。「ある高貴な生まれの男性が，王権を確立して戻るために遠くの土地へ旅行に出ました。

 
^  （マタ 24:6， 7） あなたたちは戦争の音や戦争の知らせを聞きます。動揺しないようにしなさい。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。 7 国民は国民に，王国は王国に敵対して立ち上がり，あちらこちらで食糧不足や地震があります。

 
^  （ルカ 21:11） 大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります。また，恐ろしい光景や天からの大きなしるしがあります。

 
^  （ルカ 21:12） しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。

 
^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。

 
^  （マタ 24:15） ですから，荒廃をもたらす極めて不快なものが，預言者ダニエルが語った通り，聖なる場所に立っているのを見掛けるなら（読者は識別力を働かせなさい），

 
^  （ルカ 21:20） エルサレムが陣営を張った軍隊に囲まれるのを見たなら，その時，荒廃が近づいたことを知りなさい。

 
^  （マタ 4:5） 次いで，悪魔はイエスを聖なる都に連れていき，神殿の最も高い所に立たせて，

 
^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。

 
^  （マタ 24:24） 偽キリストや偽預言者が現れ，できれば選ばれた者たちをさえ惑わそうとして，大きな奇跡*や不思議なことを行うからです。

直訳，「しるし」。
 
^  （マタ 24:29） その期間の患難のすぐ後に，太陽は暗くなり，月は光らず，星は天から落ち，天の力は揺り動かされます。

 
^  （ルカ 21:26） 人々は，世界を襲う事柄に対する恐れと予想から気を失います。天の力が揺り動かされるからです。

 
^  （マタ 24:30） その時，人の子のしるしが天に現れます。そして，地上の全ての民族は胸をたたいて悲しみ，人の子が力と大きな栄光*を帯びて天の雲に乗って来るのを見ます。

もしかすると，「大きな力と栄光」。
 
^  （マタ 24:22） 実際，その期間が短くされないとすれば，誰も救われないでしょう。しかし，選ばれた者たちのために，その期間は短くされます。

 
^  （ルカ 21:28） しかし，これらのことが起き始めたら，真っすぐに立ち，頭を上げなさい。あなたたちの救出が近づいているからです」。

 
^  （マタ 24:32-34） イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 33 同じように，これら全てを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 34 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。

 
^  （マタ 24:36-39） その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。 37 人の子の臨在の時はちょうどノアの時代のようになります。 38 洪水前のその時代，ノアが箱船に入る日まで，人々は食べたり飲んだり，結婚したりしていました。 39 そして，洪水が来て全ての人を流し去るまで注意しませんでした。人の子の臨在の時もそのようになります。

 
^  （ルカ 21:34-36） とはいえ，食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事*で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。 35 わなのようにです。その日は地上の全ての人に訪れます。 36 それで，必ず起きるこの全てのことを逃れて人の子の前に立つことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。

または，「暮らしのための心配事」，「日常生活の心配」。
 
^  （マタ 24:43， 44） しかし，1つのことを知っておきなさい。家の主人は，泥棒がどの夜警時*に来るかを知っていたなら，目を覚ましていて，家に押し入らせはしなかったでしょう。 44 ですから，あなたたちも，用意ができていることを示しなさい。人の子は予期しない時刻に来るからです。

または，「夜の何時」。
 
^  （マタ 24:45-51） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。 46 主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ 47 はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します。 48 しかし，もしその奴隷が邪悪で，『主人は遅れている』と心の中で言い， 49 仲間の奴隷たちをたたいて，酔っぱらいたちと共に食べたり飲んだりし始めるなら， 50 その奴隷の主人は，奴隷が予期していない日，思ってもいない時刻に来て， 51 最も厳しく彼を罰し，偽善者たちと一緒にならせます。奴隷はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします。

 
^  （ルカ 12:45， 46） しかし，もしもその奴隷が，『主人は来るのが遅い』と心の中で言い，召し使いの男女をたたいて，食べたり飲んだり酔ったりし始めるなら， 46 その奴隷の主人は，奴隷が予期していない日，思ってもいない時刻に来て，最も厳しく彼を罰し，不忠実な者たちと一緒にならせます。

 
^ ***イ道 260ページ–261ページ 乙女たちの例え話から学ぶ***
 
112章
乙女たちの例え話から学ぶ
 
マタイ 25:1-13
· イエスは10人の乙女の例え話をする
イエスは，自分の臨在と体制の終結のしるしについて使徒たちから質問され，それに答えているところです。そして，もう1つの例え話をして大切な教訓を与えます。イエスの臨在期間中に生きている人たちは，その例え話が実現するのを見ることになります。
[bookmark: citationsource218]例え話はこう始まります。「天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした」。（マタイ 25:1，2）
イエスは，天の王国を受け継ぐ弟子たちのうち半分が愚かで，もう半分が思慮深いと言っていたのではありません。弟子たち各自には，王国の事柄にしっかり注意を払うという選択肢と，注意を怠るという選択肢があると教えていたのです。しかしイエスとしては，弟子たちが忠実であり続け，天の父の祝福を受けるということを確信していました。
10人の乙女は全員，花婿を迎えて結婚式の行列に加わるために出掛けていきます。花婿が到着し，準備を整えた家に花嫁を連れていく時，乙女たちは道をランプで照らします。そのようにして，花婿に対し敬意を表すのです。では，話はどう展開するでしょうか。
[bookmark: citationsource219][bookmark: citationsource220]「愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず，一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。花婿が遅れている間に，皆，眠くなって眠り込んでしまいました」。（マタイ 25:3-5）花婿は予想していた時間に到着しません。乙女たちが眠り込んでしまったことからすると，かなり遅れているようです。これを聞いた使徒たちは，ある高貴な生まれの人の例え話を思い出したでしょう。その人は旅行に出，「やがて……王権を確立して戻った」とイエスは話しました。（ルカ 19:11-15）
[bookmark: citationsource221]さて，花婿がついに到着した時のことを，イエスはこう話します。「真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました」。（マタイ 25:6）乙女たちは用意ができているでしょうか。
[bookmark: citationsource222]イエスはこう続けます。「そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所で自分の分を買ってくるのはどうですか』」。（マタイ 25:7-9）
[bookmark: citationsource223]5人の愚かな乙女は注意を怠り，花婿を迎える用意ができていません。ランプのための油が足りないので，何とか手に入れる必要があります。話は続きます。「その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。花婿は答えました。『はっきり言って，あなたたちのことは知りません』」。（マタイ 25:10-12）何と残念なのでしょう。注意を怠り用意ができていなかった結果です。
[bookmark: citationsource224][bookmark: citationsource225][bookmark: citationsource226]使徒たちは，例え話の中の花婿とはイエスのことだと分かったでしょう。イエスは以前にも自分を花婿に例えたことがあったからです。（ルカ 5:34，35）では，思慮深い乙女とは誰ですか。イエスは王国を受け継ぐ「小さな群れ」について話した時，「身支度を整え，ランプをともしていなさい」と言いました。（ルカ 12:32，35）ですから使徒たちは，今回の例えに出てくる乙女とは，自分たちや小さな群れを構成する他の人たちを指していると理解したでしょう。イエスはこの例え話で何を教えようとしていたのでしょうか。
[bookmark: citationsource227]イエスは教訓をあいまいにせず，例え話の最後ではっきりこう言います。「ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです」。（マタイ 25:13）
イエスは自分の臨在について忠実な弟子たちに話した際，「ずっと見張って」いるべきだと教えました。イエスが来る時，弟子たちは5人の思慮深い乙女のように，注意を払っていて用意ができていなければなりません。そのようにして，貴重な希望を見失ったり報いを得損なったりすることがないようにすべきです。

· 注意を払い用意ができているという点で，5人の思慮深い乙女と5人の愚かな乙女とではどんな違いがありますか。
· 花婿とは誰のことですか。また乙女たちとは誰のことですか。
· 10人の乙女の例え話でイエスが教えていた教訓とはどのようなものですか。

^ （マタ 25:1-13） その時，天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。 2 そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした。 3 愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず， 4 一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。 5 花婿が遅れている間に，皆，眠くなって眠り込んでしまいました。 6 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。 7 そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。 10 その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。 11 その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。 12 花婿は答えました。『はっきり言いますが，あなたたちのことは知りません』。 13 ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。

 
^  （マタ 25:1， 2） その時，天の王国は，ランプを持って花婿を迎えに出た10人の乙女のようです。 2 そのうち5人は愚かで，5人は思慮深い人でした。

 
^  （マタ 25:3-5） 愚かな乙女たちはランプを持ちましたが，油を携えていかず， 4 一方，思慮深い乙女たちは，ランプと共に，油を瓶に入れて持っていきました。 5 花婿が遅れている間に，皆，眠くなって眠り込んでしまいました。

 
^  （ルカ 19:11-15） 弟子たちがこれらのことを聞いていると，イエスは別の例えを話した。エルサレムの近くに来ており，神の王国がすぐにも現れると弟子たちが考えていたからである。 12 それでこう言った。「ある高貴な生まれの男性が，王権を確立して戻るために遠くの土地へ旅行に出ました。 13 その男性は10人の奴隷を呼んで10ミナを与え，『私が戻って来るまでこれで商売をしなさい』と言いました。 14 ところが，市民は彼を憎み，使節団を後から送って，『あなたが私たちの王になることは望みません』と言わせました。 15 やがて主人は王権を確立して戻った時，お金を与えておいた奴隷たちを呼び寄せました。商取引でもうけたものを確かめるためでした。

 
^  （マタ 25:6） 真夜中に，『さあ，花婿だ！ 迎えに出なさい』と叫ぶ声がしました。

 
^  （マタ 25:7-9） そこで，乙女は皆起きて，ランプを確認しました。 8 愚かな乙女たちは思慮深い乙女たちに言いました。『油を分けてください。今にもランプが消えそうです』。 9 思慮深い乙女たちは答えました。『みんなの分はなさそうです。それより，油を売る人たちの所に行って自分の分を買ってください』。

 
^  （マタ 25:10-12） その5人が買いに行っている間に花婿が来て，用意ができていた乙女たちは結婚の披露宴のために花婿と一緒に中に入り，戸が閉められました。 11 その後，残りの乙女たちも来て，『旦那さま，旦那さま，開けてください』と言いました。 12 花婿は答えました。『はっきり言いますが，あなたたちのことは知りません』。

 
^  （ルカ 5:34， 35） イエスは言った。「花婿が一緒にいる間，花婿の友人たちに断食をさせることができますか。 35 しかし，花婿がまさに取り去られる時が来ます。その時には，断食をします」。

 
^  （ルカ 12:32） 恐れることはありません，小さな群れよ。天の父は，あなたたちに王国を与えることを喜んでいます。

 
^  （ルカ 12:35） 身支度を整え，ランプをともしていなさい。

 
^  （マタ 25:13） ですから，ずっと見張っていなさい。あなたたちは，その日も時刻も知らないからです。

 
^ ***イ道 262ページ–263ページ タラントの例え話から学ぶ***
 
113章
タラントの例え話から学ぶ
 
マタイ 25:14-30
· イエスはタラントの例え話をする
イエスはオリーブ山の上で4人の使徒たちから自分の臨在と体制の終結のしるしについて質問され，その答えとして，もう1つの例え話を語ります。数日前にエリコにいた時，イエスはミナの例え話をして，王国が設立されるのはまだ遠い将来であると説明しました。この2つの例え話には似ている点がたくさんあります。この章で考える例え話は，使徒たちはイエスから委ねられた持ち物を扱う際に勤勉でなければならないということを教えています。
[bookmark: citationsource229][bookmark: citationsource230]イエスはこう話し始めます。「それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです」。（マタイ 25:14）イエスは自分を「王権を確立」するために旅行に出た男性に例えたことがあるので，使徒たちは今回の例え話に出てくる「男性」もイエスであるとすぐに分かります。（ルカ 19:12）
[bookmark: citationsource231][bookmark: citationsource232][bookmark: citationsource233][bookmark: citationsource234][bookmark: citationsource235]その人は外国に旅行に出る前に，奴隷たちに自分の貴重な持ち物を委ねます。イエスは3年半の伝道期間中，神の王国の良い知らせを伝えることに全力を傾け，弟子たちが伝道活動を行えるよう訓練しました。自分は間もなく去っていきますが，訓練した通りに弟子たちが伝道活動をしていくと確信しています。（マタイ 10:7。ルカ 10:1，8，9。ヨハネ 4:38; 14:12と比較。）
[bookmark: citationsource236]例え話の男性は自分の持ち物をどのように委ねたでしょうか。イエスはこう話します。「その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました」。（マタイ 25:15）では，奴隷たちは委ねられたもので何をしますか。主人の期待に沿って委ねられたものを勤勉に用いるでしょうか。イエスはこう続けます。
[bookmark: citationsource237]「5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました」。（マタイ 25:16-18）さて，主人が戻ってきた時にどうなりますか。
[bookmark: citationsource238][bookmark: citationsource239]イエスはこう話します。「長い時がたち，主人が来て，奴隷たちと清算をしました」。（マタイ 25:19）最初の2人の奴隷は「各自の能力に応じて」ベストを尽くしました。委ねられたものを使って勤勉に熱心に働き，利益を生み出しました。5タラントを受け取った人も2タラントを受け取った人も，委ねられたものを2倍にしたのです。（当時，1タラントを稼ぐには19年ほどかかりました。）主人はその2人の奴隷に同じ褒め言葉を掛けます。「よく頑張りました，あなたは忠実な良い奴隷です！ わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい」。（マタイ 25:21）
[bookmark: citationsource240]しかし，1タラントを受け取った奴隷はこう言います。「ご主人さま，あなたが厳しい方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。それで怖くなり，行って，あなたの1タラントを地中に隠しておきました。さあ，お返しいたします」。（マタイ 25:24，25）この奴隷はお金を銀行家に預けることもしませんでした。そうしていれば，少なくとも幾らかの利息が付いたでしょう。この奴隷は主人の期待を裏切ったのです。
[bookmark: citationsource241][bookmark: citationsource242]当然のこととして，主人はその奴隷を「怠惰な悪い奴隷」と呼び，委ねていたものを取り上げ，喜んで勤勉に働く人にそれを与えます。そしてこう言います。「持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます」。（マタイ 25:26，29）
イエスの弟子たちはこの例え話を聞いて，さまざまなことを考えさせられたでしょう。彼らはイエスから何を委ねられたか知っています。それは人々を弟子とするという大変価値のある立派な仕事です。イエスは，弟子たち全てが同じ仕方でその仕事をし，同じ成果を上げるよう期待しているわけではありません。弟子たちは「各自の能力に応じて」働くべきなのです。「怠惰」になり，主人の持ち物を増やすためにベストを尽くさないなら，イエスが喜ぶことは決してありません。
「持っている人は皆，さらに与えられ[る]」とイエスが約束した時，使徒たちはとてもうれしかったに違いありません。

· タラントの例え話に出てくる主人とは誰のことですか。奴隷たちとは誰ですか。
· イエスは弟子たちにどんな教訓を与えましたか。

^ （マタ 25:14-30） それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。 15 その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。 16 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。 19 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。 20 5タラントを受け取った人が進み出て，稼いだ5タラントを差し出し，言いました。『ご主人さま，5タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに5タラントを手に入れました』。 21 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。 22 次に，2タラントを受け取った人が進み出て，言いました。『ご主人さま，2タラントを委ねてくださいましたが，ご覧ください，さらに2タラントを手に入れました』。 23 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい』。 24 最後に，1タラントを受け取った奴隷が進み出て，言いました。『ご主人さま，あなたが厳しい*方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。 25 それで怖くなり，行って，あなたの1タラントを地中に隠しておきました。さあ，お返しいたします』。 26 主人は答えました。『怠惰な*悪い奴隷よ，私がまかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていたというのですね。 27 それならあなたは，私のお金を銀行家に預けておくべきでした。そうすれば，私は来てすぐ，利息と一緒に受け取れたでしょう。 28 さあ，この男からその1タラントを取り上げて，10タラントを持っている人に与えなさい。 29 持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます。 30 役に立たないこの奴隷を外の闇に放り出しなさい。彼はそこで泣き悲しんだり歯ぎしりしたりします』。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。
または，「過酷な要求をする」，「無情な」。
または，「怠慢な」，「やる気のない」，「無精な」。
 
^  （マタ 25:14） それはちょうど，外国へ旅行に出る際に，奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物を委ねた男性のようです。

 
^  （ルカ 19:12） それでこう言った。「ある高貴な生まれの男性が，王権を確立して戻るために遠くの土地へ旅行に出ました。

 
^  （マタ 10:7） 行って，『天の王国は近づいた』と伝道しなさい。

 
^  （ルカ 10:1） これらのことの後，主イエスはほかの70人を指名し，行こうとしている全ての町と場所へ，先に2人ずつ遣わした。

 
^  （ルカ 10:8， 9） また，どこでも町に入って人々が迎えてくれる所では，出される物を食べ， 9 そこにいる病気の人たちを治し，『神の王国はあなた方の近くに来ました』と告げなさい。

 
^  （ヨハ 4:38） 私は，自分たちではまかなかったものを刈り取らせるために，あなたたちを遣わしました。ほかの人たちが苦労してまき，その恩恵をあなたたちは一緒に受けているのです」。

 
^  （ヨハ 14:12） はっきり言っておきますが，私に信仰を抱く人も，私がしていることを行います。しかも，もっと大きなことを行います。私が父のもとに行くからです。

 
^  （マタ 25:15） その男性は，ある人には5タラント，別の人には2タラント，さらに別の人には1タラントと，各自の能力に応じて与えてから，外国へ行きました。

 
^  （マタ 25:16-18） 5タラントを受け取った人はすぐに出掛け，それで商売をして，さらに5タラントを手に入れました。 17 2タラントを受け取った人も同じように，さらに2タラントを手に入れました。 18 しかし，ただ1タラントを受け取った奴隷は，出掛けていって地面を掘り，主人のお金を隠しておきました。

 
^  （マタ 25:19） 長い時がたち，主人が来て，預けたお金について奴隷たちに確認しました。

 
^  （マタ 25:21） 主人は言いました。『よく頑張りました！ あなたは忠実な良い奴隷です。わずかなものに忠実でした。多くのものを管理させるためにあなたを任命しましょう。主人である私と共に喜びなさい*』。

または，「来てあなたの主人と喜びを共にしなさい」，「あなたの主人の喜びに入りなさい」。
 
^  （マタ 25:24， 25） 最後に，1タラントを受け取った奴隷が進み出て，言いました。『ご主人さま，あなたが厳しい*方で，まかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていました。 25 それで怖くなり，行って，あなたの1タラントを地中に隠しておきました。さあ，お返しいたします』。

または，「過酷な要求をする」，「無情な」。
 
^  （マタ 25:26） 主人は答えました。『怠惰な*悪い奴隷よ，私がまかなかった所で刈り取り，脱穀しなかった所で集めることを知っていたというのですね。

または，「怠慢な」，「やる気のない」，「無精な」。
 
^  （マタ 25:29） 持っている人は皆，さらに与えられて満ちあふれます。しかし，持っていない人は，持っているものまで取り上げられます。

 
^ ***イ道 264ページ–265ページ キリストは王として羊とヤギを裁く***
 
114章
キリストは王として羊とヤギを裁く
 
マタイ 25:31-46
· イエスは羊とヤギの例え話を語る
イエスは，オリーブ山の上で10人の乙女とタラントの例え話を語ったところです。自分の臨在と体制の終結のしるしについての質問に答えていたイエスは，最後に羊とヤギの例え話をします。
[bookmark: citationsource244][bookmark: citationsource245][bookmark: citationsource246][bookmark: citationsource247][bookmark: citationsource248]その話はこう始まります。「人の子が栄光を帯びて来て，全ての天使が共に来ると，その時，人の子は栄光の座に座ります」。（マタイ 25:31）この例え話の中心人物はイエスです。イエスはこれまで何回も自分のことを，「人の子」と呼んでいるからです。（マタイ 8:20; 9:6; 20:18，28）
[bookmark: citationsource249][bookmark: citationsource250][bookmark: citationsource251]この例え話はいつ実現しますか。イエスが天使たちと一緒に「栄光を帯びて来て」，「栄光の座に」座る時です。イエスは少し前にも，天使たちと一緒に「人の子が力と大きな栄光を帯びて天の雲に乗って来る」と話したことがあります。それはいつのことでしょうか。「患難のすぐ後」のことです。（マタイ 24:29-31。マルコ 13:26，27。ルカ 21:27）ですからこの例え話は，将来イエスが栄光を帯びて来る時に実現します。その時，イエスは何をするのでしょうか。
[bookmark: citationsource252]イエスはこう説明します。「人の子が栄光を帯びて来[ると，]全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます」。（マタイ 25:31-33）
[bookmark: citationsource253]羊はどうなりますか。イエスはこう言います。「それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい」。（マタイ 25:34）羊が王からの恵みを受けるのはなぜでしょうか。
[bookmark: citationsource254][bookmark: citationsource255][bookmark: citationsource256]王は次のように説明します。「私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え，裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました」。それを聞いた羊つまり「正しい人たち」は，自分たちがいつ王にそのようなことをしたか尋ねます。すると王は，「これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです」と答えます。（マタイ 25:35，36，40，46）正しい人たちは，そうした良いことを天で行ったのではありません。天では病気になったり飢えたりしないからです。ですから王は，羊が地上にいるキリストの兄弟たちにしたことを言っているのです。
[bookmark: citationsource257]では左に置かれたヤギはどうなりますか。イエスの説明はこうです。「それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』」。（マタイ 25:41-43）ヤギは地上にいるキリストの兄弟たちに親切であるべきでしたが，そうしなかったので，このような裁きを受けるのも当然です。
[bookmark: citationsource258]使徒たちは，将来行われるこの裁きが1回限りで，その結果は永遠に続くものであることを知ります。イエスは彼らに次のように話します。「その時，王は[言い]ます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。（マタイ 25:45，46）
使徒たちの質問に対するイエスの答えから，イエスの弟子である全ての人は多くのことを学べます。そして，自分の態度や行動がどのようなものか考えさせられます。

· 羊とヤギの例え話に出てくる「王」とは誰のことですか。この例え話が実現するのはいつのことですか。
· 裁きの時に羊が王からの恵みを得るのはなぜですか。
· ある人たちがヤギとして裁かれるのはなぜですか。羊とヤギにはそれぞれどんな結果が待っていますか。

^ （マタ 25:31-46） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。 41 それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。 42 私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。 43 よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』。 44 その時，その人たちもこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢え，喉が渇き，よそから来ており，裸であり，病気であり，牢屋にいるのを見て，仕えませんでしたか』。 45 その時，王は答えます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。 46 この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。

 
^  （マタ 25:31） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。

 
^  （マタ 8:20） しかしイエスは言った。「キツネには穴があり，鳥には巣がありますが，人の子には自分の家*がありません」。

直訳，「頭を横たえる所」。
 
^  （マタ 9:6） しかし，人の子が罪を許す権威を地上で持っていることをあなた方が知るために―」。それから，まひした男性に言った。「起き上がって担架を持ち，家に帰りなさい」。

 
^  （マタ 20:18） 「さあ，私たちはエルサレムに上っていきます。人の子は祭司長と律法学者たちに引き渡され，死に値すると断罪されて

 
^  （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。

 
^  （マタ 24:29-31） その期間の患難のすぐ後に，太陽は暗くなり，月は光らず，星は天から落ち，天の力は揺り動かされます。 30 その時，人の子のしるしが天に現れます。そして，地上の全ての民族は胸をたたいて悲しみ，人の子が力と大きな栄光*を帯びて天の雲に乗って来るのを見ます。 31 そして人の子は，大きなラッパの音と共に天使たちを遣わし，天使たちは，四方から，天の果てから果てまで，選ばれた者たちを集めます。

もしかすると，「大きな力と栄光」。
 
^  （マル 13:26， 27） またその時，人々は，人の子が大きな力と栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。 27 そしてその時，人の子は天使たちを遣わし，四方から，地の果てから天の果てまで，選ばれた者たちを集めます。

 
^  （ルカ 21:27） またその時，人々は，人の子が力と大きな栄光を帯びて雲と共に来るのを見ます。

 
^  （マタ 25:31-33） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。

 
^  （マタ 25:34） それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。

 
^  （マタ 25:35， 36） 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。

 
^  （マタ 25:40） 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。

 
^  （マタ 25:46） この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。

 
^  （マタ 25:41-43） それから王は，左にいる人たちに言います。『災いを宣告された人たち，私から離れ，悪魔と邪悪な天使たちのために用意された永遠の火に入りなさい。 42 私が飢えても食べ物を与えず，喉が渇いても飲み物を与えてくれなかったからです。 43 よそから来ても温かく迎えず，裸でいても服を与えず，病気であったり牢屋にいたりしても世話をしてくれませんでした』。

 
^  （マタ 25:45， 46） その時，王は答えます。『実のところ，これら最も目立たない人の1人にしなかったのは，それだけ私にしなかったのです』。 46 この人たちは永遠の死を迎え，正しい人たちは永遠の命を受けます」。

 
^ ***イ道 266ページ–267ページ 最後の過ぎ越しが近づく***
 
115章
最後の過ぎ越しが近づく
 
[bookmark: citationsource260][bookmark: citationsource261][bookmark: citationsource262][bookmark: citationsource263]マタイ 26:1-5，14-19 マルコ 14:1，2，10-16 ルカ 22:1-13
· ユダ･イスカリオテはイエスを裏切るための金をもらう
· 2人の使徒が過ぎ越しの準備をする
イエスはオリーブ山の上で4人の使徒からの質問に答え，自分の臨在と体制の終結のしるしについて多くのことを教えました。
[bookmark: citationsource264]それにしてもニサン11日はとても忙しい日でした。その夜を過ごすためベタニヤに向かっている途中でのことと思われますが，イエスは使徒たちにこう言います。「知っての通り，今から2日後に過ぎ越しが行われます。そして，人の子は引き渡され，杭に掛けられて死にます」。（マタイ 26:2）
イエスは翌日のニサン12日水曜日を，使徒たちと静かに過ごしたようです。火曜日には人々の前で宗教指導者たちを非難し，彼らの真の姿を暴きました。彼らから命を狙われているので，水曜日は人前に出ません。ニサン14日が始まる木曜日の晩に使徒たちと過ぎ越しを祝うのを誰にも邪魔されないためです。
[bookmark: citationsource265]しかし，祭司長と民の長老たちは穏やかでいられません。過ぎ越しの日が来る前に，大祭司カヤファの家の中庭に集まります。なぜでしょうか。自分たちの偽善を暴かれたことが許せないのです。それで，イエスを「うまく捕らえて殺そうと相談」します。いつどのように実行するのでしょうか。彼らは，「祭りの時はやめておこう。民の間で騒動が起きないようにするためだ」と言います。（マタイ 26:4，5）イエスが大勢の人たちから慕われているので，ためらっているのです。
[bookmark: citationsource266][bookmark: citationsource267][bookmark: citationsource268][bookmark: citationsource269]そうしているところへ，ある人物がやって来ます。何とイエスの使徒の1人ユダ･イスカリオテです。サタンは主人を裏切るという考えをユダに植え込んでいました。ユダは宗教指導者たちに，「イエスを裏切って渡したら，何をくれますか」と尋ねます。（マタイ 26:15）彼らは喜び，「銀を与えることで合意」します。（ルカ 22:5）その値段は幾らでしたか。銀30枚です。これは恐らく30シェケルに相当し，奴隷1人当たりの値段です。（出エジプト記 21:32）宗教指導者たちはイエスを軽蔑し，ほとんど価値のない人間と見なしていたのです。この時以降，ユダは「群衆がいない時にイエスを裏切って渡す良い機会をうかがうように」なります。（ルカ 22:6）
水曜日の日没後からニサンの13日が始まります。イエスがベタニヤで過ごす最後の晩となりました。夜が明けて木曜日の朝になれば，過ぎ越しのための最後の準備をしなければなりません。子羊を手に入れ，夕方にニサン14日が始まってからほふり，丸ごと焼く必要があります。その食事はどこで行うのでしょうか。誰がその準備をするのでしょうか。イエスがこのことで特に何も指示を出さないため，ユダはイエスを裏切って祭司長たちに渡す良い機会をつかめません。
[bookmark: citationsource270]木曜日の昼すぎと思われますが，イエスはペテロとヨハネをベタニヤから送り出すことにし，こう言います。「行って，過ぎ越しの食事を用意しなさい」。2人は，「どこに用意したらいいでしょうか」と尋ねます。それでイエスはこう指示します。「町に入ると，水がめを運んでいる男に会います。付いていって，その人が入る家に入りなさい。そして，家主にこう言いなさい。『先生が，「過ぎ越しの食事を弟子たちとできる客室はどこでしょうか」と言っています』。その人は整った大きな階上の部屋を見せてくれます。そこに用意しなさい」。（ルカ 22:8-12）
この家主はイエスの弟子であるに違いありません。イエスがこの過ぎ越しを祝うために自分の家を使うことを予想していたようです。ペテロとヨハネがエルサレムに着くと，全てイエスが話した通りになります。それで2人は子羊の準備を見届け，イエスと12使徒たちが過ぎ越しを祝うのに必要なものがそろうようにします。

· イエスはニサン12日水曜日をどう過ごしたようですか。それはなぜですか。
· 宗教指導者たちが集まったのはなぜですか。ユダがそこへ行ったのはなぜですか。
· イエスは木曜日に誰をエルサレムに送り出しましたか。彼らは何をしましたか。

^ （マタ 26:1-5） さて，イエスはこれら全てを語り終えてから，弟子たちに言った。 2 「知っての通り，今から2日後に過ぎ越しの祭りが行われます。そして，人の子は引き渡され，杭に掛けられて死にます」。 3 その頃，祭司長と民の長老たちは，カヤファという大祭司の家の中庭に集まり， 4 イエスをうまく*捕らえて殺そうと相談した。 5 しかし，「祭りの時はやめておこう。民の間で騒動が起きないようにするためだ」と言っていた。

または，「欺きによって」，「悪巧みによって」。
 
^ （マタ 26:14-19） その時，12人の1人でユダ･イスカリオテという人が，祭司長たちの所に行き， 15 こう言った。「イエスを裏切って渡したら，何をくれますか」。祭司長たちは銀30枚を与えることにした。 16 それ以降，ユダは裏切る良い機会をうかがい続けた。 17 無酵母パンの祭りの最初の日，弟子たちがイエスの所に来て，言った。「過ぎ越しの食事をどこに準備したらいいでしょうか」。 18 イエスは言った。「町の中の誰それの所に行き，こう言いなさい。『先生が，「私の時*が近づきました。あなたの家で弟子たちと過ぎ越しを祝います」と言っています』」。 19 それで弟子たちはイエスの指示通りに行い，過ぎ越しの準備をした。

または，「定めの時」。
 
^ （マル 14:1， 2） さて，過ぎ越しと無酵母パンの祭りが2日後に迫った。祭司長と律法学者たちは，イエスをうまく*捕らえて殺す方法を探していた。 2 こう言っていた。「祭りの時はやめておこう。民が騒動を起こすかもしれない」。

または，「欺きによって」，「悪巧みによって」。
 
^ （マル 14:10-16） 12人の1人ユダ･イスカリオテは，イエスを裏切って渡そうとして，祭司長たちの所に行った。 11 話を聞いた祭司長たちは喜び，銀を与えることを約束した。それでユダは，裏切る機会を探るようになった。 12 無酵母パンの最初の日，慣例として過ぎ越しの犠牲を捧げる日に，弟子たちがイエスに言った。「過ぎ越しの食事を，どこに行って準備したらいいでしょうか」。 13 そこでイエスはこう言って弟子の2人を遣わした。「町の中に行きなさい。そうすると，水がめを運んでいる男の人に会います。付いていって， 14 その人がどこに入っていっても，家の主人にこう言いなさい。『先生が，「弟子たちと過ぎ越しの食事ができる客室はどこでしょうか」と言っています』。 15 そうすると，整った大きな階上の部屋を見せてくれます。そこで準備をしなさい」。 16 それで弟子たちは出ていった。町に入ると，イエスが言った通りになり，過ぎ越しの準備をした。

 
^ （ルカ 22:1-13） さて，無酵母パンの祭り，いわゆる過ぎ越しが近づいていた。 2 祭司長と律法学者たちは，イエスを除き去るうまい方法を探していた。民を恐れていたのである。 3 また，12人の中に数えられ，イスカリオテと呼ばれるユダにサタンが入り込んだ。 4 ユダは出掛けていき，イエスを裏切って渡す方法について祭司長と神殿の指揮官たちと話し合った。 5 その人たちは喜び，銀を与えることで合意した。 6 ユダは承諾し，群衆がいない時にイエスを裏切って渡す良い機会をうかがうようになった。 7 無酵母パンの日になった。過ぎ越しの犠牲が捧げられなければならない日である。 8 そこでイエスはペテロとヨハネを遣わして言った。「行って，過ぎ越しの食事を用意しなさい」。 9 2人は言った。「どこに用意したらいいでしょうか」。 10 イエスは言った。「町に入ると，水がめを運んでいる男の人に会います。付いていって，その人が入る家に入りなさい。 11 そして，家主にこう言いなさい。『先生が，「弟子たちと過ぎ越しの食事ができる客室はどこでしょうか」と言っています』。 12 その人は整った大きな階上の部屋を見せてくれます。そこに用意しなさい」。 13 それで2人が出掛けると，イエスが話した通りになり，過ぎ越しの準備をした。

 
^  （マタ 26:2） 「知っての通り，今から2日後に過ぎ越しの祭りが行われます。そして，人の子は引き渡され，杭に掛けられて死にます」。

 
^  （マタ 26:4， 5） イエスをうまく*捕らえて殺そうと相談した。 5 しかし，「祭りの時はやめておこう。民の間で騒動が起きないようにするためだ」と言っていた。

または，「欺きによって」，「悪巧みによって」。
 
^  （マタ 26:15） こう言った。「イエスを裏切って渡したら，何をくれますか」。祭司長たちは銀30枚を与えることにした。

 
^  （ルカ 22:5） その人たちは喜び，銀を与えることで合意した。

 
^  （出 21:32） 牛が男奴隷や女奴隷を突いた場合，奴隷の主人に銀340グラム*を渡し，牛は石打ちにされる。

直訳，「30シェケル」。付録B14参照。
 
^  （ルカ 22:6） ユダは承諾し，群衆がいない時にイエスを裏切って渡す良い機会をうかがうようになった。

 
^  （ルカ 22:8-12） そこでイエスはペテロとヨハネを遣わして言った。「行って，過ぎ越しの食事を用意しなさい」。 9 2人は言った。「どこに用意したらいいでしょうか」。 10 イエスは言った。「町に入ると，水がめを運んでいる男の人に会います。付いていって，その人が入る家に入りなさい。 11 そして，家主にこう言いなさい。『先生が，「弟子たちと過ぎ越しの食事ができる客室はどこでしょうか」と言っています』。 12 その人は整った大きな階上の部屋を見せてくれます。そこに用意しなさい」。

 
^ ***イ道 268ページ–269ページ 最後の過ぎ越しで謙遜さを教える***
 
116章
最後の過ぎ越しで謙遜さを教える
 
[bookmark: citationsource272][bookmark: citationsource273][bookmark: citationsource274]マタイ 26:20 マルコ 14:17 ルカ 22:14-18 ヨハネ 13:1-17
· イエスは使徒たちと一緒に，最後の過ぎ越しの食事をする
· 使徒たちの足を洗って大切な教訓を与える
ペテロとヨハネはエルサレムに着き，イエスの指示に従って過ぎ越しを祝う準備を整えます。イエスと残りの10人の使徒たちもベタニヤを出発します。木曜日の午後，西の空に太陽が沈んでいく中，イエスと使徒たちはオリーブ山を下りていきます。復活する前に，この風景を昼間に見るのは，イエスにとってこの時が最後です。
[bookmark: citationsource275]エルサレムに着いたイエスと使徒たちは，過ぎ越しの食事をする家に向かいます。階段を上り，大きな部屋に入ると，そこには自分たちだけで食事をする準備が整っています。イエスはこの時をずっと待っていました。それでこう言います。「私は苦しみを受ける前にぜひあなたたちと一緒にこの過ぎ越しの食事をしたい，と思っていました」。（ルカ 22:15）
[bookmark: citationsource276]過ぎ越しの食事の際にぶどう酒の入った杯を回すという習慣は，ずっと昔に取り入れられたものです。イエスは杯を受け取り，感謝の祈りをしてからこう言います。「これを取って，順番に回しなさい。あなたたちに言いますが，今後，神の王国が来るまで私はブドウからできたものを二度と飲みません」。（ルカ 22:17，18）イエスの死がもうそこまで迫っているのです。
[bookmark: citationsource277]皆が食事をしていると，イエスが席を立ちます。外衣を脇に置いて拭き布を取り，すぐそばにあったたらいに水を入れます。普通なら，召し使いが客の足を洗うよう家の主人が取り計らいます。（ルカ 7:44）でもこの時は，主人がいなかったので，イエスが自分で世話をします。使徒たちもその仕事を買って出ることができたはずですが，誰もそうしようとしませんでした。彼らの間にはまだライバル意識が残っていたのかもしれません。いずれにせよ，弟子たちはイエスが自分たちの足を洗おうとするのを見てまごつきます。
[bookmark: citationsource278]ペテロはイエスが自分のところに来ると，「足を洗っていただくことなどできません」と言います。イエスは，「私が洗わないとしたら，あなたは私の仲間ではありません」と答えます。それでペテロは，「主よ，足だけでなく，手も頭もお願いします」と言います。しかし，次のイエスの言葉を聞いてペテロは驚いたことでしょう。「水浴びした人は全身が清く，足以外は洗う必要がありません。あなたたちは清いのです。しかし全員ではありません」。（ヨハネ 13:8-10）
[bookmark: citationsource279]イエスはユダ･イスカリオテを含む12人全員の足を洗います。そして外衣を着てから，再び食卓に着いて横になり，使徒たちにこう質問します。「あなたたちにしたことが理解できますか。あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。それで，主また先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです。私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです。はっきり言っておきますが，奴隷は主人より偉くなく，遣わされた人は遣わした人より偉くありません。あなたたちはこうした事を知っており，それを行うとき，幸せです」。（ヨハネ 13:12-17）
謙遜に仕えることを教える何と素晴らしい教訓でしょう。イエスの弟子は，自分は重要な存在だから仕えてもらうのが当然と考えて，最優先されることを期待すべきではありません。むしろ，イエスの手本に倣うべきです。実際に誰かの足を洗うということではなく，謙遜に，偏見を持たずに進んで仕えるということです。

· 過ぎ越しの食事をしている時，イエスは自分の死が近いことを示すどんなことを言いましたか。
· 使徒たちの足を洗うというイエスの行動が普通では考えられなかったのはなぜですか。
· イエスは使徒たちの足を洗うことによって，どんな教訓を与えましたか。

^ （マタ 26:20） 夕方になった時，イエスは12弟子と食卓に着いていた。

 
^ （マル 14:17） 夕方になってから，イエスは12人と共に来た。

 
^ （ルカ 22:14-18） その時刻が来た時，イエスは使徒たちと食卓に着いた。 15 イエスは言った。「私は苦しみを受ける前にぜひあなたたちと一緒にこの過ぎ越しの食事をしたい，と思っていました。 16 あなたたちに言いますが，神の王国で全てが実現するまで私は二度とそれを食べません」。 17 そして杯を受け取り，感謝の祈りをしてからこう言った。「これを取って，順番に回しなさい。 18 あなたたちに言いますが，今後，神の王国が来るまで私はブドウからできたものを二度と飲みません」。

 
^ （ヨハ 13:1-17） イエスは，過ぎ越しの祭りの前に，自分がこの世を去って天の父のもとに行くべき時が来たことを知った。そして，世にいて自分に従う人たちを，それまでも愛してきたが，最後まで愛した。 2 食事が進んで*いたが，悪魔はすでに，シモンの子ユダ･イスカリオテにイエスを裏切る考えを抱かせていた。 3 イエスは，父が全てのものを与えてくださったことと，自分が神のもとから来て神のもとに行こうとしていることを知っていて， 4 食事の席から立ち，外衣を脇に置いて，拭き布を取って腰にくくった。 5 それから，たらいに水を入れて弟子たちの足を洗い，腰にくくった布で拭き始めた。 6 こうしてシモン･ペテロの所に来た。ペテロは，「主よ，あなたが私の足を洗うのですか」と言った。 7 イエスは答えた。「あなたは私がしていることを今は理解していませんが，後になれば理解できます」。 8 ペテロは言った。「足を洗っていただくことなどできません」。イエスは答えた。「私が洗わないとしたら，あなたは私の仲間ではありません」。 9 シモン･ペテロは，「主よ，足だけでなく，手も頭もお願いします」と言った。 10 イエスは言った。「体を洗った人は全身が清く，足以外は洗う必要がありません。あなたたちは清いのです。しかし全員ではありません」。 11 イエスは，自分を裏切ろうとしている者を知っていたので，「全員が清いのではない」と言ったのである。 12 イエスは弟子たちの足を洗い，外衣を着てから，再び食卓に着き，こう言った。「あなたたちにしたことが理解できますか。 13 あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。 14 それで，主であり先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです。 15 私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです。 16 はっきり言っておきますが，奴隷は主人より偉くなく，遣わされた人は遣わした人より偉くありません。 17 あなたたちはこうしたことを知っていますが，それを実行するとき，幸せです。

もしかすると，「準備されて」。
 
^  （ルカ 22:15） イエスは言った。「私は苦しみを受ける前にぜひあなたたちと一緒にこの過ぎ越しの食事をしたい，と思っていました。

 
^  （ルカ 22:17， 18） そして杯を受け取り，感謝の祈りをしてからこう言った。「これを取って，順番に回しなさい。 18 あなたたちに言いますが，今後，神の王国が来るまで私はブドウからできたものを二度と飲みません」。

 
^  （ルカ 7:44） そして女性の方を向きながらシモンに言った。「この女性が見えますか。私が家に入っても，あなたは足を洗う水をくれませんでした。しかし，この女性は涙で私の足をぬらし，髪の毛で拭いてくれました。

 
^  （ヨハ 13:8-10） ペテロは言った。「足を洗っていただくことなどできません」。イエスは答えた。「私が洗わないとしたら，あなたは私の仲間ではありません」。 9 シモン･ペテロは，「主よ，足だけでなく，手も頭もお願いします」と言った。 10 イエスは言った。「体を洗った人は全身が清く，足以外は洗う必要がありません。あなたたちは清いのです。しかし全員ではありません」。

 
^  （ヨハ 13:12-17） イエスは弟子たちの足を洗い，外衣を着てから，再び食卓に着き，こう言った。「あなたたちにしたことが理解できますか。 13 あなたたちは私を『先生』や『主』と呼びます。それは正しいことです。私はそういう者だからです。 14 それで，主であり先生である私があなたたちの足を洗ったのであれば，あなたたちも足を洗い合うべきです。 15 私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです。 16 はっきり言っておきますが，奴隷は主人より偉くなく，遣わされた人は遣わした人より偉くありません。 17 あなたたちはこうしたことを知っていますが，それを実行するとき，幸せです。

 
^ ***イ道 270ページ–271ページ 主の晩餐***
 
117章
主の晩餐
 
[bookmark: citationsource281][bookmark: citationsource282][bookmark: citationsource283]マタイ 26:21-29 マルコ 14:18-25 ルカ 22:19-23 ヨハネ 13:18-30
· ユダがイエスを裏切ることが明らかにされる
· イエスは記念の食事を始める
[bookmark: citationsource284][bookmark: citationsource285][bookmark: citationsource286]イエスは使徒たちの足を洗って，謙遜さについての大切な教訓を与えました。過ぎ越しの食事が終わってからのことと思われますが，イエスは，「私が信頼していた親しい友，一緒にパンを食べていた人が私に敵対するようになった」というダビデの預言的な言葉を引用して話します。それから，「あなたたちの1人が私を裏切ります」とも言います。（詩編 41:9。ヨハネ 13:18，21）
[bookmark: citationsource287][bookmark: citationsource288]使徒たちは顔を見合わせて口々に，「主よ，まさか私ではありませんね」と尋ねます。ユダ･イスカリオテもそう質問します。ペテロはイエスの隣にいたヨハネに，誰のことを言っているのか質問するように促します。それでヨハネはイエスに体を近づけて，「主よ，それは誰ですか」と聞きます。（マタイ 26:22。ヨハネ 13:25）
[bookmark: citationsource289][bookmark: citationsource290][bookmark: citationsource291][bookmark: citationsource292][bookmark: citationsource293][bookmark: citationsource294]イエスは，「私がパン切れを鉢に浸して与えるのがその人です」と答えます。そしてパンを食卓の上にあった鉢に浸してユダに渡し，「人の子は書かれている通り去っていきますが，人の子を裏切るその人は悲惨です！ 生まれてこなかった方がよかったでしょう」と言います。（ヨハネ 13:26。マタイ 26:24）すると，サタンがユダに入ります。ユダはすでに心が邪悪になっていましたが，この時に悪魔の意志を行うようになり，「滅び」に突き進んでいったのです。（ヨハネ 6:64，70; 12:4; 17:12）
[bookmark: citationsource295]イエスはユダに，「あなたがしている事をもっと早くしなさい」と言います。それを聞いた使徒たちはユダが金箱を管理しているので，「『祭りのために必要な物を買いなさい』とか，貧しい人たちに何かを与えるように」という意味だろうと思っています。（ヨハネ 13:27-30）しかし，ユダはイエスを裏切るために出ていきます。
[bookmark: citationsource296]その後，イエスは全く新しい祝いを始めます。パンを取って感謝の祈りをし，それを割って使徒たちに渡します。そして，「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こしなさい」と言います。（ルカ 22:19）使徒たちはそのパンを順番に回し，それを食べます。
[bookmark: citationsource297]次に，イエスはぶどう酒の杯を取り，感謝の祈りをしてから使徒たちに渡します。使徒たちは皆その杯から飲みます。イエスは，「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それはあなたたちのために注ぎ出されることになっています」と言います。（ルカ 22:20）
このようにして，イエスは自分の死の記念式を取り決めました。そして弟子たちは毎年ニサンの14日にその記念式を開きます。その式は，人間を罪と死の有罪宣告から救うためにイエスと天の父が行ったことを思い起こす機会となります。この祝いは，ユダヤ人の過ぎ越しよりも重要なものです。信仰を持つ人全てに永遠の自由を与えるイエスの死に注意を向ける式だからです。
[bookmark: citationsource298]イエスは自分の血が「罪の許しのため，多くの人のために注ぎ出されることになってい[る]」と話します。その許しを受ける大勢の人には，忠実な使徒たちや他の弟子たちが含まれています。その人たちは天の父の王国でイエスと共に支配します。（マタイ 26:28，29）

· イエスは聖書のどの預言を引用しましたか。その聖句をどのように説明しましたか。
· イエスはユダに何をするよう言いましたか。弟子たちはその言葉をどのように理解しましたか。
· イエスはどんな式を始めましたか。それはどんな機会になりますか。

^ （マタ 26:21-29） 食事中に，イエスは言った。「はっきり言いますが，あなたたちの1人が私を裏切ります」。 22 弟子たちは非常に悲しみ，それぞれが「主よ，まさか私ではありませんね」と言い始めた。 23 イエスは答えた。「私と一緒にパンを鉢に浸す人が，私を裏切る人です。 24 もちろん人の子は書かれている通り去っていきますが，人の子を裏切るその人には災いがあります！ 生まれてこなかった方がよかったでしょう」。 25 裏切ろうとしていたユダが言った。「ラビ，まさか私ではありませんね」。イエスは言った。「あなたは分かっています」。 26 食事中に，イエスはパンを取り，祈ってから，それを割って弟子たちに渡し，言った。「取って，食べなさい。これは私の体を表しています」。 27 また，杯を取り，感謝の祈りをしてから，それを渡して言った。「皆，杯から飲みなさい。 28 これは私の『契約の血』を表しており，それは罪の許しのため，多くの人のために注ぎ出されることになっています。 29 しかしあなたたちに言いますが，私は今後，天の父の王国であなたたちと共に新しいものを飲むその日まで，ブドウからできたものを決して飲みません」。

 
^ （マル 14:18-25） 食卓に着いて食べていた時，イエスは言った。「はっきり言いますが，私と一緒に食事をしているあなたたちの1人が私を裏切ります」。 19 弟子たちは深く悲しみ，「まさか私ではありませんね」と口々に言い始めた。 20 イエスは言った。「それは12人の1人，私と一緒にパンを鉢に浸している人です。 21 人の子は書かれている通り去っていきますが，人の子を裏切るその人には災いがあります！ 生まれてこなかった方がよかったでしょう」。 22 食事中に，イエスはパンを取り，祈ってから，それを割って渡し，「取りなさい。これは私の体を表しています」と言った。 23 また，杯を取り，感謝の祈りをしてから，それを渡した。皆その杯から飲んだ。 24 イエスは言った。「これは私の『契約の血』を表しています。それは多くの人のために注ぎ出されることになっています。 25 はっきり言いますが，私は神の王国で新しいものを飲むその日まで，ブドウからできたものをもう決して飲みません」。

 
^ （ルカ 22:19-23） また，イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，それを割って渡し，こう言った。「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。 20 また，食事が済んでから，杯についても同じようにして，こう言った。「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それはあなたたちのために注ぎ出されることになっています。 21 でも見なさい。私を裏切る人の手が食卓で私の近くにあります。 22 確かに，人の子は定められたところに従って進んでいきます。しかし，人の子を裏切るその人には災いがあります！」 23 使徒たちは，自分たちのうちいったい誰がそんなことを行おうとしているのか，論じ合い始めた。

または，「記念し」。
 
^ （ヨハ 13:18-30） 全員について語っているのではありません。私は自分が選んだ者たちのことを知っています。しかし，『一緒にパンを食べていた人が私に敵対するようになった』という聖句が実現します。 19 私は，それが起きることを今あなたたちに告げます。それが実際に起きた時に，私のことが言われていたと分かるようにです。 20 はっきり言っておきますが，私が遣わした人を受け入れる人は私をも受け入れ，私を受け入れる人は私を遣わした方をも受け入れます」。 21 イエスはこれらのことを言ってから，ひどく苦悩し，「はっきり言っておきますが，あなたたちの1人が私を裏切ります」と断言した。 22 弟子たちは，誰のことかと戸惑いながら顔を見合わせていた。 23 弟子の1人でイエスが愛する人が，イエスのそばに横になっていた。 24 そこでシモン･ペテロはその人に顎で合図して言った。「誰のことを言っているのか分かるか」。 25 それで，その人はイエスの胸元に体を反らせて，「主よ，それは誰ですか」と言った。 26 イエスは答えた。「私がパン切れを鉢に浸して与えるのがその人です」。そしてパンを浸してから，シモン･イスカリオテの子ユダに与えた。 27 パンを受け取ると，ユダにサタンが入った。そこでイエスはユダに言った。「あなたがしていることをもっと早くしなさい」。 28 しかし，食卓に着いていた人は誰も，なぜイエスがそう言ったのか分からなかった。 29 とはいえ，ある人たちは，ユダが金箱を保管していたので，イエスが，「祭りのために必要な物を買いなさい」とか，貧しい人たちに何かを与えるようにと命じていると思っていた。 30 ユダはパンを受け取った後，すぐに出ていった。夜であった。

 
^  （詩 41:9） 私が信頼していた親しい友， 一緒にパンを食べていた人が私に敵対するようになった*。

直訳，「向かってかかとを上げた」。
 
^  （ヨハ 13:18） 全員について語っているのではありません。私は自分が選んだ者たちのことを知っています。しかし，『一緒にパンを食べていた人が私に敵対するようになった』という聖句が実現します。

 
^  （ヨハ 13:21） イエスはこれらのことを言ってから，ひどく苦悩し，「はっきり言っておきますが，あなたたちの1人が私を裏切ります」と断言した。

 
^  （マタ 26:22） 弟子たちは非常に悲しみ，それぞれが「主よ，まさか私ではありませんね」と言い始めた。

 
^  （ヨハ 13:25） それで，その人はイエスの胸元に体を反らせて，「主よ，それは誰ですか」と言った。

 
^  （ヨハ 13:26） イエスは答えた。「私がパン切れを鉢に浸して与えるのがその人です」。そしてパンを浸してから，シモン･イスカリオテの子ユダに与えた。

 
^  （マタ 26:24） もちろん人の子は書かれている通り去っていきますが，人の子を裏切るその人には災いがあります！ 生まれてこなかった方がよかったでしょう」。

 
^  （ヨハ 6:64） しかし，あなたたちの中には信じない人もいます」。イエスは初めから，信じない人たちと自分を裏切る人を知っていたのである。

 
^  （ヨハ 6:70） イエスは答えた。「私があなたたち12人を選んだのではありませんか。しかし，あなたたちの1人は中傷する人です」。

 
^  （ヨハ 12:4） しかし，弟子の1人で，イエスを裏切ろうとしていたユダ･イスカリオテが言った。

 
^  （ヨハ 17:12） 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。

 
^  （ヨハ 13:27-30） パンを受け取ると，ユダにサタンが入った。そこでイエスはユダに言った。「あなたがしていることをもっと早くしなさい」。 28 しかし，食卓に着いていた人は誰も，なぜイエスがそう言ったのか分からなかった。 29 とはいえ，ある人たちは，ユダが金箱を保管していたので，イエスが，「祭りのために必要な物を買いなさい」とか，貧しい人たちに何かを与えるようにと命じていると思っていた。 30 ユダはパンを受け取った後，すぐに出ていった。夜であった。

 
^  （ルカ 22:19） また，イエスはパンを取り，感謝の祈りをしてから，それを割って渡し，こう言った。「これは，あなたたちのために与えられる私の体を表しています。このことを行っていき，私のことを思い起こし*なさい」。

または，「記念し」。
 
^  （ルカ 22:20） また，食事が済んでから，杯についても同じようにして，こう言った。「この杯は私の血による新しい契約を表しています。それはあなたたちのために注ぎ出されることになっています。

 
^  （マタ 26:28， 29） これは私の『契約の血』を表しており，それは罪の許しのため，多くの人のために注ぎ出されることになっています。 29 しかしあなたたちに言いますが，私は今後，天の父の王国であなたたちと共に新しいものを飲むその日まで，ブドウからできたものを決して飲みません」。

 
^ ***イ道 272ページ–273ページ 誰が一番偉いかで口論が起きる***
 
118章
誰が一番偉いかで口論が起きる
 
[bookmark: citationsource300][bookmark: citationsource301][bookmark: citationsource302]マタイ 26:31-35 マルコ 14:27-31 ルカ 22:24-38 ヨハネ 13:31-38
· イエスは偉さについて教える
· ペテロはイエスを否定すると予告される
· イエスの弟子は愛し合わなければならない
[bookmark: citationsource303][bookmark: citationsource304]使徒たちと一緒に過ごす最後の晩です。先ほどイエスは，使徒たちの足を洗うことによって謙遜に仕えることの大切さを教えたばかりです。なぜその必要があったのでしょうか。使徒たちに弱点があったからです。彼らは神に献身していますが，誰が一番偉いかということに強い関心を抱いていました。（マルコ 9:33，34; 10:35-37）その弱さがまた出てしまいました。
[bookmark: citationsource305]使徒たちの間で「誰が一番偉いのか」について「激しい議論」が起きたのです。（ルカ 22:24）イエスはとてもがっかりしたはずです。どうするでしょうか。
[bookmark: citationsource306]イエスは彼らの態度や行動を叱らず，根気強く接し，考えさせます。「諸国の王は威張り，権威を持つ人たちは功労者と呼ばれます。しかし，あなたたちはそうであってはなりません。……というのは，食事をしている人と給仕している人では，どちらが偉いですか」。そして，自分が示してきた手本を思い出させ，「しかし私は，あなたたちに仕える人です」と言います。（ルカ 22:25-27）
[bookmark: citationsource307]使徒たちは不完全ですが，困難な時期にイエスとずっと一緒にいました。それでイエスは，「私は，天の父が私と契約を結んだように，あなたたちと王国のための契約を結[ぶ]」と言います。（ルカ 22:29）彼らはイエスに忠節な人たちです。イエスは契約を結ぶことにより，彼らが王国に入り，共に支配することを保証します。
[bookmark: citationsource308][bookmark: citationsource309][bookmark: citationsource310]そうした素晴らしい希望があっても，使徒たちは弱点を持つ不完全な人間です。イエスは，「サタンはあなたたちを渡すよう要求しました。小麦をふるいにかけるように試すためです」と話します。（ルカ 22:31）そして，こう警告します。「今夜，あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，群れの羊は散り散りになる』と書いてあるからです」。（マタイ 26:31。ゼカリヤ 13:7）
[bookmark: citationsource311][bookmark: citationsource312][bookmark: citationsource313]するとペテロは自信満々な態度で，「ほかのみんながあなたを見捨てても，私は決して見捨てません！」と主張します。（マタイ 26:33）そこでイエスは，今夜おんどりが2度鳴く前にあなたは私を知らないと言う，と話します。しかしイエスはこうも言います。「私は，あなたの信仰が尽きないように祈願しました。立ち直った後は，兄弟たちを力づけなさい」。（ルカ 22:32）それでもペテロは，「たとえ一緒に死ぬことになるとしても，あなたを知らないとは決して言いません」と言い張ります。（マタイ 26:35）他の使徒たちも同じことを言います。
[bookmark: citationsource314]イエスはこう話します。「私はもうしばらくあなたたちと一緒にいます。あなたたちは私を捜すようになります。私はユダヤ人たちに，『私が行く所へあなた方は来ることができない』と言いましたが，今はあなたたちにも同じように言います」。そしてさらにこう言います。「新しいおきてを与えます。それは，あなたたちが互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。（ヨハネ 13:33-35）
[bookmark: citationsource315]ペテロは，イエスがもうしばらくの間だけ一緒にいると聞いて，「主よ，どこへ行くのですか」と尋ねます。イエスは，「あなたは私が行こうとしている所へ今は付いてくることができません。しかし後で来ることになります」と答えます。ペテロはその意味が分からず，「主よ，どうして今は付いていけないのですか。あなたのためには命もなげうちます」と言います。（ヨハネ 13:36，37）
[bookmark: citationsource316][bookmark: citationsource317][bookmark: citationsource318]次にイエスは，使徒たちをガリラヤの伝道旅行に送り出した時のことを話します。その時，彼らは財布や食物袋を持たずに出掛けていきました。（マタイ 10:5，9，10）イエスが，「何にも不足しなかったのではありませんか」と尋ねると，使徒たちは，「はい，何にも！」と答えます。しかし，これからはどうなのでしょうか。イエスは言います。「財布がある人はそれを持ち，食物袋も同じようにしなさい。剣を持っていない人は，外衣を売ってそれを買いなさい。というのは，書かれている事，すなわち『彼は不法な者たちと共に数えられた』という言葉は，私に関して必ず成し遂げられるからです。これは私に関して実現しつつあります」。（ルカ 22:35-37）
[bookmark: citationsource319]イエスは，自分が不法な者たち，つまり犯罪者と並んで杭にくぎ付けにされる時のことを話しています。その後，弟子たちはひどい迫害に遭うでしょう。使徒たちは，その準備ができていると考え，「主よ，ご覧ください，ここに剣が2本あります」と言います。イエスは，「それで十分です」と答えます。（ルカ 22:38）その後間もなく，イエスはこの剣に関係した教訓を与えることになります。

· 使徒たちが口論をしたのはなぜですか。イエスはその問題をどう扱いましたか。
· イエスが忠実な使徒たちと結んだ契約により，どんなことが可能になりますか。
· ペテロが自信満々の態度を示した時，イエスは何と言いましたか。

^ （マタ 26:31-35） それからイエスは言った。「今夜，あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，群れの羊は散り散りになる』と書いてあるからです。 32 しかし私は，生き返らされた後，先にガリラヤに行きます」。 33 それに対してペテロは言った。「ほかのみんながあなたを見捨てても，私は決して見捨て*ません！」 34 イエスは言った。「はっきり言いますが，今夜，おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」。 35 ペテロは言った。「たとえ一緒に死ぬことになるとしても，あなたを知らないとは決して言いません」。ほかの弟子も皆，同じことを言った。

直訳，「つまずき」。
 
^ （マル 14:27-31） イエスは言った。「あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，羊は散り散りになる』と書いてあるからです。 28 しかし私は，生き返らされた後，先にガリラヤに行きます」。 29 するとペテロは言った。「たとえほかのみんなが見捨てても，私は見捨てません」。 30 するとイエスは言った。「はっきり言いますが，今日，そうです，今夜，おんどりが2度鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」。 31 しかしペテロはこう言い張った。「一緒に死ぬことになるとしても，あなたを知らないとは決して言いません」。ほかの皆も同じことを言いだした。

 
^ （ルカ 22:24-38） ところが，自分たちの中で誰が一番偉いのかについても激しい議論が起きた。 25 しかしイエスはこう言った。「国々の王は威張り，権威を持つ人たちは善行者と呼ばれます。 26 しかし，あなたたちはそうであってはなりません。あなたたちの間で一番偉い人は一番若い人のように，教え導く人は奉仕する人のようになりなさい。 27 というのは，食事をして*いる人と給仕している人では，どちらが偉いですか。食事をして*いる人ではありませんか。しかし私は，あなたたちに仕える人です。 28 とはいえ，あなたたちは私が試練に遭っている間もずっと一緒にいました。 29 それで私は，天の父が私と契約を結んだように，あなたたちと王国のための契約を結び， 30 あなたたちが私の王国で私と一緒に食卓に着いて食べたり飲んだりし，王座に座ってイスラエルの12部族を裁くようにします。 31 シモン，シモン！ サタンはあなたたちを渡すよう要求しました。小麦をふるいにかけるように試すためです。 32 しかし私は，あなたの信仰が尽きないように祈願しました。立ち直った後は，兄弟たちを力づけなさい」。 33 ペテロは言った。「主よ，私はあなたと牢屋に入ることも死ぬことも覚悟しています」。 34 しかしイエスは言った。「ペテロ，あなたに言います。今日おんどりが鳴くまでの間に，あなたは3度，私を知っていることを否定します」。 35 またイエスは使徒たちに言った。「財布も食物袋もサンダルも持たせずに遣わした時，何にも不足しなかったのではありませんか」。使徒たちは，「はい，何にも」と言った。 36 イエスは言った。「しかし今，財布がある人はそれを持ち，食物袋も同じようにしなさい。剣を持っていない人は，外衣を売ってそれを買いなさい。 37 というのは，書かれていること，すなわち『彼は不法な者たちと共に数えられた』という言葉は，私に関して必ず成し遂げられるからです。これは私に関して実現しつつあります」。 38 使徒たちは言った。「主よ，ご覧ください，ここに剣が2本あります」。イエスは言った。「それで十分です」。

または，「食卓で横になって」。
または，「食卓で横になって」。
 
^ （ヨハ 13:31-38） こうしてユダが出ていくと，イエスは言った。「今，人の子は栄光を受け，神は人の子によって栄光を受けています。 32 神は自ら人の子に栄光を与え，しかもすぐにそうします。 33 友よ，私はもうしばらくあなたたちと一緒にいます。あなたたちは私を捜すようになります。私はユダヤ人たちに，『私が行く所へあなた方は来ることができない』と言いましたが，今はあなたたちにも同じように言います。 34 私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは，互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。 35 あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。 36 シモン･ペテロが言った。「主よ，どこへ行くのですか」。イエスは答えた。「あなたは私が行こうとしている所へ今は付いてくることができません。しかし後で来ることになります」。 37 ペテロは言った。「主よ，どうして今は付いていけないのですか。あなたのためなら命もなげうちます」。 38 イエスは答えた。「私のために命をなげうつというのですか。はっきり言っておきますが，おんどりが鳴くまでの間に，あなたは3度，私を知らないと言います」。

 
^  （マル 9:33， 34） 一行はカペルナウムに入った。家の中にいた時，イエスは弟子たちに，「途中で何を言い合っていたのですか」と質問した。 34 弟子たちは黙っていた。途中で，誰が一番偉いかと言い合っていたからである。

 
^  （マル 10:35-37） ゼベダイの息子であるヤコブとヨハネが近づいてきて，言った。「先生，ぜひともお願いしたいことがあるのですが」。 36 イエスは言った。「何をしてほしいのですか」。 37 2人は言った。「栄光をお受けになる時，私たちの1人をあなたの右に，1人を左に座らせてください」。

 
^  （ルカ 22:24） ところが，自分たちの中で誰が一番偉いのかについても激しい議論が起きた。

 
^  （ルカ 22:25-27） しかしイエスはこう言った。「国々の王は威張り，権威を持つ人たちは善行者と呼ばれます。 26 しかし，あなたたちはそうであってはなりません。あなたたちの間で一番偉い人は一番若い人のように，教え導く人は奉仕する人のようになりなさい。 27 というのは，食事をして*いる人と給仕している人では，どちらが偉いですか。食事をして*いる人ではありませんか。しかし私は，あなたたちに仕える人です。

または，「食卓で横になって」。
または，「食卓で横になって」。
 
^  （ルカ 22:29） それで私は，天の父が私と契約を結んだように，あなたたちと王国のための契約を結び，

 
^  （ルカ 22:31） シモン，シモン！ サタンはあなたたちを渡すよう要求しました。小麦をふるいにかけるように試すためです。

 
^  （マタ 26:31） それからイエスは言った。「今夜，あなたたちは皆，私を見捨てます。『私は牧者を打つ。すると，群れの羊は散り散りになる』と書いてあるからです。

 
^  （ゼカ 13:7） 大軍を率いるエホバは宣言する。 「剣よ，目を覚まして私の牧者に立ち向かえ。 私の仲間に立ち向かえ。 牧者を打ち，群れ*を散らせ。 私は，取るに足りない者たちに手を向ける」。

または，「羊たち」。
 
^  （マタ 26:33） それに対してペテロは言った。「ほかのみんながあなたを見捨てても，私は決して見捨て*ません！」

直訳，「つまずき」。
 
^  （ルカ 22:32） しかし私は，あなたの信仰が尽きないように祈願しました。立ち直った後は，兄弟たちを力づけなさい」。

 
^  （マタ 26:35） ペテロは言った。「たとえ一緒に死ぬことになるとしても，あなたを知らないとは決して言いません」。ほかの弟子も皆，同じことを言った。

 
^  （ヨハ 13:33-35） 友よ，私はもうしばらくあなたたちと一緒にいます。あなたたちは私を捜すようになります。私はユダヤ人たちに，『私が行く所へあなた方は来ることができない』と言いましたが，今はあなたたちにも同じように言います。 34 私はあなたたちに新しいおきてを与えます。それは，互いに愛し合うことです。私があなたたちを愛した通りに，あなたたちも互いを愛しなさい。 35 あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。

 
^  （ヨハ 13:36， 37） シモン･ペテロが言った。「主よ，どこへ行くのですか」。イエスは答えた。「あなたは私が行こうとしている所へ今は付いてくることができません。しかし後で来ることになります」。 37 ペテロは言った。「主よ，どうして今は付いていけないのですか。あなたのためなら命もなげうちます」。

 
^  （マタ 10:5） イエスはこの12人に次の指示を与えて遣わした。「異国の人々の所に行ってはならず，サマリア人の町に入ってはなりません。

 
^  （マタ 10:9， 10） 帯の中に金や銀や銅のお金を入れてはならず， 10 旅のための食物袋，替えの*衣服，サンダル，つえも手に入れてはなりません。働く人には当然，食物が与えられます。

直訳，「2枚の」。
 
^  （ルカ 22:35-37） またイエスは使徒たちに言った。「財布も食物袋もサンダルも持たせずに遣わした時，何にも不足しなかったのではありませんか」。使徒たちは，「はい，何にも」と言った。 36 イエスは言った。「しかし今，財布がある人はそれを持ち，食物袋も同じようにしなさい。剣を持っていない人は，外衣を売ってそれを買いなさい。 37 というのは，書かれていること，すなわち『彼は不法な者たちと共に数えられた』という言葉は，私に関して必ず成し遂げられるからです。これは私に関して実現しつつあります」。

 
^  （ルカ 22:38） 使徒たちは言った。「主よ，ご覧ください，ここに剣が2本あります」。イエスは言った。「それで十分です」。

 
^ ***イ道 274ページ–275ページ イエスは道，真理，命***
 
119章
イエスは道，真理，命
 
ヨハネ 14:1-31
· イエスは場所を整えに行く
· 弟子たちに援助者を与えると約束する
· 父はイエスよりも偉大
[bookmark: citationsource321][bookmark: citationsource322]記念式の食事が終わり，イエスは使徒たちをこう力づけます。「心を騒がせてはなりません。神に信仰を抱き，私にも信仰を抱きなさい」。（ヨハネ 13:36; 14:1）
[bookmark: citationsource323]イエスは自分が去っても心を騒がせるべきでない理由をこう説明します。「私の父の家には住む所がたくさんあります。……行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです」。しかし使徒たちは，イエスが天に行くことを話しているということが分かりません。トマスはこう尋ねます。「主よ，あなたの行こうとしている所が分からないのに，どうしてその道が分かるでしょうか」。（ヨハネ 14:2-5）
[bookmark: citationsource324]イエスは，「私は道であり，真理であり，命です」と答えます。イエスとその教えを受け入れ，イエスの生き方に倣う人だけが，天の父の家に入ることができます。それでイエスは，「私を通してでなければ，誰も父の元に来ることはできません」と言います。（ヨハネ 14:6）
[bookmark: citationsource325]すると，熱心に聞いていたフィリポが，「主よ，私たちに父を見せてください。それで十分です」と頼みます。モーセやエリヤやイザヤに与えられたような幻で神を見たいと思っているようです。でも使徒たちには，幻よりもずっと良いものがあります。イエスはその点をこう強調します。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです」。天の父を100％反映したイエスと一緒に暮らし，イエスを観察するのは，いわば神を見るようなものでした。とはいえ，父は子より上位の方なので，イエスは，「あなたたちに言うことは，独自の考えで言っているのではありません」と話します。（ヨハネ 14:8-10）そのことは使徒たちにもよく分かりました。
[bookmark: citationsource326]使徒たちは，イエスが素晴らしい行いをするのを見たり，神の王国の良い知らせを伝えるのを聞いたりしてきました。それでイエスは，「私に信仰を抱く人も，私がしていることを行います。しかも，もっと大きなことを行います」と話します。（ヨハネ 14:12）これはイエスより偉大な奇跡を行うという意味ではありません。弟子たちがイエスよりも，もっと長い期間，もっと広い範囲で，もっと多くの人に伝道するということです。
[bookmark: citationsource327][bookmark: citationsource328]イエスは去っていきますが，使徒たちを見捨てるわけではありません。イエスは，「あなたたちが私の名によって何か求めるなら，私はそれを行います」と約束します。また，こうも言います。「私は天の父にお願いします。父は別の援助者を与えて，あなたたちと共に永久にいるようにしてくださいます。それは真理を伝える聖霊です」。（ヨハネ 14:14，16，17）別の援助者，つまり聖霊を与えるという約束は，ペンテコステの日に実現します。
[bookmark: citationsource329]また，こう続けます。「もうしばらくすれば，世の人々は二度と私を見ません。しかしあなたたちは見ます。私は生きていて，あなたたちも生きるからです」。（ヨハネ 14:19）イエスは復活後に人間の姿で使徒たちに現れ，さらに彼らを復活させ天で一緒になるようにします。
[bookmark: citationsource330]次にイエスはシンプルな真理を話します。「私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。この時，タダイとも呼ばれるユダが，「主よ，私たちには自分のことをはっきり知らせようとし，世の人々にはそうしようとしない，というのはどういうことですか」と質問します。イエスはこう答えます。「私を愛する人は私の言葉を守ります。私の父はその人を愛し……ます。私を愛さない人は私の言葉を守りません」。（ヨハネ 14:21-24）世の人々は，イエスが道，真理，命であることを認めません。
[bookmark: citationsource331]イエスが去ってしまった後，弟子たちは教わったことをどのようにして思い出せばよいのでしょうか。イエスは説明します。「父が私の名によって遣わす援助者つまり聖霊が，あなたたちに，全てのことを教えるとともに，私が話した全てのことを思い起こさせます」。使徒たちは聖霊がどれほど強力に働くかを知っていたので，安心したでしょう。イエスはさらにこう言います。「私が与える平和はあなたたちの元にとどまります。……心を騒がせてはならず，弱気になってもなりません」。（ヨハネ 14:26，27）ですから，心を騒がせる必要はありません。イエスの父から指示と保護が与えられるからです。
[bookmark: citationsource332][bookmark: citationsource333]神からの保護は間もなく明らかになります。イエスはこう言います。「世の支配者が来ようとしてい[ま]す。もっとも，その者は私に対して何の力もありません」。（ヨハネ 14:30）悪魔はユダの中に入り，彼をコントロールできました。しかしイエスには罪深い弱さが全くないので，イエスを神に反逆させることはできません。イエスを死に封じ込めておくこともできません。イエスは「父が命じた通りにして」おり，父が自分を復活させてくださるという確信があります。（ヨハネ 14:31）

· イエスはどこに行こうとしていましたか。トマスはそこへの道について尋ねた時，イエスからどんなことを言われましたか。
· フィリポはイエスに何をしてほしいと思っていたようですか。
· イエスの弟子たちがイエスより大きなことを行うとはどういう意味ですか。
· イエスは天の父が自分よりも偉大なので，どんなことを確信できましたか。

^ （ヨハ 14:1-31） 「動揺してはなりません。神に信仰を抱き，私にも信仰を抱きなさい。 2 私の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったなら，そのことを告げたことでしょう。私はあなたたちのために場所を整えに行こうとしているのです。 3 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。 4 私の行こうとしている所，そこへの道をあなたたちは知っています」。 5 トマスが言った。「主よ，あなたの行こうとしている所が分からないのに，どうしてその道が分かるでしょうか」。 6 イエスは言った。「私は道であり，真理であり，命です。私を通してでなければ，誰も父のもとに行くことはできません。 7 あなたたちが私を知っていたなら，私の父をも知っていたでしょう。あなたたちは今から父を知りますが，実際にはすでに見ていました」。 8 フィリポが言った。「主よ，私たちに父を見せてください。それで十分です」。 9 イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。 10 私と父が結び付いていることを信じていないのですか。あなたたちに言うことは，独自の考えで言っているのではありません。私とずっと結び付いている父が私を通して行動しているのです。 11 私と父が結び付いていると言う私を信じなさい。それが難しければ，行動そのものを見て信じなさい。 12 はっきり言っておきますが，私に信仰を抱く人も，私がしていることを行います。しかも，もっと大きなことを行います。私が父のもとに行くからです。 13 また，あなたたちが私の名によって願い求めることが何であっても，私はそれを行います。父が子に関して称賛を受けるためです。 14 あなたたちが私の名によって何か願い求めるなら，私はそれを行います。 15 あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。 16 私は天の父にお願いします。父は別の援助者を与えて，あなたたちと共に永久にいるようにしてくださいます。 17 それは真理を伝える聖なる力です。世の人々はそれを受けることができません。それを見ることも知ることもないからです。あなたたちはそれを知っています。それはあなたたちのもとにとどまり，あなたたちの内にあるからです。 18 私はあなたたちを取り残されたままにはしません。あなたたちのもとに来ます。 19 もうしばらくすれば，世の人々は私を見なくなります。しかしあなたたちは見ます。私は生きていて，あなたたちも生きるからです。 20 その日にあなたたちは，私が父と結び付いていて，あなたたちと私が結び付いていることを知ります。 21 私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。 22 イスカリオテでないユダが言った。「主よ，私たちには自分のことをはっきり知らせようとし，世の人々にはそうしようとしない，というのはどういうことですか」。 23 イエスは答えた。「私を愛する人は私の言葉を守ります。私の父はその人を愛し，私たちはその人の所に行って一緒にいます。 24 私を愛さない人は私の言葉を守りません。あなたたちが聞いている言葉は私のものではなく，私を遣わした父のものです。 25 私は，あなたたちと一緒にいる間にこうしたことを話しました。 26 しかし，父が私の名によって遣わす援助者つまり聖なる力が，あなたたちに，全てのことを教えるとともに，私が話した全てのことを思い起こさせます。 27 私はあなたたちが受けている平和をこれからも与えます。それは世が与える平和とは違います。動揺してはならず，弱気になってもなりません。 28 あなたたちは，『私は去っていき，また戻って来る』と私が言ったのを聞きました。私を愛しているなら，私が父のもとに行こうとしていることを喜ぶはずです。父は私より偉大だからです。 29 今，そうなる前に私はあなたたちに告げました。実際にそうなった時にあなたたちが信じるためです。 30 私はもうあなたたちと多くは語りません。世の支配者が来ようとしているからです。もっとも，その者は私に対して何の力もありません。 31 しかし，私が父を愛していることを世の人々が知るために，父が命じた通りにしています。立ちなさい。出掛けましょう。

 
^  （ヨハ 13:36） シモン･ペテロが言った。「主よ，どこへ行くのですか」。イエスは答えた。「あなたは私が行こうとしている所へ今は付いてくることができません。しかし後で来ることになります」。

 
^  （ヨハ 14:1） 「動揺してはなりません。神に信仰を抱き，私にも信仰を抱きなさい。

 
^  （ヨハ 14:2-5） 私の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったなら，そのことを告げたことでしょう。私はあなたたちのために場所を整えに行こうとしているのです。 3 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。 4 私の行こうとしている所，そこへの道をあなたたちは知っています」。 5 トマスが言った。「主よ，あなたの行こうとしている所が分からないのに，どうしてその道が分かるでしょうか」。

 
^  （ヨハ 14:6） イエスは言った。「私は道であり，真理であり，命です。私を通してでなければ，誰も父のもとに行くことはできません。

 
^  （ヨハ 14:8-10） フィリポが言った。「主よ，私たちに父を見せてください。それで十分です」。 9 イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。 10 私と父が結び付いていることを信じていないのですか。あなたたちに言うことは，独自の考えで言っているのではありません。私とずっと結び付いている父が私を通して行動しているのです。

 
^  （ヨハ 14:12） はっきり言っておきますが，私に信仰を抱く人も，私がしていることを行います。しかも，もっと大きなことを行います。私が父のもとに行くからです。

 
^  （ヨハ 14:14） あなたたちが私の名によって何か願い求めるなら，私はそれを行います。

 
^  （ヨハ 14:16， 17） 私は天の父にお願いします。父は別の援助者を与えて，あなたたちと共に永久にいるようにしてくださいます。 17 それは真理を伝える聖なる力です。世の人々はそれを受けることができません。それを見ることも知ることもないからです。あなたたちはそれを知っています。それはあなたたちのもとにとどまり，あなたたちの内にあるからです。

 
^  （ヨハ 14:19） もうしばらくすれば，世の人々は私を見なくなります。しかしあなたたちは見ます。私は生きていて，あなたたちも生きるからです。

 
^  （ヨハ 14:21-24） 私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。 22 イスカリオテでないユダが言った。「主よ，私たちには自分のことをはっきり知らせようとし，世の人々にはそうしようとしない，というのはどういうことですか」。 23 イエスは答えた。「私を愛する人は私の言葉を守ります。私の父はその人を愛し，私たちはその人の所に行って一緒にいます。 24 私を愛さない人は私の言葉を守りません。あなたたちが聞いている言葉は私のものではなく，私を遣わした父のものです。

 
^  （ヨハ 14:26， 27） しかし，父が私の名によって遣わす援助者つまり聖なる力が，あなたたちに，全てのことを教えるとともに，私が話した全てのことを思い起こさせます。 27 私はあなたたちが受けている平和をこれからも与えます。それは世が与える平和とは違います。動揺してはならず，弱気になってもなりません。

 
^  （ヨハ 14:30） 私はもうあなたたちと多くは語りません。世の支配者が来ようとしているからです。もっとも，その者は私に対して何の力もありません。

 
^  （ヨハ 14:31） しかし，私が父を愛していることを世の人々が知るために，父が命じた通りにしています。立ちなさい。出掛けましょう。

 
^ ***イ道 276ページ–277ページ 枝として実を結び，イエスの友であり続ける***
 
120章
枝として実を結び，イエスの友であり続ける
 
ヨハネ 15:1-27
· 真のブドウの木と枝
· イエスに愛され続けるにはどうすればよいか
イエスは心に響く話をして使徒たちを励ましています。時刻は遅く，真夜中を過ぎていると思われます。イエスはここで，使徒たちの意欲を高める別の例えを話します。
[bookmark: citationsource335][bookmark: citationsource336][bookmark: citationsource337][bookmark: citationsource338]イエスは，「私は真のブドウの木，私の父は耕作者です」と話し始めます。（ヨハネ 15:1）このイエスの例えは，数百年前にイスラエル国民について語られた事柄と似たところがあります。当時は，イスラエル国民がエホバのブドウの木と呼ばれていました。（エレミヤ 2:21。ホセア 10:1，2）しかし，エホバは彼らを捨て去ります。（マタイ 23:37，38）ですから，イエスがこの例えで教えるのは別のことです。ブドウの木はイエスで，天の父は西暦29年に聖霊でイエスに油を注いだ時からずっとこの木を育ててきました。しかしイエスは，自分1人がその木を表すのではないことを示し，こう言います。
[bookmark: citationsource339]「父は，この木で実を結んでいない枝を全て切り落とし，実を結んでいる枝を全て手入れして，さらに実を結ぶようにします。……枝がブドウの木に付いていなければ実を結べないように，あなたたちも私と結び付いていなければ実を結べません。私はブドウの木，あなたたちはその枝です」。（ヨハネ 15:2-5）
イエスは自分が去った後，援助者である聖霊を忠実な弟子たちに送ると約束しました。その時から51日後，使徒たちと他の弟子たちはその聖霊を受け，ブドウの木の枝になります。全ての「枝」はイエスと結び付いていなければなりません。なぜでしょうか。
[bookmark: citationsource340]イエスはこう説明します。「私と結び付いていて，私が結び付いている人，その人は多くの実を結びます。あなたたちは私から離れては何も行えません」。忠実な弟子たちという「枝」は，イエスの特質に倣い，他の人に神の王国について積極的に伝え，もっと多くの人を弟子とすることにより，多くの実を結びます。イエスと結び付いたままでいなかったり，実を結ばなかったりするなら，どうなりますか。イエスは，「私と結び付いたままでいない人は……投げ捨てられて……しまいます」と話します。しかし，こうも言います。「あなたたちが私と結び付いたままでいて，私が言ったことがあなたたちの心にとどまっているなら，自分が願うどんなことでも求めなさい。それはかなえられます」。（ヨハネ 15:5-7）
[bookmark: citationsource341][bookmark: citationsource342][bookmark: citationsource343]ここでイエスは，すでに2度話した，おきてを守ることについて話します。（ヨハネ 14:15，21）「私のおきてを守るなら，いつも私に愛されます。私が父のおきてを守っていつも父に愛されるようにしているのと同じです」。それから，イエスのおきてを守っていることを示す大切な方法について，次のように教えます。「私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。友のために自分の命をなげうつことより大きな愛はありません。私が命じていることを行うなら，あなたたちは私の友です」。（ヨハネ 15:10-14）
[bookmark: citationsource344]もう少しすれば，イエスは自分に信仰を抱く人全てのために命を差し出して，愛を示します。弟子たちはイエスの模範を考える時，同じように自分を犠牲にするほどの愛を示したいと思うはずです。この愛はイエスの弟子であることの証明になります。イエスが言った通りです。「あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。（ヨハネ 13:35）
[bookmark: citationsource345]使徒たちはイエスが自分たちを「友」と呼んだことに気付いたでしょう。イエスはそう呼ぶ理由について話します。「私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いた事を全てあなたたちに知らせたからです」。イエスの親しい友になり，イエスが父から聞いた事柄を教えてもらえるというのは何と素晴らしいのでしょう。しかし使徒たちがその友情を保つには，「実を結び続け」なければなりません。もしそうするなら，「あなたたちが私の名によって父に何を求めても，父が与えてくださる」とイエスは保証します。（ヨハネ 15:15，16）
[bookmark: citationsource346]「枝」であるイエスの弟子たちの間の愛は，彼らが今後直面する出来事を忍耐するために必要です。イエスは，弟子たちが世から憎まれるという現実に注意を向けるとともに，こう言って励まします。「もし世があなたたちを憎むなら，あなたたちを憎む前に私を憎んだということをあなたたちは知ります。あなたたちが世の人々のようだったら，世から好まれることでしょう。ところが，あなたたちは……世の人々のようではないので，世から憎まれます」。（ヨハネ 15:18，19）
[bookmark: citationsource347][bookmark: citationsource348][bookmark: citationsource349][bookmark: citationsource350]イエスは，世が弟子たちを憎む理由について，さらにこう言います。「世の人々は，私の名のためにあなたたちをこのようにひどく扱います。私を遣わした方を知らないからです」。イエスの奇跡はイエスを憎む者たちを断罪します。イエスはこう説明します。「私は，ほかの誰もしなかった事を世の人々の間で行いました。もし私がそうしていなかったなら，彼らには何の罪もないでしょう。しかし今，彼らは私を見た上で憎み，私の父をも憎みました」。世から憎まれるのは預言の実現でもあります。（ヨハネ 15:21，24，25。詩編 35:19; 69:4）
[bookmark: citationsource351]イエスは聖霊という援助者を送るともう一度約束します。イエスの弟子たち全ては，この強力な力の助けに頼りつつ「証言し」，実を結びます。（ヨハネ 15:27）

· イエスの例えに出てくる耕作者，ブドウの木，枝とはそれぞれ誰のことですか。
· 神は枝がどんな実を結ぶことを期待していますか。
· 弟子たちはどうすればイエスの友でいられますか。世からの憎しみに立ち向かうには何が必要ですか。

^ （ヨハ 15:1-27） 私は真のブドウの木，私の父は耕作者です。 2 父は，私にある枝で実を結んでいない枝を全て切り落とし，実を結んでいる枝を全て手入れして，さらに実を結ぶようにします。 3 あなたたちは，私が話した言葉によってすでに清くなっています。 4 私と結び付いていなさい。私はあなたたちと結び付いたままでいます。枝がブドウの木に付いていなければ実を結べないように，あなたたちも私と結び付いていなければ実を結べません。 5 私はブドウの木，あなたたちはその枝です。私と結び付いていて，私が結び付いている人，その人は多くの実を結びます。あなたたちは私から離れては何も行え*ません。 6 私と結び付いたままでいない人は，投げ捨てられて枯れてしまう枝のようです。人々はそうした枝を集めて火に投げ込み，燃やしてしまいます。 7 あなたたちが私と結び付いたままでいて，私が言ったことがあなたたちの心にとどまっているなら，自分が願うどんなことでも求めなさい。それはかなえられます。 8 あなたたちが多くの実を結び続け，私の弟子であることを示すことによって，私の父は称賛を受けます。 9 父が私を愛したように，私はあなたたちを愛しました。いつも私に愛されるようにしていなさい。 10 私のおきてを守るなら，いつも私に愛されます。私が父のおきてを守っていつも父に愛されるようにしているのと同じです。 11 私がこれらのことを話したのは，あなたたちが私と同じ喜びを感じ，喜びに満たされるためです。 12 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。 14 私が命じていることを行うなら，あなたたちは私の友です。 15 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。 16 あなたたちが私を選んだのではありません。私があなたたちを選び，あなたたちが実を結び続けるようにしたのであり，その実は残ります。そして，あなたたちが私の名によって父に何を求めても，父が与えてくださるのです。 17 私がこれらのことを命じるのは，あなたたちが互いに愛し合うためです。 18 もし世の人々があなたたちを憎むなら，あなたたちを憎む前に私を憎んだということを思い出しなさい*。 19 あなたたちが世の人々のようだったら，世から好まれることでしょう。ところが，あなたたちは，私が世から選び出し，世の人々のようではないので，世から憎まれます。 20 奴隷は主人より偉くない，という私の言葉を覚えておきなさい。世の人々が私を迫害したのであれば，あなたたちをも迫害します。私の言葉を守ったのであれば，あなたたちの言葉も守ります。 21 しかし世の人々は，私の名のためにこのようなひどいこと全てをあなたたちに対して行います。私を遣わした方を知らないからです。 22 もし私が来て世の人々に話していなかったなら，彼らには何の罪もないでしょう。しかし今となっては，自分たちの罪について何の言い訳もできません。 23 私を憎む人は，私の父をも憎みます。 24 私は，ほかの誰もしなかったことを世の人々の間で行いました。もし私がそうしていなかったなら，彼らには何の罪もないでしょう。しかし今，彼らは私を見た上で憎み，私の父をも憎みました。 25 とはいえこれは，『彼らは不当にも私を憎んだ』という，律法にある言葉が実現するためです。 26 私は父のもとから援助者を遣わします。それは真理を伝える聖なる力で，父のもとから来ます。それが来て，私について証言します。 27 そして今度は，あなたたちが証言します。あなたたちは私が伝道を始めた時から*一緒にいるからです。

または，「生み出せ」。
または，「あなたたちは知ります」。
直訳，「初めから」。または，「私が始めた時から」。
 
^  （ヨハ 15:1） 私は真のブドウの木，私の父は耕作者です。

 
^  （エレ 2:21） 私は純良な種をまき，あなたをえり抜きの赤ブドウの木として植えた。 それなのに，どうして私の前で，質の悪い野ブドウの木に変わってしまったのか』。

 
^  （ホセ 10:1， 2） 「イスラエルは，質の悪い*ブドウの木。 実を付け，実が多くなればなるほど，祭壇を増やす。 土地の実りが豊かになればなるほど，聖柱*が立派になる。 2 彼らの心は偽善的だ*。 彼らは有罪とされる。 神は彼らの祭壇を壊し，柱を砕く。

もしかすると，「伸び放題の」。
用語集参照。
直訳，「滑りやすい」，「滑らかだ」。
 
^  （マタ 23:37， 38） エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，遣わされた人々を石打ちにする者よ，私はめんどりが翼の下にひなを集めるようにあなた方を集めたいと何度思ったことでしょう。しかし，あなた方はそれを望みませんでした。 38 聞きなさい，あなた方の家は見捨てられます。

 
^  （ヨハ 15:2-5） 父は，私にある枝で実を結んでいない枝を全て切り落とし，実を結んでいる枝を全て手入れして，さらに実を結ぶようにします。 3 あなたたちは，私が話した言葉によってすでに清くなっています。 4 私と結び付いていなさい。私はあなたたちと結び付いたままでいます。枝がブドウの木に付いていなければ実を結べないように，あなたたちも私と結び付いていなければ実を結べません。 5 私はブドウの木，あなたたちはその枝です。私と結び付いていて，私が結び付いている人，その人は多くの実を結びます。あなたたちは私から離れては何も行え*ません。

または，「生み出せ」。
 
^  （ヨハ 15:5-7） 私はブドウの木，あなたたちはその枝です。私と結び付いていて，私が結び付いている人，その人は多くの実を結びます。あなたたちは私から離れては何も行え*ません。 6 私と結び付いたままでいない人は，投げ捨てられて枯れてしまう枝のようです。人々はそうした枝を集めて火に投げ込み，燃やしてしまいます。 7 あなたたちが私と結び付いたままでいて，私が言ったことがあなたたちの心にとどまっているなら，自分が願うどんなことでも求めなさい。それはかなえられます。

または，「生み出せ」。
 
^  （ヨハ 14:15） あなたたちは，私を愛しているなら，私のおきてを守ります。

 
^  （ヨハ 14:21） 私のおきてを受け入れてそれに従う人は私を愛しています。さらに，私を愛する人は父に愛されます。そして私はその人を愛して，自分のことをはっきり知らせます」。

 
^  （ヨハ 15:10-14） 私のおきてを守るなら，いつも私に愛されます。私が父のおきてを守っていつも父に愛されるようにしているのと同じです。 11 私がこれらのことを話したのは，あなたたちが私と同じ喜びを感じ，喜びに満たされるためです。 12 私があなたたちを愛した通りにあなたたちが互いを愛すること，これが私のおきてです。 13 友のために自分の命をなげうつこと，これより大きな愛はありません。 14 私が命じていることを行うなら，あなたたちは私の友です。

 
^  （ヨハ 13:35） あなたたちの間に愛があれば，全ての人は，あなたたちが私の弟子であることを知ります」。

 
^  （ヨハ 15:15， 16） 私はあなたたちをもう奴隷とは呼びません。奴隷は主人が行うことを知らないからです。私はあなたたちを友と呼びました。天の父から聞いたことを全てあなたたちに知らせたからです。 16 あなたたちが私を選んだのではありません。私があなたたちを選び，あなたたちが実を結び続けるようにしたのであり，その実は残ります。そして，あなたたちが私の名によって父に何を求めても，父が与えてくださるのです。

 
^  （ヨハ 15:18， 19） もし世の人々があなたたちを憎むなら，あなたたちを憎む前に私を憎んだということを思い出しなさい*。 19 あなたたちが世の人々のようだったら，世から好まれることでしょう。ところが，あなたたちは，私が世から選び出し，世の人々のようではないので，世から憎まれます。

または，「あなたたちは知ります」。
 
^  （ヨハ 15:21） しかし世の人々は，私の名のためにこのようなひどいこと全てをあなたたちに対して行います。私を遣わした方を知らないからです。

 
^  （ヨハ 15:24， 25） 私は，ほかの誰もしなかったことを世の人々の間で行いました。もし私がそうしていなかったなら，彼らには何の罪もないでしょう。しかし今，彼らは私を見た上で憎み，私の父をも憎みました。 25 とはいえこれは，『彼らは不当にも私を憎んだ』という，律法にある言葉が実現するためです。

 
^  （詩 35:19） 理由もなく私の敵となっている人が，私を見てほくそ笑むことがありませんように。 不当にも私を憎む人が，あざ笑う*ことがありませんように。

または，「意地悪く目で合図し合う」。
 
^  （詩 69:4） 不当にも私を憎む人は， 私の髪の毛よりも多い。 私を殺そうとする人， 不誠実な敵*は多くなった。 私は盗んでいないものを返すよう強要された。

または，「理由もなく敵となった人」。
 
^  （ヨハ 15:27） そして今度は，あなたたちが証言します。あなたたちは私が伝道を始めた時から*一緒にいるからです。

直訳，「初めから」。または，「私が始めた時から」。
 
^ ***イ道 278ページ–279ページ 「勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」***
 
121章
「勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」
 
ヨハネ 16:1-33
· 使徒たちはもうすぐイエスを見なくなる
· 使徒たちの悲しみは喜びに変わる
[bookmark: citationsource353]イエスと使徒たちは過ぎ越しの食事をした階上の部屋を出ようとしています。イエスは大切な事柄をたくさん話してきましたが，さらにこう言います。「私がこれらの事を言ったのは，あなたたちが信仰を失わないためです」。この言葉は適切でした。なぜですか。イエスはこう説明します。「人々はあなたたちを会堂から追放します。実際，あなたたちを殺す人が皆，自分は神に神聖な奉仕をしたと思う時が来ます」。（ヨハネ 16:1，2）
[bookmark: citationsource354]使徒たちは動揺したでしょう。世から憎まれるとイエスから聞きましたが，殺されるとは初耳です。イエスは，「これらの事を最初に話さなかったのは，あなたたちと一緒にいたからです」と説明します。（ヨハネ 16:4）しかし今，イエスは去っていくので，使徒たちをこれから先に備えさせようとしているのです。後になって，彼らが信仰を失うことのないためです。
[bookmark: citationsource355][bookmark: citationsource356][bookmark: citationsource357][bookmark: citationsource358]イエスはこう続けます。「私は自分を遣わした方の元に行こうとしています。それでも，あなたたちの誰も，『どこに行くのですか』とは尋ねません」。その晩，使徒たちはイエスがどこに行こうとしているのか尋ねました。（ヨハネ 13:36; 14:5; 16:5）でも今，迫害されると聞いて動揺し，悲しみに沈んでしまったため，イエスが受ける栄光や，それが神の真の崇拝者にどんな意味を持つかについて質問できません。イエスはその様子を見て，「私がこれらの事を話したために，悲しみに暮れています」と言います。（ヨハネ 16:6）
[bookmark: citationsource359]それから，「私が去っていくことはあなたたちのためになります。私が去らなければ，援助者はあなたたちの元に来ませんが，去ったら，私はその者を遣わすからです」と言います。（ヨハネ 16:7）イエスが死に，天に行って初めて，弟子たちは聖霊を受けるようになります。イエスは自分の弟子たちが地上のどこにいようと，その援助者を遣わすことができます。
[bookmark: citationsource360][bookmark: citationsource361]聖霊は，「罪に関し，正しさに関し，裁きに関して，納得のいく証拠を世に与えます」。（ヨハネ 16:8）聖霊により，世が神の子に信仰を抱かなかった罪が暴露されます。そして，イエスが天へ昇ることによって，イエスの正しさに関する納得のいく証拠が与えられ，「この世の支配者」サタンが不利な裁きに値する理由も明らかになります。（ヨハネ 16:11）
[bookmark: citationsource362]イエスは話を続け，「あなたたちに言うべきことがまだたくさんありますが，あなたたちは今はそれを理解できません」と言います。将来イエスが聖霊を注ぐ時，弟子たちは「真理を十分に理解できる」よう導かれ，真理に沿って生きることが可能になります。（ヨハネ 16:12，13）
[bookmark: citationsource363][bookmark: citationsource364]使徒たちはイエスの次の言葉を聞いて戸惑います。「しばらくしたら，あなたたちはもう私を見ません。でも，しばらくしたら，あなたたちは私を見ます」。彼らは，これはどういう意味だろうと話し合います。イエスは彼らが質問したがっていることに気付き，こう説明します。「はっきり言っておきますが，あなたたちは泣き叫びますが，世は喜びます。あなたたちは深く悲しみますが，悲しみは喜びに変わります」。（ヨハネ 16:16，20）イエスがこの日の午後に殺されると，宗教指導者たちは喜び，弟子たちは深く悲しみます。しかしその悲しみは，イエスが復活すると喜びに変わります。そして，イエスが彼らに聖霊を注ぐため，喜びは続きます。
[bookmark: citationsource365]イエスは使徒たちの状況を陣痛に例えます。「女性は，出産の時が来ると苦しみます。しかし，子供を産み終えると，人が世に生まれた喜びのためにもう苦痛を覚えていません」。それからこう励まします。「あなたたちも今は悲しんでいますが，再び私に会い，心から喜びます。誰もその喜びを奪えません」。（ヨハネ 16:21，22）
[bookmark: citationsource366]この時まで，使徒たちはイエスの名によって祈ったことがありませんでした。しかし今イエスは，「その日，あなたたちは私の名によって父に願い求めます」と言います。これは天の父が祈りをあまり聞きたがらない，ということでは決してありません。イエスはこう言います。「父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです」。（ヨハネ 16:26，27）
[bookmark: citationsource367]イエスの励ましにより使徒たちは勇気づけられたでしょう。「あなたが神の元から来たことを信じます」と言い，確信を表します。しかしその確信は間もなく試されます。イエスは何が待ち受けているかを話します。「あなたたちが散らされてそれぞれ自分の家に帰り，私を独りにする時が来ます。いえ，もう来ています」。しかし，保証も与えます。「これらの事を言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。（ヨハネ 16:30-33）イエスは彼らを見捨てません。イエスは使徒たちも世を征服できると確信していました。使徒たちはサタンとその世が自分たちの信仰を砕こうとしても，神の意志を忠実に果たしていくことにより，必ず世を征服できるのです。

· 使徒たちはイエスのどんな言葉を聞いて動揺しましたか。
· 使徒たちがイエスに質問できなくなったのはなぜですか。
· イエスは使徒たちの悲しみが喜びに変わる様子をどんなことに例えましたか。

^ （ヨハ 16:1-33） 私がこれらのことを言ったのは，あなたたちが信仰を失わない*ためです。 2 人々はあなたたちを会堂から追放します。実際，あなたたちを殺す人が皆，自分は神に神聖な奉仕をしたと思う時が来ます。 3 そうしたことをするのは，天の父をも私をも知らないからです。 4 これらのことを話したのは，そういうことが起きたときに，私がそれを話していたことをあなたたちが思い出すためです。 これらのことを最初に話さなかったのは，あなたたちと一緒にいたからです。 5 しかし今，私は自分を遣わした方のもとに行こうとしています。それでも，あなたたちの誰も，『どこに行くのですか』とは尋ねません。 6 かえって，私がこれらのことを話したために，悲しみに暮れています。 7 しかし実を言うと，私が去っていくことはあなたたちのためになります。私が去らなければ，援助者はあなたたちのもとに来ませんが，去ったら，私はその者を遣わすからです。 8 その者は来たら，罪に関し，正しさに関し，裁きに関して，納得のいく証拠を世に与えます。 9 まず，罪に関してというのは，世の人々が私に信仰を抱いていないからです。 10 次に，正しさに関してというのは，私が父のもとに行くからです。あなたたちはもう私を見ません。 11 そして，裁きに関してというのは，この世の支配者が裁かれたからです。 12 あなたたちに言うべきことがまだたくさんありますが，あなたたちは今はそれを理解できません*。 13 しかし，その者，すなわち真理を伝える聖なる力が来ると，真理を十分に理解できるように導いてくれます。その者は自分の考えで話すのではなく，聞いたことを話し，将来のことを告げます。 14 そして私は誉れを受けます。その者は私から聞いたことをあなたたちに告げるからです。 15 父が持っているものは全て私のものです。それで私は，その者は私から聞いたことをあなたたちに告げると言ったのです。 16 しばらくしたら，あなたたちはもう私を見ません。でも，しばらくしたら，あなたたちは私を見ます」。 17 そこで弟子の何人かが互いにこう言った。「『しばらくしたら私を見ない，でもしばらくしたら私を見る』，『私が父のもとに行くからだ』と言っているが，どういう意味だろう」。 18 そして，「『しばらく』と言うのはどういう意味だろう。何のことを話しているのか分からない」と言っていた。 19 イエスは弟子たちが自分に質問したがっているのを知って，こう言った。「『しばらくしたら私を見ない，でもしばらくしたら私を見る』と言ったので，そのことを話し合っているのですか。 20 はっきり言っておきますが，あなたたちは泣き叫びますが，世の人々は喜びます。あなたたちは深く悲しみますが，悲しみは喜びに変わります。 21 女性は，出産の時が来ると苦しみ*ます。しかし，子供を産み終えると，人が世に生まれた喜びのためにもう苦痛を覚えていません。 22 それで，あなたたちも今は悲しんでいますが，再び私に会い，心から喜びます。誰もその喜びを奪えません。 23 その日，あなたたちは私に何も質問しません。はっきり言っておきますが，あなたたちが天の父に何か求めるなら，父は私の名によって与えてくださいます。 24 今まで，あなたたちは私の名によって何一つ求めたことがありません。求めなさい。そうすれば受け，喜びに満たされます。 25 私はこれらのことを例えで話しましたが，もう例えで話さず，天の父に関してはっきり知らせる時が来ます。 26 その日，あなたたちは私の名によって父に願い求めます。私があなたたちのために願い求めるのではありません。 27 父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです。 28 私は父の代理として世に来ました。そして今，世を去って父のもとに行こうとしています」。 29 弟子たちは言った。「今あなたははっきりと話し，例えを使いません。 30 あなたが人の考えを知っていて，誰かがあなたに質問する必要などないことが分かりました。あなたが神のもとから来たことを信じます」。 31 イエスは答えた。「あなたたちは今，信じているのですね。 32 あなたたちが散らされてそれぞれ自分の家に帰り，私を独りにする時が来ます。いえ，もう来ています。とはいえ，私は独りではありません。父が一緒にいてくださるからです。 33 これらのことを言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。

または，「罪を犯さない」。
または，「に耐えられません」。
または，「悲しみ」。
 
^  （ヨハ 16:1， 2） 私がこれらのことを言ったのは，あなたたちが信仰を失わない*ためです。 2 人々はあなたたちを会堂から追放します。実際，あなたたちを殺す人が皆，自分は神に神聖な奉仕をしたと思う時が来ます。

または，「罪を犯さない」。
 
^  （ヨハ 16:4） これらのことを話したのは，そういうことが起きたときに，私がそれを話していたことをあなたたちが思い出すためです。 これらのことを最初に話さなかったのは，あなたたちと一緒にいたからです。

 
^  （ヨハ 13:36） シモン･ペテロが言った。「主よ，どこへ行くのですか」。イエスは答えた。「あなたは私が行こうとしている所へ今は付いてくることができません。しかし後で来ることになります」。

 
^  （ヨハ 14:5） トマスが言った。「主よ，あなたの行こうとしている所が分からないのに，どうしてその道が分かるでしょうか」。

 
^  （ヨハ 16:5） しかし今，私は自分を遣わした方のもとに行こうとしています。それでも，あなたたちの誰も，『どこに行くのですか』とは尋ねません。

 
^  （ヨハ 16:6） かえって，私がこれらのことを話したために，悲しみに暮れています。

 
^  （ヨハ 16:7） しかし実を言うと，私が去っていくことはあなたたちのためになります。私が去らなければ，援助者はあなたたちのもとに来ませんが，去ったら，私はその者を遣わすからです。

 
^  （ヨハ 16:8） その者は来たら，罪に関し，正しさに関し，裁きに関して，納得のいく証拠を世に与えます。

 
^  （ヨハ 16:11） そして，裁きに関してというのは，この世の支配者が裁かれたからです。

 
^  （ヨハ 16:12， 13） あなたたちに言うべきことがまだたくさんありますが，あなたたちは今はそれを理解できません*。 13 しかし，その者，すなわち真理を伝える聖なる力が来ると，真理を十分に理解できるように導いてくれます。その者は自分の考えで話すのではなく，聞いたことを話し，将来のことを告げます。

または，「に耐えられません」。
 
^  （ヨハ 16:16） しばらくしたら，あなたたちはもう私を見ません。でも，しばらくしたら，あなたたちは私を見ます」。

 
^  （ヨハ 16:20） はっきり言っておきますが，あなたたちは泣き叫びますが，世の人々は喜びます。あなたたちは深く悲しみますが，悲しみは喜びに変わります。

 
^  （ヨハ 16:21， 22） 女性は，出産の時が来ると苦しみ*ます。しかし，子供を産み終えると，人が世に生まれた喜びのためにもう苦痛を覚えていません。 22 それで，あなたたちも今は悲しんでいますが，再び私に会い，心から喜びます。誰もその喜びを奪えません。

または，「悲しみ」。
 
^  （ヨハ 16:26， 27） その日，あなたたちは私の名によって父に願い求めます。私があなたたちのために願い求めるのではありません。 27 父はあなたたちに愛情を抱いているのです。あなたたちは，私に愛情を抱き，私が神の代理として来たことを信じているからです。

 
^  （ヨハ 16:30-33） あなたが人の考えを知っていて，誰かがあなたに質問する必要などないことが分かりました。あなたが神のもとから来たことを信じます」。 31 イエスは答えた。「あなたたちは今，信じているのですね。 32 あなたたちが散らされてそれぞれ自分の家に帰り，私を独りにする時が来ます。いえ，もう来ています。とはいえ，私は独りではありません。父が一緒にいてくださるからです。 33 これらのことを言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。

 
^ ***イ道 280ページ–281ページ 階上の部屋でイエスがささげた最後の祈り***
 
122章
階上の部屋でイエスがささげた最後の祈り
 
ヨハネ 17:1-26
· 神と子を知るとどうなるか
· エホバとイエスと弟子たちは一つである
[bookmark: citationsource369]イエスは使徒たちへの深い愛に動かされ，別れを前にして彼らに心の準備をさせてきました。ここでイエスは天を見上げ，父にこう祈ります。「あなたの子に栄光をお与えください。子によってあなたが栄光を受けるためです。あなたは全人類に対する権威を子にお与えになりました。子が，自分に委ねられた人全てに永遠の命を与えるためです」。（ヨハネ 17:1，2）
[bookmark: citationsource370]イエスにとって最も重要なのは，神が栄光を受けることです。しかし，イエスがこの祈りで述べた永遠の命の希望は，素晴らしいものです。イエスは「全人類に対する権威」を与えられているので，贖いによる祝福を全ての人に差し伸べることができます。しかし，祝福を受けるには条件があります。イエスの次の言葉通りにしなければなりません。「永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります」。（ヨハネ 17:3）
エホバとイエスをよく知って強い絆を育むべきです。エホバやイエスと同じ感覚を身に付け，エホバとイエスに倣った仕方で他の人に接するよう努力することも大切です。さらに，自分が永遠の命を得るより，神が栄光を受ける方が重要であることも覚えておかなければなりません。次にイエスは，もう一度その点を話します。
[bookmark: citationsource371]「私は，あなたから委ねられた事を成し遂げて，地上であなたをたたえました。父よ，人類が誕生する前に私があなたのそばで栄光を受けていたように，今，私をそばに置いて栄光をお与えください」。（ヨハネ 17:4，5）イエスは，復活して天で栄光を得たいと願っているのです。
[bookmark: citationsource372]とはいえイエスは，伝道活動で成し遂げたことを忘れていません。こう祈ります。「私は，あなたが世から取って託してくださった人たちにあなたのお名前を明らかにしました。この人たちはあなたのものでしたが，私に託してくださいました。彼らはあなたの言葉を守っています」。（ヨハネ 17:6）イエスは伝道の際，エホバという名前を発音する以上のことを行いました。その名前が表すもの，つまり神がどんな方で，どのように人間と接するかが理解できるよう，使徒たちを助けました。
[bookmark: citationsource373]使徒たちは，エホバについて，イエスの役割について，またイエスが教えた他の事柄について知るようになりました。それでイエスは謙遜にこう言います。「あなたが告げてくださった言葉を私が彼らに告げ[ました]。彼らはそれを受け入れて，私があなたの代理として来たことを本当に知り，あなたが私を遣わされたことを信じました」。（ヨハネ 17:8）
[bookmark: citationsource374]それからイエスは，弟子たちと世の違いについてこう言います。「彼らに関してお願いします。世に関してではなく，私に託してくださった人たちに関してです。彼らはあなたのものだからです。……聖なる父よ，あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。……私は彼らを守り，誰も滅びていません。あの者だけは滅びましたが」。あの者とは，イエスを裏切るユダ･イスカリオテのことです。（ヨハネ 17:9-12）
[bookmark: citationsource375]イエスはさらに祈ります。「世の人々は彼らを憎みました。……この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださることをお願いします。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではありません」。（ヨハネ 17:14-16）使徒たちも他の弟子たちもサタンの支配する社会で生活しています。しかし，世とその悪から離れていなければなりません。どうすればよいのでしょうか。
[bookmark: citationsource376]聖なる人でなければなりません。ヘブライ語聖書に記されている真理と，イエスが教えた真理を当てはめることによってそうできます。イエスはこう祈ります。「真理によって彼らを神聖なものとしてください。あなたの言葉は真理です」。（ヨハネ 17:17）後に，ある使徒たちは聖書の一部を書き記します。その書も，人を神聖なものとするのに役立つ「真理」に含まれることになります。
[bookmark: citationsource377]「真理」を受け入れる人たちがさらに現れるので，イエスはこう祈ります。「この人たち[11人の使徒たち]だけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします」。イエスの願いは何でしょうか。「彼ら全員が一つになり，父よ，あなたと私が結び付いているように，彼らも私たちと結び付いているため……です」。（ヨハネ 17:20，21）天の父とイエスは，全ての点で同意しているという意味で，一つです。イエスは弟子たちも同じように一つになることを祈っているのです。
[bookmark: citationsource378][bookmark: citationsource379]イエスはその少し前，ペテロや他の使徒たちに，あなたたちのために場所を整えに行く，と言いました。天の場所のことです。（ヨハネ 14:2，3）イエスはその点を再び取り上げて祈ります。「父よ，私に託してくださった人々が私のいる所に一緒にいるようにと願います。世が始まる前に私を愛して与えてくださった栄光を彼らが見るためです」。（ヨハネ 17:24）ここでイエスは，ずっと昔から，アダムとエバに子供ができる前から，自分が神に愛されてきたことを示しました。
[bookmark: citationsource380]イエスは祈りの最後に，父の名前と神の愛を再び強調します。その愛は，使徒たちと，これから「真理」を受け入れる他の弟子に対するものです。「私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し，私が彼らと結び付いているためです」。（ヨハネ 17:26）

· 神とイエスを知るとはどういう意味ですか。
· イエスはどのように神のお名前を明らかにしましたか。
· 神とイエスと真の崇拝者たち全ては一つである，とはどういう意味ですか。

^ （ヨハ 17:1-26） イエスはこれらのことを話してから，天を見上げて，こう言った。「父よ，時は来ました。あなたの子に栄光をお与えください。子によってあなたが栄光をお受けになるためです。 2 あなたは全人類に対する権威を子にお与えになりました。子が，自分に託された人全てに永遠の命を与えるためです。 3 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。 4 私は，あなたから委ねられたことを成し遂げて，地上であなたをたたえました。 5 父よ，人類が誕生する前に私があなたのそばで栄光を受けていたように，今，私をそばに置いて栄光をお与えください。 6 私は，あなたが世から取って託してくださった人たちにあなたのお名前を明らかにし*ました。この人たちはあなたのものでしたが，私に託してくださいました。彼らはあなたの言葉を守っています。 7 彼らは今，あなたが私に与えてくださったもの全てがあなたからのものであることを知るようになりました。 8 あなたが告げてくださった言葉を私が彼らに告げたからです。彼らはそれを受け入れて，私があなたの代理として来たことを本当に知り，あなたが私を遣わされたことを信じました。 9 彼らに関してお願いします。世に関してではなく，私に託してくださった人たちに関してです。彼らはあなたのものだからです。 10 私のものは皆あなたのもので，あなたのものは私のものです。私は彼らから称賛を受けました。 11 私は世からいなくなりますが，この人たちは世にいます。私はあなたのもとに向かいます。聖なる父よ，あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。 12 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。 13 しかし今，私はあなたのもとに向かいます。私が世にいる間にこれらのことを言っているのは，彼らが私と同じ喜びに満たされるためです。 14 私はあなたの言葉を彼らに伝えましたが，世の人々は彼らを憎みました。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではないからです。 15 この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださるようお願いします。 16 私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではありません。 17 真理によって彼らを神聖なものとしてください。あなたの言葉は真理です。 18 あなたが私を世に遣わされたように，私も彼らを世に遣わしました。 19 私は彼らのために自分を神聖なものとしています。彼らも真理によって神聖なものとされるためです。 20 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。 21 それは，父よ，あなたと私が結び付いているように，彼ら全員が一つになるためです。また，彼らも私たちと結び付いているようにしてください。あなたが私を遣わされたことを世の人々が信じるためです。 22 私に誉れを与えてくださったように，私は彼らに誉れを与えました。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。 23 私は彼らと結び付いていて，あなたは私と結び付いておられます。彼らが完全に一つになるためです。そして世の人々が，あなたが私を遣わされ，私を愛してくださったように彼らを愛されたことを知るためです。 24 父よ，私に託してくださった人々が私のいる所に一緒にいるようにと願います。世が始まる前に私を愛して与えてくださった栄光を彼らが見るためです。 25 公正な*父よ，確かに世の人々はあなたを知りませんが，私はあなたを知っており，この人たちも，あなたが私を遣わされたことを知っています。 26 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。

または，「知らせ」。
または，「正しい」。
直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。
 
^  （ヨハ 17:1， 2） イエスはこれらのことを話してから，天を見上げて，こう言った。「父よ，時は来ました。あなたの子に栄光をお与えください。子によってあなたが栄光をお受けになるためです。 2 あなたは全人類に対する権威を子にお与えになりました。子が，自分に託された人全てに永遠の命を与えるためです。

 
^  （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。

 
^  （ヨハ 17:4， 5） 私は，あなたから委ねられたことを成し遂げて，地上であなたをたたえました。 5 父よ，人類が誕生する前に私があなたのそばで栄光を受けていたように，今，私をそばに置いて栄光をお与えください。

 
^  （ヨハ 17:6） 私は，あなたが世から取って託してくださった人たちにあなたのお名前を明らかにし*ました。この人たちはあなたのものでしたが，私に託してくださいました。彼らはあなたの言葉を守っています。

または，「知らせ」。
 
^  （ヨハ 17:8） あなたが告げてくださった言葉を私が彼らに告げたからです。彼らはそれを受け入れて，私があなたの代理として来たことを本当に知り，あなたが私を遣わされたことを信じました。

 
^  （ヨハ 17:9-12） 彼らに関してお願いします。世に関してではなく，私に託してくださった人たちに関してです。彼らはあなたのものだからです。 10 私のものは皆あなたのもので，あなたのものは私のものです。私は彼らから称賛を受けました。 11 私は世からいなくなりますが，この人たちは世にいます。私はあなたのもとに向かいます。聖なる父よ，あなたは私にあなたのお名前を託してくださいました。そのお名前のためにこの人たちを見守ってください。私たちが一つであるように，彼らも一つになるためです。 12 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。

 
^  （ヨハ 17:14-16） 私はあなたの言葉を彼らに伝えましたが，世の人々は彼らを憎みました。私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではないからです。 15 この人たちを世から取り去ることではなく，邪悪な者から守ってくださるようお願いします。 16 私が世の人々のようではないのと同じように，彼らも世の人々のようではありません。

 
^  （ヨハ 17:17） 真理によって彼らを神聖なものとしてください。あなたの言葉は真理です。

 
^  （ヨハ 17:20， 21） 私は，この人たちだけでなく，彼らの言葉によって私に信仰を持つ人々についてもお願いします。 21 それは，父よ，あなたと私が結び付いているように，彼ら全員が一つになるためです。また，彼らも私たちと結び付いているようにしてください。あなたが私を遣わされたことを世の人々が信じるためです。

 
^  （ヨハ 14:2， 3） 私の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなかったなら，そのことを告げたことでしょう。私はあなたたちのために場所を整えに行こうとしているのです。 3 行って場所を整えたら，再び来てあなたたちを私の所に迎えます。私がいる所にあなたたちもいるようにするのです。

 
^  （ヨハ 17:24） 父よ，私に託してくださった人々が私のいる所に一緒にいるようにと願います。世が始まる前に私を愛して与えてくださった栄光を彼らが見るためです。

 
^  （ヨハ 17:26） 私はあなたのお名前を彼らに知らせました。これからも知らせます。あなたが私を愛してくださったように彼らが愛を示し*，私が彼らと結び付いているためです」。

直訳，「愛してくださった愛が彼らの内にあり」。
 
^ ***イ道 282ページ–283ページ 深い悲しみの中で祈る***
 
123章
深い悲しみの中で祈る
 
[bookmark: citationsource382][bookmark: citationsource383][bookmark: citationsource384][bookmark: citationsource385][bookmark: citationsource386]マタイ 26:30，36-46 マルコ 14:26，32-42 ルカ 22:39-46 ヨハネ 18:1
· ゲッセマネの園でのイエス
· イエスの汗が血のようになって滴り落ちる
[bookmark: citationsource387]イエスは忠実な使徒たちとの祈りを終えます。そして，「皆で賛美の歌を歌ってから，オリーブ山に出て」いきます。（マルコ 14:26）イエスは使徒たちと東に向かい，よく時間を過ごしたゲッセマネと呼ばれる園に行きます。
[bookmark: citationsource388]オリーブの木に囲まれた気持ちの良いこの場所に着くと，イエスは恐らく園の入り口付近に，使徒たちのうち8人を残します。そして，「私が向こうに行って祈りをする間，ここに座っていなさい」と言います。それから，ペテロとヤコブとヨハネを連れてさらに進んでいきます。イエスはひどく苦悩し，3人にこう言います。「私は悲しみのあまり，死んでしまいそうです。ここにとどまって，私と共にずっと見張っていなさい」。（マタイ 26:36-38）
[bookmark: citationsource389]イエスは少し離れた所に行き，地面に伏して祈り始めます。この緊迫した状況で何を祈るのでしょうか。イエスはこう言います。「父よ，あなたには全てのことが可能です。この杯を私から取り除いてください。それでも，私が望むことではなく，あなたが望まれることを」。（マルコ 14:35，36）これはどういう意味でしょうか。贖いになるという役割を果たせないということですか。そうではありません。
イエスは，ローマ人が人々をむごい仕方で殺すのを天から見てきました。今，イエスは地上にいる人間です。恐れや不安といった感情があり，痛みも感じます。ですから迫りくる死を楽しみにしているはずがありません。しかしイエスを一番苦しめているのは，卑劣な犯罪者として殺されるなら，天の父の名に非難が浴びせられるのではないかということです。あと数時間もすれば，神を冒瀆したとして杭に掛けられるのです。
[bookmark: citationsource390]イエスが長い祈りを終えて戻ると，使徒たちは3人とも眠っています。イエスはペテロにこう言います。「私と共に1時間見張っていることもできなかったのですか。ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい」。しかしイエスは，彼らが大きなストレスを感じていて，夜も遅いことを考え，「もっとも，心は強く願っていても，肉体は弱いのです」と言います。（マタイ 26:40，41）
[bookmark: citationsource391]イエスはもう一度離れた所に行き，「この杯」を自分から取り去ってくださるよう神に祈ります。それから戻ってくると，誘惑に負けないよう祈っているべき3人がまたもや眠っています。彼らはイエスから話し掛けられても，「何と言っていいか分か」りません。（マルコ 14:40）イエスは3度目にそこを離れ，膝をついて祈ります。
[bookmark: citationsource392]イエスがとても心配しているのは，犯罪者として死ねば父の名に非難をもたらすかもしれないということです。エホバはイエスの祈りを聞いていました。それで，天使を派遣してイエスを力づけます。その後もイエスは父に祈願をし，「さらに真剣に祈り続け」ます。とてつもないストレスです。イエスの肩には重圧がのしかかっています。自分自身の永遠の命と，イエスに信仰を抱く全ての人の永遠の命がかかっているのです。「汗が血のようになって地面に滴り落ち」ます。（ルカ 22:44）
[bookmark: citationsource393]イエスが3度目に使徒たちの所に戻ってくると，使徒たちはやはり眠っています。それでこう言います。「このような時に，あなたたちは眠って休んでいます！ さあ，人の子が裏切られて罪人たちに引き渡される時が近づきました。立ちなさい。行きましょう。見なさい，私を裏切る人が近づいてきました」。（マタイ 26:45，46）

イエスの汗は血のように滴った
[bookmark: citationsource394]医師のルカはどのようにイエスの「汗が血のようになって地面に滴り落ちた」かを説明していません。（ルカ 22:44）ルカは，汗が滴る様子を傷から血が滴る様子に例えたのかもしれません。別の見方もあります。「アメリカ医師会ジャーナル」（JAMA）誌（英語）の中でウィリアム･D･エドワーズ博士はこう述べています。「ごくまれな現象ではあるが，感情が非常に高ぶった場合……，血液の混じった汗（血汗症）が出ることもある。汗腺に血液が入り込むことで，皮膚は破れやすくなる」。

· イエスは階上の部屋を出た後，使徒たちとどこへ向かいましたか。
· イエスが祈っている間，3人の使徒たちは何をしていましたか。
· イエスの汗が血のように滴り落ちたことから，イエスの感情についてどんなことが分かりますか。

^ （マタ 26:30） 最後に，皆で賛美の歌を歌ってから，オリーブ山に出ていった。

 
^ （マタ 26:36-46） それから，イエスは弟子たちと一緒にゲッセマネという所に来て，言った。「私が向こうに行って祈りをする間，ここに座っていなさい」。 37 そして，ペテロおよびゼベダイの2人の子を連れていったが，深く悲しみ，ひどく苦悩し始めた。 38 それから3人に言った。「私は悲しみのあまり，死んでしまいそうです。ここにとどまって，私と共にずっと見張っていなさい」。 39 そして少し進んでいき，ひれ伏して祈った。「父よ，もしできることでしたら，この杯を私から取り去ってください。それでも，私が望む通りにではなく，あなたが望まれる通りになりますように」。 40 イエスは3人の弟子たちの所に戻り，眠っているのを見て，ペテロに言った。「私と共に1時間見張っていることもできなかったのですか。 41 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。 42 イエスは，また2度目に離れていき，祈った。「父よ，私が飲まずに済むようこの杯が取り去られることはないのでしょうか。ただ，あなたの望まれることが行われますように」。 43 再び戻ると，3人は眠っていた。まぶたが重くなっていたのである。 44 それで3人を残してまた離れていき，3度目の祈りをして，もう一度同じことを語った。 45 それから弟子たちの所に戻って，言った。「このような時に，あなたたちは眠って休んでいます！ さあ，人の子が裏切られて罪人たちに引き渡される時が近づきました。 46 立ちなさい。行きましょう。見なさい，私を裏切る人が近づいてきました」。

または，「やる気はあっても」。
 
^ （マル 14:26） 最後に，皆で賛美の歌を歌ってから，オリーブ山に出ていった。

 
^ （マル 14:32-42） ゲッセマネという所に来ると，イエスは弟子たちに言った。「私が祈りをする間，ここに座っていなさい」。 33 それから，ペテロとヤコブとヨハネを連れていったが，不安に駆られ*，ひどく苦悩し始めた。 34 そして3人に言った。「私は悲しみのあまり，死んでしまいそうです。ここにとどまって，ずっと見張っていなさい」。 35 イエスは少し進んでいって地面に伏し，もしできることならその事態が自分から過ぎ去るように，と祈り始めた。 36 こう言った。「アバ，父よ，あなたには全てのことが可能です。この杯を私から取り除いてください。それでも，私の望むことではなく，あなたの望まれることを」。 37 イエスは戻り，3人が眠っているのを見て，ペテロに言った。「シモン，眠っているのですか。1時間見張っている力もなかったのですか。 38 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。 39 イエスは再び離れていき，同じことを祈った。 40 再び戻ると，3人は眠っていた。まぶたが重くなっていたのである。3人はイエスに何と言っていいか分からなかった。 41 それから，イエスは3度目に戻ってきて，言った。「このような時に，あなたたちは眠って休んでいます！ もう十分です！ 時が来ました！ さあ，人の子は裏切られて罪人たちに引き渡されます。 42 立ちなさい。行きましょう。見なさい，私を裏切る人が近づいてきました」。

または，「ぼうぜんとし」。
または，「やる気はあっても」。
 
^ （ルカ 22:39-46） イエスはそこを出て，いつものようにオリーブ山に行った。弟子たちも後に従った。 40 その場所に着くと，イエスは弟子たちに言った。「誘惑に負けないように祈っていなさい」。 41 そして，石を投げれば届くほどの所まで離れ，膝をかがめて祈り始め， 42 こう言った。「父よ，あなたが望まれるようでしたら，この杯を私から取り除いてください。とはいえ，私の望むことではなく，あなたの望まれることがなされますように」。 43 その時，天使が現れてイエスを力づけた。 44 しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。 45 イエスが祈りを終えて立ち上がり，弟子たちの所に行くと，彼らは悲嘆のあまり疲れて眠っていた。 46 イエスは言った。「なぜ眠っているのですか。起き上がり，誘惑に負けないように祈っていなさい」。

 
^ （ヨハ 18:1） イエスはこれらのことを言い終えてから，弟子たちと一緒に外に出て，キデロンの谷を渡って庭園がある所に行き，中に入った。

 
^  （マル 14:26） 最後に，皆で賛美の歌を歌ってから，オリーブ山に出ていった。

 
^  （マタ 26:36-38） それから，イエスは弟子たちと一緒にゲッセマネという所に来て，言った。「私が向こうに行って祈りをする間，ここに座っていなさい」。 37 そして，ペテロおよびゼベダイの2人の子を連れていったが，深く悲しみ，ひどく苦悩し始めた。 38 それから3人に言った。「私は悲しみのあまり，死んでしまいそうです。ここにとどまって，私と共にずっと見張っていなさい」。

 
^  （マル 14:35， 36） イエスは少し進んでいって地面に伏し，もしできることならその事態が自分から過ぎ去るように，と祈り始めた。 36 こう言った。「アバ，父よ，あなたには全てのことが可能です。この杯を私から取り除いてください。それでも，私の望むことではなく，あなたの望まれることを」。

 
^  （マタ 26:40， 41） イエスは3人の弟子たちの所に戻り，眠っているのを見て，ペテロに言った。「私と共に1時間見張っていることもできなかったのですか。 41 ずっと見張っていて絶えず祈り，誘惑に負けないようにしていなさい。もっとも，心は強く願っていても*，肉体は弱いのです」。

または，「やる気はあっても」。
 
^  （マル 14:40） 再び戻ると，3人は眠っていた。まぶたが重くなっていたのである。3人はイエスに何と言っていいか分からなかった。

 
^  （ルカ 22:44） しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。

 
^  （マタ 26:45， 46） それから弟子たちの所に戻って，言った。「このような時に，あなたたちは眠って休んでいます！ さあ，人の子が裏切られて罪人たちに引き渡される時が近づきました。 46 立ちなさい。行きましょう。見なさい，私を裏切る人が近づいてきました」。

 
^ （ルカ 22:44） しかしイエスは深く苦悩し，さらに真剣に祈り続けた。汗が血のようになって地面に滴り落ちた。

 
^ ***イ道 284ページ–285ページ キリストは裏切られ逮捕される***
 
124章
キリストは裏切られ逮捕される
 
[bookmark: citationsource396][bookmark: citationsource397][bookmark: citationsource398]マタイ 26:47-56 マルコ 14:43-52 ルカ 22:47-53 ヨハネ 18:2-12
· ユダは園でイエスを裏切る
· ペテロはある男性の耳を切り落とす
· イエスが逮捕される
真夜中をかなり過ぎています。祭司長たちは，イエスを裏切ることを条件にユダに銀30枚を支払うことに合意していました。ユダは祭司長たちとパリサイ派の人たちを大勢率い，イエスを捜しています。ローマ軍の軍司令官と兵士の一隊も一緒です。
[bookmark: citationsource399]ユダは過ぎ越しの食事の際にイエスから出ていくよう言われた後，真っすぐ祭司長たちの所へ行ったようです。（ヨハネ 13:27）祭司長たちは下役たちと兵士の一隊を招集します。ユダはまず，彼らをイエスと使徒たちが過ぎ越しを祝った部屋に連れていったのでしょう。それからキデロンの谷を渡り，ゲッセマネの園に向かいます。人々は武装し，たいまつやランプを持ってイエスを絶対に見つけようとしています。
[bookmark: citationsource400]ユダは先頭に立ってオリーブ山を登っていきます。イエスの居場所はあそこだという自信があります。先週，イエスと使徒たちはベタニヤとエルサレムを何度も往復した際，よくゲッセマネの園で休憩しました。しかし今は夜ですし，オリーブの木々のせいでイエスを見つけにくいかもしれません。イエスを一度も見たことのない兵士たちは，誰がイエスかどうしたら分かるのでしょうか。それでユダは合図を決めてこう言います。「私が口づけするのがその人だ。捕まえて，しっかりと引いていけ」。（マルコ 14:44）
[bookmark: citationsource401][bookmark: citationsource402]ユダが人々を率いて園に入っていくと，イエスと使徒たちが見えます。それでユダは真っすぐイエスの所に行き，「こんばんは，ラビ」と言って，優しく口づけします。それに対しイエスは，「何のためにここにいるのですか」と言います。（マタイ 26:49，50）続けて，「ユダ，口づけして人の子を裏切るのですか」と言います。（ルカ 22:48）でも，ユダとこれ以上関わる必要はありません。
[bookmark: citationsource403]イエスはたいまつやランプの光の中に進み出て，「誰を捜しているのですか」と尋ねます。人々は，「ナザレ人イエスだ」と答えます。イエスは勇敢にも，「それは私です」と言います。（ヨハネ 18:4，5）人々は意表を突かれ，地面に倒れます。
[bookmark: citationsource404][bookmark: citationsource405][bookmark: citationsource406]イエスはこの時とばかりに闇に紛れて逃げるのではなく，もう一度彼らに，誰を捜しているのかと質問します。人々は，「ナザレ人イエスだ」と答えます。イエスは穏やかに，「それは私だと言いました。私を捜しているのであれば，この人たちは行かせてあげなさい」と言います。イエスはこのような状況でも，私は1人も失わないという，以前に語った言葉を実現させます。（ヨハネ 6:39; 17:12）イエスはこれまでずっと忠実な使徒たちを守ってきました。しかし，「あの者[ユダ]だけは滅び」ました。（ヨハネ 18:7-9）それで，イエスは忠節な弟子たちを行かせるよう求めます。
[bookmark: citationsource407]兵士たちは立ち上がりイエスに近づきます。使徒たちは状況を察知し，「主よ，剣で切り掛かりましょうか」と言います。（ルカ 22:49）イエスが答えるよりも先に，ペテロが自分たちで持っていた2本の剣の1つを振り下ろします。そして，大祭司の奴隷であるマルコスの右の耳を切り落とします。
[bookmark: citationsource408][bookmark: citationsource409][bookmark: citationsource410]イエスはマルコスの耳に触れて傷を癒やします。それからペテロに次のように命じて，大切な教訓を与えます。「その剣をさやに収めなさい。剣を取る人は皆，剣で滅びます」。イエスは逃げる気は全くありません。それで，「必ずこうなると述べる聖書の言葉はどうして実現するでしょうか」と言います。（マタイ 26:52，54）また，「私は父が与えてくださった杯を飲むべきではありませんか」と話します。（ヨハネ 18:11）イエスは，死に至るまで天の父の意志に従う覚悟でいるのです。
[bookmark: citationsource411]イエスは人々にこう言います。「私を捕らえるために，強盗に対するように剣やこん棒を持ってきたのですか。私は毎日神殿で座って教えていたのに，あなた方は私を捕まえませんでした。しかし，この全ては，預言者たちの記した事が実現するために起きたのです」。（マタイ 26:55，56）
[bookmark: citationsource412]兵士たちと軍司令官とユダヤ人の下役たちは，イエスを捕らえて縛ります。これを見た使徒たちは逃げていきます。でも，弟子のマルコと思われる「若者」は人々の後に付いていきます。（マルコ 14:51）ところが人々に気付かれ，捕まりそうになったため，亜麻布の服を残して逃げていきます。

· ユダがイエスを捜すためにゲッセマネの園に行ったのはなぜですか。
· ペテロはイエスを守ろうとして何をしましたか。しかしイエスは何と言いましたか。
· イエスは天の父の意志に従う覚悟でいることをどのように示しましたか。
· 使徒たちがイエスを見捨てた時，すぐに逃げなかったのは誰ですか。その人はどうなりましたか。

^ （マタ 26:47-56） イエスがまだ話しているうちに，12人の1人であるユダが来た。祭司長と民の長老たちに遣わされた大勢の人も，剣やこん棒を持って一緒に来た。 48 さて，イエスを裏切る者は前もって合図を決め，「私が口づけするのがその人だ。捕まえろ」と言っていた。 49 それで，真っすぐイエスの所に行き，「こんばんは，ラビ」と言って，優しく口づけした。 50 しかしイエスは，「何のためにここにいるのですか」と言った。その時，人々が進み出，イエスを捕らえて拘束した。 51 ところが，イエスと一緒にいた1人が，剣をつかんで抜き，大祭司の奴隷に襲い掛かって耳を切り落とした。 52 その時，イエスは言った。「その剣をさやに収めなさい。剣を取る人は皆，剣で滅びます。 53 それとも，私が天の父に訴えてこの瞬間に12軍団以上の天使を送っていただくことができないと思うのですか。 54 そのようにしたなら，必ずこうなると述べる聖書の言葉はどうして実現するでしょうか」。 55 この時，イエスは人々に言った。「強盗に対するように剣やこん棒を持って私を捕らえに来たのですか。私は毎日神殿で座って教えていたのに，あなた方は私を捕まえませんでした。 56 しかし，この全ては，預言者たちの記したこと*が実現するために起きたのです」。その時，弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。

または，「聖句」。
 
^ （マル 14:43-52） するとすぐ，イエスがまだ話しているうちに，12人の1人であるユダが現れた。祭司長と律法学者と長老たちに遣わされた人々も，剣やこん棒を持って一緒に来た。 44 イエスを裏切る者は前もって合図を打ち合わせ，「私が口づけするのがその人だ。捕まえて，しっかりと*引いていけ」と言っていた。 45 それで，真っすぐイエスに近づき，「ラビ！」と言って，優しく口づけした。 46 人々はイエスを捕らえて拘束した。 47 しかし，そばに立っていた1人が剣を抜き，大祭司の奴隷に襲い掛かって耳を切り落とした。 48 そこでイエスは言った。「強盗に対するように剣やこん棒を持って私を捕らえに来たのですか。 49 私は毎日神殿で教える時にあなた方と一緒にいたのに，あなた方は私を捕まえませんでした。でも，これは聖書の言葉が実現するためです」。 50 弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。 51 しかし，上等の亜麻布の服を着た若者がすぐ後を付いていった。人々がこの若者を捕まえようとしたが， 52 亜麻布の服を残して，裸のまま逃げていった。

または，「用心して」。
 
^ （ルカ 22:47-53） イエスがまだ話しているうちに，人々がやって来た。率いていたのは12人の1人，ユダと呼ばれる人で，イエスに近づいて口づけした。 48 しかしイエスは，「ユダ，口づけして人の子を裏切るのですか」と言った。 49 イエスの周りにいた人たちは成り行きを見て，「主よ，剣で切り掛かりましょうか」と言った。 50 そして，1人が大祭司の奴隷に襲い掛かって右耳を切り落とした。 51 しかしイエスは，「やめなさい」と言った。それから，奴隷の耳に触れて癒やした。 52 そして，捕らえに来た祭司長と神殿の指揮官と長老たちに言った。「強盗に対するように剣やこん棒を持ってきたのですか。 53 私が毎日神殿であなた方と一緒にいた時には，私を捕まえませんでした。しかし，今はあなた方の時，闇が支配する時です」。

 
^ （ヨハ 18:2-12） 裏切り者のユダもその場所を知っていた。イエスはそこで弟子たちとよく集まっていたからである。 3 ユダは，兵士の一隊と，祭司長とパリサイ派に遣わされた下役たちを連れ，たいまつやランプや武器を携えてやって来た。 4 イエスは，自分に起きることを全て知っていて，進み出て，「誰を捜しているのですか」と言った。 5 その人たちは，「ナザレ人イエスだ」と答えた。イエスは言った。「それは私です」。裏切り者のユダもそこに立っていた。 6 「それは私です」とイエスが言った時，その人たちは後ずさりして地面に倒れた。 7 イエスは再び，「誰を捜しているのですか」と尋ねた。「ナザレ人イエスだ」とその人たちは言った。 8 イエスは言った。「それは私だと言いました。私を捜しているのであれば，この人たちは行かせなさい」。 9 これは，「託してくださった人のうち，一人も失いませんでした」という言葉が実現するためだった。 10 その時，シモン･ペテロが，持っていた剣を抜き，大祭司の奴隷に襲い掛かって右耳を切り落とした。奴隷の名前はマルコスといった。 11 しかしイエスはペテロに言った。「剣をさやに収めなさい。私は父が与えてくださった杯を飲むべきではありませんか」。 12 その時，兵士たちと軍司令官とユダヤ人の下役たちはイエスを捕らえて縛り，

 
^  （ヨハ 13:27） パンを受け取ると，ユダにサタンが入った。そこでイエスはユダに言った。「あなたがしていることをもっと早くしなさい」。

 
^  （マル 14:44） イエスを裏切る者は前もって合図を打ち合わせ，「私が口づけするのがその人だ。捕まえて，しっかりと*引いていけ」と言っていた。

または，「用心して」。
 
^  （マタ 26:49， 50） それで，真っすぐイエスの所に行き，「こんばんは，ラビ」と言って，優しく口づけした。 50 しかしイエスは，「何のためにここにいるのですか」と言った。その時，人々が進み出，イエスを捕らえて拘束した。

 
^  （ルカ 22:48） しかしイエスは，「ユダ，口づけして人の子を裏切るのですか」と言った。

 
^  （ヨハ 18:4， 5） イエスは，自分に起きることを全て知っていて，進み出て，「誰を捜しているのですか」と言った。 5 その人たちは，「ナザレ人イエスだ」と答えた。イエスは言った。「それは私です」。裏切り者のユダもそこに立っていた。

 
^  （ヨハ 6:39） 私を遣わした方が望むこととは，私が，託された全ての人を一人も失うことなく終わりの日に復活させることです。

 
^  （ヨハ 17:12） 私は，彼らと一緒にいた時，私に託してくださったお名前のためにいつも彼らを見守りました。私は彼らを守り，誰も滅びていません。滅びるあの者だけは別ですが，それは聖句が実現するためでした。

 
^  （ヨハ 18:7-9） イエスは再び，「誰を捜しているのですか」と尋ねた。「ナザレ人イエスだ」とその人たちは言った。 8 イエスは言った。「それは私だと言いました。私を捜しているのであれば，この人たちは行かせなさい」。 9 これは，「託してくださった人のうち，一人も失いませんでした」という言葉が実現するためだった。

 
^  （ルカ 22:49） イエスの周りにいた人たちは成り行きを見て，「主よ，剣で切り掛かりましょうか」と言った。

 
^  （マタ 26:52） その時，イエスは言った。「その剣をさやに収めなさい。剣を取る人は皆，剣で滅びます。

 
^  （マタ 26:54） そのようにしたなら，必ずこうなると述べる聖書の言葉はどうして実現するでしょうか」。

 
^  （ヨハ 18:11） しかしイエスはペテロに言った。「剣をさやに収めなさい。私は父が与えてくださった杯を飲むべきではありませんか」。

 
^  （マタ 26:55， 56） この時，イエスは人々に言った。「強盗に対するように剣やこん棒を持って私を捕らえに来たのですか。私は毎日神殿で座って教えていたのに，あなた方は私を捕まえませんでした。 56 しかし，この全ては，預言者たちの記したこと*が実現するために起きたのです」。その時，弟子たちは皆イエスを見捨てて逃げていった。

または，「聖句」。
 
^  （マル 14:51） しかし，上等の亜麻布の服を着た若者がすぐ後を付いていった。人々がこの若者を捕まえようとしたが，

 
^ ***イ道 286ページ–287ページ まずアンナスの所へ，その後カヤファの所へ***
 
125章
まずアンナスの所へ，その後カヤファの所へ
 
[bookmark: citationsource414][bookmark: citationsource415][bookmark: citationsource416][bookmark: citationsource417][bookmark: citationsource418]マタイ 26:57-68 マルコ 14:53-65 ルカ 22:54，63-65 ヨハネ 18:13，14，19-24
· イエスは元大祭司アンナスの所へ連れていかれる
· サンヘドリンによる違法な裁判
[bookmark: citationsource419][bookmark: citationsource420]イエスは普通の犯罪者のように縛られ，アンナスの所へ連れていかれます。アンナスは，少年イエスが神殿で教師たちを驚かせた時に大祭司を務めていた人物です。（ルカ 2:42，47）彼の息子たちの何人かは大祭司になり，現在は義理の息子カヤファが大祭司です。
アンナスがイエスを尋問している間に，カヤファはサンヘドリンを招集します。サンヘドリンは71人で構成されている法廷で，大祭司や大祭司の職に就いたことのある人たちが含まれています。
[bookmark: citationsource421]アンナスはイエスに「弟子たちや教えについて」質問します。イエスはただこう答えます。「私は皆の前で話してきました。全てのユダヤ人が集まる神殿や会堂でいつも教え，何もひそかに話したりはしませんでした。なぜ私に質問するのですか。私が話した事を聞いた人たちに質問しなさい」。（ヨハネ 18:19-21）
[bookmark: citationsource422]すると，そばに立っていた下役がイエスの顔を平手打ちし，「祭司長にそんな答え方をするのか」と言います。しかしイエスは，何も間違ったことをしてこなかったので，こう答えます。「私が間違ったことを言ったなら，何が間違っているのかを言いなさい。しかし，正しいなら，なぜたたくのですか」。（ヨハネ 18:22，23）それでアンナスはイエスを義理の息子カヤファの家に送ります。
この時までには，サンヘドリン全体，つまり現在の大祭司と民の長老たちと律法学者たちが集合していました。カヤファの家に集結したのです。過ぎ越しの晩に裁判を行うのは違法なことです。しかし，邪悪な目的を遂げようとする彼らは全く気にしません。
[bookmark: citationsource423][bookmark: citationsource424]彼らは公正ではありませんでした。イエスがラザロを復活させた後，イエスを殺すことにしました。（ヨハネ 11:47-53）そして数日前，イエスを捕らえて殺そうと相談しました。（マタイ 26:3，4）ですから裁判が始まる前に，イエスの死罪は確定していたのです。
[bookmark: citationsource425]集まりが違法だっただけではありません。彼らはイエスが不利になるうその証拠を提出できる証人を探しています。大勢の証人を見つけますが，彼らの証言は一致していません。最後に2人の証人が進み出て，こう言います。「この者が，『人手によるこの神殿を壊し，人手によらない別のものを3日で建てる』と言うのを聞きました」。（マルコ 14:58）しかしこの2人の証言も，完全に一致しているわけではありません。
[bookmark: citationsource426]カヤファはイエスにこう質問します。「何も答えないのか。この人たちがあなたに不利な証言をしているが，どうなのか」。（マルコ 14:60）うその告発をする証人たちの発言を聞いても，イエスは黙ったままです。そこでカヤファは別の手を使います。
[bookmark: citationsource427][bookmark: citationsource428][bookmark: citationsource429][bookmark: citationsource430][bookmark: citationsource431][bookmark: citationsource432][bookmark: citationsource433]カヤファは，自分は神の子だと主張する人物に対してユダヤ人が過敏な反応を示すことを知っています。以前イエスが神のことを父と呼んだ際にも，ユダヤ人たちは「自分を神のような者としている」としてイエスを殺そうとしたことがありました。（ヨハネ 5:17，18; 10:31-39）カヤファはそうした事情を知っていたので，イエスに巧みにこう詰め寄ります。「生きている神に懸けて誓って言え，あなたは神の子キリストなのか」。（マタイ 26:63）これまでイエスは自分が神の子であると認めてきました。（ヨハネ 3:18; 5:25; 11:4）もし今黙ったままでそのことを認めないなら，自分が神の子またキリストであることを否定しているような印象を与えてしまいます。それでイエスはこう言います。「その通りです。あなた方は，人の子が強力な方の右に座り，また天の雲と共に来るのを見ます」。（マルコ 14:62）
[bookmark: citationsource434]これを聞いたカヤファは大げさに服を引き裂き，こう叫びます。「この者は冒瀆した！ これ以上，証人が必要でしょうか。皆さんは今，冒瀆の言葉を聞きました。どう思いますか」。サンヘドリンは，「この者は死に値する」と答え，公正とは真逆の判決を言い渡します。（マタイ 26:65，66）
[bookmark: citationsource435]それから彼らはイエスをばかにし，こぶしで殴り始めます。イエスを平手打ちし，顔に唾を吐き掛けます。さらに，イエスの顔を覆ってから殴り，「預言してみろ！ おまえを打ったのは誰か」という皮肉を言います。（ルカ 22:64）違法な裁判にかけられた晩，神の子はこうした侮辱を受けたのです。

· イエスはまずどこに連れていかれましたか。そこでどんなことがありましたか。
· 次にイエスはどこへ連れていかれましたか。カヤファはサンヘドリンがイエスを死罪に定めるよう，どのように仕向けましたか。
· 裁判の時，イエスはどのような仕打ちを受けましたか。

^ （マタ 26:57-68） イエスを捕らえた人たちは，大祭司カヤファの所に引いていった。そこに律法学者と長老たちが集まっていた。 58 ペテロは，かなり離れてイエスに付いていき，大祭司の家の中庭まで来た。中に入った後，成り行きを見ようとしてその家の従者たちと一緒に座った。 59 一方，祭司長たちとサンヘドリン全体は，イエスを死刑にするため，イエスに不利な偽証を探していた。 60 しかし，偽の証人が大勢進み出たにもかかわらず，何も見つからなかった。後に2人の人が進み出て， 61 言った。「この者は，『神の神殿を壊して3日で建て直せる』と言いました」。 62 すると，大祭司が立ち上がってイエスに言った。「何も答えないのか。この人たちがあなたに不利な証言をしているが，どうなのか」。 63 しかし，イエスが黙ったままなので，大祭司は言った。「生きている神に懸けて誓って言え，あなたは神の子キリストなのか」。 64 イエスは言った。「その通りです。実際，今後あなた方は，人の子が強力な方の右に座り，また天の雲に乗って来るのを見ます」。 65 すると，大祭司は外衣を引き裂いて言った。「この者は冒瀆した！ これ以上，証人が必要でしょうか。皆さんは今，冒瀆の言葉を聞きました。 66 どう思いますか」。「この者は死に値する」と人々は答えた。 67 それからイエスの顔に唾を掛け，こぶしで殴った。ある人たちは顔を平手打ちして， 68 言った。「キリストよ，預言者ならわれわれに言ってみろ。おまえを打ったのは誰か」。

 
^ （マル 14:53-65） イエスは大祭司の所に引いていかれ，祭司長と長老と律法学者たち全員が集合した。 54 ペテロは，かなり離れてイエスに付いていき，大祭司の家の中庭に入った。そして，その家の従者たちと一緒に座って，たき火で体を温めていた。 55 一方，祭司長たちとサンヘドリン全体は，イエスを死刑にするため，イエスに不利な証言を探していたが，見つけられなかった。 56 大勢の人がイエスに不利な偽証をしていたが，その証言は一致していなかったのである。 57 また，ある人たちが立ち上がり，イエスに不利な偽証をしてこう言った。 58 「この者が，『人手によるこの神殿を壊し，人手によらない別のものを3日で建てる』と言うのを聞きました」。 59 しかし，こうした点でも証言は一致していなかった。 60 そこで，大祭司が真ん中に立ち，イエスにこう質問した。「何も答えないのか。この人たちがあなたに不利な証言をしているが，どうなのか」。 61 しかしイエスは黙ったままで，全く答えなかった。大祭司が再び質問を始め，「あなたは褒めたたえるべき方の子キリストか」と言った。 62 するとイエスは言った。「その通りです。あなた方は，人の子が強力な方の右に座り，また天の雲と共に来るのを見ます」。 63 大祭司は衣服を引き裂いて，言った。「これ以上，証人が必要でしょうか。 64 皆さんは冒瀆の言葉を聞きました。どうしますか*」。皆，イエスを死に値する者と断罪した。 65 ある人たちはイエスに唾を掛けたり，イエスの顔を覆ってからこぶしで殴り，「誰が殴ったか，預言者なら言ってみろ！」と言ったりし始めた。法廷の役人たちは，顔を平手打ちしてから，連れていった。

または，「どう考えますか」，「どう思いますか」。
 
^ （ルカ 22:54） その人たちはイエスを捕らえて引いていき，大祭司の家の中に連れていった。一方ペテロは，離れて付いていった。

 
^ （ルカ 22:63-65） さて，イエスの番をしていた人々はイエスを殴ってあざけり始めた。 64 顔を覆ってから，「預言者なら言ってみろ！ おまえを打ったのは誰か」と言うのだった。 65 そしてほかにも冒瀆の言葉を浴びせた。

 
^ （ヨハ 18:13， 14） まずアンナスの所に引いていった。アンナスは，その年に大祭司だったカヤファのしゅうとであった。 14 カヤファは，1人の人が民のために死ぬ方が皆の得になる，とユダヤ人たちに助言した人である。

 
^ （ヨハ 18:19-24） 祭司長はイエスに，弟子たちや教えについて質問した。 20 イエスは答えた。「私は皆の前で話してきました。全てのユダヤ人が集まる神殿や会堂でいつも教え，何もひそかに話したりはしませんでした。 21 なぜ私に質問するのですか。私が話したことを聞いた人たちに質問しなさい。私が言ったことを知っています」。 22 イエスがこう言うと，そばに立っていた下役がイエスの顔を平手打ちし，「祭司長にそんな答え方をするのか」と言った。 23 イエスは答えた。「私が間違ったことを言ったなら，何が間違っているのかを言い*なさい。しかし，正しいなら，なぜたたくのですか」。 24 それからアンナスは，イエスを縛ったまま大祭司カヤファのもとに送った。

または，「間違いを証明し」。
 
^  （ルカ 2:42） イエスが12歳の時も，祭りの習慣に従って上っていった。

 
^  （ルカ 2:47） イエスが話すのを聞いていた人は皆，その子の理解力と答えにとても驚いていた。

 
^  （ヨハ 18:19-21） 祭司長はイエスに，弟子たちや教えについて質問した。 20 イエスは答えた。「私は皆の前で話してきました。全てのユダヤ人が集まる神殿や会堂でいつも教え，何もひそかに話したりはしませんでした。 21 なぜ私に質問するのですか。私が話したことを聞いた人たちに質問しなさい。私が言ったことを知っています」。

 
^  （ヨハ 18:22， 23） イエスがこう言うと，そばに立っていた下役がイエスの顔を平手打ちし，「祭司長にそんな答え方をするのか」と言った。 23 イエスは答えた。「私が間違ったことを言ったなら，何が間違っているのかを言い*なさい。しかし，正しいなら，なぜたたくのですか」。

または，「間違いを証明し」。
 
^  （ヨハ 11:47-53） そのため，祭司長とパリサイ派の人たちはサンヘドリンを招集して，こう言った。「この男が多くの奇跡*を行っているが，私たちはどうすべきだろうか。 48 このまま放っておいたら，皆が彼に信仰を持ち，ローマ人がやって来て，私たちの神殿も国民も奪い去ってしまう」。 49 その年に大祭司だったカヤファという人がいて，こう言った。「皆さんは何も分かっていません。 50 国民全体が滅ぼされるよりも1人の人が民のために死ぬ方が皆さんにとってよい，ということを考えていません」。 51 カヤファはこれを独自の考えで言ったのではなく，その年に大祭司だったので預言していたのである。すなわち，イエスが国民のために死ぬこと， 52 しかもそれはこの国民のためだけではなく各地に散る神の子供たちを一つに集めるためでもあることを預言していたのである。 53 その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。

直訳，「しるし」。
 
^  （マタ 26:3， 4） その頃，祭司長と民の長老たちは，カヤファという大祭司の家の中庭に集まり， 4 イエスをうまく*捕らえて殺そうと相談した。

または，「欺きによって」，「悪巧みによって」。
 
^  （マル 14:58） 「この者が，『人手によるこの神殿を壊し，人手によらない別のものを3日で建てる』と言うのを聞きました」。

 
^  （マル 14:60） そこで，大祭司が真ん中に立ち，イエスにこう質問した。「何も答えないのか。この人たちがあなたに不利な証言をしているが，どうなのか」。

 
^  （ヨハ 5:17， 18） それに対してイエスは言った。「私の父は今までずっと働いてきました。それで私も働き続けています」。 18 このため，ユダヤ人たちはますますイエスを殺そうとするようになった。安息日を破っているだけでなく，神を自分の父と呼んで自分を神のような者としている，という理由だった。

 
^  （ヨハ 10:31-39） ユダヤ人たちはまたしても，石を拾ってイエスを石打ちにしようとした。 32 それでイエスは言った。「私は，天の父が命じた立派な行いをあなた方の前で数多くしました。そのうちどの行いのために，私を石打ちにするのですか」。 33 ユダヤ人たちは答えた。「石打ちにするのは，立派な行いのためではなく，冒瀆のためだ。人間なのに自分を神とするからだ」。 34 イエスは答えた。「律法の中に，『私は言った。「あなたたちは神だ」』と書かれていませんか。 35 神にとがめられた*人たちが『神』と呼ばれ，その聖句は取り消せないのに， 36 父が神聖なものとして世に遣わした私*が，自分は神の子だと言うと，『神を冒瀆している』と言うのですか。 37 私が父の望むことを行っていないなら，私を信じてはなりません。 38 しかし行っているなら，たとえ私を信じないとしても，その行いを信じなさい。そうすれば，父と私が結び付いていることが分かり，さらによく分かるようになります」。 39 そこでユダヤ人たちは再びイエスを捕まえようとしたが，イエスは彼らの手が届かない所へ逃れた。

または，「神の言葉を受けた」。
または，「人」。
 
^  （マタ 26:63） しかし，イエスが黙ったままなので，大祭司は言った。「生きている神に懸けて誓って言え，あなたは神の子キリストなのか」。

 
^  （ヨハ 3:18） 彼に信仰を抱く人は裁かれません。信仰を抱かない人はすでに裁かれています。その人は，神の独り子の名に信仰を抱いていないからです。

 
^  （ヨハ 5:25） はっきり言っておきますが，死者が神の子の声を聞き，注意を払った人たちが生きる時が来ます。今がその時です。

 
^  （ヨハ 11:4） しかしイエスはそれを聞いて，こう言った。「この病気は死で終わるのではなく，神に栄光をもたらし，神の子も栄光を受けます」。

 
^  （マル 14:62） するとイエスは言った。「その通りです。あなた方は，人の子が強力な方の右に座り，また天の雲と共に来るのを見ます」。

 
^  （マタ 26:65， 66） すると，大祭司は外衣を引き裂いて言った。「この者は冒瀆した！ これ以上，証人が必要でしょうか。皆さんは今，冒瀆の言葉を聞きました。 66 どう思いますか」。「この者は死に値する」と人々は答えた。

 
^  （ルカ 22:64） 顔を覆ってから，「預言者なら言ってみろ！ おまえを打ったのは誰か」と言うのだった。

 
^ ***イ道 288ページ–289ページ ペテロはイエスのことを知らないと言う***
 
126章
ペテロはイエスのことを知らないと言う
 
[bookmark: citationsource437][bookmark: citationsource438][bookmark: citationsource439][bookmark: citationsource440]マタイ 26:69-75 マルコ 14:66-72 ルカ 22:54-62 ヨハネ 18:15-18，25-27
· ペテロはイエスを知らないと言う
[bookmark: citationsource441][bookmark: citationsource442][bookmark: citationsource443]ゲッセマネの園でイエスが逮捕されると，使徒たちはイエスを見捨て，恐れのあまり逃げてしまいます。でも，彼らのうち2人は逃げるのを途中でやめます。ペテロと「もう1人の弟子」，恐らくヨハネと思われます。（ヨハネ 18:15; 19:35; 21:24）2人はイエスがアンナスの所へ連れていかれる時に追い付いたのでしょう。アンナスが大祭司カヤファの所へイエスを送る時にも，2人は離れて付いていきます。彼らは自分の命を心配する気持ちと，イエスに何が起きるのか不安に思う気持ちの間で揺れていたでしょう。
ヨハネは大祭司に知られていたので，カヤファの家の中庭に入ります。ペテロは外で戸口の所に立っています。すると，ヨハネが戻ってきて戸口番の女性に話してくれたため，中に入ることを許されます。
[bookmark: citationsource444][bookmark: citationsource445][bookmark: citationsource446][bookmark: citationsource447][bookmark: citationsource448]寒い晩なので，中庭にいる人たちは炭火をおこします。ペテロはイエスの裁判の「成り行きを見ようとして」，その人たちと一緒に座り，体を温めます。（マタイ 26:58）その時，ペテロを中に入れた戸口番の女性が火に照らされたペテロの顔を見て，「あなたもこの人の弟子ではないでしょうね」と言います。（ヨハネ 18:17）周りの人たちもペテロに気付き，あなたはイエスと一緒にいた，と言いだします。（マタイ 26:69，71-73。マルコ 14:70）
[bookmark: citationsource449][bookmark: citationsource450]ペテロはこの状況にひどく動揺します。そこでペテロは，「その人を知らないし，あなたが何を話しているのかも理解できない」と言います。（マルコ 14:67，68）それだけでなく，「うそなら神罰を受けてもいいと誓い始め」ます。（マタイ 26:74）
その間も，イエスの裁判は進んでいます。裁判はカヤファの家の中庭の上にある階で行われていたようです。下で待つペテロや他の人たちは，さまざまな証人が出たり入ったりするのを見たでしょう。
[bookmark: citationsource451][bookmark: citationsource452]ペテロのガリラヤなまりを証拠に，人々はペテロの主張がうそであると見破ります。さらに，そこにはペテロが耳を切り落としたマルコスの親族もいました。その人はペテロに対しはっきりと，「私は見た。庭園で彼と一緒にいたではないか」と言います。ペテロがそのことを3度目に否定すると，イエスが語っていた通り，おんどりが鳴きます。（ヨハネ 13:38; 18:26，27）
[bookmark: citationsource453]この時ちょうど，イエスは中庭を見下ろすバルコニーにいたようです。イエスは振り向き，ペテロを真っすぐに見ます。その視線はペテロの心に突き刺さったに違いありません。ほんの数時間前に，イエスが階上の部屋で言った言葉がよみがえります。自分がしてしまったことの重大さに気付き，ペテロがどれほど打ちのめされたか想像できるでしょうか。ペテロは外に出て激しく泣きます。（ルカ 22:61，62）
[bookmark: citationsource454]どうしてこうなってしまったのでしょうか。あれほど自分の信仰と忠節に自信を持っていたペテロが，なぜイエスを知らないと言ってしまったのでしょうか。イエスは自分の言葉を曲解され，卑しい犯罪者のように見なされています。無実のイエスに忠実であるべき時に，「永遠の命の言葉を持って」いる，まさにその人に背を向けてしまったのです。（ヨハネ 6:68）
ペテロの悲惨な経験から，どれほど強い信仰と忠節を示してきたとしても，突然生じる試練や誘惑に立ち向かう準備をしていなければ，倒れてしまう危険があると学べます。これは神に仕える人全てにとって大切な教訓です。

· ペテロとヨハネはカヤファの家の中庭にどのようにして入ることができましたか。
· ペテロとヨハネが中庭にいる間，家の中で何が行われていましたか。
· マタイ 26章74節によると，ペテロは何をしましたか。
· ペテロの失敗からどんな大切な教訓を学べますか。

^ （マタ 26:69-75） さて，ペテロが外で中庭に座っていると，召し使いの女性がやって来て，「あなたも，ガリラヤ人のイエスと一緒にいました！」と言った。 70 しかしペテロは皆の前でそれを否定し，「何のことを話しているのか，分からない」と言った。 71 ペテロが門の方に出ていくと，別の女性が気付き，そこにいる人たちに，「この人はナザレ人のイエスと一緒にいました」と言った。 72 ペテロは再びそれを否定し，「そんな人は知らない！」と誓って言った。 73 しばらくして，周りに立っていた人たちが寄ってきて，ペテロに言った。「確かにあなたも彼らの仲間だ。なまりではっきり分かる」。 74 その時ペテロは，「そんな人は知らない！」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。するとすぐに，おんどりが鳴いた。 75 ペテロは，「おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出した。そして，外に出て激しく泣いた。

 
^ （マル 14:66-72） さて，ペテロが下の中庭にいると，大祭司に仕える女性の1人がやって来た。 67 ペテロが体を温めているのを目にし，ペテロを真っすぐに見て，言った。「あなたも，あのナザレ人イエスと一緒にいました」。 68 しかしペテロはそれを否定し，「その人を知らないし，あなたが何を話しているのかも理解できない*」と言って，入り口の方に出ていった。 69 そこでも女性はペテロを目にし，そばに立っている人たちに，「この人は彼らの仲間です」と，また言い始めた。 70 ペテロは再びそれを否定した。しばらくして，そばに立っていた人たちがまたもやペテロに言いだした。「確かにあなたは彼らの仲間だ。実際，ガリラヤ人ではないか」。 71 しかしペテロは，「あなたたちが言っている人など知らない」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。 72 すぐに，おんどりが2度目に鳴いた。ペテロは，「おんどりが2度鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」とイエスから言われたことを思い出し，泣き崩れた。

または，「あなたが何を話しているのか分からないし，理解もできない」。
 
^ （ルカ 22:54-62） その人たちはイエスを捕らえて引いていき，大祭司の家の中に連れていった。一方ペテロは，離れて付いていった。 55 人々が中庭の中央で火をたいて一緒に座った時，ペテロもその中にいた。 56 召し使いの女性が，ペテロが火に照らされて座っているのを目にして，じっと見つめ，こう言った。「この人も彼と一緒にいました」。 57 しかしペテロはそれを否定して，「私はその人を知らない」と言った。 58 しばらくして，別の人がペテロを見て言った。「あなたも彼らの仲間だ」。しかしペテロは，「仲間ではない」と言った。 59 それから1時間ほどたって，別の男性が強く言い張るようになった。「確かにこの人も彼と一緒にいた。実際，ガリラヤ人ではないか！」 60 しかしペテロは言った。「何のことを言っているのか，分からない」。するとすぐ，まだ話しているうちに，おんどりが鳴いた。 61 主イエスが振り向いてペテロを真っすぐに見た。ペテロは，「今日おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」という主の言葉を思い出した。 62 そして，外に出て激しく泣いた。

 
^ （ヨハ 18:15-18） さて，シモン･ペテロともう1人の弟子がイエスに付いていった。その弟子は大祭司に知られていて，イエスと一緒に大祭司の家の中庭に入っていった。 16 ペテロは外で戸口*の所に立っていた。それで，大祭司に知られていた弟子が出ていって戸口番に話し，ペテロを中に入れた。 17 その際，戸口番である召し使いの女性がペテロに言った。「あなたもあの人の弟子ではないでしょうね」。ペテロは，「違う」と言った。 18 奴隷や下役たちは，寒かったので炭火をおこし，周りに立って体を温めていた。ペテロも一緒に体を温めていた。

または，「入り口」。
 
^ （ヨハ 18:25-27） さて，シモン･ペテロは立って体を温めていた。すると人々が言った。「あなたも彼の弟子ではないだろうな」。ペテロは否定して，「違う」と言った。 26 大祭司の奴隷の1人で，ペテロに耳を切り落とされた男性の親族が言った。「私はあなたが庭園で彼と一緒にいたのを見たぞ」。 27 しかし，ペテロはまた否定した。するとすぐに，おんどりが鳴いた。

 
^  （ヨハ 18:15） さて，シモン･ペテロともう1人の弟子がイエスに付いていった。その弟子は大祭司に知られていて，イエスと一緒に大祭司の家の中庭に入っていった。

 
^  （ヨハ 19:35） 目撃した人がこう証言しているのであり，その証言は真実である。その人は，自分が言うことが真実だと知っていて，あなた方も信じるために，語った。

 
^  （ヨハ 21:24） これらのことについて証言し，書いたのはこの弟子であり，私たちは彼の証言が真実であることを知っている。

 
^  （マタ 26:58） ペテロは，かなり離れてイエスに付いていき，大祭司の家の中庭まで来た。中に入った後，成り行きを見ようとしてその家の従者たちと一緒に座った。

 
^  （ヨハ 18:17） その際，戸口番である召し使いの女性がペテロに言った。「あなたもあの人の弟子ではないでしょうね」。ペテロは，「違う」と言った。

 
^  （マタ 26:69） さて，ペテロが外で中庭に座っていると，召し使いの女性がやって来て，「あなたも，ガリラヤ人のイエスと一緒にいました！」と言った。

 
^  （マタ 26:71-73） ペテロが門の方に出ていくと，別の女性が気付き，そこにいる人たちに，「この人はナザレ人のイエスと一緒にいました」と言った。 72 ペテロは再びそれを否定し，「そんな人は知らない！」と誓って言った。 73 しばらくして，周りに立っていた人たちが寄ってきて，ペテロに言った。「確かにあなたも彼らの仲間だ。なまりではっきり分かる」。

 
^  （マル 14:70） ペテロは再びそれを否定した。しばらくして，そばに立っていた人たちがまたもやペテロに言いだした。「確かにあなたは彼らの仲間だ。実際，ガリラヤ人ではないか」。

 
^  （マル 14:67， 68） ペテロが体を温めているのを目にし，ペテロを真っすぐに見て，言った。「あなたも，あのナザレ人イエスと一緒にいました」。 68 しかしペテロはそれを否定し，「その人を知らないし，あなたが何を話しているのかも理解できない*」と言って，入り口の方に出ていった。

または，「あなたが何を話しているのか分からないし，理解もできない」。
 
^  （マタ 26:74） その時ペテロは，「そんな人は知らない！」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。するとすぐに，おんどりが鳴いた。

 
^  （ヨハ 13:38） イエスは答えた。「私のために命をなげうつというのですか。はっきり言っておきますが，おんどりが鳴くまでの間に，あなたは3度，私を知らないと言います」。

 
^  （ヨハ 18:26， 27） 大祭司の奴隷の1人で，ペテロに耳を切り落とされた男性の親族が言った。「私はあなたが庭園で彼と一緒にいたのを見たぞ」。 27 しかし，ペテロはまた否定した。するとすぐに，おんどりが鳴いた。

 
^  （ルカ 22:61， 62） 主イエスが振り向いてペテロを真っすぐに見た。ペテロは，「今日おんどりが鳴く前に，あなたは3度，私を知らないと言います」という主の言葉を思い出した。 62 そして，外に出て激しく泣いた。

 
^  （ヨハ 6:68） シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。

 
^ （マタ 26:74） その時ペテロは，「そんな人は知らない！」と言い，うそなら神罰を受けてもいいと誓い始めた。するとすぐに，おんどりが鳴いた。

 
^ ***イ道 290ページ–291ページ サンヘドリンでの裁判の後，ピラトの所へ連れていかれる***
 
127章
サンヘドリンでの裁判の後，ピラトの所へ連れていかれる
 
[bookmark: citationsource457][bookmark: citationsource458][bookmark: citationsource459]マタイ 27:1-11 マルコ 15:1 ルカ 22:66–23:3 ヨハネ 18:28-35
· 朝に行われたサンヘドリンでの裁判
· ユダ･イスカリオテは首をつって死のうとする
· イエスはピラトの所へ連れていかれ，訴えられる
ペテロがイエスを知らないと3度言ったのは，夜明けごろでした。サンヘドリンは形だけの裁判を終え，解散しています。しかし金曜の朝，彼らは再び集まります。それは，昨晩の違法な裁判を合法的に見せ掛けるためなのでしょう。イエスはサンヘドリンの前に連れ出されます。
[bookmark: citationsource460][bookmark: citationsource461][bookmark: citationsource462]彼らはもう一度，「もしあなたがキリストなら，そう言いなさい」と命じます。それに対しイエスは，「たとえ言っても，あなた方は全く信じないでしょう。また，質問しても，あなた方は答えないでしょう」と言います。しかしイエスは勇敢にも，自分がダニエル 7章13節で予告されていた人物だと明言します。「今後，人の子は強力な神の右に座ります」。（ルカ 22:67-69。マタイ 26:63）
[bookmark: citationsource463][bookmark: citationsource464]すると彼らは，「では，あなたは神の子なのか」と念を押します。イエスは，「あなた方自身が私のことをそう言っています」と答えます。これを根拠にしてイエスを冒瀆の罪で死刑にできそうです。そこで彼らは，「どうしてこれ以上，証言が必要でしょうか」と言います。（ルカ 22:70，71。マルコ 14:64）それからイエスを縛り，ローマ総督ポンテオ･ピラトの所へ引いていきます。
[bookmark: citationsource465]ユダ･イスカリオテはイエスがピラトの所へ連れていかれるのを見たのでしょう。イエスが有罪とされたのを知り，後悔と絶望の気持ちに襲われます。しかし，心から悔い改めて神に許しを求めることはせず，銀30枚を返すため祭司長たちの所へ行きます。そして，「私は無実の人を裏切って罪を犯した」と言います。すると彼らは冷酷な態度で，「私たちの知ったことではない。あなたが始末すべきことだ！」と答えます。（マタイ 27:4）
[bookmark: citationsource466]それでユダは銀30枚を神殿へ投げ込みます。そして自殺を図り過ちを重ねます。首をつろうとしますが，縄を結んだ木の枝が折れたようです。ユダは岩の上に落ち，体が裂けてしまいます。（使徒 1:17，18）
イエスは朝早くポンテオ･ピラトの邸宅に連れていかれます。しかし，イエスを連れてきたユダヤ人たちは中に入ろうとしません。異邦人と接するなら身を汚してしまうと考えているからです。身を汚すなら，無酵母パンの祭りの初日であるニサン15日の食事ができなくなるのです。その日も過ぎ越しの期間とされていました。
[bookmark: citationsource467]それでピラトは出てきて，「どんな理由でこの人を訴えるのか」と尋ねます。ユダヤ人たちは，「この男が悪事をしていなければ，あなたに引き渡したりはしません」と言います。ピラトは圧力を感じたようで，こう言います。「彼を連れていき，自分たちの律法に従って裁きなさい」。すると彼らは，「私たちが人を殺すことは許されていません」と言います。彼らがイエスを殺したいと思っていることは明らかです。（ヨハネ 18:29-31）
もし祭りの期間に，尊敬されているイエスを殺せば，大騒ぎになるでしょう。それで，ユダヤ人たちは責任を免れようとして，ローマ人に彼らの権限でイエスを政治犯として処刑させようと考えます。
[bookmark: citationsource468]宗教指導者たちは，自分たちがイエスを冒瀆の罪で有罪にしたことは話しません。別の罪状をでっち上げ，こう言います。「この男は[1]私たちの民を惑わし，[2]カエサルに税を払うことを禁じ，[3]自分が王キリストだと言っていました」。（ルカ 23:2）
[bookmark: citationsource469]ローマを代表する総督としてピラトが知りたいのは，イエスが自分を王だと名乗ったという罪状です。ピラトは邸宅に入ってイエスを呼び，「あなたはユダヤ人の王なのか」と尋ねます。つまり，あなたはカエサルに反抗して自分が王であると名乗ることでローマ帝国の法を破ったのか，ということです。ピラトがどの程度のことを耳にしているのか知るために，イエスは，「自分の考えでそう尋ねているのですか。それとも，ほかの人が私について告げたのですか」と質問します。（ヨハネ 18:33，34）
[bookmark: citationsource470]ピラトはイエスについて何も知らないことを認めつつ，知りたいという気持ちを表し，こう言います。「私がユダヤ人だとでも言うのか。あなたの国の人々と祭司長たちがあなたを私に引き渡したのだ。あなたは何をしたのか」。（ヨハネ 18:35）
イエスは自分が王なのかどうかという問題をはぐらかそうとはせず，ピラトがとても驚くような答えをします。

血の土地
[bookmark: citationsource471]祭司長たちは，ユダが神殿に投げ込んだ銀をどうすればよいか分かりません。彼らは，「これを聖なる宝物庫に入れることは許されない。血の代価だからだ」と言います。それで，そのお金で，見知らぬ人たちを葬る墓地として陶芸家の土地を買います。そこは「血の土地」と呼ばれるようになりました。（マタイ 27:6-8）

· サンヘドリンが金曜の朝にもう一度集まったのはなぜですか。
· ユダはどのようにして死にましたか。銀30枚はどうなりましたか。
· ユダヤ人たちはピラトがイエスをどんな罪状で処刑するよう仕向けましたか。

^ （マタ 27:1-11） 朝になった時，祭司長と民の長老たち全員は，イエスを死刑にしようと協議した。 2 そして，イエスを縛ってから引いていき，総督ピラトに引き渡した。 3 その時，裏切り者のユダは，イエスが有罪とされたのを見て後悔し，銀30枚を祭司長と長老たちに返して， 4 「私は無実の人*を裏切って罪を犯した」と言った。その人たちは，「私たちの知ったことではない。あなたが始末すべきことだ*！」と言った。 5 ユダは銀を神殿に投げ込み，去っていって首をつって死んだ。 6 しかし祭司長たちはその銀を取り，「これを聖なる宝物庫に入れることは許されない。血の代価だからだ」と言った。 7 協議した後，そのお金で陶芸家の土地を買って，見知らぬ人たちの墓地とした。 8 それで，その土地は今日まで，血の土地と呼ばれている。 9 この時，預言者エレミヤを通して語られた次の言葉が実現した。「彼らはその人の代価，銀30枚を取った。イスラエル人はその人の代価をそのように定めた。 10 そして，エホバが私に命令したところに従い，陶芸家の土地のためにそれを与えた」。 11 イエスは総督の前に立った。総督が，「あなたはユダヤ人の王なのか」と質問すると，イエスは，「その通りです」と答えた。

直訳，「血」。
または，「それはあなたの問題だ」。
 
^ （マル 15:1） 明け方になるとすぐ，祭司長と長老と律法学者たちが，すなわち，サンヘドリン全体が協議をした。そして，イエスを縛って引いていき，ピラトに引き渡した。

 
^ （ルカ 22:66-23:3） 夜が明けると，民の長老たち，祭司長と律法学者たちが集まった。そして，イエスをサンヘドリン広間に引き出して，言った。 67 「もしあなたがキリストなら，そう言いなさい」。しかしイエスは言った。「たとえ言っても，あなた方は全く信じないでしょう。 68 また，質問しても，あなた方は答えないでしょう。 69 しかし今後，人の子は強力な神の右に座ります」。 70 すると皆が言った。「では，あなたは神の子なのか」。イエスは言った。「その通りです」。 71 その人たちは言った。「どうしてこれ以上，証言が必要でしょうか。私たち自身が彼の口から聞きました」。 
23 大勢の人が皆立ち上がり，イエスをピラトのもとに引いていった。 2 そしてイエスのことを訴え始め，こう言った。「この男は私たちの民を扇動し，カエサルに税を払うことを禁じ，自分が王キリストだと言っていました」。 3 ピラトはイエスに質問した。「あなたはユダヤ人の王なのか」。イエスは，「その通りです」と答えた。

 
^ （ヨハ 18:28-35） ユダヤ人たちはイエスをカヤファの所から総督の邸宅に引いていった。もう早朝になっていた。しかし彼らは邸宅に入らなかった。汚されることなく，過ぎ越しの食事をするためである。 29 それでピラトは彼らがいる所に出てきて，言った。「どんな理由でこの人を訴えるのか」。 30 ユダヤ人たちは答えた。「この男が悪事*をしていなければ，あなたに引き渡したりはしません」。 31 そこでピラトは言った。「彼を連れていき，自分たちの律法に従って裁きなさい」。ユダヤ人たちは言った。「私たちが人を殺すことは許されていません」。 32 これは，自分がどんな死を遂げようとしているかについて述べたイエスの言葉が実現するためだった。 33 それでピラトは再び総督の邸宅に入り，イエスを呼んで，こう言った。「あなたはユダヤ人の王なのか」。 34 イエスは答えた。「自分の考えでそう尋ねているのですか。それとも，ほかの人が私について告げたのですか」。 35 ピラトは答えた。「私がユダヤ人だとでもいうのか。あなたの国の人々と祭司長たちがあなたを私に引き渡したのだ。あなたは何をしたのか」。

または，「犯罪」。
 
^  （ダニ 7:13） この夜，私が見ていた幻の中で，今度は天の雲と共に人の子のような者がやって来た。その者は年月を経た方に近づくことを許され，その方のすぐ前に連れてこられた。

 
^  （ルカ 22:67-69） 「もしあなたがキリストなら，そう言いなさい」。しかしイエスは言った。「たとえ言っても，あなた方は全く信じないでしょう。 68 また，質問しても，あなた方は答えないでしょう。 69 しかし今後，人の子は強力な神の右に座ります」。

 
^  （マタ 26:63） しかし，イエスが黙ったままなので，大祭司は言った。「生きている神に懸けて誓って言え，あなたは神の子キリストなのか」。

 
^  （ルカ 22:70， 71） すると皆が言った。「では，あなたは神の子なのか」。イエスは言った。「その通りです」。 71 その人たちは言った。「どうしてこれ以上，証言が必要でしょうか。私たち自身が彼の口から聞きました」。

 
^  （マル 14:64） 皆さんは冒瀆の言葉を聞きました。どうしますか*」。皆，イエスを死に値する者と断罪した。

または，「どう考えますか」，「どう思いますか」。
 
^  （マタ 27:4） 「私は無実の人*を裏切って罪を犯した」と言った。その人たちは，「私たちの知ったことではない。あなたが始末すべきことだ*！」と言った。

直訳，「血」。
または，「それはあなたの問題だ」。
 
^  （使徒 1:17， 18） 彼はかつて私たちの1人で，一緒にこの奉仕を行いました。 18 （この人は悪い行いに対する報酬で土地を買い取りましたが，真っ逆さまに落ちて*，体は裂け*，内臓が全部出てしまいました。

もしかすると，「膨れ上がって」。
または，「真ん中から裂け」。
 
^  （ヨハ 18:29-31） それでピラトは彼らがいる所に出てきて，言った。「どんな理由でこの人を訴えるのか」。 30 ユダヤ人たちは答えた。「この男が悪事*をしていなければ，あなたに引き渡したりはしません」。 31 そこでピラトは言った。「彼を連れていき，自分たちの律法に従って裁きなさい」。ユダヤ人たちは言った。「私たちが人を殺すことは許されていません」。

または，「犯罪」。
 
^  （ルカ 23:2） そしてイエスのことを訴え始め，こう言った。「この男は私たちの民を扇動し，カエサルに税を払うことを禁じ，自分が王キリストだと言っていました」。

 
^  （ヨハ 18:33， 34） それでピラトは再び総督の邸宅に入り，イエスを呼んで，こう言った。「あなたはユダヤ人の王なのか」。 34 イエスは答えた。「自分の考えでそう尋ねているのですか。それとも，ほかの人が私について告げたのですか」。

 
^  （ヨハ 18:35） ピラトは答えた。「私がユダヤ人だとでもいうのか。あなたの国の人々と祭司長たちがあなたを私に引き渡したのだ。あなたは何をしたのか」。

 
^ （マタ 27:6-8） しかし祭司長たちはその銀を取り，「これを聖なる宝物庫に入れることは許されない。血の代価だからだ」と言った。 7 協議した後，そのお金で陶芸家の土地を買って，見知らぬ人たちの墓地とした。 8 それで，その土地は今日まで，血の土地と呼ばれている。

 
^ ***イ道 292ページ–293ページ ピラトもヘロデもイエスが無実であると認める***
 
128章
ピラトもヘロデもイエスが無実であると認める
 
[bookmark: citationsource473][bookmark: citationsource474][bookmark: citationsource475][bookmark: citationsource476]マタイ 27:12-14，18，19 マルコ 15:2-5 ルカ 23:4-16 ヨハネ 18:36-38
· イエスはピラトとヘロデから取り調べを受ける
[bookmark: citationsource477]イエスは自分が王であることをピラトに隠そうとはしません。しかし，自分の王国がローマにとって危険な存在ではないことを，次のように説明します。「私の王国はこの世のものではありません。もし世のものだったら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世からのものではありません」。（ヨハネ 18:36）イエスの王国は地上のものではないのです。
[bookmark: citationsource478]ピラトはイエスの言葉から，イエスが王であることを理解します。しかし，もう一度，「それでは，あなたは王なのだな」と質問します。イエスはピラトが正しいことを認め，こう答えます。「あなた自身が，私が王だと言っています。真理について証言すること，このために私は生まれ，このために私は世に来ました。真理の側にいる人は皆，私の声を聞きます」。（ヨハネ 18:37）
[bookmark: citationsource479][bookmark: citationsource480]以前イエスはトマスに，「私は道であり，真理であり，命です」と語ったことがあります。そしてピラトも，イエスが地上に来たのは，「真理」について証言するためだということを知りました。その真理とは，特にイエスの王国についての真理です。イエスは命を失うとしても，その真理に忠実であることを決意しています。ピラトは，「真理とは何か」と言います。でも，それ以上の説明を聞こうとはしません。裁きを下すのに必要なことはもう十分聞いたと感じたのです。（ヨハネ 14:6; 18:38）
[bookmark: citationsource481]ピラトは外で待っているユダヤ人たちの所に戻ります。そして，恐らくイエスを自分の横に立たせ，祭司長たちとその支持者たちに，「この男は犯罪など犯してはいない」と言います。すると彼らは怒り，「彼はユダヤ全土で教えて民をあおっています。ガリラヤから始めてここまで来たのです」と強く言い張ります。（ルカ 23:4，5）
[bookmark: citationsource482]ユダヤ人たちが狂ったように抗議するのを見てピラトはあっけにとられたに違いありません。そこでイエスに，「この人たちがあなたに不利な証言をこんなに多く行っているのが，聞こえないのか」と尋ねます。（マタイ 27:13）でもイエスは何も答えません。怒り狂った人々を前にしても穏やかなイエスを見てピラトは驚きます。
[bookmark: citationsource483]ユダヤ人たちが，イエスは「ガリラヤから始め」た，と言うのを聞いてピラトは，イエスがガリラヤ人であると知ります。そして，イエスを裁かずに済む良い方法を思い付きます。ちょうど，ガリラヤの支配者ヘロデ･アンテパス（ヘロデ大王の子）が過ぎ越しの時期にエルサレムに来ていたのです。それでピラトはイエスをヘロデの所に送ります。ヘロデ･アンテパスはバプテストのヨハネの首をはねた人物です。イエスが奇跡を行っているといううわさを聞いたヘロデは，ヨハネが生き返ったのではないかと不安に思っていました。（ルカ 9:7-9）
[bookmark: citationsource484][bookmark: citationsource485]ヘロデはイエスに会えるので喜びます。イエスを助けたいとか，イエスの罪状が事実かどうか本気で知りたいとか思っているわけではありません。ただ好奇心があるだけです。「イエスが行うしるしも見たいと思って」います。（ルカ 23:8）しかし，イエスはヘロデの好奇心を満たすことは何もしません。ヘロデから質問されても何も答えません。がっかりしたヘロデは，兵士たちと一緒に「イエスを侮辱」します。（ルカ 23:11）さらに，イエスにきらびやかな服を着せてあざけった後，ピラトの所にイエスを送り返します。それまでヘロデとピラトは敵同士でしたが，この時以降，親しくなります。
[bookmark: citationsource486]ピラトはイエスが送り返されてくると，祭司長と支配者たち，また民を呼び集め，こう言います。「あなた方の前で取り調べたが，あなた方が訴えているような罪は全く見つからなかった。それはヘロデも同じだ。彼を私たちに送り返してきた。彼は死に値することは何もしていないのだ。それで，彼を懲らしめてから釈放する」。（ルカ 23:14-16）
[bookmark: citationsource487]ピラトは何とかイエスを釈放したいと思っています。祭司長たちがねたみゆえにイエスを引き渡したことに気付いたからです。そうしているうちに，イエスを釈放しようという気持ちを強める別の出来事が生じます。ピラトが裁きの座に座っている間に，妻から次のような伝言が届いたのです。「その無実の人に関わらないでください。私は今日，その人のことで[神からのものと思われる]夢の中でとても苦しんだのです」。（マタイ 27:19）
ピラトは釈放すべき無実の人をどうしたら釈放できるでしょうか。

· イエスは自分が王であるという「真理」をどのように話しましたか。
· ピラトはイエスについてどんな結論に至りましたか。ピラトの意見に人々はどう反応しましたか。それでピラトはどうしましたか。
· ヘロデ･アンテパスがイエスに会えることを喜んだのはなぜですか。しかし，イエスに会った時，ヘロデはどうしましたか。
· ピラトがイエスを釈放したいと思ったのはなぜでしたか。

^ （マタ 27:12-14） しかし，祭司長と長老たちから訴えられている間，何も答えなかった。 13 そこでピラトは言った。「この人たちがあなたに不利な証言をこんなに多く行っているのが，聞こえないのか」。 14 それでも，イエスは一言も答えなかった。そのため総督はとても驚いた。

 
^ （マタ 27:18， 19） イエスを引き渡したのがねたみのためであることに気付いていたのである。 19 さらに，ピラトが裁きの座に座っている間に，妻から伝言が届いた。「その無実の人に関わらないでください。私は今日，その人のことで夢の中でとても苦しんだのです」。

 
^ （マル 15:2-5） ピラトがイエスに，「あなたはユダヤ人の王なのか」と質問すると，イエスは，「その通りです」と答えた。 3 しかし祭司長たちは，多くのことについてイエスを訴えた。 4 そこでピラトは再び質問し始めた。「何も答えることはないのか。この人たちはこんなに多くのことを訴えているではないか」。 5 それでも，イエスはもう何も答えなかった。そのためピラトはとても驚いた。

 
^ （ルカ 23:4-16） ピラトは祭司長たちと群衆に言った。「この男は犯罪など犯してはいない」。 5 しかし彼らは言い張った。「彼はユダヤ全土で教えて民をあおっています。ガリラヤから始めてここまで来たのです」。 6 ピラトはこれを聞くと，この男がガリラヤ人かどうかを尋ねた。 7 そして，ヘロデの管轄下の者であることを確かめた後，ヘロデのもとに送った。その頃ヘロデもエルサレムにいたのである。 8 ヘロデはイエスを見ると，大変喜んだ。イエスのことをいろいろ聞いて，かなり前から会ってみたいと思っていたのである。イエスが行う奇跡*も見たいと思っていた。 9 そこで，あれこれ質問し始めたが，イエスは何も答えなかった。 10 祭司長と律法学者たちが次々に立ち上がり，イエスのことを激しく訴えた。 11 そこでヘロデは兵士たちと一緒になってイエスを侮辱し，きらびやかな*服を着せてあざけってから，ピラトのもとに送り返した。 12 その日を境に，それまで対立していたヘロデとピラトは親しい関係になった。 13 ピラトは祭司長と支配者たち，また民を呼び集めて， 14 こう言った。「あなた方は，民を駆り立て反乱を起こさせる者だと言ってこの男を連れてきた。それであなた方の前で取り調べたが，あなた方が訴えているような罪は全く見つからなかった。 15 それはヘロデも同じだ。彼を私たちに送り返してきた。彼は死に値することは何もしていないのだ。 16 それで，彼を懲らしめてから釈放する」。

直訳，「しるし」。
または，「鮮やかな」，「光り輝く」。
 
^ （ヨハ 18:36-38） イエスは答えた。「私の王国はこの世界のものではありません。もしそうだったなら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世界からのものではありません」。 37 ピラトは言った。「それでは，あなたは王なのだな」。イエスは答えた。「その通りです。真理を明らかにする*こと，このために私は生まれ，このために私は世に来ました。真理に従う人は皆，私の声を聞きます」。 38 ピラトは言った。「真理とは何か」。 そう言ってから，再びユダヤ人たちの所に出ていって，言った。「彼には何の過失も見つからない。

または，「について証言する」。
 
^  （ヨハ 18:36） イエスは答えた。「私の王国はこの世界のものではありません。もしそうだったなら，私に付き従う者たちは，私をユダヤ人たちに渡さないように戦ったでしょう。しかし実際は，私の王国はこの世界からのものではありません」。

 
^  （ヨハ 18:37） ピラトは言った。「それでは，あなたは王なのだな」。イエスは答えた。「その通りです。真理を明らかにする*こと，このために私は生まれ，このために私は世に来ました。真理に従う人は皆，私の声を聞きます」。

または，「について証言する」。
 
^  （ヨハ 14:6） イエスは言った。「私は道であり，真理であり，命です。私を通してでなければ，誰も父のもとに行くことはできません。

 
^  （ヨハ 18:38） ピラトは言った。「真理とは何か」。 そう言ってから，再びユダヤ人たちの所に出ていって，言った。「彼には何の過失も見つからない。

 
^  （ルカ 23:4， 5） ピラトは祭司長たちと群衆に言った。「この男は犯罪など犯してはいない」。 5 しかし彼らは言い張った。「彼はユダヤ全土で教えて民をあおっています。ガリラヤから始めてここまで来たのです」。

 
^  （マタ 27:13） そこでピラトは言った。「この人たちがあなたに不利な証言をこんなに多く行っているのが，聞こえないのか」。

 
^  （ルカ 9:7-9） さて，地域支配者ヘロデは，起きている全てのことについて聞き，ひどく当惑していた。というのは，ある人は，ヨハネが生き返ったと言っており， 8 ほかの人は，エリヤが現れた，またほかの人は，古代の預言者の1人が生き返った，と言っていたからである。 9 ヘロデは言った。「ヨハネは私が首をはねた。では，うわさが聞こえてくるこの人は誰か」。こうしてヘロデはその人に会おうとしていた。

 
^  （ルカ 23:8） ヘロデはイエスを見ると，大変喜んだ。イエスのことをいろいろ聞いて，かなり前から会ってみたいと思っていたのである。イエスが行う奇跡*も見たいと思っていた。

直訳，「しるし」。
 
^  （ルカ 23:11） そこでヘロデは兵士たちと一緒になってイエスを侮辱し，きらびやかな*服を着せてあざけってから，ピラトのもとに送り返した。

または，「鮮やかな」，「光り輝く」。
 
^  （ルカ 23:14-16） こう言った。「あなた方は，民を駆り立て反乱を起こさせる者だと言ってこの男を連れてきた。それであなた方の前で取り調べたが，あなた方が訴えているような罪は全く見つからなかった。 15 それはヘロデも同じだ。彼を私たちに送り返してきた。彼は死に値することは何もしていないのだ。 16 それで，彼を懲らしめてから釈放する」。

 
^  （マタ 27:19） さらに，ピラトが裁きの座に座っている間に，妻から伝言が届いた。「その無実の人に関わらないでください。私は今日，その人のことで夢の中でとても苦しんだのです」。

 
^ ***イ道 294ページ–295ページ ピラトは「見なさい，この人だ！」と宣言する***
 
129章
ピラトは「見なさい，この人だ！」と宣言する
 
[bookmark: citationsource489][bookmark: citationsource490][bookmark: citationsource491][bookmark: citationsource492]マタイ 27:15-17，20-30 マルコ 15:6-19 ルカ 23:18-25 ヨハネ 18:39–19:5
· ピラトはイエスを釈放しようとする
· ユダヤ人たちはバラバを釈放するよう求める
· イエスはばかにされ虐待される
[bookmark: citationsource493][bookmark: citationsource494]ピラトはイエスの死を望む人々にこう言います。「あなた方が訴えているような罪は全く見つからなかった。それはヘロデも同じだ」。（ルカ 23:14，15）そして，イエスを助けようとして別の方法を試み，人々にこう尋ねます。「あなた方の習慣に従って，過ぎ越しの時に1人を釈放することになっている。ユダヤ人の王を釈放してほしいか」。（ヨハネ 18:39）
[bookmark: citationsource495][bookmark: citationsource496]ピラトは，強盗，扇動家，殺人犯として有名なバラバという囚人を知っています。それでこう質問します。「どちらの人を釈放してほしいのか。バラバか，それともキリストといわれるイエスか」。祭司長たちにあおられた人々はバラバを釈放するよう求めます。ピラトはもう一度，「2人のうちどちらを釈放してほしいのか」と質問します。人々は，「バラバを」と叫びます。（マタイ 27:17，21）
[bookmark: citationsource497][bookmark: citationsource498]ピラトは動揺し，「では，キリストといわれるイエスの方はどうしたらよいか」と聞きます。人々は，「杭に掛けろ！」とわめきます。（マタイ 27:22）彼らは無実の男性の死を求めたのです。ピラトはさらにこう訴えます。「この男がどんな悪事をしたというのか。死に値することは何も見つからなかった。それで，彼を懲らしめてから釈放する」。（ルカ 23:22）
[bookmark: citationsource499]ピラトは何度も粘りますが，怒り狂った群衆は，「杭に掛けろ！」と叫び続けます。（マタイ 27:23）人々は宗教指導者によってあおられ，狂ったようにイエスを殺そうとします。犯罪者や殺人犯の死を求めているのではありません。無実の男性，しかもたった5日前には王としてエルサレムに迎え入れられた人を殺そうとしているのです。もしイエスの弟子たちがその場にいたなら，黙って目立たないようにしていたでしょう。
[bookmark: citationsource500]ピラトはいくら訴えても無駄であることに気付きます。それで，叫び声が大きくなる中，そばにあった水で人々の前で手を洗い，「この人の血について私は潔白だ。あなた方自身が責任を負わなければならない」と言います。その言葉を聞いても，人々は静まりません。むしろ彼らは，「彼の血はわれわれとわれわれの子に降り掛かってもよい」とまで言います。（マタイ 27:24，25）
ピラトは何が正しいかは分かっていますが，民を満足させたいという気持ちに負けてしまいます。彼らの声に従ってバラバを釈放し，イエスの服を剝いでむちで打たせます。
[bookmark: citationsource501]残酷なむち打ちが終わると，兵士たちはイエスを総督の邸宅に連れていきます。そして全部隊が集まり，イエスにさらに虐待を加えます。まず，いばらで編んだ冠をイエスの頭に押し付けます。そしてイエスの右手にアシを持たせ，王が着るような紫の長い衣を着させます。それからばかにして，「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と言います。（マタイ 27:28，29）またイエスに唾を掛け，顔を平手打ちします。イエスが持っている丈夫なアシを取ってイエスの頭をたたきます。イエスを侮辱する冠の鋭いとげは，頭皮を突き破って深く刺さったでしょう。
[bookmark: citationsource502]こうした虐待を受けてもイエスが威厳と強さを保っていることにピラトはとても感銘を受けます。そしてイエスを処刑する責任を何とか免れようとして別の手を試し，ユダヤ人たちにこう言います。「さあ，彼をあなた方の前に連れ出す。何の過失も見つけられないのだ」。傷だらけで血まみれになったイエスを見れば，彼らも少しはおとなしくなるとピラトは思ったのでしょうか。ピラトはイエスを非情な民の前に連れ出し，「見なさい，この人だ！」と宣言します。（ヨハネ 19:4，5）
ピラトのその言葉には敬意と同情心が感じられます。イエスは痛めつけられ傷だらけになっても，ピラトが認めざるを得ないほど，静かな威厳と穏やかさを保っていたのです。

むち打ち
ウィリアム･D･エドワーズ博士は「アメリカ医師会ジャーナル」（英語）の中で，ローマのむち打ち刑についてこう述べています。
「よく使われた刑具は，長さが不ぞろいの何本かの革ひもや，ねじり合わせた革ひもの付いた短いむち棒だった。その革ひもには小さい鉄球や尖った羊骨が所々にくくり付けられていた。……ローマの兵士が受刑者の背中を繰り返し力一杯打つと，その鉄球によって深い挫傷が生じ，革ひもと羊骨は皮膚や皮下組織に食い込んだことだろう。そしてむち打ちが続くにつれ，裂傷は深部の骨格筋にまで及び，ひも状に裂けて垂れた血のにじむ肉が震えていたであろう」。

· 処刑する責任を免れるためイエスを釈放しようとして，ピラトはどんなことをしましたか。
· むち打ち刑とはどのようなものでしたか。
· イエスはむち打ちの後，さらにどんな虐待を受けましたか。

^ （マタ 27:15-17） さて，祭りのたびに，群衆が望む囚人1人を釈放するのが総督の習慣だった。 16 ちょうどその時，バラバという悪名高い囚人がいた。 17 人々が集まった時，ピラトは言った。「どちらの人を釈放してほしいのか。バラバか，それともキリストといわれるイエスか」。

 
^ （マタ 27:20-30） しかし祭司長と長老たちは，バラバの釈放を求めてイエスの方は死刑にさせるよう，群衆を説き伏せた。 21 そこで総督は言った。「2人のうちどちらを釈放してほしいのか」。群衆は，「バラバを」と言った。 22 ピラトは言った。「では，キリストといわれるイエスの方はどうしたらよいか」。群衆は皆，「杭に掛けろ*！」と言った。 23 ピラトは言った。「この人がどんな悪事をしたというのか」。それでも群衆は，「杭に掛けろ！」とますます激しく叫び続けた。 24 ピラトは，何をしても無駄で，むしろ騒動が起きそうなのを見て，群衆の前で水で手を洗い，「この人の血*について私は潔白だ。あなた方自身が責任を負わなければならない*」と言った。 25 民は皆，「彼の血についてはわれわれと子供たちが責任を負ってもよい」と答えた。 26 そこでピラトはバラバを釈放し，イエスの方は，むちで打たせ，杭に掛けて処刑するために引き渡した。 27 それから，総督の兵士たちはイエスを総督の邸宅内に連れていき，全部隊をイエスの周りに集めた。 28 そして，イエスの服を剝ぎ取って緋色の衣をまとわせ， 29 いばらで冠を編んでかぶらせ，アシを右手に持たせた。そしてイエスの前にひざまずき，あざけって，「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と言った。 30 それから唾を掛け，そのアシを取って頭をたたき始めた。

または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「この血」。
または，「これはあなた方の責任だ」。
 
^ （マル 15:6-19） ところで，ピラトは祭りのたびに，人々が求める囚人1人を釈放していた。 7 この時には，バラバという男が暴動を起こした者たちと一緒に牢屋に入っていた。暴動の際に殺人を犯した者たちだった。 8 群衆がやって来て，いつものようにしてほしいとピラトに求め始めた。 9 それに対してピラトは言った。「ユダヤ人の王を釈放してほしいのか」。 10 祭司長たちがイエスを引き渡したのがねたみのためであることに気付いていたのである。 11 しかし祭司長たちは，代わりにバラバを釈放させようとして群衆をあおった。 12 そこでピラトは再び言った。「では，ユダヤ人の王と呼んでいる者の方はどうしたらよいか」。 13 群衆はもう一度叫んだ。「杭に掛けろ*！」 14 しかしピラトは言った。「この人がどんな悪事をしたというのか」。それでも群衆は，「杭に掛けろ*！」とますます激しく叫んだ。 15 そこでピラトは，群衆を満足させようと思ってバラバを釈放し，イエスをむちで打たせてから，杭に掛けて処刑するために引き渡した。 16 兵士たちはイエスを中庭に，つまり総督の邸宅内に引いていき，全部隊を呼び集めた。 17 そして，イエスに紫の衣をまとわせ，いばらの冠を編んでかぶらせて， 18 「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と呼び掛け始めた。 19 また，アシで頭をたたいたり唾を掛けたりし，ひざまずいてひれ伏した。

または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「杭に掛けて処刑しろ」。
 
^ （ルカ 23:18-25） しかし群衆は皆こう叫んだ。「その男を殺せ*。バラバを釈放しろ！」 19 （バラバは町で起きた暴動と殺人の罪で牢屋に入れられていた。） 20 ピラトはイエスを釈放したいと思って，再び群衆に呼び掛けた。 21 群衆は，「杭に掛けろ*！ 杭に掛けろ！」とわめきだした。 22 ピラトは3度目にこう言った。「この男がどんな悪事をしたというのか。死に値することは何も見つからなかった。それで，彼を懲らしめてから釈放する」。 23 それでも群衆は引き下がらず，イエスを処刑*するよう大声で要求した。そしてその声が上回った。 24 それでピラトは彼らの要求通りにすることを決定した。 25 暴動と殺人の罪で牢屋に入れられていた男，彼らが要求していた者を釈放し，イエスの方は彼らの意向に沿って処刑のために引き渡したのである。

または，「この者を取り除け」。
または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「杭に掛けて処刑」。
 
^ （ヨハ 18:39-19:5） それに，あなた方の習慣に従って，過ぎ越しの時に1人を釈放することになっている。ユダヤ人の王を釈放してほしいか」。 40 ユダヤ人たちは再び叫んだ。「この男ではなく，バラバを！」 バラバは強盗だった。 
19 それからピラトはイエスを連れていき，むち打った。 2 兵士たちはいばらで冠を編んでイエスにかぶらせ，紫の長い衣を着せた。 3 そして近寄っていっては，「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と言った。また，顔を平手打ちするのだった。 4 ピラトはまた外へ行って，ユダヤ人たちに言った。「さあ，彼をあなた方の前に連れ出す。何の過失も見つけられないのだ」。 5 イエスは，いばらの冠と紫の長い衣を身に着けて外に出てきた。ピラトはユダヤ人たちに言った。「見なさい，この人だ！」

 
^  （ルカ 23:14， 15） こう言った。「あなた方は，民を駆り立て反乱を起こさせる者だと言ってこの男を連れてきた。それであなた方の前で取り調べたが，あなた方が訴えているような罪は全く見つからなかった。 15 それはヘロデも同じだ。彼を私たちに送り返してきた。彼は死に値することは何もしていないのだ。

 
^  （ヨハ 18:39） それに，あなた方の習慣に従って，過ぎ越しの時に1人を釈放することになっている。ユダヤ人の王を釈放してほしいか」。

 
^  （マタ 27:17） 人々が集まった時，ピラトは言った。「どちらの人を釈放してほしいのか。バラバか，それともキリストといわれるイエスか」。

 
^  （マタ 27:21） そこで総督は言った。「2人のうちどちらを釈放してほしいのか」。群衆は，「バラバを」と言った。

 
^  （マタ 27:22） ピラトは言った。「では，キリストといわれるイエスの方はどうしたらよいか」。群衆は皆，「杭に掛けろ*！」と言った。

または，「杭に掛けて処刑しろ」。
 
^  （ルカ 23:22） ピラトは3度目にこう言った。「この男がどんな悪事をしたというのか。死に値することは何も見つからなかった。それで，彼を懲らしめてから釈放する」。

 
^  （マタ 27:23） ピラトは言った。「この人がどんな悪事をしたというのか」。それでも群衆は，「杭に掛けろ！」とますます激しく叫び続けた。

 
^  （マタ 27:24， 25） ピラトは，何をしても無駄で，むしろ騒動が起きそうなのを見て，群衆の前で水で手を洗い，「この人の血*について私は潔白だ。あなた方自身が責任を負わなければならない*」と言った。 25 民は皆，「彼の血についてはわれわれと子供たちが責任を負ってもよい」と答えた。

または，「この血」。
または，「これはあなた方の責任だ」。
 
^  （マタ 27:28， 29） そして，イエスの服を剝ぎ取って緋色の衣をまとわせ， 29 いばらで冠を編んでかぶらせ，アシを右手に持たせた。そしてイエスの前にひざまずき，あざけって，「ごあいさつ申し上げます，ユダヤ人の王よ！」と言った。

 
^  （ヨハ 19:4， 5） ピラトはまた外へ行って，ユダヤ人たちに言った。「さあ，彼をあなた方の前に連れ出す。何の過失も見つけられないのだ」。 5 イエスは，いばらの冠と紫の長い衣を身に着けて外に出てきた。ピラトはユダヤ人たちに言った。「見なさい，この人だ！」

 
^ ***イ道 296ページ–297ページ イエスは引き渡され，処刑場所へ連れていかれる***
 
130章
イエスは引き渡され，処刑場所へ連れていかれる
 
[bookmark: citationsource504][bookmark: citationsource505][bookmark: citationsource506]マタイ 27:31，32 マルコ 15:20，21 ルカ 23:24-31 ヨハネ 19:6-17
· ピラトはイエスの釈放を試みる
· イエスは有罪とされ，処刑場所へ連れていかれる
[bookmark: citationsource507]イエスは残酷な虐待を受けてばかにされます。ピラトは何とかイエスを釈放しようとします。しかし，祭司長とその支持者たちの態度は変わりません。何としてでもイエスを殺したいと思っています。それで，「杭に掛けろ！ 杭に掛けろ！」と叫び続けます。ピラトは，「自分たちで連れていって杭に掛けなさい。私は彼に何の過失も見つけられない」と答えます。（ヨハネ 19:6）
[bookmark: citationsource508]ユダヤ人たちは，政治犯としてイエスを殺させるのが難しいと知ると，今度は宗教上の罪状で訴えます。その罪状とは，彼らがサンヘドリンの裁判で持ち出した冒瀆の罪です。こう言います。「私たちには律法があり，その律法によれば，彼は死に値します。自分を神の子としたからです」。（ヨハネ 19:7）ピラトにとっては初耳です。
[bookmark: citationsource509][bookmark: citationsource510][bookmark: citationsource511]ピラトは邸宅の中に戻ります。そして，厳しい虐待を耐えているこの男性，また妻が夢で見たこの男性を何とか釈放する道はないかと考えます。（マタイ 27:19）自分を「神の子」としたという耳新しい罪状についてはどうでしょうか。ピラトはイエスがガリラヤ出身であることを知っています。（ルカ 23:5-7）それでもピラトはイエスに，「あなたはどこから来たのか」と質問します。（ヨハネ 19:9）イエスは人間になる前から生きている神かもしれない，と思ったのでしょうか。
[bookmark: citationsource512]イエスはピラトに対し，自分は王だが自分の王国はこの世のものではない，とすでに話しました。さらに説明する必要はありません。それでイエスは黙っています。ピラトはイエスが答えないのでプライドを傷つけられ，腹を立ててこう言います。「黙っているつもりか。あなたを釈放する権限も処刑する権限も私にあることを知らないのか」。（ヨハネ 19:10）
[bookmark: citationsource513]イエスはこう答えます。「天から与えられていなかったなら，あなたは私に対して何の権限もないでしょう。それで，私をあなたに引き渡した人の方が罪が重いのです」。（ヨハネ 19:11）イエスはここで，誰か1人のことを言っていたのではないようです。ピラトよりも，カヤファやその支持者たちやユダ･イスカリオテの方に重い責任があると言っていたのです。
[bookmark: citationsource514]ピラトはイエスの態度と言葉に心を動かされ，イエスは神ではないか，という恐れの気持ちが強まってきたこともあり，イエスを釈放する方法を再び探し始めます。ところが，ユダヤ人たちはピラトに恐れを抱かせる別の点を挙げ，こう脅します。「この男を釈放するなら，あなたはカエサルの友ではありません。自分を王とする者は皆，カエサルに逆らっているのです」。（ヨハネ 19:12）
[bookmark: citationsource515]ピラトはイエスをもう一度連れ出し，裁きの座に座って，「見なさい，あなた方の王だ！」と民に言います。しかし彼らはそれを無視し，「殺せ！ 殺せ！ 杭に掛けろ！」と叫びます。ピラトは，「あなた方の王を私が処刑するのか」と反論します。ユダヤ人はこれまでローマの支配にいら立ちを募らせてきました。ところが祭司長たちもこの時だけは，「私たちにはカエサルのほかに王はいません」と平気な顔で言います。（ヨハネ 19:14，15）
ピラトはユダヤ人たちのしつこさに耐え切れなくなり，要求通りイエスを処刑するために引き渡します。兵士たちはイエスから紫の衣を剝ぎ取り，もともと着ていた外衣を着せます。イエスは引いていかれる際，自分で苦しみの杭を担いでいかなければなりません。
今はニサン14日金曜日の正午近くです。イエスは木曜日の早朝から一睡もしていません。しかも，苦しみに満ちた経験の連続でした。イエスは杭を引きずりながら進み始めますが，その重みに耐える力が尽きてしまいます。そこへ，アフリカのキレネから来たシモンという男性が通り掛かります。それで兵士たちはシモンに杭を処刑場所まで運ばせます。大勢の人がその後に付いていきます。胸をたたいて悲しむ人たちもいます。
[bookmark: citationsource516]イエスは悲しむ女性たちにこう言います。「エルサレムの女性たち，私のために泣くのをやめなさい。むしろ，自分と自分の子供たちのために泣きなさい。人々が，『子供ができない女性，また子供を産まなかった女性や乳を飲ませなかった女性は幸せだ！』と言う時が来るからです。その時人々は，山に向かって，『われわれにかぶさってくれ！』と言い，丘に向かって，『われわれを覆ってくれ！』と言いだします。木に生気がある時にこうしたことがなされるのであれば，枯れた時には何が起きるでしょうか」。（ルカ 23:28-31）
イエスはユダヤ国民のことを話しています。彼らは枯れていく木のようですが，まだ生気が残っています。イエスも，イエスに信仰を抱くたくさんの人たちもいるからです。しかし，イエスが殺され，神が弟子たちをユダヤ国民から取り去ると，同国民は神の目から見て枯れた木のような状態になります。そして，ローマ軍が神からの刑を彼らに執行する時，大きな悲しみが生じるでしょう。

· 宗教指導者たちはイエスをどんな罪状で訴えましたか。
· ピラトがイエスに恐れの気持ちを抱いたのはなぜですか。
· 祭司長たちはイエスを処刑させるため，ピラトをどのように脅しましたか。
· イエスは「生気」があってもその後「枯れ」る木について話した時，何を言おうとしていましたか。

^ （マタ 27:31， 32） 最後に，あざけってから，緋色の衣を剝ぎ取って本人の外衣を着せ，杭にくぎ付けにするために引いていった。 32 兵士たちは出ていく時に，シモンという名前のキレネの男性を見つけ，イエスの苦しみの杭を強制的に運ばせた*。

または，「持たせた」。
 
^ （マル 15:20， 21） 最後に，あざけってから，紫の衣を剝ぎ取って，本人の外衣を着せた。そして，杭にくぎ付けにするために連れ出した。 21 また，田舎から来ていた通行人にイエスの苦しみの杭を強制的に運ばせた*。それは，アレクサンデルとルフォスの父親である，キレネのシモンという人だった。

または，「持たせた」。
 
^ （ルカ 23:24-31） それでピラトは彼らの要求通りにすることを決定した。 25 暴動と殺人の罪で牢屋に入れられていた男，彼らが要求していた者を釈放し，イエスの方は彼らの意向に沿って処刑のために引き渡したのである。 26 兵士たちはイエスを引いていく時，田舎から来ていたキレネのシモンという男性を捕まえて苦しみの杭を担がせ，イエスの後ろを行かせた。 27 大勢の人々がその後を行き，女性たちも胸をたたいて悲しみ，泣き叫びながら付いていった。 28 イエスは女性たちの方を向いて言った。「エルサレムの女性たち，私のために泣くのをやめなさい。むしろ，自分と自分の子供たちのために泣きなさい。 29 人々が，『子供ができない女性，また子供を産まなかった女性や乳を飲ませなかった女性は幸せだ！』と言う時が来るからです。 30 その時人々は，山に向かって，『われわれにかぶさってくれ！』と言い，丘に向かって，『われわれを覆ってくれ！』と言いだします。 31 木に生気がある時にこうしたことがなされるのであれば，枯れた時には何が起きるでしょうか」。

 
^ （ヨハ 19:6-17） しかし，祭司長や下役たちはイエスを見ると，「杭に掛けろ*！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「自分たちで連れていって杭に掛けなさい。私は彼に何の過失も見つけられない」。 7 ユダヤ人たちは答えた。「私たちには律法があり，その律法によれば，彼は死に値します。自分を神の子としたからです」。 8 ピラトはそれを聞いて，ますます恐ろしくなった。 9 そして，また総督の邸宅に入り，イエスに言った。「あなたはどこから来たのか」。しかしイエスは何も答えなかった。 10 それでピラトは言った。「黙っているつもりか。あなたを釈放する権限も処刑*する権限も私にあることを知らないのか」。 11 イエスは答えた。「天から与えられていなかったなら，あなたは私に対して何の権限もないでしょう。それで，私をあなたに引き渡した人の罪はもっと重いのです」。 12 そのため，ピラトはイエスを何とか釈放しようとしたが，ユダヤ人たちはこう叫んだ。「この男を釈放するなら，あなたはカエサルの友ではありません。自分を王とする者は皆，カエサルに逆らっているのです」。 13 ピラトはこうした言葉を聞いてから，イエスを連れ出し，石畳，ヘブライ語ではガバタと呼ばれる場所にある裁きの座に座った。 14 それは過ぎ越しの準備の日で，昼の12時ごろだった。ピラトはユダヤ人たちに言った。「見なさい，あなた方の王だ！」 15 しかし彼らは，「殺せ！ 殺せ！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「あなた方の王を私が処刑するのか」。祭司長たちは，「私たちにはカエサルのほかに王はいません」と答えた。 16 それで，ピラトはイエスを杭に掛けて処刑するために引き渡した。 兵士たちはイエスを連れていった。 17 イエスは自分で苦しみの杭を担いで，どくろの場所といわれる所へ出ていった。そこはヘブライ語でゴルゴタと呼ばれている。

または，「杭に掛けて処刑しろ」。
または，「杭に掛けて処刑」。
 
^  （ヨハ 19:6） しかし，祭司長や下役たちはイエスを見ると，「杭に掛けろ*！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「自分たちで連れていって杭に掛けなさい。私は彼に何の過失も見つけられない」。

または，「杭に掛けて処刑しろ」。
 
^  （ヨハ 19:7） ユダヤ人たちは答えた。「私たちには律法があり，その律法によれば，彼は死に値します。自分を神の子としたからです」。

 
^  （マタ 27:19） さらに，ピラトが裁きの座に座っている間に，妻から伝言が届いた。「その無実の人に関わらないでください。私は今日，その人のことで夢の中でとても苦しんだのです」。

 
^  （ルカ 23:5-7） しかし彼らは言い張った。「彼はユダヤ全土で教えて民をあおっています。ガリラヤから始めてここまで来たのです」。 6 ピラトはこれを聞くと，この男がガリラヤ人かどうかを尋ねた。 7 そして，ヘロデの管轄下の者であることを確かめた後，ヘロデのもとに送った。その頃ヘロデもエルサレムにいたのである。

 
^  （ヨハ 19:9） そして，また総督の邸宅に入り，イエスに言った。「あなたはどこから来たのか」。しかしイエスは何も答えなかった。

 
^  （ヨハ 19:10） それでピラトは言った。「黙っているつもりか。あなたを釈放する権限も処刑*する権限も私にあることを知らないのか」。

または，「杭に掛けて処刑」。
 
^  （ヨハ 19:11） イエスは答えた。「天から与えられていなかったなら，あなたは私に対して何の権限もないでしょう。それで，私をあなたに引き渡した人の罪はもっと重いのです」。

 
^  （ヨハ 19:12） そのため，ピラトはイエスを何とか釈放しようとしたが，ユダヤ人たちはこう叫んだ。「この男を釈放するなら，あなたはカエサルの友ではありません。自分を王とする者は皆，カエサルに逆らっているのです」。

 
^  （ヨハ 19:14， 15） それは過ぎ越しの準備の日で，昼の12時ごろだった。ピラトはユダヤ人たちに言った。「見なさい，あなた方の王だ！」 15 しかし彼らは，「殺せ！ 殺せ！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「あなた方の王を私が処刑するのか」。祭司長たちは，「私たちにはカエサルのほかに王はいません」と答えた。

 
^  （ルカ 23:28-31） イエスは女性たちの方を向いて言った。「エルサレムの女性たち，私のために泣くのをやめなさい。むしろ，自分と自分の子供たちのために泣きなさい。 29 人々が，『子供ができない女性，また子供を産まなかった女性や乳を飲ませなかった女性は幸せだ！』と言う時が来るからです。 30 その時人々は，山に向かって，『われわれにかぶさってくれ！』と言い，丘に向かって，『われわれを覆ってくれ！』と言いだします。 31 木に生気がある時にこうしたことがなされるのであれば，枯れた時には何が起きるでしょうか」。

 
^ ***イ道 298ページ–299ページ 無実の王が杭の上で苦しむ***
 
131章
無実の王が杭の上で苦しむ
 
[bookmark: citationsource518][bookmark: citationsource519][bookmark: citationsource520]マタイ 27:33-44 マルコ 15:22-32 ルカ 23:32-43 ヨハネ 19:17-24
· イエスは苦しみの杭にくぎ付けにされる
· 頭上に掲げられた罪状ゆえにイエスはばかにされる
· イエスは地上のパラダイスで生きる希望を与える
[bookmark: citationsource521]イエスは都からあまり遠くない所にある処刑場所へ連れていかれます。他の2人の強盗もそこで処刑されることになっています。そこはゴルゴタ，つまりどくろの場所とも呼ばれており，「離れた所」からもよく見えます。（マルコ 15:40）
有罪とされた3人は服を脱がされます。それから，鎮痛剤として没薬と胆汁を混ぜたぶどう酒が与えられます。エルサレムの女性たちが準備したようで，ローマ人の兵士もそれが与えられるのを止めません。でもイエスは少し味見した後，それ以上飲もうとしません。なぜでしょうか。重要な試練の間，感覚を鈍らせることなく，死ぬまで意識をはっきりと保って忠実でありたいと思っているのです。
[bookmark: citationsource522][bookmark: citationsource523]イエスは杭の上に寝かされます。（マルコ 15:25）兵士たちがイエスの手と足にくぎを打ち込みます。くぎは肉と靱帯を貫通し，イエスの体に激痛が走ります。杭が垂直に起こされると，傷口が体の重みで裂けるため，痛みはもっと耐え難いものになります。しかし，イエスは兵士たちを大声でののしることなく，こう祈ります。「父よ，彼らをお許しください。自分たちが何をしているのか知らないのです」。（ルカ 23:34）
[bookmark: citationsource524]ローマ人には犯罪者の罪状を掲げる習慣があります。それでピラトは，「ナザレ人イエス，ユダヤ人の王」と書いたものを掲げます。大勢の人が読めるよう，ヘブライ語，ラテン語，ギリシャ語で書かれています。イエスを殺すよう強く求めたユダヤ人をピラトがいかに軽蔑していたかが分かります。罪状を見て動揺した祭司長たちは，「『ユダヤ人の王』とではなく，『自称ユダヤ人の王』と書いてください」と抗議します。ところが今回，ピラトは言いなりにならず，「私が書いたことだ」と答えます。（ヨハネ 19:19-22）
[bookmark: citationsource525]怒った祭司長たちはサンヘドリンでの裁判でしたのと同じ，うその証言を繰り返します。それで通行人たちも頭を振ってあざけり，次のような暴言を吐きます。「おやおや，神殿を壊して3日で建てる者よ，苦しみの杭から下りてきて自分を救ってみろ」。祭司長たちや律法学者たちも，「イスラエルの王キリストに，いま苦しみの杭から下りてきてもらおうではないか。そうしたら信じよう」と言います。（マルコ 15:29-32）イエスの両脇で杭に付けられている犯罪者たちまでが，ただ1人無実であるイエスのことを非難し始めます。
[bookmark: citationsource526]ローマの4人の兵士たちもイエスをからかいます。彼らは恐らくぶどう酒を飲んでいたのでしょう。それでイエスにも飲ませるまねをします。さらに，イエスの頭上にある罪状を見てばかにし，「ユダヤ人の王なら，自分を救ってみろ」と言います。（ルカ 23:36，37）考えてもみてください。道，真理，命である方が，不当な虐待と侮辱全てにじっと耐えているのです。自分を見ているユダヤ人たち，ばかにしてくるローマの兵士たち，両脇にいる犯罪者たちを非難することは決してありません。
[bookmark: citationsource527][bookmark: citationsource528]4人の兵士はイエスの外衣を取り，4つに分けます。そして，くじを引いて分配します。しかし内衣は「縫い目がなく，上から下まで織った」上等のものでした。それで彼らは，「これは裂かないで，誰のものにするかをくじで決めよう」と言います。そのようにして，次の預言が実現します。「彼らは私の外衣を自分たちの間で分け，私の衣服のためにくじを引いた」。（ヨハネ 19:23，24。詩編 22:18）
[bookmark: citationsource529]しばらくすると，犯罪者の1人がイエスは本当に王であると認めるようになります。その人はもう1人の犯罪者を叱ってこう言います。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。われわれの場合は当然だ。自分がした事の報いを受けているのだから。しかしこの人は何も悪い事はしていない」。それから，「イエスよ，王国に入る時に私を思い出してください」と言います。（ルカ 23:40-42）
[bookmark: citationsource530][bookmark: citationsource531][bookmark: citationsource532]するとイエスは，「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」と言います。王国ではなくパラダイスです。（ルカ 23:43）これは，王国でイエスと一緒に王座に座るという使徒たちに対する約束とは違います。（マタイ 19:28。ルカ 22:29，30）とはいえこのユダヤ人の犯罪者は，エホバがアダムとエバに与えた地上のパラダイスについては聞いたことがあったでしょう。それで，この男性は死ぬ前に，地上のパラダイスで生きるという希望を抱くことができました。

· 用意されたぶどう酒をイエスが飲まなかったのはなぜですか。
· イエスの頭上にはどんな罪状が掲げられましたか。ユダヤ人たちはそれを見てどう反応しましたか。
· イエスの服について，どんな預言が実現しましたか。
· イエスは犯罪者の1人にどんな希望を与えましたか。

^ （マタ 27:33-44） ゴルゴタすなわち「どくろの場所」と呼ばれる所に来た時， 34 胆汁を混ぜたぶどう酒をイエスに飲ませようとしたが，イエスはその味を見た後，飲もうとはしなかった。 35 兵士たちは，イエスを杭にくぎ付けにしてから，くじを引いてイエスの外衣を分配し， 36 そこに座ってイエスを見張っていた。 37 また，「これはユダヤ人の王イエス」と罪状を書き，頭上に掲げた。 38 この時，2人の強盗がイエスの左右に1人ずつ，杭に掛けられた。 39 そばを通る人たちはイエスについて暴言を吐き，頭を振って 40 こう言った。「神殿を壊して3日で建てる者よ，自分を救ってみろ！ 神の子なら，苦しみの杭から下りてこい！」 41 同じように祭司長たちも，律法学者や長老たちと一緒になってあざけりだし，こう言った。 42 「ほかの人は救ったが，自分は救えないのだ！ 彼はイスラエルの王だ。今，苦しみの杭から下りてきてもらおうではないか。そうすれば信じてやろう。 43 彼は神に頼ったのだ。神に気に入られているのなら，いま救い出してもらえばいい。『私は神の子だ』と言ったのだ」。 44 一緒に杭に掛けられた強盗たちまでが，同じようにイエスを非難した。

 
^ （マル 15:22-32） こうして，兵士たちはイエスをゴルゴタという所に連れてきた。これは訳せば，「どくろの場所」という意味である。 23 ここで，没薬を混ぜたぶどう酒を与えようとしたが，イエスは受けようとしなかった。 24 それから，イエスを杭にくぎ付けにし，イエスの外衣に関して，それぞれの取り分をくじで決め，分配した。 25 イエスを杭にくぎ付けにしたのは午前9時であった。 26 イエスの罪状として，「ユダヤ人の王」と記されていた。 27 さらに，2人の強盗をイエスの左右に1人ずつ，杭に掛けた。 28 ― 29 そばを通る人たちはイエスに暴言を吐き，頭を振ってこう言った。「おいおい。神殿を壊して3日で建てる者よ， 30 苦しみの杭から下りてきて自分を救ってみろ」。 31 同じように祭司長たちも，律法学者たちと一緒になってあざけり，こう言った。「ほかの人は救ったが，自分は救えないのだ！ 32 イスラエルの王キリストに，今，苦しみの杭から下りてきてもらおうではないか。そうしたら信じよう」。一緒に杭に掛けられた人たちまでが，イエスを非難するのだった。

 
^ （ルカ 23:32-43） ほかにも2人の犯罪者が，イエスと一緒に処刑されるために引かれていった。 33 兵士たちは，どくろと呼ばれる所に着いた時，イエスを杭にくぎ付けにし，その左右に犯罪者たちを1人ずつくぎ付けにした。 34 しかしイエスは言った。「父よ，彼らをお許しください。自分たちが何をしているのか知らないのです」。さらに彼らは，くじを引いてイエスの服を分配した。 35 民は立って見つめていた。しかし支配者たちは冷笑しながら言った。「ほかの人は救ったのだ。神のキリスト，選ばれた者であるなら，自分を救ったらいい」。 36 兵士たちもイエスをあざけり，近づいて酸味の強いぶどう酒を差し出し， 37 「ユダヤ人の王なら，自分を救ってみろ」と言った。 38 またイエスの上の方には，「これはユダヤ人の王」と記されていた。 39 杭に掛けられた犯罪者の1人がイエスに暴言を吐き始め，「キリストだろ。自分とわれわれを救ってみろ」と言った。 40 それに対してもう1人が，彼を叱った。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。 41 われわれの場合は当然だ。自分がしたことの報いを受けているのだから。しかしこの人は何も悪いことはしていない」。 42 さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。 43 イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。

 
^ （ヨハ 19:17-24） イエスは自分で苦しみの杭を担いで，どくろの場所といわれる所へ出ていった。そこはヘブライ語でゴルゴタと呼ばれている。 18 兵士たちはそこでイエスを杭にくぎ付けにした。ほかに2人の男をイエスの両側に1人ずつくぎ付けにした。 19 またピラトは罪名を書いて，苦しみの杭に掲げた。それには，「ナザレ人イエス，ユダヤ人の王」と書かれていた。 20 大勢のユダヤ人がこれを読んだ。イエスがくぎ付けにされた場所は都に近かったからである。それはヘブライ語，ラテン語，ギリシャ語で書かれていた。 21 しかし，ユダヤ人の祭司長たちはピラトに言った。「『ユダヤ人の王』とではなく，『自称ユダヤ人の王』と書いてください」。 22 ピラトは答えた。「私が書いたことだ」。 23 兵士たちはイエスを杭にくぎ付けにしてから，イエスの外衣を取って4つに分け，1人1つずつ手に入れた。内衣も取ったが，それは縫い目がなく，上から下まで織ったものだった。 24 そこで彼らは互いに言った。「これは裂かないで，誰のものにするかをくじで決めよう」。これは次の聖句が実現するためだった。「彼らは私の服を分け合い，私の衣服のためにくじを引いた」。兵士たちはこの通りにしたのである。

 
^  （マル 15:40） 離れた所で女性たちも見ていたが，その中には，マリア･マグダレネ，小ヤコブとヨセの母親マリア，サロメがいた。

 
^  （マル 15:25） イエスを杭にくぎ付けにしたのは午前9時であった。

 
^  （ルカ 23:34） しかしイエスは言った。「父よ，彼らをお許しください。自分たちが何をしているのか知らないのです」。さらに彼らは，くじを引いてイエスの服を分配した。

 
^  （ヨハ 19:19-22） またピラトは罪名を書いて，苦しみの杭に掲げた。それには，「ナザレ人イエス，ユダヤ人の王」と書かれていた。 20 大勢のユダヤ人がこれを読んだ。イエスがくぎ付けにされた場所は都に近かったからである。それはヘブライ語，ラテン語，ギリシャ語で書かれていた。 21 しかし，ユダヤ人の祭司長たちはピラトに言った。「『ユダヤ人の王』とではなく，『自称ユダヤ人の王』と書いてください」。 22 ピラトは答えた。「私が書いたことだ」。

 
^  （マル 15:29-32） そばを通る人たちはイエスに暴言を吐き，頭を振ってこう言った。「おいおい。神殿を壊して3日で建てる者よ， 30 苦しみの杭から下りてきて自分を救ってみろ」。 31 同じように祭司長たちも，律法学者たちと一緒になってあざけり，こう言った。「ほかの人は救ったが，自分は救えないのだ！ 32 イスラエルの王キリストに，今，苦しみの杭から下りてきてもらおうではないか。そうしたら信じよう」。一緒に杭に掛けられた人たちまでが，イエスを非難するのだった。

 
^  （ルカ 23:36， 37） 兵士たちもイエスをあざけり，近づいて酸味の強いぶどう酒を差し出し， 37 「ユダヤ人の王なら，自分を救ってみろ」と言った。

 
^  （ヨハ 19:23， 24） 兵士たちはイエスを杭にくぎ付けにしてから，イエスの外衣を取って4つに分け，1人1つずつ手に入れた。内衣も取ったが，それは縫い目がなく，上から下まで織ったものだった。 24 そこで彼らは互いに言った。「これは裂かないで，誰のものにするかをくじで決めよう」。これは次の聖句が実現するためだった。「彼らは私の服を分け合い，私の衣服のためにくじを引いた」。兵士たちはこの通りにしたのである。

 
^  （詩 22:18） 彼らは私の服を分け合い， 私の衣服のためにくじを引く。

 
^  （ルカ 23:40-42） それに対してもう1人が，彼を叱った。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。 41 われわれの場合は当然だ。自分がしたことの報いを受けているのだから。しかしこの人は何も悪いことはしていない」。 42 さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。

 
^  （ルカ 23:43） イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。

 
^  （マタ 19:28） イエスは弟子たちに言った。「はっきり言います。再創造の際，人の子が栄光の座に座る時に，私に従ってきたあなたたちも12の座に座り，イスラエルの12部族を裁きます。

 
^  （ルカ 22:29， 30） それで私は，天の父が私と契約を結んだように，あなたたちと王国のための契約を結び， 30 あなたたちが私の王国で私と一緒に食卓に着いて食べたり飲んだりし，王座に座ってイスラエルの12部族を裁くようにします。

 
^ ***イ道 300ページ–301ページ 「確かにこの人は神の子だった」***
 
132章
「確かにこの人は神の子だった」
 
[bookmark: citationsource534][bookmark: citationsource535][bookmark: citationsource536]マタイ 27:45-56 マルコ 15:33-41 ルカ 23:44-49 ヨハネ 19:25-30
· イエスは杭の上で亡くなる
· イエスの死に伴って生じた不思議な出来事
[bookmark: citationsource537]「昼の12時」になりました。不気味な闇が「全土に垂れ込めて，午後3時にまで及」びます。（マルコ 15:33）これは日食によるものではありません。日食は新月の時しか生じません。しかし，今は過ぎ越しの時期で満月です。また日食の際の闇は数分しか続きませんが，今回はもっと長く続きます。ですからこの闇は神が生じさせたものです。
イエスをばかにしていた人たちはこの闇を見てどう思ったでしょうか。この時，4人の女性が苦しみの杭のそばに来ます。イエスの母親とサロメ，マリア･マグダレネと使徒の小ヤコブの母親マリアです。
[bookmark: citationsource538][bookmark: citationsource539][bookmark: citationsource540]使徒ヨハネは，「苦しみの杭のそば」でイエスの母親マリアと一緒にいます。マリアは自分が生んで育てた息子が杭に掛けられ，もだえ苦しんでいる姿を見つめています。「長い剣」で貫かれているような気持ちだったでしょう。（ヨハネ 19:25。ルカ 2:35）イエスは鋭い痛みがあるにもかかわらず，母親の今後のことを考えています。そして，ヨハネの方を顎で示し，母親に，「見なさい，あなたの子です！」と言います。次に母親の方を顎で示し，ヨハネに，「見なさい，あなたの母親です！」と言います。（ヨハネ 19:26，27）
イエスは，今ではやもめになっている母親の世話を，特別に愛していた使徒に託します。イエスがそうしたのは，自分の異父兄弟たちがまだイエスに信仰を抱いていなかったからです。それで，マリアを身体面で世話し，神への崇拝の面で支えるよう頼んだのです。これは立派な模範です。
[bookmark: citationsource541][bookmark: citationsource542][bookmark: citationsource543]午後3時ごろ，イエスは「喉が渇いた」と言います。こうしてイエスは聖書の預言を実現させます。（ヨハネ 19:28。詩編 22:15）イエスは，自分の忠誠を極限まで試すために父が保護を取り去ったと感じます。イエスはアラム語のガリラヤ方言と思われる言葉で，「エリ，エリ，ラマ サバクタニ」と大声で叫びます。これは，「私の神，私の神，なぜ私をお見捨てになったのですか」という意味です。近くに立っていた人たちは勘違いし，「ほら，エリヤを呼んでいる」と言いだします。そのうちの1人が走っていき，酸味の強いぶどう酒を含ませた海綿をアシの先に付けて，イエスに飲ませようとします。他の人たちは，「このまま，エリヤが下ろしに来るかどうかを見よう」と言います。（マルコ 15:34-36）
[bookmark: citationsource544][bookmark: citationsource545]その後イエスは，「成し遂げられた！」と叫びます。（ヨハネ 19:30）イエスは地上で行うよう父から命じられたこと全てを成し遂げたのです。最後にイエスは，「父よ，私の命をあなたの手に託します」と大きな声で言います。（ルカ 23:46）そして，エホバが自分を復活させてくださるという確信を抱きながら，頭を垂れて息を引き取ります。
[bookmark: citationsource546]その瞬間，強い地震が起き，岩が割れます。揺れが大きかったのでエルサレムの外にある墓が壊れ，死体が投げ出されます。人々はその死体を見て「聖都」つまりエルサレムに入り，起きた事を他の人たちに話します。（マタイ 27:51-53）
[bookmark: citationsource547][bookmark: citationsource548]イエスが亡くなると，神殿の聖所と至聖所とを仕切っていた長くて重い幕が上から下まで2つに裂けます。この驚くべき出来事は，神の子を殺害した人たちに対する神の大きな怒りを表すものでした。それだけでなく，その時以降，人間が至聖所つまり天に行けるようになったことを示すものでした。（ヘブライ 9:2，3; 10:19，20）
[bookmark: citationsource549]当然ながら，人々はとてもおびえます。処刑に当たった士官は，「確かにこの人は神の子だった」と言います。（マルコ 15:39）士官は，ピラトの前で行われた裁判でイエスが神の子かどうかが話し合われた時，そこにいたのかもしれません。そして今，イエスが正しい人であり，まさに神の子であると確信したのです。
[bookmark: citationsource550]他の人たちも，起きた不思議な出来事に圧倒されて，深い悲しみや恥ずかしさのため「胸をたたきながら」家に帰ります。（ルカ 23:48）離れた所に立って見ていた人々の中には，イエスと一緒に時々旅をしていた大勢の女性の弟子たちもいます。その人たちも，これらの重大な出来事を見て心を大きく動かされます。

「杭に掛けろ！」
[bookmark: citationsource551]イエスの敵たちは，「杭に掛けろ！」と叫びました。（ヨハネ 19:15）福音書の中で「杭」と訳されているギリシャ語はスタウロスです。「十字架の歴史」（英語）の解説にはこうあります。「スタウロスは『まっすぐな杭』，丈夫な杭，農場で塀や柵として地中に打ち込むようなものを指し，それ以上の意味はない」。

· 3時間続いた闇が日食によるものではないと言えるのはなぜですか。
· 高齢の親を世話する点で，イエスはどんな立派な手本を示しましたか。
· 地震によってどんな事が起きましたか。神殿の幕が2つに裂けたことは何を表していましたか。
· イエスの死とその時に生じた出来事を見た人たちは，どんな影響を受けましたか。

^ （マタ 27:45-56） 昼の12時から，闇が全土*に垂れ込めて，午後3時にまで及んだ。 46 午後3時ごろ，イエスは大声で叫び，「エリ，エリ，ラマ サバクタニ」，つまり，「私の神，私の神，なぜ私を見捨てたのですか」と言った。 47 そこに立っていた人の何人かが，これを聞いて，「この人はエリヤを呼んでいる」と言いだした。 48 1人がすぐに走っていって海綿を取り，酸味の強いぶどう酒を含ませ，アシの先に付けてイエスに飲ませようとした。 49 しかしほかの人たちは，「このまま，エリヤが救いに来るかどうかを見よう」と言った。 50 イエスは再び大声で叫び，息を引き取った。 51 すると何と，聖なる所の幕が上から下まで2つに裂け，地面が揺れ，岩が割れた。 52 墓が開いて，眠りに就いて*いた多くの聖なる人の死体が現れ， 53 多くの人に見えるようになった。（イエスが生き返らされた後，墓場から出てきた人々は聖なる都に入った。） 54 しかし，士官およびイエスを見張っていた人たちは，地震その他の出来事を見て非常に畏れ，「確かにこの人は神の子だった」と言った。 55 多くの女性たちが，離れた所で見ていた。ガリラヤからイエスに同行して仕えていた人たちである。 56 その中には，マリア･マグダレネ，ヤコブとヨセの母親マリア，ゼベダイの子たちの母親がいた。

または，「地上全体」。
または，「死の眠りに就いて」，「死んで」。
 
^ （マル 15:33-41） 昼の12時になった時，闇が全土*に垂れ込めて，午後3時にまで及んだ。 34 午後3時に，イエスは，「エリ，エリ，ラマ サバクタニ」と大声で叫んだ。これは訳せば，「私の神，私の神，なぜ私を見捨てたのですか」という意味である。 35 近くに立っていた人の何人かが，それを聞いて，「ほら，エリヤを呼んでいる」と言いだした。 36 ある人が走っていって，酸味の強いぶどう酒を海綿に含ませ，それをアシの先に付けてイエスに飲ませようとし，「このまま，エリヤが下ろしに来るかどうかを見よう」と言った。 37 しかし，イエスは大きな叫び声を上げて，息を引き取った。 38 すると，聖なる所の幕が上から下まで2つに裂けた。 39 イエスを前にして立っていた士官は，このようにしてイエスが息を引き取ったのを見て，「確かにこの人は神の子だった」と言った。 40 離れた所で女性たちも見ていたが，その中には，マリア･マグダレネ，小ヤコブとヨセの母親マリア，サロメがいた。 41 イエスがガリラヤにいた時，同行して仕えていた人たちである。ほかにも，イエスと一緒にエルサレムに来ていた女性が大勢いた。

または，「地上全体」。
 
^ （ルカ 23:44-49） ところで，すでに昼の12時ごろになっていたが，闇が全土*に垂れ込めて，午後3時にまで及んだ。 45 日の光がなくなったのである。その時，聖なる所の幕が真ん中で裂けた。 46 イエスは大声で叫んだ。「父よ，私の命をあなたの手に託します」。こう言ってから，息を引き取った。 47 士官は起きた事柄を見て神をたたえるようになり，「本当に，この人は正しい人だった」と言った。 48 処刑を見に集まっていた群衆は皆，起きた事柄を見て，悲しんで胸をたたきながら家に帰った。 49 イエスの知人たちは皆，離れた所に立っていた。ガリラヤからイエスに同行してきた女性たちもいて，これらのことを見た。

または，「地上全体」。
 
^ （ヨハ 19:25-30） ところで，イエスの苦しみの杭のそばには，イエスの母親と母親の姉妹，クロパの妻マリアとマリア･マグダレネが立っていた。 26 イエスは，自分の母親と，愛する弟子がそばに立っているのを見て，母親に言った。「見なさい*，あなたの子です！」 27 次に，その弟子に言った。「見なさい，あなたの母親です！」 その時から，その弟子はイエスの母親を自宅に引き取った。 28 この後，イエスは，それまでに全てのことが成し遂げられたのを知って，聖句が実現するために，「喉が渇いた」と言った。 29 そこには，酸味の強いぶどう酒がいっぱい入ったつぼが置いてあった。それで人々は，そのぶどう酒を海綿に十分含ませてヒソプの茎に付け，イエスの口元に持っていった。 30 イエスはそのぶどう酒を口にしてから，「成し遂げられた！」と言い，頭を垂れて息を引き取った。

直訳，「女性よ，見なさい」。
 
^  （マル 15:33） 昼の12時になった時，闇が全土*に垂れ込めて，午後3時にまで及んだ。

または，「地上全体」。
 
^  （ヨハ 19:25） ところで，イエスの苦しみの杭のそばには，イエスの母親と母親の姉妹，クロパの妻マリアとマリア･マグダレネが立っていた。

 
^  （ルカ 2:35） （そうです，長い剣があなたの心を刺し通します。）多くの人の本当の考えが明らかになるためです」。

 
^  （ヨハ 19:26， 27） イエスは，自分の母親と，愛する弟子がそばに立っているのを見て，母親に言った。「見なさい*，あなたの子です！」 27 次に，その弟子に言った。「見なさい，あなたの母親です！」 その時から，その弟子はイエスの母親を自宅に引き取った。

直訳，「女性よ，見なさい」。
 
^  （ヨハ 19:28） この後，イエスは，それまでに全てのことが成し遂げられたのを知って，聖句が実現するために，「喉が渇いた」と言った。

 
^  （詩 22:15） 私の力は乾き切り，陶器のかけらのようになり， 舌は歯茎にくっつく。 あなたは死の土ぼこりの中に私を置く。

 
^  （マル 15:34-36） 午後3時に，イエスは，「エリ，エリ，ラマ サバクタニ」と大声で叫んだ。これは訳せば，「私の神，私の神，なぜ私を見捨てたのですか」という意味である。 35 近くに立っていた人の何人かが，それを聞いて，「ほら，エリヤを呼んでいる」と言いだした。 36 ある人が走っていって，酸味の強いぶどう酒を海綿に含ませ，それをアシの先に付けてイエスに飲ませようとし，「このまま，エリヤが下ろしに来るかどうかを見よう」と言った。

 
^  （ヨハ 19:30） イエスはそのぶどう酒を口にしてから，「成し遂げられた！」と言い，頭を垂れて息を引き取った。

 
^  （ルカ 23:46） イエスは大声で叫んだ。「父よ，私の命をあなたの手に託します」。こう言ってから，息を引き取った。

 
^  （マタ 27:51-53） すると何と，聖なる所の幕が上から下まで2つに裂け，地面が揺れ，岩が割れた。 52 墓が開いて，眠りに就いて*いた多くの聖なる人の死体が現れ， 53 多くの人に見えるようになった。（イエスが生き返らされた後，墓場から出てきた人々は聖なる都に入った。）

または，「死の眠りに就いて」，「死んで」。
 
^  （ヘブ 9:2， 3） 天幕には第一の部屋が設けられ，そこにはランプ台と食卓があり，供え物のパンが置かれていました。その部屋は聖所と呼ばれています。 3 天幕の第二の幕*の後ろには，至聖所と呼ばれる部屋がありました。

用語集参照。
 
^  （ヘブ 10:19， 20） 従って，兄弟たち，私たちはイエスの血により，確信を持って*，聖なる場所に入る道を歩む*ことができます。 20 その道は，イエスが自分の肉体という幕を通って私たちのために開いて*くださった，新しい生きた道*です。

または，「大胆に」。
または，「使う」。
直訳，「献じて」。
または，「命に至る新しい道」。
 
^  （マル 15:39） イエスを前にして立っていた士官は，このようにしてイエスが息を引き取ったのを見て，「確かにこの人は神の子だった」と言った。

 
^  （ルカ 23:48） 処刑を見に集まっていた群衆は皆，起きた事柄を見て，悲しんで胸をたたきながら家に帰った。

 
^ （ヨハ 19:15） しかし彼らは，「殺せ！ 殺せ！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「あなた方の王を私が処刑するのか」。祭司長たちは，「私たちにはカエサルのほかに王はいません」と答えた。

 
^ ***イ道 302ページ–303ページ イエスは葬られる***
 
133章
イエスは葬られる
 
[bookmark: citationsource553][bookmark: citationsource554][bookmark: citationsource555]マタイ 27:57–28:2 マルコ 15:42–16:4 ルカ 23:50–24:3 ヨハネ 19:31–20:1
· イエスの体が杭から下ろされる
· 遺体を葬るための準備をする
· 女性たちは墓が空になっていることに気付く
[bookmark: citationsource556]ニサン14日金曜日の夕方になりました。日が沈めばニサン15日の安息日が始まります。イエスはすでに亡くなっています。でも，イエスの両脇で杭に掛けられている2人の犯罪者はまだ生きています。律法によれば，死体を「夜通し杭に掛けたままにすべきでは」なく，「その日のうちに」葬らなければなりません。（申命記 21:22，23）
[bookmark: citationsource557][bookmark: citationsource558]また，金曜日は準備の日と呼ばれています。人々は食事の準備をし，安息日の後では間に合わない用事を済ませました。日が沈むと，「大安息日」が始まります。（ヨハネ 19:31）ニサン15日は7日間の無酵母パンの祭りの初日です。祭りの初日は何曜日であっても安息日になります。（レビ記 23:5，6）今年のニサン15日は，週ごとの通常の安息日とも重なっています。それで，このように2つの安息日が重なると，「大安息日」となるのです。
[bookmark: citationsource559]こうした事情で，ユダヤ人たちはピラトにイエスと2人の強盗の死を早めるよう頼みます。どのようにしてでしょうか。両脚を折ることによってです。そうすると，息をしようとしても体を持ち上げられず，窒息してしまいます。兵士たちはやって来て2人の強盗の脚を折りますが，イエスはすでに死んでいるようなので，脚を折りません。こうして詩編 34編20節の，「神はその人の骨を全て守る。1本も折られることはなかった」という預言が実現します。
[bookmark: citationsource560][bookmark: citationsource561]しかし1人の兵士が，イエスが本当に死んでいるのか確かめるためにイエスの脇腹をやりで突き刺します。やりは心臓の辺りにまで達します。「すると，すぐに血と水が出」ます。（ヨハネ 19:34）これは，「彼らは自分たちが刺し通した人を見つめ」る，という預言の実現です。（ゼカリヤ 12:10）
[bookmark: citationsource562][bookmark: citationsource563][bookmark: citationsource564][bookmark: citationsource565]処刑場所には，サンヘドリンの評判の良い一員で，アリマタヤの町から来たヨセフという「裕福な男性」もいます。（マタイ 27:57）聖書はヨセフについて，「正しくて善い人」また「神の王国を待つ人」で，「ユダヤ人たちを恐れてひそかにイエスの弟子となっていた」と述べています。ヨセフはイエスに関する判決を支持しませんでした。（ルカ 23:50。マルコ 15:43。ヨハネ 19:38）ヨセフは勇気を出してピラトの元に行き，イエスの体を頂きたいと願い出ます。それでピラトは，イエスの死を確認した士官を呼び寄せて確かめた後，ヨセフに遺体を引き取る許可を与えます。
[bookmark: citationsource566]ヨセフはきれいな上等の亜麻布を買います。そして，イエスの体を杭から下ろし，遺体をその亜麻布で包みます。「以前，夜にイエスの所に来た」ニコデモも，葬る準備を手伝います。（ヨハネ 19:39）ニコデモは没薬と沈香を混ぜ合わせた高価なものを30㌔ほど持ってきます。イエスの遺体はユダヤ人の習慣に沿って，これらの香料を含ませた布で包まれます。
[bookmark: citationsource567]ヨセフはそこから近い場所に，岩をくりぬいた新しい墓を所有していました。それで，イエスの遺体をその墓に横たえ，墓の入り口に大きな石を転がします。安息日が始まるので，これらは急いで行われます。マリア･マグダレネと小ヤコブの母親マリアはイエスの遺体を葬る準備を手伝ったでしょう。そして，安息日が終わった後にも遺体の処理に必要な「香料と香油を準備しに」急いで家に戻ります。（ルカ 23:56）
[bookmark: citationsource568]安息日である翌日，祭司長たちとパリサイ派の人たちはピラトの所に行き，こう言います。「あの詐欺師がまだ生きていた時に『3日後に私は生き返る』と言ったのを思い出しました。それで，3日目まで墓を警備するように命令してください。弟子たちがやって来て彼を盗み出し，『彼は生き返った！』などと民に言いふらす恐れがあります。この最後の欺きは，最初のものより悪い結果を生じさせてしまいます」。ピラトはこう答えます。「警備隊を使ってよい。行って，知る限りの方法で警備しなさい」。（マタイ 27:63-65）
[bookmark: citationsource569]日曜日の朝とても早くに，マリア･マグダレネとヤコブの母親マリア，ほかの何人かの女性たちは，イエスの体に付けるための香料を持って墓に向かいます。行く途中，「墓の入り口から誰が石を転がしてどけてくれるでしょうか」と話し合います。（マルコ 16:3）ところが到着してみると，地震が起きた後でした。そして，石は神の天使によって転がしてどけられており，警備隊はいなくなっています。しかも，墓は空っぽです。

· 金曜日が準備の日と呼ばれているのはなぜですか。今年の安息日が「大安息日」なのはなぜですか。
· ヨセフとニコデモはイエスを葬るためにどんなことをしましたか。2人はそれぞれイエスとどんな間柄でしたか。
· 祭司長たちはピラトにどんなことを頼みましたか。でも日曜日の朝にどんなことが起きましたか。

^ （マタ 27:57-28:2） さて，午後遅くなって，アリマタヤの裕福な男性がやって来た。ヨセフという名前で，この男性もイエスの弟子となっていた。 58 この男性はピラトのもとに行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。そこでピラトはそれを渡すように命令した。 59 ヨセフは遺体を受け取り，きれいな上等の亜麻布に包み， 60 岩をくりぬいた自分の新しい墓に葬った。そして，墓の入り口に大きな石を転がしてから去っていった。 61 しかし，マリア･マグダレネともう1人のマリアはそこにとどまって，墓の前に座っていた。 62 次の日，すなわち準備の日の翌日，祭司長とパリサイ派の人たちがピラトの前に集まって， 63 こう言った。「閣下，あの詐欺師がまだ生きていた時に『3日後に私は生き返る』と言ったのを思い出しました。 64 それで，3日目まで墓を警備するように命令してください。弟子たちがやって来て彼の体を盗み出し，『彼は生き返った！』などと民に言い触らす恐れがあります。この最後の欺きは，最初のものより悪い結果を生じさせてしまいます」。 65 ピラトは言った。「警備隊を使ってよい。行って，できる限りの方法で警備しなさい」。 66 その人たちは行って，石に封印をし，警備隊を置いて，墓を警備した。 
28 安息日の後，週の最初の日が明ける頃，マリア･マグダレネともう1人のマリアが墓を見に来た。 2 大きな地震が起きた後だった。エホバの天使が天から下ってきて石を転がしてどけたのである。そして石の上に座っていた。

 
^ （マル 15:42-16:4） さて，すでに午後遅くで，しかも準備の日，つまり安息日の前日だったので， 43 ユダヤ人の最高法廷の評判の良い一員であるアリマタヤのヨセフがやって来て，勇気を出してピラトの前に行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。自らも神の王国を待つ人であった。 44 しかしピラトは，イエスがもう死んだのだろうかと気になり，士官を呼び寄せて，死んだかどうかを尋ねた。 45 こうして，士官に確かめた上で，遺体をヨセフに与えることにした。 46 ヨセフは上等の亜麻布を買い，イエスを下ろしてその布に包み，岩をくりぬいた墓に葬った。そして，墓の入り口に石を転がしておいた。 47 マリア･マグダレネと，ヨセの母親マリアは，イエスが葬られた所を見つめていた。 
16 安息日が終わると，マリア･マグダレネ，ヤコブの母親マリア，サロメは香料を買った。イエスの体に付けに行くためである。 2 そして，週の最初の日の朝とても早く，墓に来た。太陽はすでに昇っていた。 3 「墓の入り口から誰が石を転がしてどけてくれるでしょうか」と話していた。 4 ところが，目を上げて見ると，石は非常に大きかったのに，すでに転がしてどけてあった。

 
^ （ルカ 23:50-24:3） さて，ヨセフという男性がいた。最高法廷の一員で，正しくて善い人だった。 51 （この男性は法廷の他の人たちがたくらんだ行為を支持する投票をしなかった。）ユダヤ人の町アリマタヤの人で，神の王国を待っていた。 52 この男性がピラトの前に行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。 53 そしてその体を下ろして上等の亜麻布に包み，岩を掘った墓に葬った。そこにはまだ誰も葬られたことがなかった。 54 それは準備の日で，安息日が始まろうとしていた。 55 イエスと一緒にガリラヤから来ていた女性たちは後に付いていってその墓を見，遺体が葬られる様子を見た。 56 それから香料と香油を準備しに戻った。しかし言うまでもなく，安息日にはおきて通り休んだ。 
24 しかし，週の最初の日の朝とても早くに，女性たちは準備した香料を持って墓に来た。 2 ところが，墓の入り口から石が転がしてどけてあった。 3 中に入ってみると，主イエスの体が見当たらなかった。

 
^ （ヨハ 19:31-20:1） それは準備の日だったので，安息日に死体が苦しみの杭に残ったままにならないように（その安息日は大安息日だった），ユダヤ人たちは，脚を折って死体を下ろしてくれるようピラトに頼んだ。 32 それで兵士たちが来て，イエスの両脇で杭に掛けられた2人の男の両脚を折った。 33 しかし，イエスの所に来てみると，すでに死んでいたので，脚を折らなかった。 34 けれども，兵士の1人が脇腹をやりで突き刺した。すると，すぐに血と水が出た。 35 目撃した人がこう証言しているのであり，その証言は真実である。その人は，自分が言うことが真実だと知っていて，あなた方も信じるために，語った。 36 事実，これらのことは，「その骨は一つも折られない」という聖句が実現するために起きた。 37 また別の聖句に，「彼らは自分たちが刺し通した人を見つめる」とある。 38 こうしたことの後，アリマタヤのヨセフがピラトに，イエスの体を下ろさせてほしいと頼んだ。ユダヤ人たちを恐れてひそかにイエスの弟子となっていた男性である。この男性はピラトの許可を得ると，行ってイエスの体を下ろした。 39 以前，夜にイエスの所に来たニコデモも，没薬と沈香を混ぜ合わせたものを30キロほど持ってやって来た。 40 こうして彼らはイエスの体を受け取り，葬る際のユダヤ人の習慣通り，香料と一緒に亜麻布に包んだ。 41 ところで，イエスが処刑された場所には庭園があり，そこに，まだ誰も葬られたことがない新しい墓があった。 42 ユダヤ人の準備の日で，その墓が近かったので，そこにイエスを葬った。 
20 週の最初の日，マリア･マグダレネは朝早くまだ暗いうちに墓に来た。すると，すでに墓の入り口から石がどけられていた。

 
^  （申 21:22， 23） ある人が死刑に当たる罪を犯して処刑され，あなたがその人を杭に掛けた場合， 23 死体を夜通し杭に掛けたままにすべきではありません。必ずその日のうちに葬るべきです。杭に掛けられる人は神にとって忌まわしいもの*だからです。あなたの神エホバが授けてくださる土地を汚してはなりません。

または，「神の前で災いを被っている者」。
 
^  （ヨハ 19:31） それは準備の日だったので，安息日に死体が苦しみの杭に残ったままにならないように（その安息日は大安息日だった），ユダヤ人たちは，脚を折って死体を下ろしてくれるようピラトに頼んだ。

 
^  （レビ 23:5， 6） 第1の月の14日，夕暮れ時*は，エホバの過ぎ越しである。 6 この月の15日からエホバの無酵母パンの祭りが始まる。7日間，無酵母パンを食べるべきである。

直訳，「2つの夕方の間」。
 
^  （詩 34:20） 神はその人の骨を全て守る。 1本も折られることはなかった。

 
^  （ヨハ 19:34） けれども，兵士の1人が脇腹をやりで突き刺した。すると，すぐに血と水が出た。

 
^  （ゼカ 12:10） 私は聖なる力をダビデの子孫とエルサレムの住民に注ぐ。彼らは私の好意を得，祈願を捧げる。彼らは自分たちが刺し通した人を見つめ，独り子について泣き叫ぶかのように泣き叫び，長男について悲しむかのようにひどく悲しむ。

 
^  （マタ 27:57） さて，午後遅くなって，アリマタヤの裕福な男性がやって来た。ヨセフという名前で，この男性もイエスの弟子となっていた。

 
^  （ルカ 23:50） さて，ヨセフという男性がいた。最高法廷の一員で，正しくて善い人だった。

 
^  （マル 15:43） ユダヤ人の最高法廷の評判の良い一員であるアリマタヤのヨセフがやって来て，勇気を出してピラトの前に行き，イエスの体を頂きたいと願い出た。自らも神の王国を待つ人であった。

 
^  （ヨハ 19:38） こうしたことの後，アリマタヤのヨセフがピラトに，イエスの体を下ろさせてほしいと頼んだ。ユダヤ人たちを恐れてひそかにイエスの弟子となっていた男性である。この男性はピラトの許可を得ると，行ってイエスの体を下ろした。

 
^  （ヨハ 19:39） 以前，夜にイエスの所に来たニコデモも，没薬と沈香を混ぜ合わせたものを30キロほど持ってやって来た。

 
^  （ルカ 23:56） それから香料と香油を準備しに戻った。しかし言うまでもなく，安息日にはおきて通り休んだ。

 
^  （マタ 27:63-65） こう言った。「閣下，あの詐欺師がまだ生きていた時に『3日後に私は生き返る』と言ったのを思い出しました。 64 それで，3日目まで墓を警備するように命令してください。弟子たちがやって来て彼の体を盗み出し，『彼は生き返った！』などと民に言い触らす恐れがあります。この最後の欺きは，最初のものより悪い結果を生じさせてしまいます」。 65 ピラトは言った。「警備隊を使ってよい。行って，できる限りの方法で警備しなさい」。

 
^  （マル 16:3） 「墓の入り口から誰が石を転がしてどけてくれるでしょうか」と話していた。

 
^ ***イ道 304ページ–305ページ イエスは生きている！***
 
134章
イエスは生きている！
 
[bookmark: citationsource571][bookmark: citationsource572][bookmark: citationsource573]マタイ 28:3-15 マルコ 16:5-8 ルカ 24:4-12 ヨハネ 20:2-18
· イエスは復活する
· イエスの墓での出来事
· イエスは何人かの女性たちに現れる
[bookmark: citationsource574][bookmark: citationsource575]イエスの墓が空なのに気付き，女性たちはショックを受けたでしょう。マリア･マグダレネは，「ペテロ，およびイエスが愛情を持っていたもう1人の弟子」ヨハネの所へ走っていきます。（ヨハネ 20:2）しかし，墓のそばにいた他の女性たちは天使を見ます。さらに墓の中にも，「白くて長い服を着た」天使がいます。（マルコ 16:5）
[bookmark: citationsource576][bookmark: citationsource577]すると天使の1人がこう言います。「恐れることはありません。杭に掛けられて死んだイエスを捜していることは分かっています。イエスはここにはいません。彼が言った通り，生き返りました。さあ，横たわっていた場所を見なさい。それから急いで行って，イエスが生き返ったことを弟子たちに告げなさい。彼は先にガリラヤに行っています」。（マタイ 28:5-7）これを聞くと，女性たちは「恐れと大きな喜びを抱きつつ」，弟子たちに報告するため走っていきます。（マタイ 28:8）
[bookmark: citationsource578]マリアはペテロとヨハネを見つけ，息を切らしながら，「誰かが主を墓から取り去りました。どこに置いたのか分かりません」と報告します。（ヨハネ 20:2）ペテロとヨハネは墓へ走ります。ヨハネの方が足が速く，先に着きます。中をのぞくと布が見えますが，中には入りません。
[bookmark: citationsource579]ペテロは到着すると，ためらわず中に入ります。すると，亜麻布とイエスの頭を包んでいた布が目に入ります。ヨハネも入って来て，マリアの報告を信じます。しかし，以前にイエスから教えられていたにもかかわらず，ペテロもヨハネもイエスが復活したことを理解しません。（マタイ 16:21）2人は戸惑いながら家に戻ります。墓に戻ってきたマリアは，そこに残ります。
[bookmark: citationsource580]他の女性たちはイエスが復活したことを弟子たちに伝えるため走っています。すると途中でイエスが現れ，「おはよう」と声を掛けます。女性たちはイエスの足元にひれ伏し，「敬意を表し」ます。イエスはこう言います。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告し，彼らがガリラヤに行けるようにしなさい。そこで私に会えます」。（マタイ 28:9，10）
[bookmark: citationsource581][bookmark: citationsource582][bookmark: citationsource583]少し前に地震が起きた時，墓を警備していた兵士たちは現れた天使たちを見て，「震えて死人のようになって」いました。意識を取り戻した彼らは町に行き，「起きたこと全てを祭司長たちに報告」します。祭司長たちはユダヤ人の長老たちと協議します。そして兵士たちに金を渡し，この件をもみ消すため，「夜中に彼の弟子たちが来て，私たちが眠っている間に死体を盗んだ」といううそを言わせることにします。（マタイ 28:4，11，13）
[bookmark: citationsource584]ローマの兵士は，持ち場に就いている時に居眠りをすると死刑になる可能性がありました。でも祭司長たちは，「もしこれが総督の耳に入ったら，私たちが説明するから，心配しなくてよい」と約束します。つまり万が一の時は，兵士たちが眠っていたというのはうそであるとピラトに説明するので，死刑にはならないだろう，というわけです。（マタイ 28:14）それで兵士たちは金を受け取り，言われた通りにします。こうして，イエスの遺体は盗まれたというデマがユダヤ人の間に広がります。
[bookmark: citationsource585]マリア･マグダレネは墓の所で悲しんでいます。彼女が前かがみになって墓の中をのぞくと，何と，イエスの体が置いてあった所に，白い衣服の天使2人が見えます。1人は頭の所に，もう1人は足の所に座っています。天使たちはマリアに，「なぜ泣いているのですか」と尋ねます。マリアは，「誰かが私の主を取り去り，どこに置いたのか分からないのです」と答えます。その時彼女が振り返ると，別の人が立っています。その人も天使たちと同じ質問をしてから，「誰を捜しているのですか」と尋ねます。マリアはてっきり庭師だと思って，「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」と言います。（ヨハネ 20:13-15）
[bookmark: citationsource586]その人は復活したイエスでしたが，マリアは気付きません。それでも，「マリア！」と言われた途端，その聞き慣れた口調からイエスだと分かり，喜びのあまり，「ラボニ！」（「先生」という意味）と叫びます。イエスがすぐにも天に昇ってしまうのではないかと心配し，イエスをしっかりつかみます。イエスはこう言います。「私にすがり付くのはやめなさい。私はまだ父の元へ上っていません。でも，私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方の元へ上る』」。（ヨハネ 20:16，17）
[bookmark: citationsource587][bookmark: citationsource588]マリアは使徒たちや他の弟子たちが集まっている場所へ走ります。そして，「主を見ました！」と伝えます。他の女性たちの報告に加えて，また別の報告が届いたのです。（ヨハネ 20:18）しかし，使徒や他の弟子たちにとっては「あり得ないことに思え」ます。（ルカ 24:11）

· マリア･マグダレネは墓が空なのに気付き，どうしましたか。他の女性たちはどんなことを経験しましたか。
· ペテロとヨハネは空になった墓を見てどのように反応しましたか。
· 他の女性たちが弟子たちの所へ行く途中，どんな出来事がありましたか。マリア･マグダレネが墓の所に戻ると，どんなことがありましたか。
· 弟子たちは女性たちからの報告を聞いてどのように反応しましたか。

^ （マタ 28:3-15） 姿は稲妻のようで，衣服は雪のように白かった。 4 見張りの人たちは，天使に対する恐れのために，震えて死人のようになっていた。 5 しかし天使は女性たちに言った。「恐れることはありません。杭に掛けられて死んだイエスを捜していることは分かっています。 6 イエスはここにはいません。彼が言った通り，生き返りました。さあ，横たわっていた場所を見なさい。 7 それから急いで行って，イエスが生き返ったことを弟子たちに告げなさい。彼は先にガリラヤに行っています。そこで会えます。では，伝えましたよ」。 8 それで，女性たちは急いで墓*を去り，恐れと大きな喜びを抱きつつ，弟子たちに報告するために走った。 9 すると何と，イエスが現れ，「おはよう」と言った。女性たちは近づいてイエスの足をつかみ，敬意を表した。 10 その時，イエスは言った。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告しなさい。そうすれば彼らはガリラヤに行き，そこで私に会えます」。 11 女性たちが向かっている間に，警備隊の何人かが町に入り，起きたこと全てを祭司長たちに報告した。 12 祭司長たちは，長老たちと集まって協議した後，かなりの枚数の銀を兵士たちに与えて， 13 こう言った。「『夜中に彼の弟子たちが来て，私たちが眠っている間に死体を盗んだ』と言え。 14 もしこれが総督の耳に入ったら，私たちが説明する*から，心配しなくてよい」。 15 兵士たちは銀を受け取り，指示された通りにした。それで，この話が今日までユダヤ人の間に広まっている。

または，「記念の墓」。
または，「説得する」。
 
^ （マル 16:5-8） 墓の中に入ると，白くて長い服を着た若者が右側に座っているのが見え，驚いて立ち尽くした。 6 その者は言った。「驚くことはありません。杭に掛けられて死んだナザレ人のイエスを捜していますね。イエスは生き返りました。ここにはいません。見なさい，イエスを横たえた場所です。 7 さあ，行って，弟子たちとペテロに言いなさい。『イエスは先にガリラヤに行っています。彼が言った通り，そこで会えます』」。 8 女性たちは外に出ると，墓から逃げるようにして走った。震えていて，胸がいっぱいだった。誰にも何も話さなかった。恐れていたのである。

 
^ （ルカ 24:4-12） 当惑していると，何と，光り輝く衣服を着た2人の人が現れた。 5 女性たちが恐れて顔を上げずにいたので，2人は言った。「なぜ，生きている者を墓の中で捜しているのですか。 6 イエスはここにはいません。生き返りました。彼がガリラヤにいた時に話したことを思い出しなさい。 7 『人の子は必ず，罪深い人々に引き渡されて杭に掛けられて死に，3日目に生き返る』と言いました」。 8 女性たちはイエスの言葉を思い出し， 9 墓*から戻って，この全てを11人とほかの全員に報告した。 10 マリア･マグダレネ，ヨハンナ，ヤコブの母親マリア，また一緒にいたほかの女性たちも，これらのことを使徒たちに告げるのだった。 11 しかし，11人とほかの人たちにとってそうした話はあり得ないことに思え，女性たちを信じようとしなかった。 12 けれどもペテロは立って墓*に走っていった。そして前かがみになってのぞいたが，亜麻布しか見えなかった。それで，起きた事柄を不思議に思いながら去っていった。

または，「記念の墓」。
または，「記念の墓」。
 
^ （ヨハ 20:2-18） それで走って，シモン･ペテロ，およびイエスが愛情を持っていたもう1人の弟子の所に行き，こう言った。「誰かが主を墓から運び去りました。どこに持っていったのか分かりません」。 3 ペテロともう1人の弟子は墓に向かった。 4 2人は一緒に走りだしたが，もう1人の弟子の方が速く，先に墓に着いた。 5 そして前かがみになってのぞくと，亜麻布が置いてあるのが見えたが，中には入らなかった。 6 次いでシモン･ペテロが来て，墓の中に入った。亜麻布が置いてあるのが見えた。 7 イエスの頭を包んでいた布は，体に巻かれていた布とは別の場所に丸めて置いてあった。 8 その時，墓に先に着いた方の弟子も中に入り，見て信じた。 9 2人は，イエスが必ず生き返るという聖句をまだ理解していなかった。 10 それで自分の家に戻っていった。 11 一方，マリアは墓の外に立ったまま泣いていた。泣きながら前かがみになって墓の中をのぞくと， 12 イエスの体が置いてあった所に，白い衣服をまとった天使2人が座っていた。1人は頭の所，1人は足の所にである。 13 2人は言った。「なぜ*泣いているのですか」。マリアは言った。「誰かが私の主を運び去り，どこに持っていったのか分からないのです」。 14 こう言った後，振り返ると，人が立っているのが見えたが，それがイエスだとは気付かなかった。 15 イエスはマリアに言った。「なぜ*泣いているのですか。誰を捜しているのですか」。マリアは，それが庭師だと思って，こう言った。「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」。 16 イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。 17 イエスは言った。「私にすがり付くのはやめなさい。私はまだ父のもとへ上っていません。でも，私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方のもとへ上る』」。 18 マリア･マグダレネは行って，「主を見ました！」と弟子たちに知らせ，イエスが言ったことを伝えた。

直訳，「女性よ，なぜ」。
直訳，「女性よ，なぜ」。
 
^  （ヨハ 20:2） それで走って，シモン･ペテロ，およびイエスが愛情を持っていたもう1人の弟子の所に行き，こう言った。「誰かが主を墓から運び去りました。どこに持っていったのか分かりません」。

 
^  （マル 16:5） 墓の中に入ると，白くて長い服を着た若者が右側に座っているのが見え，驚いて立ち尽くした。

 
^  （マタ 28:5-7） しかし天使は女性たちに言った。「恐れることはありません。杭に掛けられて死んだイエスを捜していることは分かっています。 6 イエスはここにはいません。彼が言った通り，生き返りました。さあ，横たわっていた場所を見なさい。 7 それから急いで行って，イエスが生き返ったことを弟子たちに告げなさい。彼は先にガリラヤに行っています。そこで会えます。では，伝えましたよ」。

 
^  （マタ 28:8） それで，女性たちは急いで墓*を去り，恐れと大きな喜びを抱きつつ，弟子たちに報告するために走った。

または，「記念の墓」。
 
^  （ヨハ 20:2） それで走って，シモン･ペテロ，およびイエスが愛情を持っていたもう1人の弟子の所に行き，こう言った。「誰かが主を墓から運び去りました。どこに持っていったのか分かりません」。

 
^  （マタ 16:21） この時から，イエスは，自分が必ずエルサレムに行って長老と祭司長と律法学者たちから多くの苦しみを受け，殺され，3日目に生き返る，ということを弟子たちに説明し始めた。

 
^  （マタ 28:9， 10） すると何と，イエスが現れ，「おはよう」と言った。女性たちは近づいてイエスの足をつかみ，敬意を表した。 10 その時，イエスは言った。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告しなさい。そうすれば彼らはガリラヤに行き，そこで私に会えます」。

 
^  （マタ 28:4） 見張りの人たちは，天使に対する恐れのために，震えて死人のようになっていた。

 
^  （マタ 28:11） 女性たちが向かっている間に，警備隊の何人かが町に入り，起きたこと全てを祭司長たちに報告した。

 
^  （マタ 28:13） こう言った。「『夜中に彼の弟子たちが来て，私たちが眠っている間に死体を盗んだ』と言え。

 
^  （マタ 28:14） もしこれが総督の耳に入ったら，私たちが説明する*から，心配しなくてよい」。

または，「説得する」。
 
^  （ヨハ 20:13-15） 2人は言った。「なぜ*泣いているのですか」。マリアは言った。「誰かが私の主を運び去り，どこに持っていったのか分からないのです」。 14 こう言った後，振り返ると，人が立っているのが見えたが，それがイエスだとは気付かなかった。 15 イエスはマリアに言った。「なぜ*泣いているのですか。誰を捜しているのですか」。マリアは，それが庭師だと思って，こう言った。「もし主を移動させたのでしたら，どこに置いたのか教えてください。私が引き取ります」。

直訳，「女性よ，なぜ」。
直訳，「女性よ，なぜ」。
 
^  （ヨハ 20:16， 17） イエスは，「マリア！」と言った。マリアは向き直ると，ヘブライ語で，「ラボニ！」（「先生」という意味）と言った。 17 イエスは言った。「私にすがり付くのはやめなさい。私はまだ父のもとへ上っていません。でも，私の兄弟たちの所に行って，こう伝えなさい。『私は，私の父であなたたちの父である方，私の神であなたたちの神である方のもとへ上る』」。

 
^  （ヨハ 20:18） マリア･マグダレネは行って，「主を見ました！」と弟子たちに知らせ，イエスが言ったことを伝えた。

 
^  （ルカ 24:11） しかし，11人とほかの人たちにとってそうした話はあり得ないことに思え，女性たちを信じようとしなかった。

 
^ ***イ道 306ページ–307ページ 復活したイエスがさらに大勢の人に現れる***
 
135章
復活したイエスがさらに大勢の人に現れる
 
[bookmark: citationsource590]ルカ 24:13-49 ヨハネ 20:19-29
· イエスがエマオへの道で現れる
· イエスは弟子たちに聖書をはっきり説明する
· トマスは疑うのをやめる
[bookmark: citationsource591][bookmark: citationsource592]ニサン16日の日曜日，弟子たちは元気がありません。イエスの墓がなぜ空っぽになってしまったのか分からないのです。（マタイ 28:9，10。ルカ 24:11）その日，クレオパともう1人の弟子がエルサレムを出発し，約11㌔離れたエマオへ向かいます。
[bookmark: citationsource593]2人が起きた出来事を話しながら歩いていると，見知らぬ人が一緒に歩き始めます。その人は，「歩きながら何のことを論議しているのですか」と質問します。クレオパは，「あなたはよそからエルサレムに来て1人で住んでいるために，最近そこで起きた事を知らないのですか」と言います。その人は，「どんな事ですか」と尋ねます。（ルカ 24:17-19）
[bookmark: citationsource594]2人は，「ナザレ人イエスに関する事です」と言い，「私たちは，この人がイスラエルを救出する方だという希望を抱いていました」と話します。（ルカ 24:19-21）
[bookmark: citationsource595]そして，まさにその日に起きた出来事について話します。仲間の女性たちがイエスの墓に行くと墓が空っぽだったこと，信じられないことにそれらの女性たちに天使が現れてイエスは生きていると話したこと，墓に行った他の人たちも「女性たちが言った通りなのを見た」ことを伝えます。（ルカ 24:24）
[bookmark: citationsource596]2人の弟子は起きた事の意味が分からず困っています。それでその見知らぬ人は，彼らがイエスの復活を確信できるようにするため，こう言います。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全ての事を信じないのですか。キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。（ルカ 24:25，26）そして，キリストに関係のあるたくさんの聖句を2人に解き明かします。
[bookmark: citationsource597]ついに3人はエマオの近くにやって来ます。弟子たちはその人の話をもっと聞きたいと思い，「一緒に泊まってください。そろそろ夕方で，1日ももう終わりですから」と勧めます。それで，その人は泊まることにし，彼らと一緒に食事を始めます。その人が祈り，パンを割って弟子たちに渡します。その時，彼らは目の前にいるのがイエスであることに気付きます。しかし，イエスの姿は見えなくなります。（ルカ 24:29-31）イエスは生きているのです！ 2人はそれを確信します。
[bookmark: citationsource598][bookmark: citationsource599]弟子たちは興奮し，互いにこう言います。「あの方が道中，話してくれた時，聖書をはっきり説明してくれた時，私たちの心は燃えていなかっただろうか」。（ルカ 24:32）彼らは急いでエルサレムに戻り，使徒たちや他の弟子たちがいる所に行きます。しかし2人は，そこにいた人たちから，「主は本当に生き返って，シモンに現れたのだ！」と聞かされます。（ルカ 24:34）それで2人は自分たちにもイエスが現れたことを話します。
[bookmark: citationsource600][bookmark: citationsource601]その時，驚くようなことが生じます。何とイエスが部屋の中に現れたのです。とても信じられません。彼らはユダヤ人たちを恐れて戸に鍵を掛けていました。でもイエスは彼らの真ん中に立っています。そして落ち着いた声で，「あなたたちに平和がありますように」と言います。しかし彼らは凍り付いています。以前と同じように，「自分たちは幻影を見ているのだ」と思っています。（ルカ 24:36，37。マタイ 14:25-27）
[bookmark: citationsource602]イエスは自分が幻影などではなく，人間の体でそこにいることを示すため，彼らに手と足を見せてこう言います。「なぜ動揺しているのですか。なぜ心に疑いを抱くのですか。私の手と足を見なさい。間違いなく私です。私に触り，見てみなさい。幻影であれば，あなたたちが見ているような肉体はありません」。（ルカ 24:36-39）彼らは喜び，驚きます。でもまだ100％は信じられません。
[bookmark: citationsource603]それで，イエスは彼らが信じられるようにするため，「そこに何か食べ物がありますか」と尋ねます。イエスは焼き魚を受け取り，それを食べます。それからこう言います。「[死ぬ前に]まだあなたたちと一緒にいた時，私はこう話しました。私について，モーセの律法の中，また預言者と詩編の書の中に書いてある事は全て必ず実現する，と」。（ルカ 24:41-44）
[bookmark: citationsource604]イエスはクレオパたちが聖書を理解できるよう助けました。そして，そこに集まっている弟子たちに対しても，こう話します。「このように書いてあります。キリストは苦しみを受け，3日目に生き返り，その名によって，罪の許しのために悔い改めるようにとの知らせが，エルサレムから始めて全ての国の人々に伝えられます。あなたたちはこれらの事の証人となります」。（ルカ 24:46-48）
[bookmark: citationsource605]使徒のトマスは何かの理由でそこにいませんでした。別の日に弟子たちがトマスに，「私たちは主を見た！」とうれしそうに話すと，彼はこう言います。「その手にくぎの跡を見て，私の指をくぎの跡に入れ，手をその脇腹に入れてみない限り，決して信じない」。（ヨハネ 20:25）
[bookmark: citationsource606]8日後，今度はトマスも弟子たちと一緒に鍵の掛かった部屋の中にいました。するとイエスが人間の姿で現れて彼らの真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言います。そしてトマスの方を向き，「指でここを触り，私の手を見て，私の脇腹に手を入れなさい。そして，疑うのをやめ，信じなさい」と言います。するとトマスは，「私の主，私の神！」と叫びます。（ヨハネ 20:26-28）トマスはもう，エホバ神の代表者であるイエスが生きていることを疑いません。
[bookmark: citationsource607]それでイエスは，「私を見たので信じたのですか。見なくても信じる人は幸福です」と言います。（ヨハネ 20:29）

· エマオに向かっていた2人の弟子に，ある人がどんなことを尋ねましたか。
· 弟子たちの心が燃えるようになったのはなぜですか。
· クレオパともう1人の弟子はエルサレムに戻り，どんな知らせを聞きましたか。その後どんなことがありましたか。
· トマスはイエスが生きていることをどのようにして確信するようになりましたか。

^ （ルカ 24:13-49） その同じ日，弟子の2人がエルサレムから約11キロ離れたエマオという村へ旅をし， 14 この全ての出来事について語り合っていた。 15 2人が語り合い，論じ合っていると，当のイエスが近づいてきて一緒に歩き始めた。 16 ところが，2人はイエスだとは見分けられずにいた。 17 イエスは言った。「歩きながら何のことを論議しているのですか」。2人は悲しそうな顔をして立ち止まり， 18 クレオパという人が答えた。「あなたはよそからエルサレムに来て1人で住んでいるために，最近そこで起きたことを知らないのですか*」。 19 イエスが，「どんなことですか」と尋ねると，2人は言った。「ナザレ人イエスに関することです。その人は，神と全ての人の前で行いも言葉も強力な預言者であることを示しました。 20 私たちの祭司長や支配者たちは彼を引き渡して死刑宣告を受けさせ，杭にくぎ付けにしました。 21 しかし私たちは，この人がイスラエルを救出する方だという希望を抱いていました。それなのに，これらのことが起きてから今日で3日目です。 22 その上，仲間の女性たちにも非常に驚かされました。というのは，女性たちは朝早く墓*に行きましたが， 23 その遺体は見つからず，戻ってきて，天使たちを見たことを話してくれました。そして，天使たちが彼は生きていると言ったというのです。 24 私たちの仲間が何人か墓*に出掛けていき，女性たちが言った通りなのを見たのですが，彼の姿は見ませんでした」。 25 するとイエスは言った。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全てのことを信じないのですか。 26 キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。 27 そして，モーセと全ての預言者の書から始めて，聖書全巻にある自分に関連した事柄を2人に解き明かした。 28 ついに，2人が目指す村の近くに来た。イエスはさらに旅を続ける様子を見せた。 29 しかし2人は，とどまるように勧め，こう言った。「一緒に泊まってください。そろそろ夕方で，1日ももう終わりですから」。そこでイエスは一緒に泊まるため中に入った。 30 一緒に食事をして*いた時，イエスはパンを取って祈り，それを割って2人に渡し始めた。 31 そこで2人の目はすっかり開かれ，それが誰なのかが分かった。しかしイエスの姿は見えなくなった。 32 2人は互いに言った。「あの方が道中，話してくれた時，聖書をはっきり説明してくれた時，私たちの心は燃えていたではないか」。 33 2人はすぐさま立ち上がってエルサレムに戻った。11人と他の人たちが集まっていて， 34 「主は本当に生き返って，シモンの前に現れたのだ！」と言っていた。 35 2人も，道中での出来事や，パンを割った時にイエスだと分かったということを話した。 36 こうしたことを話していたところ，当のイエスが皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 37 しかし弟子たちは仰天して恐れ，自分たちは幻影を見ているのだと思った。 38 それでイエスは言った。「なぜ動揺しているのですか。なぜ心に疑いを抱くのですか。 39 私の手と足を見なさい。間違いなく私です。私に触り，見てみなさい。幻影であれば，あなたたちが見ているような肉体*はありません」。 40 このように言いながら，手と足を弟子たちに見せた。 41 それでも弟子たちがあまりの喜びと驚きで信じられずにいると，イエスは，「そこに何か食べ物がありますか」と言った。 42 焼き魚を渡すと， 43 イエスはそれを受け取り，皆の目の前で食べた。 44 イエスは弟子たちに言った。「まだあなたたちと一緒にいた時に話した通り，私について，モーセの律法の中，また預言者と詩編の書の中に書いてあることは全て必ず実現します」。 45 そして，聖書の意味を把握できるよう弟子たちの思考を十分に刺激してから， 46 こう言った。「このように書いてあります。キリストは苦しみを受け，3日目に生き返り， 47 その名によって，罪の許しのために悔い改めるようにとの知らせが，エルサレムから始めて全ての国の人々に伝えられます。 48 あなたたちはこれらのことの証人となります。 49 そして，私はあなたたちの上に，天の父が約束したものを送ります。しかし，高い所からの力を授けられるまでは都にいなさい」。

もしかすると，「エルサレムを訪れたのに，最近そこで起きたことをあなただけが知らないのですか」。
または，「記念の墓」。
または，「記念の墓」。
または，「食卓で横になって」。
直訳，「肉と骨」。
 
^ （ヨハ 20:19-29） 週の最初であるその日の遅く，弟子たちがユダヤ人たちへの恐れのために戸に鍵を掛けていたのに，イエスが現れて皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 20 そう言ってから，両手と脇腹を見せた。こうして弟子たちは主を見て喜んだ。 21 イエスは再び言った。「あなたたちに平和がありますように。天の父が私を遣わしたように，私もあなたたちを遣わします」。 22 そう言った後で，弟子たちに息を吹き掛けて，言った。「聖なる力を受けなさい。 23 あなたたちが人の罪を許すなら，それは許されています。あなたたちが人の罪を許さないなら，それは許されていません」。 24 12人の1人で，双子と呼ばれるトマスは，イエスが現れた時，その場にいなかった。 25 それでほかの弟子たちはトマスに，「私たちは主を見た！」と言っていた。しかしトマスは言った。「その手にくぎの痕を見て，私の指をくぎの痕に入れ，手をその脇腹に当ててみない限り，決して信じない」。 26 8日後，弟子たちは再び室内にいて，トマスも一緒だった。戸に鍵が掛かっていたのに，イエスが現れて皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 27 次いでトマスに言った。「指でここを触り，私の手を見て，私の脇腹に手を当てなさい。そして，疑うのをやめ*，信じなさい」。 28 それに対してトマスは言った。「私の主，私の神！」 29 イエスは言った。「私を見たので信じたのですか。見なくても信じる人は幸福です」。

直訳，「信じていないのではなく」。
 
^  （マタ 28:9， 10） すると何と，イエスが現れ，「おはよう」と言った。女性たちは近づいてイエスの足をつかみ，敬意を表した。 10 その時，イエスは言った。「恐れることはありません！ 行って，私の兄弟たちに報告しなさい。そうすれば彼らはガリラヤに行き，そこで私に会えます」。

 
^  （ルカ 24:11） しかし，11人とほかの人たちにとってそうした話はあり得ないことに思え，女性たちを信じようとしなかった。

 
^  （ルカ 24:17-19） イエスは言った。「歩きながら何のことを論議しているのですか」。2人は悲しそうな顔をして立ち止まり， 18 クレオパという人が答えた。「あなたはよそからエルサレムに来て1人で住んでいるために，最近そこで起きたことを知らないのですか*」。 19 イエスが，「どんなことですか」と尋ねると，2人は言った。「ナザレ人イエスに関することです。その人は，神と全ての人の前で行いも言葉も強力な預言者であることを示しました。

もしかすると，「エルサレムを訪れたのに，最近そこで起きたことをあなただけが知らないのですか」。
 
^  （ルカ 24:19-21） イエスが，「どんなことですか」と尋ねると，2人は言った。「ナザレ人イエスに関することです。その人は，神と全ての人の前で行いも言葉も強力な預言者であることを示しました。 20 私たちの祭司長や支配者たちは彼を引き渡して死刑宣告を受けさせ，杭にくぎ付けにしました。 21 しかし私たちは，この人がイスラエルを救出する方だという希望を抱いていました。それなのに，これらのことが起きてから今日で3日目です。

 
^  （ルカ 24:24） 私たちの仲間が何人か墓*に出掛けていき，女性たちが言った通りなのを見たのですが，彼の姿は見ませんでした」。

または，「記念の墓」。
 
^  （ルカ 24:25， 26） するとイエスは言った。「ああ，無分別で心が鈍い人たち！ どうして預言者たちが語った全てのことを信じないのですか。 26 キリストはこうした苦しみを経て栄光を受ける必要があったのではありませんか」。

 
^  （ルカ 24:29-31） しかし2人は，とどまるように勧め，こう言った。「一緒に泊まってください。そろそろ夕方で，1日ももう終わりですから」。そこでイエスは一緒に泊まるため中に入った。 30 一緒に食事をして*いた時，イエスはパンを取って祈り，それを割って2人に渡し始めた。 31 そこで2人の目はすっかり開かれ，それが誰なのかが分かった。しかしイエスの姿は見えなくなった。

または，「食卓で横になって」。
 
^  （ルカ 24:32） 2人は互いに言った。「あの方が道中，話してくれた時，聖書をはっきり説明してくれた時，私たちの心は燃えていたではないか」。

 
^  （ルカ 24:34） 「主は本当に生き返って，シモンの前に現れたのだ！」と言っていた。

 
^  （ルカ 24:36， 37） こうしたことを話していたところ，当のイエスが皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 37 しかし弟子たちは仰天して恐れ，自分たちは幻影を見ているのだと思った。

 
^  （マタ 14:25-27） ところが，第4夜警時に，イエスは湖の上を歩いて舟の所に来た。 26 弟子たちは，イエスが湖の上を歩いているのを目にして動揺し，「幻影*だ！」と言った。そして，恐れのあまり叫び声を上げた。 27 しかし，イエスはすぐに話し掛け，「安心しなさい。私です。恐れることはありません」と言った。

または，「錯覚」。
 
^  （ルカ 24:36-39） こうしたことを話していたところ，当のイエスが皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 37 しかし弟子たちは仰天して恐れ，自分たちは幻影を見ているのだと思った。 38 それでイエスは言った。「なぜ動揺しているのですか。なぜ心に疑いを抱くのですか。 39 私の手と足を見なさい。間違いなく私です。私に触り，見てみなさい。幻影であれば，あなたたちが見ているような肉体*はありません」。

直訳，「肉と骨」。
 
^  （ルカ 24:41-44） それでも弟子たちがあまりの喜びと驚きで信じられずにいると，イエスは，「そこに何か食べ物がありますか」と言った。 42 焼き魚を渡すと， 43 イエスはそれを受け取り，皆の目の前で食べた。 44 イエスは弟子たちに言った。「まだあなたたちと一緒にいた時に話した通り，私について，モーセの律法の中，また預言者と詩編の書の中に書いてあることは全て必ず実現します」。

 
^  （ルカ 24:46-48） こう言った。「このように書いてあります。キリストは苦しみを受け，3日目に生き返り， 47 その名によって，罪の許しのために悔い改めるようにとの知らせが，エルサレムから始めて全ての国の人々に伝えられます。 48 あなたたちはこれらのことの証人となります。

 
^  （ヨハ 20:25） それでほかの弟子たちはトマスに，「私たちは主を見た！」と言っていた。しかしトマスは言った。「その手にくぎの痕を見て，私の指をくぎの痕に入れ，手をその脇腹に当ててみない限り，決して信じない」。

 
^  （ヨハ 20:26-28） 8日後，弟子たちは再び室内にいて，トマスも一緒だった。戸に鍵が掛かっていたのに，イエスが現れて皆の真ん中に立ち，「あなたたちに平和がありますように」と言った。 27 次いでトマスに言った。「指でここを触り，私の手を見て，私の脇腹に手を当てなさい。そして，疑うのをやめ*，信じなさい」。 28 それに対してトマスは言った。「私の主，私の神！」

直訳，「信じていないのではなく」。
 
^  （ヨハ 20:29） イエスは言った。「私を見たので信じたのですか。見なくても信じる人は幸福です」。

 
[bookmark: pcitation1_7]^ ***喜歌 56番 真理を生き方にする***
 
56番
真理を生き方にする
 
[bookmark: citationsource7_9]（格言 3:1，2）
1. 人生は代わりがいない自分自身の道
だからこそ神の言葉を信じて生きよう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
2. 神のため自分捧げる 良い実生み出す道
永遠の命もたらす奉仕続けよう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
3. いつの日もエホバを頼る 祝福される道
愛される子供のようにエホバと歩もう
（※ 繰り返し）
真理学び 生き方にする
神からの喜びを味わうために
[bookmark: citationsource8_9][bookmark: citationsource9_9][bookmark: citationsource10_9][bookmark: citationsource11_9]（詩 26:3; 格 8:35; 15:31; ヨハ 8:31，32も参照。）

^ （格 3:1， 2） わが子よ，私の教え*を忘れてはならない。 私のおきてを心から守ってほしい。 2 そうすれば，長く生きて 平和な日々を送れる。

または，「律法」。
 
^ （詩 26:3） あなたの揺るぎない愛はいつも私の前にあり， 私はあなたの真理に従って歩みます。

 
^ （格 8:35） 私を見いだす人は命を見いだし， エホバの好意を得るからである。

 
^ （格 15:31） 命を与える戒めを聞く人は， 賢い人々の中で暮らしている。

 
^ （ヨハ 8:31， 32） イエスは，信じたユダヤ人たちにさらに言った。「私の教えを常に守るなら，あなた方は本当に私の弟子であり， 32 真理を知り，真理によって自由になります」。

 
^ ***塔研22 2月号 9ページ 賢い人たちの言葉を聞きましょう***
[bookmark: citationsource12_8]4. 伝道の書 7章9節によると，助言を受けた時，どんなことをしてはいけませんか。
[bookmark: citationsource13_8]4 そうはいっても，直接的な助言を受け入れるのは難しいことがあります。腹が立つことさえあるかもしれません。なぜでしょうか。自分が不完全だということを認めるのはそれほど難しくありません。それでも，ほかの人から自分のできていないところについて指摘されると，受け入れにくく思う場合があります。（伝道の書 7:9を読む。）自分は悪くないと考えて言い訳したり，助言を与えてくれた人の動機を疑ったり，助言の仕方が悪いと感じたりすることがあるかもしれません。助言を与えてくれた人の欠点に目を向けて，「あの人から助言される筋合いはない」とか，「あの人にだって欠点がある」と思うこともあり得ます。さらに悪いことに，自分が気に入らない助言は無視し，自分が気に入るような助言をほかの人に求めることさえするかもしれません。

^ （伝 7:9） すぐに腹を立ててはならない。腹立ちは愚かな人の胸にとどまる*。

もしかすると，「愚かな人の特徴だ」。
 
^  （伝 7:9） すぐに腹を立ててはならない。腹立ちは愚かな人の胸にとどまる*。

もしかすると，「愚かな人の特徴だ」。
 
^ ***塔研22 2月号 12–13ページ 賢い人たちの言葉を聞きましょう***
[bookmark: citationsource14_7]12. 謙遜であることは，助言を受け入れる上でどのように助けになりますか。（詩編 141:5）
[bookmark: citationsource15_7][bookmark: citationsource16_7]12 助言を受け入れる上で，どんなことが助けになるでしょうか。謙遜であることです。私たちは，自分が不完全であることや，時には愚かなことをしてしまうということを覚えておく必要があります。先ほど考えた通り，ヨブは間違った考え方をしてしまいましたが，それを正したのでエホバから祝福されました。そのように正すことができたのは，ヨブが謙遜だったからです。謙遜だったからこそ，自分よりずっと年下のエリフの助言さえ受け入れることができたのです。（ヨブ 32:6，7）私たちも，自分には当てはまらないと思えるような助言を受けたり，年下の人から助言を与えられたりすることがあるかもしれませんが，謙遜であるなら，そうした助言を受け入れて当てはめることができます。カナダのある長老はこう言います。「人は自分のことを客観的に見ることができないので，誰かから助言してもらわなければ，成長することはできません」。聖なる力が生み出すものをいっそう示したり，宣教をさらに上手に行ったりする面で，私たちは皆，成長する必要があるのではないでしょうか。（詩編 141:5を読む。）
13. 助言をどのように考えることができますか。
[bookmark: citationsource17_7][bookmark: citationsource18_7]13 助言をエホバが愛してくださっている証拠と考える。エホバは私たちの幸せを心から願っています。（格 4:20-22）ですから，エホバが聖書や出版物や経験豊かな兄弟姉妹を通して私たちに助言を与えることは，エホバが愛してくださっている証拠なのです。ヘブライ 12章9，10節に，「天の父は，私たちのために矯正を与え[る]」とある通りです。
14. 助言を受けた時には，何に注目するべきですか。
[bookmark: footnotesource1_6][bookmark: citationsource19_7][bookmark: citationsource20_7]14 助言の仕方ではなく，内容に注目する。助言する人は，それを受け入れやすい仕方で与えるように努力する必要があります。* （ガラ 6:1）とはいえ，助言を受けた時には，もっとほかの方法があったのではないか，と感じることもあるかもしれません。そのような時にも，助言の内容に目を向けるのは良いことです。次のように考えてみることができます。「助言の仕方には気に入らないところがあったけれど，内容には思い当たるところがないだろうか。助言をしてくれた人の不完全さではなく，助言の内容に目を向けられないだろうか」。どんな助言を与えられるとしても，それを生かすよう努力するのは良いことです。（格 15:31）

^ （詩 141:5） 正しい人が私を打つとしても，それは揺るぎない愛の表れです。 私を戒めるとしても，それは頭に注がれる油のようであり， 私がそれを拒むことはありません。 彼らが災難に遭う時，私は祈り続けます。

 
^  （ヨブ 32:6， 7） そこでブズの子孫，バラクエルの子エリフは話し始めた。 「私は若く，皆さんはお年を召しています。 それで私は敬意を込めて身を引き， 自分が知っている事を述べませんでした。 7 『年老いた者*が語り， 年を重ねた者が知恵を知らせればよい』と考えました。

直訳，「日々」。
 
^  （詩 141:5） 正しい人が私を打つとしても，それは揺るぎない愛の表れです。 私を戒めるとしても，それは頭に注がれる油のようであり， 私がそれを拒むことはありません。 彼らが災難に遭う時，私は祈り続けます。

 
^  （格 4:20-22） わが子よ，私の言葉に注意を払え。 私の言葉をよく聞くように。 21 それを見失ってはならない。 心にしっかりとどめよ。 22 それを受け入れる人たちにとって， それは命であり，全身を健康にする。

 
^  （ヘブ 12:9， 10） また，私たちは人間の父親から矯正を受け，父親に敬意を払いました。ではなおのこと，天の父*に従って生きるべきではないでしょうか。 10 人間の父親は，自分が良いと思うように私たちを短い間矯正しましたが，天の父は，私たちのために矯正を与え，私たちが神のように聖なる者になれるようにしてくださいます。

または，「聖なる力によって生活を導いてくださる父」。
 
^  （ガラ 6:1） 兄弟たち，誰かが道を踏み外したなら，たとえ気付かずにそうした場合でも，クリスチャンとして十分に資格がある*皆さんは，その人を優しく*正すことに努めてください。そして，自分も誘惑されることがないように注意してください。

または，「聖なる力に導かれている」。
または，「温和な精神で」。
 
^  （格 15:31） 命を与える戒めを聞く人は， 賢い人々の中で暮らしている。

 
^  次の記事では，どうすれば上手に助言できるかを考えます。

^ ***塔01 5/15 29–30ページ 『知恵によってわたしたちの日は多くなる』***
[bookmark: citationsource21_7][bookmark: citationsource22_7]賢い人が戒めに対して示す反応は，あざける人の場合とは全く対照的です。ソロモンはこう述べました。「賢い人に戒めを与えよ。そうすれば，彼はあなたを愛するであろう。賢い人に与えよ。そうすれば，彼はさらに賢くなるであろう」。（箴言 9:8後半，9前半）賢い人は次のことを知っています。「どんな懲らしめも当座は喜ばしいものに思えず，かえってつらいことに思えます。しかし後には，それによって訓練された人に，平和な実，すなわち義を生み出すのです」。（ヘブライ 12:11）助言が痛みの伴うものに思えるとしても，それを受け入れることによってさらに賢くなれるのであれば，言い返したり，言い訳したりする必要がどこにあるでしょうか。
[bookmark: citationsource23_7]賢王はさらにこう続けます。「義なる者に知識を分け与えよ。そうすれば，彼は学識を増すであろう」。（箴言 9:9後半）どんなに賢くても，あるいはどんなに老齢でも，学ぶのをやめてよいということはありません。人生の黄昏時にある人でさえ真理を受け入れて，エホバに献身しており，それを見るのは大きな喜びです。わたしたちも学ぶ意欲を保ち，思いを活発に働かせるよう心掛けましょう。

^ （格 9:8， 9） あざける人を戒めるな。さもないと，その人はあなたを憎む。 賢い人を戒めよ。そうすれば，その人はあなたを愛する。 9 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。

 
^ （ヘブ 12:11） 確かに，どんな矯正も，その時は喜ばしいものに思えず，痛みを伴います*。しかし後に，それによって訓練された人は平和を味わい*ます。正しく生きられるようになるのです。

または，「耐え難いものです」。
直訳，「平和な実を結び」。
 
^ （格 9:9） 賢い人に伝えよ。その人はさらに賢くなる。 正しい人を教えよ。その人はさらに知識を得る。

 
^ ***塔01 5/15 30ページ 『知恵によってわたしたちの日は多くなる』***
[bookmark: citationsource24_7][bookmark: citationsource25_7]知恵を得るために努力を払うことは，わたしたち個人の責任です。ソロモンはその点を強調してこう述べます。「あなたが賢くなったのなら，それは自分のために賢くなったのである。あなたがあざけったのなら，あなたが，ただあなただけがそれを負うことになる」。（箴言 9:12）賢い人の賢さはその人の益となり，あざける人はただ自分のせいで苦しむのです。わたしたちは確かに，自分のまいたものを刈り取ります。ですから，ぜひとも「知恵に注意を払い」ましょう。―箴言 2:2。

^ （格 9:12） あなたが賢くなるなら，それは自分自身のためである。 あざける人になるなら，自分一人で責任を負う。

 
^ （格 2:2） 知恵に耳を傾け， 識別力に心を向けるなら，

 
^ ***塔06 9/15 17ページ 5節 「箴言」の目立った点***
[bookmark: citationsource27_7]9:17 ―「盗んだ水」とは何ですか。それが『甘い』のはなぜですか。聖書は，結婚関係内の性的な親密さを，心身を爽快にする井戸水を飲むことになぞらえています。ですから，盗んだ水とは，ひそかに結ばれる不道徳な性関係を表わしています。（格 5:15-17：あなた自身の水ためから水を， あなた自身の井戸から湧き出る水*を飲め。 16 あなたの泉が家の外に，あなたの水の流れが広場に まき散らされてよいだろうか。 17 それをあなただけのものとし， 知らない人のものとしてはならない）見つからずにうまくやりおおせる，と考えるので，その水は甘く見えるのです。

^  （格 9:17） 「盗んだ水は甘く， こっそり食べる物はおいしい」。

 
^  （格 5:15-17） あなた自身の水ためから水を， あなた自身の井戸から湧き出る水*を飲め。 16 あなたの泉が家の外に，あなたの水の流れが広場に まき散らされてよいだろうか。 17 それをあなただけのものとし， 知らない人のものとしてはならない。

または，「新鮮な水」。
 
^ ***教励 8ページ 正確に朗読する***
 
第5課
正確に朗読する
 
テモテ第一 4:13
ポイント: 書かれている通りに朗読する。
どのように行うか:
· よく練習する。文脈を考えましょう。単語ごとにではなく，意味のまとまりごとに読む練習をしてください。言葉を足したり，飛ばしたり，読み間違えたりしないように気を付けます。ふさわしい休止を入れながら読みましょう。

誰かに朗読を聞いてもらい，読み間違えた箇所を指摘してもらいましょう。
· 正確に発音する。読み方が分からない時には，辞書を調べたり，出版物の録音版を聞いたり，上手に朗読する人に尋ねたりしましょう。
· 聞きやすい朗読をする。頭を上げ，口をしっかり開き，はっきりと発音します。

不自然なほどはっきりと読まないようにしましょう。

^ （テモ一 4:13） 私がそちらに行くまで，朗読と説き勧める*ことと教えることに励んでください。

または，「励ます」。
 
^ ***愛込 レッスン8 ポイント3***
3. いろいろ試してみる。相手に今のところ聖書を学ぶ気がない場合，プレッシャーをかけないようにしましょう。別のふさわしいタイミングで動画や記事を見せたりして，聖書レッスンがどういうものか，聖書を学ぶとどんな良いことがあるかを知ってもらうとよいかもしれません。

^ ***愛込 レッスン7 ポイント4***
4. 次回の約束をする。毎回の話し合いの終わりに，次にいつ話せるか尋ねて具体的な日時を決めるようにしましょう。約束したらそれを守ります。

^ ***愛込 レッスン8 ポイント4***
4. 一人一人と向き合う。人によって考え方や感じ方が違います。自分の家族や再訪問をしている人が，聖書を学ぶことをためらったり，聖書の教えをなかなか受け入れなかったりする場合，どうしてなのか考えてみましょう。別の宗教の教えに愛着があるのでしょうか。親族や近所の人の目が気になっているのでしょうか。あなたが伝えた聖書の教えの価値に気付くには，じっくり考えるための時間が必要かもしれません。

^ ***喜歌 84番 人々の力になろう***
 
84番
人々の力になろう
 
[bookmark: citationsource29_7]（マタイ 9:37，38）
1. エホバは知ってる
与える喜び
エホバに倣おう
機会を捉えて
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
2. 世界のどこかで
助けを待ってる
自分を差し出し
力になりたい
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
3. 近くの区域で
建設手伝う
言語を学んで
真理を伝える
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
[bookmark: citationsource30_7][bookmark: citationsource31_7][bookmark: citationsource32_7]（ヨハ 4:35; 使徒 2:8; ロマ 10:14も参照。）

^ （マタ 9:37， 38） そこで弟子たちに言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。 38 それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい」。

 
^ （ヨハ 4:35） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます。すでに，

 
^ （使徒 2:8） では，私たちがそれぞれ自分の母語を耳にしているのはどうしてか。

 
^ （ロマ 10:14） しかし，信仰を持っていなければ，どうして呼び掛けられるでしょうか。また，聞いたことがなければ，どうして信仰を持てるでしょうか。また，伝道する人がいなければ，どうして聞けるでしょうか。

 
^ ***徹 197–198ページ 「カエサルに上訴します！」***
5. フェストはパウロの件をどう扱いましたか。
[bookmark: footnotesource2_4][bookmark: citationsource33_7][bookmark: citationsource34_7]5 何日かたってから，フェストはカエサレアに戻り，「裁きの座に座」ります。* 前には，パウロと，パウロを訴えた人たちがいます。告訴人たちは根拠のない訴えをし，パウロはこう答えます。「私は，ユダヤ人の律法に対しても，神殿に対しても，カエサルに対しても，何の罪も犯しておりません」。パウロは無実です。釈放されるべきです。フェストはどうするでしょうか。ユダヤ人の機嫌を取ろうとして，パウロにこう尋ねます。「エルサレムに上って，そこでこの件に関して私の前で裁きを受けることを望むか」。（使徒 25:6-9）なんとひどい提案でしょう。もしエルサレムに戻されれば，パウロは，この告訴人たちに裁かれることになります。確実に死刑になるでしょう。フェストにとっては，正しく裁くことよりも，自分の都合の方が大切でした。何年も前，別の総督ポンテオ･ピラトも，イエスに対して同じようなことをしました。（ヨハ 19:12-16）現代でも，裁判官たちが政治的な圧力に屈することがあります。それで，エホバの証人が何の根拠もなく有罪の判決を受けることがあっても，驚くには当たりません。
6，7. パウロがカエサルに上訴したのはどうしてですか。パウロに倣って，現代のエホバの証人もどんなことをしますか。
[bookmark: citationsource35_7][bookmark: footnotesource3_2][bookmark: citationsource36_7]6 フェストがユダヤ人の好きにさせようとしていたので，パウロは命を失う恐れがありました。それで，ローマ市民として持っている権利を行使することにします。フェストにこう言います。「私はカエサルの裁きの座の前に立っており，ここで裁かれるのが当然です。ユダヤ人に悪いことは何もしていません。あなたも十分ご存じの通りです。……カエサルに上訴します！」いったんカエサルに上訴すると，まず取り消せません。それを踏まえてフェストは，「あなたはカエサルに上訴した。カエサルのもとに行くように」と言います。（使徒 25:10-12）パウロが上位の司法機関に訴えたことから，私たちも同じようにできることが分かります。反対者たちが「法の名の下に問題を巻き起こしている」とき，エホバの証人は法制度を活用して，宗教活動の自由を守ろうとします。* （詩 94:20）
7 こうしてパウロは，事実無根の罪で2年以上拘束された後，ローマに行って弁明することになりました。でも出発前に，別の政治家がパウロに会いたがります。

^  （使徒 25:6-9） こうして，フェストはそこで8日から10日ほどの間過ごしただけで，カエサレアに下り，次の日には裁きの座に座って，パウロを連れてくるように命令した。 7 パウロが入ってくると，エルサレムから来たユダヤ人たちは周りに立って重大な罪状をたくさん挙げたが，証明はできなかった。 8 一方，パウロはこう弁明した。「私は，ユダヤ人の律法に対しても，神殿に対しても，カエサルに対しても，何の罪も犯しておりません」。 9 フェストはユダヤ人に良く思われようとして，パウロにこう答えた。「エルサレムに上って，そこでこの件に関して私の前で裁きを受けることを望むか」。

 
^  （ヨハ 19:12-16） そのため，ピラトはイエスを何とか釈放しようとしたが，ユダヤ人たちはこう叫んだ。「この男を釈放するなら，あなたはカエサルの友ではありません。自分を王とする者は皆，カエサルに逆らっているのです」。 13 ピラトはこうした言葉を聞いてから，イエスを連れ出し，石畳，ヘブライ語ではガバタと呼ばれる場所にある裁きの座に座った。 14 それは過ぎ越しの準備の日で，昼の12時ごろだった。ピラトはユダヤ人たちに言った。「見なさい，あなた方の王だ！」 15 しかし彼らは，「殺せ！ 殺せ！ 杭に掛けろ！」と叫んだ。ピラトは言った。「あなた方の王を私が処刑するのか」。祭司長たちは，「私たちにはカエサルのほかに王はいません」と答えた。 16 それで，ピラトはイエスを杭に掛けて処刑するために引き渡した。 兵士たちはイエスを連れていった。

 
^  （使徒 25:10-12） しかしパウロは言った。「私はカエサルの裁きの座の前に立っており，ここで裁かれるのが当然です。ユダヤ人に悪いことは何もしていません。あなたも十分ご存じの通りです。 11 もし私が本当に悪人で，死刑に値することをしたのであれば，慈悲を求めたりはしません。しかし，私に対するこれらの人たちの訴えに何の根拠もないのであれば，好意の印として私を彼らに引き渡す権利は誰にもありません。カエサルに上訴します！」 12 そこでフェストは評議員会と話し合ってから，「あなたはカエサルに上訴した。カエサルのもとに行くように」と答えた。

 
^  （詩 94:20） 腐敗した支配者たち*はあなたと同盟を結べるだろうか。 法の名の下に*問題を巻き起こしているのに。

または，「王座」，「裁判人たち」。
または，「規定を用いて」。
 
^  「裁きの座」とは，壇上に置かれた椅子のことでした。裁判官の判決は，高い場所から言い渡されることによって重みが増し，変更できないものであることが印象付けられました。ピラトも，イエスについての訴えを審理した時，裁きの座に着いていました。
^  「信教の自由のために上訴した現代の例」という囲みを参照。

^ ***徹 200ページ 「カエサルに上訴します！」***

信教の自由のために上訴した現代の例
エホバの証人は，神の王国の良い知らせについて伝道する自由を求めて，上位の裁判所に上訴することがあります。2つの例を見てみましょう。
1938年3月28日，アメリカ合衆国最高裁判所は，ジョージア州グリフィンで聖書出版物を配布したことで逮捕されたエホバの証人たちについて，無罪の判決を下しました。州裁判所の判決を覆しての判決でした。この判決以降，良い知らせについて伝道する権利を巡って，幾つもの件がアメリカ合衆国最高裁判所に上訴されました。
もう1つの例は，ギリシャのエホバの証人ミノス･コキナキスの件です。兄弟は，「改宗の勧誘」をしたとして48年間に60回以上逮捕され，18回起訴されました。刑務所での服役やエーゲ海の離島への流刑を何年も経験しました。コキナキス兄弟が最後に有罪宣告を受けたのは1986年のことです。その後，兄弟はギリシャの上位の裁判所に訴えますが，認められませんでした。それでヨーロッパ人権裁判所に救済を求めます。1993年5月25日，ヨーロッパ人権裁判所は，ギリシャがコキナキス兄弟の信教の自由を侵害したという判決を下しました。
エホバの証人は，救済を求めてヨーロッパ人権裁判所に何十件もの申し立てをしてきました。その大半で，エホバの証人の側を支持する判決が下っています。ヨーロッパ人権裁判所で基本的人権を擁護することにこれほど成功しているグループは，宗教以外の団体も含め，ほかにありません。
学者のチャールズ･C･ヘインズによれば，エホバの証人の法的勝利によって，ほかの人たちにも恩恵が及んでいます。こう書いています。「われわれは皆，エホバの証人に恩義がある。彼らは，何度侮辱されても，町から追い出されても，さらには暴力を振るわれても，自分たちの（ひいてはわれわれの）信教の自由のために闘い続ける。彼らの勝利は，われわれ全ての勝利でもある」。

^ ***喜歌 42番 私たちの祈願***
 
42番
私たちの祈願
 
[bookmark: citationsource37_7]（エフェソス 6:18）
1. エホバよ 偉大な神
祈りを聞いてください
お名前 尊ばれ 王国が来ますように
その祝福を見せてください
2. エホバよ 愛ある神
感謝を聞いてください
命と日の光 今日もまた下さった
あなたのために生きられるよう
3. エホバよ 希望の神
悩みを聞いてください
孤独でつらい時 慰めと知恵と保護
意欲と力 どうか下さい
[bookmark: citationsource38_7][bookmark: citationsource39_7][bookmark: citationsource40_7][bookmark: citationsource41_7]（詩 36:9; 50:14; ヨハ 16:33; ヤコ 1:5も参照。）

^ （エフェ 6:18） あらゆる種類の祈りと祈願を捧げ，どんな時も聖なる力に導かれつつ祈りましょう。祈ることを常に意識し*，いつも聖なる人たち全てのために祈願を捧げましょう。

または，「祈りのために目を覚ましていて」。
 
^ （詩 36:9） あなたは命の源。 あなたの光によって私たちは光を見ます。

 
^ （詩 50:14） 感謝の気持ちを神への犠牲とし， 至高者への誓約を果たせ。

 
^ （ヨハ 16:33） これらのことを言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。

 
^ （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。
 
[bookmark: pcitation1_8]^ ***喜歌 76番 どんな気持ち？***
 
76番
どんな気持ち？
 
[bookmark: citationsource12_9]（ヘブライ 13:15）
1. どんな気持ち？
ベスト尽くして 聞く人たちを見つける時
やるべきこと 全てしたなら
あとはエホバに委ねるだけ
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
2. どんな気持ち？
神の言葉で人の瞳が輝く時
時に誰か背を向けたって
諦めないで伝えていく
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
3. この務めを果たしていこう
神が支えてくださるから
誇り持って語り続ける
ふさわしい人探しながら
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
[bookmark: citationsource13_9][bookmark: citationsource14_8][bookmark: citationsource15_8]（使徒 13:48; テサ一 2:4; テモ一 1:11も参照。）

^ （ヘブ 13:15） イエスを通して，絶えず神に賛美の犠牲を捧げましょう。神の名を人々に伝えて，言葉*で神を賛美するのです。

直訳，「唇の実」。
 
^ （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバの言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。

 
^ （テサ一 2:4） 私たちは神から良いと認められ，良い知らせを託されたのですから，人に喜ばれるためではなく，私たちの心を調べる神に喜ばれるように語ります。

 
^ （テモ一 1:11） その教えは幸福な神の素晴らしい良い知らせと一致しており，私はその良い知らせを託されました。

 
^ ***塔01 7/15 25ページ 『祝福は義なる者のためにある』***
[bookmark: citationsource16_8]義なる人は別の面でも祝福されます。「緩慢な手で働く者は資力が乏しくなり，勤勉な者の手はその人を富ますものとなる。洞察力を持って行動する子は夏の時期に集めている。恥ずべき行ないをする子は収穫期にぐっすり眠っている」。―箴言 10:4，5。
ソロモン王の言葉は，収穫期の働き人にとってきわめて意義深いものです。収穫の季節はまどろむ時ではありません。勤勉さと長く働くことが求められる時です。まさに，緊急感を抱くべき時です。
[bookmark: citationsource17_8][bookmark: citationsource18_8][bookmark: citationsource19_8]穀物の収穫ではなく，人々の収穫を念頭に置いて，イエスは弟子たちにこう話されました。「収穫は大きいですが，働き人は少ないのです。それゆえ，収穫に働き人を遣わしてくださるよう，収穫の主人[エホバ神]にお願いしなさい」。（マタイ 9:35-38）2000年のイエスの死の記念式には，エホバの証人の数の2倍を超える1,400万人余りが出席しました。それで，『畑が収穫を待って白く色づいている』ことをだれが否定できるでしょうか。（ヨハネ 4:35）真の崇拝者たちは，より多くの働き人を主人に求めると同時に，その祈りに沿って，弟子を作る業に自らも精力的に励みます。（マタイ 28:19，20）エホバはその努力をなんと豊かに祝福してくださっているのでしょう。2000奉仕年度中，新たに28万人以上の人がバプテスマを受けました。それらの人たちも，神の言葉の教え手となるよう努力しています。弟子を作る業に余すところなく携わることにより，この収穫の時期に喜びと満足を経験できますように。

^ （格 10:4， 5） 怠惰な手は人を貧しくし， 勤勉な手は富をもたらす。 5 夏に穀物を集める子は洞察力があり， 収穫期にぐっすり眠っている子は恥さらしである。

 
^ （マタ 9:35-38） イエスは全ての町や村を旅して回り，会堂で教え，王国の良い知らせを伝え，あらゆる病気や不調を治した。 36 群衆を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のように痛めつけられ，放り出されていたからである。 37 そこで弟子たちに言った。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです。 38 それで，収穫のために人を遣わしてくださるよう，収穫の主人にお願いしなさい」。

 
^ （ヨハ 4:35） あなたたちは，収穫までまだ4カ月あると言っていませんか。しかし，目を上げて畑を見なさい。もう色づいて収穫できます。すでに，

 
^ （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。

 
^ ***塔01 9/15 24–25ページ 『廉直の道筋』を歩む***
[bookmark: citationsource20_8]ソロモンは，義の重要さを指摘してこう述べています。「富んだ人の貴重なものはその強固な町。立場の低い者たちの滅びはその貧しさである。義なる者の働きは命をもたらし，邪悪な者の産物は罪をもたらす」。―箴言 10:15，16。
[bookmark: citationsource21_8][bookmark: citationsource22_8]防備の施された町がそこに住む人々にある程度の安心感を与えるのと同じように，富は生活上の不測の出来事に対してある程度の保護となることがあります。また貧しさは，予期せぬ事態が生じたときに破滅の原因となる場合があります。（伝道の書 7:12）しかし賢王が暗に述べているのは，富と貧しさのどちらにも潜む危険についてであるとも考えられます。富んだ人は，自分の貴重なものを「保護の城壁」のようにみなして，富に全く頼ってしまう傾向があるかもしれません。（箴言 18:11）また貧しい人は，貧しさゆえに自分の将来に希望はない，という間違った見方をしてしまうかもしれません。そうなると，どちらも神のみ前で良い名を得ることはできません。

^ （格 10:15， 16） 裕福な人の富*はその人の要塞。 貧しい人たちの破滅は貧しさによる。 16 正しい人の活動は命につながり， 悪人の収益は罪につながる。

または，「貴重なもの」。
 
^ （伝 7:12） お金は身の守りであり，知恵も身の守りである。しかし知識や知恵の利点は，人の命を保たせることだ。

 
^ （格 18:11） 裕福な人の富はその人の要塞。 その人の想像の中では防壁である。

 
^ ***洞-1 「祝福する，ほめたたえる」 7節***
[bookmark: citationsource23_8]エホバが人間を祝福する 「エホバの祝福，それが人を富ませるのであり，神はそれに痛みを加えられ（ません）」。（箴 10:22）エホバは，ご自分の是認する者たちを保護し，繁栄させ，導き，成功させ，その必要物を備えることによって彼らを祝福されます。その結果は彼らにとって有益です。

^  （格 10:22） エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み*は伴わない。

または，「悲しみ」，「苦しみ」。
 
^ ***塔06 5/15 30ページ 忠誠のうちに歩む喜び***
18 （イ）エホバはご自分の祝福に何の痛みも加えられない，とはどういう意味ですか。（ロ）神の忠節な者たちの多くが苦しみに遭うのはなぜですか。
[bookmark: citationsource24_8][bookmark: citationsource25_8][bookmark: citationsource26_8][bookmark: citationsource27_8][bookmark: citationsource28_8][bookmark: citationsource29_8][bookmark: citationsource30_8]18 「エホバの祝福」― 神の民はそれによって霊的繁栄を享受してきました。しかも，「神はそれに痛みを加えられない」と保証されています。（箴言 10:22）では，神の忠節な者たちの多くが試練に遭い，多大の痛みや苦しみを経験するのはなぜでしょうか。困難や苦難が臨むのは，主に次の三つの理由によります。（1）わたしたち自身の罪の傾向。（創世記 6:5; 8:21。ヤコブ 1:14，15）（2）サタンとその配下の悪霊たち。（エフェソス 6:11，12）（3）邪悪な世。（ヨハネ 15:19）エホバは，悪い事がわたしたちの身に降り掛かるのを許しておられますが，その悪い事を生じさせておられるわけではありません。実際，「あらゆる良い賜物，またあらゆる完全な贈り物は上から来ます。天の光の父から下って来るのです」。（ヤコブ 1:17）エホバの祝福に痛みが伴うことはありません。

^  （格 10:22） エホバの祝福が人を富ませる。 それに痛み*は伴わない。

または，「悲しみ」，「苦しみ」。
 
^  （創 6:5） そのため，エホバは，地上の人々がひどく邪悪で，考え方全てが常に悪いのを見た。

 
^  （創 8:21） エホバは心地よい*香りを嗅ぎ始めた。それでエホバは心の中でこう言った。「私は二度と，人がしたことを理由に地面に災いを下したりはしない。人の考え方は子供の時から悪いのである。私は二度と，今回のように全ての生きているものを滅ぼすことはしない。

または，「安らぎの」。
 
^  （ヤコ 1:14， 15） 人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされる*ことにより，試されるのです。 15 欲望は膨れ上がった*時に罪を生みます。そして，罪は犯された時に死をもたらします。

または，「餌によるかのように捕らわれる」。
直訳，「身ごもった」。
 
^  （エフェ 6:11， 12） 悪魔の策略*にしっかり立ち向かえるように，神からの武具を全て身に着けましょう。 12 私たちは戦って*いるからです。人間とではなく，政府や権威，この闇の世の支配者たち，天にいる邪悪な天使の勢力と戦っています。

または，「ずる賢い行為」。
直訳，「格闘をして」。
 
^  （ヨハ 15:19） あなたたちが世の人々のようだったら，世から好まれることでしょう。ところが，あなたたちは，私が世から選び出し，世の人々のようではないので，世から憎まれます。

 
^  （ヤコ 1:17） 良い贈り物，完全な贈り物は全て，天から，光*の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません*。

または，「天体の光」。
または，「父には影の移動による変化もありません」。
 
^ ***教励 13ページ 抑揚をつける***
 
第10課
抑揚をつける
 
[bookmark: citationsource32_8]格言 8:3，4，7
ポイント: 声の大きさや高さ，話す速度を変えることによって，考えをはっきり伝え，家の人や聴衆の心を動かす。
どのように行うか:
· 声の大きさを変える。声を大きくすると，大切な点を強調したり，聞く人の心を動かしたりすることができます。神からの裁きに関する聖書の記述を読む時にも声量を増すとよいでしょう。声を小さくすると，期待を起こさせたり，恐れや不安の気持ちを伝えたりすることができます。

頻繁に声を大きくしないようにしましょう。聞く人は叱られているように感じるかもしれません。また，あまりにも大げさな話し方をして自分に注意を引かないでください。
· 声の高さを変える。言語にもよりますが，声を高くすると，熱意を表したり，大きさや距離を示したりすることができます。声を低くすると，悲しみや不安を表せます。
· 話す速度を変える。速く話すと，感動や喜びを伝えられます。ゆっくり話すと，大切な点を強調できます。

速さを急に変えないようにしましょう。聞く人が戸惑うからです。また，何を言っているかが伝わらないほど早口で話さないでください。

^ （格 8:3， 4） 町に通じる門の横，門の入り口で大声で叫び続ける。 4 「人々よ，私はあなた方に呼び掛けている。 皆*に向かって声を上げる。

直訳，「人々の子供たち」。
 
^ （格 8:7） 私の口は穏やかに真理を語り， 唇は邪悪なことを嫌悪するからである。

 
^ ***愛込 レッスン4 ポイント3***
3. 上から目線にならないようにする。自分は何でも知っていて相手は無知だと言っているかのような印象を与えないようにしましょう。敬意を込めて話すようにします。

^ ***愛込 レッスン4 ポイント4***
4. 聖書を基に話していることが相手に分かるようにする。神の言葉である聖書には，人の心を動かす力があります。相手が聖書に基づいた信仰を持てるように，聖書を使って話しましょう。

^ ***愛込 レッスン9 ポイント4–ポイント4（イ）***
4. 相手のことをよく考える。これまでのやりとりを思い出しながら，次のことを考えてみてください。
（ア）「この人にとって真理が必要なのはどうしてだろう」。
（イ）「聖書を学ぶことで，この人は今も将来もどんなふうに幸せになれるだろう」。

^ ***喜歌 111番 喜びはあふれる***
 
111番
喜びはあふれる
 
[bookmark: citationsource33_8]（マタイ 5:12）
1. エホバの祝福に心は高鳴る
神を愛する人 仲間に加わる
神の言葉からの教え日々受けて
信仰強くなり喜び高まる
喜びの炎は心に燃え立つ
苦難の中でさえ消えることはない
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
2. 美しい地球にあふれる命も
広大な宇宙もエホバをたたえる
さあ伝えていこう 明るい未来を
王国の祝福 世界に告げよう
永遠の喜び いよいよ近づく
暗い夜は明けて全てが輝く
（※ 繰り返し）
エホバは喜び 私の喜び
心からたたえよう
偉大なエホバを
[bookmark: citationsource34_8][bookmark: citationsource35_8][bookmark: citationsource36_8]（申 16:15; イザ 12:6; ヨハ 15:11も参照。）

^ （マタ 5:12） 喜び，歓喜しなさい。天での報いは大きいからです。以前の預言者たちも同じように迫害されました。

 
^ （申 16:15） 7日間，エホバが選ぶ場所で，あなたの神エホバの祭りを祝います。エホバ神が，あなたが収穫する全ての物とあなたが行う全てのことを祝福するからです。あなたはただ喜びます。

 
^ （イザ 12:6） シオンに住む者*よ，大声で叫び，歓声を上げよ。 あなたのただ中にいるイスラエルの聖なる方は偉大だからである」。

直訳，「住む女」。住民全体を1人の女性として表現している。
 
^ （ヨハ 15:11） 私がこれらのことを話したのは，あなたたちが私と同じ喜びを感じ，喜びに満たされるためです。

 
^ ***徹 198–200ページ 「カエサルに上訴します！」***
8，9. アグリッパ王がカエサレアにやって来たのはどうしてですか。
[bookmark: footnotesource1_7][bookmark: citationsource37_8]8 パウロがカエサルに上訴してから何日か後のことです。総督に就任して間もないフェストを，アグリッパ王と妹のベルニケが「表敬訪問」します。* ローマ時代，役人が新任の総督にそうした訪問をするのは，よくあることでした。アグリッパは，フェストの就任を祝うことで，政治的にも個人的にもパイプをつくっておこうと思ったのでしょう。（使徒 25:13）

信教の自由のために上訴した現代の例
エホバの証人は，神の王国の良い知らせについて伝道する自由を求めて，上位の裁判所に上訴することがあります。2つの例を見てみましょう。
[bookmark: footnotesource2_5]1938年3月28日，アメリカ合衆国最高裁判所は，ジョージア州グリフィンで聖書出版物を配布したことで逮捕されたエホバの証人たちについて，無罪の判決を下しました。州裁判所の判決を覆しての判決でした。この判決以降，良い知らせについて伝道する権利を巡って，幾つもの件がアメリカ合衆国最高裁判所に上訴されました。*
もう1つの例は，ギリシャのエホバの証人ミノス･コキナキスの件です。兄弟は，「改宗の勧誘」をしたとして48年間に60回以上逮捕され，18回起訴されました。刑務所での服役やエーゲ海の離島への流刑を何年も経験しました。コキナキス兄弟が最後に有罪宣告を受けたのは1986年のことです。その後，兄弟はギリシャの上位の裁判所に訴えますが，認められませんでした。それでヨーロッパ人権裁判所に救済を求めます。1993年5月25日，ヨーロッパ人権裁判所は，ギリシャがコキナキス兄弟の信教の自由を侵害したという判決を下しました。
エホバの証人は，救済を求めてヨーロッパ人権裁判所に何十件もの申し立てをしてきました。その大半で，エホバの証人の側を支持する判決が下っています。ヨーロッパ人権裁判所で基本的人権を擁護することにこれほど成功しているグループは，宗教以外の団体も含め，ほかにありません。
学者のチャールズ･C･ヘインズによれば，エホバの証人の法的勝利によって，ほかの人たちにも恩恵が及んでいます。こう書いています。「われわれは皆，エホバの証人に恩義がある。彼らは，何度侮辱されても，町から追い出されても，さらには暴力を振るわれても，自分たちの（ひいてはわれわれの）信教の自由のために闘い続ける。彼らの勝利は，われわれ全ての勝利でもある」。
^  言論の自由に関するアメリカ合衆国最高裁判所の判決については，「目ざめよ！」2003年1月8日号3-11ページを参照。
[bookmark: citationsource38_8]9 アグリッパはフェストからパウロのことを聞き，興味をそそられます。次の日，フェストとアグリッパは裁きの座に着き，パウロが連れてこられます。仰々しく出てきて腰を下ろした2人でしたが，パウロの堂々とした話を聞いて圧倒されることになります。（使徒 25:22-27）
10，11. パウロはアグリッパにどのように敬意を表しましたか。過去のどんな行いについて，アグリッパに話しましたか。
[bookmark: citationsource39_8][bookmark: footnotesource3_3]10 パウロは敬意を込めて話し始め，弁明させてもらえることをアグリッパ王に感謝します。そして，王がユダヤ人の習慣や論争に通じていることを認めます。それから，自分の以前の生き方について話し，「崇拝に関して最も厳格なパリサイ派として生活していた」と言います。（使徒 26:5）パウロはパリサイ派として，メシアの到来を待ち焦がれていました。今はクリスチャンとして，イエス･キリストがその待望のメシアだと熱心に知らせています。パウロは，これまでユダヤ人みんながずっと信じてきた，メシアに関する神の約束について語ったために，こうして裁判にかけられています。これを聞いてアグリッパはますます興味を持ちます。*
[bookmark: citationsource40_8][bookmark: citationsource41_8][bookmark: citationsource42_6]11 パウロは，自分がクリスチャンたちにしていたひどい仕打ちについて話します。「私自身，どんな手段を使ってでもナザレ人イエスの名に敵対すべきだと確信していました。……彼ら[クリスチャンたち]のことでひどく激怒してほかの町々でも迫害するほどでした」。（使徒 26:9-11）パウロは大げさに言っていたわけではありません。パウロがクリスチャンたちを苦しめていたことは広く知られていました。（ガラ 1:13，23）アグリッパは，「そんな人がどうしてクリスチャンになったのか」と思ったでしょう。
12，13. （ア）パウロはクリスチャンになった経緯をどのように説明しましたか。（イ）パウロがしていたことは，「突き棒を蹴り返」すことにどう似ていましたか。
[bookmark: footnotesource4][bookmark: citationsource43_5]12 パウロが続けて話したのは，まさにそのことでした。「祭司長たちから権限と委任を受けてダマスカスに旅をしていた時，王よ，私は真昼に路上で天からの光を見ました。それは太陽の輝きより明るく，私の周りと，一緒に旅をしていた者たちの周りを照らしました。私たちが皆，地面に倒れてしまった時，ヘブライ語で私にこう言う声が聞こえました。『サウロ，サウロ，なぜ私を迫害しているのですか。あなたは突き棒を蹴り返しては，自分を傷つけています』。私は，『主よ，あなたはどなたですか』と言いました。すると主は言いました。『イエスです。あなたは私を迫害しています』」。* （使徒 26:12-15）
[bookmark: citationsource44_5]13 イエスの声を聞く前まで，パウロは「突き棒を蹴り返して」いました。パウロがしていたことは，荷物を運ぶ動物が先のとがった突き棒を蹴り返して，自分の体を傷つけるのに似ていました。神の考えに反発した行動を取って，自分と神との関係を台無しにしていたのです。パウロは真っすぐな人でしたが，間違ったことに力を注いでいました。復活したイエスは，ダマスカスへの道でパウロの前に現れ，考えを正しました。（ヨハ 16:1，2）

^  （使徒 25:13） 何日か過ぎてから，アグリッパ王とベルニケがフェストへの表敬訪問のためカエサレアに到着した。

 
^  （使徒 25:22-27） アグリッパはフェストに言った。「私もその男が話すことを聞いてみたいものです」。フェストは，「明日，お聞きになれます」と言った。 23 それで，次の日，アグリッパとベルニケは派手に着飾ってやって来て，軍司令官たちや町の著名な人たちと共に広間に入った。フェストが命令を出すと，パウロが連れてこられた。 24 フェストは言った。「アグリッパ王，ならびにご同席の皆さま，ご覧になっているこの男については，エルサレムでもここでもユダヤ人が皆，これ以上生かしてはおけないと叫んで私に頼み込んできました。 25 しかし私は，彼が死刑に値することは何もしていないことを見て取りました。それで，彼が尊厳者に上訴した時，彼を送ることに決めました。 26 ところが私には，彼について主に書き送ろうにも，これといったことが何もありません。そのため，皆さまの前，特にアグリッパ王，あなたの前にお連れしました。この取り調べの後，何か書き送ることができるようにです。 27 囚人を送りながら罪状を示さないのは，道理に合わないことに思えます」。

 
^  （使徒 26:5） その人たちは昔から私の知り合いであり，私が崇拝に関して最も厳格なパリサイ派として生活していたことを，その気があれば証言できます。

 
^  （使徒 26:9-11） 私自身，どんな手段を使ってでもナザレ人イエスの名に敵対すべきだと確信していました。 10 事実，エルサレムでそれを実行し，祭司長たちから権限を与えられていましたので，聖なる人たちの多くを牢屋に閉じ込めました。そして，その人たちが処刑される時には，賛成の票を投じました。 11 全ての会堂で聖なる人たちを何度も苦しめて信仰を捨てるよう迫り，彼らのことでひどく激怒してほかの町々でも迫害するほどでした。

 
^  （ガラ 1:13） 皆さんは，私がユダヤ教徒だった頃の振る舞いについて聞いています。私は神の会衆を激しく迫害し，荒らしていました。

 
^  （ガラ 1:23） 彼らはこう聞いていただけでした。「以前私たちを迫害し，会衆*を荒らしていた人が，今では良い知らせを伝えている」。

直訳，「信仰」。
 
^  （使徒 26:12-15） そうした目的で，祭司長たちから権限と委任を受けてダマスカスに旅をしていた時， 13 王よ，私は真昼に路上で天からの光を見ました。それは太陽の輝きより明るく，私の周りと，一緒に旅をしていた者たちの周りを照らしました。 14 私たちが皆，地面に倒れてしまった時，ヘブライ語で私にこう言う声が聞こえました。『サウロ，サウロ，なぜ私を迫害しているのですか。あなたは突き棒を蹴り返しては，自分を傷つけています』。 15 私は，『主よ，あなたはどなたですか』と言いました。すると主は言いました。『イエスです。あなたは私を迫害しています。

 
^  （ヨハ 16:1， 2） 私がこれらのことを言ったのは，あなたたちが信仰を失わない*ためです。 2 人々はあなたたちを会堂から追放します。実際，あなたたちを殺す人が皆，自分は神に神聖な奉仕をしたと思う時が来ます。

または，「罪を犯さない」。
 
^  「ヘロデ･アグリッパ2世」という囲みを参照。
[bookmark: citationsource45_4][bookmark: citationsource46_4]^  クリスチャンになったパウロは，イエスがメシアだと信じていました。イエスを信じないユダヤ人たちは，パウロのことをユダヤ教を捨てた背教者と見ていました。（使徒 21:21，27，28）
^  パウロが「真昼に」旅をしていたことに注目して，ある聖書学者はこう言っています。「旅人はよほど急いでいない限り，真昼の暑い時間は休息を取った。それゆえ，パウロが，迫害するというこの使命にどれほど燃えていたかが分かる」。

^ （使徒 21:21） しかし，その人たちは，あなたについてこういううわさを聞いています。異国人の間にいるユダヤ人全てにモーセからの背教を説き，子供に割礼を施すことも昔からの慣行に従うこともしないよう告げている，といううわさです。

 
^ （使徒 21:27， 28） その7日間が終わろうとしていた時，アジアから来たユダヤ人たちは，パウロが神殿にいるのを見て，群衆全体をあおり立て，パウロを捕まえて， 28 こう叫んだ。「イスラエルの人たち，手伝ってくれ！ この男は，至る所で，全ての人に，民と律法とこの場所に反することを教えている。その上，ギリシャ人を神殿に連れ込んで，この聖なる場所を汚すことさえしたのだ」。

 
^ ***徹 201ページ 「カエサルに上訴します！」***

ヘロデ･アグリッパ2世
[bookmark: citationsource48_4]使徒 25章に出てくるアグリッパ王はヘロデ･アグリッパ2世です。ヘロデ大王のひ孫で，14年前にエルサレム会衆を迫害したヘロデの息子です。（使徒 12:1）ヘロデ家の最後の王でした。
44年に父親が死んだ時，アグリッパは17歳でした。ローマにいて，ローマ皇帝クラウディウスの宮廷で教育を受けていました。父親の領土を受け継ぐには若すぎると皇帝の顧問官たちが考えたので，代わりにローマ総督が任命され，その領土を治めました。とはいえ，フラウィウス･ヨセフスによれば，アグリッパはローマにいる間も，ユダヤ人のために物事に介入し，ユダヤ人に配慮した発言をしました。
[bookmark: citationsource49_4]50年ごろ，クラウディウスはアグリッパをカルキスの王に任命し，53年には，イツリア，テラコニテ，アビレネの統治権も与えました。さらにアグリッパは，エルサレムの神殿の監督を任され，ユダヤ人の大祭司を任命する権限を委ねられました。彼の領土はクラウディウスの後継者ネロによって拡大され，ガリラヤやペレアの一部も含むようになりました。アグリッパは，カエサレアでパウロと会った時，妹のベルニケと一緒でした。ベルニケは，キリキアの王だった夫と離縁していました。（使徒 25:13）
66年，アグリッパはユダヤ人のローマへの反逆を鎮めようとして失敗します。ユダヤ人たちの怒りの矛先が自分に向けられたため，ローマの側に付くしかありませんでした。ユダヤ人の反乱が鎮圧された後，新皇帝ウェスパシアヌスがアグリッパに褒美としてさらに領土を与えました。

^ （使徒 25:1-27） フェストはユダヤ州に入って治め始めて3日後に，カエサレアからエルサレムに上った。 2 すると，祭司長とユダヤ人の主立った人たちがパウロを訴えた。そしてフェストに願い出て， 3 好意の印としてパウロをエルサレムに呼んでくれるようにと求めた。道の途中でパウロを待ち伏せて殺すつもりだったのである。 4 しかしフェストは，パウロはカエサレアに拘束しておくべきだし，自分は間もなくそこへ戻ると答えた。 5 「だから，その男に悪い点が本当にあるなら，あなた方のうちの有力な人たちが私と一緒に来て，彼を訴えなさい」とフェストは言った。 6 こうして，フェストはそこで8日から10日ほどの間過ごしただけで，カエサレアに下り，次の日には裁きの座に座って，パウロを連れてくるように命令した。 7 パウロが入ってくると，エルサレムから来たユダヤ人たちは周りに立って重大な罪状をたくさん挙げたが，証明はできなかった。 8 一方，パウロはこう弁明した。「私は，ユダヤ人の律法に対しても，神殿に対しても，カエサルに対しても，何の罪も犯しておりません」。 9 フェストはユダヤ人に良く思われようとして，パウロにこう答えた。「エルサレムに上って，そこでこの件に関して私の前で裁きを受けることを望むか」。 10 しかしパウロは言った。「私はカエサルの裁きの座の前に立っており，ここで裁かれるのが当然です。ユダヤ人に悪いことは何もしていません。あなたも十分ご存じの通りです。 11 もし私が本当に悪人で，死刑に値することをしたのであれば，慈悲を求めたりはしません。しかし，私に対するこれらの人たちの訴えに何の根拠もないのであれば，好意の印として私を彼らに引き渡す権利は誰にもありません。カエサルに上訴します！」 12 そこでフェストは評議員会と話し合ってから，「あなたはカエサルに上訴した。カエサルのもとに行くように」と答えた。 13 何日か過ぎてから，アグリッパ王とベルニケがフェストへの表敬訪問のためカエサレアに到着した。 14 2人がそこで何日も過ごしていたので，フェストはパウロのことをアグリッパ王に持ち出して，こう言った。 「フェリクスが残していった囚人の男がいまして， 15 私がエルサレムにいた際，祭司長やユダヤ人の長老たちが彼について訴えを提出し，有罪の判決を下すよう求めました。 16 しかし私は，告訴人たちの前で弁明する機会が与えられていない人を，好意の印として引き渡すのはローマ人のやり方ではない，と答えておきました。 17 ユダヤ人たちがここに到着した時，私は迅速に行動し，次の日には裁きの座に座って，その男を連れてくるように命令しました。 18 告訴人たちは立ち上がりましたが，私が予想していたような悪事は告発しませんでした。 19 自分たちの宗教*とイエスという男に関して争っているだけでした。イエスは死んだのに，パウロは，生きていると主張し続けているのです。 20 私はこの論争の扱いに困り，パウロに，エルサレムに行ってそこでこの件に関して裁きを受けたいかどうか尋ねてみました。 21 しかしパウロが，尊厳者による判決を受けるために自分を拘束しておいてほしいと申し出たので，私は，カエサルのもとに送るまで彼を拘束しておくように命令しました」。 22 アグリッパはフェストに言った。「私もその男が話すことを聞いてみたいものです」。フェストは，「明日，お聞きになれます」と言った。 23 それで，次の日，アグリッパとベルニケは派手に着飾ってやって来て，軍司令官たちや町の著名な人たちと共に広間に入った。フェストが命令を出すと，パウロが連れてこられた。 24 フェストは言った。「アグリッパ王，ならびにご同席の皆さま，ご覧になっているこの男については，エルサレムでもここでもユダヤ人が皆，これ以上生かしてはおけないと叫んで私に頼み込んできました。 25 しかし私は，彼が死刑に値することは何もしていないことを見て取りました。それで，彼が尊厳者に上訴した時，彼を送ることに決めました。 26 ところが私には，彼について主に書き送ろうにも，これといったことが何もありません。そのため，皆さまの前，特にアグリッパ王，あなたの前にお連れしました。この取り調べの後，何か書き送ることができるようにです。 27 囚人を送りながら罪状を示さないのは，道理に合わないことに思えます」。

または，「神への崇拝」。
 
^ （使徒 12:1） その頃，ヘロデ王は会衆のある人たちを虐待し始め，

 
^ （使徒 25:13） 何日か過ぎてから，アグリッパ王とベルニケがフェストへの表敬訪問のためカエサレアに到着した。

 
^ ***喜歌 115番 神の辛抱に対する感謝***
 
115番
神の辛抱に対する感謝
 
[bookmark: citationsource50_4]（ペテロ第二 3:15）
1. ため息 出るような日々の苦しみを
誰よりも神が辛抱している
エホバの時は来る
遅れることはない
（※ 繰り返し）
未来を見つめて
感謝し歩みます
2. 1日のように1000年を生きる
時を計る方 約束を守る
悔い改める人
神は待ち続ける
（※ 繰り返し）
未来を見つめて
感謝し歩みます
[bookmark: citationsource51_4][bookmark: citationsource52_4][bookmark: citationsource53_4]（ネヘ 9:30; ルカ 15:7; ペテ二 3:8，9も参照。）

^ （ペテ二 3:15） また，私たちの主の辛抱を救いと考えてください。私たちの愛する兄弟パウロも，自分に与えられた知恵に沿って，皆さんにそう書き送りました。

 
^ （ネヘ 9:30） あなたは何年も彼らのことを辛抱し，預言者を通して聖なる力によって繰り返し警告なさいましたが，彼らは聞こうとしませんでした。ついに，あなたは彼らを周囲の国の人々の手に渡しました。

 
^ （ルカ 15:7） あなた方に言いますが，同じように，悔い改める1人の罪人については，悔い改める必要のない99人の正しい人についてよりも，大きな喜びが天にあるのです。

 
^ （ペテ二 3:8， 9） 愛する皆さん，このことを見過ごしてはなりません。エホバ*にとって1日は1000年のようであり，1000年は1日のようです。 9 エホバ*は約束を果たすのが遅いと考える人もいますが，そうではありません。神は，一人も滅ぼされることなく，全ての人が悔い改めることを望んでいるので，皆さんのことを辛抱しているのです。

付録A5参照。
付録A5参照。
 
[bookmark: pcitation1_9]^ ***喜歌 90番 励まし合いましょう***
 
90番
励まし合いましょう
 
[bookmark: citationsource14_9]（ヘブライ 10:24，25）
1. 励まし合いながらエホバに仕えて
強い絆結び愛を育てよう
神の民の愛は耐え忍ぶ力
会衆は避難所 私の安らぎ
2. 金のリンゴに似た優しい言葉を
友から掛けられて心温まる
思い一つにして働く喜び
重い荷を負い合い 友を支えよう
3. 仲間との集まり忘れることなく
確信を抱いてエホバの日待とう
友と肩を並べエホバに仕えて
励まし合いながら忠誠尽くそう
[bookmark: citationsource15_9][bookmark: citationsource16_9][bookmark: citationsource17_9][bookmark: citationsource18_9]（ルカ 22:32; 使徒 14:21，22; ガラ 6:2; テサ一 5:14も参照。）

^ （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。
 
^ （ルカ 22:32） しかし私は，あなたの信仰が尽きないように祈願しました。立ち直った後は，兄弟たちを力づけなさい」。

 
^ （使徒 14:21， 22） 2人はその町に良い知らせを広め，かなり大勢の人々が弟子となるよう手助けした後，ルステラ，イコニオム，アンティオキアに戻り， 22 弟子たちを力づけ，信仰を保つよう励まして，「私たちは，多くの苦難を経験して神の王国に入らなければなりません」と言った。

 
^ （ガラ 6:2） 仲間同士，重荷を負い合いましょう。そうすればキリストの律法を実践していることになります。

 
^ （テサ一 5:14） 兄弟たち，さらに勧めます。秩序を無視する人に警告を与え*，気落ちしている人に慰めの言葉を掛け，弱い人を支え，誰に対しても辛抱強くあってください。

または，「を訓戒し」。
 
^ ***塔02 5/15 26ページ 廉直な者たちを導くのはその忠誠***
[bookmark: citationsource19_9]廉直な者の忠誠と，悪を行なう者たちの邪悪さは，他の人々にも影響を与えます。「背教者はその口によって仲間の者を滅びに陥れる。しかし，義なる者たちは知識によって助け出される」と，イスラエルの王は言います。（箴言 11:9）中傷，有害なうわさ話，卑わいな話，むだ話などが他の人を傷つけることを否定する人などいるでしょうか。一方，義なる者の言葉は純粋で，よく考えられており，思いやりがあります。義なる者は知識によって助け出されます。なぜなら，義なる者の忠誠は，告発する者の偽りを証明するのに必要な論拠を与えるものとなるからです。

^ （格 11:9） 背教者*は言葉によって隣人を破滅させる。 正しい人は知識によって助け出される。

または，「神を認めない人」。
 
^ ***塔02 5/15 27ページ 廉直な者たちを導くのはその忠誠***
廉直な道を歩む市民は平和と福祉を促進し，地域社会の他の人々を啓発します。このようにして町は高められる，つまり繁栄します。中傷的なこと，人を傷つけること，また間違ったことを話す人たちは，不安や悲しみ，不和や問題を引き起こします。そうした人々が影響力を持つ立場の人であれば，特にそうです。そのような町は，無秩序，腐敗，さらには道徳面や恐らく経済面での衰退を経験するでしょう。
[bookmark: citationsource21_9]箴言 11章11節に述べられている原則は，町のような会衆に交わるエホバの民にも等しく当てはまります。霊的な人々，すなわち忠誠によって導かれる廉直な人々が影響力を持つ会衆は，幸福で活発で他の人を進んで助け，神に誉れをもたらす人々の集まりです。エホバはその会衆を祝福されるので霊的に繁栄します。まれに，何かのことで気を悪くして不満を抱いたためと思われますが，あら探しをし，物事が行なわれる方法を辛らつな言葉で批判する人がわずかながらいます。そうした人々は，「有毒な根」のように広がって，当初は影響を受けていなかった他の人々まで毒しかねません。（ヘブライ 12:15）そのような人たちは，大抵，より大きな権力や目立った存在になることを求めるものです。会衆内に，あるいは長老たちに，不公正や人種的偏見があるといったうわさを巻き起こします。その口は確かに，会衆内に分裂を生じさせるおそれがあります。わたしたちは，そうした人たちの話に耳を貸さないようにし，会衆内の平和と一致に貢献する霊的な人であるよう努めるべきではないでしょうか。

^ （格 11:11） 正直な人たちが受ける*祝福によって町は栄え， 悪人たちの口によって町は打ち壊される。

または，「願い求める」。
 
^ （ヘブ 12:15） 誰も神から惜しみない親切を受け損なうことがないように，注意深く見守ってください。有毒な根が生え出て問題を起こし，それによって多くの人が汚される，ということがないようにしましょう。

 
^ ***塔02 5/15 27ページ 廉直な者たちを導くのはその忠誠***
しっかりした判断力に欠けている人，つまり「心の欠けている者」はなんと大きな害をもたらすのでしょう。そのみだりな話し方は中傷やののしりにまで発展します。任命された長老たちは，そのような不健全な影響力をなくすことに敏速でなければなりません。識別力のある人は「心の欠けている者」と違って，沈黙を守るべき時を心得ています。内密にすべきことを漏らしたりせず，事を覆い隠します。口を慎まなければ多くの害が生じることを知っているので，識別力のある人は『霊において忠実』です。仲間の信者に対して忠節であり，内密の事柄を漏らして仲間を危険にさらすようなことをしません。そのような忠誠を保つ人々は，会衆にとってなんと大きな祝福なのでしょう。

^ ***目20 No. 1 11ページ ストレスの対処法***

「親切な行いでストレス撃退」
[bookmark: citationsource22_9]「親切であることは自分のためになり，残酷な人は自分を苦しい目に遭わせる」。格言 11:17
「ストレスを克服する」（英語）という本には「親切な行いでストレス撃退」という章があります。著者のティム･カントファー博士によれば，人に親切にすると健康や幸福度が増進します。その一方，意地悪で厳しい人は周りから避けられてしまうため，不幸になります。
[bookmark: citationsource23_9]自分に優しくなるなら，ストレスが和らぐかもしれません。自分に厳し過ぎたり，現実離れした期待をしたりすべきではありませんし，自分を過小評価するのもよくありません。「あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない」とイエス･キリストは言いました。（マルコ 12:31）

^ （格 11:17） 親切である*ことは自分のためになり， 残酷な人は自分を苦しい目に遭わせる*。

または，「揺るぎない愛を示す」。
または，「の名誉を傷つける」。
 
^ （マル 12:31） 第二はこうです。『あなたは隣人を自分自身のように愛さなければならない』。これらより重要なおきてはほかにありません」。

 
^ ***教励 8ページ 正確に朗読する***
 
第5課
正確に朗読する
 
テモテ第一 4:13
ポイント: 書かれている通りに朗読する。
どのように行うか:
· よく練習する。文脈を考えましょう。単語ごとにではなく，意味のまとまりごとに読む練習をしてください。言葉を足したり，飛ばしたり，読み間違えたりしないように気を付けます。ふさわしい休止を入れながら読みましょう。

誰かに朗読を聞いてもらい，読み間違えた箇所を指摘してもらいましょう。
· 正確に発音する。読み方が分からない時には，辞書を調べたり，出版物の録音版を聞いたり，上手に朗読する人に尋ねたりしましょう。
· 聞きやすい朗読をする。頭を上げ，口をしっかり開き，はっきりと発音します。

不自然なほどはっきりと読まないようにしましょう。

^ （テモ一 4:13） 私がそちらに行くまで，朗読と説き勧める*ことと教えることに励んでください。

または，「励ます」。
 
^ ***愛込 レッスン2 ポイント4***
4. 焦らない。すぐに聖書のことを話さないといけないとは考えないでください。自然に聖書の話題につなげられそうなタイミングを待ちましょう。場合によっては，次にその人と話せる時まで待った方がよいかもしれません。

^ ***愛込 レッスン8 ポイント3***
3. いろいろ試してみる。相手に今のところ聖書を学ぶ気がない場合，プレッシャーをかけないようにしましょう。別のふさわしいタイミングで動画や記事を見せたりして，聖書レッスンがどういうものか，聖書を学ぶとどんな良いことがあるかを知ってもらうとよいかもしれません。

^ ***愛込 レッスン10 ポイント3***
3. 聖書レッスンの時間や場所を相手の都合に合わせる。その人にとって都合の良い曜日や時間帯はいつでしょうか。リラックスして学べるのは自宅でしょうか。それとも職場や公共の場所でしょうか。できるだけ相手の都合に合わせられるよう，自分の予定を調整しましょう。

^ ***喜歌 157番 平和が満ちる時***
 
157番
平和が満ちる時
 
[bookmark: citationsource25_9]（詩編 29:11）
1. この世界がどんよりと暗く沈んでも
信仰の目には見える 明るい未来が
（※ 繰り返し）
川を越えて山も越え その向こうまで
この地球の果てにまで 平和 満ちる
ついに
2. 一つになる 天地が新しくなって
誰もまだ見たことない 平和 訪れる
（※ 繰り返し）
川を越えて山も越え その向こうまで
この地球の果てにまで 平和 満ちる
ついに
（※ 繰り返し）
川を越えて山も越え その向こうまで
この地球の果てにまで 平和 満ちる
（※ 繰り返し）
川を越えて山も越え その向こうまで
この地球の果てにまで 平和 満ちる
ついに
ついに
[bookmark: citationsource26_9][bookmark: citationsource27_9][bookmark: citationsource28_9]（詩 72:1-7; イザ 2:4; ロマ 16:20も参照。）

^ （詩 29:11） エホバはご自分の民に力を与える。 エホバはその民に平和を与えて祝福する。

 
^ （詩 72:1-7） 神よ，どのように裁くかを王に教えてください。 王の子があなたの正しさに倣えますように。 2 王があなたの民の訴えを正しく取り上げ， 立場が低い人を公正に扱いますように。 3 山が平和を， 丘が正義を民にもたらしますように。 4 王が，民の中の立場が低い人を守り， 貧しい人の子たちを救い， だまし取る人を打ち倒しますように。 5 民はあなたを畏れる。 太陽がある限り，月がある限りずっと。 何代にもわたって。 6 王は刈られた草地に降る雨のようになる。 地面を潤す豊かな雨のように。 7 王が治める間，正しい人たちは幸せに暮らし*， 平和が行き渡る。月がなくなる時までも。

直訳，「は芽生え」。
 
^ （イザ 2:4） 神は国々の中で裁きを下し， 多くの人々を正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「人々に関して物事を正す」。
 
^ （ロマ 16:20） 平和を与える神により，間もなくサタンは皆さんの足の下で砕かれます。私たちの主イエスの惜しみない親切が皆さんに示されますように。

 
^ ***徹 200–202ページ 「カエサルに上訴します！」***
14，15. パウロは，自分の生き方がどう変わったと話しましたか。
[bookmark: citationsource29_9]14 パウロは生き方を180度変えました。アグリッパにこう言います。「私は天からのその幻に背くことなく，まずダマスカスの人たちに，次いでエルサレムの人たちに，またユダヤ地方全体に，さらには異国の人々にも，悔い改めるように，そして悔い改めたことを示す行動を取って神を崇拝するようにと知らせていきました」。（使徒 26:19，20）真昼の幻の中でイエス･キリストから与えられた任務に，パウロはこれまで何年も取り組んできました。どんな成果があったでしょうか。良い知らせを聞いて喜んだ人たちは，それまでの良くない行いを反省し，心を入れ替え，神の考えに合わせた生き方をするようになりました。今は，法律を守って穏やかに生活する，善良な市民になっています。
[bookmark: citationsource30_9]15 でも，ユダヤ人たちはそういう良い面には見向きもしませんでした。パウロはこう話します。「ですからユダヤ人たちは私を神殿で捕らえ，殺そうとしたのです。しかし，私は神の助けを得てきましたので，今日までずっと，身分が低い人にも高い人にも伝道し続けています」。（使徒 26:21，22）
16. 裁判官や役人たちに自分の信仰について話すときは，パウロにどのように倣えますか。
[bookmark: citationsource31_9]16 私たちも，「いつでも弁明できるよう，準備しておき」たいものです。（ペテ一 3:15）裁判官や役人たちに自分の信仰について話すときは，パウロに倣いたいと思います。パウロがアグリッパとフェストに話した時と同じように，聖書の教えを学んで自分の人生がどう変わったかを話せます。私たちが聖書について教えた人たちの人生がどう良くなったかも話せます。敬意を込めてそうしたことを伝えれば，役人たちの心に訴え掛けられるかもしれません。
[bookmark: citationsource32_9]「あなたは……私を説き伏せてクリスチャンにならせようとしている」（使徒 26:24-32）
17. フェストはパウロの弁明を聞いて，どう反応しましたか。現代でも，どんな反応をする人たちがいますか。
[bookmark: citationsource33_9]17 客観的に聞いていたはずの2人も，パウロの話に引き込まれ，黙っていられなくなります。こう記録されています。「パウロがこう弁明していると，フェストが大声で言った。『パウロ，あなたは気が狂っている！ 博学のためにおかしくなっているのだ！』」（使徒 26:24）現代でも，フェストと同じような反応をする人がいます。聖書に書かれている通りのことを教えると，狂信的だと思われるかもしれません。例えば，たいていの人は，死んだ人が復活するという教えは信じ難いと感じます。
18. パウロはフェストにどう答えましたか。アグリッパはどう反応しましたか。
[bookmark: citationsource34_9]18 パウロはフェストにこう答えます。「気が狂ってなどいません，フェスト閣下。真実で理にかなった言葉を述べているのです。実際，私が気兼ねなくお話ししております王が，これらのことについてよくご存じです。……アグリッパ王，預言者たちを信じておられますか。信じておられることを知っております」。アグリッパ王はこう答えます。「あなたはわずかな時間で私を説き伏せてクリスチャンにならせようとしている」。（使徒 26:25-28）本心でそう言ったかどうかは分かりませんが，パウロの話が王にかなりのインパクトを与えたのは確かです。
19. アグリッパとフェストはどんな結論に至りましたか。
[bookmark: citationsource35_9]19 その後，アグリッパとフェストは立ち上がり，聴聞が終わります。記録はこう続いています。「[彼らは]そこを去っていき，互いに，『この人は死刑や拘禁に値することは何もしていない』と言うのだった。また，アグリッパはフェストに，『この人はカエサルに上訴していなければ釈放されただろうに』と言った」。（使徒 26:31，32）2人はパウロが無実だということが分かりました。以後，クリスチャンたちにより理解を示すようになったかもしれません。
20. パウロがアグリッパやフェストと話したことには意味があった，といえるのはどうしてですか。
[bookmark: citationsource36_9][bookmark: citationsource37_9]20 アグリッパもフェストも，神の王国の良い知らせについて学ぼうとはしなかったようです。パウロが2人と話したことには意味があったのでしょうか。もちろんありました。パウロがユダヤの「王や総督の前に連れていかれ」たことで，普通なら会えなかったローマの役人たちに伝道できました。（ルカ 21:12，13）兄弟姉妹は，大変な中でもパウロが行った先々で奮闘していることを聞いて，自分も頑張ろうと思ったはずです。（フィリ 1:12-14）
21. 逆境の中でも伝道を続けることで，どんな良いことが起きていますか。
21 現代でも，同じことが言えます。逆境の中でも伝道を続けることで，いろんな良いことが起きています。普段は会えない役人たちに話せることがあります。兄弟姉妹も仲間の頑張りについて聞いて，元気をもらえます。自分も決して諦めずに，神の王国について徹底的に知らせていこうという気持ちになります。

ローマの行政長官ポルキオ･フェスト
ポルキオ･フェストについて書かれている資料として残っているのは，「使徒の活動」とフラウィウス･ヨセフスの著作だけです。フェストは58年ごろ，フェリクスの後を継いでユダヤの行政長官になりました。職務に就いてわずか2，3年後に亡くなったようです。
フェストは，前任のフェリクスや後任のアルビノスとは違い，おおむね理性的で有能な行政長官だったようです。フェストが着任した時，ユダヤには無法者が多くいました。「フェストは，その地方で治安を乱す者たちを正すことにした。それで，盗賊の大半を捕らえ，かなりの数の者を処刑した」とヨセフスは書いています。フェストの在任中，ユダヤ人は，神殿域の様子をアグリッパ王に見られないよう壁を建設しました。フェストは当初，それを取り壊すよう命じました。しかし後になってユダヤ人の要望に応じ，壁を残してよいかローマ皇帝ネロに尋ねることを許可しました。
フェストは，犯罪者や反乱を起こす人たちに断固とした措置を取ったようです。とはいえ，ユダヤ人と良い関係でいようとして，正義に反することもしました。少なくとも使徒パウロへの対応について，そういえます。

ヘロデ･アグリッパ2世
[bookmark: citationsource39_9]使徒 25章に出てくるアグリッパ王はヘロデ･アグリッパ2世です。ヘロデ大王のひ孫で，14年前にエルサレム会衆を迫害したヘロデの息子です。（使徒 12:1）ヘロデ家の最後の王でした。
44年に父親が死んだ時，アグリッパは17歳でした。ローマにいて，ローマ皇帝クラウディウスの宮廷で教育を受けていました。父親の領土を受け継ぐには若すぎると皇帝の顧問官たちが考えたので，代わりにローマ総督が任命され，その領土を治めました。とはいえ，フラウィウス･ヨセフスによれば，アグリッパはローマにいる間も，ユダヤ人のために物事に介入し，ユダヤ人に配慮した発言をしました。
[bookmark: citationsource40_9]50年ごろ，クラウディウスはアグリッパをカルキスの王に任命し，53年には，イツリア，テラコニテ，アビレネの統治権も与えました。さらにアグリッパは，エルサレムの神殿の監督を任され，ユダヤ人の大祭司を任命する権限を委ねられました。彼の領土はクラウディウスの後継者ネロによって拡大され，ガリラヤやペレアの一部も含むようになりました。アグリッパは，カエサレアでパウロと会った時，妹のベルニケと一緒でした。ベルニケは，キリキアの王だった夫と離縁していました。（使徒 25:13）
66年，アグリッパはユダヤ人のローマへの反逆を鎮めようとして失敗します。ユダヤ人たちの怒りの矛先が自分に向けられたため，ローマの側に付くしかありませんでした。ユダヤ人の反乱が鎮圧された後，新皇帝ウェスパシアヌスがアグリッパに褒美としてさらに領土を与えました。

^  （使徒 26:19， 20） それでアグリッパ王，私は天からのその幻に背くことなく， 20 まずダマスカスの人たちに，次いでエルサレムの人たちに，またユダヤ地方全体に，さらには異国の人々にも，悔い改めるように，そして悔い改めたことを示す行動を取って神を崇拝するようにと知らせていきました。

 
^  （使徒 26:21， 22） ですからユダヤ人たちは私を神殿で捕らえ，殺そうとしたのです。 22 しかし，私は神の助けを得てきましたので，今日までずっと，身分が低い人にも高い人にも伝道し続けています。私が語っているのは，預言者たちやモーセが起きると述べたことだけです。

 
^  （ペテ一 3:15） 心の中で主キリストを神聖な方としてください。皆さんの抱く希望について説明を求める人にいつでも弁明できるよう，準備しておきましょう。語る時には，温和な態度と深い敬意を示しましょう。

 
^ （使徒 26:24-32） パウロがこう弁明していると，フェストが大声で言った。「パウロ，あなたは気が狂っている！ 博学のためにおかしくなっているのだ！」 25 しかしパウロは言った。「気が狂ってなどいません，フェスト閣下。真実で理にかなった言葉を述べているのです。 26 実際，私が気兼ねなくお話ししております王が，これらのことについてよくご存じです。私は，これらは一つとして王の目に留まらないはずがないと確信しています。片隅で行われてきたことではないからです。 27 アグリッパ王，預言者たちを信じておられますか。信じておられることを知っております」。 28 アグリッパはパウロに言った。「あなたはわずかな時間で私を説き伏せてクリスチャンにならせようとしている」。 29 パウロは言った。「わずかな時間であっても長くかかっても，私は，王だけでなく，今日私の言葉を聞いておられる方全員が，私のような人になってほしいと神に願っております。もっとも，このように拘禁されることを願っているわけではありません」。 30 王は立ち上がり，総督とベルニケ，また一緒に座っていた人たちも立ち上がった。 31 そして，そこを去っていき，互いに，「この人は死刑や拘禁に値することは何もしていない」と言うのだった。 32 また，アグリッパはフェストに，「この人はカエサルに上訴していなければ釈放されただろうに」と言った。

 
^  （使徒 26:24） パウロがこう弁明していると，フェストが大声で言った。「パウロ，あなたは気が狂っている！ 博学のためにおかしくなっているのだ！」

 
^  （使徒 26:25-28） しかしパウロは言った。「気が狂ってなどいません，フェスト閣下。真実で理にかなった言葉を述べているのです。 26 実際，私が気兼ねなくお話ししております王が，これらのことについてよくご存じです。私は，これらは一つとして王の目に留まらないはずがないと確信しています。片隅で行われてきたことではないからです。 27 アグリッパ王，預言者たちを信じておられますか。信じておられることを知っております」。 28 アグリッパはパウロに言った。「あなたはわずかな時間で私を説き伏せてクリスチャンにならせようとしている」。

 
^  （使徒 26:31， 32） そして，そこを去っていき，互いに，「この人は死刑や拘禁に値することは何もしていない」と言うのだった。 32 また，アグリッパはフェストに，「この人はカエサルに上訴していなければ釈放されただろうに」と言った。

 
^  （ルカ 21:12， 13） しかし，これら全てが起きる前に，人々はあなたたちを捕らえて迫害し，会堂や牢屋に引き渡し，あなたたちは私の名のために王や総督の前に連れていかれます。 13 それは証言する機会となります。

 
^  （フィリ 1:12-14） さて，兄弟たち，知ってほしいことがあります。私の身に起きたことにより，良い知らせはとどめられるどころか，かえって広まっています。 13 私がキリストのために拘禁されていることが，親衛隊の全員とほかのあらゆる人たちに知られるようになっています。 14 そして，私が拘禁されていることで，主に従う兄弟たちの大半が確信を持ち，恐れることなく，ますます勇敢に神の言葉を語っています。

 
^ （使徒 25:1-27） フェストはユダヤ州に入って治め始めて3日後に，カエサレアからエルサレムに上った。 2 すると，祭司長とユダヤ人の主立った人たちがパウロを訴えた。そしてフェストに願い出て， 3 好意の印としてパウロをエルサレムに呼んでくれるようにと求めた。道の途中でパウロを待ち伏せて殺すつもりだったのである。 4 しかしフェストは，パウロはカエサレアに拘束しておくべきだし，自分は間もなくそこへ戻ると答えた。 5 「だから，その男に悪い点が本当にあるなら，あなた方のうちの有力な人たちが私と一緒に来て，彼を訴えなさい」とフェストは言った。 6 こうして，フェストはそこで8日から10日ほどの間過ごしただけで，カエサレアに下り，次の日には裁きの座に座って，パウロを連れてくるように命令した。 7 パウロが入ってくると，エルサレムから来たユダヤ人たちは周りに立って重大な罪状をたくさん挙げたが，証明はできなかった。 8 一方，パウロはこう弁明した。「私は，ユダヤ人の律法に対しても，神殿に対しても，カエサルに対しても，何の罪も犯しておりません」。 9 フェストはユダヤ人に良く思われようとして，パウロにこう答えた。「エルサレムに上って，そこでこの件に関して私の前で裁きを受けることを望むか」。 10 しかしパウロは言った。「私はカエサルの裁きの座の前に立っており，ここで裁かれるのが当然です。ユダヤ人に悪いことは何もしていません。あなたも十分ご存じの通りです。 11 もし私が本当に悪人で，死刑に値することをしたのであれば，慈悲を求めたりはしません。しかし，私に対するこれらの人たちの訴えに何の根拠もないのであれば，好意の印として私を彼らに引き渡す権利は誰にもありません。カエサルに上訴します！」 12 そこでフェストは評議員会と話し合ってから，「あなたはカエサルに上訴した。カエサルのもとに行くように」と答えた。 13 何日か過ぎてから，アグリッパ王とベルニケがフェストへの表敬訪問のためカエサレアに到着した。 14 2人がそこで何日も過ごしていたので，フェストはパウロのことをアグリッパ王に持ち出して，こう言った。 「フェリクスが残していった囚人の男がいまして， 15 私がエルサレムにいた際，祭司長やユダヤ人の長老たちが彼について訴えを提出し，有罪の判決を下すよう求めました。 16 しかし私は，告訴人たちの前で弁明する機会が与えられていない人を，好意の印として引き渡すのはローマ人のやり方ではない，と答えておきました。 17 ユダヤ人たちがここに到着した時，私は迅速に行動し，次の日には裁きの座に座って，その男を連れてくるように命令しました。 18 告訴人たちは立ち上がりましたが，私が予想していたような悪事は告発しませんでした。 19 自分たちの宗教*とイエスという男に関して争っているだけでした。イエスは死んだのに，パウロは，生きていると主張し続けているのです。 20 私はこの論争の扱いに困り，パウロに，エルサレムに行ってそこでこの件に関して裁きを受けたいかどうか尋ねてみました。 21 しかしパウロが，尊厳者による判決を受けるために自分を拘束しておいてほしいと申し出たので，私は，カエサルのもとに送るまで彼を拘束しておくように命令しました」。 22 アグリッパはフェストに言った。「私もその男が話すことを聞いてみたいものです」。フェストは，「明日，お聞きになれます」と言った。 23 それで，次の日，アグリッパとベルニケは派手に着飾ってやって来て，軍司令官たちや町の著名な人たちと共に広間に入った。フェストが命令を出すと，パウロが連れてこられた。 24 フェストは言った。「アグリッパ王，ならびにご同席の皆さま，ご覧になっているこの男については，エルサレムでもここでもユダヤ人が皆，これ以上生かしてはおけないと叫んで私に頼み込んできました。 25 しかし私は，彼が死刑に値することは何もしていないことを見て取りました。それで，彼が尊厳者に上訴した時，彼を送ることに決めました。 26 ところが私には，彼について主に書き送ろうにも，これといったことが何もありません。そのため，皆さまの前，特にアグリッパ王，あなたの前にお連れしました。この取り調べの後，何か書き送ることができるようにです。 27 囚人を送りながら罪状を示さないのは，道理に合わないことに思えます」。

または，「神への崇拝」。
 
^ （使徒 12:1） その頃，ヘロデ王は会衆のある人たちを虐待し始め，

 
^ （使徒 25:13） 何日か過ぎてから，アグリッパ王とベルニケがフェストへの表敬訪問のためカエサレアに到着した。
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